
  
   光之美少女对TS大叔太难啦！（周日8点30档动画对TS大叔来说太难啦！）

   
    	前言手术刀上司是幻想

    	第1话第一次不用的pulpure

    	从阳鬼到阴鬼的纠缠有成为犯罪的可能性。

    	恶梦/恶梦

    	capitulo 39第4个pulpure ?!噩梦的预兆

    	第3话后宫男人堕入地狱。被戴绿帽子的男人该获救了。

    	第4话“女装TS女体化性转换精神的BL结果不都是同性恋吗?”“你说什么啊?”

    	第5话胎动经常被用于严肃的场面，但如果是色情漫画的话，那就是腹腹的暗喻，倒不如说是色情。

    	第6话在SNS和消息应用程序上搞恐怖袭击的家伙，真的不能原谅。

    	闲话佩萨迪贾

    	capitulo 41噩梦的开始第4个人的真面目

    	即使不记得谚语的意思，也能活下去。

    	第8话本来的意思是成功是伴随着牺牲和危险的。

    	装成邪恶堕落的样子，其实是色情吧?

    	第10话一点点真的一点点

    	第11话开始改变的认识开始改变的意识

    	在幕间手牵手约会的背后

    	在电影院请安静

    	第13话小时候觉得电视新闻节目没什么意思，但长大后不知不觉就看了，为什么?

    	极简主义似乎是从2010年开始流行的

    	第15话那家伙偷了一个不得了的东西。

    	capitulo 1相遇与离别!明天还是会来的

    	edicion Sueno /梦

    	第16话圣诞节后的歌舞片，弱者男性看了会休克死亡，所以要注意

    	因为那是我最大的幸福

    	第18话总有一天，一定会破坏你的。

    	■api■ulo 4■梦与噩梦神秘的紫色

    	第19话■■■■的诅咒

    	你的样子和我很像。

   

  
 
  前言手术刀上司是幻想

  プロローグ　メスガキ上司は幻想

  星期天的早晨对电视儿童来说，是如同宝箱般的时间。

  日曜日の朝はテレビっ子にとって宝箱のような時間だった。

  　

  描述少年少女们手持各种各样的道具，为了拯救地球的存亡与未来而赌上性命战斗的故事。

  多種多様なアイテムを手に戦う少年少女たちの物語を描く番組。

  描述五名穿着五颜六色服装的战士，为了拯救地球的存亡与未来而赌上性命战斗的故事。

  ５人の色とりどりな格好をした戦士が地球の存亡やら未来を救うためだとかで命を張って戦う番組。

  描述几名英雄们腰间装备着装具，骑着摩托车为了实现梦想与野心，或是为了保护他人而前进的故事。

  数人の英傑たちが腰に装着具をつけ、バイクに乗って夢や野望を叶えるためにまたは護るために進む番組。

  　

  在各种各样的故事中，我无论如何都无法在八点半之后好好看电视。

  多種多様な物語がある中で、俺はどうしても８時半からはテレビをまともに見れなくなる。

  理由说来丢脸，但以男孩子来说，八点钟开始播放的节目实在太闪亮亮。

  理由はまあ恥ずかしい話なのだが、男の子が見るにしてはキラキラしすぎていたのだ。

  　

  与七点半到八点相比，八点钟开始播放的节目，以女孩子取向的故事居多。

  ８時半から流されるそれは７時半から８時までと比べると、どちらかというと女の子向けなストーリーが多い。

  我身为电视儿童时的年龄约六、七岁，也是开始逐渐理解关于性方面的差异的年纪。

  テレビっ子だった頃の自分の年齢は６、７歳といったところでそういった性の意識に関しても少しずつ差異を理解し始める年頃でもあった。

  　

  （这是男孩子（我）不能看的东西。）

  （これは男の子(俺)が見てちゃダメなものだ）

  　

  我下意识地这么想，在八点半之后离开电视，开始看起父母买给我的游戏与漫画。

  無意識的にそう思っていた俺は８時半にはテレビを離れ、買い与えられたゲームや漫画などに目を向けるようになっていた。

  即使如此，我还是会待在同一个房间里，假装忘记这件事，继续看电视，然后偷偷用眼角余光瞄着屏幕。这单纯是因为出现在这类作品中的少女们实在太可爱了。

  それでも同じ部屋の中にいて、消し忘れたふりをしてテレビはそのままで、こっそり横目で見たりしていたのは、単純にそういった作品に出てくる少女たちがあまりにも可愛かったからだろう。

  　

  　

  后来过了十几年，我长大成人，也忘了对这类作品抱持的兴趣。

  それから十数年して大人になってからはそういった作品への興味とかも忘れていた。

  应该说，单纯是因为我的视野变广，见识过各种各样的可爱之后，找到了更符合自己喜好的作品。

  というより単純に視野が広がって、いろんな可愛さを知った上でより自分の癖にあった作品を見つけてしまったことが大きい。

  　

  『你不看光之美少女吗？这一季的光之美少女超好看哦。』

  『〇〇さんはプルキュアは見ないの？　今季のプルキュアめっちゃよきだぞ』

  『就算不是新作，以前的作品也超有趣哦！』

  『新作じゃなくても過去作にもめっちゃおもろいのあるぞ！』

  『我最喜欢二十年前的光之美少女了！那时候光之美少女的风格还没固定，有很多独特的描写！』

  『２０年くらい前のプルキュアトレスが一番好きだったわ！　まだプルキュアの方向性固まってなくて独特な描写が多くてさ！』

  　

  在现代人常使用的SNS上，偶尔会看到这种对话。

  現代人らしくSNSでの文字でのやり取りの中でこういった会話をすることは時々ある。

  这是将人拖进新泥沼的魔手。

  新たな沼に引きずり込もうとする魔の手である。

  　

  说没兴趣是骗人的。尤其是最后提到的光之美少女，正好是我看过的时期，虽然记忆模糊，但我还记得剧情，所以也想再看一次。

  興味がないと言ったら嘘になる。特に最後のプルキュアトレスというのはちょうど自分が見ていた時期と被っていて、おぼろげながらストーリーも覚えているがもう一度見たいという思いもあった。

  然而遗憾的是，社会人士的时间有限，我忙着消化之前漏看的深夜动画，实在无法抽出时间看这部作品。

  ただ残念ながら社会人の時間は有限であって、すでに撮り溜めしている見逃した深夜アニメなどを消化しているとどうしてもそこまで手を伸ばすことが出来なかった。

  　

  「要是错过最新的话题作，真的跟不上社群网络的话题呢。」

  「最新の話題作を見逃すとまじでSNSついていけないからなあ」

  　

  我试着搜寻这部作品的名字，确认那些令人怀念的角色。

  名前だけググってみれば懐かしいキャラたちの姿を確認できる。

  小时候我觉得这些角色很可爱，现在看起来却觉得画风很老，不禁笑了出来。

  子供の頃はこのキャラがかわいいって思っていたけれど今見るとだいぶ古臭い絵柄だなと笑ってしまう。

  　

  「哦，这部作品刚好有登录在能看的影音网站。我这次的中元节不打算回老家，就稍微看一下吧。」

  「お、この作品ちょうど登録してる配信サイトで見れるじゃん。今度のお盆休みは実家に帰らないつもりだし、ちょっと見てみるかなあ」

  　

  　

  　

  不过，先让我说结论吧。

  だが、結論から言おう。

  我没能再次看这部作品。

  俺はこの作品をふたたび見ることは出来なかった。

  　

  几个星期后，我因为流行疾病而离开人世。

  この数週間後、俺は流行病でぽっくりとこの世を去ったのだ。

  这是我这个三十岁大叔社畜的短暂生涯。

  アラサーおじさん社畜の短い生涯だった。

  　

  　

  　

  　

  明明应该是这样，我却再次苏醒。

  だったはずなのに、俺は再び目を覚ました。

  我瞬间以为自己是变成僵尸复活，但随后就涌起尿意，只好冲进厕所，所以我只是普通地活着。

  まさかまさかのゾンビになって復活とか一瞬思ってしまったが、直後に尿意を催してトイレに駆け込む羽目になったので普通に生きていた。

  　

  我看着洗手间的镜子，映出自己小时候的脸。不过，眼神和表情不同。那并非充满梦想与希望、闪闪发亮的孩童眼神，而是经历过现实、三十岁大叔的眼神。

  手洗い場の鏡を見ればガキの頃の自分の顔が映る。ただ目と表情は違う。昔の夢や希望が溢れ出そうなほど輝いていた子供の目じゃなくて、それなりに現実を歩いてきた社畜おじさんの目だ。

  这时，我真心抱头，觉得人生才过两圈也太扯了。

  この時俺は人生二週目とかまじかと本気で頭を抱えた。

  　

  真希望她认真想想。

  真面目に考えてほしい。

  不想做的作业、不想回忆的落单学生生活、不想重来的求职，还有原本预定看、预定玩，却被抛下的未来动画与游戏。

  やりたくもない宿題。思い出したくもないボッチ学生ライフ。やり直したくもない就活。そして見る予定だった遊ぶ予定だった置き去りにされた未来のアニメやゲーム達。

  　

  「真的假的……亏我还那么期待着《着爱2》的播出……」

  「まじかよ……。まじで着せ愛２期放送楽しみにしてたのに……」

  ※那个换装天使坠入爱河的爱情喜剧作品

  ※その着せ替え天使は愛に墜ちるというラブコメ作品

  　

  泪腺爆速松弛，或许也是小孩子的无奈吧。

  涙腺が爆速で緩むのも子供ゆえか致し方なし。

  或许是察觉异状，明明半夜，却有个比记忆中年轻许多的大叔跑来安慰我，实在很丢脸。

  異変に気づいたのか、夜中だというのに記憶にある姿よりかなり若い親がやってきて慰めてくれたのが本当に恥ずかしかった。

  　

  　

  接着过了十年。

  そしてそれから１０年が経った。

  高中二年级，以精神年龄来说已经三十六七岁的叔叔，现在——

  高校２年生、精神的な年齢で言えばすでに合わせて３６、７になるでろうおじさんは今。

  　

  　

  　

  「呼哈哈哈！！这次的Impulse成长得很强哦！！来吧！！去破坏你憎恨的东西吧！！」

  「フハハハ！！　今回のインプルは強く育ったぞ！！　さあ！！　お前の憎いものをぶっ壊すのだ！！」

  「Ye！！！（老是啰哩啰嗦的！我绝对要让那个上司吃不完兜着走！）」

  「イー！！！（いっつもネチネチネチネチ言いやがって！あの上司絶対わからせてやる！）」

  「这不是奖赏吗？去死吧！」

  「ご褒美じゃねえか死ね！」

  「Ye！！！！？？？」

  「イー！！！！？？？」

  　

  精神抖擞地发动了Purple heart。

  元気にプルピュアしてました。

  为什么？？？？？

  なんで？？？？？

 
  第1话第一次不用的pulpure

  第１話　初めてのおつかいならぬ初めてのプルピュア

  光之美少女。

  プルピュア。

  　

  关于节目的概要，我之前也提过，所以就不多说了。

  番組の概要に関しては以前も語ったことがあるから省こう。

  具体来说，就是一群女孩使用小道具变身，与坏蛋战斗的故事。

  具体的にそれがどういうものかというと、小道具を用いて変身して悪い奴らと戦う女の子達のことだ。

  　

  至于变身的原理，听说每部作品都不一样。

  どういう原理で変身するのかとかは作品によってまちまちだと聞く。

  当然，变身用的小道具种类也很多，可以想见制作者的公司为了尽可能掳获小女孩的心，下了多少苦心。

  そして当然変身用の小道具も種類は多く、少しでも多くの女児を虜にさせてやろうという販売元会社の企業努力が垣間見える。

  　

  嘴上这么说，但我当然对这些小道具一无所知。顶多只有在追踪器的时间轴上偶尔看到而已，所以完全搞不懂。

  なんて言いながら当然ながら自分はそういった小道具の知識は皆無だ。時々フォロワーのタイムラインで流れてくるのを見かける程度しかないのでまじで全然わからない。

  　

  虽然搞不懂……但我对这个小道具却非常眼熟。

  わからないのだが……、それでもこの小道具には凄く見覚えがあった。

  应该说，前世我在看光之美少女时，主角就拿着跟这个一样的东西……应该吧。

  ていうか前世で俺が見ていたプルピュアトレスで主人公のピンク髪が持ってたのと同じやつだった……と思う。たぶん。

  　

  「果然没有装电池的地方呢。」

  「やっぱ電池とか入れるような場所もないよなあ」

  　

  我手上拿着一个外观像翻盖手机的东西。

  手にあるのはガラケーみたいな見た目のナニカ。

  　

  如果只看外观，会觉得有点像是玩具，但以玩具来说，材质廉价到从触感就能知道是塑胶制品，而这个东西的材质完全不同。

  見た目だけで言えば玩具っぽさもあるけれど、ただ玩具にしては肌触りからわかってしまうほどに安価なプラスチックで作られた子供用品とはまるで材質が違う。

  而且装饰用的宝石重量感十足，不像是蚱蜢的宝石。我对这种玩具不是很熟，但就算只是仿制品，外行人也能看出制作相当用心。

  そもそも装飾の宝石がバッタモンとは思えないほどに随分と重厚感がある。こういった玩具にはそこまで詳しくないけれど、もしレプリカだとしてもかなり手が込んだものであることは素人目でも感じられた。

  　

  　

  当然，这玩具不是我的。

  当然ながら俺のではない。

  　

  应该说，要是用这种破手机，原本就孤伶伶的班上同学，更会把我孤立起来。别说什么为时已晚了。

  というかこんなガラケー使ってたらただでさえ友達が一人もおらず浮いているクラスで更に孤立してしまう。すでに手遅れとか言わないで。

  　

  「话说回来，这个世界也有播动画版的纯爱派吗？」

  「ていうか、この世界でもアニメのプルピュアやってたのか」

  　

  附身到这个身体后，我为了打发时间，看了许多动画，但作品名称和内容大多和前世有些不同，我也没看过纯爱派这个名称，还以为这个世界没有。

  この体に憑依してから、時間つぶしに多くのアニメを漁ってきたが、前世と少々違ったタイトルや内容になってる作品が多く、プルピュアも名前が見当たらなかったのでてっきりこの世界には無いと思いこんでいた。

  　

  话说回来，从早上八点半开始，NICONICO动画上就有播给小女孩看的动画，叫《GOLGO的PON》，我从来没听过这个动画，但似乎已经播了六年左右，吓了我一跳。什么嘛，太眉丘比特。

  というかニチアサの朝８時半からの女児向けアニメが『ゴルゴでポン』とかいう聞いたこともないアニメが６年くらいやってたらしくてビビった。なんだよ太眉キューピッドって。

  ※GOLGO的PON……播了六年以上的长寿动画。主角是太眉、爱神、狙击手的GOLGO，为了实现女主角和周围所有人的恋情而奔走的故事。

  ※ゴルゴでポン……６年以上放映された長寿アニメ。太眉で愛のキューピッドでスナイパーなゴルゴちゃんが主人公の女の子やその周りの皆の恋を叶えるために奔走する物語。

  　

  虽然话题有点离题，不过既然有如此厚重版，造型又如此精致的小道具在贩售，那么Pulpigia或许也改头换面，在某个地方播放着吧。

  話が少しそれたが、こうして重厚版とでも言うべきか、ちゃんとした作りの小道具が販売されているのであれば、プルピュアも名前や形を変えてどこかで放映されてるかもしれない。

  　

  「回去之后找来看看好了，难得老爸买了电脑。」

  「帰ったら探してみるかなあ。せっかく親父がパソコン買ってくれたわけだし」

  　

  我一边发着牢骚，一边拿着玩具朝派出所走去。

  ぼやきながら玩具片手に交番に向けて歩き出す。

  我记得方向应该没错。

  確か方角はこっちで合ってたはずだ。

  　

  我虽然不是什么好人，但这是明显很有价值的物品，失主现在一定正急得发疯地到处找吧。既然如此，身为同样喜欢动画的人，帮助对方也是应该的。

  俺は善人というわけではないけれど、これは明らかに値打ちもののグッズだ。落とし主もきっと今頃血眼になって探しているに違いない。なら同じアニメ趣味を持つ同士として助けるのは道理というものだろう。

  原本预定要去逛的动画精品店，看来只能下次再去了，不过到时候再说吧。

  予定してたアニメショップ巡りはまた今度になりそうだが、まあときにはいいか。

  　

  　

  「……找到了！！Impuru的种子（Semirya）！！」

  「……見つけたぞ！！　インプルの種子(セミリャ)！！」

  　

  就在我这么说着的时候，被一个奇怪的家伙叫住了。

  なーんて、言ってたら変なやつに声をかけられた。

  是个穿着花俏的晚礼服，感觉有点装模作样的白种外国人，头发也是夸张的颜色，简直就像个小丑一样。难道说这种打扮在国外很流行吗？

  気取った感じの派手なタキシードを着た色白の外人のお兄さんである。髪も派手な色してるしまるでピエロみたいだ。こういうのが海外では流行っているのだろうか。

  　

  话说他刚才说什么？阴沉角色的抱怨？阴沉角色哪来的胆子抱怨啊，给我差不多一点！

  てかなんていった？　陰キャのクレーム？　陰キャがクレームなんかいえる度胸あるわけ無いだろいい加減にしろ！

  玩笑话先摆到一边，他立刻用充满血丝的眼睛瞪着我，我心想「该不会吧」，于是递出空罐。

  冗談は置いといて、早速血眼でこっちを睨みつけてくれているのでもしやと思ってガラケーを差し出す。

  　

  「呃，你说找到了，是这个吗？」

  「えと、見つけたってこちらですか？」

  「啥？那是什么？我找的是你。不过完全相反！我刚才才刚让它开花，没想到这么快就找到种子了！」

  「は？　なんだそれは。私が用があるのは貴様のほうだ。しかし真逆真逆よ！　先程開花させたばかりだというのに立て続けに種子を見つけられるとはな！」

  　

  大哥又用他那根夸张的拐杖前端指着我。

  またまたど派手なステッキの先でこっちを差してくるお兄さん。

  我觉得拿尖锐的东西指人，还是不要做比较好。

  尖ったものを人に向けるのは正直辞めたほうが良いと思うの。

  被看起来像怪人，其实很胆小的我这么指，我超想立刻打110。

  こちとらビビリなんで奇人にしか見えないお兄さんにそういうことされちゃうと爆速で１１０番しちゃいたくなるわ。

  　

  等等，他真的想戳我耶！！

  って、まじでこっちに突き刺そうとしてくるじゃん！！

  　

  「等一下，你做什么！！」

  「ちょ、何するんですか！！」

  「在有人妨碍之前，我要先解放它！我等一下还要开会，很忙！」

  「邪魔が入る前に開放させてもらうぞ！　今日はこの後会議があって忙しいのでな！」

  「不是，你到底在说什么？」

  「いやまじで何言ってるかわか」

  　

  我还没说完，他就用快到眼睛跟不上的速度戳我胸口。

  最後まで言い切る前に目にも止まらないスピードで胸に突き刺される。

  不要不要不要不要，等一下，我才活了十年耶。好不容易能悠哉过第二人生，居然要这样结束？！

  いやいやいやいや。ちょっとまって。まだ１０年しか生きてないじゃん。せっかく悠々とセカンドライフ送ってるのにこんな最期ってある？！

  　

  「来吧，绝望吧！为了黑暗的未来绽放吧！！呼哈哈哈哈哈哈！！」

  「さあ絶望よ！　咲き誇るのだ！　闇の未来のために！！　クハハハハハハ！！」

  　

  怪人男子无视于痛得倒地的我，放声大笑。这家伙绝对是受到最近全国上映的蝙蝠侠新作电影里的小丑影响了吧！！

  痛みで倒れ込むこちらを尻目に高笑いしだす変人野郎。こいつ絶対つい最近全国ロードショーされたばかりのバッタマン新作の映画に出てきたピエロ野郎に影響されただろ絶対！！

  　

  啊，他停止大笑了。好像在看手机，还边讲电话边鞠躬。这家伙绝对是上班族，上辈子的同行吧。突然觉得他好可怜哦，累积了好多压力呢。

  あ、笑うのやめた。なんか携帯見てる。電話出てる。電話しながら頭下げだした。こいつ絶対リーマンじゃん。前世の同業者じゃん。なんか一気にかわいそうになったわ。溜まってたんですねストレス。

  　

  「够了！没时间了！给我好好大闹一场，散播种子吧！！知道了吗！！」

  「ええい！　もう時間がないわ！　しっかり暴れて種子をばらまいておけよ！！　わかったな！！」

  　

  大哥边说边飞走了。

  そう言いながらどっかに飛び去っていくお兄さん。

  　

  嗯？飞走了？

  ん？　飛び去っていく？

  不对，如果从视野中消失我还能理解，但他刚才绝对是飞走的吧。

  いや、視界から消えたならわかるんだけど今絶対飛んでましたよねあいつ。

  而且，总觉得好像在哪里听过……我感受到强烈的讨厌预感，胸中累积的某种东西快要满溢而出了。

  しかもどこかで聞き覚えがあるような……。壮絶に嫌な予感を感じながら、胸に溜まったナニかが溢れ出そうになる。

  　

  我的本能大喊着「不妙」，但我真的束手无策。活了三十七年，我还是第一次遇到这种状况。

  これはやばいと本能が叫んでいるが、まじでどうしようもない。こんな状況は３７年生きてきて初めてだ。

  我双手合十，试图堵住胸口的破洞……

  両手でなんとか胸にできた穴を塞ごうとして……。

  　

  　

  噗咻，我听到奇怪的声音。

  スポン、と奇妙な音が聞こえた。

  该怎么说呢，就像吸尘器吸到固体垃圾，管子被堵住的声音。

  なんていうか掃除機で吸っていたら固形物でチューブが詰まった時のそんな音。

  　

  话说，我刚才用双手捂着什么？

  というか両手でって俺今さっきまで何を持ってたっけ？

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  不对，等一下。

  いや、ちょっとまって。

  这是什么空间？话说我现在在哪里？

  何だこの空間。ていうか今俺どこにいんの。

  星空就像在宇宙中闪烁……不对，以星空来说太黑了，黑到不行，一点也不漂亮。

  まるで宇宙みたいに星空が瞬いて……いや、星空にしては黒いわ。だいぶ黒い。綺麗じゃない。

  宇宙也是，如果也是紫中带蓝，漂亮地呈现渐层的话就好了，但只有那里是喷漆喷出来的，感觉超夸张。希望影像制作人员能好好学学宇宙，再来重做。

  宇宙もなんか紫がかってて、綺麗にグラデーションされてるなら良いんだけど、そこだけペンキぶちまけましたよ感半端ない。ちょっとこれは映像制作さん宇宙についてしっかり学んで出直してきてほしい。

  　

  在我挑毛病的时候，手好像发光了。话说我的手有这么细吗？

  ダメ出ししてる間になんか手が光った。ていうか俺の手こんな細かったか？

  脚也发光了。我的脚有这么长吗？！

  足も光った。俺の足こんな長かったか？！

  身体也发光了……不对，这果然不是我的身体！！

  体も光って……、いややっぱこれ俺の体じゃねえ！！

  我的身体应该更……有空吃饭的话，就会打电动或看动画，就像这样又细又软——！！

  俺の体はもっとこう、飯食ってる暇あったらネトゲとアニメ見てますよみたいな細くてモヤシみたいな――！！

  　

  「啊！！」

  「ハッ！！」

  　

  回过神来，我已经回到原本的地方。

  気づけば元の場所に戻っていた。

  这里是平凡无奇的住宅区巷弄。

  なんてことのない住宅地の路地だ。

  我瞬间以为是在作梦，松了一口气，按捺着胸口。

  一瞬夢だったかと安心して、胸を抑える。

  　

  好软。

  柔らかい。

  　

  嗯，好软。

  うん、やわらかかったんだ。

  吓我一跳，真的好软。这是包含前世在内，我人生第一次摸到女性的胸部，和地球是蓝色的感动一样。胸部好软。

  びっくりした。だいぶ柔らかかった。前世合わせて人生初の女性の胸を触った経験だ。地球は青かった並みの感動がある。胸はやわらかかった。

  　

  我用还没完全冷静下来的脑袋，确认其他部分。

  冷静になりきれてない頭で他にも色々確認してみる。

  除了脸以外，全身都包覆着黑色丝袜，以黑色与紫色为基调，有如洋装般的战斗服。胸口处有类似胸针的装饰。嗯嗯嗯。

  顔以外を覆う黒タイツにフリフリの黒と紫色を基調としたドレスみたいな戦闘服。胸にはブローチみたいなもの。ふむふむ。

  我根本没办法冷静。这完全就是那种作品里的那种打扮。应该说——

  冷静になりきれるわけがなかった。完全にそういう作品のそういう格好だった。ていうか。

  　

  「这不是纯洁派吗？！」

  「プルピュアじゃねえかこれ？！」

  　

  这次换成自己的声音吓到我了。

  そして自分の声に今度は驚かされる。

  或许是因为不习惯听到自己的声音，感觉非常不协调。我像在练习发声般试着叫了几次，但完全就是女声。

  聞き慣れてる声じゃないからか、違和感がすごい。発声練習のように何度か声を出してみるが、完全に女の声だ。

  　

  这下我完全理解了。这代表我变成女体了。虽然知道意思，但实在搞不懂。

  もう完全に理解した。これはつまり女体化というやつだ。わかるか意味わからんわ。

  　

  虽然很想确认长相，但一想到如果长相还是男人的话，可能会恶心到吐出来，所以我决定不去想这件事。

  顔も確認したくなるが、これで顔が男のままだと気持ち悪さで吐きそうだと思って考えないことにした。

  幸好我的纯洁派战斗服附有附有兜帽的斗篷，所以我将斗篷整个拉下来盖住头。也就是逃避现实。不想看的东西就盖起来。让我好好发挥日本人的坏习惯吧！

  幸いだが俺のプルピュア戦闘服には謎にフード付きのコートがついていたので思いっきり深く被ることにした。つまりは現実逃避である。見たくないものには蓋をする。日本人の悪癖しっかり発揮させていこうぜ！

  　

  「话说回来，要怎样才能恢复原状……」

  「ていうか、どうやって元に戻ろう……」

  　

  就在我不知所措时，附近传来巨大的声响。

  なんて途方に暮れていると、近くから大きな音がなった。

  我心想发生了什么事，结果看到有个非常巨大……巨大……那是什么啊？

  何事かと思えば、そこにはすっごく大きな……大きな……なんだろうあれ。

  　

  「咿——！！」

  「イー！！！」

  　

  是狗……吗？可是它身上没穿黑色裤袜，还发出「咿～咿～」的叫声。明明是狗，却发出猫的叫声。如果狗发出猫的叫声，猫就会发出狗的叫声——别这样讲，太奇怪了吧。

  犬……か？　でもなんか黒いタイツみないなの着てるし、イーイー叫んでるし。犬なのに。犬がイーイー叫んだら猫はネーネー―言わなきゃだぞ。おかしいだろ。

  　

  「咿～！！（呜哇啊啊啊啊！库鲁修死掉好伤心哦！！！真希望它和希丝莉两个人一起活下去！）」

  「イー！！（うわああああん！　クルーシュ死んだの悲しいよお！！！　シースリーと二人で生きててほしかっったよお！）」

  　

  话说这家伙是阿尼奥塔吧。我好像听到非常耳熟的单词。

  ていうかこいつアニオタじゃね。なんか凄く聞き覚えある単語聞こえてきたんだけど。

  难道说，能听懂这家伙的话，是纯洁的不可思议力量吗？不需要。我想全部关掉。

  謎にこいつの言葉わかっちゃうのってプルピュアの不思議パワーってやつなんでしょうか。いりません。まとめてクーリングオフしたいんですけど。

  　

  就在我想着这些无聊事时，大黑裤袜狗在波可斯卡住宅区里到处乱窜。这样下去不行，居民会死掉！

  ふざけたこと考えてる間にもドデカ黒タイツ犬はボコスカ住宅地で暴れ回ってる。あかんこれじゃ住人がしぬぅ！

  　

  不快点打倒它的话，事情就麻烦了。难道说，接下来要由我战斗吗？！

  はよ倒さないと不味いけど、もしかしてこれ俺が戦う流れなんです？！

  　

  不对，等等。我要冷静。虽然冷静不下来，但还是要冷静。

  いやまて。冷静になれ。なれてないけどなるんだ。

  话说回来，明明有这么多狗在乱窜，却听不到任何惨叫声。应该要听到更多「咿～咿～」的叫声才对。这么安静绝对有问题。一定有鬼。

  そもそもこんだけ犬が暴れ回ってるのに悲鳴のひの字も聞こえない。もっとヒーヒー聞こえて良いはずだ。こんな静かなのは絶対おかしい。なにかある。

  　

  我这么想着，环视四周，发现天空的颜色好像带点紫色。

  そう思って周りを見てみれば、空の色がどこか紫がかってることに気づく。

  　

  　

  我模糊的记忆知道答案。没错，这就是在《光之美少女》中，直到故事中期，世间都还没认知到光之美少女的秘密。那就是结界（方便主义区域）！

  うろ覚えの知識がその答えを知っていた。そう、これはプルピュアトレスにおいて主人公達が中盤終わりくらいまで世間にプルピュアが認知されなかった秘密。結界(ご都合主義エリア)だ！

  　

  被破坏的结界会在消失的同时恢复原状，原本在那里的人们也不会失去光之美少女或反派使用的能力，也不会受到任何危害，而且基本上只要光之美少女或吉祥物使用力量，就会自动发动的最强招式！

  壊されたものは結界が消えると同時に元に戻る上、もとからそこにいた人々はプルピュアや悪役の使う力なくしては認識することもされることも危害を加えられることもなくなる上に、基本的にプルピュアになるかマスコットが力を使うだけで自動発動される最強の技だ！

  　

  没想到我变成光之美少女，结界就会展开，就算没有刻意，也能拯救这一带的居民。哎呀，真是太好了，真的太好了。

  まさか自分がプルピュアになってしまったことで、結界がはられて図らずともこの一帯の住民を助けることが出来たらしい。いやマジで良かった。本当に良かった。

  　

  ……不对，好像不好？？？？

  ……いや良くないが？？？？

  我完全被抛下了耶？？？？

  思いっきり俺は取り残されてるが？？？？

  不然我也只好跟小狗一起走计时路线了？？？？？

  なんだったら俺もしかしなくてもここからお犬さまとタイマンルートだがだが？？？？？

  　

  「I——！！！（出现啦！！！库琉西×莎琳至上主义者！！不管怎么看，都是3S比较互相理解，『比较厉害』吧！！！）」

  「イー！！！（でたな！！！　クルーシュ×サレン至上主義者！！　どうみてもシースリーのほうが相互理解してて『上』でしょ！！！）」

  　

  啊，糟糕，被发现了。她一边大叫一边朝我冲过来。

  あ、やばい見つかっった。なんか叫びながらこっちに突進してくるわ。

  　

  「你、你给我站住！作弊力量！！！」

  「な、なんかでろ！チートパワー！！！」

  　

  连战斗的万花筒都搞不清楚的我，能做的只有说出这种蠢话，并伸出手。

  戦いのいろはのいの字も知らない俺ができるのはそんなばかみたいなこと言いながら手を突き出すだけで。

  理所当然地，我直接被她撞飞。锵锵。

  当然のようにそのまま轢き飛ばされるのでした。ちゃんちゃん。

  　

  　

  咦，没被撞到。

  あれ、轢かれてない。

  话说那家伙往完全相反的方向跑掉了。

  ていうかあいつ明後日の方向に走ってった。

  然后直接倒在地上。啊～绊倒了。被刚才自己撞断的电线杆绊倒了。

  そのままぶっ倒れた。あー、躓いたんだ。さっき自分でぶっ倒した電柱に。

  真是慌慌张张啊。啊哈哈。真不可爱！！寿命缩短了！！！

  慌てんぼうだなあ。あはは。かわいくねえよ！！　寿命縮まったわ！！！

  　

  「伊～？！（不会吧！没成功？！）」

  「イー？！（嘘！　外した？！）」

  　

  不是，在成功或失败之前你就跑掉了。就像某二十倍防御的恶魔蝙蝠幽灵一样，突然往反方向跑去。

  いや外す外さないの前にあんたがどっか行ったんやで。某アイシールド２０のデーモンバットゴーストの如く明後日の方向に急に曲がっていったんやで。

  　

  啊，在我心中吐槽的时候，她又往我这边跑过来了！！

  あ、心のなかでツッコミ入れてる間にまたこっちに向けて走ってきてるじゃーん！！

  　

  可是这次她在我眼前倒下了。简直就像我心想「别过来」，愿望就实现了。

  けれど今度は目の前でぶっ倒れた。まるで俺がこっちに来るなって念じたら、それが叶ったかのような。

  虽然觉得不太可能，我还是稍微试了一下。也就是说，我把这家伙的手臂当成自己的手臂，打算狠狠揍她的脸——！！

  まさかと思いながらも、少し試してみる。つまりはこいつの腕を自分の腕と思いこんで、思いっきり顔面に殴りつけるつもりで――！！

  　

  「伊～！！！？？？（手、手臂自己动了！住、住手！！！）」

  「イー！！！？？？（う、腕が勝手に！！　や、やめて！！！）」

  　

  就像一只不断殴打自己身体的狗。

  何度も何度も自分の体を自分で殴りつける犬。

  看来成功了。看来我似乎有操纵这家伙的力量。

  うまくいったようだ。どうやら俺にはこいつを操る力があるらしい。

  　

  小狗先生的身体渐渐变得破破烂烂，「咿～咿～」地哭喊的模样该怎么说呢……

  徐々に徐々にボロボロになっていくお犬さま。イーイーと泣き叫ぶ様はなんというか。

  嗯，该怎么说呢？嗯。

  うん、なんというかだね。うん。

  　

  咦？我当坏人好像不太对。应该说，这算是心灵控制吗？肉体洗脑是卑鄙的坏人用的招数吧！

  あれ、俺が悪役じゃねこれ。ていうかマインドコントロールっていうのかなこれ。肉体の洗脳ってそれ卑怯な悪役がやってくる技じゃねそれって！！

  不对，是对方不好。我没有错。

  いや悪いのはあっちだし。俺悪くないし。

  　

  不过，我看着不知不觉间完全无法行动的狗公。

  でもなあ。気づけば完全に行動不能になった犬公を見てみる。

  它一直流着像是眼泪的东西，真的很可怜。完全是我当坏人。

  ずっと涙らしきものを流していてマジでかわいそうである。完全にこっちが悪役である。

  为了给它一个不痛快的结局，我集中精神，试着至少给它一个慈悲的结束。我好像可以办到类似的事情。就像能量吸取。这也很像坏人。

  せめてもの慈悲で痛みのない終わりを差し上げようと内に意識を向けると、ちょっとそれっぽいことができそうだった。こうエナジードレイン的なの。これもまた悪役っぽいな。

  　

  「咿……（为什么我会落得这种下场……）」

  「イー……（どうしてこんな目に）」

  　

  我不知道该说什么才好，总之先吸走这家伙的力量来源。

  なんて声をかければいいかもわからないのでとりあえずこいつの力の源を全部吸い上げた。

  它大概没有余力抵抗吧。狗的模样直接崩解，从中出现一名二十岁出头的女性。这家伙就是宿主吧。

  抵抗する余力もないのだろう。そのまま犬の姿は崩れ落ちていき、中から２０代前半くらいの女性の姿があらわになる。こいつが宿主っていうべきやつなんだろうな。

  　

  我靠近她，试着像刚才那样操纵她，但还是不行。而且，我感受不到刚才感受到的近似亲近感的感情。看来我成功了。

  近づいてさっきみたいにこいつのことを操ろうとしてみるが、やはりダメだ。それにさっきまで感じられた親近感に近い感情は感じられない。どうやらうまくいったらしい。

  不过，宿主似乎被恶梦吓得哇哇叫。反正她捡回一条命，看起来也没有外伤，所以真的很抱歉，希望她可以原谅我。

  ただまあ、宿主さんはうんうんと絶賛悪夢にうなされているようだが。一応命は助かったんだし、見た感じ外傷もなさげだからマジでそこは本当に申し訳ないのだけど勘弁してほしい。

  　

  「真的是恶梦。」

  「本当に、悪い夢」

  　

  我嘀咕一句，急忙离开。

  一言ぼやいてから急いで立ち去る。

  之后的事情就交给急救人员吧。反正我离开一段距离后，已经打了119，应该没问题吧。

  後のことは救急隊員に任せよう。ある程度離れてから１１９番しておいたしなんとかなるでしょ。

  　

  　

  顺带一提，变身结果自己解除了。

  ちなみに変身は結局勝手に解けました。

  性别也恢复原本的样子。太棒了！顺便把我的人生也恢复原状吧！

  性別ももとに戻りました。やったね！　ついでに俺の人生も元に戻しやがれ！

 
  从阳鬼到阴鬼的纠缠有成为犯罪的可能性。

  第２話　結論　陽キャから陰キャへの絡みは犯罪になる可能性がある

  自从我成为纯洁美少女出道以来，已经过了几个星期。

  俺がプルピュアデビューしてから数週間が経った。

  　

  　

  我过着高中生活，同时过着打倒遇到的不纯洁者的生活，简直就像日常系动画的主角一样过着双重生活。

  高校生活を送りながら、見かけた時だけではあるがインプルを倒すなんていうまるで日常系アニメのヒーローみたいな２重生活。

  老实说，我不太欢迎这种暴力事件。因为我没打过我君人，所以打架技术很烂。

  正直こういった荒事はあまり歓迎できることではない。だって俺君人とか殴ったことないんで喧嘩とかクソ雑魚だし。

  可是，因为没看到我以外的纯洁者，所以也不能放着不管。

  けれど、俺以外のプルピュアを見かけないのだから放っておくわけにも行かなかった。

  　

  　

  我也有必须以这种垃圾般的动机为动力的理由。

  そんなゴミみたいなモチベでも急がなければならない理由もある。

  　

  「哇……网络新闻的版面啊。」

  「うわ……。ネットニュースの一面じゃん」

  　

  我用手机查了一下情报网站，最近都是这种新闻。今天也把我打倒的猴子般的非纯洁者大大地刊登在新闻上方。

  携帯で情報サイトを調べてみれば、ここ最近はこればかりだ。今日も俺が倒したサルの着包みのようなインプルがデカデカと記事の上の方に掲示されている。

  　

  　

  没错，不纯洁者的存在已经曝光。

  そう、インプルの存在が世間にバレてしまっていたのだ。

  　

  话虽如此，也不是这个城镇的事。最近在隔壁城镇，有第三者看到自称纯洁少女的三人和非纯洁者战斗的样子。

  といってもこの街の話ではない。隣町でつい最近プルピュアを名乗る少女達３人とインプルが戦う姿を第三者に見られてしまったようなのだ。

  然后，这个城镇也有目击到同样名为非纯洁者的神秘怪物的存在，这件事也被报道出来了。

  そしてそのままこの街にも同じインプルなる謎の化物の存在の目撃例があった事まで芋づる式に取り上げられてしまった。

  　

  如果是我赶过去变身，马上就能设下结界，所以不会有问题，但如果是和三个人以及一只吉祥物战斗的邪恶精灵，那还另当别论，我一个人当然会慢半拍，所以这也是理所当然的结果。

  俺が駆けつけて変身すれば即座に結界がはられるので問題ないのだが、３人とマスコット１人で戦っているプルピュアトレスならともかく、俺一人じゃ当然後手に回るわけで当然の結果である。

  　

  「哎呀，虽然我早就知道迟早会变成这样了。」

  「いやまあ、いつかこうなるよなあって思ってたけど」

  　

  在打倒各种邪恶精灵后，我了解到邪恶精灵的强度也有很大的变化。

  色々なインプルを倒してわかったことではあるが、インプルにもかなり強さに振れ幅がある。

  有些邪恶精灵强到足以破坏结界，所以隔壁镇看到的邪恶精灵，大概就是那种个体吧。

  とんでもなく強いインプルだと結界を破壊するほどの力があったりするので、たぶん隣町で確認されたインプルはそういう個体だったのだろう。

  　

  说起来，之所以到现在都没发生这种事，是因为吉祥物原本就有自动设下结界的能力。

  そもそも今の今までこういう事が起こらなかったのは、確かだけど、もともとはマスコット的なやつが自動で結界はる能力みたいなのがあったからだったはず。

  　

  虽然这是我三十多年前从电视上看到的知识，但直到最近都没被发现，应该就是因为这个原因。

  もうすでに３０年以上前のテレビのうろ覚えの知識ではあるが、つい最近まで存在がバレなかったのはそういう理由があったはずだ。

  话说回来，邪恶精灵的存在曝光，应该是故事中盘左右的发展。看到这种场面，就算再不愿意，也会认知到这个世界是「邪恶精灵」的舞台。

  というか中盤あたりの展開のはずだからな、このプルピュアとインプルの存在バレイベント。こういうのを見てしまうとこの世界が『プルピュアトレス』の舞台であることを嫌でも認識させられてしまう。

  　

  　

  嗯～可是为什么呢？

  うーん、でもなんでだ？

  如果是六、七岁时的动画，十年前应该早就结束了吧？

  俺が６、７歳くらいの時のアニメなら、１０年前にとっくに話は終わってる筈じゃないか？

  为什么我现在升上高中，原作剧情却发生了？

  なんで俺が高校生になった今になって原作展開が起こってるんだ？

  　

  总觉得好像忘了什么很重要的设定，不过我也没看到最后，再说那本来就是用余光看的作品，能记得一点就很了不起了吧。嗯。

  なんかすごく大事な設定を忘れている気がするのだが、いやまあ最後まで見たわけでもないし、そもそも横目で見ていた作品だから少しでも覚えているだけ偉いだろ。うん。

  　

  「喂！春鹿！你看了电视吗！」

  「おい！　春鹿！　お前テレビみたか！」

  「哇！」

  「うわ！」

  　

  突然有人叫我的名字，还拍我的肩膀。回头一看，是个完全不认识的轻浮男。啊，脸在抽搐了。

  突然声をかけられ肩を叩かれる。振り返れば全く見覚えのないチャラ男の顔。あ、顔がひきつった。

  　

  「抱歉！我认错人了。」

  「ごめん！人違いだった」

  　

  他就这样和星原一起离开了。

  そのままスタコラと立ち去っていく。

  　

  嗯嗯，我懂。

  うんうん。わかるよ。

  我不但和高中男生的平均身高体重一样，还留着毫无特征的发型。

  俺男子高校生の平均身長体重そのまんまな上に特徴のない髪型してるもの。

  而且现在穿着学生服上学，要找出特征根本不可能。可以说他是故意穿成和我很像，好让我误会吧。

  しかも今は学生服で登校中である。特徴を見出す方が無理である。似たような格好のやつと誤解させに来てるといっていいだろう。

  　

  「……要不要至少把头发染一染呢？」

  「……髪だけでも染めようかな」

  　

  虽然我也没有可以聊天的朋友。

  別に話す友達とかいるわけじゃないんだけどもさ。

  有特征的话，说不定可以当成聊天的题材。

  特徴あったほうが喋るネタになるかもしれないし。

  而且也有可能和像刚才那种阳光角色说话。

  今みたいな陽キャとも絡める可能性あるし。

  　

  等等。

  てか待てよ。

  　

  和我一样的背影，却和那种阳光角色很要好，表示即使没有外表特征，也有人可以好好享受高中生活。真的假的，好想哭。

  俺と同じ後ろ姿なのにあんな陽キャと仲良しってことはさ。見た目の特徴なくても高校生活エンジョイできてるやつがいるってことじゃん。マジかよ泣きそう。

  　

  一大早就让我情绪低落。

  朝っぱらからテンションが下がる一幕だった。

  　

  　

  　

  等等。

  ってまて。

  那家伙刚才说了什么？

  今あいつなんて言ってた？

  　

  『喂！春鹿（HARUKA）！你上电视啦！』

  『おい！　春鹿(はるか)！　お前テレビみたか！』

  　

  假如春鹿是她的名字，那倒还好。

  ハルカっていうのが名前ならそれでいい。

  但假如那是姓氏，事情就大不相同了。因为那如果我没记错，应该是女主角的姓氏。

  だがもしそれが名字なら、だいぶ話が変わってくる。だってそれは俺の記憶が正しければ主人公の名字だったはずだ。

  　

  　

  春鹿美来（MIRAI）。

  春鹿美来(みらい)。

  　

  故事一开始，她是个读国一的女生，就读小中高大直升制的松籁学园，个性开朗活泼，却因为种种因素对未来感到不安。

  物語が始まった当初は中学生１年で、小中高大エスカレーター式の松籟学園に通っていた明るく元気だけど、色々あって将来について不安を抱えている女の子。

  　

  印象中应该是这样的设定。

  そんな感じの設定だったはずだ。

  其实老实说，我连学园的名字都忘了，是前几天才查到的。

  いや実は学園の名前は正直忘れていて、つい先日調べたんだけども。

  　

  一瞬间，我甚至想过，该不会纯洁派女主角就住在这个镇上。

  まさかプルピュアトレス主人公がこの街にいるかもしれないと、一瞬考えた。

  　

  　

  嗯，只有一瞬间。

  うん、一瞬だけ。

  　

  「不，春鹿这个姓的人也很多吧。我在想什么啊。」

  「いや、ハルカって下の名前でも多いじゃん。何考えてんだ俺」

  　

  再说，松籁学园是在隔壁镇，那里已经确认有纯洁派的存在了。美来会住在这个镇上，根本不合逻辑。

  そもそも松籟学園がある隣町でプルピュアの存在が確認されてるのだ。この街に美来がいるのはそもそも筋が通らないだろう。

  我无谓地吓了一跳，有种吃亏的感觉。

  無駄に驚いてしまって、なんか損した気分である。

  　

  看，刚才那男的正好在校门前跟疑似朋友的男生说话。

  ほら、さっきの男がちょうど校門前で友達らしき男と話してる。

  他跟我一样，穿着没有特征的服装，但有两个不同之处。他戴着眼镜，而且后脑勺很帅。

  俺と同じ特徴のない格好してるけれど、違うところが２つ。眼鏡をかけてる。後顔がいい。

  　

  应该说，他给人的感觉完全就是阳光角色，好，我讨厌这家伙！

  というか雰囲気も完全に陽キャっぽいし、よし嫌いだこいつ！！

  　

  「话说，刚才那个背影超像春鹿的家伙，我忍不住拍了一下他的肩膀，结果他超生气的。」

  「てかさ、さっき春鹿と超似てる後ろ姿のやついてさ。肩叩いちゃってまじ焦ったわ」

  「你会被以暴行罪逮捕哦，记得先准备好赔偿金。」

  「暴行罪で捕まるよ。今から慰謝料払う用意しときなよ」

  「那个GooTube的结论，不就是有可能被逮捕吗？」

  「あのグーチューブの結論、捕まる可能性があるってやつじゃん」

  「那个视频真的很有趣呢，我也推荐给我妹妹看了。」

  「あれ本当におもしろいよね。妹にも勧めちゃったよ」

  「妹妹是那个在松籁念书的人吗？」

  「妹って松籟に通ってるあの子？」

  「对对对，她超笑的。」

  「そうそう。超笑ってた」

  　

  ……老哥真不是——啊！！！！！

  ……兄貴じゃね―か！！！！！

  　

  啊啊，对了！！

  ああ、そうだ！！

  我想起美来对未来感到不安的理由了！

  美来ちゃんが将来に不安覚えてた理由思い出したわ！

  因为个性认真又勤勉的老哥被卷入社团活动的暴行事件，害他无法加入松籁，只好转学到其他学校！

  なんか真面目で勤勉なお兄ちゃんが部活の暴行事件に巻き込まれて、そのせいで松籟にいれなくなって他の学校に転校しちゃったからだ！

  　

  因此，原本最喜欢老哥的美来，看到老哥放弃梦想，对未来感到不安！

  それでお兄ちゃん大好きっ子だった美来ちゃんは今まで続けてきた部活もやめて、夢を諦めてしまったお兄ちゃんを見て将来に不安を覚えてしまったんだ！

  可恶，这可是很重要的设定啊！我完全忘了！！

  くっそ大事な設定じゃねえか！　完全に忘れてたわ！！

  　

  「啊，是那边的人。我认错人了，再跟他道歉一次吧。」

  「あ、そこの人だ。俺間違えたの。もういっぺん謝っとくか」

  「我也去。哎呀，真的很抱歉，我会好好骂他一顿。」

  「僕もいくよ。いや、ごめんね本当。きつく言っておくから」

  「真的很抱歉！我去福利社买果汁！」

  「まじすまん！　あれだったらなんか購買でジュース買ってくるんで！」

  　

  而且他们人超好的！！

  しかもめっちゃいい奴らじゃねえか！！

  我居然觉得他们很讨厌，真是丢脸。

  嫌いとか思ってたこっちが恥ずかしいわ。

  　

  「好。没、没事，我没事。」

  「ッスー。だ、大丈夫です。はい」

  「真的？会痛的话就老实说啊。不然你反过来打我肩膀也可以。」

  「まじ？　痛かったらまじで言ってな。もう逆に肩パン俺にもしていいから」

  　

  这种以眼还眼的责任感是怎样？够了哦。我这个阴沉角色都要伤心了，拜托你离我远一点。

  なんだよその目には目を的な責任のとり方。いいよもう。陰キャな自分が悲しくなるからもう俺から離れろよぉ。

  　

  我一边把视线往下，一边说着「是——没有啦，完全没有——是——真的完全没有——是——真的完全没有——」拉开距离。

  目線を下にしながら「ッスー。いや全然。ッスー。ほんと全然。ッスー。まじ全然」と距離を取る。

  对方大概是觉得继续纠缠下去会造成我的困扰，所以又补了一句道歉的话才离开。不愧是阳光角色的察言观色能力。不过，真希望她不要在校门前这样大吵大闹。我这个阴沉角色光是受到这种注目，脸就会红到不行。

  これ以上は迷惑だと感じ取ったのだろう、あちらも最後に謝罪の言葉だけもう一度投げかけてから教室へと向かっていった。流石の陽キャの空気読み能力だ。ただまあ、こんな校門の前で騒がないでほしかった。陰キャな自分にはこんな注目されるだけでまじで顔が真っ赤になる。

  　

  虽然我什么坏事都没做，但阴沉角色是受到注目就会死掉的生物。

  何も悪いことはしてないのだけど、陰キャは注目されると死んでしまう生き物なのである。

  呃，虽然没人在看，但事实就是这样。我也很清楚啦！可是阴沉角色就是很敏感！

  いやまあ誰も見てないんだけどこういうのって実際。わかってはいるんですよ！　でも陰キャは過敏なんです！

  　

  情绪又更加低落了。

  さらにさらにテンションが下落した一幕であった。

 
  capitulo 39第4个pulpure ?!噩梦的预兆

  capitulo 39　４人目のプルピュア？！　悪夢の兆し

  ——松籁町文化会馆。

  ――松籟町文化ホール。

  　

  结界已经遭到突破，恶梦的化身正将獠牙伸向现实世界。

  すでに結界は破られ、悪夢の権化は現実世界にその牙を向けていた。

  其外貌是孩童喜爱的兔子玩偶，可爱的身体上穿着类似学生制服的服装，手上拿着小号。

  姿は童子が好む兎を模したぬいぐるみのようで、愛らしいその体には学生服のようなものを身にまとっていた。そしてその手にはトランペット。

  如果只看外表，那副模样想必会让小孩子发出「我也想要那个」的呼声。

  きっと子供が見れば「私もあれがほしい」等と声を上げてしまうであろうほど、見た目だけで言えばそれは可愛らしいものであった。

  　

  不过，如果身体不是大得两个大人合起来都还不够的话，那就另当别论了。

  体躯が大の大人が２人合わさってもまだ足らぬほどの大化生でさえなければの話だが。

  　

  「我还会再来的！大家加油哦！」

  「また来るぞ！　皆ふんばああ？！！」

  「菲莉丝！」

  「フェリス！」

  　

  恶魔一吹小号，暴风障壁在短暂的间隔后袭向少女们。

  悪魔が一吹きトランペットに口をつければ、僅かな合間の後暴風の障壁が少女達を襲う。

  黄色少女——纯洁菲莉丝轻易地被吹飞。蓝色少女——纯洁阿莫雷最先注意到少女的手，紧紧抓住不放。

  いともたやすく吹き飛ばされてしまう黄色い少女。ピュアフェリス。その少女の手をいち早く気づいた青い少女が掴み、離さない。

  　

  「什么，阿莫雷！你也会被吹走的！」

  「な、アモーレ！　お前も吹っ飛ばされんぞ！」

  「是啊，如果只有我一个人的话！」

  「そうですね。私１人だけなら！」

  　

  蓝色少女露出无畏的笑容。

  不敵に笑う青い少女。ピュアアモーレ。

  另一名少女紧紧抱住她纤细的腰，但还不只如此。

  その彼女の細い腰を強く抱きしめるもう一人の少女。だが、それだけでは終わらない。

  恶魔的呼吸在刹那间中断，两名少女趁着那短暂的瞬间采取行动。

  ほんの僅か、悪魔の息が刹那に切れたその僅かな瞬間に少女二人は動く。

  　

  「菲莉丝！接下来我们两个要全力投掷！你『转告』那孩子！」

  「フェリスちゃん！　今から２人で思いっきりぶん投げるから！　あの子に『伝えて』あげて！」

  「啊？投掷是什——！？」

  「は？　投げるっておまあああ！？」

  　

  　

  没错，在这里的不只她们两个。

  そうだ。ここにいるのは２人だけではない。

  如果一个人会被吹走，那就两个人一起。

  １人では吹き飛ばされてしまうなら２人で。

  如果两个人只能忍耐，那就三个人一起。

  ２人では耐え凌ぐことしか出来ないなら３人で。

  如果是三个人，不论在什么状况下都能脱身，都能翻转局势。

  ３人ならどんな状況からだって抜け出して来た。ひっくり返してきた。

  　

  她们一直都是「三个人」一起战斗。

  彼女たちはずっと『３人で』戦って来たのだ。

  　

  　

  「■■■■■■？！！！」

  「■■■■■■？！！！」

  「可恶，你太会使唤人了！兔公也一直在叫！我知道！知道这个年纪就是最后一次很难受吧！」

  「くっそ人使い荒いぞ！　うさ公もイーイーずっと喚きやがって！　わかるよ！　この年が最後だっていうのが辛いんだろ！」

  　

  菲莉丝像子弹一样冲过去，她的拳头差点直接命中小号，她立刻发出恶魔的惨叫，「从菲莉丝的方向」闪开。

  弾丸のように飛び込むフェリス。その拳はトランペットに直撃しかけ、悪魔の悲鳴のような声にとっさに『フェリスの方から』体をずらして避けた。

  趁她确认小号安危的空档，背后被攻破的恶魔颤抖。她再次举起小号，但已经太迟了。

  トランペットの安否を確認している隙に、背後を取られた悪魔が慄く。再びトランペットを構えようとするが、けれど遅い。

  　

  「你那么珍惜它，就连不知道在说什么的我都知道！」

  「そんだけ大事にしてるんだからさ。何言ってるのかわからない私にだってわかるよ！」

  「可是，如果全部都被毁掉，至今为止的努力就全部白费了。你也知道吧，希望我住手吧！」

  「だけどさ、全部台無しにしちゃったら今までの努力が全部無駄になる。お前だってわかってるんだろ。止めてほしいんだろ！」

  「■■■■■■■■！！」

  「■■■■■■■■！！」

  　

  话语如箭矢般刺入。菲莉丝没有放过这微小的破绽，一拳打在恶魔身上。

  言葉が矢のように刺さる。僅かな隙を見逃さずにフェリスがその拳を叩きつけた。

  恶魔大受惊吓。这是千载难逢的好机会。阿莫尔配合时机，将力量变化为锁链，束缚恶魔的身体。

  大きく怯む悪魔。千載一遇のチャンスだ。アモーレがそれに合わせて力を鎖状に変化させ、悪魔の体を拘束していく。

  　

  「阻止了小恶魔的行动！趁现在，曼娜！」

  「インプルの動きを止めました！　今ですマニャーナ！」

  「嗯！阻止那孩子吧！！」

  「うん！　あの子を止めてあげよう！！」

  　

  桃色少女。呼应纯洁曼娜的呼唤，众人聚集过来。

  桃色の少女。ピュアマニャーナの呼びかけに呼応して皆が集う。

  三人手中各自拿着没有开锋的短剑状物体。她们像指挥棒一样挥舞，团结一心。

  ３人の手にはそれぞれ切っ先のない短い剣状のもの。それを指揮棒のように振りかざし彼女たちは心を一つにする。

  　

  「「「为了大家的明天！献上满满的爱！以及所有的祝福！」」」

  「「「皆の明日に！　めいっぱいの愛と！　ありったけの祝福を！」」」

  　

  「「「「纯洁女神解放！！！」」」

  「「「「プルピュアトレスエクスプロシオン！！！」」」

  　

  她们发出对明天的祈祷。耀眼的心灵之光，足以掩盖这一切。

  放たれる彼女たちの明日への祈り。此を埋め尽くすほどの眩い心の光。

  那也是拯救了被过去囚禁，堕入恶梦的少女心灵，温柔的光芒。

  それは過去に囚われ、悪夢の中に堕ちた少女の心を救う、優しい光でもある。

  　

  　

  回过神来，恶魔已经消失，取而代之的是一脸安详，抱着小号入睡的少女。

  気づけば悪魔は消え、そこには安らかな顔でトランペットを抱き眠る少女の姿があった。

  　

  看到这一幕，曼娜松了一口气。

  それを見て一安心。溜息が溢れるマニャーナ。

  不过她的表情立刻紧绷起来。因为看到少年捡起掉在沉睡少女身旁，像是种子般的东西。

  けれど即座にその表情は強張った。眠る少女の側に転がる砕けた種のようなものを拾い上げる少年の姿を見たから。

  　

  「可恶。这次又失败了。明明都快要结果了。」

  「くそ。今回もダメだったか。結実直前まではいったんだが」

  「迪加！这次也是你搞的鬼吧！」

  「ディージャ！　今回もあなたの仕業だったのね！」

  「没错，就是小不点搞的鬼。佩萨叔叔被降职后，在隔壁城镇辛勤地到处寻找种子，现在终于知道他当时为何那么辛苦了。」

  「そうだよ。ボクチンの仕業さ。左遷されて隣町ですっくない種子をせっせと探し回ってるペサおじさんが手こずった理由が今ならわかるよ」

  「那我也让你降职！」

  「ならお前も左遷させてやるよ！」

  　

  先下手为强。菲莉丝挥拳，表示不想听他废话。然而，在拳头挥到之前，少年的身影就像快转电影般瞬间转移。

  先手必勝。無駄口など聞くつもりはないと拳を叩きつけるフェリス。けれどその拳が届く前に少年の姿がまるでフィルムを飛ばしたかのように一瞬で転移する。

  　

  「就说打不到啦。姐姐也打了那么多次，怎么还没发现？」

  「だから当たらないって。お姉さんも、何回やったら気づくわけ？」

  「说得也是。既然你让我看了那么多次，我当然也想解开这个谜题。」

  「そうですね。何回も見せてくださってるわけですからこちらとしても解き明かし甲斐がありました」

  「啊？」

  「は？」

  　

  仔细一看，迪加脚上的锁链连接到阿莫尔手上。

  気づけばディージャの足に繋がっていた鎖。その鎖はアモーレの手まで繋がっている。

  阿莫尔趁他愣住时，直接甩动锁链，将迪加甩到地上。

  呆けている間にアモーレがそのまま振り回し、地面に叩きつけてみせた。

  　

  沙尘飞扬。不只是迪加，连菲莉丝也惊讶得睁大眼睛。

  舞い上がる砂埃。目を点にして驚いているのはディージャだけではなくフェリスもそうだ。

  　

  「咦？！为什么？！怎么做到的？！」

  「え？！　なんで？！　どうやって？！」

  「很简单。因为包括佩萨在内，所有员工的能力都与时间有关，所以我也这么认为。再来就只剩分析状况了。」

  「簡単なことです。ペサも含め社員の方の能力が全て時間に関係あるものでしたから、彼のもそうだと思っていました。後は状況分析だけ」

  「地驾的能力是位置逆行，『现在』直接回到自己数秒前的『过去』，是这种能力对吧？」

  「ディージャの能力は位置の逆行。『今』はそのままに自分が居た場所だけ数秒前の『過去』に戻る能力です。そうでしょう？」

  「你、你这家伙————！」

  「き、きさまぁぁァアアア！！！！」

  「真不愧是松籁的福尔摩斯……」

  「さすが松籟のホームズ……」

  「咳咳，玛娜莉亚小姐，那个，这样很丢脸。」

  「コホン。マニャーナさん。それはその、恥ずかしいので」

  　

  该说是进入临战态势吗？地驾完全失去刚才那种游刃有余的轻佻态度。

  臨戦態勢というべきか。ディージャは完全に先程までのどこか余裕のある、ふざけた態度などまるで欠片もない。

  看来他对自己的能力相当自豪，事实上他在现代从未受过伤。毕竟他的能力能从任何危机中脱身，他本人当然也理所当然。

  己の力にそれほどまでにプライドがあったのだろう。事実彼は現代において一度たりとも傷をつけられることはなかった。どんな危機的状況からも脱出できる能力なのだからその自身も当然のものだ。

  　

  对于原本就高傲的他来说，秘密在光天化日之下曝光，他当然无法忍受。

  元から高慢な性格でもある彼にとって、その秘密が白昼のもとに晒されるなど耐えきれるものではない。

  他认真认为，既然上头命令不管用，干脆在这里教训一下普美丽雅三人。

  もはや上からの命令など知ったことかと、この場でプルピュアの３人を痛みつけてやろうと、そう本気で思っていた。

  　

  这时，他的怀中响起一阵铃声。直到那令人松懈的来电铃声响起为止。

  懐から鳴った。その気の抜けるような着メロが鳴り響くまで。

  　

  「……啧，电话来了，等我一下。」

  「……チッ。ちょっと電話きたから待ってろ」

  「啊，嗯。」

  「あ、うん」

  　

  实际上，普美丽雅三人全都松懈下来，就连好战的菲莉丝也露出这种模样。

  実際プルピュアの３人は全員気が抜けた。好戦的なフェリスですらこの有様である。

  或许是注意力分散，她们甚至有余力环视四周。

  集中が切れたのか、周りを見る余裕もできてくる。

  　

  接着她们发现，虽然还不到人山人海的地步，但已经聚集了不少人。还有几个人拿着手机对着她们这边拍照。

  そして気づく。人だかりというほどではないけれど、人が集まってきてしまっていることに。何人かは携帯を持ってこちらにカメラを向けている事に。

  虽然她们已经跟足以打破结界的强大小恶魔战斗过好几次，但那种时候通常都没有余力东张西望。因此像这样受到众人瞩目，她们三个都还不太习惯。

  結界を破るほどの強力なインプルとの戦闘はすでに数回あるが、そういった場合は常に余所見などできる余裕のない戦闘中であることが多い。それ故にこうして皆に注目されることに関して、３人共それほど慣れているわけではなかった。

  　

  因为各种原因而特别没有抵抗力的曼纳南忸忸怩怩地偷瞄着迪加。

  諸事情で特に耐性のないマニャーナがもじもじとしながらディージャの事をチラチラと見ている。

  　

  「那个，还没好吗？已经聚集很多人了耶。」

  「あの、まだかな。結構人も集まってきてて」

  「抱歉，再等我一下。非常抱歉，现在人潮拥挤。啊？第四个人？好的，好的，我知道了。我马上回来。」

  「悪い。もうちょっとまってろ。申し訳ありません。今立て込んでおりまして。は？　４人目が？　はい。はい。承知しました。すぐ戻ります」

  　

  电话被挂断的声音传来。

  ポンと、電話が切られた音がする。

  三人以为战斗又要开始，摆出架势。然而迪加却无视她们，打算离开。

  そしてまた戦いが再び始まるのかと、構える３人。しかしそんな彼女達を尻目にディージャは立ち去ろうとする。

  　

  「你想逃吗？」

  「逃げるおつもりですか」

  「对啦！可恶，你们也真坏心。我也没想到居然会有第四个人，我也没听说啊。」

  「そうだよ！　くっそ。お前らも人が悪いね。まさか４人目がいるなんてこっちも聞いてなかったよ」

  「……第四个人？」

  「……４人目？」

  「啊？」

  「あ？」

  　

  迪加注意到三人之中最聪明的阿莫雷所发出的声音与表情。他不得不注意到，注意到这些家伙「不知道第四人」的事实。

  ３人の中で最も知恵者であるはずのアモーレが見せたその声、そして表情にディージャは気づく。気付けてしまう。こいつらは『４人目を知らない』という事実に。

  而阿莫雷也注意到了。在情报战的舞台上，自己完全处于劣势。

  そしてそれはアモーレにも伝わってしまった。情報戦という舞台で完全に劣っている事を露呈させてしまった。

  　

  （第四人，难道是第四个纯真者？怎么可能。但如果是事实，第四人完全被孤立——！）

  （４人目、まさか４人目のプルピュアが？　まさかそんな。ですがもし事実なのであれば、４人目は完全に孤立して――！）

  「好耶！好耶好耶！！事情变得有趣了！！虽然是我说溜嘴的，但你们那边完全糟糕了吧？」

  「いいね！　いいねいいね！！　これは面白くなってきた！！　バラしちゃったのはボクのミスだけどさ、そっちは完全にやばいんじゃない？」

  「咦，怎么回事？阿莫雷，怎么回事？」

  「え、どういうこと？　どういうことなのアモーレ？」

  「第四人，可能还有我们不知道的纯真者。而且是我们『不知道在哪里』的孩子。」

  「４人目の、まだ私達も知らないプルピュアがいるかもしれない、ということです。それも私達が『どこにいるかも知らない子』が」

  「啊？新的同伴？那我们的战力提升了，这不是好事吗？」

  「あん？　新しい仲間ってこと？　なら私達の戦力アップだし良いことじゃん」

  「咦，真的吗？！那我也非常开心！得告诉普洛才行！」

  「え、本当に？！　それならとっても嬉しいよ私も！　プーロにも教えてあげないと！」

  　

  突然响起笑声，是迪加。唯一理解理由的阿莫雷露出苦涩的表情。

  突然響く笑い声。それはディージャのものだ。理由を理解しているただ一人のプルピュアであるアモーレは苦虫を噛みつぶしたような顔をしている。

  聊着轻松话题的两人，还搞不清楚状况，一脸茫然。所以决定告诉她们，因为这样对蒂嘉来说『比较痛快』。

  脳天気な会話をしていた二人はまだ何も分からずに呆けている。だから教えてやることにした。そうしたほうがディージャにとって『気持ちいい』から。

  　

  他像是要发泄刚才的郁闷，边嘲笑边开口。

  先程までの鬱憤を晴らすかのように、嘲笑いながら彼は口を開く。

  　

  「你们啊！三个人一起上才勉强打赢改良型小恶魔耶！」

  「お前たちはさ！　３人で戦ってやっと勝てるんだぜ！　改良型のインプルにさ！！」

  「可是啊，第四个人呢？」

  「でもさ、４人目はどうだ？」

  「才刚开战，才刚醒来，很寂寞吧，很难受吧。」

  「まだ戦い始めたばかり。目覚めたばかり。寂しいだろうねえ。辛いだろうねえ」

  「就『一个人』！」

  「たった『１人』でさ！！！」

  　

  两人的脸色逐渐发青。

  ２人の顔が青ざめて行く。

  她们都明白，在漫长的战斗中也曾吵架，而且其中一人曾短暂遭到孤立，有个孩子想变成一个人。

  ２人とも理解しているから。長い戦いの中で喧嘩したこともあった。そして内１人が少しの間だが孤立したことがあった。１人になろうとしていた子がいた。

  仅仅一天的孤立，她们很清楚那个孩子被迫经历多么痛苦的战斗，所以，所以玛娜娜和菲莉丝都明白了。

  たった一日だけの孤立、だというのにその子がどれだけ苦しい戦いを強いられたか、それを３人はよく知っている。だから、だからマニャーナとフェリスは理解してしまう。

  　

  「你们两个，先离开这里吧，也得把这件事告诉普洛。」

  「２人共、まずはここから離れましょう。プーロにもこの事を伝えなければなりません」

  「不、不行！得去找她才行！现在马上！」

  「だ、ダメだよ！　探してあげないと！　今すぐ！」

  「没错！要是又变成那时候的话！」

  「そうだ！　またあの時みたいになったら！」

  「咦～？连人在哪里都不知道，姐姐你们找得到吗～？」

  「え～？　どこにいるのかも知らないのに。お姉ちゃんたちに見つけられるの～？」

  「闭嘴！」

  「お黙りなさい！」

  　

  迪斯贾的嘲笑持续回响。阿莫尔为了赶走他，胡乱射出锁链，但她自己也没能完全冷静，不可能命中。

  響き続けるディージャの嘲笑。追い払うように闇雲にアモーレが鎖を飛ばすが、彼女自身も冷静になりきれておらずあたるはずもない。

  　

  「反正阿莫尔姐姐啊，一开始就在想第四个人是谎言，是为了陷害自己的陷阱吧。猜对了～其实是陷阱呢～所以要是能顺利中计，我会很高兴的～」

  「どうせアモーレお姉ちゃんはさ、そもそも４人目が嘘で、自分たちを陥れるための罠って可能性とか考えてるんでしょ。あったり～。実は罠なんだよね～。だからうまく引っかかってくれると嬉しいなあ～」

  「混账！闭嘴！」

  「てめえ！　黙りやがれ！」

  　

  菲莉丝制造出球状力场，像砸过去一样扔出去。但力场当然没命中迪斯贾，结果只有扬起粉尘。

  球体状の力場を作り出し、叩きつけるように放り投げるフェリス。それは当然のようにディージャには当たらず、粉塵だけが舞い上がる結果となった。

  在扬起的沙尘中，迪斯贾的笑声渐渐远去。当笑声停止时，少年的身影已经消失得无影无踪。

  舞い上がる砂埃の中で徐々にディージャの笑い声は遠のいていく。止んだ頃には既に少年の姿は影も形もなかった。

  　

  「……阿莫尔、菲莉丝，对不起，我太不冷静了。先去问普洛吧。」

  「……アモーレ、フェリス、ごめん私冷静じゃなかった。プーロに、まずはプーロに聞きに行こう」

  　

  明明才刚救了一名少女。

  １人の少女を救ったばかりだというのに。

  普璐米雅等人的表情阴暗、阴沉，明明应该是胜者，却像是败者。

  プルピュア達の表情は暗く、昏く。まるで勝者のはずなのに敗者のように。

  她们梦想中的明天，开始露出些许阴影。

  彼女達の夢見る明日は、僅かに陰りを見せ始めていた。

 
  第3话后宫男人堕入地狱。被戴绿帽子的男人该获救了。

  第３話　ハーレム男は地獄に堕ちろ。寝取られ男は救われろ。

  「……好，没有奇怪的地方。」

  「……よし、おかしなところはないな」

  　

  我仔细照镜子确认手指。左右都OK，可爱度也OK。

  鏡をしっかり見て指差し確認。右よし左よし可愛さよし。

  与其说可爱，不如说是漂亮，不过先不管这个。

  可愛い系というより綺麗系ではあるのだけど、それは置いておこう。

  　

  其实我现在是女装。

  俺、実は今女装しております。

  　

  不是觉醒成变态，应该说这个时代性别平等化已经进展到一定程度，而且我上辈子死的时候就是这样，所以没什么好奇怪的。嗯，没什么好奇怪的。

  いや変態に目覚めたとかじゃないから。というかジェンダーレス化が進んでた時代だったし前世の俺が死んだ頃って。だからおかしくない。うんおかしくない。

  我在对谁找借口啊。

  誰に言い訳してんだ俺。

  　

  正确来说，感觉只有身体变成女人。不过内在是大叔，所以和女装没什么差别。

  正確に言うと体だけ女に変身してる感じである。まあ中身はおじさんだし女装と変わらんやろもうこれ。

  　

  「话说，老妈把以前的衣服留下来，真是帮了大忙。去买女装的话，真的就像地狱。」

  「ていうか、オカンが昔の服残してくれてて助かったわ。女物の服買うとかマジ地獄だし」

  　

  光是想象就让我想吐。嗯，到此为止吧。光是不用面对这么丢脸的事，就该偷笑了。

  想像するだけで吐き気がする。うんここまでにしよう。そんな恥ずかしい目に合わずに済んだだけ良かったとしよう。

  　

  好了好了，虽然前言有点长，不过就来谈谈女装的理由吧。

  さてさて前置きが長くなったが、女装の理由について話そう。

  其实理由很单纯。

  まあくっそ単純なんだけどさ。

  　

  为了利用女性优惠日。嗯，很烂吧。烂到好笑。

  レディースデイとかいう映画割引の利用のためである。うん。クソだろ。クソと笑え。

  　

  我啊，是公认的外星宅。虽然没公开，也没有认识的朋友。说起来，我根本没有朋友。咦，眼泪。

  俺はまあ、自他ともに認めるヲタクである。オープンではないし、知ってる友達もいないけど。そもそも友達がいないけど。あれ涙が。

  虽然我是这样的人，但动画电影之类的我满常去电影院看的。我觉得光碟有光碟的好，所以属于两种都会看的类型。为什么我会觉得满花钱的啊？

  そんな俺ではあるが、アニメ映画とかは結構現地に行くタイプである。円盤は円盤で別の良さがあるって感じで両方いくタイプ。なんでまあ結構出費かさみやすい感じ。

  　

  这个月花了不少钱，让我觉得有点肉痛，但突然想到一件事。

  今月結構出費やっべえなあって思ってたんだけど、ふと気づいたよね。

  用学生日票买票的话，应该能省不少钱吧。

  レディースデイを使えばかなり安上がりで済むんじゃねって。

  　

  虽然也有学生折扣，但以精神年龄来说，利用学生折扣有点心痛。毕竟我的内在是个大叔，每次被人叫学生，总觉得有点……

  一応学生割引とかもあるんだけどさ。精神年齢的にちょっとそれ利用するのは心が痛いんよ。だって中身おじさんだぜ。学生呼ばわりされるたびになんか心がですね。

  但如果是学生日票的优惠票，那就另当别论了。毕竟我姑且能自由自在地变成女人。

  だがレディースデイの割安チケットなら話が変わる。一応俺自由自在に女になれるわけだし。

  　

  　

  不，那样也像个大叔，所以有点难为情，但总比学生折扣好。

  いやそれも中身おじさんだからちょっときつくねって思うけど、学生割引よりマシだと思った。

  　

  不，我坦白说吧。

  いや、もっと正直に言おう。

  　

  我！！！

  俺は！！！

  想让周围的人看看我美少女的一面！！！！

  美少女な俺の面を周りに見せつけて！！！！

  想被吹捧！！！！！

  ちやほやされたい！！！！！

  　

  如果被吹捧，我就会得意忘形，变得无法好好说话，所以，我期待的是「那个女生很可爱吧？」之类的称赞。

  まあ実際にチヤホヤされたらアガってしまってまともに喋れなくなるんで、こう、いい感じに「あの娘かわいくない？」的なのを期待してるんですよ。

  阴角总是毫无自我肯定感，所以会想听那种称赞。

  陰キャは常に自己肯定感皆無なんでそういう褒め称える声を求めてるんですよ！

  　

  「话说回来，黑水手服加黑丝袜果然最棒了！」

  「しかし、やっぱ黒セーラーに黒タイツは最高だな！」

  　

  感谢黑水手服老妈的学校。我真的很喜欢这种打扮。花俏的学生服太邪门了！

  黒セーラーだったおかんの学校に感謝である。まじでこういうのが一番好き。無駄にごてごてした学生服とか邪道ですよ！

  顺带一提，这里是离电影院有点远的大楼里的多用途厕所。我实在不想在家里扮女装，被老妈发现……

  ちなみにここは映画館からちょっと離れた所にあるビルの中の多目的トイレである。流石に家で女装して親バレするのは避けたかったので……。

  　

  「哎呀，这样一看，真的是美少女呢！真的好可爱！我是不是太幸运了？！」

  「いやあ、こうして見るとまじで美少女だなあ！　まじかわいい！　俺やばくない？！」

  　

  话说回来，我这辈子从来没Cosplay过。

  そういえばコスプレとかは人生で一度もしたことがなかった。

  原来如此，Cosplayer的心情或许就是这样。接近现实中无法成为的某人的感觉，实在令人好奇。

  なるほどコスプレイヤーはこういう気分だったのかもしれない。現実ではなれない誰かに近づく感覚。実に興味深い。

  　

  「穿爱系列的女主角也是这种感觉吧。我是不是该买些衣服呢？可是，这样太花钱了……还是去打工吧。」

  「着せ愛のヒロインもこんな感じだったんだろうなあ。ちょっとまじで色んな衣装買ってみようかな。いやでも出費が……バイトするかなあ」

  ※穿爱……指的就是那个「换装天使坠入爱河」的爱情喜剧作品。

  ※着せ愛……その着せ替え天使は愛に墜ちるというラブコメ作品

  　

  电影快开始了，我得赶快出门。

  と、そろそろ出ないと映画に間に合わなくなる。

  我把男装收进纸袋里，再次确认镜子。很好，很可爱。这样连妆都没化，实在太糟糕了。

  男の服とかを紙袋の中に片付けて、もう一度鏡を確認する。よしかわいい。これで化粧も何もしてないあたりやばい。

  　

  我直接走出大楼，不愧是源代町的娱乐设施，大楼林立的街道上挤满了人。

  そのままビルの外に出てみれば、さすがは源代町の娯楽施設がこれでもかと詰め込まれたビル街なだけあって人の数がすごい。

  反正还有一段时间，我打算去动画精品店炫耀给御宅族们看，脸上不禁浮现出奸笑。

  まだもうちょっと時間あるわけだし、オタク共に見せびらかすつもりでちょっとアニメショップに寄ってやろうかとかニヤニヤ考えてしまう。

  　

  「哦，那边的小姐，可以打扰一下吗？」

  「お、そこのお嬢さん。ちょっといい？」

  　

  才刚这么想，对方就立刻出声叫住我。糟糕。

  なんて考えてたら早速声をかけられてしまった。やばい。

  太快了。才离开大楼不到五分钟耶。我跟得上女装世界的速度吗？

  早すぎる。まだビル出てから５分も経ってねえぞ。僕はついていけるだろうか。女装した世界のスピードに。

  　

  「好的，请问有什么事吗？」

  「はい。なにか御用でしょうか？」

  「哇，有什么事？你穿着制服，是哪个学校？几年级？」

  「うわ、御用でしょうかって、君制服着てるけどどこ校？　何年？」

  「……不好意思，我有点赶时间。」

  「……すいません。わたくし少々立て込んでおりまして」

  「有什么关系嘛。告诉我你的行程，我陪你啊。反正时间很多！」

  「いいじゃん。何の予定よ。付き合うよー？　全然時間あるし！」

  「我、我打算去看电影。」

  「い、一応映画鑑賞ですが」

  「什么电影？难道是名侦探杜尔夫？我超喜欢艾德格・杜尔夫的！」

  「何の映画？　もしかして名探偵ドイル？　俺エドガー・ドイルくっく好きなんだよねー」

  「啊，不是，我想您应该没听过。」

  「あ、いえ、たぶんご存じであらせないかと」

  「那不然是最近流行的森林投掷刚的电影？不错哦，那个女演员也很可爱。」

  「んじゃもしてして最近流行りの森投げ剛の出てる映画？　いいよねー。あれの女優もかわいくてさあ」

  「不是，也不是那部电影。是《哈瓦那！哥鲁哥利五好吻！和菓子之国的快乐婚礼》。」

  「いえそれでもなく。『ヤーハー!ゴルゴでポンファイブゴチューヘル! 和菓子の国のハッピーウェディングはぁと』ですね」

  「……啊？呃，麻烦再说一次。」

  「……は？　えと、もう一回おねしゃす」

  「『YAH～！GOLGO的PON FIVE GOTCHU HEL！和菓子之国的HAPPY WEDDING～』。」

  「『ヤーハー!ゴルゴでポンファイブゴチューヘル! 和菓子の国のハッピーウェディングはぁと』です」

  「呃，抱歉，GOLGO的PON……」

  「いやごめん。ゴルゴでポンファ」

  「YAH～」

  「ヤーハー」

  「咦？」

  「え」

  「YAH～会出现在前面，如果不加上去，就会跟GOLGO的PON FIVE GOTCHU HEL重复了。」

  「ヤーハーが頭につきます。そちらをつけないとゴルゴでポンファイブゴチューヘルと被りますので」

  「……抱歉，那有什么不同？」

  「……ごめん。それ何が違うの」

  「GOLGO的PON是第一期，FIVE是第二期，GOTCHU HEL是第三期，第四期就是YAH～了。顺带一提，第五期我已经知道名字了，不过其实这里缩短成KURASHI GOLGO的PON。像这样看的话，就会有点难分辨呢。名字的不同是有理由的，那就是主角和舞台都不一样。首先，第一期只有GOLGO的妖精出现，但第二期开始，就会增加四名见习妖精。」

  「ゴルゴでポンが１期。ファイブが後ろにつくと２期。ゴチューヘルで３期。４期目だとヤーハーがつきますね。ちなみに５期も既に名前だけわかってるんですがこちらは実はクラッシュゴルゴでポンと短くなっているのですよ。こうしてみると少しわかりづらいですよね。名前の違いについては理由がございまして、なんとそれぞれ主人公と舞台が異なっているのです。まず１期ではゴルゴしか妖精は出てこないのですが２期からは見習い妖精が４人増えて」

  「啊，是哦。那个，我有事忘了。」

  「あ、ッスー。あの、俺用事あったの忘れてたわ」

  「哎呀，我还以为可以一起呢。真是遗憾。」

  「おや、せっかくご一緒できると思っていたのですが。残念でなりませんね」

  「嗯，抱歉。再见！！」

  「うん、ごめんね。じゃ！！」

  　

  轻浮男就这样跑走了。嗯～难得有机会宣传耶。

  そのままどこぞへ駆けていくチャラ男。うーんせっかく布教のチャンスだと思ったんだが。

  话说回来，我没想到自己可以这么滔滔不绝。不过，毕竟我没办法使用女性用语，所以就用当上班族时的语气和敬语硬撑，没想到这样还挺能说的。感觉这辈子第一次活用了社会人士的经验！

  というかあれだな。こんなにペラペラ喋れるとは思ってなかった。まあ女言葉とか使えるわけもないんで、リーマンだった時のノリで敬語でゴリ推したんだが結構これなら喋れるな。社会人経験が今世で初めて活きた気がするぜ！

  　

  好啦，我迈步走向电影院，这时才注意到一件事。

  さて、と歩みを映画館の方に向けていこうとして、気づく。

  总觉得大家都在看我。应该说，我刚才的对话大概都被听见了。嗯，我确实有点说太多了。说不定是御宅族特有的快嘴失控了。只有一点点。嗯，只有一点点。糟糕，好丢脸，好想回家。

  なんかすごい見られてる。というかたぶんさっきのやり取り見られてたんだろう。うん。確かにちょっと喋りすぎたかもしれない。オタク特有の早口が暴走したかもしれない。ちょっとだけ。うんちょっとだけ。やばいすごい恥ずかしくて帰りたい。

  　

  好，决定了。就用沉默角色去电影院吧。

  よし決めた。無口キャラで行こう。

  接下来尽量用沉默角色去电影院吧。说太多话不好。小千记住了。

  ここから先はなるべく無口キャラで行こう。喋りすぎるとよくない。ちぃ覚えた。

  　

  结果，我脑中不断上演阴沉角色特有的脑内反省会，甚至没把电影内容听进去。

  結果映画の内容も頭に入ってこないほどに、陰キャ特有の脳内反省会を繰り広げてしまう俺君なのであった。

  　

  　

  　

  我拿着没吃多少的爆米花桶，坐在电影院出口附近的长椅上后悔不已。

  ろくに食べれもしなかったポップコーンの容器を手に、映画館出口近くのベンチで後悔していた時のことだ。

  　

  「哎呀～～名侦探德古拉真好看！莲姐得救的场面超感人的！」

  「いやー面白かったねー名探偵ドイル！　蓮姉ちゃんを助けるところなんかもうすごくて！」

  「呵呵，美来好像打起精神了，真是太好了。」

  「ふふ、美来ちゃん元気になったみたいで良かったですね」

  「爱香也是吧，她本来很没精神的。虽然我也是啦。」

  「愛香もでしょ元気なかったのは。まあ私もだけどさ」

  「嗯，大家都打起精神了，真是太好了。」

  「うん、皆元気出たみたいでよかったよ」

  「美来的哥哥，谢谢你送我们电影票！感觉心情一下子变好了呢！」

  「美来のお兄さんチケットまじでありがとうッス！　なんかすごい良い気分転換になったっていうか」

  　

  我好像听到很耳熟的声音。三个女生那边还好，但男生的声音我好像在哪里听过。应该说，我在学校除了老师以外几乎不跟其他人说话，所以印象特别深刻。

  なんかすごい聞き覚えのある声がした。女３人の方はそうでもないけれど、男の方は凄く聞き覚えがあった。というか俺学校で先生以外と話すことほぼないんで印象深い事があると割と覚えてしまうというか。

  我抬起头，果然看到主角春鹿的哥哥带着三个女生走出电影院。嗯～后宫。我果然还是讨厌这种家伙。

  顔を上げてみれば、まあ予想通り主人公春鹿の兄貴が女３人を侍らせて映画館から出てくるところが見えた。うーんハーレム。やっぱ嫌いだこいつ。

  　

  「不过哥哥，你刚才一直在看其他电影的预告片吧？你不用看吗？」

  「でもお兄さんさ。ずっと他の映画の広告チラチラ見てたよね。そっちは見なくていいの？」

  「咦？啊，不用，没关系。我本来就没打算看。嗯。」

  「えっ。あ、いや。いいんだ。そういうつもりじゃなかったし。うん」

  「我们之后也打算跟上周一样，三个人一起在这个镇上散步，所以飞梦（亚斯姆）同学不用每次都陪着我们哦。」

  「私達も一応この後は先週と同じように３人でこの町を散策する予定ですから、飛夢(アスム)さんも毎回無理に付き合っていただかなくても大丈夫ですよ？」

  「对啊对啊！那么哥哥，我们回去的时候再打电话给你！」

  「そうそう！　それじゃお兄ちゃん！　帰る時になったら電話するから！」

  「嗯～好吧。」

  「うーん。まあ、それなら」

  　

  哦，那三个女生好像要回去了。呵呵呵，比起后宫男，她们发现三人行不如百合行了吗？这样好吗？这种恶心的妄想是怎样？我现在真的亢奋到不行。

  お、なんか３人の女は先に帰るっぽい。ふふふ、ハーレム男より３人女で百合百合したほうが良いことに気付けたか。良きかな。何だこのキモい妄想。俺ほんともう今やばいなテンション。

  　

  「唉，又让你费心了。」

  「はぁ、また気を使わせちゃったかなあ」

  　

  春鹿哥边说边朝我走来，接着在我坐的长椅隔壁坐下。距离大概五米吧。被原作角色靠近到这种程度，老实说我很紧张。

  そう言いながら春鹿兄はこちらに向かってくる。そのまま俺の座っているベンチの隣のベンチに座った。距離にして５メートルくらいだろうか。原作キャラにここまで近寄られると正直緊張する。

  之前没有意识到，但这样一看，原作角色就是不一样。气场就是不一样。

  前は意識してなかったけれど、こうしてみるとさすがは原作キャラである。なんかオーラが違うわ。

  　

  我盯着他看，被他发现，他露出害羞的表情。连这种反应都那么美，不愧是官方帅哥。去死一死算了。

  じーっと見てたら気づかれて、気恥ずかしそうにしておる。それすら絵になるあたりさすが公式イケメン。死ねばいいのに。

  　

  「……那个，怎么了？」

  「……あの、なにか？」

  「啊，没事，只是觉得你好帅。」

  「あ、いえ、かっこいいなと」

  「咦？！」

  「うぇ？！」

  　

  那是什么怪叫？这是事实吧。

  なんだその奇声は。事実だろ。

  你被夸习惯了是吧。别脸红啦。男人脸红一点也不有趣。

  言われ慣れてんだろお前。顔赤くするな。男の赤面なんざみてもこっちは面白くないんだよ。

  　

  「啊，对不起，我很少被人这样夸。」

  「あ、すいません。あまり言われたことなくて」

  「开玩笑的。刚才不是有三个女生陪着你吗？」

  「ご冗談を。先程も女性を３人も侍らせておられたではありませんか」

  「不，陪着我这种讲法太难听了。而且她们是我妹妹和她的朋友。」

  「いや侍らせるなんて人聞き悪いですよ。それに妹とその友達ですから」

  「咦？！！！」

  「え？！！！」

  　

  这次换我发出怪声了。那两人肯定是妹妹和朋友，是女主角！

  今度はこっちが奇声をあげてしまった。妹と友達２人って間違いない。主人公ズである！

  真的假的！我刚才差点就与三个纯洁女神擦身而过了！

  まじか！　今思いっきりニアミスしたじゃんプルピュアトレスの３人と！

  这个事实让我胸口一紧。这么说来，她们三个都可爱得堪称美少女。一个是活泼女孩，一个是文学少女……咦，主要角色这样看起来好像没什么特征？

  その事実に胸にこみ上げるものがある。そういえば３人共美少女と言えるほどに可愛かった。元気っ子と文学少女っぽい子とそして……あれ、メインの子こうしてみると特徴ねえな？

  虽然我并没有从头到尾看完，但她们是让我在最后一集之前用眼角余光扫过的动画，而且非常有趣。我重新认识到，她们是活在这个世界的主角。刚才的坏心情不知飞到哪里去了。

  最後まで完璧に全部見たわけではないけれど、それでも最終話まで横目での流し見ではあるが凄く楽しませてもらった番組の主人公達が生きている世界。そう改めて認識させられたようで先程までの悪い気分はどこかへ飛んでいってしまった。

  　

  「有什么好惊讶的？」

  「そんなに驚くことですかね」

  「啊，没有，那个，我只是羡慕你们兄弟俩都是帅哥。」

  「あ、いえ、その、兄弟揃って美人さんで羨ましいな、なんて」

  「那个，虽然是我自己这么觉得，但你也很漂亮哦。」

  「その、僕からしたらですけれど。貴女も凄くお綺麗ですよ」

  「谢、谢谢。」

  「ど、どうも」

  　

  心情变好了，所以只是稍微被称赞一下，我就觉得非常开心。话说我的脸好烫！这是怎么回事！

  気分が良くなったからか、ちょっと褒められただけでなんか凄く嬉しく感じる。ていうか頬熱いぞ！なんだこれ！

  总觉得继续和原作角色扯上关系不太妙，我选择逃跑。

  なんかこれ以上原作キャラに関わるのは流石に不味い気がして逃走の一手を選ぶ。

  　

  「对不起，占用你的时间了。」

  「ごめんなさい。お時間取ってしまって」

  「请别放在心上。」

  「お気になさらないでください」

  　

  我稍微点头致意，离开现场。

  軽く会釈してその場から離れる。

  心情好到不行。不但当面被称赞容貌，不像轻浮男那样有不良居心，还欣赏到原作角色，而且还是主角。没有比这更棒的日子了吧。

  凄くいい気分である。面と向かって、チャラ男と違って下心も感じられない感じで容姿も褒めてもらえたし、それに原作キャラとそれも主人公ズの姿を目に収めれた。こんな良い日はないだろう。

  　

  我笑咪咪地走着，心中却有种牵挂。

  ニッコニコ気分で歩いていると、心のなかに引っかかりのようなものが。

  这种感觉，我相当熟悉。应该说，就是小恶魔出现时的感觉。

  この感覚は、まあ凄く身に覚えがあった。というかインプルが現れた時の感覚である。

  　

  我心想「该不会……」，急忙跑到无人的大楼暗处，变身潜入除了自己以外，应该都设下「结界」的地方。

  これはもしやと思って急いで人気のないビルの物陰まで走り、変身して自分以外が張ったであろう『結界』のなかに潜り込んでみる。

  　

  　

  　

  「呼哈哈！怎么了怎么了！意气风发地闯进来，却只能一味防御啊，菲莉丝！」

  「フハハ！　どうしたどうした！　意気揚々と乗り込んできておいて防戦一方かフェリス！」

  「你这家伙！在这种人来人往的地方埋伏，还敢嚣张！」

  「ペサてめえ！　こんな往来の多いところで待ち伏せしておいてイキんな！」

  「就是说啊！结界在这种人多的地方坏了就糟了！为了维持结界而耗太多力，我完全打不赢啊！来啊，阿莫雷！用你平常的奇招吓吓我啊！」

  「そうだよねえ！　こんな人が多いところで結界が壊れちゃったら大変だものねえ！　結界を維持させるために力を回しすぎて、こっちは全く歯ごたえがないよ！　ほらアモーレ！　いつもの奇策でボクを驚かせてみなよ！」

  「唔！我不会中这种廉价的挑衅，地贾！」

  「くぅ！　安い挑発には乗りませんよディージャ！」

  「噫——！！！！（她跟不认识的男人约会了！不行了！被睡走了！呜哇啊啊啊！）」

  「イー！！！！（彼女が知らない男とデートしてたあ！もうだめだあ！寝取られたんだ！！うわあああ！！）」

  「冷静点，小恶魔！拜托，听我们解释，呀！」

  「落ち着いてインプルさん！　お願い私達の話を、きゃっ！」

  　

  我的预感成真了。纯洁派圣光们正在和黑暗精灵战斗。

  予感は当たった。絶賛プルピュアたちがインプルと戦闘を繰り広げていた。

  不，不只是纯洁派圣光，她们同时和黑暗精灵以及两名干部战斗。也就是三对三的构图。哦，好厉害。

  いやプルピュアだけじゃない。インプルとそれと幹部っぽい敵２体と同時に闘っていた。つまりは３対３の構図である。おーすげえ。

  　

  不过，她们同时和两名以上的干部战斗吗？我并没有看完整部漫画，而且我也没有仔细看过，所以没有自信。

  いやでも幹部２体以上と同時に戦うシーンとかあったっけ。いやまあ全話見てるわけでもないし、そもそもしっかり見てるわけでもないんで自信ないけど。

  啊，不过她们陷入苦战了。该怎么办呢？

  あー、でも結構苦戦してるなあ。どうしようか。

  　

  我的能力姑且算是操纵黑暗精灵的力量。也可以说是自由自在地操纵黑暗精灵。应该说，现在看起来，不只是黑暗精灵，连那两名干部都可以稍微操纵。

  俺の能力は一応インプルの力の操作っぽいものだ。インプルを自由自在に動かせるといってもいい。ていうか今みてる感じ、インプルだけじゃなくてあの幹部共のもちょっと動かせそう。

  我应该帮忙吗？爬上大楼的我俯视着她们，烦恼着。

  手を貸すべきか否か。ビルの上まで登った俺は彼女達を見下ろしながらうんうん悩んでいた。

  　

  「伊——！！（我明明那么喜欢你！小时候还说过要和你结婚！）」

  「イー！！（あんなに好きだったのに！子供の頃に結婚しようって言ったのに！）」

  　

  不过……

  だけどまあ。

  黑暗精灵被男人睡走，老实说很可怜。早点解放她，也是为了她好。反正一定会赢，就算这样，如果稍微帮她们一下，大概也不会被原作粉丝骂吧。

  インプルが寝取られ男っていうのは正直可哀想だ。早く開放させてやるのがこいつ自身のためでもあるだろう。どうせ勝てるだろうけれどそれでも少しくらい力を貸したって原作ブレイクとかならんだろうたぶん。

  　

  「哼哈哈哈哈哈哈！我可是对你们积怨已久啊！现在就来清算一切吧！！！！？？？」

  「フハハハハハ！　貴様らには山程恨みつらみを溜め込んでいる！　ここで全て精算してハガァ！！！！？？？」

  「咦？！」

  「え？！」

  　

  小恶魔的攻击！一兆吨铁拳！打中了佩萨的弱点！

  インプルのこうげき！　メガトンパンチ！　ペサとかいうやつの急所に当たった！

  我本来想控制佩萨的行动，但总觉得他拿着的锤矛很重，完全无法移动，所以我才想先让他变钝，再让他直接攻击，不过这样打起来还挺有趣的。顺便也让他变钝吧。

  ペサとかいう幹部の動きを支配しようとしたんだけど、なんかくっそ重いダンベル持ってるような感じでぜんぜん動かせなかったんで、せめて鈍らせてやって直撃させてみたんだけど、こうしてみるとくっそ楽しいな。ついでにディージャとかいうやつも鈍らせておくか。

  啊，同时让两个家伙变钝有点重，感觉被拉得好用力。

  あ、ちょっと２体同時に鈍らせるのはちょっと重いわ。なんかすごい引っ張られる感じする。

  　

  「怎、怎么了！我的身体好重！这是怎么回事，佩萨！」

  「な、なんだ！　ボクの体が重い！　どういうことだペサ！」

  「我哪知道！！可恶！！我可没听说普路帕有如此强大的力量！！话说回来，小恶魔为什么要攻击我们！！」

  「俺が知るか！！　クソ！！　こんな力がプルピュアにあるなんて聞いてないぞ！！　そもそもインプルはなぜ俺たちを攻撃してるんだ！！」

  「这是怎么回事？内讧吗？」

  「どういうことなの？　仲間割れ？」

  「不管怎么样，这是个好机会！上吧！」

  「何がともあれチャンスです！　いきましょう！」

  「好！虽然不知道是怎么回事，但干掉他们吧！」

  「おう！　もうなんだかわからんがくらいやがれ！」

  　

  三人手中出现玩具剑般的武器，看来要开始必杀技了。

  ３人の手におもちゃの剣みたいなのが出てくる。これは必殺技的なのが始まるのだろう。

  难道我现在正在和纯洁女神进行第一次的共同作业吗？为了回应这份期待，我稍微让黑暗精灵和干部们待在一起。

  もしかして俺、今プルピュアと初めての共同作業的なのしてるのだろうか。これは期待に応えなければと少しでもインプルが幹部共と同じ所にいるように立ち回らせる。

  　

  「可恶！得阻止那个才行！」

  「くそ！　あれを止めなければ」

  「你阻止啊！应该说黑暗精灵也阻止啊！」

  「お前が止めろ！　ていうかインプルも止めろ！」

  「想阻止的话就阻止啊，小不点！」

  「止めたければ止めてるわチビ！」

  「你说什么，小不点！」

  「何だとノッポ！！！」

  「「「为了大家的明天！献上满满的爱！以及所有的祝福！」」」

  「「「皆の明日に！　めいっぱいの愛と！　ありったけの祝福を！」」」

  「「啊（咦——？）」」

  「「あっ（イー？）」」

  「「「「纯洁女神特蕾莎大解放！」」」

  「「「「プルピュアトレスエクスプロシオン！！！」」」

  　

  　

  今天也平安无事地守护了地球的和平。

  晴れて今日も地球の平和は守られたのであった。

  给我记住——留下这句三流台词后，那些家伙落荒而逃的模样实在太过滑稽，让我忍不住笑了出来。就在这时，结界逐渐瓦解。看来她们也解除了变身。

  覚えておけ―とか三流の台詞を残してあいつらがどっかに逃げていく姿が無様すぎて笑える。そうこうしていると結界が崩れていく。どうやら彼女達も変身を解いたようだ。

  　

  话说回来，原来是这样啊。就算张设结界的人解除变身，其他纯洁女神的变身也不会跟着解除。我的变身也没有解除。

  というか、あれなんだね。結界を張った人が変身解いたとしても、他のプルピュアの変身は解けないのね。俺の変身は解けてないし。

  我回到原本的大楼阴影处，也就是小巷子里。回到这里后，我解除了身上的衣服。嗯嗯，恢复成黑色水手服美少女了。今天见识到许多美好的事物，让我非常满足。

  元いたビルの物陰。路地裏とでも言うべきか。そこに戻ってから衣装だけ変身を解く。うんうん黒セーラーの美少女に元通りだ。今日はたくさん良いものが見れてこちらは非常に満足である。

  　

  就在我准备离开小巷子，踏上归途时，感受到一道视线。

  よし帰ろうと、路地裏から出ようとして、視線を感じた。

  因为换气扇刚好挡住了他的身影，所以我没注意到。应该说，我完全被他看到了。视线的主人一边惊讶，一边从换气扇后面走了出来。

  換気扇が物陰になっていて、見逃していた。ていうか思いっきり見られた。視線の主が驚きながら物陰から出てくる。

  　

  「啊，呃，这是……哥尔哥送的，是戳戳的电影特典。资料夹。我忘记放在长椅上了。」

  「あ、えと、これ、ゴルゴでポンの映画の特典。クリアファイル。ベンチに忘れて行ってたから」

  　

  站在那里的是个非常眼熟的人物。

  そこにいたのは、ものすごく見覚えのある人物で。

  应该说，嗯，是春鹿大哥。

  ていうか、うん、春鹿兄だった。

  　

  「刚才才见过面呢，『春鹿ASUMU』先生。」

  「先程ぶりですね。『春鹿アスム』さん」

  　

  我脑袋一片混乱，总之先以社会常识向他打招呼。

  テンパった頭で、とりあえず社会常識として挨拶だけ。

  咦？为什么他会吓一跳？难道我选错选项了？

  あれ、なんでびっくりしてんの？　もしかして俺選択肢ミスった？

 
  第4话“女装TS女体化性转换精神的BL结果不都是同性恋吗?”“你说什么啊?”

  第４話　「女装TS女体化性転換精神的BL　結局のところ全部ホモでは？」「なんだぁ？テメェ」

  　

  我大概，是负分吧。

  僕はたぶん、マイナスなんだろう。

  　

  我有自觉，自己说的话跟朋友推荐我看的那部漫画一样。

  友人に勧められて読んだある漫画と同じようなことを言っている自覚はある。

  我这个人，还是无可救药的负分。

  どうしようもなくマイナスなんだ。僕はまだ。

  　

  我不知道该去哪里，不知道想做什么，不知道为什么活着。这种想法一直累积在我心里。

  どこに行けば良いのかもわからない。何をしたいのかわからない。なんで生きているのかわからない。そんな思いがずっと心のなかで積もり続けていた。

  跟我谈过心的父母和老师笑着告诉我，这种状况在这个年纪很常见。所以不要一个人闷在心里，要多跟别人聊聊。

  こういうのは、僕みたいな年頃には多いことなんだって相談した親や先生は笑って教えてくれた。だから１人で抱え込まないで、もっとたくさん話してくれと。

  　

  可是，我寻求的不是这种答案。

  だけど、僕が求めていたのはそういうことじゃなかった。

  　

  我肯定，一直都会是那个地方的负分。

  僕はきっと、ずっとあの場所からマイナスのままなんだ。

  　

  因为一点小争执，偶然经过的我眼前发生了骚动。

  ちょっとしたいさかいで、偶然通りがかった僕の目の前で騒ぎが起きた。

  当时的我做事不经大脑，不怕失败，而且很有自信。我毫无根据，却很有自信地认为「自己可以阻止」。

  あの頃の僕は考えなしで失敗なんて恐れてもなくて、そして自信があった。『自分なら止められる』なんて、まるで根拠のない自信があった。

  　

  结果就是现在。

  その結果が今だ。

  　

  被卷入骚动而受伤的我无法离开，给队伍添了麻烦。

  巻き込まれてケガをした僕が出られなくて、チームに迷惑をかけた。

  不知情的孩子害怕我，误解招来恶评，影响社团活动。

  事情を知らない子から恐れられ、誤解が悪評を呼び、部の活動に影響を与えた。

  累积至今的一切全部消失，回过神来，至今的我已经消失无踪。

  積み上げてきたものは全部なくなって、気がつけば今までの僕はどこにもいなくなっていた。

  　

  我之所以逃离松籁学园，并不是因为待不下去。

  松籟学園から逃げ出したのは、別に居づらかったからじゃない。

  不，或许也有这个原因，但我更想要的是其他东西。

  いや、それもあるのかもしれない。けれどもっと別のものが欲しかったんだ。

  我知道自己如果维持现状，永远都不会改变，所以想要一个契机。

  今のままではずっと変わらないとわかっていたから、きっかけが欲しかったんだ。

  　

  　

  「谢谢你的资料夹。你特地追上我呢。」

  「クリアファイル、ありがとうございます。わざわざ追いかけてくださったんですね」

  「啊，请你别把我刚才的样子说出去。」

  「あ、さっきの姿ですが、どうかご内密にお願いしますね」

  「那么，我差不多该告辞了。春鹿亚修姆小姐，真的很谢谢你。」

  「それでは、そろそろ失礼しますね。本当にありがとうございました。春鹿アスムさん」

  　

  　

  没错，我一直想要某种东西，让负面数值归零。

  そうだ、マイナスをゼロへと向かわせる何かがずっと欲しかった。

  看到她在我眼前变身时，我虽然厌恶自己的自私，却认为她就是我要找的人。

  眼の前で彼女が変身したのを見た時、僕は自己中心的考えだと嫌悪するけれど、彼女がそれなんだと思った。

  我相信「特别」的她，会给我父母和老师没有给过我的东西。

  親や先生がくれなかったものを、『特別』な彼女ならそれを与えてくれると信じたかった。

  　

  所以，就算难看也无所谓。

  だからたとえ無様でもなんでもいい。

  我还想跟她在一起，哪怕只有一点点也好。我希望她待在我身边。

  まだ彼女と一緒にいたかった。ほんの少しでも良いから。側にいさせてほしかった。

  　

  　

  「那、那个！要不要跟我一起喝茶！！」

  「あ、あの！　僕とお茶しませんか！！」

  　

  我脱口而出的这句话，对特别的她来说太不礼貌了。而且我的声音因为太过紧张而颤抖，如果这里有人，一定会嘲笑我吧。

  咄嗟に出た言葉は特別な彼女にはあまりにも不遜すぎるものだ。それに声はあまりにも必死になりすぎたせいで震えていて、きっとこの場に人がいたら鼻で笑われていただろう。

  除了握住我伸出的手，对我低头致谢的她以外。

  頭を下げて突き出したその手を、握ってくれた彼女以外は。

  　

  「我知道了。刚好那附近有家庭餐厅，要去那里吗？」

  「わかりました。ちょうどそこにファミリーレストランがありましたね。そちらで構いませんか？」

  　

  我想，我停滞的时间，大概就在这时再度开始流动。

  たぶんこの時、僕の止まっていた時間は再び動き出したのだ。

  　

  　

  　

  　

  

  

  　

  　

  　

  　

  　

  「你点了饮料吧。我去拿饮料，你要喝什么？」

  「ドリンクバー頼んでたよね。飲み物取りに行くんだけどどれがいいかな」

  「啊，那就麻烦你帮我拿冰咖啡。」

  「あ、それではアイスコーヒーをお願いします」

  「糖浆的话，一个就够了。」

  「シロップは１個でいいかな」

  「好的，谢谢。」

  「はい。ありがとうございます」

  　

  嗯——点完餐就立刻去拿饮料，这家伙很习惯搭讪呢。该说不愧是万人迷吗？

  うーん、注文が終わった瞬間飲み物取りに行ってくれるとかこいつナンパ慣れしてやがる。さすがモテ男というべきか。

  　

  不过，我作梦也没想到春鹿大哥会来搭讪我。

  しかしまさか春鹿兄からナンパされるとは思っても見なかった。

  我本来还想着要回他资料夹的礼，只要付这里的帐就搞定了，真是帮了我大忙。我不太喜欢欠人情，也很讨厌贷款。以前用信用卡的最低还款额，害我吃了不少苦头……

  クリアファイルのお礼しないととか考えてたので、ここのお代を払えば済みそうだからだいぶ助かった。貸しを作っておくのはあまり好かないのですおじさん。借金もローンとかも大嫌いなのだ。昔クレジットカードのリボ払いでひどい目にあったからね……。

  　

  虽然身份曝光是无可奈何的事，但我很少以这副模样外出，所以其实还满冷静的。

  正体バレしちゃったことはまあ仕方ないけれど、こっちの姿で出歩くことなんて滅多にないから割りと今は冷静だ。

  再说，要是没遇见她，我也不会和她扯上关系，而我也认为和原作角色扯上关系，可能会让原作崩坏，所以不太想和她扯上关系。

  そもそも出会うことさえなければこれ以上関わることもないだろうし、俺としても無意味に原作キャラと関わるのは原作ブレイクに繋がる可能性があるからあまりよろしくない。

  　

  不过，话说回来，故事的主要舞台是松籁町。

  まあ、でも、いうてメインの舞台は松籟町なわけで。

  只要我待在源代町，应该就不会有问题。我可能是想太多了。

  源代町にいる限り問題ないとは思うんだけどね。過剰な不安ではあるかもしれぬ。

  　

  这时，我忽然发现一件事。

  そしてふと気づく。

  　

  「咦？话说，我这辈子第一次和家人以外的人来这种家庭餐厅耶。」

  「あれ、というかこういうファミレスに家族以外ときたの人生初では？」

  　

  哦哦，只要把家人排除在外，这可以说是这辈子第一次来家庭餐厅，没想到我居然在这里搭讪，经验值也太夸张了吧。这感觉就像刚离开起始之城镇的勇者，正在和游戏中的中头目战斗。

  おおう。家族をノーカウントとすれば実質人生初といっていいファミレスがまさかのナンパとか、経験値やばすぎでは。はじまりの街から出たばかりの勇者が中ボスと戦うくらいの出来事である気がする。

  我可能再也不能自称阴角或边缘人了。呵呵呵，转职的时候终于到了。

  もはやこれは陰キャとかぼっちとか名乗れぬかもしれぬなあ。ふふふ、ついに転職の時か。

  　

  我笑嘻嘻地悠哉地想着，这时服务生带了一群人来到隔壁桌。

  ニヤニヤしながらのんびりしていると、従業員さんに連れられてちょうど隣のテーブル席に３人組が案内された。

  是主角团。为什么？今天是什么日子？是原作角色会不断出现的日子吗？

  ていうか主人公ズだった。いやなんで？　今日そういう日なの？　原作キャラとエンカウントしまくる日なの？

  　

  「唉，没想到居然会被埋伏。」

  「はー。まじで待ち伏せされてるなんて思ってもなかったよ」

  「第四个人果然是陷阱。毕竟普洛也说过，纯洁光环最多只能有三个。」

  「やはり４人目というのは罠だったのかもですね。プーロも言ってましたし、ピュアフォンは３つまでしかないって」

  「……关于这件事，爱香（爱伊卡）、祈里（伊诺莉），我搞不好也看到了第四个人哦。」

  「……それなんだけど、愛香(アイカ)ちゃん、祈里(イノリ)ちゃん。私もしかしたら４人目見たかもしれないの」

  「啥？美来，你这话是什么意思！」

  「は？　どういうことだよ美来！」

  　

  她们在旁边聊着感觉很重要的话题。

  なんかお隣でめっちゃ重要そうな話してるんだけど。

  我纯洁派真的对这件事没什么印象，所以很在意。虽然有点失礼，但我就偷听一下吧。这说不定能让我想起故事情节！

  俺プルピュアはまじでうろ覚えだからこういうお話は正直気になります。ちょっと失礼だけど聞き耳立てさせていただきましょう。ストーリーを思い出すいいきっかけになるかもしれないしね！

  　

  「我可以问详细情形吗？」

  「詳しく聞いてもいいですか？」

  「嗯，呃，就是关于今天打倒的黑暗精灵。我总觉得有点不对劲。一开始她和我战斗时，虽然只有一点点，但我能听见她的心声。」

  「うん、えっとね。今日倒したインプルのことなんだけどね。変な違和感があったの。最初は私と戦ってたんだけど、その時はちょっとずつだけどあの子の心の声が聞こえてきたの」

  「是跟黑暗精灵的共鸣吧。」

  「インプルとの共鳴ですよね」

  「可是，之前也都有共鸣吧。那又怎么了？」

  「でもさ、それは今までもずっとあっただろ。それがどうしたのさ」

  「是没错，但途中就完全听不见了。然后黑暗精灵就突然冲向佩萨和帝加。」

  「そうなんだけど、途中から全然聞こえなくなっちゃったの。そしたら突然インプルがペサとディージャに向かって行っちゃって」

  「……难道黑暗精灵被操控了？」

  「……もしかして、インプルが操られていたと」

  　

  啊，这完全是在说刚才的战斗嘛。

  あ、これ思いっきりさっきの戦いの話じゃん。

  就是说啊。我的能力虽然像反派，但也能操控黑暗精灵。甚至还能吸取力量。不过这招是用来杀人的。

  そうなんだよなあ。俺の能力悪役みたいなんだけどインプル操れちゃうんだよなあ。なんだったら力の吸い上げとかもできますぜ。まあこっちはトドメ用なんですが。

  多亏如此，我才能赶在树果成熟前赶到现场，以迅雷不及掩耳的速度自爆，然后回家。三分钟搞定。如果只论对付树果，我或许是无敌的。

  これのおかげでインプルがでた瞬間現場に急行して速攻で自爆させて帰るっていう３分クッキングが可能なのである。真面目にインプルに対してだけでいえば無敵かもしれぬ俺。

  　

  「糟糕，居然能操纵树果，那不就跟帕萨多一样了吗？」

  「やば、インプルを操れるって、それもうパサード達と同じじゃん」

  「是啊。从刚才的描述听来，帕萨多怪人应该也能操纵树果。那不就表示，他们跟纯洁一样……」

  「そうですね。今の話を聞く限り、パサードの怪人達がインプルを操れるのと同じものだとしか思えません。とても同じプルピュアとは……」

  　

  嗯，我知道。我自己也觉得是反派。

  うん知ってた。自分でも悪役じゃんって思ってる。

  我对两人不敢恭维的反应深有同感。不过，我可是当事人啊，哈哈哈。

  ドン引きしてる２人に共感しかありません。いや当事者俺なんだけどね。ガハハ。

  　

  「嗯。不过解除结界后，我偶然发现一件事。虽然可能是我看错了，但大楼上站着一名打扮跟我们很像的女人。」

  「うん。だけど結界を解いた後に偶然見たの。もしかしたら見間違えかもしれないんだけど、ビルの上に私達に似てる格好の女の人が立ってたの」

  「啊？！为什么不早点说！」

  「は？！　なんですぐ言わないんだよ！」

  「因、因为你说可能是我看错了，而且眨个眼就不见了。」

  「だ、だって、見間違えかもって、それにまばたきしたらもういなくて」

  「……如果她说的是真的，那说不定真的有第四个人。佩萨和帝加被树果攻击时，看起来不像是在演戏。」

  「……その話が本当なら、もしかしたら本当に４人目がいる可能性はあるかもです。インプルに襲われている時のペサとディージャの様子はとても演技には見えませんでしたから」

  　

  我不懂第四个人是什么意思，难道是在找我吗？

  ４人目ってのがさっきからなにか分からなかったのだけど、もしかするとこれ、俺のこと探してる感じなのか？

  话说她居然知道我的存在，这还是第一次听说。我是不是该报上名号呢？可是，一想到要是扯上关系，就得每天去松籁町，就觉得有点远。毕竟电车费很贵。

  ていうか俺の存在認知されてたのかよ。まじかよそれは初耳。名乗り出るべきかこれ。いやでもなあ、これでもし関わったら松籟町に通うはめになるかもって考えるとちょっと遠い。さすがに電車賃が痛いでござる。

  我本来就是为了省钱，才特地变身女装，利用淑女日的。对钱很没辙的我，实在不想为了救人而每天跑那么远。嗯……

  ただでさえ金欠でレディースデイを利用するためだけにわざわざ変身して女装してる俺だぜ。金には結構厳しいのだ。ただ人命も関わってるなら仕方ないかもなあ。うーん。

  　

  「久等了！抱歉，我花了一点时间……咦？」

  「お待たせ！　ごめんね時間かけちゃって……あれ？」

  　

  在我烦恼时，春鹿大哥回来了。哦～～有冰咖啡喝，太好了。我喉咙好干。

  うんうん悩んでる間に春鹿兄の帰還である。おーアイスコーヒー助かる。喉乾いてたんだよね。

  ……嗯？怎么从另一个方向射来一道视线。为什么？

  ……ん？なんか明後日の方向から視線がぶっ刺さってる。なんでだ？

  　

  　

  「你在做什么？大哥哥，那个女人是谁？」

  「なにしてるの？　お兄ちゃん。その女(ひと)誰？」

  　

  　

  噫！视线追过去，发现一只鬼。是名为兄控妹的鬼女。对了，这家伙最喜欢老哥了，不妙！

  ヒェッ。視線を追いかけた先には鬼がおった。ブラコン妹という名の鬼女がおった。そうだこいつ兄貴大好きっ子だったわやべえ！

  　

  「啊，不，这是……」

  「あ、いや、これはえっと」

  「哇～～这是修罗场吗？」

  「うわー。これ修羅場？」

  「好像是……」

  「みたいですね……」

  「那个！你！是大哥哥的什么人！」

  「あの！　あなた！　お兄ちゃんのなんなんですか！」

  　

  不要在家庭餐厅大声说话啦！我都被吓到了！

  ファミレスでそんな大きな声上げるんじゃないよ！　こっちもびっくりしたわ！

  话说我该怎么回答呢？算了，说谎也不是办法，还是老实说吧。

  ていうかどう答えるべきかこれ。まあ、嘘つくのもあれだし正直にいうか。

  　

  「呃，她是……」

  「え、えっとこの人は」

  「请放心，我只是刚好路过而已。我和这位先生是刚刚才认识的，他刚刚才搭讪过我。」

  「安心なさってください。私は単なる通りすがりですよ。この方とは先程ナンパされたばかりの付き合いですから」

  「搭・讪？」

  「ナ・ン・パ？」

  「哇，原来美来的哥哥会搭讪女生啊，完全看不出来。」

  「うわ、美来の兄ちゃんナンパするんだ。全然見えねえ」

  「我也是。不过，这是非常不得了的事实哦，美来有120％的可能性会生气。」

  「私もです。ですがこれはとんでもない事実ですよ。美来ちゃんが怒る可能性１２０％です」

  「话说，再不阻止的话，事情就快要闹大了吧？」

  「ていうかこれ止めないとそろそろやばくね？」

  「哥哥！！！」

  「お兄ちゃん！！！」

  　

  妹妹暴怒，哥哥道歉。不，其实完全没差。这种像动画一样的互动，实在很有趣。虽然有趣，但该怎么说呢，周围的视线实在很刺人。

  ブチギレ妹。違うんだと謝る兄。いや何も違わないが。まるでアニメみたいなやり取りしてるのがとても面白い。面白いのだが。なんというかだね。周りの視線がですね。

  再这样下去，事情就不好收拾了，看来只能由我这个年长者出面解决。

  これ以上は流石に不味いだろうということで、ここは年長者たる俺が動くしか無いみたいだな。

  　

  「好了好了，请冷静下来。这里是公共场合，我们先冷静下来再谈吧。」

  「まあまあ、落ち着いてください。ここは公の場ですから、まずは落ち着いてお話しましょう」

  　

  我稍微弯下腰，配合美来的视线高度，露出美少女微笑，试图说服她。怎么样，这个美少女微笑？顺带一提，我刚刚才在大楼的公共厕所里，在玻璃前练习了好久才学会的。我敢保证，只要露出这个微笑，处男就能杀掉对方。应该说，我已经被杀掉了。谁、谁、谁、谁是处男啊。

  美来ちゃんの目線に合うようにほんの僅かに屈んで、ニコリと美少女スマイルで諭す。どうだこの美少女スマイルは。ちなみにさっきいたビルの多目的トイレでガラス前で沢山練習して習得しました。童貞ならこれだけで殺せる自信があるぜ。というか俺が殺されたから間違いない。だだだだ誰が童貞やねん。

  　

  「呜呜，可是……」

  「うぅ、でも」

  「你看，我旁边是空的，请坐这里吧。机会难得，干脆连桌子也并在一起吧。毕竟大家都是熟人嘛。」

  「ほら、私の隣が空いてますから、こちらへどうぞ。せっかくですから机も繋げてしまいましょうか。皆さんお知り合いでしょうし」

  「抱、抱歉，都怪我。」

  「ご、ごめんね。僕のせいで」

  「原因本来就是我答应邀请，请别放在心上。我们点的餐点好像刚好送来了，不嫌弃的话就一起享用吧？虽然是大份的圣代。」

  「もともと私がお誘いに乗った事が原因ですから、お気になさらないでください。ちょうど私達の頼んだものも来たみたいです。よかったら召し上がりますか？　ちょっと大きめのパフェですけれど」

  「咦，可以吗？」

  「え、いいの？」

  「当然可以。」

  「もちろんですよ」

  　

  圣代和薯条等餐点刚好在这时送来，美来接待区就此完成。

  タイミングよく来たパフェやらポテトやらを並べて、美来ちゃん接待エリアの完成である。

  　

  只要让小孩吃饱，心情就会变好，我可是知道这种小知识哦。

  子供には美味しい飯さえ食わせておけば機嫌を治すっていう豆知識を俺君は知っているのだ。

  为什么我知道？因为去父母老家时，让大量涌来的亲戚小孩安静下来的手段就是那样。啊，我甚至想起亲戚们「你什么时候要成家」的啰嗦唠叨。烦死了，处男有什么错？连处男都守不住的家伙，根本不配拥有家庭！

  何故知ってるのかって？　親の実家に行くと大量に湧いてくる親戚の子供を黙らせる手段がそれだったからですね。あ、いつになったら身を固めるんだとかいう親戚連中の面倒くさい小言まで思い出した。うるせえ童貞で何が悪いんだ。童貞も守れないやつに家庭は守れないんだよ！

  　

  「啊，两位不嫌弃的话，也请享用薯条吧。如果喜欢吃甜的，我也点了，要不要一起选呢？」

  「あ、お二人もよかったらポテト召し上がってくださいね。もし甘いものが好きなら私も頼みたかったので、一緒に選びませんか？」

  「呃，那我就恭敬不如从命了。」

  「えっと、それじゃお言葉に甘えて」

  　

  趁我继续掌控全场时，也来抓住另外两人的胃吧！

  このまま場を支配している間に残り２人の胃袋も掴んでやるぜ！

  喂喂喂，把满是破绽的胃袋露出来啊！

  オラオラその隙だらけの胃袋さらけ出しやがれ！

  巧克力很好吃吗！草莓很好吃吗！芝士蛋糕也很好吃哦！别以为能藏起来！很好！全部拿出来！全部！

  チョコレートが良いんか！　ストロベリーがいいんか！　チーズケーキもいいぞ！　隠しきれると思うなよ！　いいよ！　来いよ！　全部出して！　全部！

  　

  从电影院出来时，我就已经猜到她们会吃爆米花、热狗和电影院贩卖部卖的东西了。

  こいつらがポップコーンやらホットドッグやら映画館の売店で売られているものを食いまくったであろう事は映画館から出てきた時に予測済みである。

  吃完咸的东西之后就会想吃甜食，这是人之常情！

  塩っ気のあるものを食べた後は甘いものが食べたくなる。人間なら当然だよなあ！

  我叫住店员，在她们客气之前，一口气点了她们想吃的东西。

  店員さんを呼び止めて、彼女達が遠慮する前にガンガン欲しそうにしたものを頼んでいく。

  没问题！吃不完的话就由叔叔我吃！我可是连爆米花都没吃到，肚子都饿扁了！

  大丈夫！　食いきれなかったらおじさんが食べるから！　ポップコーンろくに食べれなくてお腹がくぅくぅなりましてございますわよ！

  　

  点完餐之后，料理开始上桌，这时三个女孩有了动作。

  一通り注文を終えて、料理が届き始め一段落がついたあたりに３人娘から動きがあった。

  　

  「大姐姐是这里的人吗？」

  「お姉さんはここの人なんですか？」

  「是的，我来自源代町。」

  「はい。源代町の出身ですね」

  「这样啊！我们其实是来这座城镇玩的，可是我们对这里还不熟，你知道我们这种年纪的女生常去的地方吗？」

  「そうなんですね！　私たち実はこの町に遊びに来てるんですが、まだ全然詳しくなくて、私達くらいの女の子がよく遊んでる場所って知りませんか？」

  　

  哦，是爱香的问题。这是为了寻找第四人吗？

  お、愛香ちゃんから質問だ。これは４人目探しのためのヒントにしようとしているのかな？

  因为同样是纯真派，所以才会把我当成同年龄层的人吗？要是害她白跑一趟就太可怜了，所以我本来是想老实说出自己是第四个人，但要是现在这么说，春鹿大哥就会察觉纯真派的真面目。我记得春鹿大哥应该不知道纯真派的真面目是小美来。

  同じプルピュアなんだから同年代と考えてのことだろうか。流石に無駄足踏ませるのは可哀想だから正直に俺が４人目って言ってしまいたいところだけれど、ここで言うと春鹿兄がプルピュアの正体に気づいちゃうからなあ。確か春鹿兄はプルピュアの正体が美来ちゃんってことは知らないはずだし。

  没办法，只能正常回答了。

  仕方ないから普通に答えるしか無いかぁ。

  　

  「这样的话，我推荐源代中央公园。我记得那里经常停着一辆厨房车，有很多国中女生会聚集在那里。」

  「でしたら源代中央公園とかはおすすめですね。よくキッチンカーが止まっていて、そこで中学生の女の子たちが集まっていた記憶があります」

  「谢谢！」

  「ありがとうございます！」

  「不会，很高兴你对我的故乡有兴趣。我想你一定会玩得很开心的。」

  「いえ、わたくしの生まれた町に興味を持って頂けて嬉しいです。きっと楽しんでいただけると思いますよ」

  「……真成熟。」

  「……大人だぁ」

  　

  呵呵呵，各位，我从刚才开始就没有隐藏自己尊敬的眼神哦。别看我这样，我可是个三十七岁的叔叔，人生经验可是非常丰富的。

  ふふふ、さっきから尊敬の眼差しを隠せてないぞ諸君。こう見えて３７歳のおじさんだからな。人生経験はめっちゃ豊富なのである。

  顺带一提，关于厨房车的情报并不是假情报。当然，这是我亲自调查出来的。出处是地方报纸上刊登的女初中生留言。我想应该不会有错。其实为了在出社会时不会缺乏话题，我每天都会看地方报纸和情报杂志。呵呵呵呵。

  ちなみにキッチンカーの情報は嘘デマカセではない。当然ながら自前でリサーチしたものである。出典は地域新聞で寄せられた女子中学生のコメントからだ。まず間違いないだろう。実は社会に出た時に話題を欠かさないように地域新聞と情報誌は毎日欠かさずチェックしておるのだ。ふふふふ。

  　

  「那个，刚才真的很抱歉，我太大声了。」

  「あの、さっきはごめんなさい。大声出したりしちゃって」

  「没关系，我也有不对的地方，我们算是扯平了。」

  「大丈夫ですよ。それにわたくしにも非はありますから。喧嘩両成敗ということで」

  　

  这样一想，就让我想起以前跟亲戚的小孩相处时的事情。就是那个吧，虽然我觉得阴沉角色很常见，但年龄差了一轮的话，就会觉得对方不是进入阴沉模式，而是可以正常交谈。有人懂我的意思吗？啊，首先，同年龄层的朋友不会懂吧。没救了。

  こうしてるとまじで親戚の子供と絡んでた時のこと思い出すなあ。あれだよね。陰キャあるあるだと思うんだけど年齢が一回り違うとさ。なんか陰キャモードじゃなくて普通に話できちゃうんだよね。これ分かる人いるかな。あ、まず共感してくれる同年代の友人いねえわ。詰んだ。

  　

  「大姐姐你几岁？」

  「お姉さんっておいくつなんですか？」

  「这个嘛，我可能比你们都大。」

  「そうですね。皆さんよりは年上かもしれませんね」

  「我姑且算高中一年级，难道你是高中三年级……？」

  「僕一応高校１年なんですけれど、もしかして高校３年生……？」

  「这个嘛，不知道耶。」

  「さあ、どうでしょうか」

  「啊，我知道了！大姐姐是大学生吧！」

  「あ、わかった！　お姉さん大学生でしょ！」

  「祈里……大学生不会穿制服哦……」

  「祈里ちゃん……、大学生は制服着ないと思いますよ……」

  「咦～！说不定是角色扮演！我在电视上看过！在Comiket这种地方，大人会角色扮演！」

  「えー！　コスプレかもしれないじゃん！　私テレビで見たよ！　コミケってところで大人の人がコスプレしてるの！」

  「这个嘛，说不定是角色扮演呢。」

  「そうですね。もしかしたらコスプレかもしれませんね」

  「嗯～可是以角色扮演来说，布料好像太多了。」

  「うーん。でもコスプレにしては生地がしっかりしてるんですよね」

  「咦，小爱香，你居然知道。这么说来，我家有很多衣服呢！我好像买了不少衣服，准备学习变装？真不愧是松籁的福尔摩斯！」

  「え、わかるの愛香ちゃん。そういえば家に色んな衣装あったもんね！　変装の勉強のために色々買ってるんだっけ？　さすが松籟のホームズだね！」

  「呜呜，好难为情，不要一直说啦。」

  「うぅ、それは恥ずかしいからあんまり言わないで」

  　

  　

  我们聊了很多，不知不觉间已经过了好一段时间。

  他にも色々とお話したところで、気付けばそれなりに時間が経っていた。

  差不多快到傍晚了，斜阳从店内的窗户照了进来。继续让初中生玩下去，恐怕会让家长担心。差不多该告一段落了。

  そろそろ夕方になるだろうか、店内の窓から斜陽が差し込んできているのがわかる。流石に中学生をこれ以上遊ばせておくのは親御さんを心配させてしまう恐れがある。ここらで切り上げるのが良いだろう。

  　

  「时间差不多了，我们该回去了。回去之前，一定要记得检查有没有东西忘了拿哦。」

  「そろそろ良い時間ですし、そろそろ帰りましょうか。忘れ物がないか必ず確認してくださいね」

  「大姐姐，你好像小学老师哦……」

  「お姉さん、なんだか小学校の先生みたいなこと言ってる……」

  　

  我稍微装傻，大家笑了出来，似乎没有发现。安全过关。我得意忘形地装傻，但勉强过关了。说的时候真的很紧张，看来之后不用开反省会了。

  ちょっとしたボケだったが、皆が笑っているので滑らずに済んだらしい。セーフ。調子に乗ってボケたのだがなんとかなった。まじで言う時緊張したぜ。後で反省会はせずに済みそうだ。

  　

  「啊，我来付钱吧。」

  「あ、お代は僕が払うよ」

  「不，那怎么行。你帮我捡回资料夹的谢礼还没给你，而且身为年长者的我，也想保住面子，所以请让我付钱吧。」

  「いえ、そうはいきません。元々クリアファイルを拾っていただいたお礼もまだですし、年長者であるわたくしの顔を立てると思って、ここは任せて頂けると助かります」

  　

  我可没有那么多钱给小鬼头们付钱！

  ガキどもに払わせる金はねえんだよ！

  另外，钱包里的钱就当作已经死了吧。奇怪，今天不是淑女日吗？我明明有在省钱，怎么比平常还穷？太奇怪了吧？

  なお財布の中身は死ぬものとする。あれ、レディースデイで節約したはずなのにいつもより金がないぞ。おかしいな？

  哎呀，反正今天过得很开心，所以钱花得比较凶吗？果然还是太凶了。我稍微克制一下，不然漫画买得太多就糟了。可恶。

  いやまあ結構楽しい休日になったからトントンか？　やっぱアウトだわ。そこそこするわ。ちょっと漫画少し買う量抑えないとやべえわ。ちくせう。

  　

  　

  因为春人说要送我们到车站，所以我们悠哉地晃到车站。

  そのまま駅まで送る流れっぽかったのでのんびりブラブラ着いていくことになった。

  　

  「听说哥哥搭讪成功时，我真的很担心，幸好对方是像姐姐这样的人。」

  「お兄ちゃんがナンパしたって聞いた時は本当に気が気じゃなかったけど、お姉さんみたいな人で本当に良かったよぉ」

  「说不定春鹿的哥哥已经被抢走了！」

  「もしかしたら、春鹿の兄ちゃん取られてたかもしれないもんな！」

  「喂，祈里！」

  「ちょっと祈里ぃ！」

  「你们两个跑太快很危险耶！」

  「２人とも走ったら危ないですよぉ」

  　

  我看着她们三个吵吵闹闹，发现春鹿哥哥一直偷瞄我。怎么回事？难道我的衣服上沾到脏东西了吗？

  ３人がワチャワチャしてるのを眺めていると、なんか春鹿兄がこっちをチラチラ見てるのに気づいた。なんだなんだ。もしかして服に汚れでもついていたか。

  　

  「请问怎么了吗？」

  「如何なされましたか？」

  「那个，如果可以的话，我想跟你交换联络方式。」

  「その、もしよかったら何だけど、連絡先交換できないかなって」

  　

  啊，美来又僵住了。

  あ、美来ちゃんがまた凍った。

  好不容易才让她打起精神，不要突然吓她啦！

  せっかく人がなんとかして元気にしたのに突然ぶっこむんじゃないよあんた！

  　

  「啊，不是啦！我没有别的意思！因为今天让你花了很多时间，所以想正式向你道谢。」

  「あ、いや！　別に変な意味じゃなくて！　色々時間取らせちゃったから、改めてお礼できたらなって」

  　

  哦、哦哦。不，我该怎么回应才好呢？老实说，我至今都是孤零零的，所以从来没有朋友主动邀请我。老实说，我真的很高兴，但要是惹美来生气，我还是会选择拒绝。不过，我该怎么拒绝才好呢？

  お、おう。いや、なんて応えるべきか。正直俺は今までボッチだったわけでこういうお友達になりましょう的なお誘いは一度もなかった。なんで正直すごく嬉しいのだけど、まあさすがに美来ちゃんに怒られてしまうからお断りします一択なんだよなあ。まあ、なんて断るべきかなぁ。

  我偷偷瞄了美来一眼，发现她正看着我。为什么呢？她看起来很不高兴，但又不像很讨厌我。唔，她朝我走过来了。

  美来ちゃんをちらりと見てみると視線があった。なんでだろう。不機嫌な感じではあるんだけど、あんまり嫌そうに見えない。む、こっちに歩いてくるぞ。

  　

  「美来，等一下。你这样未免太……」

  「美来、待ってくれ。これはさすがにお前でも」

  「没关系，我知道的。哥哥，你等一下，这是我一生一次的请求。」

  「大丈夫。わかってるから。お兄ちゃんはちょっと待ってて。一生に一度のお願いだから」

  　

  不要在这种时候用一生一次的请求。给我用更多次圣灵药综合征。你的圣灵药也太便宜了吧。我连想都不想了，我要好好珍惜使用。

  一生に一度のお願いこんなとこで使うな。もっとエリクサー症候群こじらせろ。激安すぎるだろお前のエリクサー。やくそうですらもうちょっと大事に使うぞ俺。

  　

  「那个，大姐姐，我的哥哥头脑很好。」

  「あの、お姉さん。私のお兄ちゃん、とても頭がいいんです」

  「是、是这样吗？」

  「そ、そうなんですか」

  「而且以前运动能力也很强。」

  「後すっごい運動もできるんです。昔はですけど」

  　

  嗯？怎么好像怪怪的。

  ん？　あれこれ、なんかおかしいぞ。

  这个发展也太奇怪了吧。

  この流れすごいおかしいぞ。

  　

  「而且他非常温柔，每次我不懂的地方，他都会教我。所以，我想他应该很有前途。应该。」

  「あとすごい優しくて、いつも勉強とかでわからないところあったら教えてくれるんです。だから、たぶん、有望株ってやつだと思います。たぶん」

  　

  她明明嘴巴噘得高高的，明明在闹别扭，却不断称赞哥哥。

  めっちゃ唇尖らせながら、めっちゃ拗ねながら兄貴のこと褒めまくるやん。

  你怎么了？刚才的兄控表现都消失到哪里去了？

  どうしたお前。さっきまでのブラコンぶりどこ行った。

  　

  「所以，那个，如果姐姐不介意的话，请你们稍微增进感情。」

  「だから、その、お姉さんが良かったらですけど、少しだけ仲良くしてあげてください」

  「美来不要紧的。请抬起头来。」

  「美来ちゃん大丈夫ですよ。頭を上げてください」

  　

  她终于连头都低下去了。我连忙跑向她。因为这种小事就让初中生孩子低头，实在很不应该。话说回来，我的联络方式连0圆都不值，她这么拼命跑来，反而让我很困扰。她哭得那么伤心，这样不行，要是被警察看到，会被逮捕的！

  ついに頭まで下げおった。慌てて彼女に駆け寄る。流石にこんなことで中学生の子供に頭を下げさせるのは不味すぎる。ていうか俺の連絡先くらい０円で売っててもいいくらいに価値のないものなんだからそんな全力で来られるとむしろ困るわ。泣きべそまでかいてるじゃん。あかんこんなのお巡りさんに見られたら捕まるわ！

  　

  「美来没有错，不用这样拜托我。」

  「美来ちゃんは悪くないんですから、そんなお願いしなくていいんですよ」

  「那个，因为姐姐好像很困扰，我本来想说可能会拒绝。如果是因为我而拒绝，哥哥会很困扰的。」

  「その、だってお姉さん困ってたみたいだったから。断っちゃうかもって。私のせいで断ってるなら、お兄ちゃん困っちゃうから」

  　

  原来如此。看来她好像误会了。我原本以为她是兄控，但看来她只是单纯地想避免哥哥被坏女人缠上，才会那么紧张。

  なるほど。どうやら勘違いしてたみたいだ。この子はブラコンだとアニメで思いこんでいたのだが、どうやら単純に兄に悪い虫がつかないように気を張っていただけらしい。

  不，她是个好妹妹，太了不起了。这就是所谓的兄妹爱吧。她实在太了不起，让我忍不住抱住她，摸摸她的头。糟糕，她身上好香哦。这家伙是怎样，是花漾少女的拟人化吗？你直接这样就能上电视广告了哦。叔叔我保证。

  いや、良い妹だ。偉すぎる。これが兄妹愛ってやつなんだろう。偉すぎてついつい抱きしめて頭を撫でてしまう。やべ、すごいいい匂いするぞ。なんだこいつ。フローラルの擬人化かよ。お前そのままでテレビのCM出れるよ。おじさんが保証するぞ。

  　

  嗯，再抱下去好像会被逮捕。我感觉到危险，于是心满意足地放开她。放开她时，我用了好多好多精神力哦。要说用了多少，就是魔力点数全损的等级。这家伙是魔性之女吗？

  うん、これ以上抱きしめてるとなんか捕まりそうな気がした。気がしたので満足したあたりで離れた。離れる時に使った精神力めっちゃ多かったぞ。どんだけ多いかって言うとマジックポイント全損したレベル。魔性の女かよこいつ。

  我看了看她的脸，她好像已经不哭了。我拿出应该是妈妈放在我口袋里的手帕，让她擦擦眼睛。糟糕，这个手帕神器在这个瞬间进化了。好厉害。

  顔を見てみればもう泣き止んでいるようだ。ポケットに入れてあった我がマミーの私物であろうハンカチで目元を拭って差し上げる。やべえ、この瞬間このハンカチ神器に進化したぞ。すげえ。

  　

  「那个，如果让你误会了，我先跟你道歉。让你困扰是我不好。」

  「その、まず誤解させてしまったのであれば謝りますね。困っていたのはわたくしのせいなんです」

  「姐姐的错？」

  「お姉さんの？」

  「是的。那个，这是我的手机，我让你看看我的联络人名单。我最常联络的人是蕾茵，所以用她没关系吧。来，如果方便的话，请哥哥也看一下。」

  「はい。その、こちらがわたくしの携帯なんですが、連絡先一覧をお見せしますね。一番使ってるのはレインですから、そちらで構いませんよね。はい、良かったらお兄さんも見てください」

  ※蕾茵……是移动通讯软件之一。

  ※レイン……モバイルメッセンジャーアプリケーションの一つ。

  「可、可以吗？」

  「い、いいんですか？」

  　

  出现的一览表。从上面数吧。爸爸、妈妈，以上。

  出てくる一覧。上から数えよう。父、母、以上。

  　

  嗯，再数一次吧。爸爸、妈妈，以上。

  うん、もう一回数えよう。父、母、以上。

  没错。只有两个。两个就结束了。

  そうなんだ。２個だけなんだ。２個で終わりなんだ。

  　

  很厉害吧。连某间盐味、酱油味或味噌味的拉面专卖店菜单都比这多几个。

  すごいだろ。どこぞの塩とか醤油とか味噌とかのラーメン専門店のメニュー表ですらもうちょっと数は多いぞ。

  　

  「……呃，这是？」

  「……えと、これって？」

  「我就说清楚点吧。我没有朋友，所以不知道该怎么回应。」

  「分かりやすく言いましょう。わたくし、友達がいません。なのでどう応えるべきかわかりませんでした、ということです」

  「哇啊……」

  「うわぁ……」

  　

  咦，那是什么眼神？总觉得国中女生三人组的视线一口气变得好温暖。为什么？当剩女有这么糟糕吗？当剩女有这么糟糕吗！

  え、なにその目。なんか一気に中学女児組３人の視線が生暖かいものになったぞ。なんでだ。そんなにボッチが悪いのか。そんなにボッチが悪いっていいたのか！

  　

  「那个，要不要交换联络方式？」

  「あの、私の連絡先も交換しましょうか？」

  「啊，我也要！可以吧，大姐姐！来，哥哥也一起！」

  「あ、私もする！　いいよねお姉さん！　ほらお兄ちゃんも！」

  「够了够了。大姐姐还没同意，咦，已经同意了吗？咦咦……」

  「まったまった。まだお姉さんに確認が、え、もう終わった？　えぇ……」

  「我也交换吧！你看，不是多了四个吗！」

  「私もしとこうか！　ほら４つも増えたじゃん！」

  　

  传来蕾茵轻快地飞来飞去的声响。你们几个是怎样？从刚才就对剩女很温柔耶。这个国家从什么时候开始变成对剩女很温柔的国家了？有出台这种条例吗？我怎么不知道。

  ポンポンとレインが飛び交う音がする。お前ら何なの？　さっきからボッチに対して優しくない？　いつからこの国はボッチに優しい国になったの？　そんな条例が出たの？　俺知らなかったよ。

  　

  「大姐姐的蕾茵名字，这个要怎么写？登那达？」

  「お姉さんのレインの名前、これなんて書いてるの？　デナダ？」

  「De nada（德・纳达）。这是西班牙语，意思是『不客气』哦。」

  「De nada(デ・ナーダ)ですね。スペイン語でどういたしましてって意味ですよ」

  「我知道了！你的名字是纳达！」

  「わかった！　名字はナダさんだ！」

  「被发现了啊。」

  「ばれましたか」

  　

  不，不是啦。算了，她愿意随便误解，我就谢天谢地了。毕竟要是名字曝光，我在没变身的时候在学校遇到春鹿哥会很麻烦。

  いや違うけど。まあ適当に誤解してくれてるなら助かる。流石に名前がバレちゃうと変身してない時に学校で春鹿兄に鉢合ってしまった時に支障があるし。

  　

  在我手忙脚乱的时候，手机回到我手上，发现联络人里面多了四个不认识的账号。好厉害。自从上辈子进公司加入员工用的聊天群组以来，就没增加过这么多联络人了。我的人生怎么实质上算是第一次啊？

  わちゃわちゃしてる間に俺の手元に携帯が戻ってくる頃には、連絡先に知らないアカウント名が４つ増えていた。すげえ。こんなに増えたの前世で入社して社員用のレイングループに入った時以来だ。実質人生初じゃねえか何だ俺の人生。

  　

  「啊，再不回去，天就要黑了。」

  「あ、そろそろ帰らないと、日が暮れちゃいますよ」

  「啊哇哇！糟糕！我明明跟妈妈说要在七点之前回去的！来，哥哥，最后说几句话！」

  「あわわ！　まずい！　お母さんに１７時までには帰るって言ってたのに！　ほら、お兄ちゃん最後に挨拶！」

  「咦？！等一下！你要我讲什么啊！」

  「え？！　ちょっと待ってよ！　僕に何を言えっていうのさ！」

  「总该讲点什么吧！『下次见，亲爱的♡』之类的！」

  「なにかあるでしょ！　また会おうぜハニー♡とか！」

  「美来……我觉得你少女漫画看太多了……」

  「美来ちゃん……、それは少女漫画の見過ぎだと思うよ……」

  「我们待在这里，你们也不好意思说话吧。总之我们先走了。来，美来、爱香，走吧。」

  「私らがいても話しづらいでしょ。とりあえず私達先に行ってるから。ほら美来も愛香もいこ」

  　

  她们硬是把我跟美来两人留在原地。

  なんか無理やり二人っきりにされた。

  呃，我们才刚成为朋友耶，你到底想说什么？要我展现沟通障碍的潜力吗？沟通力是负数耶，先让我归零吧！

  いやそんなんされても俺等友だちになったばかりだぞ。何を話せと。コミュ障の底力見せろと？　コミュ力マイナスだぞ？　まずゼロに向かわせろよ！

  　

  「那、那个！」

  「あ、あの！」

  「我们是朋友，所以你可以更放松一点没关系。」

  「友達なんですから、もっと肩の力を抜いても大丈夫ですよ」

  「说、说的也是，抱歉。」

  「そ、そうだったね。ごめん」

  　

  顺带一提，我的肩膀可是用力到不能再用力。真没资格说别人！完蛋了，没救了。

  なお俺の肩の力はバリッバリに力が入っているものとする。人のこと言えないね！　終わりだよもう。

  这家伙似乎也觉得很不好意思，一直确认四周有没有人。我懂，毕竟两人独处时被人听见说话内容，感觉会很丢脸。

  こいつも恥ずかしいのか、周りに目がないかとか、めっちゃ確認してる。わかるよ、なんか２人っきりで喋る時ってほかの誰かに聞かれてたら恥ずかしいもんね。

  　

  「呃，其实，我一开始就想说了。」

  「えっとさ。実は、これは本当は最初に言いたかったんだ」

  　

  这家伙居然敢直视我的眼睛说话。我每次说话时都得注意别人的目光，得持续消耗MP，这家伙的MP是无限大吗？开外挂开过头了吧！

  そんでしっかり目を見て喋りやがるなこいつ。俺が人の目を見ながら喋ると常に精神力というなのMP消費し続けるっていうのに。こいつのMP無限大かよ。チートやチーターや！

  不过，既然对方是认真的，我就配合一下吧。加油啊，我。撑住啊，我。

  まあでも真面目な雰囲気だし合わせるか。頑張れ俺。耐えろ俺。

  　

  「我没办法拐弯抹角，所以希望你原谅我。」

  「あまり遠回しな言い方とか出来ないから、それだけは許してほしい」

  　

  ……嗯？咦？这气氛不太妙吧？

  ……んー？　あれ、これ。なんか雰囲気やばい？

  这么说来，我现在是女生吗？嗯，是女生。

  そういえば今の俺女か？　うん、女だわ。

  对方是男生吗？嗯，是男生。

  で、相手は男か？　うん、男だわ。

  　

  也就是说，这是所谓的告白吧。

  ということは、つまりこれは、告白ってやつでは。

  慢着慢着慢着！

  待て待て待て！！

  我的性取向是女性——！

  俺の性的対象は女で――！

  　

  　

  「谢谢你总是保护大家！我真的很尊敬你！」

  「いつも、皆を守ってくれてありがとうございます！　本当に、貴女のことを尊敬してます！」

  　

  ……对不起，我的脑中一片花海。

  ……すんません。俺の脳内がお花畑でした。

  　

  深深低头道谢的她，身影实在太过耀眼。

  深々と頭を下げて、お礼を言うこいつの姿があまりにも眩しすぎる。

  我莫名地想跪下磕头。这家伙是怎样？难道是我脑袋有问题吗？太奇怪了，我可是女装的大叔耶，当然奇怪了。

  なんかすんごい土下座したくなった。なんだこいつぅ。俺が頭おかしいのかよぉ。おかしいわぁ。女装してるおじさんだもん。おかしいに決まってるわぁ。

  　

  「其实我本来也想答谢你，但今天不太顺利，所以下次再让我好好答谢你吧。」

  「本当はそのお礼もしたかったんだけど、今日はうまく行かなくて、だから今度は改めてお礼させてください」

  「因为我觉得绝对不能告诉其他人，所以想不到好借口，今天反而被你请客了。所以下次至少让我答谢你吧。」

  「皆には絶対言えないと思うから、うまい言い訳思いつかなくて今日は逆に奢られちゃったから。だから僕だけでも今度お礼させてください」

  　

  嗯～～既然她都说到这个份上，我也不好拒绝。

  うーん。ここまで言わせちゃうと、断るわけにもいかないよなあ。

  我并不是想要回报，单纯只是趁空档处理一下，她也没必要这么郑重其事地道谢吧。

  別に見返りが欲しかったわけじゃないし、単純に片手間に終わる作業だったからやってただけだし、そこまで言われるものでもないのだろうけれど。

  不过我姑且算是努力过了，像这样被人答谢，心情或许还不错。我切身感受到边缘人特有的特大认同欲求正逐渐得到满足！

  それでも一応頑張ってはいたから、こうやって誰かにお礼を言われるのは少し気分が良いかもしれない。ボッチ特有の特大承認欲求ってやつがガンガン満たされていくのを肌で感じますねぇ！

  　

  「说得也是。那么，下次有机会再麻烦你喽。」

  「そうですね。じゃあ、また都合があった時にお願いしますね」

  「谢、谢谢你！」

  「あ、ありがとうございます！」

  　

  也罢，毕竟友情是挥发性的，像这样事先安排见面或许也不是坏事。

  まあ、友情は揮発性と言うし、こうして事前に会う予定を作っておくのは悪いことではないかもしれない。

  我强忍着差点流露的笑容，和他们道别。

  零れそうになる笑みを耐えながら、彼らと別れた。

  　

  　

  话说回来。

  ところで。

  　

  我是不是该趁现在公开「纯洁4人组第四人就是我」这件事？

  俺これいつプルピュア４人目は俺ですよってバラすべき？

  要是现在公开，他们会不会怀疑我为什么知道他们的真实身份？

  今バラしたらなんでお前私らの正体知ってるのって怪しまれない？

  朋友会不会瞬间消失？？？

  友達が一瞬で消えちゃったりしない？？？

  话说回来，这样不就等于还会再见面吗？？？

  というかこれまた会う流れじゃない？？？

  我是不是还得继续女装？？？？

  俺また女装しなくちゃダメなの？？？？

  　

  一口气冒出来的问题让我头痛起来。高涨的情绪瞬间冷却。

  一気に吹き上がった問題点で頭が痛くなる。上がりきったテンションが下がるのは一瞬のことであった。

  　

 
  第5话胎动经常被用于严肃的场面，但如果是色情漫画的话，那就是腹腹的暗喻，倒不如说是色情。

  第５話　胎動ってシリアスな場面に使われがちだけどエロ漫画だとボテ腹の暗喩だからむしろエロい

  『晚安，娜达姐姐！今天受你照顾了。下次换我们带你参观松籁町，请过来玩哦！』

  『こんばんはナダお姉さん！　今日はいろいろお世話になっちゃいましたね。もしよかったら今度は私達が松籟町を案内するので遊びに来てくださいね！』

  『这是松籁町的象征——钟楼！从车站下来马上就能看见哦！很大，可能会吓一跳！』

  『これは松籟町のシンボルの時計台です！　駅から降りたらすぐ見えるんですよ！　すごく大きくてびっくりしちゃうかもです！』

  『我现在跟哥哥一起回家了！其实我家是咖啡厅，爷爷一个人经营哦！』

  『今お兄ちゃんとお家に帰ってきました！　実は私のおうちは喫茶店なんです。おじいちゃんが１人できりもりしてるんですよ！』

  『啊，娜达姐姐也到家了吗？入秋之后天色马上会变暗，请小心夜路哦！娜达姐姐很漂亮，所以男人不会放过你哦！』

  『あ、ナダお姉さんもお家につきましたか？　秋になってからすぐ暗くなっちゃうので夜道には気をつけてくださいね！　ナダお姉さんキレイだから男の人達が放っておきませんからね！』

  『我完全不会被搭讪！可是娜达姐姐果然会被搭讪呢。我有点向往呢。』

  『私なんて全然ナンパされたりとかないですから！　でもやっぱりナダお姉さんナンパされたりするんですね。そういうのちょっと憧れちゃうなあ』

  『啊，娜达姐姐跟哥哥说别人也搭讪她，哥哥就满脸通红，慌慌张张的！我第一次看到哥哥露出这种表情！』

  『あ、お兄ちゃんにナダお姉さんが他の人にもナンパされたこと言ったら顔真っ赤にして慌ててましたよ！　こんな顔するお兄ちゃんはじめてみました！』

  『晚餐是爷爷做的拿坡里意大利面！淋在上面的奶油，还有摆在旁边沙拉上的沙拉酱，是我跟哥哥一起做的哦！』

  『晩ごはんはおじいちゃんが作ってくれたナポリタンでした！　ナポリタンにかかってるバターと、それといっしょに並んでるサラダにかかってるドレッシングは私がお兄ちゃんといっしょに作ったんですよ！』

  『谢谢！啊，不嫌弃的话，我可以把食谱传给你吗？虽然是自己做的，但是很简单，推荐你试试看！』

  『ありがとうございます！　あ、よかったらレシピ送りましょうか？　自家製なんですけど簡単につくれちゃうんでオススメです！』

  『哥哥洗完澡的样子好帅哦！把眼镜拿下来的时候好帅哦！明明跟他说戴隐形眼镜就好了，可是他说眼睛会晕，所以不要。很有哥哥的风格呢！』

  『お風呂上がりのお兄ちゃんです！　メガネ取るとかっこいいんですよ！　コンタクトにすればいいのにって言ってるのに目がゴロゴロするからイヤだっていうんです。お兄ちゃんらしいですよね』

  『已经要睡了吗？早、早睡觉对皮肤好，这句话果然是真的呢！不愧是娜达姐姐！』

  『もう寝ちゃうんですか？　や、やっぱり美容には早寝早起きが大事って本当なんですね！　さすがナダお姉さんです！』

  『今天真的很谢谢你！下次再一起玩吧！晚安！』

  『今日は本当にありがとうございました！　またいっしょに遊びましょうね！　おやすみなさい！』

  　

  　

  你们知道这是什么吗？

  これ、なにかわかる？

  这是叔叔跟昨天刚成为朋友的女生之间的对话。顺带一提，不是全部。

  これはね、おじさんが昨日友だちになったばかりの女の子とのやり取り。ちなみに全部じゃない。

  　

  是昨天跟蕾茵的对话，经过某种程度删减的内容。

  昨日のレインのやり取りをある程度端折った内容なのだ。

  没错，经过某种程度删减。经过某种程度的削除。省略了许多无关紧要的闲聊，才变成这样。

  そう、ある程度端折ってるのだ。削っているのだ。ダラダラとした雑談をかなり省いてこれなのだ。

  　

  哎呀，真希望她们能让我说。好长哦，太长了啦。太多了啦，太多了啦。

  いやね、言わせてほしい。長いよ。長すぎるよ。多いよ。多すぎるよ。

  站在回信的立场，叔叔也不能随便回复，所以认真回信时，叔叔会努力挑选用词，尽可能让遣词用字变得有女人味。叔叔会努力压抑自己一松懈就会冒出来的大叔语气，努力写出有模有样的文章。

  返信する側であるおじさんからしても、下手な返事するわけにはいかないのでまじで返信する際は頑張って言葉を選んだし、少しでも女性らしい言葉遣いになるよう気を使った。気を抜くと出そうになるおじさん構文をなんとか押さえつけて、それっぽい文章になるよう頑張ったんだ。

  　

  可是真希望她们能让我说。好累哦，真的好累。这是什么累法啊。

  でも言わせてほしい。疲れた。まじで疲れる。何だこれ疲れる。

  你们看看春鹿哥哥的回信吧。

  もう一人春鹿兄からのレインとか見てみろよ。

  　

  『今天受妹妹们照顾了，真的很谢谢你们。』

  『今日は妹達がお世話になりました。本当にありがとうございます』

  『然后，如果可以的话，如果奈良小姐方便的话，我们下次可以一起出门吗？』

  『それで、もしよかったらなんですけど、またナダさんが都合のいいタイミングでいいんで、一緒に出かけませんか？』

  『我想你大概很忙，所以真的只要方便就好！到时候再让我好好答谢你！』

  『たぶん僕には思いつかないくらい忙しいと思うんで、本当に都合のいいタイミングで大丈夫ですから！　その時こそお礼させてください！』

  　

  如果连妹妹们的回信都算进去，春鹿哥哥的回信字数已经破百了哦！

  妹のレイン総数に既にたぶん文字数とか含めるとトリプルスコア以上つけられてるぞ春鹿兄！

  不过，这样真的帮了我很大的忙！我这辈子几乎没跟人这样私底下互动过！这样真的帮了我很大的忙！

  でもそのくらいが凄く助かるよ！　俺君まじでこういうので私的なやり取りすること人生で殆どなかったから！　まじこのくらいが助かる！

  　

  其他两人，记得是爱香和祈里吧。

  後は他の２人、愛香ちゃんと祈里ちゃんだったかな。

  虽然我传的信息比春鹿哥稍微多一点，但内容其实差不多，顶多就是昨天谢谢你之类的。

  こっちも春鹿兄よりちょっと多いけど、大して内容は変わらない。昨日はありがとうございましたとかくらいだ。

  话说，她们三个今天都还没联络我。

  何だったら今日は連絡まだないし。３人は。

  　

  嗯，她们三个……

  うん、３人は、なんだ。

  美来已经传信息给我了，而且还传了好几则。

  美来ちゃんは既に連絡来てるんだ。それもボコスカと。

  要是我没有在无法回复之前，在学校尽量别碰手机的话，我应该早就死了吧。

  なんとか返信しきれなくなる前に学校ではあまり携帯触らないので返信遅くなるという防衛線を張っておかなければ今頃俺は死んでいただろう。

  既然这么痛苦，既然这么难受，那就不需要朋友！我忍不住想说出这句北冬之拳保亚的名台词。

  こんなに苦しいのなら、辛いのなら、友などいらぬ！なんて北冬の拳のバウアーの名台詞をついつい口に出してしまいたくなる。

  　

  　

  午餐时间，我在餐厅看着手机画面，看到通知栏塞满信息，我颤抖着筷子，逐一停下动作。

  昼飯時に食堂で携帯の画面を見ると通知欄を埋め尽くしているレイン通知に震えて箸が逐一止まってしまう。

  我真的不想打开手机。

  まじで携帯開きたくないでござる。

  　

  「哦，春鹿啊。你今天来餐厅啊，真难得。」

  「お、春鹿じゃん。今日は食堂なんだ。珍しいな」

  　

  然后，还有另一个令人担心的问题。

  そんでもう一個懸念点。

  为什么每次每次，我每次一发现春鹿哥或P3，他们就在我旁边？

  なんで毎回毎回春鹿兄とかプルピュア３人組とかは気づくと側にいるの？

  我坐在位子上，视野中真的只花了不到五秒就看到眼镜男，以及几个像是他朋友的人，而且他们真的就在我附近。

  席で言えば本当に徒歩５秒もかからないところに思いっきり見覚えのあるメガネ君と、それとその友達らしき奴らが数人集まってるのが視界にはいる。

  我知道他们绝对不会发现我，但看到P3的熟人就在附近，还是让我很在意。

  気づかれることなんて絶対無いとは理解しているけれども、こうもプルピュアとしての顔を知られているやつが近くにいると気が気でない。

  　

  这是怎么回事？我想起某部作品里，使用相同角色图的人互相吸引，或许纯洁派也有类似的现象。不，我是不清楚啦。话说春鹿哥算是纯洁派的人吗？虽然他出场次数很多，但印象中是配角。

  なんだろう。某作品のスタンプ使い同士は引かれ合うとかそこらへんを思い出す。プルピュア関係者にもそういうのがあるのかもしれない。いや知らんけど。ていうか春鹿兄はプルピュア関係者って言っていいのか？　出番は多いけどサブキャラ的立ち位置だった記憶があるのですけれども。

  而且他之所以会出场，好像是为了替美来在序盘使用纯洁派找理由。我记得他后来好像变成内奸，到底是怎么回事？

  そもそもその出番とやらも、序盤の美来ちゃんのプルピュアとして戦う理由付けとしてのものとかくらいだった気がする。後一回どっかでインプルになってた記憶もあるような、どうじゃったろ。

  　

  「嗯，其实我今天睡过头了，没空准备便当。」

  「うん、実は今日寝坊しちゃってね。弁当用意する余裕がなかったんだ」

  「真难得，你这么认真。那个像鬼一样会投球雨攻击的妹妹，你没叫她起床吗？」

  「珍しいな。生真面目くんな春鹿がさ。ほら、例の鬼のようにレイン投げてくるっていう妹ちゃんは起こしてくれなかったのか？」

  「我反而因为没叫她起床，被她骂了一顿。多亏如此，她今天完全没投球雨。」

  「むしろ起こしてあげれなくて怒られちゃったよ。そのおかげで今日は全然レイン送ってこないんだ」

  「那个传闻中像哥哥一样的妹妹，终于离开哥哥了吗？」

  「あのお兄ちゃんっ子って噂の妹ちゃんがついに兄貴離れってわけか」

  「我有点寂寞就是了。」

  「ちょっと寂しいけれどね」

  　

  ……等等，这个话题先放一边。

  ……まて、その話待つんだ。

  像鬼一样投球雨攻击？美来对哥哥？

  鬼のようにレインを飛ばしてた？　美来ちゃんが兄貴に？

  原来如此，叔叔我懂了。这应该是美来想离开哥哥，但哥哥的反作用力现在却打在叔叔我身上的感觉吧？

  なるほどねおじさん理解しました。これあれじゃな。兄貴離れ頑張ろうとしている美来ちゃんがその反動を今おじさんにぶつけてる感じじゃな？

  不，我早就觉得奇怪了。为什么她会对刚分手的人纠缠到这种地步？

  いやおかしいとは思ってたんよ。こんなであったばかりの人にここまで絡んでくるのかって。

  　

  毕竟美来还是初中生，这么说也是理所当然。这就跟还没离开妈妈怀抱的幼稚园儿童，无法离开幼稚园老师身边是一样的道理。

  美来ちゃんはまだ中学生なのだから言われてみれば当然の話だ。お母さん離れできてない幼稚園児が幼稚園の先生の側を離れなくなるのと同じことだ。

  不过，虽然她有很多恋兄情节的描写，但没想到会这么严重……

  しかしブラコンっぽい描写は多かったけれど、まさかここまでとは……。

  　

  「话说，我现在才发现，春鹿你的眼睛好像很红？你该不会没睡懒觉，而是没睡吧？」

  「てか、今気づいた。なんか春鹿だいぶ目赤くね？　寝坊じゃなくて寝てないんじゃねえのお前」

  「我姑且是睡了一下，但梦得有点太糟了。有那么严重吗？」

  「一応寝てたんだけど、ちょっとあまり夢見が悪くて。そんなに酷いかな」

  「哦～真的耶。我戴着眼镜，所以没看清楚，但现在一看，你的眼睛充血得很严重哦。」

  「おー、ほんとだ。まじでメガネでよくわからんかったけど、今見たら結構充血してるぞ」

  「我带了眼药水过来，等一下回教室就用吧？虽然只是站前药妆店那种超便宜的东西。」

  「目薬持ってきてるから俺。後で教室戻ったら使う？　いうて駅前のドラッグストアのくっそ安いやつだけど」

  「谢谢，帮了大忙。」

  「ありがとう。助かるよ」

  「你该不会是念书念到一半吧？」

  「もしかしてガリ勉してた系？」

  「我好像有在念书耶。离考试还很久吧？」

  「なんか勉強するやつあったっけ。テストまだ遠いだろ？」

  「白痴。春鹿跟你不一样，她去年都还在松籁学园，偏差值完全不一样。」

  「バーカ。お前と違って春鹿は松籟学園にいたんだよ昨年まで。偏差値が全然ちげえよ」

  「你才是笨蛋吧？你好像因为分数太低，要补修很多科目耶。」

  「お前のほうがバカだろ。赤点多すぎて補講ばり多かったらしいじゃん」

  　

  他们好像在聊什么令人在意的话题。嗯，这样会害我作梦的。

  なんか少し気になる話をしておるな。ふむ夢見が悪いとな。

  说不定跟刚才我想到，春鹿哥哥成为印波璐种子的事件有关。话虽如此，那件事也关系到春鹿哥哥能看开，昨天他们聊的感觉不像那样，我还以为已经结束了。

  もしかしてさっき考えてた、春鹿兄のインプルになるフラグの関係かもしれぬ。といってもあれは春鹿兄が吹っ切れる展開にも繋がってるんで、昨日話してた感じはそんな様子もなさげだったし、もう終わったと思ってたけど。

  就算不变身，我姑且还是能感觉到某种程度的印波璐气息，为了以防万一，我姑且确认一下。

  変身せずとも一応ある程度はインプルの気配とかは感じられるので、一応念のため確かめてみる。

  　

  嗯～很难说。

  うーん。わかりづらい。

  说起来，在种子还没发芽的状态下，真的感觉不到印波璐种子的气息，甚至没有不协调感。

  そもそもインプルの種子は、まだ起きてない状態だとまじで感じ取れない。違和感すら無いってレベルである。

  为什么连纯洁女神和吉祥物们，都是要等到种子进入「发芽」的阶段，才能感应到呢？因为发芽后，纯洁女神和怪人也会察觉到种子的存在，之后就是看谁先净化或开花的死亡竞赛了。

  なんでプルピュアとかマスコット共の感知に引っかかるのは種子の次の段階、『発芽』からになるわけで。発芽するとプルピュアや怪人もその存在に気付けるようになるんで、後はどっちが先に浄化するか開花させるかのデッドヒートとなるわけだ。

  　

  不过，我记得怪人从中期开始都是菁英，因为发生了很多事，所以就算在种子状态下也能开花。

  ただまあ、たしか中盤からは怪人もエリート揃いになって、色々あって種子の状態からでも開花させれるようになったんだっけ。

  听她这么一说，我那时候好像也是这样。我并没有不舒服，但好像有种子，差点就要强行开花了。

  言われてみれば俺の時もそうだったかも。別に俺は調子悪くとかはしていなかったけれど、種子が付いていたらしいし、無理やり開花させられそうになったし。

  　

  那时候要是没变成纯洁派，现在不知道会变成怎样。

  あの時プルピュアになれてなかったら、今頃どうなっていたやら。

  　

  「嗯？话说回来，让花开花有什么意义吗？」

  「ン？　ていうか、開花させることにどういう意味があったんだっけ」

  　

  我觉得这是很重要的要素，但这段说明有点长，当时还是小孩子的我听不太懂。

  結構大事な要素だった気がするのだけれど、ここらへんの説明ちょっと長くて子供の俺にはよくわからんかった部分だ。

  我记得这部分在游戏后期才会揭晓，应该是很重要的设定——

  確かこの辺りが終盤で明かされて、本当にすごく大事な設定だったはずなのだけども――。

  　

  　

  　

  「啊，出现了。」

  「あっ。出た」

  　

  ——是Impulse。

  ――インプルだ。

  　

  我中断思考，把没吃多少就软趴趴的拉面放到回收口，跑了起来。食堂的大婶，对不起。这也是为了世人。

  思考を中断して、結局ろくに食べれずデロンデロンに伸びたラーメンを返却口に置いて走り出す。食堂のおばちゃんすまない。これも世のため人のためなのだ。

  休息时间还有二十分钟。距离也不远，应该马上就能解决吧。

  休憩時間はまだ後２０分はある。距離もそこまで離れてないからすぐ片付くだろう。

  　

  不过，连续出现还真是稀奇。

  しかし連続して出てくるなんて珍しい。

  平常会间隔好几天，说不定跟有两个怪人有关。

  いつもは数日くらいは間隔を開けていたのだけれど、もしかして怪人が２人もいたことが関係してるのかもしれない。

  最糟的情况，说不定会变成三对一。

  最悪３対１になるかも。

  　

  「……不，在那之前就会结束了。」

  「……いやまあ、その前に終わるんだけど」

  　

  我能够断言这点，就是我的能力强项。

  それがどうしたって言い切れてしまうのが、俺の能力の強みだし。

  到头来，只要随便让他自杀，之后再把种子吸收掉就好，跟敌人强不强无关，花不到三分钟。

  結局適当に自害させてしまえば、後は種ごと吸収すればいいだけだから敵の強さは関係ないし３分もかからない。

  　

  而且，老实说，我的动力也很高。

  それにまあ、実のところモチベーションも高かった。

  因为昨天他对我道谢了那么多次。叔叔也是人，听到那种话，当然会觉得很有成就感。

  だってさ、昨日あんなにお礼を言われたんだ。おじさんだって人間だ。ああいうことを言われてしまうと、やりがいってやつを感じてしまうじゃん。

  　

  我在人烟稀少的地方变身，同时张开结界。

  適当な人気のないところで変身と同時に結界を張る。

  我直接朝感应到气息的座标飞去，看到一如往常，只像是只大熊的熊缓。

  そのまま気配を感じた座標へと飛ぶと、いつものようにクソデカクマさんぬいぐるみにしかみえないインプルの姿。

  地点在车站里，他像是在玩列车飞车一样，把列车转来转去。话说，他比平常还大只啊。

  場所は駅の中でまるで列車をヌンチャクのようにぶん回してやがる。ていうかいつものやつと比べて結構でかいな。

  　

  　

  「咿～！（可恶！我根本没摸！这次不是我！我可不能因为冤罪被抓！）」

  「イー！！（ちくしょう！　俺は触ってないんだ！　今回は俺じゃないんだ！　冤罪で捕まってたまるかぁ！）」

  　

  看来他因为被当成色狼而绝望，结果开花了。

  どうやら痴漢の冤罪で絶望してるところを開花させられたようだ。

  怪人似乎不在，所以可能是人潮太多，让他开花后逃走了。

  怪人の姿がないようだから、どうやら人だかりが多くて開花させるだけさせて逃げたのかもしれない。

  　

  不过，不管他在或不在，我该做的事都不会变。

  まあ、いたとしてもいなかったとしてもやることは変わらないのだけど。

  就让他乖乖地睡觉吧。

  さくっと操って寝てもらおう。

  　

  ……咦？我稍微偷看了一下，这家伙根本就不是冤枉嘛。这次只是冤枉，但已经是惯犯了。他居然还滔滔不绝地讲出自己当色狼的履历，简直就像AV摄影公司一样。太烂了吧。

  ……あれ、ちょっと中覗いたけど、こいつ別に冤罪じゃないじゃん。今回は冤罪ってだけで常習犯じゃん。AVの撮影会社かよってくらいぼろぼろと痴漢履歴流れてくるんだけど。最低かよ。

  话说回来，有没有哪里可以按录影键啊？没有耶。虽然没什么特别的含意啦。哎呀，为了向警察提出证据，还是先录下来比较好吧。没有啦，真的没什么特别的含意哦。

  ところでどっかに録画ボタンはありませんか？　いや別にね。特に深い意味はないんだけどね。いやね。こういうのって警察とかに提出できるように録画しておいたほうがいいかなって。いや深い意味はないんだよホントウダヨ。

  　

  「找到你了！」

  「みーつっけた」

  　

  少年的声音在车站月台上响起。

  駅のホームに響く少年の声。

  我窥探了印布尔的记忆，结果变得满是空隙，结果似乎被发现了。

  インプルの記憶の中を覗いている僅かな間隙だらけになってしまっていたのだが、そこを見つけられてしまったらしい。

  我立刻转身，打算在麻烦的纠缠之前先回去。

  面倒くさい絡みをされる前に帰るかとすぐに踵を返す。

  　

  「别想逃！！」

  「逃がすかァー！！」

  　

  这时，另一只怪人如子弹般冲了过来。

  そこへ弾丸のように飛び込んでくるもう一体の怪人。

  　

  我绝对不会忘记。不对，我有点忘记了。大概一半吧。在模糊的记忆中，小丑男的脸和这个人的脸一致。

  忘れもしない。いやちょっと忘れてた。半分くらい。そんなくらいのおぼろげな記憶の中にある、俺を開花させようとしたピエロ野郎の顔と一致する。

  老实说，我偶尔会看到这个人，但都是让他自杀，吸收之后结束，所以这是第一次见到他。

  まあぶっちゃけ、時々見かけてたんだけど、離れて自害させて吸収して終わりってのを繰り返してるんで、顔を合わせるのはこれが初なんだけれども。

  　

  「每次都这样！你每次都在种子没剩多少的这个倒霉城镇翻土找种子！找到种子就让它开花！然后马上消灭！」

  「毎回毎回！　種子がろくにないこのハズレの町を草の根かき分けて！　探し出した種子を開花させては！　即滅させてくれやがって！」

  　

  不是，我哪知道啊。

  いや知らんがな。

  种子没剩多少的城镇我才不来咧。

  そんな種がろくにない町なら来るんじゃないよ。

  　

  「佩萨的感应能力没那么强。之前都让你逃掉了，但这次有我在，你就完蛋了。」

  「ペサは感知能力はそこまで高くないからね。今までは逃してきたけれど、今回はボクがいるから、君はもうおしまいってわけ」

  　

  小丑男身边降落的面具少年。

  ピエロ野郎の側に着地する仮面をつけた少年。

  不就是昨天跟隔壁那家伙一起被纯洁屁桃打飞的家伙吗？这下真的变成三打一了。

  昨日隣のやつと一緒にプルピュアにぶっ飛ばされてたやつじゃん。まじで３対１になるじゃんこの流れ。

  　

  「这样啊。」

  「そうですか」

  「还问这样啊，你啊，知道现在是什么状况吗？我觉得已经可以说是穷途末路了。」

  「そうですかって、キミさあ、この状況わかってるの？　絶体絶命って言っていいと思うんだけど」

  「只要现在砍下你的脑袋，我的左迁肯定就会取消！别以为你能逃！」

  「今ここで貴様の首級をあげてやれば、私の左遷の取り消しは間違いない！　逃がすと思うなよ！」

  　

  他们两个好像都热血起来了。

  なんか２人共熱くなってらっしゃる。

  总之他们破绽百出，我就试着像对印波勒那样停止他们的动作。嗯～～果然不太一样。

  とりあえず隙だらけなんで動き止めるかと、インプルと同じように試してみる。うーん。やっぱなんか違う。

  对印波勒的话，因为感觉跟人类一样，所以很容易就停止动作，但这里的感觉完全不一样，完全没办法顺利停止。

  インプルだとこう同じ人間の感覚になるんで動かしやすいんだけど、こっちはなんか全然勝手が違う。うまいこと動かせない。

  　

  「怎、怎么了？动作变慢了。」

  「な、なんだ？　動きが鈍く」

  「啧，这家伙果然会使用奇怪的法术。昨天从上面感受到的奇怪气息果然是姐姐吗？」

  「チッ、やっぱりこいつ、なんか妙な術を使うな。昨日の上から感じた妙な気配はやはりお姉さんだったってわけか」

  「如果是昨天的事，就是那样没错。」

  「昨日の件であれば、そうですね」

  「她不但能操纵小恶魔，还能干涉我们的身体。看来是操纵肉体的能力。只是对强大的力量效果会减弱。」

  「インプルを操れる上に、ボクらの体にも干渉できる。肉体の操作系の能力ってわけね。ただ強い力があるものには効果が弱くなるってところかな」

  「既然如此，二对一还是我方有利！好了，该是缴交年贡的时候了，第四个人！」

  「ならば２対１であるこちらの有利は揺るがぬな！　さあ、ここが年貢の納め時だ４人目！」

  「是啊。那么，就二对二吧。不，说不定还是二对一。」

  「そうですね。であれば２対２にしましょうか。いえ２対１のままかもしれませんが」

  　

  我随便拉开动作变得相当迟钝的两人，对熊型小恶魔下达战斗命令。

  先程と比べればかなり動きの鈍った２人から適当に距離を取り、クマのインプルに戦闘命令を出す。

  　

  不好意思，叔叔不习惯战斗。包含前世在内，打架的次数真的只有0或1次吧？

  悪いのだけどおじさんは戦いに慣れてないのだ。前世含めて喧嘩した回数とかまじで０か１かだぜ？

  于是，我展开了代理战争。幸好不管怎么破坏，只要解除结界就会恢复原状，所以就让熊熊努力吧。总之，我使出所有力量，嗯嗯，这家伙还真是干劲十足。

  そんなわけで代理戦争である。幸いどんだけ物を壊しても結界を解除すれば元通りなので、クマさんには頑張ってもらうとしよう。とりあえずありったけの力をわけてやれば、うんうん、なんだめっちゃ張り切りだしやがったぞこいつ。

  　

  「咿咿咿咿咿咿咿咿咿！！！！（眼前出现一个穿着超短裙，仿佛在说「请对我性骚扰」的性感OL！！叔叔的♡技♡就让你见识一下吧！！」

  「イィィィィイイイイイ！！！！（眼の前に、痴漢してくれといわんばかりのエチエチショートタイトスカートのOLハッケーン！！　おじさんの♡テク♡見せてあげるねぇぇえ！！」

  　

  大概是因为刚才的动作太激烈了吧。

  動きが鈍っていたこともあったのだろう。

  小丑被列车撞个正着，狠狠摔在地上弹了两三下。虽然觉得从开场就使出这种招式有点太过火了，不过稍微窥探了一下小丑的内部，发现身体似乎还游刃有余。

  ピエロ君が列車のぶん回しに直撃して、床に叩きつけられ二度三度と跳ねた。開幕から流石にやりすぎたかなとおもったが、ピエロの中をちょっと覗いてみるとまだ体は余裕がありそうだ。

  应该说，感觉好像还没使出真本事。或许还有第二型态吧。

  というよりまだ本体が出てきてないって感じする。第二形態があるのかもしれぬ。

  　

  看到刚才那一击，少年似乎丧失了战意，只是惊讶不已。

  今の一撃を見て、戦意を喪失したのか、少年はただただ驚いているようだった。

  嗯，大叔也觉得刚才那一击太过火了。毕竟我急忙踩了刹车，光是分出力量就造成这种效果，太厉害了。色狼大叔太可怕了！干脆就这样把反抗的家伙全部强奸吧！开玩笑的。

  うん。おじさんもやりすぎだと思う。慌ててストップかけたもん。力を分けただけでこれとかすごい。痴漢おじさん鬼つええ！　このまま逆らうやつら全員ブッ犯していこうぜ！　ハイ冗談です。

  　

  「那么，还要继续打吗？」

  「それで、まだ戦いますか？」

  「……算了。光凭我们的力量似乎不够。」

  「……やめとくよ。ボクたちだけじゃ力不足みたいだ」

  「很好。再继续打下去，对今后的发展也不利，所以我们就到此为止，各退一步吧。」

  「結構です。わたくしもこれ以上は今後の展開に不都合が生じてしまいますから、ここはお互い痛み分けということで一つ」

  「不，大姐姐，你知道各退一步是什么意思吗？还是你只是在挑衅？」

  「いやお姉さん。痛み分けの意味、知ってる？　それとも煽ってるの？」

  「你要怎么解释都可以。那么——」

  「どのように捉えていただいても結構ですよ。さてと」

  　

  既然任务结束，就请色狼大叔赶快退场吧。不好意思，请你毫不客气地自尽吧。如果不让你稍微痛苦一下，被害者们会死不瞑目吧。接下来只要趁你虚弱时连根吸起你的种子就结束了。

  役割を終えたので痴漢おじさんにはさっさとご退場願おう。悪いが遠慮なしで自害してもらう。ちょっとは苦しんでもらわないと被害者たちの無念もはらされないだろう。後は弱ったところを種ごと吸い上げれば終わりだ。

  　

  话说回来，少年你怎么那么惊讶啊？

  てか、なんでそんなびっくりしてるんだ少年君。

  我只是吸了你的种子而已。

  別にただ種子を吸い上げただけなのだけど。

  　

  「……种子的气息消失了？不，你刚才做了什么！？」

  「……種子の気配が消えた？　いや、今何をした！？」

  「身为纯洁女神，我当然做了理所当然的事啊。」

  「プルピュアとして当然のことをしたまでですよ」

  「纯洁女神？别开玩笑了！我从来没见过使用这种力量的纯洁女神！」

  「プルピュアだって？　冗談は休み休み言ってよ！　そんな力を使うプルピュア、ボクは見たこと無いよ」

  「是吗？那么我就是第一个了。请务必记住我。再见。」

  「そうですか。ではわたくしが初めてですね。ぜひお見知りおきを。それでは」

  「等、等一下！！喂，你这家伙！给我站住！」

  「ま、待て！！　ええい貴様！　待ちやがれ！」

  　

  小丑男复活后试图叫住我，但我无视他的声音，迅速离开现场。

  復活したピエロ君が俺を呼び止めようとする声を無視してさっさと立ち去る。

  老实说，我不太想打倒他们。因为原作中，纯洁女神们都是自己打倒他们的。

  あいつらを倒すのは正直あまり良くないと思うのです。だって原作だとプルピュアたちが自分で倒してたし。

  如果我打倒他们，他们可能会失去打倒他们的经验值。不，我也不知道有没有经验值这种东西。

  俺が倒してしまうと彼らを倒した分の経験値が失われてしまうってことになりかねない。いやまあ経験値制度とかあるのか知らんけれど。

  　

  今天没吃多少东西，还被奇怪的家伙缠上，现在还在响着下雨的通知声，真是倒霉的一天。

  今日はろくに飯も食べれなかったし、変なやつに絡まれるし、今なおレインの通知音なってるし、散々な日だなほんと。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「喂，蒂嘉！刚才的树果不是强到不行吗！既然种子那么大，根本不用当场开花吧！在松籁町开花的话，应该会变成更强的树果吧。」

  「おい、ディージャ！！　さっきのインプルとんでもなく強かったじゃないか！　あれだけの種子ならその場で開花させずとも良かっただろ！　松籟町で開花させればより強いインプルになっただろうに」

  「你在说什么啊。唉，刚才的树果确实很大，但里面是空的。连改良型都算不上，是老大十年前喜欢的潜伏型树果哦。」

  「何を言ってんだよ。ハァ、さっきのは確かにデカかったが中身はすっからかん。改良型ですら無い、ボスお気に入りの１０年前にばらまいた潜伏型のものだよ」

  「……什么？」

  「……ナニ？」

 
  第6话在SNS和消息应用程序上搞恐怖袭击的家伙，真的不能原谅。

  第６話　SNSとかメッセージアプリで飯テロするやつまじで許さんからな

  第一次交到的朋友，感觉就是特别。如果说是人生第一个朋友，那几乎等同是挚友了。

  初めて出来た友達ってさ、結構特別だと思うんよね。人生で初の友達って言うならそれはもう実質親友枠一番乗りみたいなもんだし。

  所以春鹿哥哥前几天才邀我去玩。

  そんなわけで、春鹿兄が先日遊びに誘ってきたのだ。

  之前遇到那群怪人后，这几天我都没去INPUL，现在正是悠闲去玩的好机会。

  ちょっと前に怪人共とエンカウントしてから数日はインプルが全く出てきてないんで、のんびり遊びに行くのは今がチャンスだろう。

  　

  至于要去哪里玩，春鹿哥哥提议去游乐园、水族馆、当天来回附温泉的休闲游泳池，但我都婉拒了。

  そんでどこに遊びに行くかなんだけども、春鹿兄が遊園地やら水族館やら日帰り温泉つきレジャープールやら色々あげてくれたのだが、申し訳ないのだがお断りさせてもらった。

  　

  不是啦，嗯，两个大男人去玩这些，感觉好像没什么意思。虽然我当天是女扮男装，但实在没兴趣。游乐园排队很麻烦，我对鱼没兴趣，又是个铁锤，在游泳池或任何地方都无所事事。

  いやね、うん、どれもなんか男２人でいくにしてはあんまし面白そうじゃないじゃん。いや当日の俺は女の姿なんだけれども、そういうのはちょっと趣味じゃないかなあって。遊園地は並ぶの大変そうだし、魚には興味ないし、金槌なんでプールとか何もできることねえし。

  　

  讨论到最后，我们决定去购物中心逛逛，看有没有什么好店，然后去购物中心里的电玩中心玩，回家前再随便找间美食日志评价高的拉面店吃拉面。

  そんなわけで色々ディスカッションした結果、ショッピングモールで気になった店を物色してそのままモール内にあるゲームセンターで遊んでから帰りに適当に食べログで評価の高いラーメン食べて帰ろうということになった。

  问叔叔平常跟朋友出去玩都在做什么，结果居然是这种安排，叔叔也心满意足地觉得这真的是最棒的行程。

  いつも友達と遊びに行くときは何をしているのかと聞いたらこれだったのだが、まじで最高の予定が組めたのではないかとおじさんも大満足である。

  　

  　

  「我说你啊，知不知道妈妈年轻时的旧衣服放在哪里？我整理以前的衣服，可是找不到几件。」

  「ちょっとあんた、お母さんの若い頃の古着知らない？　昔の服片付けてたんだけど何着か見当たらなくて」

  「我我我我我我我我我哪知道啊？！」

  「ししししし知りませんよ？！」

  「……你该不会是穿着妈妈的衣服在做什么奇怪的事吧？话说回来，你最近外出次数莫名地增加，皮肤跟脸也变干净了。」

  「……あんた、もしかしてお母さんの服着て変なことしてないでしょうね。そういえば最近妙に外出すること増えたし、肌とか顔とかも綺麗にしてるし」

  　

  关于皮肤跟脸，只是单纯靠变身光之美少女就能获得神秘力量，让脸变干净，并不是刻意为之。

  肌とかに関してはプルピュアに変身するだけで謎パワーで綺麗になってるだけであって、意図したものではないのだが。

  不过，实际上照镜子看自己，确实觉得比凡庸脸更有特色。靠光之美少女变身出道当帅哥，好像不太妙？绝对要这么做。怎么可能嘛，笨蛋。

  まあ実際鏡で自分を見ても、フツメンよりちょっと特徴でた気はしてる。プルピュア効果でイケメンデビューとかやばくね？　絶対はやるわ。そんなわけねえだろバカ。

  　

  「唉，是没关系啦。要做什么奇怪的事是无所谓，不过比起我的衣服，你不如去买件好一点的吧？是说，以你的身高，我的衣服应该穿不下吧。」

  「ハァ。別にいいけどね。変なことするのはいいけど、私の服なんかよりもうちょっとマシなの買ったら？　というか、私の服がはいらないでしょ身長的に」

  「就说不是了！我不知道啦！Ｈｙｏｖｙ。」

  「いやだから違うって！　俺知らないって！　ﾎﾝﾄﾀﾞﾖｰ」

  「是是是。回家路上记得买芝士蛋糕回来哦。这样我就原谅你。」

  「はいはい。帰りにチーズケーキ買ってきてね。それで許してあげるから」

  　

  被妈妈以温暖的眼神目送。

  おかんから生暖かい目で見送られる。

  　

  虽然我早就料到总有一天会穿帮，但今天实在不能穿黑色水手服出门，所以随便挑了件现在还能穿的设计，结果却适得其反。果然还是应该忍耐穿黑色水手服吗……

  いつかばれるかもっておもってたけど、今日は流石に黒セーラーで出かけるわけにはいかなかったので今でも着れそうなデザインの服を適当にパチったのが裏目に出たようだ。やっぱ黒セーラーで我慢するべきだったか……。

  被爸妈发现真的很糟糕。而且女装穿帮真的会让人想哭。

  親バレってまじで最悪だ。しかも女装してることがバレるって本当に泣きたくなる。

  　

  我带着跌到谷底的心情，随便找了个没人的厕所，跟平常一样除了衣服以外都变身，只有身体维持女性状态。照镜子一看，嗯，美少女。超漂亮。心情恢复了。怎么可能恢复啊，笨蛋！到现在都还耿耿于怀！

  地の底まで堕ちたテンションのまま適当な人気のない多目的トイレでいつものように衣装以外変身して、体だけ女の状態になる。鏡を見ればうん、美少女。めちゃ綺麗。テンション戻った。戻るわけねえだろバカ！　未だに引きずってるわ！

  　

  「……话说，说不定是我自己挑衣服的错。」

  「……てか自分で選んだの失敗だったかもしれん」

  　

  换好衣服后，我确认了一下自己的打扮，但老妈学生时代的衣服大多很老气，而且我本身也毫无时尚品味。我这个人几乎假日都穿运动服。

  着替えてから自分の格好を確かめてみたけれど、おかんの学生時代の服って結構古臭いものが多い上に、俺自身もファッションセンスが欠片もない。休日はほぼ常にジャージを着ているような人間なので吾輩。

  　

  结果我选了处男兼阴沉系的衣服，暗色系的连身裙、黑裤袜和咖啡色开襟衫。鞋子刚好没有适合的，只好直接穿黑水手服时的鞋子。鞋子几年不换就会变形，我真的很感谢老妈的收纳能力。最糟的情况，我差点就要自己买鞋子了。

  結果として童貞かつ陰キャ臭い服選択になってくるわけで、暗めの色合いのワンピースに黒タイツと茶色いカーディガンとかいう選択になってしまった。なんだったら靴とかちょうど良いのがなかったんで黒セーラーのときに着ていた靴をそのまま使いまわしてる始末である。靴とか数年ですぐ履き替えないと崩れていくというのに、まじでおかんの物持ちの良さに感謝である。最悪自腹で靴を買うなんてことになりかねなかったわけだし。

  　

  「怎么说呢，跟黑水手服比起来，这件很不起眼呢。可是我不想在衣服上花钱。」

  「なんていうか、黒セーラーと比べると地味だなあ。でもさすがに服に金はかけたくないからなあ」

  　

  顺带一提，内衣裤当然是穿男生时的旧衣服。上半身则是穿水手服时，用贴身衣物掩饰。换句话说，现在就像我穿的薄连身裙一样，没有空间可以塞东西。胸部这么小，应该没问题吧。

  ちなみに、下着は当然ながら男の時につけてたものを使いまわしておる。上に関してはセーラー服の時は肌着をつけることで誤魔化してた。つまり今着てる薄手のワンピースみたいに中に何か入れる余裕のない今はなんもなしである。胸がそんな無いからいけるやろたぶん。

  　

  大致确认过有没有奇怪的地方后，我悠闲地前往会合地点。

  おかしいところはないかとあらかた確認したところで、のんびり待ち合わせ場所へと向かう。

  我原本穿的衣服已经丢进车站前的付费寄物柜了。

  元々着ていた服は駅前の有料ロッカーにぶち込み済みだ。

  　

  哎呀，真的好期待。这是我人生第一次跟朋友逛街。

  いや本当に楽しみだ。だって人生で初めての友達とのショッピングである。

  我一直很想实际体验看看这种活动。毕竟在前世，除了跟大人一起出门以外，我从来没有好好出去玩过。

  こういうのをまじでやってみたかったんだ。前世では本当に大人の付き合いで出かける以外でまともに遊びに行く経験一度もなかったわけだし。

  就在我兴奋地思考着要去哪里玩时，距离约定时间还有三十分钟，春鹿大哥却已经出现在集合地点的铜像前广场。他坐在长椅上，看来是事先用REIN确认过地点。

  何を見て回ろうかなあとワクワクしていると、予定の時間の３０分前だというのに待ち合わせ場所の銅像前広場に春鹿兄がいた。レインで事前に確認とっていたようにベンチに座り込んでおる。

  　

  「飞梦先生，抱歉让你久等了。」

  「お待たせしてしまい申し訳ありません飛夢さん」

  　

  我姑且先道歉，但怎么搞的？他毫无反应。

  とりあえず謝罪をいれてみるのだが、なんだ？　反応がない。

  仔细一看，这家伙居然在玩扭扭船。这么说来，我好像听说他最近有点睡眠不足。美来在REIN里也说过，他因为见不到我，所以很没精神，但那应该只是开玩笑吧。

  よく見てみるとこやつ、コックリコックリ船を漕いでやがる。そういや最近寝不足気味だとか聞いた気がする。美来ちゃんのレイン曰く俺に会えないから元気がないみたいなふざけた話もあったが、まあそれはさすがに冗談だろう。

  　

  不过，他居然玩到睡着，也太可怜了。

  しかしさすがにこれを起こすのはかわいそうだ。

  毕竟这家伙看起来比我早到很久，他一定是很想感谢这个纯洁的游乐园，才会这么拼命吧。真是个好人。

  だってこやつ見た感じ俺が来るよりずっと前からきてたっぽいし。きっとそんだけこのプルピュアにお礼をしたいっていう気持ちが強かったんだろう。良いやつかよ。

  　

  「……好吧。」

  「……よし」

  　

  虽然有很多人在看，但也没办法。要是让他继续睡下去，他应该会很难为情，我就把大叔的膝盖借给他吧。

  それなりに視線があるけれど仕方あるまい。このまま寝かせるのは首もつかれるだろうし、おじさんの膝を貸して差し上げよう。

  只要轻轻坐在她身旁，慢慢拉她的头，就能完成美少女膝枕。处男大叔追求了几十年的美少女膝枕，没想到我居然有机会成为施予者，不过我并不讨厌帮助别人，所以就这样吧。

  そっと隣りに座って、ちょっとずつ体を引っ張って頭を誘導してやれば、美少女膝枕の完成である。童貞なおじさんが数十年求め続けた美少女膝枕、やる側になるとは思ってもみなかったが、まあ人助けは嫌いではないのでよしとしよう。

  顺带一提，美少女膝枕以外的普通膝枕，我在前世已经体验过一次了。在哪里体验的？在掏耳朵专卖店……

  ちなみに、美少女膝枕ならぬ普通の膝枕は前世で一回経験済みである。どこでかって？　耳かき専門店ってところがありましてね……。

  　

  先不管蠢事，我继续悠哉了一会儿，忽然想起一件事。

  まあ馬鹿な話はおいといて、しばらくそのままのんびりしていると、ふと思い出したことがあった。

  对了，几天前偶然在学校见到他时，他好像说过作恶梦之类的话。

  そういや数日前偶然学校で見かけた時、夢見が悪いとかなんとかも言ってた気がするこやつ。

  　

  　

  作恶梦本身并不奇怪，但在这个纯洁美少女的世界，感觉就像无垢种子发芽的前兆。

  悪夢を見ること自体は別におかしな話ではないのだが、このプルピュアトレスの世界だとインプルの種子が発芽する前兆的な感じになっているのである。

  如果种子没发芽，就不知道是不是无垢造成的，不过他的恶梦说不定就是来自那里。

  発芽しないとインプルが原因なのかどうかもわからないのだけれど、もしかすると彼の悪夢はそれに由来するものかもしれないわけで。

  　

  幸好我现在只是换套衣服，处于变身状态。

  幸い俺は衣装だけ違うだけで今現在変身してる状態である。

  吸收随时都能使用。那应该是除了无垢之外无法使用的力量，这样就算不知道种子在哪里，应该也能吸收神秘力量才对。

  吸収は今すぐにでも使える。インプル以外には使えない力のはずなので、これなら種子がどこにあるのかわからなくても謎パワーだけ吸い上げることができるはずだ。

  　

  不过有一个问题。吸收和操作是如此，大小虽然不同，但还是会稍微窥见因普鲁的内心。不，我骗你的。看起来其实满清楚的。

  ただひとつ問題がある。吸収も操作もそうだけど、大小差はあれどインプルの心の中をわずかに垣間見てしまうのだ。いや嘘言った。結構ガッツリめに見えちゃう。

  侵犯朋友的隐私实在太过失礼，我为此烦恼，但追根究柢，既然他会在众目睽睽下睡着，就表示他的睡眠障碍相当严重，我稍微帮点忙也算是友情吧。

  友人のプライバシー侵害というのはさすがに無礼すぎるのではないだろうかと頭を悩ませてしまうが、そもそもこんな周りの目があるところで眠ってしまうほどに睡眠障害が起こっているのであれば、少しでも助けになろうとするのも友情ではなかろうか。

  　

  「要开始吗？」

  「やりますか」

  　

  我轻轻摸了摸他的头，将意识集中到他身上。

  軽く頭を撫でて、彼の中に意識を向かわせる。

  我尽可能不去看他的内心，但还是不小心看到了几件事。

  なるたけ中身は見ないようにしておくが、やっぱりというか幾つかは見てしまう。

  应该说理所当然，他真的很后悔几年前的事件。虽然就我记忆中的他，应该没有做错什么。不过，或许该找大人来比较好。叔叔小时候也曾经认真以为什么事都能自己一个人做，结果中二病大爆发，被孤立了。我也不是不能理解。

  というか当然だけど、本当に数年前の事件のこと後悔してるんだな。記憶の中見る感じやっぱりキミが悪いところはないと思うけど。いやでも大人の人を呼ぶべきだったのはそうかもなあ。おじさんも子供の頃はなんでも１人でできるとか本気で思いこんで、中二病全開になって孤立しちゃった思い出あるからなあ。わからなくもない。

  　

  应该说果然没错，原因果然是出在因普鲁身上。

  というかやっぱりというか、インプルが原因だったようだ。

  因为无法确定种子的位置，我只能一点一点地拉起力量，但飞梦君的表情渐渐变得柔和。

  種子の場所が特定できないので力だけ少しずつ引っ張り上げるだけになってしまっているが、飛夢君の表情が少しずつ和らいでいっているのがわかる。

  　

  很好很好，照这样看来，应该不会再做恶梦了。

  よしよしこの調子だとまた中を覗いてみる。もう悪夢は止まったことだろう。

  看吧，刚才明明还像视频一样不断播放着事件，现在却梦到被女孩子抱住。这家伙是恋母情结吧。叔叔是喜欢撒娇的类型，所以我很清楚。去掏耳朵的专门店时，也有尽情撒娇的套餐呢。

  ほら、さっきまで事件の事がビデオの繰り返しのようにずっと流れていたのに、今は女の子に抱きしめてもらってる夢なんか見てるぜこいつ。さてはマザコンでござるな。おじさん結構甘えたいタイプなんでわかりますですよ。耳かき専門店に行った時も甘え放題プランがあってですね。

  　

  ……嗯？奇怪，总觉得好像见过这个女人。

  ……ん？　あれ。なんかこの女見覚えがあるような。

  　

  　

  「咿啊？！」

  「ひぁ？！」

  　

  不，回到普通的梦是很好。很好，是很好啦！！

  いや、普通の夢に戻ったのは良いんよ。いいんだけど、いいんだけどさ！！

  可是我觉得这样不太好！你们父女俩都太奇怪了！为什么会对不久前才见过面的女人如此依赖啊，笨蛋！！

  お前それはどうかと思うよ！　お前ら家族２人共頭おかしいよ！　なんでちょっと前に出会った女にそこまで依存してんだよバカ！！

  总之，刚才看到的东西，我要从记忆中完全删除。我什么都没看到。身为年长者，记住那种东西未免太失礼了。快忘掉吧，光束！

  とりあえず今見たもの俺の記憶から完全に削除する。俺は何も見ていない。流石にあれを覚えておくのは年長者として失礼がすぎる。忘れろビーム！

  　

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  我好像稍微大声了点，把她吵醒了。

  ちょっと大きな声を出してしまって起こしてしまったらしい。

  这样一看，黑眼圈似乎变浓了，能稍微缓和一下原因，真是太好了。

  こうしてみるとそれなりに濃くなっている隈が見えてしまって、原因を少しでも緩和できてよかったと思える。

  　

  「你醒了吗？」

  「目を覚まされましたか？」

  「……娜达小姐？」

  「……ナダさん？」

  「是的，你好像很累呢。」

  「はい。だいぶお疲れのご様子ですね」

  「不好意思，我最近一直都是这样吗？！！」

  「すみません。俺、最近ずっとこんな調子で？！！」

  　

  飞梦君跳了起来。我懂，美少女膝枕果然很刺激吧，我也想要。真不甘心，为什么我是被枕的那一方。

  飛び起きる飛夢君。いやわかるよ。美少女膝枕はやはり強烈だろう。俺もされてえよ。悔しいよなんで俺はする側なんだよ。

  　

  「对、对不起！我、啊，我是为了你……」

  「す、すみません！　俺、あ、いや僕のために」

  「没关系，反正都是因普露而起。啊，用飞梦君容易理解的说法，就是普露派在对抗的对象。」

  「構いませんよ。全部インプルのせいでしたし。あ、飛夢君にわかり易い言葉でいうとプルピュアが戦ってる相手のことですね」

  「……我、我变成那个叫因普露的家伙了吗？」

  「……僕がその、インプルってやつになんかされてたんでしょうか」

  「应该说差点变成因普露吧。不过我想应该已经没事了。」

  「というよりインプルになりかけてたって感じですかね。まあでももう大丈夫だと思いますよ」

  　

  以故事来说，已经接近尾声，年底就会分出胜负，所以只剩下几个月。只要我定期和他见面，吸取他的力量就好，他应该不会再被恶梦困扰了。应该吧。

  物語で言えば既に終盤近くに入ってるわけで、年末くらいには決着がつくからいうてもう後数ヶ月もない。俺が定期的に彼とあって力を吸い取ってやればいいので、彼がこれ以上悪夢に悩まされることはないだろう。たぶんだけど。

  由于我冲出去，吸引了周围的视线，我决定先拉着他的手移动。话虽如此，目的地只有一个，就是他家。我不能让年轻人在身体不舒服的状态下到处乱跑。

  飛び出して周囲から視線を集めてしまったので、とりあえず彼の手を引いて移動することにした。といっても行き先は一択である。彼の家だ。流石に若い子がこんな体調崩している状態で連れ回す訳にはいかない。

  　

  「总之，今天就先回去吧。为了以防万一，我送你回去。」

  「とりあえず、今日のところは帰りましょうか。一応なにかあった時のために送りますから」

  「没、没事的！别看我这样，我以前也有在运动。」

  「だ、大丈夫ですよ！　僕こう見えて昔は運動もしていて」

  「怪人和小恶魔都能面不改色地扯断铁链，要是被卷进去，我肯定连灰都不剩。」

  「怪人やインプルは平気で鉄を引きちぎったりしますよ。巻き込まれたらきっと塵も残らないでしょうね」

  「……那就拜托你了。」

  「……よろしくお願いします」

  　

  真老实。他之所以脸红，一定是因为说了恐怖的事，害他害怕了吧。

  素直でよろしい。顔が赤くなっているのは、きっと怖いことを言って怯えさせてしまったからだろう。

  叔叔会握着他的手，所以尽管放心吧。要是害怕，用力握紧也没关系哦。我带亲戚的小孩去看牙医时，也常常这么做。我知道这么做会让他们安心。

  おじさんが手を握っていてあげるから安心したまえ。怖ければ強く握ってくれて構わんのだぞ。親戚の子を歯医者に連れて行く時に散々やったのでな。こうされると安心することは知っておるのだ。

  　

  　

  就这样，我被他带着，来到春鹿家的咖啡厅。

  そのまま彼に連れられるまま、春鹿家であるカフェまでたどり着いた。

  这栋建筑的外观，怎么说呢，有种沿着西洋海岸线的小镇会有的感觉，以白色为基调，相当贵重。透过玻璃窗看向里面，气氛似乎也不错，如果住家附近就有，说不定会常来。真可惜。

  外見はなんというか、西洋の海岸線に沿った町並みにありそうな感じがする白を貴重とした建物だ。ガラス越しに中を見てみれば、雰囲気もかなり良さげだし、家の近くにあれば通うこともあったかもしれない。惜しい。

  　

  「到了，什么事都没发生，可以放心了。」

  「さあ着きましたよ。何事もなくて一安心ですね」

  「谢谢。」

  「アリガトウゴザイマス」

  　

  为什么你的脸还这么红啊？难道是因为在外面睡了一晚，身体不舒服吗？

  なんでまだ顔赤いんだよお前。もしや外で眠ったから体調崩したのか？

  虽然有点担心，不过，还是交给家人处理比较好吧。我不太懂身为朋友可以干涉到什么程度，而且家人可以一直陪在身边，这样比较好。

  心配になるが、まあ、これ以上は家族に任せるのがいいだろう。友人として干渉していい線引とかおじさんよくわからんし、ずっと側にいれる家族の方がこういうのは良いもんだ。

  　

  我放开一直握着的手，正要替他开门时，他急忙阻止我，结果反而被飞梦开了门。

  ずっと握っていた手を離して、彼のために扉を開けようとすると慌てて遮られて、逆に飛夢君に扉を開けられてしまった。

  咦，这样我岂不是得进去？

  え、これ俺中に入らないとダメな流れ？

  　

  「啊，请进！」

  「あ、どうぞ！」

  「打扰了。」

  「お邪魔します」

  　

  我本来想以「我正忙」之类的借口拒绝，但今天本来就没有安排，所以无法使用。完蛋了……

  断り文句でなんか忙しいとか言いたかったのだけど、そもそも今日は何も予定ないから遊びに行くって話だったので使えませんでした。終わりだ……。

  　

  「欢迎。哎呀，亚斯姆，这位是……」

  「いらっしゃい。おや、アスム。その人は」

  　

  从柜台后面走出来的是他们的祖父，代替经常出国而不在国内的家人，担任他们的父亲。我忘了他的名字，毕竟他比飞梦更没出场机会。

  カウンターから出てきたのは海外出張が多くて家にいない家族の代わりに親代わりをしている彼らの祖父だ。名前は忘れた。飛夢より更に出番少ないし。

  不过，这样一看，他是个相当帅气的爷爷。等我老了，也想变成这样。

  でもこうしてみるとだいぶイケメンおじいさんだなあ。歳を取ったらこういう風になりたいわ。

  　

  「呃，他是我的朋友，名叫奈良。我身体有点不舒服，所以送我过来。」

  「えーと、友達のナダさん。ちょっと僕が体調崩しちゃって、送ってくれたんだ」

  「哎呀，真是不好意思，让你照顾我的孙子。请让我向你道谢。」

  「それはそれは。うちの孫が世話をかけた。礼を言わせてほしい」

  「不，身为朋友，这是理所当然的。请抬起头来。」

  「いえ、友人として当然のことですから。顔を上げてください」

  　

  拜托你们全家不要动不动就低头行礼好吗！我上辈子一直都是个普通员工，很少有机会可以接受别人的低头行礼，所以真的不习惯。

  この一家全員すぐ頭下げたがるな！　前世ではずっと平社員だった自分は頭を下げられる側になることはめったになかったんでまじで慣れねえぜ。

  　

  「飞梦，你先起来。时间也差不多了，我请你吃午餐当作谢礼吧。」

  「飛夢。よかったらあがってもらってはどうかな。もうお昼時も近い。お礼に馳走するといい」

  「不用这么客气。」

  「そんな、お気になさらず」

  「不不不，我可不能让自己的宝贝孙女的朋友有任何闪失。飞梦，你也真是的。」

  「いやいや、大事な孫の友人を無碍になど出来ません。飛夢もいいね」

  「嗯。那今天中午就由我来做饭吧。爷爷你呢？」

  「うん。じゃあ今日は僕が昼作るよ。お爺ちゃんはどうする？」

  「老样子，我会在一点过后关店，然后回家。」

  「いつも通り、１時すぎあたりに店を閉めてからもらうよ」

  「那应该不用把午餐放进冰箱了吧。如果冰箱空间不够，就告诉我一声。」

  「じゃあ冷蔵庫には入れなくて良さそうだね。もし混んだらよんでよ」

  　

  我跟着他们来到二楼。虽然我原本就觉得这栋房子很大，但没想到连二楼也有一大片居住空间，而且充满咖啡厅的氛围。这应该是那位老爷爷的喜好吧。到处都摆着装饰品，和我家完全不同的氛围让我不禁感到畏缩。

  流されるまま２階に連れて行かれる。それなりに広いと思っていたが、居住スペースっぽい２階もまだかなりカフェっぽい雰囲気がある。あのお爺さんの趣味なのだろう。インテリアがあっちこっちに置かれていて、我が家とは全く違う雰囲気に萎縮してしまう。

  这时，楼上突然传来一阵匆忙的脚步声。

  と、そこへドタドタと上から音が。

  从通往三楼的楼梯走下来的人，是这栋房子里最后的居民——美来。她看起来好像很慌张……？

  ３階へ繋がる階段から降りてきたのは、この家最後の住人である美来ちゃんだ。かなり慌てている様子だが……？

  　

  「对不起，哥哥！我出去一下！为什么哥哥会在这里！？你们不是去约会吗！？咦，奈良原姐姐也在！？咦！！？？」

  「ごめんお兄ちゃん！　ちょっと出かけてくる！　ってなんでお兄ちゃんいるの！？　デートはどうしたの？！　え、ナダお姉さんもいる！？　え！！？？」

  「因为发生了很多事，今天由我来煮饭，没问题吧？」

  「色々あってね。今日は僕が作るんだけど、ご飯は大丈夫？」

  「不用了！对不起，娜达姐姐！我有点赶时间，所以没办法跟你聊太久，你慢慢来没关系！」

  「いらない！　ごめんなさいナダお姉さん！　ちょっと急いでるからあまり喋れないけどゆっくりしていってね！」

  　

  她以仿佛会发出「咻——」这种音效的速度，直接冲下一楼，然后飞奔而出。

  ピューッという擬音がつきそうなスピードで彼女はそのまま１階へ、そして外へと飛び出していく。

  我歪头纳闷她为何这么做，但心想「毕竟这个年纪的少女有很多预定行程」，勉强说服自己……啊，不对，我没必要说服自己。是「因普路」。刚才她也是以这种无声无息的方式出现，所以我才知道。

  何故だと頭をかしげるが、まああの年頃の少女は色々予定があるものだしなと無理やり納得する。……あ、いや、納得する必要なかったわ。インプルだわ。今こっちもゾワって来たんでわかったわ。

  　

  话说回来，美来妹妹的包包里有个露出头部的狐狸玩偶。我记得那是吉祥物角色「布洛」吧？

  そういえば美来ちゃんの持ってたカバンから首だけでてたあの狐っぽいぬいぐるみ。あれ確かマスコットキャラのプーロじゃないかな。

  虽然没在镇外看到，但「因普路」在镇上现身时，那家伙就会跟在旁边。啊——可是布洛好像在松籁镇张设了结界，所以无法离开这里。我记得设定上是这样。

  町の外では見かけなかったけど、町の中でインプルが出た時は同行するんだなあやつ。あー、でもプーロはなんか松籟町に結界張ってるから出られないんだっけか。そんな感じの設定だった気がする。

  　

  好啦，我该怎么办呢？

  さてさて、どうしようか。

  该去帮她们的忙，还是该看着飞梦君，以免他身体又出状况？他们俩都是重要的朋友。无论选择哪一边，没选择另一边的人都会后悔，这点似乎不会改变。

  彼女達の助力に行くべきか、それとも飛夢君がまた体調崩さないように見守るべきか。どっちも大事な友人である。どちらを選んでも選ばなかった方を後悔するのは変わらなさそうだが。

  　

  「娜达小姐，你有什么喜欢的东西吗？可以的话，最好是西式的，而且如果有特别要求就更好了」

  「ナダさん。好きなものってある？　できれば洋風のでリクエストあると助かるんだけど」

  「那我要蛋包饭。昨天美来拍了晚餐的照片给我看，看起来非常好吃」

  「でしたらオムライスを。昨日美来ちゃんが晩御飯の写真をおくってくれて、とても美味しそうだったので」

  「哦，昨天美来也有帮忙哦。那请你稍等一下」

  「ああ、昨日は美来も手伝ってくれたんですよ。じゃあ少し待っててくださいね」

  　

  ……不，我并不是被蛋包饭给钓到了！

  ……いや、まあ、飛夢君が心配だからな！

  我、我可不是被蛋包饭给钓到了！

  べ、別にオムライスに釣られたわけじゃないからな！

 
  闲话佩萨迪贾

  閑話　ペサディージャ

  ——帕萨多总部。

  ――パサード本社。

  　

  过去，这里曾有过一张圆桌。

  かつて、ここには円卓があった。

  之所以会这么说，是因为那张圆桌已经因为「现在不需要了」而被处理掉了。只剩下两人坐的桌子，已经没有使用上的意义。

  あったというのは今はもう不要だからと処分されたからだ。２人しか座るものがいなくなった机を使う意味などありはしない。

  　

  现在这里只有跪着低头的人，以及俯视着他的两人。

  今ここにあるのはただ膝をつき、頭を下げるものとそれを見下ろすものの２つだけ

  　

  「佩萨帝加，看来你似乎很伤脑筋呢。第四个人有那么强吗？」

  「ペサディージャ。随分と手こずっているようだね。４人目はそれほどまでに強いのかい？」

  「不，真要说的话，他的战斗风格比较擅长后方支援。单论个人实力的话，应该不及我们。」

  「いいえ、戦闘スタイルはどちらかというと後方支援が得意なようです。個の力でいえばボク達の足元に及ばないかと」

  「嗯，这样啊。」

  「ふむ。そうか」

  　

  男子一副毫无兴趣的样子。虽然基于义务而提问，但帕萨多首领却只是玩弄着狐狸耳朵，把迪加的话当成耳边风。

  まるで興味のない様子だ。義務的に質問したもののパサードの長である男はその狐耳をいじりながら聞き流している。

  就迪加所知，这名男子从来没有对干部们的报告产生过兴趣。他一定今后也不会感兴趣吧，迪加直到前几天都还这么认为。

  ディージャの知る限り、この男が幹部たちの話に関心を持ったことなど一度もなかった。きっとこれからも無いだろう、そう先日までは思っていた。

  　

  「那么，你为什么要找我呢？我闲着没事，所以是无所谓啦。」

  「それで、なんで僕を呼んだのかな。暇してるから別に構わないのだけどね」

  「关于第四个人，有件事无论如何都想让您知道。」

  「その４人目について、どうしてもお耳にお耳に入れておきたい事がございまして」

  「这种事用文件寄来就行了。你们的报告书我全都看过了。」

  「そういうのは別に文書でも構わないよ。君たちの報告書は全て目を通しているからね」

  　

  佩萨和迪加立刻断定他在说谎。

  嘘だとペサもディージャも即座に断じた。

  虽然只是方便上如此，但身为帕萨多干部之首，被当成老大直属部下的「佩萨帝加」，曾经有一段时期经常与这名狐狸耳男子一起行动。

  便宜上ではあるがパサード幹部のトップでありボスの直属の部下という扱いである『ペサディージャ』はこの狐耳の男と一時期常に行動を共にするタイミングがあった。

  然而，他做的事情却只是令人不舒服地一直盯着某名少女。虽然偶尔也会为了将技术提供给特定公司而行动，但除此之外，他从来没有为了公司好好工作过。

  けれどしていることは、気味が悪いことにとある少女の様子をずっと見つめているだけ。時々特定の会社への技術供与のために動くこともあるが、それ以外で彼がまともに会社のために動いていたことなど１つもなかった。

  　

  「算了，总之呢？」

  「まあいいや、何かな」

  「第四人是拥有操纵力量，以及分配力量之力的普鲁纯。」

  「４人目は力を操り、そして分け与える力を持つプルピュアでした」

  「什么嘛，原来是这种事。这点程度的话，我很久以前就办到了。我不是说过了吗？我原本不是在这里，而是在其他地方战斗。在制造你们的时候也是。」

  「なんだ、そんなことか。その程度なら僕は昔であっているよ。言っただろう。僕は元々ここじゃなく他のところで戦っていたと。君たちを作ったときにもね」

  「是的。不过，重要的是对象。」

  「はい。ですが、重要なのはその対象です」

  「……难道是暗影？不，不可能。」

  「……まさかインプルに？　いや、不可能だ」

  　

  是第一次见到的眼神。也就是说，他们的计划似乎正确无误。

  初めて見る目だ。つまり彼らの目論見は正しかったらしい。

  蒂加第一次觉得自己派上用场了。第一次觉得对■■■报恩了。这个瞬间，他的生命结束了。

  ディージャははじめてお役に立てたとおもった。■■■へ初めて恩を返せたとおもった。その瞬間、彼の生は終わっていた。

  　

  　

  佩萨立刻看向旁边。

  ペサは咄嗟に隣を見た。

  那里空无一物。不，还有。是蒂加。

  そこには何もなかった。いや、まだある。ディージャだったものだ。

  他颤抖的手捡起无力滚落的那个。原本■■被某个少女■掉，被胡乱压烂后，一碰就崩解掉落。

  力なく転がっていたそれを震えた手で拾い上げる。本来の■■ではとある少女によって■われていたはずのそれは、乱雑に潰され触れたそばから崩れて落ちていった。

  　

  

  

  　

  「啊啊，抱歉，佩萨迪雅贾。这种状况直接吸走比听你说还快。只是我忘了你们这么做会不留痕迹。」

  「ああ、すまないねペサディージャ。話で聞くよりそのまま吸い上げた方が早いんだこういうのは。ただ君たちの場合それをすると跡形も残らないのを忘れていた」

  「……迪雅呢？」

  「……ディージャは」

  「如你所见，所以我道歉了，希望你原谅我。」

  「見たとおりだよ。だから謝ったんだ。許してほしい」

  　

  佩萨的身影消失，同时地板爆炸。

  ペサの姿がかき消える。同時に床が爆ぜる。

  瞬间飞到男子面前的佩萨挥出拳头，但打不到。肉体在击中前就停止。

  瞬時に男の前に飛んだペサがその腕を叩きつける。しかし届かない。届く前に肉体が止まる。

  　

  「不过成果很棒哦，佩萨迪雅贾。不对，现在应该叫佩萨吧。没想到会诞生能保有理性的人，而且还是以纯洁之姿。」

  「しかし素晴らしい成果だよ。ペサディージャ。いやもう今はペサか。まさか理性を保てる者が生まれてくるとは思ってもみなかった。プルピュアの姿でだ」

  「闭嘴！你竟敢！明明是你不让我们结束！还为了你自私自利！」

  「黙れ！　よくも！　私達を終わらせなかったのは貴様だろうに！　それを貴様の都合で！」

  「危险分子，和纯洁之姿们不同，不能留活口。我有种第一次遇到敌人的感觉。」

  「危険分子だ。プルピュアたちと違ってこれは生かしておけないな。初めて敵に出会えた気分だよ」

  　

  他不断呐喊，试图移动肉体，但办不到。不可能办到。他的身体就像玩完人偶游戏般失去力气，当场倒下。

  何度も叫び、肉体を動かそうとするが叶わない。叶うはずがない。まるで人形遊びを終える時のように彼の体は力を失い、その場に倒れ伏す。

  啊啊，仔细想想，佩萨也想起来了。想起自己同样失去力量，动作变得迟钝时的事情。感觉完全一样。当然会知道。因为这样就是「第三次」了。

  ああ、思えばそうだ。ペサは思い出す。同じように力を失ったように動きが鈍くなったときのことを。全く同じ感覚だ。わかるに決まっている。だってこれで『３度目』だ。

  　

  然后，他察觉了。他不得不察觉。为什么男人会如此过度地感兴趣。

  そして気づく。気づいてしまう。何故男がこれほどまでに過剰に興味をいだいたことに。

  　

  「难道说，第四人的力量是……」

  「まさか４人目の力は」

  「为了以防万一，也看一下你的吧。」

  「一応念のため、君のも見ておこうか」

  　

  佩萨立刻发动自己的能力。没错，「佩萨迪加」之所以能胜过帕萨德公司最强，理由并非迪加的能力「过去转移」。虽然确实很方便，但战斗能力绝对不算优秀。

  咄嗟に自身の能力を発動する。そうだ。『ペサディージャ』がパサード社最強を勝ち取ったのはディージャの『過去転移』が理由ではない。たしかに便利な力だが戦闘能力は決して優れたものではない。

  单纯是因为佩萨的能力「过去复制」太强了。将过去的自己状态直接反映在现在的自己身上的绝对耐久能力。

  単純にペサの能力『過去転写』が強すぎるからだ。過去の自身の状態をそのまま今の自身に反映させる絶対耐久能力。

  其他干部有的拥有复制自己过去的能力，有的拥有重现过去纪录的能力，各种各样。但无论怎样的攻击，在迪加面前都没有意义。因为这样，在直到被净化为止，其他工作都不被允许的干部们中，他是唯一因为左迁的结果，从与纯洁之神的战斗中退出的干部。

  他の幹部には自身の過去の複製を作り上げる能力を持つものや、過去の記録を再生する能力を持つものなど様々なものが居た。けれどどんな攻撃もディージャの前には無意味だった。これのせいで浄化されるまで他の仕事を与えられることが許されなかった幹部達の中で、唯一左遷という結果でプルピュアたちとの戦いから退くこととなったほどだ。

  　

  肉体回溯到接受操作之前。肉体染上男人的意识之前。

  肉体が巻き戻る。操作を受け付けるその前まで。肉体が男の意識に染まるその寸前まで。

  　

  「呼嘟噜哦哦哦哦哦哦！」

  「フトゥーロォオオオオオ！」

  「突然吵死了。」

  「突然うるさいね」

  　

  佩萨以为可以出其不意，但那拳头还没打中，他就已经先动手了。他察觉到不行，对手的动作太快，他明白自己打不到。

  不意をついたつもりだが、しかしその拳が届くよりずっと前にまた操作が入る。駄目だと気づく。あまりも早すぎる。自分では届かないと理解してしまう。

  他立刻进行过去转写，拉开距离。他随时都在进行过去转写。他愈是使用能力，寄宿在佩萨自己肉体里的力量就愈像开了洞的宝特瓶，以可怕的速度流失。

  即座に過去転写を行い、距離を取る。常に過去転写を行い続ける。能力を使うほど、ペサ自身の肉体に宿った力が穴の空いたペットボトルのように恐ろしい速度で零れ落ちていく。

  　

  「如果你用尽力量，你的身体也会变得跟那一样，你明白吗？」

  「力を使い切れば、君の体もソレと同じようになるんだけれど、理解してるのかな？」

  「……啧！」

  「……チィッ！」

  　

  佩萨转身逃跑，但对方没有追上来。可能是途中被距离限制卡住，他不再感觉到肉体支配权被夺走。

  背を向け逃げ出すが、追ってくる気配はない。途中から距離制限に引っかかったのか、肉体の支配権が奪われる感覚もなくなった。

  他撞破公司的窗户，跳到外面。

  会社の窓を突き破り、外へと飛び出す。

  　

  该怎么办？该怎么办？

  どうすればいい。どうすればいい。

  佩萨思考的是蒂嘉的事。她是自己唯一的理解者，虽然老是说些可恨的话，但她是佩萨以「佩萨蒂嘉」的身份一直陪伴在身边的对象。

  考えるのはディージャの事だ。たった１人の自分の理解者だ。憎たらしいことばかり言うけれど『ペサディージャ』としてずっと共に居た彼のことだ。

  　

  佩萨当然讨厌她。说到底，她根本看那个家伙不顺眼。她讨厌戴着什么都看不见的面具的小孩。即使如此，她依然一直待在对方身边，因为对方给了她生命，因为她是同样从那个家伙身上掉落的东西，所以她不可能没有感情。

  嫌っているに決まっている。そもそもあの姿が気に食わない。何も見えない仮面をつけている子供の姿というのが気に食わない。だが、それでも、あの方から命を与えられた、同じものから零れ落ちたものとして、ずっとずっと側にいたのだから、情がないわけがない。

  　

  佩萨自己逃走时，也只有在被断言自己赢不了普路纯，被夺走迪加的任务时，这么懊悔过。

  逃げ出しているペサ自身、これほど悔しいと思ったことなどプルピュアに勝てないと断じられてディージャに任を奪われた時くらいだ。

  她曾经劝谏过迪加，要他别让自己这个比自己弱的人战斗，但迪加被那个家伙赋予力量，被迪加亲手打倒后，她不得不接受这个事实。

  自分より弱いディージャを戦わせるのかと諫言したが、あの方から力を授かり強化されたディージャの手で倒され、納得せざるをえなくなったのを覚えている。

  　

  　

  「不对，等等，那个家伙……的身体？」

  「いやまて、あの方、からだと？」

  　

  佩萨赫然惊觉。那个拥有相同力量的第四个人。她看过对方制造出强大到令人畏惧的幼苗。只要在那之后夺走她的力量，说不定就能得到足以报仇的力量。

  ペサはハッと気づいた。同じ力を持つであろうあの４人目だ。既におぞましいほど強力なインプルを作り上げる様をペサは見ている。あれから力を奪えれば、仇を打つほどの力を得られるかもしれない。

  　

  但问题堆积如山。

  だが問題は山ほどある。

  　

  只要没有幼苗种子的干部们，没有补充能量，能量就不会满。

  インプルの元である種子のない自分達幹部のエネルギー残量は補充されない限り満たされることはない。

  也就是说，现在的自己如果继续战斗到极限，被普路纯打败，就会无法使用过去转写，就这样消失。

  つまり今の自分が限界まで闘い続けてプルピュアに打ち負かされれば、過去転写を使えないまま消え去る運命にある。

  　

  而且也不是能靠正常方式打赢的对手。对手将小恶魔变成连我们都觉得是怪物的强度……不对，根本不用使用小恶魔又如何？

  それにまとも戦って勝てるような相手でもない。相手はインプルを自分たちからしても化け物としか思えないような強さに変えて……、否、そもそもインプルを使わなければどうだ？

  　

  脑袋转得飞快，快到可怕的地步。简直就像原本就是这样。没错，因为我们原本就是一体。

  恐ろしいほど頭が回る。まるで本来はこうであったかのようだ。そうだ、だって私達はもとから１つだったのだ。

  　

  　

  　

  「……帝加。啊啊，原来你是在帮我啊。将你的智慧，交给我。」

  「……ディージャ。ああ、わけてくれているのか。貴様の智慧を、この私に」

  　

  手中拿着帝加最后的碎片。捏碎化为血肉之躯的玩具。

  手に持ったディージャの最後の欠片。その血肉となっていた玩具を握り潰す。

  那东西是飞机（驾驶员），棒球（职棒选手），还是软胶人偶（英雄）呢？

  それの形は飛行機(パイロット)だったか、野球(プロ野球選手)だったか、はたまたソフトビニール人形(ヒーロー)だったか。

  　

  「没错。就是这样，帝加。我们是人类期望，却无法实现的梦想残渣。是过去无法成为任何人的碎片。」

  「そうだ。そうだったなディージャ。私達は人が望み、叶わなかった夢の残滓。誰にもなれなかった過去の欠片」

  　

  不可能实现，不被看上一眼，不知不觉间被视为诅咒而遭到舍弃的梦想痕迹。

  叶うはずがないと見向きもされなくなって、いつしか呪いとみなされ捨てられた夢の跡。

  各干部各自以男人埋藏的绝望为核心，创造出形体。

  各々の幹部はそれぞれ、男が埋め込んだ絶望を核として姿形を作り出される。

  　

  冠上恶梦之名的男人们，掌管的是恶梦。放弃的明天。不再造访的未来之君。像小丑一样，能变成任何东西的愚蠢的你。

  悪夢を冠する男達が司るのは悪しき夢。諦めた明日。二度と訪れない未来の君。道化のように何にでもなれると愚かだった貴方。

  小丑男仿佛原本就是这样，戴上小丑面具改变目的地。既然不知道对方在哪里，就找出对方知道的地方。先从那里开始。

  まるでもとからそうだったように、道化の男は仮面を付けて行先を変える。居場所がわからぬなら、わかるものを引きずり出す。まずはそこからだと。

  　

  「走吧。我们的名字是佩萨帝雅佳。」

  「いこう。私達の名はペサディージャだ」

 
  capitulo 41噩梦的开始第4个人的真面目

  capitulo 41　悪夢のはじまり　４人目の正体

  普洛感到烦躁。

  プーロは苛立っていた。

  　

  最近美来为了寻找第四个人，要去隔壁城镇，普洛认为这是敌人的陷阱，劝她不要继续，但她就是不听。

  最近美来が４人目の捜索をするために隣町に行くことに関して、プーロは敵の罠だと断じて、これ以上はやめた方がいいと忠告しているのに聞かないからではない。

  　

  哥哥似乎曾经和名叫奈良坂大姐的女人交往过，美来整天都在聊那个女人，以前她还会因为哥哥的往事而浪费半天时间，所以只是人变了，并没有太大的变化。

  兄が作った彼女であるらしいナダお姉さんなる女の話を四六時中することに関しても、以前は兄の昔話で半日潰されることだってあったので人が変わっただけで大した変化はない。

  　

  美来总是很在意别人，总是被那些话题吸引，这是她的特征之一。经过这半年左右的同居生活，普洛终于习惯她的这种个性。

  美来が常に他人のことを気にしてそれらの話題ばかりに気を取られるのは彼女の特徴の一つだ。この半年位近くなる同居生活をしていると彼女はこういう性格なのだと流石に慣れてくる。

  　

  　

  比起这些，普洛现在更烦躁的是另一件事。

  それよりも何よりも、プーロが今イライラしているのはもっと別のことだ。

  美来一直像抱着布偶一样抱着他，滚来滚去。

  ずっと自身のことをぬいぐるみのように抱きしめながらゴロゴロしてくるのだ。

  　

  「美来！我说过很多次了，不要把我当成布偶！」

  「ミライ！　何度もいうけどプーロをぬいぐるみ扱いするのはやめプァ！」

  「嗯～哥哥没事吧？他好像睡眠不足……果然还是跟着一起去比较好，可是，嗯～」

  「うーん、お兄ちゃん大丈夫かなあ。寝不足みたいだったし……。やっぱりついていったほうが、でも、うーん」

  　

  因为美来一直滚来滚去，所以普洛偶尔会被压在下面，真的很遗憾。

  ゴロゴロされるのだから当然時折下になって潰される。誠に遺憾である。

  普露经常被当成布偶对待，每次都会抱怨，但美来有个习惯，就是思考事情时完全不会注意周围。

  プーロがこういうぬいぐるみ扱いされるのはしょっちゅうのことでその都度文句を言ってきたのだが、美来は思案中の時はまるで周りが見えなくなってしまく癖があるのだ。

  因此，她经常把附近的布偶当成普露，被抓住。她捶了好几次自己的手臂，但很遗憾，摔角中不存在这种踢出规则。

  おかげで手癖で近くにあるぬいぐるみと間違えて掴まれるとご覧の有様になる。何度も腕を叩くが、ここには残念ながらプロレスのタップアウトは存在しない。

  　

  结果，她直到自己满意，或是注意到为止，都会被普露玩弄。

  結果彼女の気が済むか、もしくは気がつくまでもみくちゃにされてしまうのだ。

  不过，这次美来因为其他原因，恢复了理智。

  けれど、今回はそれ以外の要因で美来は正気に戻されることになった。

  　

  ——铃♪

  ――プロン♪

  　

  「米莱！纯洁铃响了！」

  「ミライ！　ピュアフォンが！」

  「铃响！」

  「インプル！」

  　

  放在书桌上的手机型机器发出通知声，两人的意识同时切换。

  勉強机の上に置いていた携帯機器のようなものから通知音がなると同時に２人の意識が切り替わる。

  　

  纯洁铃，是普露纯洁的力量来源，同时也是松籁町全体的普露结界，或是一定距离内，会告知铃响发生的位置。原本除了目视，无法确认普露纯洁的普露们，能比任何人都更快赶到现场。

  ピュアフォン、それはプルピュアの力の源であると同時に松籟町全体に張っているプーロの結界内、もしくはある程度近くの距離にインプルが発生するとその位置を知らせてくれる機能がついている。これによって本来インプルを目視する以外で確認することのできないプルピュア達は誰よりもいち早く現場に駆けつけることができるのだ。

  　

  「不妙，普露。铃响增加了，普露！这样结界的自动生成，撑不了几分钟，普露！」

  「まずいプル。インプルが増えてるプル！　これだと結界の自動生成分じゃ後数分しかもたないプル！」

  「地点……不会吧，在车站前？！在钟塔广场？」

  「場所は……うそ、駅前？！　時計台広場って」

  「那里人太多了噗鲁！在灾情扩大前快逃噗鲁！」

  「あそこは人が多すぎるプル！　被害が出る前に急ぐプル！」

  　

  美来将身体收进她固定位置的书包中，然后拿着书包跑了起来。

  定位置である彼女のカバンの中に体を収めるプーロ。それを持って美来も走り出す。

  现场离这里不远，只要变身成猫，沿着屋顶跑过去，两三分钟就能抵达。美来立刻举起纯洁光环，准备直接变身，但被普洛急忙阻止。

  現場まではそれほど遠くない。変身して屋根伝いに走っていけば２、３分もかからないだろう。咄嗟にピュアフォンをかざしてそのまま変身しようとするが慌ててプーロに止められる。

  　

  「忍耐一下，先别变身噗鲁！没办法长时间维持纯洁猫的型态噗鲁！对方人数太多，会变成长期战噗鲁！纯洁力量会撑不住的噗鲁！」

  「変身は我慢するプルよ！　長時間プルピュアの姿で居続けるのは無理プル！　相手の数が多すぎるから長期戦になるプル。ピュアパワーが保たないプル！」

  「可是城镇！」

  「でも町が！」

  「集中结界的力量，勉强撑到大家到齐为止噗鲁！所以忍耐一下噗鲁！」

  「結界の力を集中させてなんとか皆がつくまでもたせるプル！　だから我慢プル！」

  「啊——真是的！我知道了啦！」

  「あーもー！　わかった！」

  　

  美来急忙冲出房间，走下通往二楼客厅的楼梯，结果看到一张熟悉的面孔，吓了一跳。是去约会的哥哥春鹿飞梦和他的女朋友奈达。

  急いで部屋から飛び出して２階のリビングへ続く階段を降りていくと、見覚えのある顔が目に入り驚く。デートに行ったはずの兄春鹿飛夢とその彼女のナダだ。

  　

  ——「哦，美来的哥哥。他们是不是在告白啊？」

  ――「おっ、美来の兄ちゃん。あれ告白してるんじゃね」

  「有可能。感觉气氛不错。啊，他们两个都在笑。这是……」

  「かもですね。なんかいい雰囲気ですし。あ、二人共笑ってる。これって」

  「情侣诞生了吗？啊，不对，美来。他们不是那种关系，不是在打情骂俏。」

  「カップル誕生かー？　あ、いや、美来。別にあれだぞ。煽ってるとかじゃなくてだな」

  「我跟哥哥才不是那种关系！……不过，太好了。哥哥笑了。」

  「私とお兄ちゃんはそういうんじゃないんだってば！　……でも、良かった。お兄ちゃん笑ってて」

  　

  上星期放假时，飞梦在远远守候的三人面前低头告白，娜达微笑着接受的那一幕，浮现在美来脑海中，使她脸颊微微泛红。

  先週の休みの日、遠目から見守っていた３人の前で飛夢が頭を下げて告白しているところと、それを微笑みながら受け入れているナダの姿が想起されて少し顔が赤くなる。

  　

  但现在不是回想那种事的时候。美来摇摇头，只跟三人打过招呼，就跑到一楼，骑上停在屋外的自行车，踩起踏板。

  だがそんな事を思い出している場合じゃないと、頭を振って挨拶だけして１階へ、そして外に止めてある自転車を駆って走り出す。

  　

  「普洛！结界呢？！」

  「プーロ！　結界は？！」

  「还没问题，普露！我已经用手机联络过她们俩了，普露！艾卡和伊诺莉都往车站去了，普露！」

  「まだ大丈夫プル！　スマホで２人にも連絡取ったプル！　アイカもイノリも駅前に向かってるプルよ！」

  「知道了。谢谢你！我出发了——！！」

  「わかった。ありがとう！　飛ばすよー！！」

  　

  美来忽然想起，娜达是隔壁镇的居民，应该会搭电车回家。

  そういえばと、ふと美来は思いだす。ナダは隣町の住人で、電車を使っているはずだと。

  为了让娜达平安回家，自己绝对不能输。美来又有了一个新的努力目标，斗志更加高昂。

  ナダを安全に帰すためにも絶対に負けられない。また新しい頑張る目的ができたことに、美来の戦意はより一層上がるのだった。

  　

  　

  　

  　

  ——松籁车站，钟塔前广场。

  ――松籟駅、時計台前広場。

  　

  　

  　

  佩萨迪加占据钟塔上方，俯瞰下方，眼前是一片陌生的光景。

  時計台の上に陣取ったペサディージャの眼下に広がるのは、見慣れぬ光景だった。

  　

  「……如果结实能变成人，或许就能跟迪加一起欣赏这样的光景了。」

  「……結実が一度でもなっていればこのような光景をディージャと共に見れたのかもな」

  　

  虽然体型娇小，但身高与成人无异的十几只小恶魔涌现在广场上。

  そこには小型ではあるが、それでも大人と変わらない背丈のインプル達が１０数体ほど湧いていた。

  由于她们见人就破坏的模样实在不怎么有趣，佩萨迪雅的兴趣已经转移到其他地方。那是到处都有的，类似裂痕的东西。抬头一看，天上也有好几个。被裂痕填满的世界，简直就像是一幅彩绘玻璃。

  あたりのものを手当たり次第に壊していくさまは、見ていてあまり面白いものではないためか、ペサディージャの興味は既に他に移っている。それはあちらこちらの建物に走っているヒビのようなものだ。空を見上げれば同じようなものが複数存在する。ヒビで埋め尽くされた世界はまるでステンドグラスのようだ。

  　

  「结界快撑不住了。果然只是稍微歪掉而已。原本以为是什么机关，结果这么一看，还真是单纯。」

  「結界が限界に近いか。やはり多少ズラしているだけだったか。どんな仕掛けのものかとおもっていたがこうしてみると単純だったな」

  　

  随着玻璃碎裂的声音，结界解除了。原本空无一人的站前广场，突然又恢复了人潮。不对，不是恢复，应该说，是群魔们被送回来了。

  ガラスが割れるような音とともに結界が解かれる。恐ろしいほど人気のなかった駅前に突然人が戻る。いいや違う。インプル達がここに戻されたと言うべきか。

  原本有好几只的群魔们，因为视野突然切换而吓了一跳，警戒着四周。

  複数体いたインプル達は突然視界が切り替わったことに驚いて、あたりを警戒しているようだ。

  　

  「哇，那是什么？玩偶装？」

  「うわ、なにあれ。きぐるみ？」

  「现在才要开始马戏团表演吗？」

  「今からサーカスでもあるのかな」

  「那些家伙是从哪里冒出来的？」

  「あいつらどっから湧いてきたんだ」

  　

  突然出现的神秘怪物们，也吓到了人们。有人为了看稀奇而靠近，也有人想拍照。

  突然湧いてきた謎の怪物達に人々も驚く。物珍しさに近づこうとするものや写真を撮ろうとするものもいる。

  　

  「不可以靠近！」

  「近づいちゃダメです！」

  　

  然而，她们却先一步从建筑物上跳了下来。

  けれどそれより先に彼女達が建物の上から飛び降りてくる形で現れた。

  最近在SNS上蔚为话题，自称「普路匹亚」的三名女孩。她们的登场让众人兴奋不已。

  最近SNSなどで話題になっているプルピュアと名乗る３人娘だ。その登場に人々は沸き立つ。

  　

  「来了吗？普路匹亚！」

  「来たか。プルピュア！」

  　

  佩萨帝吉也迫不及待地冲了出去。

  待っていたとばかりにペサディージャも飛び出していく。

  人们察觉到邪恶组织干部登场，即将展开斗争，纷纷慌忙离开广场。

  悪の組織の幹部らしき者の登場に闘争が近いことを察した人々は慌てて広場から離れていく。

  　

  邪恶组织与普路匹亚战斗一事，在松籁町已经广为人知，因此才会如此。

  プルピュアとそれと戦う悪の組織らしきものの存在は少し前から松籟町では周知され始めているが故だろう。

  不过，这里是车站前。即使松籁町民理解，对来自外地的游客而言，只是一场娱乐秀。

  けれど、ここは駅前だ。松籟町民では理解していることでも外からやってきた人からすればエンターテインメントにしか見えない。

  有几个人没有离开，打算用手机拍摄。

  何人かはあまり離れず、携帯で撮影を始めようとしている。

  　

  「佩萨！在这么多人面前，生出这么多小恶魔，你到底想做什么！」

  「ペサ！　こんなに沢山の人の前で、こんなに沢山インプルを生み出して、いったいどういうつもり！」

  「哼，我没必要对你们说。如果是一如往常的我，应该会说吧。」

  「フン。貴様らに言う事などない。と、いつもの私なら言っていただろうな」

  「一如往常……？什么意思？」

  「いつもの……？　どういう」

  「没什么，很简单，就是和我。」

  「なに、簡単なことだ。この私と」

  「玛娜！小恶魔们开始行动了！」

  「マニャーナ！　インプルたちが動き出しました！」

  　

  小恶魔们仿佛被光吸引的虫子，一溜烟地冲向普路匹亚。

  インプル達がまるで虫が光に吸い寄せられるようにプルピュアへ向けて一目散に駆け出す。

  三人连忙应对，但数量实在太多。虽然一只只看起来威胁不大，但数量这么多，就算要净化也会受到干扰，无法顺利。

  慌てて３人が対応するが、あまりに数が多い。１体１体はさほど脅威ではないような手応えだが、こうも数が多いと浄化するにしても邪魔が入ってうまくいかない。

  　

  「可恶，居然用偷袭争取时间！你们总是这么卑鄙！」

  「くそ、不意打ちに時間稼ぎかよ！　いっつも卑怯だなあんたら！」

  「啧，没办法，就算说这是误会，你们会相信吗？」

  「チッ。うまくはいかんな。誤解だと言っても信じるか？」

  「怎么可能相信啊！」

  「信じるわけねえだろばか！」

  　

  这是当然的。虽然菲莉丝不知道误会了什么，但看在普路派修的眼中，实际上制造出大量小恶魔，造成损害的人毫无疑问是佩萨帝佳。

  当然のことだ。何が誤解かもフェリスにはわからぬが、プルピュアの目から見て実際に大量のインプルを作り出して被害を出そうとしているのは間違いなくペサディージャである。

  这样下去连话都说不好了，佩萨帝佳烦恼着，这时视野中突然有异物闯入。

  このままではまともに話もできないとペサディージャは頭を悩ませるが、視界にふと異物が目に入る。

  　

  「糟糕！真的在打起来了！」

  「やべえ！　まじでバトってるじゃん！」

  「好厉害！动作根本不像人类！」

  「すげえ！　人間の動きじゃねえ！」

  　

  那恐怕是从城镇外来的访客。无视其他人的制止，在明显会被卷入战斗的距离下拿着手机一直拍。

  それはおそらくこの町の外から来た者たちであろう。他の人からの制止を無視して明らかに戦いに巻き込まれそうな距離でスマートフォンを手にこちらをずっと撮っている。

  然后运气不好，被一只小恶魔看到。

  そして運悪くそれがインプルの１体の目に入ったようだ。

  　

  「喂，普路派修，那边有一只，它要去攻击人类了。」

  「おいプルピュア。そこの１体。人間どもに向かったぞ」

  「啥？！你在煽动它吗！抱歉，现在没办法！谁来代替我！」

  「はぁ？！　煽ってんのかおまえ！　ごめん今ムリ！　誰か代わり頼む！」

  「我们也光是要抵挡就费尽全力了！数量太多了。」

  「こっちも、なんとか抑えるのが手一杯です！　数が多すぎます」

  「数量这么多，根本束手无策……！」

  「こんなに数が多いとどうしようも……！」

  　

  连像平常那样互相配合都办不到，状况就是如此艰难。数量上的差距就是如此压倒性。

  いつもみたいな息のあった連携も難しい状況だ。それほどまでに数という点で圧倒的な差がある。

  只要花时间，应该就能顺利应付，但没空去顾虑被卷入的人。

  時間さえかければ問題なく対処できるだろうが、巻き込まれた人まで気にかけられるほど余裕がない。

  　

  「糟糕！这边！」

  「やばい！　こっちくんぞ！」

  「快逃！」

  「逃げろ！」

  「■■■■——！！！」

  「■■■■―！！！」

  「——不行！」

  「――駄目！」

  　

  就在小恶魔的凶刃即将伤害男人们时。

  まさにインプルの凶刃が、男達を傷つけようとしたまさにその時。

  　

  正如字面所示，印普尔被刺进地面。

  文字通りインプルが地面に突き刺さった。

  　

  「……这样，你们就稍微愿意听我说了吗？」

  「……これで、少しは話を聞く気になったか？」

  　

  下手的人是佩萨迪吉雅。她一拳就让印普尔无法行动。然后她瞪着男人们，威胁似地让他们退开，又悠然地站着看向纯洁们，身上完全感受不到敌意。

  下手人はペサディージャだ。その拳の一撃でインプルを行動不能にしてみせた。そして脅すように男達を睨みつけ退散させると、また悠然とプルピュアたちを見ながら立っている。そこに敵意はまるで感じられない。

  过于无法理解的行动让三人，还有印普尔们感到战栗。但那也只是一瞬间的事。印普尔们仿佛在说「既然如此」，纷纷朝佩萨迪吉雅扑去。

  あまりに理解不能な行動に３人が、そしてインプル達も慄いている。けれどそれも一瞬のこと。ならばと言わんばかりに手のあいているインプルたちがペサディージャに向けて飛びかかりだす。

  　

  「你们果然不听我说啊。毕竟我原本就是用弗托罗的力量操纵你们，这也是当然的吧。」

  「やはり、いうことは聞かんか。もともとフトゥーロの力で操っていたのだから当然か」

  「你到底想怎样啦！？」

  「お前まじでどういうつもりだよ！？」

  　

  菲莉丝挥舞着附近的树桩，朝佩萨迪加逼近。

  近くのインプルをぶん回しながらこちらに接近してきたフェリスだ。

  她似乎被佩萨迪加的暴行吓到了。不过，佩萨迪加也没有余力说话。

  ペサディージャの凶行に驚いているらしい。しかしペサディージャも話せる余裕はない。

  战斗拖得越久，佩萨迪加的力量就会越削弱。必须保留足以以力量制伏第四人的余力，这对佩萨迪加来说是非常严苛的战斗。

  戦いが長引くほどペサディージャの力は削られていく。節約しながら４人目を力でねじ伏せられる程度の残量を残さなければならないペサディージャからすると非常に厳しい戦いだ。

  不过，除了她们以外，没有其他人知道第四人的所在地，所以这也是无可奈何的事。

  けれどそれでも、彼女達以外に４人目の居場所のアテがないのだからどうしようもない。

  　

  （制造树桩引诱她进来是很简单，但那样一来，就会像之前一样，在对方隐藏身形的状态下被解决，连接触的机会都没有。不，就算有，现在的我绝对赢不了把树桩当成棋子使用的对手。）

  （インプルを作り出し、誘いこむのは簡単だ。だがそれだと以前のように姿を隠された状態で処理されてまともに接触もできない。いや、できたとしても作り出したインプルを駒にされては今の俺では絶対に勝てない。）

  　

  佩萨迪加回想起第四人强化过的潜伏型树桩。那股力量很明显是臂力，但远远超过干部级。要是正面交锋，绝对不可能赢。

  ペサディージャが思い出すのは４人目によって強化された潜伏型のインプルの存在。あの力は明らかに膂力だけではあるが幹部クラスを優に超えていた。まともにやっていては太刀打ちなどできるはずがない。

  　

  （不过，如果知道对方的位置，就另当别论了。我知道她单独行动时没有多大的力量。）

  （だが、居場所がわかるなら話が別だ。個では大した力はないことはわかっている）

  （透过共鸣，拥有树桩力量的人，可以知道树桩的位置。而且，据佛图拉所说，纯洁之素也拥有相同的性质。）

  （共鳴によってインプルの力を持つものはインプルの居場所がわかる。そしてプルピュアも同じ性質を持っているのだとフトゥーロは語っていた）

  　

  如果靠茵普利的力量就能找到，他早就那么做了。实际上，离开佛图罗身边后，培沙迪亚一直在现代城镇四处奔走，寻找第四人。

  インプルの力で探し出せるならとっくにしている。実際フトゥーロの元から去った後、ペサディージャはずっと現代町を走り回って４人目を探していた。

  但到头来还是没找到。虽然也想过引发骚动引他出来，但对方被关在结界中，贯彻逃跑方针，比耐力的话是对方占优势。既然如此，培沙迪亚认为，只要找到无法逃跑的状况，也就是第四人的所在之处，应该就能找到人。

  だが結局見つからなかった。騒ぎを起こしておびき出すことも考えたが、結界の中に閉じ込められ逃げに徹されるとスタミナ勝負ではあちらに分がある。ならば逃げれない状況、つまり４人目の居場所を見つけることができればどうだとペサディージャは考えた。

  　

  （那家伙虽然能用茵普利的力量，但无法感应到茵普利的共鸣。不过，如果是纯洁的茵普利呢？）

  （彼奴はインプルの力を使えるが、インプルの共鳴には引っかからない。しかしプルピュアならどうだ）

  （没错，这些家伙是找到第四人所在之处的唯一线索。以我拥有的帕萨狗情报为诱饵，让他找出第四人，成为我的棋子！）

  （そう、こいつらは４人目の居場所を特定できる唯一の手がかりだ。私が持っているパサードの情報を餌に、４人目を探し出させ私の手駒にする！）

  　

  「如果我说我改过自新了，你会怎么做？」

  「心を入れ替えた、と言ったらどうする？」

  「我怎么可能相信！你都做出这么多茵普来了！」

  「信じるわけないでしょ！　こんなに沢山のインプルを作っておいて！」

  「就算说这不是我做的，你也不会相信吗？」

  「これは私の仕業ではない、といってもか？」

  「那是什么意思？」

  「それは、どういうことですか？」

  「别相信他，纯洁！」

  「信じちゃだめプル！」

  　

  是隐藏身形的普洛的声音。看到从人群里跳出来的，有如小狐狸的布偶，培沙迪亚咂嘴，心想有人来搅局了。

  姿を隠していたプーロの声だ。人ごみから飛び出してくる小さな狐のようなぬいぐるみの姿を見て、ペサディージャは邪魔者が入ったと舌打ちする。

  　

  「只要还是暗影，就应该被过去束缚才对噗！如果已经洗心革面，这家伙应该已经消失了才对噗！」

  「インプルである限り、過去にとらわれているはずプル！　心を入れ替えたのならこいつは消えてるはずプル！」

  「那么，佩萨为何会被暗影盯上……？」

  「では、なぜペサはインプルに狙われて……？」

  「这、这普露也不知道噗……」

  「そ、それはプーロにもわからないプル……」

  「啊——！我已经不知道了，够了，你快帮忙！我之后会跟你解释！」

  「だー！　もうわかんないから、いいから手伝えお前！　後で話するから！」

  「好了，一个人似乎相当明理，你们打算怎么做？」

  「さて、１人は随分と物分かりがいいようだが、お前たちはどうする？」

  　

  尽管感到困惑，但敌人的数量如此庞大。普美丽雅的另外两人也无可奈何，以眼神取得同意。

  困惑しながらも、けれどこれだけの敵の数だ。プルピュアの残り２人も致し方無しとアイコンタクトで了承を取る。

  　

  「我知道了，不过之后一定要解释清楚！不要逃跑哦！」

  「わかったわ。けれど絶対、後で話をすること！　逃げないでよ！」

  「这要看状况而定。」

  「それは状況次第だ」

  「呜呜，好不安噗……」

  「うぅ、不安プル……」

  　

  　

  　

  战斗进展得相当顺利。

  戦いは優勢に進んだ。

  佩萨迪詹姆斯彻底击退试图破坏普美丽雅三人联手，并朝周围人群与流浪汉发动攻击的暗影，没有造成一般民众的伤亡，三人松了一口气。

  プルピュア３人の連携を崩さないようにあぶれたものや周囲の人だかりに向かおうとするインプルを追い払うことに徹底したペサディージャによって、一般人への被害も起こさずに済んだことに３人はホッとする。

  净化完最后一只时，菲莉丝甚至因为佩萨迪詹姆斯就在眼前而松懈下来，一屁股坐在地上。

  最後の１体を浄化し終えた時には、フェリスは目の前にペサディージャがいるというのに気が抜けて座り込むほどだった。

  　

  广场各处都有人类被净化后，以人类的姿态倒在地上。

  広場のあちこちに浄化されて人間の姿で倒れ込んでいる人々の姿が広がる。

  　

  「太好了，这下就放心了。」

  「良かった。これで一安心だね」

  「还不快跑！佩萨还没解决，小心点快跑！菲莉丝也太过松懈了！」

  「まだプル！　ペサがまだ残ってるプル。用心するプルよ。フェリスも気が抜けすぎプル！」

  「咦～她真的累了啦。而且这家伙也没干劲吧。」

  「えー、まじで疲れたんだって。それに別にこいつもやる気じゃないじゃん」

  「就算这样，谁会在暗普鲁面前松懈啊！花太多时间，警察也接近了！快跑！」

  「だからってインプルの前で気を抜くやつがあるかプル！　時間をかけすぎて警察とかも近くまで来てるプル！　急いで離れるプルよ！」

  　

  催促佩萨蒂嘉上车后，三人抱着普洛抱头鼠窜。

  ペサディージャに着いてくるよう促してから、３人はプーロを抱いて離れようとした時だ。

  　

  「是暗普鲁！还有！」

  「インプルだプル！　まだいたプル！」

  「不会吧！在哪里……」

  「うそ？！　どこに……」

  　

  普洛大喊。

  プーロが大声を上げた。

  但胸口的胸针型纯洁之眼毫无反应。

  しかし胸のブローチに形を変えたピュアフォンに反応はまるでない。

  佩萨蒂嘉也一样，完全感应不到应该能共鸣的暗普鲁气息。

  それはペサディージャも同様だ。共鳴で感じ取れるはずのインプルの気配はどこにも感知できない。

  　

  「不会错的！为什么不知道！」

  「間違いないプル！　なんでわからないプルか！」

  「你这家伙，在鬼吼鬼叫什么！？」

  「貴様、何をガァッ！？」

  　

  佩萨蒂嘉停下动作。这个感觉，她确信不会错。那是种恶心到想钻进自己体内的感觉。

  ペサディージャの動きが止まる。この感覚、間違いないと確信する。自身の中に潜り込もうとする気持ちの悪い感覚。

  　

  （第四人在附近吗？是佛图鲁或托乌洛的其中一人——！）

  （この近くに４人目か、フトゥーロのどちらかがいる――！）

  「佩萨！」

  「ペサ？！」

  「呀啊啊啊啊啊啊！！！」

  「キャァァアアアア！！！」

  　

  广场上响起惨叫声。

  広場に悲鳴が鳴り響く。

  回头一看，净化后恢复原本模样的女性似乎醒了过来。不，不只是醒过来而已，她正看着某人，而且很害怕。

  振り返ると、浄化されインプルの姿から元に戻った女性が目を覚ましたらしい。いや、目を覚ましただけではない。誰かを見ている。誰かを恐れている。

  　

  她的视线前方是钟塔。不，是钟塔上方。

  彼女の視線の先にあるのは、時計台だ。いや、その上に誰かいる。

  曼娜娜惊讶地心想，自己只见过一次那个身影。

  一度だけだが見かけたことのある姿だと、マニャーナは驚く。

  那是穿着黑色服装的普美丽，她戴着连嘴巴都看不见的兜帽，连普美丽其他孩子都没有这种兜帽。

  プルピュアの他の子達にはないフードを口元しか見えないほどに目深く被った、黒い衣装のプルピュア。

  　

  「那是……没错，就是那女孩！大家！那女孩就是我见到的第四个人——！」

  「あれは、そうだ。あの娘だよ！　みんな！　あの娘が私がみた４人目の――！」

  「是净化树果！」

  「インプルだプル！！！」

  「……咦？」

  「……え？」

  　

  普洛说的话让曼娜娜无法理解。

  プーロの放った言葉を理解できない。

  就在曼娜娜愣住的时候，阿莫尔急忙靠近明显害怕到异常地步而颤抖的女性，询问她的状况。

  マニャーナが呆けている間に、アモーレが慌てて明らかに異常なほど怯え震える女性に近づいて様子を伺う。

  　

  「你、你还好吗？！已经没事了，战斗结束了。」

  「だ、大丈夫ですか？！　もう大丈夫ですから、戦いはおわって」

  「那女孩！那女孩看着我，说我是恶■梦！欺负我！为什么？！明明已经过了一个月了！」

  「あの娘が！　あの娘が私を見て、悪い夢って！　私をいじめて！　なんで？！　もう一ヶ月もたったのに！」

  　

  ——「本■是、恶■梦。」

  ――「本■ニ、悪■夢」

  　

  阿莫尔的话没有传进她耳中。仿佛刚发芽的净化树果种子，过去发生的事不断在脑中浮现。

  アモーレの言葉は届かない。まるでインプルの種子が発芽したばかりのように、かつて起こったことが脳内に想起され続ける。

  我心想「该不会……」，将没有开锋的短剑——拥有净化之力，被称为纯洁之剑的那把剑——指向女性，她便逐渐失去暴力的力量，就像电池耗尽般睡着了。

  もしかしてと思い、アモーレが切っ先のない短い剣、ピュアタクトと呼ばれる浄化の力を持つソレを女性に向けてかざすと、彼女は次第に暴れる力を失っていき、そのまま電池が切れたように眠った。

  　

  「那个女人，恐怕是我之前净化过的女人。我对那个钥匙圈有印象。不过这家伙，应该在我不知道的时候，被第四个人净化了。」

  「その、女は。おそらく、以前私が、インプルにした女、だ。その、キーホルダーに、覚えがある。だがこいつは、私の知らないところで、４人目に浄化された、はずだ」

  　

  不能在这里浪费。因此佩萨迪雅吉没有使用能力，看着身体变重而发狂的女人说。

  ここで浪費する訳にはいかない。それ故に能力は使わずに重くなった体をおして発狂している女の姿を見たペサディージャが語る。

  的确，佩萨迪雅吉说的没错，女人拿的包包里放着两个特征明显的钥匙圈，似乎是动画角色。

  確かにペサディージャの言う通り女の持っているカバンには特徴的なアニメのキャラらしきキーホルダーが２つついていた。

  　

  「等一下噗鲁？！那这家伙为什么又变成噗鲁了噗鲁？！再说那个变成纯洁之力的噗鲁，到底是……」

  「ちょっと待つプル？！　じゃあ、なんでこいつはまたインプルになってたプル？！　そもそもあのプルピュアの姿をしたインプルはいったい」

  　

  咚，传来声音。

  トン、と音がした。

  一看，第四位纯洁之力的噗鲁就在附近。

  見れば４人目のプルピュアはすぐ近くまでいた。

  　

  没有人发现。这是当然的。除了普洛之外，没有人可以感知到她的存在。因为无论是作为噗鲁的力量，还是作为纯洁之力的力量，都感觉不到任何东西。

  誰も気づかなかった。当然だ。プーロ以外その存在を感知することができないのだから。インプルとしての力もプルピュアとしての力も何も感じられないのだから。

  她们还不清楚对方是敌是友，谁也无法出手。再说，所有人都没有余力出手。在众人的注视下，玛娜莉娜开口：

  敵か味方かもわからないままだ。誰も手出しができない。そもそもそれができるほどもう全員余裕がない。皆が見守る中、マニャーナが口を開く。

  　

  「你到底是……」

  「あなたは、いったい」

  「这……嗯，这个发展很不妙啊。」

  「これは、うん、この展開はまずいな」

  「发展？难道你也一样吗，普尔？！」

  「展開、まさか。お前もそうなのプルか？！」

  　

  玛娜莉娜开口的同时，第四个人也低声开口，但内容却触动了普洛的神经。

  マニャーナが声をかけると同時に４人目がボソリと口を開いたが、その内容がプーロの琴線に触った。

  普洛连忙开口，但声音却被警笛声盖过。从刚才就接近的警车终于来到附近。

  慌ててプーロが声をかけるが、けれどその声はサイレンの音にかき消される。先程から近かったパトカーがついにすぐそこまで来たようだ。

  　

  第四个人似乎也察觉到，转身跳上建筑物上方。

  それに気づいたのか、４人目は背を向けて建物の上へと飛び上がる。

  　

  「等一下！！」

  「待って！！」

  「不行，普尔！纯洁力量已经快到达极限了，普尔！没时间跟佩萨说话了……咦？佩萨在哪里，普尔？」

  「ダメプル！　もうピュアパワーが限界が近いプル！　これ以上はペサと話をする時間も……あれ？　ペサはどこプルか？」

  　

  三人环顾四周，但到处都找不到那个小丑男的身影。

  ３人は周りを見渡すが、あの道化男の姿はどこにもない。

  　

  「不见了……看来他逃走了。」

  「いませんね……。どうやら逃げたようです」

  「什么啊，到底发生什么事了？」

  「なんだよ。一体何が起こってるんだよこれ」

  　

  　

  明明没有伤害任何人。

  誰も傷つけずに。

  明明拯救了所有人。

  皆を救えたはずなのに。

  明明保护了想保护的人。

  守りたいものは守れたはずなのに。

  　

  　

  「继续待在这里很不妙，普尔。总之，之后在米莱家集合，普尔。」

  「これ以上ここにいるのはまずいプル。とりあえず後でミライのお家で集まるプル」

  　

  　

  少女们只能像输家一样逃离这里。

  少女たちはまるで敗者のようにただここから逃げ去るしかできなかった。

 
  即使不记得谚语的意思，也能活下去。

  第７話　ことわざの意味は覚えてなくても案外生きていけるもん

  因为一些原因，我只好在飞梦家吃晚餐。

  色々あって飛夢君の家で馳走になってしまう事になってしまった。

  我看着飞梦熟练地做菜，突然想起一件事，于是开口问道：

  なれた手付きで調理を続ける飛夢君を眺めながら、ふと気になっていたことを尋ねることにした。

  　

  「你的身体还好吗？」

  「体の方は大丈夫ですか？」

  「嗯，比待在家里时更有精神。」

  「うん、むしろ家から出るより元気なくらいかな」

  「这样啊。」

  「そうですか」

  　

  在做饭时，最好不要和厨师说话。

  料理中にあまり話しかけるのは危ない。

  所以我只是稍微问一下，就结束了这个话题。

  なので軽く声をかけただけで切り上げておく。

  　

  话虽如此，我其实闲得发慌。除了帮飞梦打杂之外，我什么也做不了。啊，我没办法帮忙做菜。

  といってもこちらは手持ち無沙汰である。やれることなんて飛夢君のまわりをうろちょろするくらいしかできない。あ、手伝うとかはムリですはい。

  　

  我前世独居时，多少会自己下厨，但男生的厨艺大多都很随便，我属于一辈子吃同样的菜也没问题的类型，所以只会做一、两种菜。

  いやね、俺も一応前世で一人暮らししてたときは多少自炊してたんだけど、男の自炊なんて大半は適当なもんで俺の場合一生同じもの食っても問題ないタイプだったんでまじで１、２種類くらいしか料理できないのである。

  即使我决定要孝顺父母，自己下厨时，也只会做出咖喱或培根蛋酱乌冬面这两种选择，所以父母禁止我进厨房。乌冬面很好吃吧！为什么啊！

  親孝行すると決めた今にしても俺が自炊すると一生カレーうどんかカルボナーラ風うどんかの２択しか出てこないのでキッチン出入り禁止にされてしまったくらいである。うどんおいしいだろ！なんでだよ！

  　

  「那、那那同学，你这样看我……」

  「な、ナダさん。その、そんなに見られると」

  「我打扰到你了吗？」

  「お邪魔でしたか？」

  「不，完全没有！只是，我只有在家人面前才会像这样做菜，所以有点害羞。」

  「いや全然！　ただね、こうやって人前で料理するのって家族くらいだから。ちょっと恥ずかしくて」

  　

  的确，被其他人看到我玩游戏也会觉得很难为情。应该跟那是一样的感觉吧。

  確かに俺もゲームプレイを人から見られるのは恥ずかしい。それと同じことだろう。

  　

  不过她还真熟练啊。能娶到这种老婆的女人想必很幸福吧。

  しかし手慣れておるな。こやつを婿にできた女はさぞ幸せものであろう。

  毕竟我在前世也不是没有结婚意愿，也为此存过钱。以销售点来说，我是不是应该再多学一点料理呢？不过反正已经没关系了，所以就算了。

  前世では結婚願望なきにしもあらずだったからなあ。そのための貯金とかもしてたし。セールスポイントとしてもうちょっと俺も料理勉強しておくべきだったか。まあもう関係ないからいいや。

  　

  「话说回来，晚餐要怎么办？现在开始煮饭的话，会花上不少时间。」

  「そういえば、ご飯はどうします？　今から炊くとなるとそれなりに時間かかりますが」

  「啊，那没问题。我在楼下的咖啡店有提供午餐，为了午餐煮了很多饭，我会去那边分一些过来。」

  「あ、それは大丈夫。下のカフェでランチ提供してるんだけど、それ用に沢山炊いてあるんだ。そっちから分けてもらうから」

  　

  这就是老家是餐饮店的好处之一啊。毕竟我一个人住的时候，因为懒得用煮饭锅，所以完全没用过。

  実家が飲食店であることの利点の１つってやつだなあ。まじで一人暮らしの時炊飯器面倒くさすぎて全然使ってなかったし俺。

  　

  「既然如此，就由我去拿吧。」

  「でしたらわたくしがもらってきましょうか」

  「那就拜托你了。只要跟爷爷说一声，我想他就会告诉你了。」

  「それじゃ、お願いしちゃおうかな。お爺ちゃんに言えば教えてくれると思うから」

  「我知道了，我这就去。」

  「わかりました。いってきますね」

  　

  我走下楼，在咖啡店看到飞梦的祖父与几名客人。大家都一样看着挂在墙上的电视。

  そうして下に降りていくと、カフェでは飛夢の祖父と数人のお客の姿があった。皆一様にして壁にかかっているテレビを見ている。

  我心想是不是有什么有趣的节目，于是先向坐在吧台里的祖父要了晚餐。

  何か面白い番組でも流れているのかと思いながら、まずはご飯をもらおうとカウンターの中にいる祖父に声をかける。

  　

  「不好意思，打扰您了。」

  「お忙しいところすみません」

  「哦，你是飞梦的朋友吧。有什么事吗？」

  「ああ、飛夢の友達だったね。どうしたのかな」

  「飞梦同学说想分一点饭给我。」

  「飛夢君がご飯を分けてほしいと」

  「这样啊。我带你去厨房吧。啊，那里有高低差，小心一点。」

  「そうか。キッチンに案内するよ。あ、そこ段差だから気をつけて」

  「谢谢您。」

  「ありがとうございます」

  　

  我跟着飞梦的祖父来到不像咖啡厅的厨房，看到一台有点大的电锅。

  カフェらしいそこまで本格的ではないキッチンに通されると、少し大き目の炊飯器が目に入る。

  我犹豫着要不要自己盛饭，但飞梦的祖父已经先帮我盛好了，我又无事可做。

  自分でご飯を取るべきか迷っていると、先に飛夢の祖父がご飯を取り分け始めてしまってまたも手持ち無沙汰である。

  　

  继续沉默下去也不是办法，我决定问问他刚才让我在意的事。

  このまま黙っていても間が持たないので、なにか雑談でもと先程気になったことを尋ねることにした。

  　

  「各位刚才都看得很专心呢。」

  「皆さんテレビに夢中でしたね」

  「哦，最近镇上在举办类似英雄电影的英雄秀，因为不知道真面目，所以只要当地媒体拍到，就会像这样在电视上播放。」

  「ああ、ここ最近町でゲリラ的なヒーローショーみたいなのが行われていてね。正体もわかってないんで地元のメディアが見つけ次第ああやってテレビに流しているんだよ」

  「是最近很红的魔法少女吧。」

  「ここ最近噂になっているプルピュアですよね」

  「嗯，听说我们家常客也看过，说她们真的像魔法一样发光、飞行，很厉害呢。」

  「うん。うちの常連も見かけたことがあるらしくてね。本当に魔法みたいに光ったり飛んだりするんだと。すごいもんだ」

  　

  一般市民是这么想的啊。感觉就像看到熟悉的动画幕后，真开心。

  一般市民にはこういう風に思われてるんだなあ。なんか知ってるアニメの舞台裏を見れたような気分で楽しい。

  　

  「哦，你不知道吗？」

  「おや、知らなかったのかい」

  「嗯，因为我家在源代镇。」

  「ええ。わたくしは源代町に家がありますから」

  「你特地从隔壁镇过来啊。你是怎么认识飞梦的？」

  「わざわざ隣町から来てくれたのか。飛夢とは学校で知り合ったのかい？」

  「不是，我们是在偶然的机会下认识的，后来就慢慢变得比较亲近。」

  「いいえ、偶然の出会いがきっかけで、それから親しくさせていただいております」

  「这样啊，我都不知道飞梦有这么漂亮的朋友。」

  「そうかそうか。飛夢にこんな綺麗な友達がいたとは知らなかった」

  「谢谢您。不过飞梦的五官比我还端正，我想一定是因为遗传到老爷子的关系吧。」

  「ありがとうございます。ですが飛夢君のほうがずっと端正な顔立ちをされてますから。きっと御爺様の遺伝なのでしょうね」

  　

  自从聊到我之后，老爷子的心情就变得很好。为什么？而且他时不时地会瞄向墙上的机器。虽然那东西只有小小的红色灯在闪烁，但我不晓得该不该去管它。

  なんか俺の話になってからすごい上機嫌になってるな。なんでだ。それに時々ちらちらと壁についてる機械を見てるし。小さく赤に点滅してるが、あれは何かしなくていいのだろうか。

  老爷子把饭盛到碗里后，我接过碗，道谢之后便再次前往二楼。

  ボウルにご飯をよそい終えた彼からそれを受け取り、礼を言ってからまた２階に向かう。

  　

  一开始明明还那么专心看电视，对朋友却这么有兴趣。嗯嗯，我烦恼着，但想不出答案。

  最初はテレビに夢中だったのになあ。たかだか友達にそこまで興味持つものかなあ。うんうん頭を悩ませるが答えは出ない。

  　

  「我回来了。」

  「ただいま戻りました」

  「欢、欢迎回来。」

  「お、おかえりなさい」

  　

  呃，为什么飞梦的脸又红了？难道是回嘴了吗？

  いやなんでまた顔赤くなってんだ飛夢君。もしやぶり返したか。

  　

  「你脸色不太好，发生什么事了吗？」

  「顔色が良くないようですが、いかがなさいました？」

  「啊，没有。嗯，其实楼下厨房有对楼上的人喊话用的无线电。那个，我担心我爷爷会不会说些奇怪的话，所以……」

  「あ、いや。うん、実は下のキッチンには上の階の人に呼びかけれるように無線機がついてて。その、僕の祖父が変なこと言わないか心配で、その」

  　

  这是偷听吗！

  って盗み聞きかい！

  原来如此，那个红色闪烁的灯光是无线电启动的讯号。哎呀，亲戚聚会时，小孩的话题总是让人坐立难安，这点我也能体会！飞梦同学，你放心吧！

  なるほどあの赤に点滅していたのは無線機が起動しているサインだったらしい。いやまあ親戚の集まりで子供の話題になった時の居た堪れなさは俺にもわかるから！大丈夫だよ飛夢君！

  　

  「爷爷已经发现了哦。」

  「御爺様気づいておられましたよ」

  「呜呜，那倒是没关系。」

  「うぅ、それはそのいいんだけど」

  　

  虽然我带来的饭变成鸡肉饭，但我更在意飞梦同学那比鸡肉饭还要红的脸。啊，果然还是鸡肉饭比较重要。好香哦，肚子好饿！

  今持ってきたご飯がチキンライスになっていくが、俺はもうチキンライスより真っ赤になっている飛夢君の方が気になってるでござる。あ、やっぱチキンライスの方が気になります。いい匂いで腹がやばいぜ！

  　

  「您真的很熟练呢，要不要帮您盛饭？」

  「本当に手慣れてますね。お皿出しましょうか」

  「嗯，我已经盛好了，可以帮我端过来吗？」

  「うん。そこにもう出してあるから持ってきてくれるかな」

  「好的，真的很好闻。」

  「はい。本当にいい香り」

  「因为回家社的活动时间很充裕，我想帮爷爷做点事，结果不知不觉就迷上了。」

  「帰宅部だと時間を持て余すことが多いからね。祖父の手伝いを少しでもしようと思ってたら気づいたらハマっちゃって」

  　

  喂，你这是在讽刺同样是回家社，却不会做菜的我吗？

  おい。それは同じ帰宅部なのに料理のできない俺への当てつけか？

  顺带一提，虽然我不会做菜，但至少会打扫。虽然常被说很懒，但我很常帮忙家里的事！

  ちなみに料理はできないけど掃除とかは最低限はできるからな俺。よく隅っこが甘いとか言われたりするけど家の手伝いかなりしてるから俺！

  　

  话说回来，我竟然跟十六岁的孩子比厨艺……我都已经四十岁了……

  てか１６歳の子に張り合ってる俺って……。もうアラフォーなのに……。

  　

  「接下来是鸡蛋，跟昨天一样，可以吗？」

  「次は卵の方なんだけど、昨日のと同じ乗せる方で大丈夫ですか？」

  「好的，没问题。」

  「はい。大丈夫ですよ」

  「……其实，这是美来最近在YouTube上看的视频，她硬要我看的。」

  「……実はこれ、美来が最近はやってるネットの動画で見かけてせがんできたんですよね」

  「啊，果然。其实之前我妹也推荐过我那个视频，所以看到晚餐的照片时，我就觉得该不会是那个。」

  「あぁ、やっぱり。実は以前その動画を妹さんにおすすめされてたので晩御飯の写真を見た時はもしかしてと思っていたんです」

  「很厉害吧。最近这几年，这种有趣的视频变多了，让人吓一跳。」

  「すごいですよね。ここ４、５年でびっくりするくらいこういう面白い動画を見かけることが多くなってきてて」

  「是啊，我也吓了一跳。这种风潮本来应该要再过几年才会流行起来。」

  「ええ、わたくしも本当にびっくりしてます。本来なら後数年先だったはずですしこういうブーム」

  　

  飞梦有点惊讶。

  少し驚いている飛夢君。

  我回想了一下，觉得自己好像说了什么吓人的话，才注意到自己确实说了很惊人的话。

  なんか驚かせるようなこと言ったかなと思い返してみると、ああ、そういえばそうだったと気づく。

  　

  「那个，该不会……娜达小姐是从未来来的吧？你还没报上名字，我就知道你的名字了。」

  「その、もしかしてなんですが、ナダさんって未来から来た人だったりするんですか？　僕の名前を名乗る前から知ってましたし」

  「……嗯，差不多是这样吧。我是从十几年后的不同未来来的。」

  「……まあ、だいたいそんな感じですかね。十数年くらい先の違う未来から来てますね」

  「好厉害……果然跟我这种人完全不一样。」

  「すごいな……。やっぱり僕なんかとは全然違う」

  　

  难得是朋友，我才会把没对任何人说过的秘密告诉他，他干嘛露出那种阴沉的表情啊。

  せっかく友達だから誰にも言ったことのない秘密を教えたというのに、なんだその暗い表情は。

  　

  不过，要是他问我在未来发生了什么事，我也很伤脑筋。

  いやまあ、じゃあ未来では何が起こるんですかとか色々聞かれるとこっちも困るのだが。

  毕竟这个世界和前世相比，就连围绕在我身边的环境都截然不同。相同的东西真的只有父母而已。

  だってこの世界と前世とで俺を取り巻く環境ですらもかなり違ったものになってるし。同じものはまじで両親くらいやぞ。

  　

  只有我是孤家寡人这点没变！不对，拜托这点也改变一下。

  後ボッチであることだけだな！　いや、そこは変わってくれよ。

  　

  再这样下去只会让气氛变得尴尬，于是我决定先对他耍个诈。反正这点程度的事情就算拆穿也无所谓吧。

  このままだと微妙な空気になるだけなので、とりあえず彼に１つだけズルしてしまう事にする。別にこれくらいバラしても構わんやろ。

  　

  「我就说一件未来发生的事吧。」

  「１つだけ未来で起こったことを言いましょうか」

  「这、这样好吗？」

  「だ、大丈夫なんですかそれ」

  「没问题。我向你保证。如果我说错了，要我把一切都献给你也无所谓。」

  「大丈夫です。保証しますよ。間違ってたらわたくしの全てを差し上げても構いませんから」

  「咦咦？！」

  「えぇ？！」

  　

  啊，鸡蛋打翻了。

  あ、卵がグチャッた。

  看来我刚才的发言实在太过夸张，害他吓了一跳。我应该要反省。

  さすがにオーバーな言い回しすぎたか。驚かせてしまって反省。

  　

  「对不起，我没想到你会这么惊讶。」

  「すみません。そんなに驚かれると思ってなくて」

  「啊，没关系。反正还没完全凝固，就让我来这边吧。」

  「あ、いや大丈夫です。まだ固まりきってないんで、こっち僕の方にしましょう」

  「不行，那边是我的。」

  「ダメです。そちらがわたくしので」

  　

  飞梦同学帮我盛好蛋后，把我的蛋先端到餐桌上。这下子我就没办法伸手了！

  盛り付けてもらって俺のを先に食卓に持っていってしまう。これでもう手を出せまい！

  我回到一脸歉疚的飞梦同学身边，继续说道：

  申し訳無さそうにしてるいいヤツな飛夢君の隣に戻ってまた話を続ける。

  　

  「总之，关于未来的事情，因为一些因素，我没办法说出具体的内容。」

  「とりあえずですね。未来の話なんですが、具体的なことはまあ諸事情で言えません」

  「我想也是，毕竟感觉上可以做出各种坏事。」

  「ですよね。色々悪さとかできそうですし」

  「嗯，那也是原因之一。」

  「まあ、それもありますが」

  　

  而且，在现状下，历史已经改变了很多，我根本无从说起。毕竟这里是动画世界，这也是没办法的事。

  それ以上に既に現状で歴史ちょっと変わってる部分多くてなんも言えないんだよなあ。そもそもここがアニメの世界だから仕方ない部分である。

  而且，在出现纯洁派和黑暗派的时候，历史就已经改变了。

  ていうかプルピュアとかインプルとか湧いてる時点で同じ歴史になってるわけないじゃんとか当たり前の話ではあるが。

  　

  「总之，我告诉你一件事吧。」

  「ですから、まあ１つだけお伝えしますね」

  「好、好的。」

  「は、はい」

  　

  ——「飞梦和美来他们在未来都过得很好，非常幸福。」

  ――「飛夢君も美来ちゃん達も皆未来では笑えてました。とても幸せそうでしたよ」

  　

  虽然我没有从头到尾看完《纯洁派少女》，但只有这件事，我记忆犹新。

  『プルピュアトレス』を横目でちゃんと通しで最後まで見たわけではないけれど、これだけは間違いない記憶だ。

  长大之后，我稍微调查了一下作品，发现飞梦和美来他们以特别来宾的身份，在其他作品中频繁出现。

  あの後大人になった時に軽く作品を調べた時に、飛夢君や美来ちゃん達が特別ゲストとして他の作品にちょろちょろ出てるところがあるということを作品解説で知ったからだ。

  　

  我知道，这只是长寿节目常见的明星制度，我也知道他们不是主角，但我知道他们过得很幸福。

  単なる長寿番組よくあるスターシステムであり、彼/彼女自身でないことは俺も理解しているが、彼女達が幸せになったということは十分わかるようなものだった。

  　

  「……真的吗？」

  「……本当ですか？」

  「真的，我骗你干什么。所以，你不用这么自卑。」

  「ええ。間違いありません。ですからそんな卑下なさらないでください」

  　

  我温柔地从呆住的他手中接过平底锅，用另一只手拿起鸡蛋。

  呆けている彼の手から優しくフライパンをとって、もう片方の手で卵を掴む。

  对这种迷惘的孩子，实际示范给他们看，才是大人的职责吧。

  こういう迷っている子供には実際に見せてあげるのが大人としての役目であろう。

  　

  「这是某款游戏里某个很糟糕的上议院议员说过的话，他说不打碎鸡蛋就做不出欧姆蛋。」

  「これはあるゲームでひどい上院議員が言ってた話ではあるのですが、卵を割らなければオムレツは作れないそうです」

  「那是什么意思？」

  「それって、どういう意味なんですか？」

  「天晓得？因为我脑袋不太好。」

  「さあ？　わたくしあまり頭が良くないので」

  「咦、咦咦……」

  「え、えぇ……」

  　

  我第一次单手打蛋，嗯，没想到打得还挺好，连壳都没掉。

  初めて片手で卵を割ってみたが、うん、案外うまいこと割れるじゃないか。殻も入ってない。

  　

  「不过，就是这么回事。到头来，不打破鸡蛋，就不知道能不能做出欧姆蛋。不试试看，不就知道了吗？」

  「でもまあ、そんなものです。結局卵を割ってみないとオムレツができるかどうかはわかりません。どんな時もやってみなきゃわからないものじゃないでしょうか」

  「……不知道该怎么做的时候，该怎么办才好？」

  「……何をすれば良いかもわからないときはどうしたらいいんでしょうか」

  「那料理呢？你刚才说，你最近迷上了料理。」

  「それなら料理はどうでしょうか。今夢中になってるとおっしゃってましたし」

  「这么简单就决定好吗？」

  「そんな簡単に決めてしまってもいいのかな」

  「没关系。而且，简单一点，就算做错了，也能马上改过来，比较灵活。」

  「いいんですよ。むしろそのくらい簡単な方がもし違ったとしても次へと活かせるくらい小回りがききますし」

  　

  说着说着，我的蛋也差不多煎好了。嗯嗯，哎呀，真好吃。

  そんな事を言っているともうそろそろ俺の卵に火が通る。うんうん。いやあうまいもんだ。

  第一次煎蛋就成功了。

  初めてでもできるもんだなあ。

  　

  炒蛋。

  スクランブルエッグ。

  　

  「……话说回来，从这里开始，有办法做出欧姆蛋吗？」

  「……ところで、ここからオムレツができる方法ってありますか？」

  「……太迟了。」

  「……手遅れですね」

  　

  　

  结果——

  結果として――。

  　

  刚才有点散掉的蛋包饭归飞梦同学，炒蛋归我。呜呜。

  先程のちょっと崩れたオムライスが飛夢君のものとなり、スクランブルエッグが俺のものとなった。ぐすん。

  当然，我们之间展开了一场激烈的争夺战，不过我赢了，所以请安心。炒蛋我绝对不会让，不然身为年长者的尊严会荡然无存。啊，拜托别跟我说你连做法都不知道还想做欧姆蛋。

  当然ながら激しい争奪戦があったが、俺が勝者となったので安心してほしい。スクランブルエッグは絶対に譲らん。譲ったらこう、年長者としてのプライドがですね。あ、そもそも作り方も知らないのにオムレツ作ろうとするなって話はしないでいただけると助かります。

  　

  　

  「啊，要开电视吗？」

  「あ、テレビつけますか？」

  　

  可能是注意到我因为炒蛋事件而变得沉默寡言吧。

  食事中、スクランブルエッグ事件でテンションが下がった俺が無口になっていた事に気を使ってくれたのか。

  飞梦同学苦笑着指向餐桌旁的电视。

  飛夢君が苦笑いしながら食卓近くのテレビを指差した。

  　

  这么说来，我刚才好像听说当地媒体在播放普露米嫩少女的情况，说不定能看见她们的英姿。

  そういえばさっき地元のメディアがプルピュアの様子を流していたとかなんとか聞いた。もしかすると彼女達の勇姿を見られるかもしれない。

  　

  「好啊，谢谢。」

  「そうですね。ありがとうございます」

  　

  电视一打开，最先映出的是和楼下相同的频道。该说是地方台吗？画面上出现有点廉价的字幕，播放着模糊的影像。

  テレビがつくと、最初に映ったのが下の階と同じチャンネルだった。ローカル局とでも言えば良いのか、どこか安っぽいテロップと共にブレブレの映像が流れる。

  　

  「是普露米嫩少女……她们好像在车站前战斗呢。」

  「プルピュアだ……。駅前で戦ってるみたいですね」

  「是啊。」

  「そうですね」

  　

  这么说来，他虽然不知道妹妹是纯洁美少女，但像这样看到她的模样，还是认不出来吗？不，应该是认不出来吧。

  そういえば彼は妹がプルピュアであることを知らないけれど、こうして姿を見てもわからないのだろうか。いやわからないのだろうな。

  　

  感觉他的认知受到了阻碍。他应该不认为美来和电视上播放的偶像少女是同一个人。

  こう、認識が阻害されてる感じがする。美来ちゃんとテレビで写ってるマニャーナなる少女が同一人物とは思えないって感じがする。

  我大概是因为知道真相，所以才能无视这种谜一般的超能力吧。

  俺の場合は多分真実を知っているからこういう謎パワーを無視できるのだろう。

  　

  话说回来，他好像陷入苦战了。

  ていうか、結構苦戦してるっぽい。

  既然写着现场直播，就表示他还在战斗吧。而且小丑男也在场。敌人这么多，有点不妙啊。

  生中継って書いてるからまだやってるんだろう。それにピエロ男もいるじゃん。こんだけ敵が多いとちょっとやばいか。

  　

  「……我去去就回。不好意思，把蛋包饭留在这里。」

  「……ちょっといってきますね。すみません。チキンライス残してしまって」

  「没关系！我会收拾的！请加油！」

  「大丈夫ですよ！　僕が片付けておくので！　がんばってください！」

  　

  　

  「我、我会加油。」

  「が、がんばります」

  　

  嗯，老实说，我有点开心。

  うん、不覚にも正直嬉しかった。

  哎呀，能和他成为朋友，或许真的是件好事。

  いやほんと、彼と友達になれたのは良かったかもしれない。

  　

  虽然我一个人也能战斗，但有人像这样在旁边为我加油，心情就是不一样。

  別に１人でも戦えるのではあるが、こうして応援してくれる人がそばにいてくれるっていうのは気分がいい。

  　

  我摊开衣服，以移转世界的意识显现结界。

  衣装を展開してから、世界をずらすような意識で結界を顕現させる。

  人的气息瞬间消失。虽然范围有限，但这个世界里出现了只有我一个人的空间。

  一瞬で消えていく人の気配。一定範囲ではあるが、この世界には俺１人しかいない空間ができあがった。

  　

  「在舞台前方解除结界比较好吧。」

  「現場前で結界解除したほうがいいかな」

  　

  反正印波尔已经出现在现实了。就算把她拖进结界里，或是当场开打，结果应该都差不多吧。

  既にインプルは現実に出てきちゃっている。結界の中に引きずり込んだとしてもその場で戦ったとしても大して変わらないだろう。

  比起把其他纯洁女神拖进结界里吓她们一跳，还是好好打招呼，让她们帮忙比较能让大家接受。

  何より突然他のプルピュア達ごと結界の中に引きずり込んで驚かせるより、しっかりその場で助太刀して挨拶したほうが受け入れてくれそうだし。

  　

  「终于能跟她们打招呼了，太好了。」

  「やっとこさ挨拶できそうでよかった」

  　

  危机时刻赶到的追加战士！嗯，太完美了，完美的登场时机。

  ピンチに駆けつける追加戦士！　うん。完璧だ。完璧な登場タイミングだ。

  虽然我不是故意的，但总算能见到她们了，我跑得更有力了。

  狙った訳では無いがようやく顔合わせできそうで駆ける足に力が入る。

  　

  　

  　

  然后——

  そうして――。

  　

  「——是印波尔！！」

  「――インプルだプル！！」

  　

  她们好像全都对我有敌意。

  なんか全員にめっちゃ敵意向けられた。

  咦咦……

  えぇ……。

 
  第8话本来的意思是成功是伴随着牺牲和危险的。

  第８話　本来の意味は成功には犠牲や危険はつきものというやつ

  坏消息，我迟到了。

  悲報。俺氏、出遅れる。

  　

  时钟台广场上大约还有十几个人，都是被净化后倒在地上的人。

  時計台広場には十数人ほどだろうか。倒れている浄化された人々の姿がある。

  广场中心有3个普美丽雅和吉祥物，还有差不多快记住长相的小丑男。

  そして広場の中心には３人のプルピュアとマスコット。そしてそろそろ顔を覚えてしまった道化師の男。

  　

  也就是说，战斗几乎已经结束，只剩下小丑男。

  つまりはもう戦いは既にほとんど終わっていて、残っているのはピエロ野郎しかいない状況であった。

  　

  就这样放着不管直接回去应该也没问题。在时钟台上占好位置叹气的我，看起来就像在最终决战后全身武器现身，得意洋洋地现身的角色。

  もうこのまま放置して帰っても問題なさそうである。時計台の上に陣取って溜息をつく俺はさながら最終決戦後に全身武器まみれで現れたお調子者に見えることだろう。

  　

  不过，为了以防万一，我还是使用力量寻找附近有没有小恶魔。顺便也确认一下倒在地上的人中，有没有残留小恶魔的力量。

  まあ、それでも念のためと、力を使ってあたりにインプルがいないか探る。ついでに倒れている人々の中にインプルの力が残っていないか覗くくらいはしておこう。

  　

  哦，果然有。在离广场有点远的地方，确实感觉得到。对方像是在观察我一样，从远方投来视线。

  お、一体いた。広場から少し離れたところにだが確かに感じ取れる。こちらを伺うように遠くから視線を送ってきているようだ。

  跟小丑男一样是怪人系吗？我正这么想，突然看见那家伙的力量流了出来。流出方向是倒在地上的一名女性。

  ピエロ野郎と同じ怪人系かな？と思っていると、そいつから突然力が流れたのが見えた。流出先は広場に倒れている１人の女性だ。

  　

  　

  「■■■■！」

  「■■■■！！」

  　

  突然传来声音。

  唐突に声が響く。

  被注入力量的女性发出尖锐的声音。我急忙看向里面，刚才没有的，小恶魔的力量感觉得到。不妙，这样下去会「开花」！

  力を送り込まれた女性が金切り声を上げたのだ。慌てて中を覗くと先程まではなかったはずのインプルの力が感じられる。いやまずい、このままじゃ『開花』する！

  　

  我这才注意到小丑和大家的视线都集中在我身上。应该是那个女人在对我大喊吧。

  気付けばピエロ野郎や皆の視線がこちらに集まっていたのに気づく。あの女性がこちらに向かって叫んだせいだろう。

  　

  总之让怪人行动就糟了，我连忙阻止小丑和另外两个躲起来的家伙。

  とりあえず怪人に動かれるのはまずいと、慌ててピエロ野郎と隠れているやつ２体の動きを阻害する。

  话说回来，小丑果然很难对付！这家伙根本就不是人类！感觉跟其他家伙完全不一样！

  てかやっぱピエロ野郎めっちゃ動かしにくいな！　人間じゃねえだろこいつ！　全然他のやつらと感覚違うぞ！

  　

  我轻松地制伏了其中一人，所以问题大概出在小丑身上吧。就在我这么想的时候，突然间，另一人切断了和小丑的联系！应该说，他把我推了回来！

  もう１体の方は簡単に拘束できたので、多分ピエロ野郎がおかしいのだろう。って、思ってたらもう１体のやつから唐突に繋がりが途切れた？！　というか押し返された！

  第一次遇到这种情况，我吓了一跳。我强行切断了那股试图流入我的力量。那股力量超冰的！鸡皮疙瘩都起来了！

  初めての感覚に驚いてしまう。強引にこちらに流れ込んできそうだった力を無理やり断ち切る。めっちゃひやりとしたぞ！　鳥肌やばい！

  　

  　

  ——「是暗普鲁！」

  ――「インプルだプル！！」

  　

  就在我惊讶的时候，吉祥物大喊一声，我的心脏差点停止！

  驚いているところに叫び声を上げるマスコットでもうこちらの心臓はもちません！

  总之，他们似乎也发现了躲起来的暗普鲁。先跟他们会合，强调我们是同一阵线的人吧。一个人太辛苦了。毕竟我是独行侠。

  とりあえずあいつらも隠れているインプルに気づいたっぽい。まず合流して味方アピールしよう。これ以上は１人じゃ辛いです。ボッチだから。

  　

  我在他们附近降落。

  彼らの近くに着地する俺。

  　

  纯洁普露的三个人似乎都在找我，一定会欢迎我的。

  プルピュアの３人は皆俺のことを探してたらしいから、きっと歓迎してくれることだろう。

  我兴高采烈地抬起头，咦，那是什么绝望的表情？简直就像某作品里主要角色的灵压消失时的表情嘛。

  ウキウキ気分で顔をあげると、え、何その絶望顔。某作品でレギュラーメンバーの霊圧が消えた時みたいな顔するじゃん。

  　

  总、总之先要求说明状况！

  ま、まずは状況説明を求むんだな！

  　

  （这到底是什么状况？）

  （これは一体どういう状況なんでしょうか）

  「这是『你到底是！』……嗯，这种发展很不妙。」

  「これは「あなたは、いったい！」……うん、その展開はまずいな」

  　

  我还没问就被抢先一步插嘴了。而且大家好像都对我抱持敌意。这种发展真的完全出乎我的意料！

  聞く前に爆速で割り込まれたでござる。しかも皆敵意っぽいのがちらほら感じとれるような。その展開はまじで予想してなかったでござる！

  　

  话说为什么小丑也对我露出强烈的敌意啊！旁边还有其他纯洁屁桃吧！仇恨管理也太奇怪了吧！与其说我是坦克，应该说是减益魔法才对吧！

  ていうかなんでピエロ野郎もお前こっちにギラギラ敵意向けてんだよ！　すぐ傍に他のプルピュアもいるだろうが！　ヘイト管理おかしいだろ！　俺タンクっていうよりデバッファーだぞ！

  　

  「发展，难道你也是纯洁吗？」

  「展開、まさか。お前もそうプルか？！」

  　

  吉祥物好像说了什么，但那是什么意思啊！我完全听不懂！先说明一下现状吧！

  マスコット君がなんか言ってるけどそうってなんのことだよ！　どのことかもまじでわからんよ！　まずは現状説明してくれよ！

  　

  由于误会好像已经到达最大，所以我想设法解决，但警车警笛声已经大到吵死人了。继续待在这里实在不妙。要是闹到警察局，搞不好会被问一些职业纯洁屁桃之类的不能说的笔录。

  誤解がフルマックスっぽいのでなんとかしたいが、既にパトカーのサイレン音が耳にうるさいほどに入ってきている。もうこれ以上ここにいるのはまずい。さすがに警察沙汰になってくると職業プルピュアとかネタにならない調書を取られかねない。

  话说回来，小丑那家伙居然先溜了！已经不见踪影了！原本应该还有另一个怪人，连他的气息也渐渐远去！

  ていうか見てみたらピエロ野郎は一抜けしてるじゃん！　もういないじゃん！　隠れていたはずのもう１体の怪人も気配も遠ざかっていくじゃん！

  　

  　

  啊～真是的，我到底是来干嘛的啊？我一边在内心抱怨，一边拔腿就跑。

  あーもう、何のために此処に来たんだ俺は。そう内心愚痴りながら逃げ出す。

  正确来说，我是为了确认另一个怪人的身影才追上去的，这样讲比较正确吧。

  正確にはもう１体の怪人の姿だけでも確認しておきたかったので追いかけたという方が正しいか。

  　

  我在内心对那三个女孩和吉祥物道歉，同时从下方看见怪人缓缓离去的身影。

  遠ざかっていく３人娘とマスコットに心のなかで謝罪をいれながら、ゆっくりと離れていく怪人の姿を眼下に捉える。

  　

  那是个悠然走在街道上，戴着兜帽的高大男子。兜帽底下的头部正不规则地抽动。

  街道を悠々と歩いている、フードを被っている長身の男。なんかフードの頭あたりがピクピクと不規則に動いている。

  这家伙就是刚才那家伙吗？

  こいつがさっきのやつか。

  　

  「……怎么办？」

  「……どうするか」

  「只剩下一个了！第四个！」

  「１人になったな！　４人目ェ！！」

  「什么？」

  「はい？」

  　

  远方传来爆炸声的同时，我的身体也感受到冲击。

  遠くで炸裂音がしたと同時に、体に衝撃が走る。

  　

  　

  我正跑在建筑物上，有东西抓住我的身体，把我摔向地面。可恶，好痛！！痛到叫不出声音！

  建物の上を駆ける俺の体を、何かが捉え地面に叩きつけられた。くっそ痛い！！　痛すぎて声が出ない！

  我还能掌握现状，简直就像奇迹。如果我没有感应到因普鲁的力量，现在早就无法防御，失去意识了。

  現状を把握できてるのが奇跡に近い。まじでインプルの力を感知できる能力がなかったら今のでろくに防御もできずに意識を失っていたところだ。

  　

  凶手维持着把我摔向地面的手臂，把我的身体压在地上，一动也不动。

  下手人は俺を叩きつけた腕をそのままに、俺の体を地面に押さえつけて、動こうとしない。

  不对，是动不了吧。她的感知能力确实还活着。这家伙以足以弄坏自己双脚的速度飞了过来。拜她所赐，我的脚、身体、衣服都破破烂烂的！意思是我和你都破破烂烂不成体统吗？吵死了！

  いや動けないのか。感知能力はしっかり生きている。こいつ自分の足がぶっ壊れるくらいのスピードで吹っ飛んできやがった。おかげで足も体も服もズタボロじゃないか！　俺もお前も襤褸でボロボロですってか？　やかましいわ！

  　

  「啊、咿哦。」

  「ぁ、ぃぉ」

  「终于逮到第四个人了！没想到会这么顺利，真是侥幸！」

  「ようやく捕まえたぞ！　４人目ェ！　まさかこうもうまくいくとは僥倖！！！」

  　

  糟糕，喉咙无法顺利发声！我刚才就在想，我可是减益型角色耶！当然不可能耐打！

  あかん、普通に喉がまともに動かん！　そらさっきも思ってたけど俺デバッファータイプだからね！　耐久力あるわけねえよ当たり前だわ！

  　

  「你记得我的长相吗？第四个人！」

  「私の顔を覚えているか！　４人目！」

  　

  是记得没错啦！但要是无视她，我又会吃痛，所以只转动脖子表示肯定。

  まあ覚えてるけど！　このまま無視してまた痛いの食らうのはごめんなので首だけ動かして肯定する。

  她似乎很满意，笑咪咪地把脸凑过来。你的眼睛很可怕耶！怎么了？有话想说吗？

  気に入ったようだ。にっこり顔で俺に顔を近づけてくる。お前目イッてんぞ！　どしたん？　話きこか？！

  　

  「你到底想做什么……」

  「いったい、どういうつもり、で」

  「你想问我想做什么？」

  「どういうつもりか、だと？」

  　

  我总算能发出声音了。现在大概因为压力，分泌出大量肾上腺素。

  やっとこさ声を出せるくらいになった。今多分ストレスでえっぐい量のアドレナリンが出てる気がする。

  　

  「这种话等一下再说吧。这里有人在看。这种时候，最好带她到不会被任何人打扰的地方吧？」

  「そういう話は後でするとしよう。ここには人目があるからなあ。こういう時は誰にも邪魔されないところに連れ込むのがいいのだろう？」

  　

  我环顾四周，发现我摔下来的地方确实离街道很近。虽然飞扬的尘土让我看不清四周，但从喧嚣声可以知道人潮变多了。

  周りを見れば確かに、俺が叩きつけられた場所は街道近くだ。舞い上がる土埃のせいであたりの様子はわからないが、人気が増えているのは喧騒からよく分かる。

  　

  那么，就移动到结界里吧。

  じゃあまあ、結界に移動するか。

  　

  「首先把你拖进巷子里……喂，你打算做什么？」

  「まずは路地に引きずりこんで……。オイ、どういうつもりだ」

  　

  不是，是你说最好别引人注目的。

  いや、君が人目がない方が良いって言ったんだけども。

  为什么我设下结界，你就发飙啊！

  なんで俺が結界を張ったらキレるんですかねえ！

  　

  「在这种状况下把我拖进结界，你想死吗？」

  「この状況で私を結界に引きずり込むとは、貴様死にたいのか？」

  「你的身体不是也死了吗？请别勉强自己，会伤到身体的。」

  「貴方も死に体ではありませんか。ご無理はなさいませんよう。お体に障りますよ」

  「哼，你连我的力量都不知道吗？看来你没听其他纯洁女神说过。不对，你根本不可能听到。」

  「フン、私の力も知らないのか。他のプルピュアから聞いていないと見える。いや、そもそも聞けるはずもないか」

  　

  我正想问她力量是什么，这家伙的身体就毫发无伤地恢复。这是什么外挂……我也想要……

  力ってなんのことだよって思ったら、何か瞬きしたらこいつの体が無傷に戻っていた。何そのチート……。俺もほしいんだけど……。

  　

  「好了，这样局势就底定了。」

  「さて、これで形勢は決したわけだ」

  「是啊。」

  「そうですね」

  「你还真干脆。我也可以当作你还有计谋哦。」

  「随分と諦めが良いな。まだ策を隠し持っているとも取れるぞ」

  「就算不能正常行动，只要能用招式，我早就用了。请放心。」

  「まともに動くことができなくても使える技があれば、もう使っていますよ。どうぞご安心ください」

  　

  这根本是强人所难嘛。就算想操纵这家伙，感觉也差太多了，只能让动作变迟钝而已。跟其他小鬼差太多了。刚才也想过，这家伙感觉不是人类。

  無理ゲーですね。こいつは操ろうとしてもなんか感覚が違いすぎて動きを鈍らせるくらいしかできないし。他のインプルと全然勝手が違いすぎるんだよね。さっきも思ったけど人間じゃないって感じ。

  　

  嗯？不是人类？

  ん？　人間じゃない？

  　

  「……可以让我试一下吗？」

  「……１つ試してみても構いませんか？」

  「乱来会吃苦头哦！！！」

  「妙なことをすれば痛い目ッ？！！」

  「哦，原来你不是人类啊。」

  「あぁ、人間じゃないのですね。貴方」

  　

  原来如此，单纯只是动作方式不同吗？刚才的怪人是人类变成小鬼，这家伙只是容器而已。

  なるほど。単純な動かし方の違いか。さっきの怪人は人間がインプルになったものだけど、こいつは単なる容れ物でしかないと。

  　

  不用移动人体，而是切换成搬运物品的感觉，瞬间就全部看透了。也明白刚才觉得难以操纵的理由。毕竟跟人类或只是有人类外型的东西完全不同。

  人の体を動かすんじゃなくて物を持ち運びする感覚に切り替えた瞬間、あっさりと全部見えてしまった。あと今まで感じていた動かしづらさの理由もわかった。そら人間と人の形をしてるだけのモノとじゃ全然違うわ。

  嗯，我果然对上小鬼是无敌的。

  うん、やっぱインプルに対しては無敵かもしれん俺。

  　

  「你、你这家伙！」

  「キ、サマァァ！」

  　

  总之先把他轰到后面去。

  とりあえず後ろに吹っ飛んでもらう。

  全身本来就痛得要命，光是被压住就真的很累。

  ただでさえ全身痛みでやばいので、体重をかけられてるだけでもまじでしんどい。

  　

  原本以为站不起来，看来没问题。肾上腺素发挥功效了。我的大脑真了不起。

  立てるかなと思ったけど、そこは大丈夫そう。アドレナリンがいい仕事してる。偉いぞ俺の脳。

  　

  被炸飞的笑口常开先生似乎因为支配权被夺走而大吃一惊。我能够轻易地感受到他内心的情绪。

  吹っ飛んでもらったピエロ君は俺に支配権を奪われたことに驚いているようだ。繋がっている彼の心からわかりやすいくらいにその感情を感じ取れる。

  毕竟他一直以来都因为怪人不太管用而吃尽苦头，现在却突然被出其不意地偷袭，我能够理解他的心情。

  まあ今まで怪人にはあまり通じませんよって散々やってきた奴に突然不意打ちかまされたようなものだからね。気持ちはわかる。

  　

  「你就是为了这个才把我拖下水吗！第四个人！！」

  「このために、私を引きずり込んだのか！　４人目！！」

  「就算你这么说，他应该也不会相信吧。」

  「いいえと言っても、信じて頂けないでしょうね」

  「呼哈哈哈！胡说八道！」

  「フハハハッ！ 戯言を！」

  　

  突然，连接就像断线一样中断了。感觉和刚才的连结到兜帽男的时候完全不同。我好像曾经体验过类似的感觉。

  突然、まるで断線したかのように繋がりが途切れる。さっきのフードの男のときとは全く違う感覚だ。似たような感覚を１度味わった気がする。

  这么说来，在车站和这家伙战斗的时候，他也曾经因为色狼小恶魔而陷入疯狂，当时也有同样的感觉。

  そういえば駅でこいつと戦った時も痴漢インプルの操作に夢中になっていたけれど同じ感覚があった。

  　

  在连结的时候，我稍微窥探了一下这家伙的内心，所以我知道。原来如此，这家伙的能力似乎是把过去的自己直接覆盖在现在的自己身上的力量。话虽如此，因为消耗的力量还是一样，所以他的弱点似乎是体力耗尽。

  繋がっていた間にこいつの中を多少覗いたからわかる。なるほどこいつの能力はつまり過去の自分の肉体をそのまま今の自分に上書きする力らしい。といっても消費した力とかはそのままだからスタミナ切れが弱点みたいだけれど。

  　

  「那么，你打算怎么做？要继续连结下去吗？我是无所谓。」

  「それで、どうします？　このまま続けられますか？　わたくしは構いませんが」

  「……如果不在这里压制住你，我就没有活路了！第四个人，你就陪我一下吧！」

  「……ここで貴様を押さえておかなければ、この私に活路はない！　付き合ってもらうぞ４人目！」

  「这样啊。」

  「そうですか」

  　

  看来对方似乎打算继续打下去。

  どうやらあちらはやる気らしい。

  他再次以我无法辨识的速度朝我飞来。我靠着感应到小恶魔气息的感觉，勉强避开攻击，同时试着将自己的意识灌入他的体内。

  またも俺には認識できないほどの速度でこちらへ飛んでくる。インプルの気配を感じる感覚でなんとかそれを避けながら、自分の意識を彼の中に差し込もうとする。

  　

  　

  ——断线。

  ――断線。

  才刚进入他的体内，就立刻中断了。

  入ってわずか数瞬で途切れた。

  　

  不妙，这样打不赢他。

  やばいわ。これ勝てそうにない。

  刚才的短暂交手让我明白一件事。应该说，我果然还是明白一件事。这家伙跟我最不对盘。

  今の一瞬のやり取りでわかったわ。ていうか流石にわかるわ。こいつ俺との相性最悪だわ。

  　

  　

  我的能力是操纵小恶魔，或是吸取他的力量，或是反过来将力量灌入他的体内。不过以枪械来说，就是双动式。扣下扳机后（将意识灌入小恶魔体内后），扣下扳机才会射出子弹（让小恶魔做出自己想做的事）。

  俺の力はインプルを操ったり力を吸い上げたり逆に突っ込んだりするもの。だがその仕組みは銃で言うとダブルアクションだ。撃鉄を起こしてから(インプルに自分の意識を差し込んでから)、引き金を引くと銃弾が出る(自分のしたいことをインプルにさせる)。

  相对的，这家伙在扣下扳机的阶段，就会强制中断我的动作。而且还是在无准备动作的情况下。

  対してこいつはその撃鉄を起こす段階で、強制的にこちらのアクションと途切れさせる。しかもノーモーションで。

  　

  「唔！」

  「くっ！」

  　

  能躲过第三击真的是奇迹。

  三撃目を避けれたのは本当に奇跡だ。

  我只是在什么都没感觉到之前，反射性地往旁边跳开而已。我本来就不是运动社团的，所以实在跟不上对手的动作。

  まじで何も感じ取る前に咄嗟に横に飛んだのがうまくいっただけである。もともと運動部というわけでもないのでまじで相手の早い動きについていける気がしない。

  　

  我虽然努力扩张感知范围，但在我以视线追踪他的动作之前，他已经跳开了。

  感知をなんとか広げているが、視線でそれを追う前には既に相手が跳んでいる。

  虽然只要别用眼睛追着打就好，但这么做的话，这次又会不知道该躲到什么程度才好，所以只好用这副遍体鳞伤的身体大幅闪躲。

  目で追うのをやめたら良いのだろうが、それをすると今度はどの程度良ければ良いのかわからないのでこのボロボロの体で大きく回避することになる。

  　

  就算分泌了肾上腺素，疼痛当然不会消失，身体的伤势也不会消失。我明白身体随着动作而变得愈来愈迟钝。

  いくらアドレナリンが出ているといっても痛みは当然消えたわけじゃない。体の負傷もなくなったわけじゃない。動くほどに体が鈍っていくのがわかってしまう。

  　

  「怎么了？！」

  「どうしたァ？！」

  　

  砸过来的拳头是第五拳，还是第六拳？

  叩きつけられる拳は五撃目か、六撃目か。

  在拳头要打中我之前又断线了。我必须更快地操作才行。虽然明白，但对手的动作也实在太快了。

  差し込もうとする前にまた断線。もっと早く操作しなければならない。わかってはいるのだけれど相手が動くのも早すぎる。

  在捕捉到意识之前就跳过来，所以闪躲变得马虎——

  意識を捉える前に跳んでくるので回避がおろそかにな――。

  　

  「哈、啊！」

  「は、ぁッ！」

  　

  擦到了。

  かすった。

  正确来说，是情急之下勉强来得及防御，但我根本不知道受身姿势该怎么做，所以被轻轻打飞，失去了平衡。

  正確には咄嗟の防御が間に合ったのだけれど、受身の姿勢なんて俺が知るわけもないので軽く吹っ飛ばされて体制が崩れた。

  　

  倒地的冲击让肾上腺素中断，疼痛又回来了。大概是因为被打中很多次，钝重的疼痛几乎要夺走我的意识。

  倒れた衝撃でアドレナリンが切れてきて、痛みがぶり返してくる。打ち身が多いせいか、鈍く響く痛みに意識が持っていかれそうだ。

  　

  「结束了！！第四个人！」

  「終わりだ！！　４人目！」

  　

  小丑混账打算让我无法再战吗？他跳过来，准备用连是第几拳都忘记的拳头砸我。不过，我已经尽孝，也帮了人，所以已经够了。终于能结束这第二次不必要的战斗。

  俺を再起不能にするつもりなのか、今まさに何撃目かも忘れたその拳を叩きつけようと飛びかかってくるピエロ野郎。まぁでも、それなりに親孝行できたし人助けもできたからもういいか。やっとこのいらない２回目を終えられる。

  　

  我反射性地闭上眼睛，准备承受冲击。

  反射的に目を瞑り、衝撃に備える。

  　

  然而，无论我等多久，拳头都没有打过来。我悄悄睁开眼睛，看见小丑就在眼前。

  けれど待てども待てども拳が届くことがない。そっと、目を開けてみるとそこにはピエロ野郎。

  正确来说，是倒在地上的小丑。应该是体力耗尽了吧。

  正確には、ぶっ倒れているピエロ野郎の姿があった。スタミナ切れ、というやつだろう。

  　

  「……用尽力量了吗？你的燃料消耗得真快。」

  「……力を使い果たしましたか。よほど燃費が悪いのですね」

  「你、你这家伙，竟敢……」

  「だ、まれ。この、私が！」

  　

  要是放着这家伙不管，真的会很不妙。

  こいつはこのままにしておくと本当にまずい。

  要是再发生一次，我肯定会死在这家伙的手上，所以能做的事只有一件。

  次あったら間違いなく俺はこいつに潰されかねないので、流石にやることは１つだろう。

  　

  我触碰正在大吼大叫的这家伙的头，将他的意识拉进我的体内。刚才感受到的连结并没有被切断。

  喚いているこいつの頭に触れて、意識を中に飛ばす。先程まで何度も感じてきた繋がりを断たれる感覚はない。

  接下来只要吸收他的力量，就能处理掉这家伙。

  後は力を全部吸い上げれば、こいつの処理は終わる。

  　

  「我可不能，死在这种地方。」

  「私は、こんなところで、終わるわけには」

  「这样啊，你还想继续活下去啊。我也是哦。」

  「そうですか。未練があるのですね。オレもそうですよ」

  　

  我完全没兴趣。抱着遗憾死去，并不是什么稀奇的事。所以，虽然这么做有点无情，但我还是快点结束这一切吧。

  興味はまったくない。別に未練を抱えたまま死ぬのは珍しいことじゃないだろう。だからまあちょっと無情かもしれないが、さっさと終わらせてやる。

  我随意浏览着这家伙进入我体内的感情与记忆，这时，我看见一个令人在意的东西。

  心の中に入ってくる幾つものこいつの感情や記録を適当に流していると、ふと、気になるものが目に入った。

  　

  「……潜伏型茵芦？全人类茵芦化？和一般型茵芦或改良型茵芦产生共鸣，原本难以发芽的茵芦，在松籁町以外的地方也会随着时间经过，维持人类的外型开花，之后结出果实，将种子散播到周围的人们身上。」

  「……潜伏型インプル？　全人類インプル化だって？　通常型インプルや改良型インプルと共鳴することで、本来はインプルが芽吹きづらい松籟町以外でも時間経過で人の姿のまま開花、その後結実して周囲の人に種子をばらまくって」

  「蒂嘉……我……」

  「ディージャ……、わたしは……」

  　

  手停了下来。

  手が止まる。

  我根本不知道有潜伏型茵芦这种东西。不，说不定我其实知道。我后悔自己之前没有好好看剧情了。

  潜伏型インプルなんて俺は知らない。いや、もしかしたら知ってるかもしれない。まじでちゃんと見てなかったのを後悔した。

  这么说来，在最后的战斗之前，好像有城镇的居民全部变成茵芦的剧情。

  そういえば最後の戦いらへんでなんか町の人がみんなインプルにされちゃうとかなんかそういう展開があった。

  　

  　

  我忽然想起飞梦君的模样。

  ふと、飛夢君の姿を思い出す。

  这么说来，他在原本的故事里曾经变成茵芦。该不会也是潜伏型的……

  そういえば彼は本来のストーリーでは一度インプルになっていた。もしかしてそれも潜伏型の……。

  　

  想再多也没用。追根究柢，现在的发展已经改变太多了。

  考えても仕方ない。そもそも現時点で展開が変わりすぎている。

  尤其是我读取记忆时，发现到没有印象的佛图罗，似乎是最终头目的人物。最终头目知道这家伙是干部，所以我知道，但外表实在差太多了。

  特に見覚えがないのが彼の記憶を読み取った際に知ったフトゥーロなるラスボスらしき人物。ラスボスが知っているのはこいつが幹部だからわかるが、見た目があまりにも違いすぎる。

  我所知道的最终头目，应该是类似茵芦聚合体的模样。就是那种随处可见的最终头目型态。不是那种人的外型。

  俺の知っているラスボスはインプルの固まりみたいな姿形をしていたはずだ。まさにありきたりなラスボスの形である。あんな人の形はしていなかった。

  　

  也就是说，这家伙还没变成最终头目吗？

  つまりまだラスボスになれていないということなのか？

  　

  的确，跟记忆中的那家伙相比，现在的弗托洛看起来就像成长到一半。

  確かに記憶のそれと比べると、今のフトゥーロはまるで成長途中のように見える。

  也就是说，他的力量还不够。

  つまりそれだけ力が足りていないということだ。

  　

  「我的存在妨碍了展开？原本应该得到弗托洛的因普鲁之力，因为某些原因……」

  「どこかでオレの存在が展開を阻害した？　本来フトゥーロ手に入れるはずだったインプルの力が何らかの事情で……」

  　

  这么说来，原作有提到源代町吗？

  そういえば、原作で源代町の話題はあったか？

  　

  没有。应该没有。说起来，顶多只有提到哥哥就读的邻镇学校。

  ない。多分、なかったはずだ。そもそも兄が通っている隣町の学校くらいでしか言及がないはずだ。

  既然如此，在原本的时间轴，源代町的人们被潜伏型因普鲁附身，在不知不觉间变成因普鲁，被弗托洛吸收力量。

  で、あればだ。本来の時間軸では源代町の人々が潜伏型インプルなるものにされて、気づかない内に人の姿のままにインプルにされて、フトゥーロがそれらの力を吸い上げていたとしたら。

  　

  仔细想想，地点和剧情都很吻合。

  よく考えれば場所の都合も話の都合もあっている。

  涌现在车站前的十几名因普鲁，代表他们是来自外地的人。

  駅前に湧いた十数人のインプル。つまり他所から来た人が殆であること。

  被潜伏型附身的飞梦同学就读源代町的学校。但是身为家人的祖父，看起来并没有被因普鲁的种子附身。

  おそらく潜伏型をつけられていた飛夢君は源代町の学校に通っている。けれど家族であるはずの祖父にはインプルの種子がついているような様子はなかった。

  　

  　

  回过神来，比起吸收力量，我比较在意读取记忆。

  気付けば力を吸い上げるより読み取る方に意識を割いていた。

  不过，大概是因为小丑那家伙的力量已经消失，意识渐渐模糊，所有记忆都变得模糊不清。

  けれどピエロ野郎の力が残っていないせいだろう。徐々に薄れていく意識のせいでどの記憶も朧気だ。

  　

  怎么办？这样下去，我父母居住的城镇就危险了。飞梦君被恶梦折磨，身体已经垮了。一想到父母可能因为潜伏型而病倒，我就害怕得发抖。我前世因为一点流行感冒就轻易死掉的事，又闪过脑海。

  どうする。このままだと俺の親が住んでいる町が危ない。飛夢君は悪夢にうなされて体調を崩していた。親がもし潜伏型のせいで体調を崩してしまったらなんて考えると怖気が走る。ちょっとした流行り病であっさりと死んだ俺の前世がフラッシュバックする。

  　

  嗯，不能放过他。我之所以决定要战斗，就是为了不让父母被卷入战斗。

  うん、見逃せるわけがない。そもそも俺が戦うしか無いかと決めたのは親が戦いに巻き込まれないようにするためだ。

  　

  可是，凭我无法阻止潜伏型。

  けれど俺では潜伏型インプルを止めることができない。

  种子阶段能感知的，似乎只有制造出种子的怪人（弗特萝罗），以及同样被制造出来的怪人。

  種子の段階で感知できるのはその種子を作った者(フトゥーロ)から同様に作られた怪人だけらしい。

  　

  也就是说，能发现的实质上只有最后的怪人，也就是眼前的丑角——

  つまり、見つけられるのは実質最後の怪人である目の前のピエロ野郎だけってことで――。

  　

  　

  ——Here we make the mother of all omelettes. Can’t fret over every egg.

  ――Making the mother of all omelettes here(幾つかの卵を割らなければ).Can’t fret over every egg(オムレツは作れない).

  　

  「……佩萨，你愿意助我一臂之力吗？」

  「……ペサ。オレに力を貸すつもりはありませんか」

  　

  只给他能说话的力量。

  喋れるだけの力だけ渡す。

  这是赌注。丑角应该制造出许多受害者。相信敌怪人的复仇心，这不像纯洁的赌注。

  これは賭けだ。多数の被害者を作ってきたはずのピエロ野郎。敵怪人の復讐心を信じるという、プルピュアらしからぬ賭けだ。

  不过这家伙的记忆中，我似乎被当成吉祥物，所以这点小事应该没关系吧。我就做一点吉祥物会做的事。

  だがこいつの記憶では俺はマスコットからインプルと思われてるようだから、別にこのくらいもう良いだろう。インプルらしいことをしてやる。

  　

  「你打算做什么？」

  「どういう、つもりだ」

  「我来协助你复仇。相对地，请告诉我如何连根拔除源代町潜伏型吉祥物的方法。」

  「貴方の復讐の手助けをしましょう。その代わり、源代町の潜伏型インプルを根こそぎ除去する手段をオレに教えてください」

  「什么？」

  「なに？」

  「不好意思，时间不多。请现在当场决定。」

  「申し訳ありませんが、あまり時間がありません。今、この場で決めてください」

  　

  佩萨对我投以试探的视线。

  探るような視線をこちらへ送るペサ。

  经过短暂的沉默后，他开口了。

  わずかな沈黙の後、彼が口を開いた。

  　

  「说吧，说一件事。」

  「ひとつ。きかせろ」

  「什么事？」

  「なんでしょう」

  「你能让怪人复活吗？」

  「お前は怪人を蘇らせられるか」

  「……恐怕不行。就算能填满容器，只有制作者才能将容器本身复原。」

  「……おそらく無理ですね。容れ物の中身を埋めることができても、容れ物そのものが崩れればもとに戻せるのは作り手だけです」

  「这样啊。」

  「そうか」

  　

  佩萨就这样陷入沉默。

  そのままだんまりを決め込むペサ。

  　

  ……再不给我答复，我真的会撑不下去。身体真的很痛。

  ……そろそろお返事貰わないとまじでこっちかなりきついんだけど。まじで体痛いんだけど。

  我会昏倒哦？就这样在马路上昏倒，结界就会解除，我和小丑混账就会暴露在外哦？可以吗？

  意識失うぞ？　このまま往来で気絶してる結界が解けて、俺とぶっ倒れているピエロ野郎が曝け出されることになるぞ？　ええんか？

  　

  「好吧。是我输了。我本来就没有拒绝权。」

  「いいだろう。負けたのはこちらだ。もとより拒否権なんてないだろう」

  「谢谢。」

  「ありがとうございます」

  　

  太好了，我松了一口气。

  良かったと一安心。

  　

  不过，带着怪人到处走的话，会有很多危险。今后他也要一直待在我身边。所以——

  ただまあ、このまま怪人を連れ歩くというのは色々危ない。今後は俺の傍にずっといてもらうわけだし。ということで――。

  　

  「那么，不好意思，我要稍微改造一下。这样下去的话，会非常引人注目。」

  「それでは早速、申し訳ありませんが少しいじらせていただきます。そのままですと非常に人目につきますので」

  「啊？不，你这家伙？！！」

  「は？　いや、貴様なニヲォ？！！」

  　

  　

  　

  「呼。那就拜托你了。请放心，战斗时我会恢复原状的。」

  「ふぅ。それではよろしくお願いしますね。ご安心ください。戦う時は元に戻しますから」

  「……干掉你。」

  「……ころしてくれ」

  　

  既然不是人类，想怎么改变外表都没问题！

  人間じゃないなら好き勝手見た目変えても問題ないからね！

  总之，小丑混账，给我变成小丑人偶！！

  とりあえずピエロ野郎あらため、ピエロ人形君よろしくな！！

 
  装成邪恶堕落的样子，其实是色情吧?

  第９話　悪堕ち衣装ってだいたいエロいよね　あれなんでだろ

  所谓「因普鲁之力」究竟是什么？

  インプルの力とはなにか。

  　

  『要是没进这间公司，我就不用被那个上司缠上了。』

  『この会社に入りさえしなければあの上司に絡まれずに済んだのに』

  『我明明想看到你们两人幸福的未来，早知道会这么痛苦，当初就不该作梦了。』

  『２人が幸せになる未来が見たかったのにこんな思いをするくらいなら見なければよかった』

  『早知道会这么痛苦，小时候就不该答应结婚。』

  『こんな気持ちになるなら子供の頃の結婚するなんて約束するんじゃなかった』

  『被冤枉又遭人陷害，谁受得了啊。早知道会这样，我今天应该先对这家伙性骚扰。』

  『冤罪でムショにぶち込まれてたまるか。こんなことなら今日はこいつを痴漢しておくんだった』

  『结果还是没做。早知道会这样，当初就不该作梦了。』

  『結局なれなかった。こんなことなら最初から夢なんて見なければよかった』

  　

  　

  「也就是说，因普鲁之力是以后悔或复仇等负面情绪为基础吗？」

  「つまりインプルの力とは後悔や復讐といったものが元になっていると」

  「没错。因普鲁之力是以这种负面能量为根源。据佛图罗所说，被过去束缚的心灵，才是因普鲁种子成长的养分。」

  「そうだ。インプルの力とはそういった負のエネルギーを素としている。フトゥーロがいうには過去に囚われる心こそがインプルの種子が育つ糧になるのだそうだ」

  　

  我们来到一栋大楼，位于源代町闹区的一角。我们占据顶楼，讨论着因普鲁。

  源代町繁華街の一角にたつビル。その屋上に陣取った俺達はインプルについて語り合っていた。

  　

  我和佩萨缔结合作关系后，才过了一个小时。由于我因为诸多因素，没有时间，所以打电话联络飞梦，直接来到源代町。

  俺とペサが協力関係を結んでからまだ１時間しか経ってないが俺が諸事情で時間がなかったため、飛夢君に電話で連絡した上でそのまま源代町に向かった。

  我在路上询问了因普鲁的事，但佩萨坚持只会在无人的地方说话，所以只好移动到这里。

  その道中に俺がインプルについて聞いたのだが、ペサは人気のない場所でしか喋るつもりはないとだんまり決め込んできたので仕方なしに此処に移動したわけだ。

  　

  现在时间已经超过下午三点，再过不久太阳就要下山了。

  既に時刻は１５時を過ぎて、もうしばらくすれば日も傾いてくる頃合いだ。

  我想尽快把事情办完。

  なるべく早く事を済ませておきたい。

  　

  「那些种子是佛图罗种出来的吧？」

  「その種子というのはフトゥーロが作ったものなのですよね」

  「没错。埋种子的时候只要轻轻碰一下就好，但之后能不能发芽就要看每个人的资质了。你刚才看了我的记忆吧？事到如今还需要我说明吗？」

  「そうだ。埋め込むこと自体は軽い接触だけですぐ終わる。だがそこから芽を出すかどうかは個々の素質に頼ることになる。私の記憶を読んだのだろう。今更こんな説明が必要か？」

  「……老实说，我几乎没看进去，根本没看。」

  「……ぶっちゃけてしまいますと、殆どは流していて全然読んでません」

  「别这么得意。」

  「胸を張るな」

  　

  佩萨一脸傻眼。

  呆れているペサ君。

  我也没办法啊！我是那种看长文会跳过的类型！我脑袋不好！

  しゃあないじゃん！　俺は長文は目が滑るタイプなんだよ！　頭悪いんだよ！

  　

  「……那么，为什么松籁町容易发芽呢？如果只看性质，我觉得每个城镇都一样。」

  「……ではなぜ松籟町では芽吹きやすいのでしょうか。この性質だけならどこの町でも変わらないと思いますが」

  「佛图罗说，是因为落差。」

  「フトゥーロ曰く、落差らしい」

  　

  「如果总是抱着负面情绪，就会习惯，变得淡薄。应该说，内心越平稳、越温柔，产生的黑暗就越深。」

  「常に負の感情を抱き続けているものであるとそれに慣れてしまって薄れやすくなる。むしろ穏やかで優しい心を持つものほどより深い闇を作り出せるということだ」

  「我知道了。松籁町的土壤好，是因为那里有很多『好人』吧？」

  「承知しました。松籟町の土壌が良いというのはつまりそういった『良き人々』が多くいるから、ということなのですね」

  　

  的确，虽然我只认识五个美来町的人，但所有人都温柔到令人害怕。

  確かに美来町の人々といっても俺はまだ５人しか知らなけれど、全員が恐ろしいほどに優しい人ばかりだ。

  而且我并不想批评自己居住的源代町，但即使只停留几个小时，也能明显感受到松籁町的治安明显比较好。

  それに俺の住む源代町を悪くいうつもりはないけれど、比べてしまうと松籟町は明らかに治安が良さそうだとたった数時間の滞在でも感じた。

  　

  「那么，为什么源代町也会出现小恶魔呢？我打倒的小恶魔已经将近十个了。」

  「では、どうして源代町でもインプルが出現できたのでしょう。私が倒したインプルは既に１０近くありますが」

  「很简单，只要强行让种子开花就行了。只要注入大量小恶魔的力量，就算种子缺乏养分也能强行发芽，只要再花点时间，甚至能让种子开花。」

  「単純だ。種子を強引に開花させてやればいい。インプルの力を大量に注ぎ込んでやればたとえ種子の栄養が足りなくても無理矢理発芽、更に時間をかければ開花もさせる事が可能なのさ」

  　

  魔杖就像变魔术般从空无一物的地方出现。是过去刺穿我胸口的魔杖。

  手品のように何もないところからステッキが現れる。かつて俺の胸を突き刺したステッキだ。

  佩萨的体型无法接住魔杖，我捡起掉在地上的魔杖。嗯，果然是装饰华丽的魔杖。我喜欢造型更简洁一点的魔杖。

  人形サイズであるペサでは受け取れるわけもなく、地面に転がるそれを拾い上げる。うん、やっぱ装飾華美である。俺はステッキっていうともうちょっとスマートな感じな方が好きだ。

  　

  「这是弗特鲁罗做的魔杖之一，可以操作小恶魔的力量。话虽如此，能做的也只有将力量储存在魔杖中，再注入对方体内而已。」

  「こいつはフトゥーロの作ったものの１つで、インプルの力の操作が可能だ。といってもできることはステッキの中に力を溜め込み、そしてそれを相手に流し込むくらいだがな」

  　

  这么说来，我想起前世的记忆。

  そういえばと、前世の記憶を思い出す。

  在动画中，除了魔杖之外，也有人被玩具枪或棒棒糖等各种各样的东西，里面藏有小恶魔的种子。

  アニメでの話だが、ステッキもそうだが玩具の鉄砲だったり棒付き飴だったり、様々な手段でインプルの種子をつけられた人々が出てきていた。

  　

  「那东西也能用在潜伏型小恶魔身上吗？」

  「そちらは潜伏型インプルにも使用できるのでしょうか？」

  「哼，那当然。潜伏型小恶魔和一般小恶魔的种子不同，具有能凭藉福托罗的意识自由开花的特性。相对地，由于只能使用非常微弱的力量，所以外表和意识都维持人类的状态。

  「フン、当然だ。潜伏型は通常のインプルの種子と違って非常に弱い負のエネルギーでも、フトゥーロの意思で自在に開花できるという特性がある。そのかわりあまりに弱い力しか使えないために姿形は人のままであるし意識もそのままだがな。

  不过，只要注入大量小恶魔的力量，就能无视这个限制。你曾经和一只小恶魔战斗过吧？那只小恶魔明明体型庞大，却明显很弱。」

  しかしその縛りも大量にインプルの力を注げば無視できる。お前も一度戦っただろう。図体はでかいのに明らかに弱いインプルがいたはずだ」

  　

  难道是指那个破坏我性癖的色狼吗？

  もしや俺の性癖をぶち壊してくれたあの痴漢野郎の事だろうか。

  他现在应该正在监狱里服刑吧。他的记忆让我印象深刻，现在仍记忆犹新。虽然他算是替我打开新大门的恩人，但老实说，他的人性实在太差，可以的话，真希望他就这样在监狱里度过一生。

  今頃刑務所に服役しているであろう彼の記憶は非常に印象深く今なお鮮明に思い出せる。新たな扉を開けてくれた恩人とも言えるけれど正直人間性最悪すぎるのでできればそのままムショで一生を終えてほしいものである。

  　

  「接下来才是正题。为了歼灭你希望消灭的潜伏型小恶魔，发芽或开花是不可或缺的。因为尚未发芽的种子无法产生小恶魔的力量。」

  「ここからが本題だ。貴様の望むこの町の潜伏型の殲滅。そのためには発芽、もしくは開花させることが必要不可欠だ。なぜなら発芽していない種子はまだインプルの力を作り出せないからだ」

  「是的。虽然我能感应到小恶魔的力量，但无法感应到种子本身。至少得发芽，否则连种子位于身体何处都不知道。」

  「ええ。私はインプルの力を感知できますが、種子そのものを感知できるわけではない。最低でも発芽していないと大本である種子が体のどこにあるかもわかりません」

  「既然如此，事情就单纯了。」

  「であれば、単純だ」

  　

  唔哇，好邪恶的笑容。这种像人偶一样的模样居然还可爱，正常来说根本就是反派吧。就是反派啦。

  うわ、悪い笑顔。こんな人形みたいな姿でもかわいげなんてどこへやら、普通に悪役にしか見えないわ。悪役だったわ。

  　

  「只要用这根手杖将树果的力量注入其中就行了。这东西具备将力量注入目标所刺位置的机能，无论目标在肉体何处。」

  「このステッキでインプルの力を流し込んでやれば良い。こいつは対象の突き刺した位置は問わず、肉体にある種子に力を流し込む機能が備わっている」

  「请、请等一下。」

  「ちょ、ちょっと待って頂けますか」

  　

  不，这家伙在说什么啊？

  いや、こいつ何いってんの。

  我明明说不想让树果涌出才要他帮忙，结果他居然说要制造树果。大叔完全跟不上我的想法。

  インプル湧かせたくないから協力しろって言ってるのに、インプル作る話してるんだけど。おじさんまるでついていけんぞ。

  　

  「这样一来，就会变成将我的力量注入树果，变成由我制造树果吧？」

  「それだと、オレの力を流し込む事になりますから、オレがインプルを作るっていう流れになりますよね」

  「不就是这样吗？有什么问题吗？」

  「あっているじゃないか。なにか問題あるか？」

  　

  问题可大了！

  問題しかねえよ！

  这家伙到底在说什么啊！

  何いってんだよまじでこいつ！

  　

  要是这么做，树果就会在我眼前涌出……啊啊，原来如此。

  そんなことしたら目の前でインプルが湧いて……、ああ、そういうことか。

  　

  「你发现啦？如果维持现状，你和我都没有手段能除去种子。但如果是开花后的树果就另当别论。你拥有将开花后的树果连同力量连根拔起的力量。」

  「気づいたか。そのままであれば種子を除去できる手段は貴様にも私にもない。だが開花した後のインプルであれば話は別だ。お前には開花後のインプルであればその力を種子ごと根こそぎ奪い取れる力がある」

  「……真的只有这个方法吗？」

  「……本当にこれしか手はありませんか？」

  　

  真希望他别露出苦涩的表情。

  渋い顔になってしまうのも勘弁してほしい。

  　

  我并不是什么好人，但我真的很讨厌伤害别人。如果是被变成小恶魔的人，因为外表不是人类，所以还能勉强说服自己。

  俺は別に善人を気取っている訳では無いが、人を傷つける事が本当に嫌いだ。インプルになった相手であれば見た目は人間じゃないから何とか自分を誤魔化せる。

  怪人也是坏人，既然做了坏事，就应该要稍微吃点苦头。所以还没关系。

  怪人だって悪役なんだから、悪い事したんだし少しくらい痛い目を見るべきだと思うからまだ大丈夫だ。

  　

  可是这次的事情，根本就是自导自演，是硬要让病情还没浮出台面的病人病情恶化，然后再加以治疗。

  けれど今回の話はつまりはマッチポンプだ、まだ病状が表面化してない病人の病気を無理矢理悪化させてから治すという話だ。

  　

  这是错的，是绝对不应该做的事情。

  そんなの間違ってる。どうしようもなく悪いことだ。

  如果还有其他方法，如果有更好的方法，那当然是——

  まだ他に手があるなら、もしまだマシな手があるならそっちのほうが――。

  　

  「没有。」

  「ない」

  　

  「……这样啊。」

  「……そうですか」

  　

  　

  一瞬间，我脑中浮现出父母的脸。

  一瞬、親の顔が浮かんだ。

  　

  还是不要想了吧。反正只有这个方法，也只能做了。

  考えるのはここまでにしよう。どうせこれしかないならやるしかない。

  刚才应该也想过，既然被叫成小恶魔，那就当成小恶魔，好好做吧。

  さっきも思ったはずだ。インプル呼ばわりされたんだから、インプルになったつもりでやってやろうと。

  　

  「你做好觉悟了吗？」

  「覚悟は決まったか」

  「是的，没有问题，我们走吧。」

  「はい。問題ありません。いきましょう」

  「很好，拥有小恶魔之力的人，或是被种下小恶魔之种的人，都具有容易聚集的特性，就像小溪流到大河一样。刚好这栋大楼里有一间房间，聚集了很多人，我们先从这里开始吧。」

  「いいだろう。インプルの力を持つ者や種子を植え付けられた者は集まりやすい性質を持つ。小川が合流していき大河へと流れていくのと同じようにな。ちょうどこのビルに集まっているフロアがある。まずはここから片付けるぞ」

  「知道了，我们走吧。」

  「わかりました。参りましょう」

  　

  我先把拐杖还给佩萨，然后打开通往屋顶的楼梯门，走下楼梯。

  ステッキをペサに一度返してから、屋上から中へと繋がるドアを開けて階段を降りていく。

  我的情绪当然会低落。毕竟我接下来要做坏事。

  テンションは当然だだ下がりである。俺今から悪いことするわけだし。

  　

  走下几层楼后，佩萨叫住我。看来是到这层楼了。

  幾つかの階を降りていくと、ペサに声をかけられた。どうやらこの階らしい。

  我打开门，随便在楼层里走动。虽然被她盯着看，但我不在意。不在意。

  扉を開けて適当にフロアを歩き回る。ジロジロ見られているが気にしなーい。気にしなーい。

  　

  只要摆出一副我待在这里理所当然的表情，就不会被她发现！

  俺ここにいて当然な顔さえしておけば案外バレないもんなんだよ！

  　

  「这位先生，我没看过你，你是小孩子吧？你该不会是迷路了吧？」

  「あなた。見ない顔だけど子供よね？　もしかして迷子なの？」

  　

  啊，不行。被她叫住了。完蛋了。

  あ、だめだ。声かけられた。終わった。

  　

  声音的主人穿着像是上班族的套装……这个萝莉是怎么回事？

  声の主はビジネスウーマンらしいスーツをきた……、なんだこのロリっ子。

  嗯？她脖子上挂着员工证。也就是说她是员工。也就是说你是合法萝莉吗！

  ん？　社員証首にぶら下げてるじゃん。つまり社員かよ。つまり合法ロリかよお前！

  　

  「是、是的。我好像走错地方了……」

  「そ、そうなんです。間違えて入っちゃったみたいで……」

  「哎呀，果然。喂！猪！」

  「あらやっぱり。ちょっと！　豚！」

  「我、我不是猪，我叫布田……请问怎么了吗？」

  「ふ、豚じゃなくて布田ですって……。どうしたんですか」

  「呃，这孩子好像迷路了。我要带她出去，所以希望你可以把这些文件发给所有人～～你看，之前那个案件不是突然冒出很多人吗？」

  「えっと。この子が迷子になっちゃったみたいでね。外に案内してくるから、この書類皆に配っておいてほしいな～って。ほら、例の案件で急に結構な人が出てくることになっちゃったでしょ」

  「我知道了。是假日加班申请单吧。呃，啊！？」

  「わかりました。休日出勤届ですね。って、あぁ！？」

  　

  猪小弟在接过文件的瞬间跌了一跤，布田小弟则拿错了文件。

  書類を受け取った瞬間転んでしまう豚君。間違えた布田君。

  仔细一看，猪小弟的眼睛底下有黑眼圈，看来是睡眠不足。会犯下这种小失误也是没办法的事。

  よく見ると目に隈ができていて、どうやら寝不足みたいだ。凡ミスしてしまうのも仕方のないことだろう。

  他慌慌张张地捡起文件的模样，虽然有一部分是因为他胖胖的，但该怎么说呢，他缓慢的动作让人联想到游乐园里毛茸茸的玩偶，有点可爱。

  慌てて書類を拾っている姿は太っているのもあるのだろうが、なんていうかモチモチっていう擬音がなりそうな遊園地のきぐるみを思わせる緩慢さでちょっと可愛い。

  　

  「哇，好逊哦～♥在小孩子面前出糗，不觉得很难为情吗♥真拿你没办法♥没有我可不行哦♥」

  「うわ、だっさ〜♥　子供の前でミスしちゃうなんてはずかしくないのぉ♥　仕方ないなぁ♥　私がいないとダメなんだからぁ♥」

  　

  哇。

  うわ。

  合法萝莉突然发情了。虽然她一起帮忙捡文件是很体贴，但视线固定在布田小弟身上，呼吸也很紊乱。这家伙是不是不太妙啊？？？

  突然合法ロリが発情しはじめた。一緒に書類を拾ってあげてるのは優しいのだけど、視点は布田君固定だし呼吸も乱れてる。こいつやばいやつでは？？？

  总之，只是看着他们也不好意思，所以我决定一起帮忙捡。

  とりあえず見てるだけなのは流石に悪いので、俺も一緒に拾うことにする。

  　

  「啊，抱歉，让你帮忙。」

  「あ、ごめんね。手伝わせちゃって」

  「对、对不起，都是我的错……」

  「ぼ、僕のせいですみません……」

  「请别在意。毕竟原本就是我搞错才进来的。」

  「お気になさらず。もともとわたくしが間違って入ってきてしまったのが原因ですし」

  　

  在我们说话的期间，文件已经消失在地面上，我手上的文件好像就是全部了。只要把文件交出去就结束了。

  そんな話をしている間に書類はもう床から姿を消していて、後は俺が持っている分で全部っぽい。コレを渡せば終わりかな。

  　

  「这两个家伙都被植入了潜伏型。」

  「こいつら２人とも潜伏型を植えられているぞ」

  「啥？！」

  「はぁ？！」

  「没、没事吧？突然大叫，怎么了？」

  「だ、大丈夫なの？　突然大きな声上げてどうしたの？」

  　

  就在我正要递出文件时，佩萨以只有我听得见的音量，说出令人震惊的情报。

  まさに手渡そうとしたそのタイミングでペサが俺にしか聞こえないような小声で衝撃の情報をぶっ込んできた。

  害我也跟着手忙脚乱，差点连文件都掉在地上。

  おかげで俺まで書類を落としそうになって１人でワチャワチャする羽目になった。

  　

  「要动手就快点。现在人都在，正好方便。」

  「やるならやれ。今なら揃っているのだから都合がいいだろう」

  「顺便问一下，这里还有其他人被种了种子吗？」

  「ちなみに他にもここに種子を植えられている人っていますか」

  「目前只有这层楼的人。」

  「今のところはこの階にいる全員だな」

  「所有人！？」

  「全員！？」

  「你、你到底怎么了？从刚才开始就一直怪怪的。」

  「ちょ、ちょっとあなた。さっきからどうしたのよ」

  「我没事，真的没事。真的很抱歉。」

  「大丈夫です。大丈夫ですから。本当に申し訳ございません」

  　

  也就是说，我必须做出把所有人用魔法杖刺成蜂窝的惨绝人寰行为才行！

  全員にステッキぶっ刺していくとかまじでスプラッタ映画みたいな真似しなきゃダメってことかよ！

  只有两个人还好！所有人！我刺人的时候大家会逃走吧！

  ２人ならまだいいよ！　全員って！　刺していく最中に皆に逃げられるわそんなん！

  　

  正当我这么想时，刚才佩萨收起来的魔法杖又出现在我眼前。

  とか考えてたら目の前にさっきペサが消したはずのステッキが現れる。

  合法萝莉和猪猪小弟也被突然出现的魔法杖吓了一跳。我也吓了一跳。

  合法ロリも豚君も突然現れたステッキに驚いてる。俺も驚いてる。

  　

  我望向佩萨，她对我使了个眼色，要我快点动手。嗯，这下没地方逃了！

  ペサの方を見てみると、はよやれと合図を送っている。うん、逃げ場ねえな！

  　

  「……唉。」

  「……はぁ」

  　

  　

  我展开纯洁服装。

  プルピュアの衣装を展開する。

  同时拿起魔法杖，先放在地上，再转向他们。

  同時にステッキを手に取り、それを一度地面についてから彼らに向き直る。

  　

  「咦，这是什么？魔术吗？」

  「え、何これ。手品？」

  「……咦？我好像在哪里见过这个人……小花快逃！！」

  「……あれ、僕この人、どこかで見覚えが。……花ちゃん逃げて！！」

  　

  布田小弟，抱歉了。

  布田君すまん。

  我以手杖轻戳脸色铁青地大声叫喊的布田小弟的胸口，同时不忘将力量注入其中。

  顔を真っ青にして大声を上げる布田君の胸をステッキで軽くつく。力を流し込む感覚は忘れずに。

  　

  「四郎！你怎么了？！没事吧？！」

  「四郎！　どうしたの？！　大丈夫？！」

  　

  布田小弟突然倒地，痛苦挣扎，柿米小姐见状，担心地跑了过来。

  突然倒れて悶え苦しみ始めた布田のことを心配して駆け寄る柿米さん。

  我也同样轻戳了她的胸口，结果她也跟布田小弟一样倒下了。

  その彼女にも同じように軽くつつくと布田君と同じように倒れた。

  　

  当然，由于引起这么大的骚动，其他上班的社员也全都看了过来。

  当然これだけの騒ぎを起こしたので、他にも出勤している社員の全員から視線が集まる。

  　

  「……咦，这是怎样？杀人？」

  「……え、なんだこれ。殺人？」

  「不妙啊，快报警！」

  「やばいぞ。誰か警察よべ！」

  　

  社员们纷纷慌张地拿出手机，或是逃离现场。

  慌てて携帯を手にしたり、この場から逃げ出したりする社員の皆さん。

  不过抱歉，我已经设下结界，手机打不通，也逃不出去……

  でもごめん。もう結界張ってるから携帯は繋がらないしここからは逃げられないんだ……。

  　

  「叽、啊啊啊■■■■■■！！！」

  「ぎぃ、ぁああ■■■■■■！！！」

  　

  或许是因为有过一次变成小鬼的经验，布田小弟在注入一次力量后，就开花了。

  一度インプルになった経験があったからだろうか。布田君はあの一度の注入で開花までいってしまった。

  我惊讶地心想，原来我看过的小鬼，就是布田小弟变成的啊。被这么一说，我也觉得好像真的是这样，看来我也变得相当无情了。

  見覚えがある豚のインプルの姿に彼があの時のインプルだったのかと驚かされた。そういわれるとそうだったなあと思うあたり俺もかなり非情になっている。

  　

  我一边在心中向冲破天花板般巨大化的布田小弟道歉，一边将意识夹入其中，暂时阻止他的行动。

  天井を突き破らんばかりに巨大化した布田君に心の中で謝罪を送りながら、ひとまず意識を挟み込んで動きを留めておく。

  　

  「佩萨，把所有人都带到这里来。」

  「ペサ。全員ここに連れてきて」

  「好吧。」

  「いいだろう」

  　

  我解除人化，让佩萨恢复成原本的大小。

  人形化を解いてペサを元のサイズに戻す。

  要找出想逃跑的人很费工夫，所以我认为使用能感应种子的佩萨是正确的判断。

  逃げ出そうとした人を探すのは手間なので、種子の感知ができるペサを使うのは正しい判断だと思う。

  　

  明明我正在做坏事，却意外地冷静。应该说，我应该已经自暴自弃了吧。我真的快吐了。果然一点都不冷静。

  本当に、悪い事をしているというのに思いの外冷静だった。というよりはヤケクソになっているんだろう。まじで吐きそう。やっぱ冷静じゃねえわ。

  　

  「四处逃窜只会让痛苦持续更久。我们会努力尽快让你解脱，所以请助我们一臂之力。」

  「逃げ回ると長く苦しむ事になります。なるべく早く楽になるようこちらも努力しますので、お力添えをお願いします」

  「开什么玩笑！」

  「ふざけんな！」

  　

  或许是因为我现在的外表是女人，有个家伙试图用暴力解决。

  俺の今の見た目が女だからだろう。暴力で解決しようとしてきた奴がいた。

  不过，我虽然是个臭杂碎蛞蝓，但再烂也是纯洁无瑕。这点程度就算不躲也不会受伤。我直接让他碰了魔杖，让他迅速睡着。

  だが俺がクソザコナメクジとはいえ腐ってもプルピュアである。この程度は避けなくても傷は負わない。そのままステッキを触れさせてさくっと眠ってもらった。

  　

  「原来如此。只要让他发芽，之后就能接受操控。也就是说，只要让他碰触魔杖就行了。我知道一件好事了。」

  「なるほど。発芽さえさせれば後は操作を受け付けるのですね。つまり触れさせるだけでいいと。良いことを知りました」

  「呜哇啊啊！」

  「うわああ！！」

  　

  有个家伙刚才还缩成一团，现在却突然逃走。

  さっきまで縮こまっていたのに突然逃げ出したやつがいた。

  我隐约觉得应该对魔杖使力，同时试着在地板上踏出脚步。我有预感这么做会比较好。

  なんとなく、ステッキに力を込めながら床をトンとついてみる。そうするのがいいという予感がしたのだ。

  同时，我感觉到某种东西连结起来了。男人就像断电一样当场倒下。他刚才跑得太用力，所以应该很痛吧。真的很抱歉。

  同時に何かが繋がった感じがした。電源が切れたかのようにその場に倒れる男。走った勢いそのままだから痛そう。本当に申し訳ない。

  　

  原来如此。就算不直接以这根手杖戳刺，只要将力量提升到极限，就能将力量透过地面传送到目标身上。佩萨应该不知道这招吧。

  なるほど。このステッキ直接突かなくても、出力さえ思いっきり上げれば地面伝いに標的に力を流し込めるようだ。これはペサも知らないのじゃないだろうか。

  　

  「这样就全部了。」

  「これで全部だ」

  　

  抱着三人的佩萨回来了。

  男女３人を抱えたペサが戻ってきた。

  她随便地把他们扔在地上，让我有点不爽。

  雑に床に転がしおったのでイラッとする。

  　

  「请别这么随便地对待他们，他们是人耶。」

  「あまり雑に扱わないであげてください。彼らは人ですよ」

  「我拒绝。我之所以帮你，并不是为了那些人类。」

  「お断りだ。貴様を手伝ってやっているのは別に人間共のためではない」

  「……看来争论也没用，还是别说了吧。」

  「……口論は無駄みたいですね。やめておきましょうか」

  　

  我维持着烦躁的心情，再次用手杖戳刺地面。

  イライラした気持ちをそのままに、再びステッキで床をトンと突く。

  　

  佩萨吓了一跳。当然会吓到，因为我同时让三个人一口气发芽。多亏于此，我稍微消了点气。

  ペサが驚いている。そらそうだ。同時に３人一気に発芽させたわけだから。おかげで少しは溜飲を下げられた。

  　

  「又用奇怪的招式。」

  「また妙な技を」

  「因为我好像很擅长这种招式。」

  「オレはそういうのが得意みたいですから」

  「啧，快点把种子吸上来。」

  「チッ。さっさと種を吸い上げろ」

  　

  说得也是，我将意识传送到所有倒在地上的人身上，连同种子一起吸取力量。

  それもそうだと倒れている人々全てに意識を差し込んで、種子ごと力を吸い上げる。

  奇怪？明明刚才已经发芽了，除了布田同学以外，其他人的种子都不见了？为什么？

  あれ？　さっきまで発芽してたはずなのに布田君以外の人の種子がどこにもないぞ？　なんでだ？

  　

  　

  ——『找到了。』

  ――『見つけた』

  　

  「……你刚才说了什么吗？」

  「……今なにか言いました？」

  「你在说什么？不对，等等，快躲开！！」

  「なんのことだ？　いやまて、避けろ！！」

  　

  我被佩萨一脚踢飞，撞在墙上。

  ペサに蹴飛ばされる形で壁に叩きつけられる。

  我看到有东西跳到我刚才所在的位置，真的是千钧一发。另外，我的身体似乎还是受伤了。

  その直前に俺のいた場所に何かが跳んできたのが見えた。まさに間一髪というやつだろう。なお俺の体は結局傷ついてる模様。

  　

  「什么人！」

  「何者だ！」

  　

  入侵者没有回应。

  侵入者は何も応えない。

  站在那里的是个女人，感觉跟佩萨和迪加有点像。是个双马尾很明显的成年女性。

  立っていたのは女だった。どこかペサやディージャに似ている雰囲気を出している。ツインテールが特徴的な大人の女だった。

  　

  在从佩萨读取到的记忆中，有跟她重叠的人。是过去帕萨多干部之一，早就被纯洁女神净化，应该已经无法回来的怪人。

  ペサから読み取った記憶の中に、重なる者がいる。かつていたパサードの幹部の１人だ。プルピュアにとっくに浄化されて、帰らぬものとなった筈の怪人だ。

  　

  「……难道是芙尔苏德吗？！」

  「……まさか、フルストラか？！」

  　

  她没有回答，而是「增加了」。从一个人变成两个人，然后爆炸性地增加到四个人、五个人。

  返答はなかった。かわりに彼女は『増えた』。１人から２人へ。そして４人へ５人へと爆発的に増えた。

  她的能力是过去投影，也就是将过去的自己化为实体，直接创造出来的能力。简单来说就是分身能力，只要拥有无限增加的能力，就可以无限增加——

  彼女の能力は過去投影。即ち自身の過去の姿を形にしてそのまま現実に作り出す力。つまりは早い話が分身能力。上限はなく増える力さえあればいくらでも増えられるという能力で――。

  　

  「糟糕，佩萨！！快把倒在地上的大家……」

  「まずい。ペサ！！　倒れている皆さんを」

  「我拒绝！」

  「断る！」

  「好过分！」

  「ひどい！」

  　

  没办法，我只好操作布田，让他赶紧抱起倒在地上的人们。总之先让他们到屋顶上避难吧。

  仕方ない。布田君を操作して倒れている人々を急いで抱えさせる。彼らにはとりあえず屋上に避難しておいてもらおう。

  然后我将力量注入到最大容量。啊，这种紧急时刻，有魔杖就是方便。不用将意识注入，只要决定好对象，只要用魔杖戳向地面，就能将力量注入。

  そしてペサに容量いっぱいまで力を注ぎこむ。あ、こういう急いでる時にステッキがあると便利だ。意識を差し込まなくても対象さえ決めとけばステッキ地面に突くだけで力注げるやん。

  　

  「完全斯特拉。不，应该称为只有容器被再造的失败作（法利亚）才对！没想到居然能再次和你竞争性能！」

  「フルストラ。いや、容れ物だけ再造されただけの失敗作(ファリア)と呼ぶべきか！　まさか貴様と再び性能を競えるとはなあ！」

  「那个！你难道没有要救我的意思吗！」

  「あの！　オレを助ける気とかはありませんか！」

  「给我拖住他们！！」

  「足止めだけしてろ！！」

  「真是过分！！」

  「本当にひどい！！」

  　

  我单手拿着魔杖四处逃窜，同时将意识注入到所有朝我而来的家伙，让他们停止动作或是自相残杀。

  ステッキ片手に逃げ回りながら、こっちに向かってくるやつ片っ端から意識を差し込んで動きを止めたり同士討ちさせたりする俺君。

  话说这家伙的相性也太差了吧！！居然还增加！

  ていうかこいつ相性悪い！！　増えるとか何さ！

  就算将意识注入让他们停止动作或是自爆，在这段期间，又有新的家伙涌出来了！

  意識を差し込んで動き止めたり自爆させても、その間にもう次の１体湧いてるじゃん！

  　

  对、对了！用魔杖同时停止动作不就好了吗！

  そ、そうだ！　ステッキで同時に動き止めれるとかないか？！

  Let's try！！

  レッツトライですわよ！！

  　

  「接、接招吧！」

  「く、くらえー！」

  　

  我君的攻击！ 足技！

  俺君のこうげき！　あしどめ！

  法利亚们被强化了！

  ファリア達は強化された！

  　

  「什么？！动作突然就……嘎哈？！」

  「なんだ？！　唐突に動きが、ガハァ？！」

  「……我就说吧。他说过，只要注入力量就好。」

  「……ですよね。言ってたもん。力を注ぐだけって」

  「你、你到底是敌人还是自己人！」

  「き、貴様は敵なのか味方なのかどっちなのだ！」

  　

  幸好我只注入了一点点力量。

  気持ち抑えめにしか力を入れてなくてよかった。

  我变得比刚才更敏捷，在身体之间来回穿梭。话说这里也太窄了吧！到底增加了几个人啊！已经有十个人了吧！

  さっきより機敏になりおった分身体から逃げ回る俺。ていうか狭いって！　もう何人増えてんだよ！　１０人はいってるだろ！

  　

  「这孩子太强了吧！！根本就是最强吧！！」

  「強すぎでしょうこの子！！　最強じゃないですか！！」

  「最强的是我！」

  「最強はこの私だ！」

  「那就快点打倒我啊！！快来救我啊！！」

  「なら早く倒してください！！　助けてください！！」

  「这家伙愈是制造分身，力量消耗就愈快！撑到体力耗尽为止！我很忙！」

  「こいつは分身を出しているほど力の消費が激しくなる！　スタミナ切れまで耐えろ！　私は忙しい！」

  「真的很过分耶！」

  「本当にすごくひどい！」

  　

  佩萨确实一只一只地解决，但每只分身似乎都完全不是佩萨的对手。

  実際ペサは１体ずつぶちのめしているが、個々はペサに全く及ばないようだ。

  佩萨轻松地应付五、六只分身，但分身反而被佩萨痛击，被消灭了。不过分身又立刻增加。是某种计划性分身吗？

  ５、６体ほどでかかっているが余裕でペサにあしらわれ、むしろ手痛い反撃を食らって消し飛ばされている。でも速攻でまた増えてる。プラナリアかなにかです？

  　

  啊，是我吗？

  あ、俺ですか？

  讨厌啦，我根本不知道该怎么打人，除了逃跑以外，我什么也办不到。完蛋了。

  やだなあ、そもそも人の殴り方も知らないんですよ俺。逃げる以外できないに決まってるじゃないですか。終わりだよ。

  　

  「可恶，那应该是最古老的分身！只要净化那家伙，就能瞬间解决！」

  「ええい、それならどれかが最も過去の分身のはずだ！　そいつを浄化するなりすれば一瞬で片がつく！」

  「最古老的分身吗！我怎么可能知道啊！！」

  「最も過去の分身ですね！　わかるわけないでしょ！！」

  「就是残量最多的家伙！！不想死就快点！！」

  「一番残量が多いやつだ！！　死にたくなければ早くしろ！！」

  　

  没办法，只好从绊住敌人改为吸取。话虽如此，如果敌人没有因此变弱，吸取的效率可是相当差！而且敌人还会抵抗！

  仕方ないので足止めから吸い上げに切り替える。といっても吸い上げは割りと敵が弱っていないとかなり効率悪いのよね！　抵抗されちゃうというか！

  拜优先吸取所赐，法利亚兴奋得像个笨蛋。我努力闪躲争先恐后扑过来的大量法利亚。躲得好！

  吸い上げ優先にしたおかげでファリアが馬鹿みたいにはしゃいでおる。我先にと襲いかかってくる大量のファリア共から頑張って逃げ回る俺。避けて偉い！

  　

  然后我很好奇，在吸取的过程中流入的记忆，坦白说就像纸片一样，内容真的空无一物。应该说这些家伙全都像刚刚才创造出来的一样！

  そして気になったんだけど吸い上げの最中に流れ込んでくる記憶とかがぶっちゃけ紙切れというか、まじで中身が欠片もない。というか今さっき作られたばっかみたいな感じじゃんこいつら全部！！

  　

  「佩萨！身体借我一下！」

  「ペサ！　体借ります！」

  「啊？！你想做什么？！！」

  「は？！　貴様なにをするつもりダァ？！！」

  　

  佩萨特急突然飞了出去。目的地当然是力量残余量最多的法利亚本体（过去体）！

  突然吹っ飛ぶペサ特急。行先は当然最も力の残量が多かったファリアの本体(過去体)！

  参考某动画，我刚才想出的必杀技！

  某アニメを参考にして今編み出した必殺技！

  拿去命名吧，交通事故攻击！！

  名付けて交通事故アタックいってこい！！

  　

  「■■■■？！！」

  「■■■■？！！」

  　

  可怜的弗尔斯特拉・法利亚爆炸四散！就这样把力量全部吸光，结束吧！

  哀れフルストラ・ファリアは爆発四散！　このまま力を全部吸い上げて終わりだぜ！

  怎么回事？我第一次觉得有好好战斗过！而且还用了必杀技！

  なんだろう。初めてちゃんと戦った気がするぞ俺！　必殺技も使ったし！

  　

  从身体消失的程度看来，似乎大获全胜。告一段落，松了口气。

  消えていく分身体を見るに、大当たりだったようだ。一段落ついてホッとする。

  　

  「……喂，你做得很好嘛。」

  「……おい。貴様良くもやってくれたな」

  　

  大概是因为将大半力量转换成喷射火箭的能量吧，佩萨又变回节能模式，也就是人偶。看着他，我忍不住笑了出来。

  力を大半ロケット噴射のエネルギーに変えたせいだろう。省エネモードとでもいうべき手乗り人形に戻ってしまったペサ君をみて少し笑える。

  　

  「非常抱歉，因为别无他法。」

  「申し訳ありません。他に手立てがなかったもので」

  「我会让你后悔做出这种事的，给我记住。」

  「この私をこのような目に合わせた事を後悔させてやる。覚えておくが良い」

  　

  我安抚着不停抱怨的佩萨，同时朝屋顶吸取布田的力量。

  恨みつらみをブツブツと言い続けるペサをなだめつつ、屋上に向かって今度こそ布田君から力を吸い上げる。

  很好，布田身上确实有种子，而且也回收了，暂时可以放心。

  よし、布田君にはちゃんと種子はあった。回収もできたし一安心。

  　

  　

  「其他人身上也有种子吗？」

  「他の人から種子の反応はありますか？」

  「没有，是你吸走的吧？」

  「ないな。貴様が吸い上げたのだろう？」

  「不，在我吸走之前，除了我这边以外，所有人的种子都消失了。」

  「いえ、オレが吸い上げる直前に何故かこちらの方を除いた全ての方の種子が消えていたのですよね」

  　

  佩萨的惊讶表情，今天已经不知道是第几次了。

  今日何度目かのペサの驚愕顔。

  果然连佩萨也不知道吗？

  やっぱりペサもわからないのか。

  　

  「……怎么回事？」

  「……どういうことだ？」

  「我也不知道。我想问一下，佩萨先生是被贬到这里的吧？那你对这里的，也就是源代町的部门应该很熟悉吧？」

  「わかりません。１つ聞きたいのですが、ペサさんはこちらに左遷されてきたのですよね。ならこちらの、つまり源代町にある部署には詳しくないのですか？」

  「不知道。这里的人原本就是被福托洛的力量操纵的人，哪有什么部门。」

  「知らん。そもそも部署などと言ってもフトゥーロの力で操られている人間共しかおらんからなここには」

  「这样啊……」

  「そうですか……」

  　

  只是又多了一个不知道的事情而已。说起来，我根本不知道为什么有人会想实现全人类纯洁化。

  わからないことが１つ増えただけか。そもそも全人類インプル化とかもなんでやりたいのかわからんし。

  　

  虽然有很多事情让我很烦恼，但已经没时间了，今天就先这样吧。

  色々頭を悩ませてしまうが、もう時間がないから一旦今日はここまでにしよう。

  　

  「总之今天就先这样吧。我也有事要办，就用他们的手机先叫救护车吧。」

  「とりあえず今日はこれで切り上げましょうか。オレも用事がありますし。彼らの携帯で救急車だけ呼んでおきますね」

  「我一直很好奇，你说的有事是什么事？你从刚才开始就一直说没时间。」

  「気になっていたのだが、その用事とはなんだ？　先程から何度も時間がないとほざいていたが」

  「说那种话很失礼呢。我真的是有很重要的事情要办。」

  「ほざくって失礼ですね。とても大事な用事があるんですよ」

  　

  我打完电话，消除纯洁派服装后走出大楼，前往某个地方。

  電話を済ませてプルピュア衣装を消してからビルを出て、ある場所へと向かう。

  　

  时间已经接近晚上六点，非常紧迫。要是来不及的话，后果真的不堪设想。

  時刻は既に１８時近く、かなりギリギリである。間に合わなかったら本当に後が怖い。

  对了，也去请佩萨帮忙吧。毕竟快要打烊的时候，她一个人就能应付了。

  そうだ。ペサにも協力してもらうか。閉店ギリギリになると１人１つまでになったりするし。

  　

  「喂，你干嘛突然变回原本的身体？」

  「おい、何故突然体をもとに戻す」

  「别说了。」

  「まあまあ」

  　

  于是我们抵达的地方是——

  そうして俺達がたどり着いた場所は――。

  　

  　

  ——『地下城叔叔的奶酪蛋糕』。

  ――『どくろーおじさんのチーズケーキ』

  　

  　

  「……喂，该不会……」

  「……おい、まさかだが」

  「好了，我们去排队吧。我爸妈叫我买奶酪蛋糕。」

  「ほら並びますよ。親にチーズケーキ頼まれてるんです」

  「你刚才一直说没时间，该不会……」

  「まさかずっと時間がないと言っていたのは」

  「嗯，毕竟我爸妈只吃这里的奶酪蛋糕。」

  「まあ、うちの親ここのチーズケーキしか食べないですし」

  「……蒂嘉，我是不是找错人帮忙了？」

  「……ディージャ、私は、つく相手を間違えたのか？」

  　

  我们拉着一脸疑惑的佩萨，带着两人份的奶酪蛋糕踏上归途。

  謎にうなだれているペサを引っ張って俺達は２ホール分のチーズケーキを手に帰路へと向かうのであった。

  　

  顺带一提，之后我解除变身恢复男儿身，又吓了他们一跳。这么说来，我还没告诉他们呢！

  ちなみに後で変身解除して男に戻ったら更に驚かれました。そういや言ってなかったね！

 
  第10话一点点真的一点点

  第１０話　少しだけ　本当に少しだけ

  ——几天后。

  ――数日後。

  　

  在那之后，我几乎每天都会去各处回收种子。

  あれから毎日のようにあっちこっちで種子の回収をしている。

  每次去回收，都会遇到超恐怖的事，害我最近真的快被吓出病来了。心情就像生病的辣妹，真的快不行了。

  毎回毎回とんでもなく怯えられるのでまじで最近病んでる。気分は病みギャル。もうマヂ無理。

  　

  最近我才发现自己一直在叹气，心情更郁闷了。

  最近気がつけばずっとため息を吐いている気がして更に気が滅入る。

  我实在没有心情在餐厅里吃美食，所以今天的午餐是去福利社买的杯面。

  食堂でうまいものを食べる気分でもなかったので今日の昼飯は行きに買ったコッペパンである。

  难得的午休时间，我却吃着毫无味道的餐点。唉，我的学生生活本来就没什么味道，这点就先不管了。

  せっかくの昼休みなのになんとも味気ない食事だ。いやまあそもそも俺の学生ライフ味気ないのだけどそれは置いといて。

  　

  我随便找张长椅坐下，单手拿着手机，将杯面插进嘴里。

  校庭に設置してあるベンチに適当に座ってスマホ片手にコッペパンを口に突っ込んでいく。

  通知的纪录有五成是美来传来的LINE，剩下五成是订阅的网页漫画和网页新闻。

  通知の履歴は５割が美来ちゃんからのライン。残り５割はお気に入り登録してあるウェブ漫画とウェブニュースのものだ。

  　

  「话说回来，最近太忙了，都没看新闻呢。」

  「そういや最近忙しくてニュース全然見てなかったな」

  　

  我立刻点开新闻，显示的是我事先设定好的附近新闻一览。

  早速開いてみると、設定しておいた近隣ニュース一覧が表示される。

  最上面出现「第四位纯洁女神降临源代町？！」的标题，害我喷出杯面。好脏。

  その一番上には『４人目のプルピュアが源代町に？！』とか出ててコッペパン吹き出した。汚い。

  　

  我连忙确认内容，发现最近因为到处回收种子，我的身影终于被拍成照片了。

  慌てて確認してみれば、どうやら最近あっちこっちで種子の回収してたせいで俺の姿がついに写真で撮られてしまったようだ。

  而且，报道还介绍我是堕落的纯洁女神。我明明穿着黑衣！

  しかも悪堕ちプルピュアだなんだとか紹介されていやがる。そら衣装黒いけど！

  　

  「不过，这应该只是时间的问题吧。」

  「まあ、でも時間の問題だったか」

  　

  既然他现身了，还种了树，会这样也是理所当然。

  姿を晒してインプル作っているわけだし当然だろう。

  虽然他变成树人前后的记忆都模糊不清，无法清楚记得，但多少还是留下了一些印象。

  インプルになった前後の記憶は混濁としてまともに覚えられないそうだけれど、ある程度の印象は心に刻まれてしまう。

  所以，他理所当然地留下了「第四个人就是坏人」的印象。不过，写下来之后，感觉真的会发生呢。

  だから４人目イコール悪人という印象になるのは当たり前の話だ。でもこうして書かれると本当にくるものがあるなぁ。

  　

  「喂，有个家伙带着种子哦。」

  「おい、種子をもっているやつが１人いたぞ」

  「我知道。我大概猜得到是谁。」

  「存じてますよ。オレに心当たりがありますし」

  「那你为什么不行动？」

  「なら何故動かない」

  「……如果是陌生人就算了，我可不想伤害朋友。」

  「……見ず知らずの人ならともかく、友達は傷つけたくないんですよ。オレは」

  　

  我把吸管硬塞进藏在制服口袋里的佩萨嘴里，让它安静下来。

  制服のポケットの中に隠れているペサの口に無理矢理コッペパンを突っ込んで黙らせる。

  虽然不知道这家伙是不是甜食控，但给它吃甜食就会安静下来，真是帮了大忙。

  こいつ甘党なのか知らんけど甘いもの食わせると黙るから助かる。

  　

  话说回来——我望向坐在视线前方的朋友，以及和他一起坐在对面长椅上的飞梦。

  それはそうと――、視線の先にいる友達と一緒に向かいのベンチでだべっている飛夢君を見る。

  　

  他还没发芽吧。从这个距离感觉不到他的树力。不过，如果不像之前那样碰触他，就不知道了。

  発芽はまだしてないのだろう。この距離では彼からはインプルの力は感じ取れない。だがこの前みたいに触れてみないとわからない。

  实际上，他的脸色看起来不太好。他勉强挤出带着阴影的笑容，看起来令人担心。

  実際彼の顔色はあまり良くなさそうだ。どこか影を感じる笑顔が無理しているように見えて心配してしまう。

  　

  「如果身体不舒服，早点回家休息不就好了吗？春鹿还真认真呢。」

  「あんま調子よくないなら早退しちゃえばいいのに、まじめだよなあ春鹿はさ」

  「因为我看过一个老是早退、迟到，暑假被补习地狱折磨的人。能努力的时候就要努力。」

  「早退と遅刻ばかりで夏休み補修地獄だった人を見たからね。頑張れるうちは頑張るよ」

  「你之前也说过这种话吧！你这人！」

  「お前言ったな！　この！」

  　

  ……嗯，真令人羡慕。

  ……うん、羨ましい。

  我也是他的朋友，要是能稍微像他那样用轻松的态度说话就好了。

  俺も友達なんだからもうちょっとああいう砕けた話し方ができたらいいのに。

  不过我每次一靠近飞梦同学，他就会想跟我保持距离。

  でもなんか飛夢君俺が近寄ると距離取ろうとしてくるんだよなあ。

  这就是跟成为朋友才过了几个星期的我，跟已经跟他打好半年交情的同学之间的差距吗？

  これがまだ友達になって数週間しか経ってない俺と半年程度友好を深めている同級生との差か。

  　

  不行不行，我又变得消极起来了。

  いかんいかん。またネガティブになってしまった。

  最近老是遇到讨厌的事，所以我的思考模式变得偏负面。

  ここ最近嫌なことばかりだからどうにもマイナス思考に偏ってしまう。

  　

  「嗯？田中，你在看什么？」

  「ん？　田中ぁ、何みてんの？」

  「哦，这个。PluPluia的网站。第四个人的照片整理得满好的。」

  「ああ、これ。プルピュアのやつ。まとめサイトで４人目の写真が結構まとめられててさ」

  「你有看过田中英雄秀吗？话说这女孩的脸完全看不到嘛。」

  「田中ヒーローショーとか見たっけ？　てかこの子顔全然見えないじゃーん」

  「就是这点好。松籁町好像经常举办那种游击式的英雄秀，听说源代町也有。而且最近才刚举办，大概两三天前吧。」

  「そこが良いんだよ。松籟町でなんかゲリラ的なヒーローショーがよくやってるらしいんだけど、源代町にも出てきたらしいんだよ。しかもまじで最近。２、３日くらい前」

  「不就是那种宅男聚集的展览吗？没什么大不了的吧。」

  「いうてそういうヲタクの集まりのやつでしょ。大したもんじゃないでしょ」

  「不不不，听说这个展览的质量非常高。还有人说这是真的英雄秀。」

  「いやいやいや、これがとんでもなくクオリティ高いらしいのよ。なんだったら本物だなんて言ってる人がいるくらいで」

  　

  知道第四人真实身份的飞梦君，脸上一直挂着苦笑。

  ４人目の正体を知っている飛夢君はずっと苦笑いしておる。

  担心第四人会不会被警察逮捕的我，其实也提心吊胆。就算只有一点点怀疑，我也要道歉！

  ポロリとパラされたりしないか心配していた俺君はぶっちゃけビクビクしていたぞ。わずかでも疑ってすまん！

  　

  「哦～其他还有什么人？哇，怎么这么年轻？」

  「へー。他にはどんな子いんの？　うわ、めっちゃ若くない？」

  「对吧。而且听说还会发光、飞行。最近听说警察也开始行动，让我很在意。尤其是第四人，明明才刚出现，就被说成坏蛋。实际上，也有人被这个人袭击。」

  「だろ。しかもなんか光ったり飛んだりするらしくてな。警察とかも動き始めてるなんて話があってまじで気になってんだよね最近。特に４人目はまだ出てきたばかりなのに悪いやつじゃねとか言われててさ。実際この人に襲われたみたいな話もあって」

  「才没有！！」

  「そんなことないよ！！」

  　

  我吓了一跳。朋友们也吓了一跳。飞梦君，你叫得这么大声吗？

  びっくりした。友達ズもびっくりしておる。そんな大きな声出せたのか飛夢君。

  　

  「什么嘛～春鹿，你喜欢这种的吗？」

  「なんだよー。春鹿、お前こういうのが好きなのかよ」

  「难道说，你身体不舒服，也是因为这个孩子吗？听说有很多人想去松籁，想看纯洁之光。」

  「もしかして体調悪いのもこの子のおっかけ始めたからじゃないだろうな。プルピュア見たくて松籟に行こうとするやつ結構いるみたいだし」

  「不是不是。啊，不对，或许不是。其实我其实喜欢这种的。」

  「違う違う。あ、いや、違わない、かも。僕こういうの実は好きだから」

  「果然！除了我以外，没有同伴，让我很寂寞！」

  「やっぱりか！　俺以外に仲間いなくて寂しかったんだよ！」

  　

  飞梦君又和朋友们嬉闹起来。

  またわいわいと友達とじゃれ合う飛夢君。

  　

  ……嗯～

  ……ふーん。

  　

  　

  「……佩萨，我有事想拜托你。」

  「……ペサ。お願いがあるのですけれど」

  「我拒绝。」

  「断る」

  「黑轮伯伯，明天我会去买。」

  「どくろーおじさん。明日買いに行きますから」

  　

  不，我并没有特别的意思。

  いや、別に深い意味はないのだけれど。

  绝对没有特别的意思。

  決して深い意味はないのだけれどね。

  　

  不过，今天一天就破例一下吧。

  ただまあ、今日くらいはいいじゃないか。

  　

  　

  　

  　

  　

  放学后，我收下佩萨帮我买的东西，以爆速冲进无人的小巷。

  授業が終わって、ペサに頼んでおいたものを受け取って爆速で人気のない路地までダッシュする。

  如果他已经先回去了，那就只能放弃了。

  先に帰られてしまったらその時はその時だ。諦めよう。

  不过，如果和他碰个正着，到时候——

  でももし、彼と鉢合わせできた時は、その時は――。

  　

  「……咦，是娜达同学？」

  「……え、ナダさん？」

  　

  我刻意不去在意聚集在校门前的视线，这时，我看到了我要找的人（飞梦）。

  校門前に集まる視線を意識しないようにしながら立っていると、お目当ての人物(飛夢君)が見えた。

  他似乎正要带着朋友去什么地方。嗯～～虽然这样有点不巧，不过还是问问看好了。

  友達を引き連れてどこかへと向かおうとしている最中のようだ。うーん、都合が悪そうだけれど、聞くだけ聞いてみようかなあ。

  　

  「喂，这位美女是谁啊？我好像没看过你穿这种制服，你是春鹿的朋友吗？」

  「ちょ、誰だよこの美人。あんま見ない制服だけど、春鹿の知り合い？」

  「嗯，算是吧。」

  「まあ、そんなとこ」

  「难道说，是这个人？」

  「もしかして、コレか？」

  「怎怎怎怎么可能呢？！」

  「そそそんなわけないだろ？！」

  　

  我正犹豫要不要上前搭话时，飞梦和他的朋友正一脸笑嘻嘻地打闹着。

  話しかけるか迷っていると、なんか飛夢君と彼のフレンズがニタニタ顔でじゃれあっていた。

  这样更不好上前搭话了，而且他们好像正要去哪里玩，还是回去好了。没错，这样比较好。反正我原本就打算今天也要去找种子。

  ますます話しかけづらいし、このままどこかに遊びに行きそうな雰囲気あるしやっぱり帰ろうかな。そうだ、それがいい。今日も本来の予定では種子探しするはずだったわけだし。

  　

  我决定之后传信息向飞梦道歉，便准备离开校门。

  飛夢君には後で謝罪の一文を送っておこうと決めて、校門から離れようとする。

  但走了几步路后，有人拉住我的手。

  けれど数歩歩いたところで手を引っ張られ止められた。

  　

  「请、请等一下！小奈！」

  「ま、待ってください！　ナダさん！」

  　

  拉住我的人果然是飞梦。

  止めてくれたのはやっぱりというか、飛夢君だった。

  　

  「你、你怎么会在这里？」

  「な、なんでここにいるんですか」

  「那个，我想说只要在这里就能见到你。」

  「その、ここにいけば貴方に会えると思って」

  　

  飞梦突然满脸通红。你每次跟我说话都会脸红吗？

  顔を突然真っ赤にする飛夢君。君なんか俺と話すたびに顔赤くしてない？

  不，这次我也说了不少难为情的话。应该说，我做的事就像突然闯进唯一朋友学校里一样。事到如今，我才觉得难为情。

  いや、俺も結構今回は恥ずかしいこと言ってたわ。というかやってることはボッチが唯一の友達の学校に突然乗り込んできたみたいなもんだし。今更になって恥ずかしくなってくる。

  　

  我也没办法啊！对我来说，他可是我唯一的男性朋友！

  しゃあないじゃん！　俺からすると唯一の男友達だぞ！

  　

  「你是来见我的吗？呃，那你为什么要回去？」

  「僕に会いに来てくれたんですか。えっと、それじゃなんで帰ろうとしてたんですか」

  「哦，因为好像有事情要办。」

  「ああ、それは用事があるみたいでしたから」

  　

  我用眼神看向朋友。什么啊，为什么所有人都躲在校门阴影处偷看我？

  目でお友達の方を見る。なんだ全員なんで校門影に隠れてこっち見てんだよ。

  太明显了。这隐密术有如三明治的河童，太明显了。

  モロバレだぞそれ。サンピースのカッパー並のモロバレ隠密だぞそれ。

  ※三明治的河童……寻找隐藏在世界三大秘宝的海盗们，在大海上旅行的长篇漫画作品。

  ※サンピース……世界に隠された３大秘宝を求めて海賊達が大海を巡り旅する長編漫画作品。

  　

  「只要蕾茵说一声，我随时都有空！真的随时都可以说哦。」

  「レインで言ってくれたら僕はいつでも暇してますから！　本当にいつでも言ってください」

  「那怎么行呢。飞梦也有许多朋友，我独占他太狡猾了。」

  「そういうわけにもいきませんよ。飛夢君にも沢山友達がいますから。わたくしが独占してしまうのはズルいじゃないですか」

  「没那回事！啊，不是，那个，我不是不在乎其他朋友。」

  「そんなことないです！　あ、いや、これはその、他の友達のこととがどうでもいいってわけじゃなくて」

  「……是因为我欠你人情吧。」

  「……わたくしに恩があるからですよね」

  　

  这么说来，是这样没错。

  そういえば、そうだった。

  他愿意和我当朋友，是因为我以纯洁女神的身份守护城镇。差点忘记这点，擅自把他当成朋友的人是我。

  彼が俺と仲良くしてくれているのは俺がプルピュアとして町を守っているからだ。それを忘れかけて勝手に友達だと思いこんでいたのは俺の方だった。

  对飞梦来说，我这种只有认识程度的家伙，却以朋友的身份一再纠缠他，或许让他很困扰。

  飛夢君からすると知り合い程度のやつが何度も友達顔で絡んでくるって感じの、迷惑なことだったのかもしれない。

  　

  不过飞梦应该不会说吧。虽然时间不长，但我明白，这家伙真的是个好人。

  でも飛夢君は言わないのだろう。短い期間だがわかる。こいつは本当に良いやつだから。

  　

  「果然没问题。其实之后我有事，忘了告诉你。」

  「やっぱり、大丈夫です。実はこの後用事があったんです。忘れてました」

  「真的吗？」

  「本当ですか？」

  「真的。」

  「本当ですよ」

  　

  飞梦放开手。我向他轻轻点头致意，再度迈开步伐。

  飛夢君が手を離してくれた。彼に軽く会釈をしてから再び歩き出す。

  这样应该没问题了。追根究柢，我并不想因为和原作角色扯上关系，导致原作崩坏。被朋友关系影响，反而很奇怪。

  コレで良かったはずだ。そもそも原作キャラに関わって原作崩壊を招くことは本意ではなかった。それを友人なんて関係に惹かれてしまっておかしくなっていたのだ。

  这是孤家寡人的失败。今后必须避免。

  ボッチであるがゆえの失敗である。今後はないようにしなければ。

  　

  走了一会儿后，我随便找了个四下无人的小巷子，把藏在包包里的佩萨拉出来。

  しばらく歩いてから、適当なところで人気のない路地に入ってカバンの中に隠れていたペサを引っ張り出す。

  　

  「……这样好吗？」

  「……いいのか？」

  「当然。毕竟是我自己想做这种没意义的事。」

  「当然です。意味のないことをしようとしていたのはわたくしの方ですから」

  「哼。」

  「フン」

  　

  你只有在这种时候对谜团特别温柔。就让你待在胸前口袋当我的吉祥物吧。这样感觉刚刚好，而且吉祥物感也提升了。

  こういう時だけ謎に優しくなるなお前。お礼に胸ポケットにいれてやろう。ちょうどいい感じにジャストフィットでマスコット感もアップだぜ。

  那么，今天要去哪里逛逛呢？或许可以再去一次闹区。反正之后还得去一趟黑轮大叔那里。

  それじゃ、今日はどこを回ろうか。繁華街の方にもう一度足を伸ばすのもありかもしれない。どうせこの後どくろーおじさんにも行かないといけないし。

  　

  那么，今天也要努力做坏事。

  それじゃ今日も、悪いこと頑張るか。

  　

  　

  　

  「请等一下！！」

  「待ってください！！」

  「……咦？」

  「……え」

  　

  我转过头，发现他就在那里。

  振り返ると彼がいた。

  　

  我应该僵了几秒钟。我刚刚才在内心决定，今后要尽量别见到他。

  数秒固まっていたと思う。なるべく今後は会わないようにしようと心の中で決めたばかりなのだ。

  然而他却气喘吁吁地追了过来，我完全没料到。

  それなのにあちらから、あんな息を切らして追いかけてくるとは思ってもなかった。

  　

  「对不起，我事先跟朋友说好了，所以来晚了。」

  「すみません。友達に断りいれてたら、遅くなって」

  「呃，那个，我们并没有约好要见面吧？你怎么会在这里？」

  「えっと、その、別に待ち合わせとかはしていなかったはずですけれど。どうしてこちらに」

  「那是因为……我看到娜达小姐好像很难过。」

  「それは……ナダさんが辛そうだったので」

  　

  看来我脸色不太好。

  顔色があまり良くなかったのは俺もだったらしい。

  这几天我一直在做坏事，所以心情一直不太好，大概都写在脸上了吧。

  そういやここ数日ずっと悪い事をしているせいで気分がずっと悪かった。それが顔に出てしまったのだろう。

  　

  这家伙观察得真仔细，真想称赞她。出社会之后，这肯定能成为她的长处。

  よく見ているなこやつと褒めたくなる。社会に出た時にまじでそれ長所になるぞって。

  不过，现在我希望她别发挥这个长处。

  でもまあ、今はできれば発揮しないでほしかったなそれ。

  　

  「哎，战斗时难免会发生一些事，你别放在心上。」

  「まあ、戦っていると色々ありますから。お気になさらず」

  「我当然会放在心上！」

  「気にしますよ！」

  「你大概是想报恩吧，理由我也知道，但现在不需要。」

  「恩返しというつもりなのでしょう。理由も存じています。ですが今は不要ですから」

  「我不是这个意思。呃，这种时候应该说这种话。」

  「そういうのじゃなくて。えーと、こういう時なんて言えば良いんだ」

  　

  飞梦似乎在烦恼什么。

  なにやら悩んでおる様子の飛夢君。

  看来我的回答不合她的意，真希望她别这样，要是聊太久，我也会有留恋。

  俺の返答が気に食わないらしい。勘弁してほしい。あまり長話をするとこちらも未練が残る。

  　

  「呃，也就是说，虽然也有报恩的成分，但我……不，我并不是这个意思，单纯只是担心你。」

  「ええと、つまりですね。恩とかもあるんですけど、俺は、いや僕はそういうんじゃなくて。単純に貴方が心配なんです」

  「……你真温柔。」

  「……優しいのですね」

  「不是！不是温柔，啊啊，真是的！」

  「違うんです！　優しいとかじゃなくて、あぁ、もう！」

  　

  她突然靠过来，握住我的手，靠得好近。怎么回事？

  突然近寄られて、片手を握られる。凄く近いぞ。なんだなんだ。

  　

  「我是因为是你才担心！因为你对我很重要！」

  「俺は、貴女だから心配なんです！　貴女が大事な人だから！」

  　

  　

  原来如此。

  なるほど。

  　

  原来如此啊？

  なるほどな？

  也就是说，是那个吗？难道是那个吗？

  つまりあれか。もしかしてこれはあれか？

  　

  比那个传说中的朋友更上一层，传说中的那个吗！

  あの伝説に伝わる友達のワンランク上の、あの伝説のあれなんだな！

  　

  「……突然说这种话，应该会给你添麻烦吧。不过，所以我才真的担心你。」

  「……迷惑ですよね。突然こんなこと言って。でも、だから貴女が本当に心配なんです」

  「怎么会添麻烦呢？」

  「迷惑なわけないじゃないですか」

  　

  我原本以为是自己会错意的友情，其实根本不是那样，而是更加美好的东西。

  自分が思い違いだと考えていた友情は決してそんなものじゃなくて、もっと素晴らしいものに変わっていたんだ。

  　

  老实说，我真的很高兴。

  正直に言おう。自分は本当に嬉しいと感じている。

  我从来没有建立过这样的关系。

  こういう関係は一度だって作れたことはなかった。

  　

  　

  前世也是，顶多只有公司的朋友，也就是最低限度的对话，也就是认识的程度。虽然记忆不太清楚，但国小、国中、高中都有稍微打过招呼的熟人。

  前世でも会社の友達というか最低限話す関係、つまり知り合いレベルはある程度いた。記憶はあまり残ってないが小中高も軽く挨拶する程度の知り合いはいた。

  不过，除了家人以外，我从来没有建立过这么深的感情。我一直很向往。

  けれど家族以外にそういう、とても深い関係を作れたことは一度だってなかった。ずっと憧れがあった。

  　

  我用另一只手，握住飞梦的手。

  もう片方の手で、飛夢君の手を握る。

  总觉得，稍微安心了一点。

  なんだか、ちょっとだけ安心する。

  　

  「你说的，该不会是……」

  「それって、もしかして」

  「是的。你对我来说也很重要。所以，我非常高兴。」

  「はい。わたくしも貴方が大事です。だからとても嬉しいです」

  　

  他的脸又红了。

  また、彼の顔が赤く染まっているのがわかる。

  我大概也是，脸有点红吧。

  多分自分もそうだ。少し顔が赤くなっていることだろう。

  　

  不过，这种兴奋感非常舒服。

  けれどこのくらいの高揚感が非常に心地いい。

  我第一次觉得，能活在这辈子真是太好了。

  初めて今世に生きてきて良かったと思えたかもしれないほどに。

  　

  「今后，就请你多多指教了，飞梦。」

  「これから、よろしくお願いしますね。飛夢君」

  「好、好的！」

  「は、はい！」

  　

  「请一直和我当好朋友哦。以『挚友』的身份！」

  「ずっと仲良くしてくださいね。『親友』として！」

  　

  「好的！！！！……咦？」

  「はい！！！！　……え？」

  　

  我得到最佳拍档啦！！！

  ベスト・フレンズゲットだぜ！！！

  　

  「肚子饿了吧？要不要去吃拉面？我之前一直想去那间拉面店，可是都没机会去！」

  「お腹、すいちゃいましたね。ラーメン食べにいきませんか？　わたくしこの前いけなかったラーメン屋ずっと行きたくて！」

  「啊，好的。咦、咦～好的。」

  「あ、はい。え、えー。はい」

  　

  咦，为什么她一脸呆滞？

  あれ、なんで呆けてるんだ。

  　

  难道说，成为好朋友之后，得先做些什么才行吗？我身为好朋友的初学者，不知道这种事！

  もしや親友になったらまずなんかしないとだめなのか。自分親友初心者だからそういうの知らないんだけど！

  如果有手册，请务必告诉我！

  マニュアルとかあるならぜひとも教えてくれたもれ！

  　

  「那个，好朋友吗？」

  「その、親友ですか」

  「对！好朋友哦！……难道说，你不喜欢吗？」

  「ええ！　親友ですよ！　……もしかしてご迷惑でした？」

  「不，我很高兴。很高兴。好的……ｳﾚｼｲﾃﾞｽ。」

  「いや、凄く嬉しいです。嬉しいです。はい。……ｳﾚｼｲﾃﾞｽ」

  　

  　

  　

  顺带一提。

  ちなみに。

  之后一起吃的拉面非常好吃。不过学生很多，有点吵就是了～

  この後一緒に食べたラーメンは凄く美味しかった。ただ学生が多くてうるさかったのがちょっとなー。

  我想和他悠闲地边聊天边吃，所以有点遗憾。

  彼とのんびり雑談しながら食べたかったので、そこはちょっと残念である。

  食记评价是气氛两星！！！

  食べログ評価は雰囲気星２で決まりだな！！！

 
  第11话开始改变的认识开始改变的意识

  第１１話　変わり始めた認識　変わり始めた意識

  「嗯～」

  「んー」

  　

  我遵从家里一定要吃早餐的规定，嚼着老妈做的吐司夹培根蛋，滑着手机，同时感觉到某种视线。

  朝食は必ず食べるという家のルールに従って、おかん作トーストのベーコンエッグ乗せをもぐもぐ食べながらスマホをいじっていると何やら視線を感じる。

  　

  我抬头一看，坐在我正对面的老爸正专心看着电视。

  顔を上げてみると机越しに正面に座っているおとんはテレビの方に夢中だ。

  既然如此，坐在他旁边的老妈又是如何？啊，正好对上眼。看来是罪魁祸首。

  それならとその隣りに座っているおかんのほうはどうだ。あ、ちょうど目があった。下手人はコヤツらしい。

  　

  「干嘛啦？」

  「なんだよ」

  「嗯～」

  「んー」

  　

  她随口应了一声。

  生返事。

  她的视线似乎在寻找什么。

  その視線は何かを探るようだ。

  　

  这么说来，我昨天把几件旧衣服打包借走，在房间里为了决定今天穿什么衣服，而忙着把手机设定成流行服饰，让自己看起来时髦一点。

  そういえばと思い出す。昨日古着を数着まとめて借りて私室で１人、今日来ていく服を決めるためにスマホの流行りの服っぽくなるようにファッションに奔走していたのだ。

  难道被她发现了？除了必要的衣服以外，其他应该都放回原位了才对。不，就算这样，数量还是减少了，说不定还是会被发现。

  もしやそれがバレたのだろうか。ちゃんと必要な衣服以外は全て元のところに戻したはずだが。いやそれでも減ってることには変わりないからバレるかもなぁ。

  　

  我感到尴尬，稍微别开视线。

  バツが悪くなってちょっと目をそらす。

  　

  「喂，你看这边啦。」

  「ちょっと、こっちみてよ」

  　

  她强制我转回来。

  強制的に戻された。

  真是蛮横。不过她确实握有我的把柄，所以我只能乖乖听话。

  横暴でござる。けれど弱みを握られているのは間違いないので命令に素直に従うしかない。

  我为什么会开始扮女装啊……

  なんで女装なんか始めちゃったんだ俺……。

  　

  「嗯，果然。你最近开始注重保养了吧？」

  「うん、やっぱり。あんた最近スキンケアとか始めたでしょ」

  「不，要是有那种钱，我会拿去买游戏和漫画。」

  「いや、そんな金あったらゲームと漫画買うから」

  　

  保养肌肤这种玩意儿，跟我最无缘了。

  スキンケアとか俺君には最も縁遠い存在である。

  　

  前世我一个人住的时候，也曾想过将来家里可能会招待女性，所以买了一些男性用的化妆水或乳液，还曾经有过一段还算注重保养的时期。

  前世で一人暮らししていた時とかは将来的に家に女性を招くこともあるだろうと思っていくつか男性用化粧水やら乳液やら取り揃えたりしてそれなりに気を使っていた時期もあった。

  不过那也只是三分钟热度，没多久就开始偷懒，最后贯彻了生涯处男的我，事到如今不可能突然改变观念，开始注重肌肤保养。

  だがそれも三日坊主であっという間にサボり始め、生涯童貞を貫いた俺。そんな俺が今更精神年齢アラフォーになって肌意識を改めるだなんてありえないわけである。

  　

  「骗人。我之前就在想，你的肌肤和手好像变漂亮了。欸，该不会有什么秘诀吧？既然衣服借我穿，就告诉我嘛。」

  「嘘。この前も思ってたけど、肌とか手とか綺麗になってる気がするのよね。ね、もしかしてなんか秘訣とかあるの？　服貸してあげてるんだから教えなさいよ」

  「嗯？衣服是指什么？」

  「ん？　服ってなんのことだ？」

  「没事！我什么都没做！爸你也别在意！！」

  「なんでもないよ！　なんもしてないし！　父さんも気にしないで！！」

  「既然会害羞，就晚点跟妈妈两个人时偷偷告诉我嘛。」

  「恥ずかしいなら後でお母さんと２人のときにこっそり教えてよね」

  「怎么，我成了局外人吗？」

  「なんだ。僕は仲間はずれかい？」

  　

  事情开始变得复杂了。

  話がややこしくなってきている。

  再这样下去，连老爸都会加入战局，我在家里的地位就会掉到最底层。至少也要跟阿顿同格！

  このままでは親父殿にまで話がいってしまい当家の俺のヒエラルキーが最下位に位置してしまう。せめておとんとは同格でありたいです！

  　

  「真的没事！真的！啊，我要出门了，得去准备一下！！」

  「なんもないから！　本当に！　あ、俺出かけるから準備あるんだった！！」

  　

  我赶紧把饭塞进肚子里，把盘子拿到厨房。

  急いで飯を腹の中に突っ込んで皿をキッチンに持っていく。

  我迅速地洗完澡，把衣服丢进洗衣机，前后只花了一分钟。多亏老爸在买这间房子时，准备了附有洗衣机的厨房。

  さっと水洗いして自動洗浄機に打ち込むまでわずか１分。この家を買う時に自動洗浄機つきのキッチンを用意した親父殿に救われた。

  　

  「别欺负她啦。那个年纪的孩子，有很多事情很难处理哦。」

  「あまりいじめてやるなよ。あの年頃の子は色々難しいんだぞ」

  「咦～可是——」

  「えー、だってねー」

  　

  我尽可能避免与母亲大人对上视线，穿过客厅，来到走廊，冲进二楼的卧室。

  なるたけ視線を合わせないようにリビングを横切り廊下に出てニ階の私室に駆け込む。

  母亲大人到底为什么会突然说那种话啊？我为了让自己亢奋的脑袋冷静下来，在房间里绕来绕去。

  母上殿は本当になんで突然あんな事を言ってきたのか。興奮した頭を何とか落ち着けようと部屋の中をぐるぐる回る。

  　

  　

  关于女装兴趣，老实说，我已经无法否认了。

  女装趣味に関しては正直もう否定できないと思う。

  虽然这么说很丢脸，但我也是男人。既然可以尽情地玩弄可爱的孩子，当然会忍不住想穿各种各样的衣服来享受。

  ぶっちゃけた話だが、俺だって男だ。可愛い子の体を好き放題できるんだから、それはもう好きに色んな服を来て楽しみたいなんて思ってしまう。

  　

  可是，我不能把这件事全部告诉父母。因为我的女装是肉体上变成女人的特殊现象，一切都是靠普路匹雅的力量。

  けれどそれを親にすべて明かす訳にはいかない。だって俺の女装は肉体的にも女になっている特殊なもので、全てはプルピュアの力によるものだ。

  只有普路匹雅的力量，无论如何都不能让他们知道。

  プルピュアの力だけは何があっても彼らにバラす訳にはいかない。

  　

  理由有很多，要是全部说出来，会没完没了。

  理由はいくつもある。上げだすとキリがない。

  而且，要是穿帮的话，虽然我想早点死，却没有自杀的勇气，至少想死得有价值，实现我原本的目的。

  それにもしバレたら、さっさと死にたいけど自殺できる勇気もないからせめて人の役に立って死にたいという俺の本来の目的が叶わない。

  　

  「……算了算了。就算想这些，也已经无法回头了。」

  「……やめやめ。こんな事考えてももう後戻りなんてできるわけでもないし」

  　

  没错。

  そうだ。

  陷入负面思考的时间太浪费了。

  ネガティブ思考に陥っている時間がもったいない。

  　

  今天是学生们引颈期盼的假日，也是我和飞梦约好要一起去玩的日子。

  今日は学生諸君が待ちに待った休日で、飛夢君と改めて遊びに行く約束をした日である。

  我得把平常穿的衣服塞进纸袋里，找个适当的地方变装才行。

  いつもみたいに着ていく服を紙袋に詰めて適当な場所で女になって着替えないと。

  　

  「喂。」

  「おい」

  「什么事？」

  「なんですか？」

  　

  在桌上灵巧地操作电脑的，是穿着小丑服装的佩萨君。

  机の上で器用にパソコンをいじっていたピエロのぬいぐるみことペサ君。

  他看也不看我，只用手指着画面。是要我看吗？

  彼がこちらを見ずに腕だけで画面を指さしている。見ろということだろうか。

  　

  映入眼帘的是戴着兜帽的黑色普利亚。啊，是我嘛。

  目に入ったのはフードを被った黒いプルピュア。あ、俺じゃん。

  　

  「这应该是不久之前吧。」

  「これ多分ちょっと前のやつですね」

  「我想也是。就是那个『第二个法利亚』出现的时候。」

  「だろうな。例の『２体目のファリア』が出たときのものだ」

  「结界被破坏了，被看到也是没办法的事吧。」

  「結界壊されてしまいましたから。さすがに見られても仕方ないでしょう」

  　

  我想起的是第二个法利亚。

  思い起こすのは２体目のファリア。

  　

  他拥有「过去转变」之力，能改变对自己有利的过去。他不断将「攻击被躲开的过去」转换为「攻击命中的过去」，实际上连续使出不可能防御的攻击，相当凶恶。

  自分にとって有利な過去に変える事ができる『過去変転』の力の持ち主だ。『攻撃が躱されたという過去』を『攻撃が当たっていたという過去』に変換し続けてきて、実質的に防御不可能な攻撃を連打してきたのが凶悪だった。

  　

  火力也强得不像话，我记得他一边用能量弹吓我，一边在闹区的大楼上到处奔跑。

  火力もクソ高くてなんだそのエネルギー弾って驚かされながら繁華街のビルの上を駆け回っていたのを覚えている。

  不过对方只有一只，只要进入支配的有效距离，接下来就简单了。佩萨一直发射能量弹，不让我靠近，所以他的体力消耗得很快，对我方有利。

  しかしながら相手は単体だ。支配の有効距離にさえ入れば後は簡単だ。俺が近づけないように常にエネルギー弾放りまくってたおかげでスタミナ切れが早かったのもこちらに有利に働いたのだろう。

  　

  「真的是强敌呢。这场战斗真是白热化，充满矛盾对决的感觉。」

  「本当に強敵でしたよね。まさに矛盾対決といった感じで白熱した戦いでした」

  「哼，他可不是我的敌人。」

  「フン。私の敵ではなかったがな」

  　

  佩萨一直挡在我面前，说「尽管放马过来！」，没有闪躲，全部接下，让我吓了一跳。

  肉壁というか、もういくらでもこいや！って感じで全部避けずに受け止めていったペサ君にはビビりました。

  我趁机靠近，不过途中我就在想，就算没有我操作，这家伙大概也能赢吧。

  そんでその隙に俺が近づいていったのだが、いや多分だけど俺が操作しなくてもこいつ１人で勝ってたよねって途中から思ってたよね。

  　

  不愧是最强干部……不是盖的。

  さすが最強幹部だ……。伊達じゃねえぜ。

  　

  「不过这样一来，就和松籁的纯洁一样，大部分的人都看到我了。别忘了，今后这些垃圾可能会来碍事。」

  「しかしこれで松籟町のプルピュアと同じく、大多数に姿を晒してしまった。今後はこのゴミ共の邪魔が入る可能性があることも忘れるな」

  　

  贴出照片的网站讨论区，有人留言说「源代町和国铁相通，和松籁不一样，可以去哦」、「服装和松籁不一样，太色情了吧？看到绝对要拍照」。

  画像が貼ってあるサイトの掲示板には「松籟町と違って源代町は国鉄も通ってるから行けるわ」とか、「服装松籟町のと違って衣装エロすぎない？見かけたら絶対写真撮るわ」とかいうコメントも寄せられている。

  　

  嗯，老实说，全身女人穿黑丝袜很色情，我很清楚。

  うん、正直全身女で黒タイツはエロいからよく分かる。

  黑色会让女人看起来更美哦。虽然我不知道。

  黒は女を綺麗に見せるんですよ。知らんけど。

  　

  「……只要法利亚不出现，结界方面就不会有问题。那些人到底是什么人，你心里没有底吗？」

  「……ファリアさえ出てこなければ結界の方は問題ないのですが。あれらは一体何者なのか心当たりとかないんですか？」

  「不知道。」

  「知らん」

  「请不要说得这么肯定。帕萨多在这座城镇有分部吧？那里没有干部克隆人之类的情报吗？」

  「そんな断言しないでくださいよ。この町にはパサード社の支部があるんですよね。そこで幹部のクローンとかそういう話はなかったんですか？」

  「我还在的时候没有。错不了。基本上，帕萨多的分部全都是潜伏型小恶魔，只有外表是人类的小恶魔在活动。在做什么，只有操纵那些家伙的佛托尔知道。」

  「私がいた時はなかった。間違いなくな。そもそもパサードの支部は全て潜伏型インプルで人の姿のままインプル化させた人間だけで動いている。何をやっているかは全てそいつらを操っているフトゥーロしか知らん」

  　

  你相信吗？这就是最高干部哦？真的什么都不知道耶！

  信じられるか？　これが最高幹部だぜ？　まじで何も知らんやん！

  不过，最大的原因还是没有人信任佛托尔吧。

  いやまあフトゥーロとかいう奴が誰も信頼してなかったのが一番大きいんだろうけど。

  　

  「只有一件事我可以肯定。」

  「１つだけ言えることがある」

  「什么事？」

  「なんです？」

  　

  「那些家伙，毫无疑问是为了『杀你』而制造的。」

  「奴らは間違いなく、『お前を殺すため』に作られたということだ」

  　

  我想，这应该没错。

  それはまあ、間違いないと思う。

  虽然我还没跟两只交手过，但它们都做了足以让我单独对付时肯定会被干掉的因应措施。

  未だに２体しか相手した訳では無いが、どちらも俺単独では確実にやられていたと思えるほどに対策してきていた。

  　

  被提防到这种地步，战斗狂或许会高兴，但我只是个普通人，会怕得发抖哦！

  それほどまでに警戒されているのは、戦闘狂なら嬉しいとか言うのかもしれないけれど、こちとら一般人である。ビックビクやぞ！

  　

  「今天这场闹剧也该拒绝了。」

  「今日のこのふざけた話も断るべきだ」

  「你是指和飞梦的约定吗？」

  「飛夢君との約束のことですか？」

  「没错。虽然你的事怎样都无所谓，但你要是死了，我也要陪你上路。和不需要外出，而且只会碍手碍脚的人类一起上路，简直是蠢蛋才会做的事。」

  「そうだ。貴様のことなんぞどうでもいいが、貴様が死ねばこの私も道連れだからな。不要な外出、それも足手まといにしかなり得ないであろうただの人間とだぞ。まさに阿呆の所業だ」

  「好过分。」

  「ひどい」

  　

  我感到烦躁，于是抓住佩萨和姆啾的头，硬是塞进包包里。

  イラッとしたのでムンギュとペサの頭を掴んで無理矢理鞄に突っ込む。

  要带走的物品就这些了。

  持っていくものはこれで全部だ。

  　

  我关掉电脑的电源，出门的准备完成了。

  パソコンの電源を切って、出かける準備は完了。

  好了，今天和飞梦要做什么呢？我无法压抑内心的雀跃。

  さて、今日は飛夢君と何をしようかと俺はワクワクを抑えられなかった。

  　

  　

  　

  

  

  　

  　

  ——源代町车站前。

  ――源代町駅前。

  　

  　

  「真的没问题吗？」

  「本当に大丈夫かい？」

  「就说没问题了。哥哥，你很烦耶。而且哥哥不是有娜达姐姐吗！难得约会耶！」

  「大丈夫だってば。しつこいよお兄ちゃん。それにお兄ちゃんはナダお姉さんがいるでしょ！　せっかくのデートなんだから！」

  「就说不是那样了……」

  「だからそういうんじゃないんだって……」

  「又来了～美来的哥哥长得不错，要更有自信一点。」

  「またまたー。美来の兄ちゃん顔は悪くないんだしもっと自信もちなって」

  「我的长相也不错吧？」

  「顔も良いんだよ？」

  「是、是的……对不起。」

  「は、はい……スミマセン」

  　

  飞梦和美来等三人一起来到源代町。

  飛夢は美来達３人と一緒に源代町を訪れていた。

  话虽如此，他们不像上次那样四个人一起闲晃，除了飞梦以外的三人要在这里和飞梦分开，去逛自然公园。

  といっても前回のように４人でうろつくわけではなく、飛夢を除いた３人はここで別れて自然公園を周る予定だ。

  　

  过度保护的哥哥因为要离开三个妹妹，在陌生的城镇里无法放心，所以在约定时间之前，他打算陪妹妹们到她们想去的地方。

  過保護な方である兄は見知らぬ町で３人から目を離すことに不安を抱いており、約束の時間までまだ余裕があるため行けるところまで付き添おうとしていた。

  　

  但是妹妹们并不希望哥哥这么做。

  けれど妹からするとそれはあまり好ましくない。

  如果途中遇见第四个人，然后发生战斗，最心爱的哥哥就有可能受伤。

  もし４人目と途中で出会って戦闘になんてなれば大好きな兄を傷つけてしまう可能性がある。

  妹妹们和朋友们当然都希望避免这种事情发生。

  それだけは避けたいと願うのは妹もその友人達からしても当然のことだった。

  　

  「总之，我们真的没问题。如果发生什么万一，我们会马上打电话给你，所以哥哥你放心吧！」

  「とりあえず、私達は本当に大丈夫ですから。もしものことがあったらすぐにお電話もしますから安心してください！」

  「我们特地帮你带了警报器，所以哥哥你放心吧！」

  「防犯ブザーもわざわざもってきてあげたんだから、安心してよお兄ちゃん！」

  「嗯～我知道了。」

  「うーん。わかったよ」

  　

  三人看到哥哥终于屈服，松了一口气。

  ようやく折れた兄にホッとする３人。

  这时，她们刚好看到等待的人。

  そこへタイミングよく待ち人の姿も見えた。

  　

  「那、那不是娜达姐姐吗？」

  「あ、あれってナダお姉さんじゃないですか？」

  「咦咦？！距离约定时间还有一个小时，等一下！美来，我是不是哪里怪怪的？」

  「えぇ？！　まだ時間まで１時間もあるのに、ちょっとまって！　美来、僕なにかおかしなところないかな」

  「没有啦！你看，姐姐也注意到我们了！」

  「ないってば！　ほら、お姉さんもこっちに気づいたよ！」

  　

  三人正不知所措时，娜达已经来到她们面前。

  アワアワとしているとナダがもうすぐそこだ。

  飞梦可能是因为上次失败的关系，比平常还要慌张，她再次确认自己的衣服、容貌和身体状况。

  飛夢は前回の失敗もあったためだろう。普段と比べてかなり慌てた様子で自身の服やら容姿やら体調やらを再確認している。

  　

  三个女孩看着这温馨的一幕，脸上都挂着不怀好意的笑容。

  微笑ましい様子にニヤニヤしている３人娘。

  娜妲向三人打招呼，心里却对他们想入非非。

  何事かと疑問符を頭に浮かべながら、ナダが彼等に声をかけた。

  　

  「大家好，好久不见，爱香和祈里。」

  「こんにちは皆さん。愛香ちゃんと祈里ちゃんは久しぶりですね」

  「你好！大概三个星期没见了吧，好久不见！」

  「こんにちは！　３週間ぶりくらいじゃないかな。メッチャ久しぶり！」

  「你好，之前在我家见过面吧。」

  「こんにちはです。美来ちゃんとは前、家で会ったのですよね」

  「嗯！吓我一跳！我心想『为什么娜妲姐姐会来我家？！』啊，你好！」

  「うん！　びっくりしたよ！　なんで家にナダお姉さんが？！って感じ！　あ、こんにちは！」

  　

  祈里和爱香兴奋地聊起突然的家里约会。

  いきなりお家デートとかやるなあ等と祈里と愛香が盛り上がっている。

  当事人飞梦依然僵在原地。

  なお当人である飛夢は未だ凍りついたままだ。

  上次约会失败，这次娜妲又理所当然地拉近距离，先发制人地坐在他身旁，他一时之间不知该如何反应。

  前回の失敗もあるのだろうが、それ以上に当たり前のように距離を詰めて隣に陣取ってきたナダの先制攻撃に面食らってしまったのだ。

  　

  「……我是不是太早来了？如果会妨碍到你们，我晚点再过来也没关系。」

  「……ちょっと早すぎましたか？　もし支障があればまた後で合流でもわたくしは問題ありませんが」

  「没那回事！对吧，哥哥！」

  「そんな事無いですよ！！　ね、お兄ちゃん！」

  「嗯，呃，你好，娜妲小姐。」

  「うん。えっと、こんにちはナダさん」

  「你好，飞梦，今天请多指教。」

  「はい。飛夢君、今日はよろしくお願いしますね」

  　

  「这就是所谓的护花使者吧！真好，我什么时候也能这样。」

  「エスコートってやつだコレ！　いいなあ。私もいつかなあ」

  「可是娜妲小姐比较熟悉源代町，应该由她来当护花使者吧？」

  「でも源代町はナダさんの方が詳しいのですし、むしろエスコートするのはナダさんでは？」

  「咦～但如果是女生的话，应该都会想被拉过去吧。」

  「えー。でもやっぱ女ならさあ、どっちかって言うと引っ張ってもらいたい感あるじゃん」

  「祈里给人的印象反而是会拉人的那一方呢。」

  「祈里ちゃんはむしろ引っ張る方なイメージだなぁ」

  「我也是一样的印象。就像姐姐一样？」

  「私も同じイメージです。こう、姉さん女房的な？」

  「啊，我在以前的连续剧里看过。就是所谓的跟踪狂吧！」

  「あ、昔のドラマでみたよ。スケバンっていうんだよね！」

  「好像不太一样……」

  「それはだいぶ違うような……」

  「你们几个很过分耶！」

  「お前らひどくない？！」

  　

  「大家还是一样感情很好呢。」

  「相変わらず、仲良しですね皆さん」

  「嗯，看着就觉得好安心。」

  「うん。見てると安心するよね」

  「不能输给你们！」

  「負けてられませんね！」

  「不，我觉得这没什么好竞争的吧？」

  「いや別に競うものじゃないと思うよ？」

  「咦，是这样吗……真难抉择。」

  「え、そうなのですか。……難しいですね」

  　

  三人精神饱满地吵吵闹闹。

  元気そうに騒いでいる３人。

  看到她们，飞梦似乎也恢复了精神，似乎已经恢复到能对天然呆的奈良的发言露出苦笑的程度。

  彼女等を見て飛夢の方も調子を取り戻したのか、天然なナダの発言に苦笑いができる程度には復調したようだ。

  　

  「啊，差不多该走了。奈良姐姐！哥哥就拜托你了！你要好好护送哥哥哦！」

  「あ、そろそろ行かないと。ナダお姉さん！　お兄ちゃんをよろしくお願いします！　お兄ちゃんちゃんとエスコートするんだよ！」

  「还是会被你护送？」

  「もしくはエスコートされちゃう？」

  「吵死了。美来你们也要小心哦。要是发生什么事，一定要打电话给我。」

  「うるさいな。美来達も気をつけてね。なにかあったら必ず電話すること」

  「好～」

  「はーい」

  　

  我们挥手与她们道别。

  手を振って彼女達と別れる。

  剩下的飞梦和奈良立刻前往目的地——购物中心。

  残された飛夢とナダは早速お目当てであるショッピングモールに向かうことにした。

  　

  不过，源代町毕竟是假日，和松籁町相比，这里已经发展得相当有都市感，人潮也相当多。

  しかしさすがの休日、松籟町と比べるとかなり都市として発展している源代町だ。人ごみもかなりのものである。

  　

  「人真的好多，我还没习惯呢。」

  「本当にすごい人ですよね。まだ慣れないなあ」

  「飞梦同学是从今年开始就读我们学校的吧？」

  「飛夢君は今年からこちらの学校に進学されたんでしたよね」

  「是啊。老实说，这里和松籁町的氛围差很多，我一开始很不知所措。」

  「そうなんです。正直なところ松籟町とだいぶ雰囲気も違うから、最初はだいぶ戸惑ってしまって」

  　

  「我现在也还没习惯。」飞梦接着说。

  今も慣れたわけじゃないんですけどね、と続ける飛夢。

  　

  飞梦的个性温厚，和松籁町的平稳氛围应该很合得来。

  性格的にも温厚である飛夢と穏やかな松籟町の雰囲気は合っているのだろう。

  实际上，娜达也只去过一次源代町，但那座城镇确实很有魅力。

  実際ナダも一度だけしかまだ訪れたわけではないけれど、あの町には確かに強い魅力を感じていた。

  　

  「既然这样，下次要不要去松籁町逛逛？」

  「それなら、次回は松籟町を周ってみるのはいかがでしょうか」

  「呃，可以吗？那里没什么电玩中心之类的。」

  「えーと、いいんですか？　あそこあまりゲームセンターとかそういうのないですけど」

  「咦？是吗？」

  「え。そうなんですか？」

  「虽然还是有保龄球馆之类的运动设施，但娜达小姐不擅长运动吧？」

  「一応ボウリングとかスポーツ施設とかはありますけど、ナダさん体動かすの苦手なんですよね？」

  「说来惭愧……该说我是运动白痴吗？我不太会活动身体。」

  「お恥ずかしながら……。スポーツ音痴というか、体を動かすのがどうも」

  　

  娜达「嗯——」地烦恼起来。

  うーんとナダは頭を悩ませている。

  　

  老实说，飞梦不认为她是运动白痴。

  正直なところ、飛夢には彼女がスポーツ音痴だと思えなかった。

  毕竟她是那个普美丽雅。虽然我没有亲眼看过她战斗，但看过她从大楼上跳下来的模样，那明显不是人类该有的体能。

  なにせあのプルピュアである。彼女が戦っているとこを見たわけではないけれど、ビルの上から降りてくる姿は見ている。明らかに人間をやめた身体能力である。

  　

  我实在没有勇气问她原理是什么——

  さすがにどういう原理かなんて聞ける勇気はないのだけれど――。

  　

  　

  在我思考时，身旁的娜达身体不自然地往前倒。

  考えているところで、隣りにいるナダの姿が前へと不自然にブレた。

  我立刻伸出手撑住她的身体。女性特有的柔软身体直接碰触到我的手臂，一股甜美的麻痹感窜过我的大脑。

  咄嗟に腕を伸ばして彼女の体を支える。女性特有の柔らかな体が直接腕全体に触れて、脳に甘い痺れが走る。

  　

  「你、你没事吧？！」

  「だだだだ大丈夫ですか？！」

  　

  我后来才知道她往前倒是因为跌倒。

  彼女が前のめりにコケたのだと後から理解した。

  虽然幸好有及时撑住她，但更让我震惊的是，我现在跟她贴得这么近。

  間に合ったことにホッとするけれど、それ以上に今は思いっきりナダと密着してしまった事実に震えてしまう。

  　

  我勉强装出冷静的样子，让她恢复姿势，离开我。

  なんとか冷静を装いながら、彼女が体勢を戻して離れた。

  我努力将残留在手臂上的体温和触感赶出脑海角落。勉强。位置好像在胸部附近。不，快忘了。快忘掉。

  腕に未だ残っている彼女の体温と感触をなんとか頭の隅に追いやる。なんとか。位置的に胸辺りだったような。いや忘れるんだ。忘れた。

  　

  「是、是的。不好意思，我好像不小心撞到人了。」

  「は、はい。申し訳ありません。ちょっと誰かにぶつかってしまったみたいで」

  「这里人很多……你有没有受伤？」

  「人が多いですからね……。怪我とかありませんか？」

  「我没事。谢谢你。总觉得，我好像总是受到你的帮助。」

  「大丈夫ですよ。ありがとうございます。なんだか、わたくしいつも助けられてばかりですね」

  「咦？啊，不，是我在受你帮助。」

  「え、あ、いや。助けてもらっているのは僕の方ですから」

  「是吗？」

  「そうですか？」

  「是啊，她总是这样。」

  「そうですよ。いつもそうです」

  　

  对于从未出手救过她的飞梦来说，这实在难以理解。

  一度も助けた覚えのない飛夢からすると理解の及ばない言動だ。

  娜达看着困惑的飞梦，脸上始终挂着微笑。

  困惑している飛夢を見ながら、ナダはずっと微笑んでいる。

  　

  「那就当作是这样吧。」

  「ならそういうことにしておきましょうか」

  　

  两人再次迈开步伐。

  再び歩き始める２人。

  　

  飞梦突然想起刚才一直在思考的她，关于她的身体能力。

  飛夢はふと、さっきまで考えていた彼女の身体能力について思い出していた。

  她拥有出色的身体能力，以及特殊的力量，以纯洁之神的身份守护人们——他原本是这么认为的。

  高い身体能力と特殊な力でプルピュアとして人々を守っているという自身の思い込みを。

  　

  然而，事实并非如此。

  そんなことはなかった。

  她只是个普通人。她的身体十分纤细，稍微撞到人就会倒下。

  彼女はただの人だった。少し人にぶつかっただけで倒れるくらいの華奢な体だった。

  　

  　

  ——飞梦下意识地握住了她的手。

  ――無意識に彼女の手を握っていた。

  她明明是守护的一方，却与小时候总是慌慌张张、经常跌倒的妹妹重叠在一起。

  守る側である筈の彼女が、小さい頃慌てん坊でよくコケていた妹と被って見えた。

  　

  「……呃、呃……」

  「……え、えっと」

  「美、美来以前就是这样，所以不会跌倒。」

  「み、美来がその、昔こうすると、転けなかったんで」

  「这样啊，美来妹妹啊。说得也是。」

  「そうですか。美来ちゃんが。そうですよね」

  「是的，美来，没错。」

  「はい。美来が、はい」

  　

  飞梦从旁看着她的脸，发现她的脸变得红通通的。这是他第一次看到她这种表情。

  横から見える彼女の顔が赤く染まっているように見えた。初めて見る表情だった。

  他自觉自己的脸应该也跟美来一样。两人牵手五秒后，他立刻后悔了。

  多分自分の顔も同じようになっていると飛夢は自覚していた。繋いで５秒で後悔して,

  他决定如果美来再开口说话，就要立刻放开她的手。

  もし次なにか言われたらすぐ手を離そうと即断した。

  　

  　

  然而，美来什么也没说。

  でも、何も言われなかった。

  　

  两人一反先前的态度，什么话也没说，也绝对没有放开彼此的手，就这么走在通往购物中心的短短距离上。

  ２人は先程までと打って変わって、何も話さないまま、決して離さないまま、モールまでの短い距離を歩いていった。

 
  在幕间手牵手约会的背后

  幕間　手繋ぎデートの裏で

  「绝对不行！不行噗！！！」

  「ぜーったいに！　ダメプル！！！」

  「绝对不行！要去！！！」

  「ぜーったいに！　いくの！！！」

  　

  「这两个家伙还在吵耶。」

  「まだやってるよこいつら」

  「唉。」

  「はぁ」

  　

  这场吵架已经持续了一整个星期。

  この喧嘩が始まって既に丸一週間経っている。

  最近放学后，祈里和爱香一直待在美来的房间，从她们的角度来看，已经差不多看习惯了。

  ここ最近放課後はずっと美来の私室に邪魔している祈里と愛香からすると、もういい加減見慣れてきたくらいである。

  　

  应该说，美来和普洛本来就容易吵架。

  というかそもそも美来とプーロは割りとよく喧嘩しがちなのだ。

  她们两个都是一旦决定好就不会退让的类型，所以除非有一方让步，否则事情不会有所进展。

  ２人共こうと決めたらてこでも動かないタイプなので、どちらかが折れるまではまずそこから話が動くことはない。

  　

  「那孩子之前救了我们！所以一定是个好孩子！只要去源代町跟她谈谈，她一定会成为我们的伙伴！」

  「あの子は前に私達を助けてくれたの！　だからきっと良い子だよ！　源代町にいって話をすればきっと仲間になってくれるよ！」

  「不可能噗！！不知道为什么，纯洁光环没有反应噗。可是普洛却能感受到小恶魔的气息噗！那孩子一定是小恶魔噗！」

  「あり得ないプル！！　ピュアフォンに反応がなかったのは何故かわからないプル。けれどプーロにはインプルの気配がわかるプル！　間違いなくあの子はインプルだったプル！」

  「说不定是小恶魔的纯洁版啊！」

  「インプルでもプルピュアかもしれないじゃない！」

  「那更不可能噗！！小恶魔是过去束缚的心灵所形成的噗！可是纯洁版的力量是未来怀抱梦想与希望的心灵所创造的奇迹噗！完全相反的噗！！！」

  「それがありえないプル！！　インプルは過去に囚われた心がモトになってるプル！　でもプルピュアの力は未来に夢を見たり希望を抱いたりする心が作り出す奇跡プル！　全くの真反対なんだプル！！！」

  「那是在普洛战斗的时候吧！我在漫画里看过，凡事都有『例外』！」

  「それはプーロが戦っていたっていうところでの話でしょ！　漫画でみたけど、何事にも『レーガイ』ってのがあるんだよ！」

  「普洛，不要扯到漫画上！！你这个暑假前的期末考也老是考不及格，还跑去补习的笨蛋未来……」

  「漫画の話を持ち込むなプル！！　これだから夏休み前の期末でも赤点ばっかり取って補習になってるバカミライは……」

  「你、你说什么——！！！」

  「な、なんですってー！！！」

  「普洛，你说什么！！！」

  「なにプルー！！！」

  　

  两人在床上扭打成一团。

  ベッドの上でドタドタと取っ組み合いの喧嘩を続ける２人。

  　

  不过，这时房间突然响起了敲门声。

  しかし、コンコンと唐突に部屋にノック音が響いた。

  普洛赶紧装成布偶，美来则坐回床上。

  慌ててプーロはぬいぐるみのフリをして、美来はベッドに腰掛ける。

  　

  大概是听到吵闹声，帮忙祖父工作的飞梦走了过来。

  騒ぎを聞きつけたのか、祖父の仕事の手伝いをしていた飛夢があがってきたのだ。

  　

  「你们怎么这么吵，发生什么事了吗？」

  「なんか騒がしいけど、どうしたの？」

  「啊，不好意思。美来好像，呃，对了！房间有虫子跑进来，我们才在吵吵闹闹的！」

  「あー。すんません。美来がなんか、えーと、そう！　部屋に虫が入ってきて騒いじゃってたんです！」

  「原来是这样。我拿个杀虫剂过来吧。」

  「そうだったんだ。ちょっと虫除けスプレーもってこようか」

  「不用了，虫子已经逃到窗外了。对吧，美来。」

  「大丈夫です。もう窓から逃げていきましたから。ね、美来ちゃん」

  「嗯……抱歉，吵到你了。」

  「うん……。ごめんね騒いじゃって」

  「没关系。如果有什么事，希望你们能马上叫我。抱歉打扰你们了。」

  「いいよ。なにかあったらすぐに声をかけてくれると嬉しいかな。邪魔しちゃってごめんね」

  　

  目送飞梦离去后，三人一布偶松了口气。

  去っていく飛夢を見送って、ほっとする３人と１体のマスコット。

  　

  「你们两个都稍微冷静一下。虽然你们两个都没有错啦。」

  「ふたりとも少しはこれで頭冷やせよ。いやどっちも悪いわけじゃないんだけどさ」

  「是啊。可是暴力是不行的哦。」

  「そうですね。けれど暴力はダメですよ」

  「「对不起（噗噜）。」」

  「「ごめんなさい（プル）」」

  　

  爱香判断终于能继续说下去，于是先拿出事先准备好的平板电脑，秀出里面的照片。

  ようやく話を進めれそうだと判断した愛香がとりあえずと用意しておいたタブレットに画像を出す。

  　

  上面有一张捕捉到在大楼上方四处奔跑的第四人与佩萨的照片。

  そこにはビルの上を駆け回る４人目とペサの姿が捉えられた一枚の写真があった。

  周围的建筑物上挂着源代〇〇大楼的招牌，可见这张照片是在邻镇拍摄的。

  周囲の建物には源代◯◯ビルといった看板がつけられたものもあり、隣町にて撮影されたものであることが伺える。

  　

  「看来大家都冷静下来了，我就继续说下去吧。最近，从大约一周前开始，邻镇就不断出现关于小恶魔与纯洁之神的情报。尤其是这张照片拍摄的时候，似乎发生了规模大到让人误以为是烟火大会的战斗。」

  「落ち着いたみたいなので話をしますね。最近、一週間くらい前からずっと隣町でインプルとプルピュアの出現情報が相次いでいます。特にこの写真が撮られた時はまるで花火大会かと誤解させるほどに大きな規模の戦いが起こったそうです」

  　

  爱香像是在放映幻灯片一样，接连秀出好几张照片。

  スライドショーのようにいくつも写真を出していく愛香。

  照片的背景确实有着五颜六色的光线，从远处看过去，想必会像是烟火吧。

  その背景は確かに色とりどりの光線が走っており、遠くから見ればきっと花火のように見えたことだろう。

  　

  「这道光束风暴，让我想起那家伙呢。就是那个我虽然不知道叫什么，但无法回避攻击的家伙。」

  「このビームの嵐。あいつ思い出すなあ。あのなんか知らないけど攻撃避けられないやつ」

  「是啊。如果当时没有发明出纯洁之女神圣大十字光束炮，说不定就会输掉了。」

  「ですね。あの時にプルピュアトレスエクスプロシオンを編み出していなければ負けていたかもしれないです」

  「普尔，你可是个强敌。就连我们之前一起战斗过的三位前任，应该也会陷入苦战。」

  「かなりの強敵だったプル。プーロが昔一緒に戦っていた先代の３人でも、かなり苦戦させられたと思うプル」

  「前任也会吗？话说回来，普尔你原本是从哪里来的？之前你不是说因为太危险，所以不能告诉我们吗？现在的我们和前任的实力应该差不多，我觉得你可以告诉我们。」

  「先代でもかぁ。ていうかプーロってもともとどこから来たのさ。前も聞いたけど危ないから教えられないって言われたじゃん。今の私達なら先代とも実力は変わらないんだろ。別に教えてくれてもいいと思うんだけど」

  　

  普尔露出苦涩的表情。

  プーロが苦い顔をする。

  　

  其实，在打倒大半干部时，普尔就打算说出一切了。

  実のところではあるが、プーロは幹部の大半が倒された時点で全てを明かすつもりでいた。

  但现在突然冒出身份不明的存在，而且对方还以普露身份战斗，听说对方还拥有操纵小恶魔的力量。

  けれど今は正体不明の存在が突然湧いてきて、しかもプルピュアとして戦っている。それもインプルを操れる力をもっていると聞いた。

  如果在这种异常状况下说出秘密，可能会让美来等三人产生不必要的担忧。

  この異常事態でもしこの秘密を明かしてしまうと美来達３人に不要な心配をかけてしまうかもしれない。

  　

  所以普尔一直很烦恼。他担心说出自己其实是——这个事实，是否真的妥当。

  だからこそプーロはずっと悩んでいた。自身が本当は――である事実を明かしてしまっていいものかと不安になっていた。

  　

  「……现在还不能说，但希望你们相信我。普尔是为了守护你们三人，守护这个世界的未来而存在的。」

  「……今はまだ言えないプル。けど信じてほしいプル。プーロは本当に３人のことを、この世界の未来を守るためにいるプル」

  「我相信你。」

  「信じるよ」

  　

  普尔抬起头，发现美来在笑。另外两人也是。

  顔を上げると美来が笑っていた。他の２人もだ。

  　

  虽然无法说出她们来自何方，但她们以前也和三名纯洁女神一起对抗过帕萨德，但当时光是要赶走他就费尽全力。

  どこから来たかは明かせないけれど、以前も３人のプルピュア達と共にパサードと戦っていたけれど何とか追い出すのが精一杯だったということ。

  然后她们希望普洛使用她们交给他的纯洁电话，帮助米莱等人阻止弗图洛的野心。

  そしてその３人から預かったピュアフォンを使って、新たなプルピュアとしてミライ達にフトゥーロの野望を止める手助けをしてほしいということ。

  这就是普洛遇见她们时，她们三人一直拜托他的事情。

  それがプーロが出会った時からずっと彼女達３人にお願いしている事だ。

  　

  相处半年以上的她们也理解，他没有邪恶之心与野心。

  そこに邪な心や野望がないことは既に半年以上の付き合いになっている彼女達も理解している。

  事到如今不可能怀疑他。

  今更疑うわけがなかった。

  　

  「谢谢你，普露！」

  「ありがとうプル！」

  　

  　

  「好了，回到正题吧。」

  「さて、話を戻そうぜ」

  　

  四人的视线回到平板电脑上。

  ４人の視線がタブレットに戻る。

  上面是刚才看过好几次，以闪耀的光雨为背景，在大楼上方四处奔跑的第四人与佩萨的照片。

  先程から何度も見た、輝く光線の雨を背景にビルの上を駆け回る４人目とペサの写真だ。

  　

  「总之，关于第四人与佩萨，他们肯定在源代镇打倒过小恶魔吧？」

  「とりあえず４人目とペサだけど、こいつらが源代町でインプルを倒してるってのは間違いないんだよな？」

  「关于这点普洛不清楚，普洛在结界外很难感应到小恶魔的气息。」

  「それに関してはプーロにはわからないプル。結界の外だとインプルの気配を感じ取るのが難しいプル」

  「可是烟火后来就消失了，所以我想他们应该打过吧。」

  「でもこの後しばらくしたら花火が消えたってことだから、多分戦っていたとは思うよね」

  「是啊，也就是说，他们现在可能和帕萨德敌对。」

  「ですね。つまりは現状、パサードとは敵対していると思ったほうが自然かもしれません」

  「……普洛，你觉得我们能帮上忙吗？」

  「……プーロ、協力できると思う？」

  　

  大家的视线再度集中到普路身上。

  再びプーロに視線が集まる。

  因为现场没有人比普路更了解英普露。

  インプルについてプーロより詳しい人物はこの場にはいないから。

  　

  「……普路认为可以，只是不太建议这么做普路。」

  「……できる、とは思うプル。ただあまりおすすめはできないプル」

  「为什么？」

  「どうして？」

  「普路，你应该已经告诉大家，聚集越多纯洁者，就能发挥更强的力量吧？」

  「プルピュアが集まるほど共鳴してより強い力を発揮できるっていうのは皆に教えたはずプル」

  　

  看到三人点头，普路继续说：

  肯く３人を見てプーロは続ける。

  　

  「英普露也能做到同样的事，但是每个人的未来都有无限的可能性，必须互相扶持，才能创造未来。但是过去已经结束了，不会再增加普路。只有一个普路。」

  「これをインプルも同じことができるプル。けれど未来は人それぞれに無限の可能性があって、それを支え合って作っていくものプル。けれど過去は既に終わったもので、増えることはもうないプル。たった１つプル」

  「我听不太懂，不过意思是光聚集在一起，英普露不会变强吗？」

  「なんかよくわからないけど、集まるだけじゃインプルは強くならないってこと？」

  「没错，普路。那么该怎么做呢？就是回归为一普路。在某种程度上累积力量的英普露们，会为了回到原本合而为一的状态，开始合体普路。」

  「そうプル。じゃあどうするかというと、１つに戻ろうとするプル。ある程度力をたくわえたインプル達は本来１つのものである過去に全員が戻ろうと合体していくプル」

  「……等一下，难道第四个人会把力量强大的英普露变成自己的力量吗？」

  「……ちょっとまって。それじゃもしかして４人目は力の強いインプルを自分の力にしていってるってこと？」

  「可能性很高，普路。实际上，佛图就是吸收英普露的力量，变成更强的英普露。所以佛图才会暗中活跃，试图在这个松籁镇创造更多英普露。」

  「可能性は高いプル。実際フトゥーロはインプル達から力を吸い上げてより強力なインプルになった例プル。だからフトゥーロはこの松籟町でよりたくさんのインプルを作ろうと暗躍しているプル」

  　

  最近在源代町也闹得沸沸扬扬的噗鲁，噗噜继续说道。

  最近は源代町でも暴れてるみたいプルけどとプーロが続ける。

  　

  听说前任们也只能勉强将其驱逐，最强的恶魔噗鲁「福陶罗」。

  先代達でもなんとか追放することくらいしかできなかったと聞く最強のインプル『フトゥーロ』。

  其能力就连噗噜也不清楚，但光是制造出折磨过无数纯洁之物的怪人，其危险度就无人能及。

  その能力はプーロですらも知らない。だがプルピュアトレスを苦しめた数多の怪人を作ったという事実だけでその危険度は他の追随を許さない。

  　

  「那么，收集力量之后会怎样？」

  「じゃあ、力を集めたらどうなるんだよ」

  「这个……」

  「それは」

  「改变时间，不对，是回到过去吗？」

  「時間の改変、いえ、過去への逆行ですか？」

  　

  在噗噜回答之前，爱香先插嘴说道。

  プーロが答えるより先に愛香が口を挟んだ。

  噗噜吓了一跳，但仔细想想，这意外地好懂。

  驚いているプーロ。だけれど考えてみれば案外わかることだ。

  毕竟所有怪人都拥有与时间有关的力量。

  なにせ全ての怪人は時間に関する力を持っていた。

  而且那些力量全都与已经发生的过去有关，但那些影响都在现代停止了。

  そしてその全てが既に起こってしまった過去に関わる力となっている。けれどどれもその影響は現代で止まっていた。

  　

  如果是因为力量不足，那么，如果那些力量是原本力量中流失的残渣，一切就说得通了。

  それは力が足りなかったからだとするなら、本来の力から零れ落ちた残滓であったとするなら合点がいく。

  　

  「呃，什么意思？」

  「えっと、どういうこと？」

  「……简单来说，就是类似时光机的东西噗鲁，能够回到过去的力量噗鲁。」

  「……いうなればタイムマシーンみたいなものプル。時間を遡れる力になるプル」

  「咦咦？！骗人，恶魔噗鲁有这种力量吗？！」

  「えぇ？！　うそ、インプルってそんな力になるの？！」

  「这样就能解释第四个人为何能打倒茵普鲁了。因为只要能够逆转时间，就无所不能。虽然我还不清楚佩萨为何会选上第四个人。」

  「４人目がインプルを倒す理由もそれで説明がつきますね。時間の逆行が可能ならなんでもできますから。ペサが４人目についた理由まではわからないですけど」

  「这、这样的话，第四个人不就跟帕萨德一样是坏孩子了吗？」

  「そ、それだと４人目の子はパサードと同じ悪い子ってことになるんじゃないかな」

  「所以我才说不建议这么做啊，普。在阻止弗特鲁罗之前，第四个人应该会愿意帮忙，但之后可能会变成新的敌人啊，普！」

  「だからおすすめできないって言ってるプル。フトゥーロを止めるところまでは多分協力できるプル。でもその後はまた新しい敵になるなんて展開になりかねないプル！」

  　

  普露也不想让三个年轻人被迫进行永无止境的战斗。

  プーロとしても年若い３人に終わりのない戦いを強いるような真似はさせたくない。

  如果第四个人在协助他们时，要求他们付出茵普鲁的力量作为代价，不用想也知道最后会变成什么状况。

  もし４人目と協力するとなった時に４人目がその対価としてインプルの力を求めれば、最終的にどうなるかなんて考えなくてもわかることだ。

  　

  「就像打倒最终头目后，又出现新的头目一样吗？简直就像游戏一样。」

  「ラスボス倒したら裏ボスがいましたーみたいな？　まるでゲームみたいじゃん」

  「这确实不太建议。」

  「確かにそれはあまりおすすめできないです」

  「所以还是不要帮忙，直接打倒比较好，普。虽然不知道来龙去脉，但既然是茵普鲁，应该不是什么好人，普。」

  「だから協力なんて言わず、倒してしまった方がいいプル。どういう経緯かはわからないプルけど、インプルであるならその、あまり良い子ではないプル」

  　

  普露观察美来的脸色，如此说道。

  美来の顔色を伺いながらプーロが告げる。

  另外两人也同意。

  他の２人も同様だ。

  　

  结果，只有曼纳纳说过要帮忙。

  結局のところだが、一度助けてもらったと言っているのはマニャーナだけだ。

  光看事实，佩萨和迪加确实曾唆使过暗杀，但从第四人的角度来看，这也能视为是击溃目的相同的碍事者——帕萨多公司干部的好机会。

  事実だけみれば確かにペサとディージャにインプルをけしかけたのは合っているが、４人目からすると同じ目的を持つ邪魔者であるパサード社の幹部を潰せるチャンスとも捉えられる。

  其他两人只知道他们以前在钟台前突然现身，让前暗杀者女性害怕到差点发疯。

  他の２人は以前時計台前で突然現れ、元インプルの女性から発狂寸前になる程恐れられていた事しか知らない。

  　

  换句话说，他们只有不好的印象。反倒是不自然的是，玛娜莉娜会如此袒护他们。

  つまり悪印象しかないわけだ。むしろマニャーナがここまでかばう事こそ不自然だ。

  　

  「为什么米莱要袒护普露？」

  「なんでミライはそこまでかばうプル？」

  「这……我也不清楚。可是不知为何，我看着那孩子就会非常在意。」

  「それは……、わからないけど。でもなんでか、あの子を見てるとすごく気になってくるの」

  「这和纯洁之恋的共鸣一样……」

  「それって、プルピュアの共鳴と同じ……」

  「其他两人也有这种感觉吗？」

  「他の２人も感じてるプルか？」

  　

  两人摇了摇头。

  ２人が首をふる。

  也就是说，只有美来执着到旁人看了都觉得不对劲。

  つまりは美来だけが傍から見ても違和感を抱くほどに執着しているということになる。

  　

  这明显很异常。

  明らかに異常なことだ。

  简直就像记忆被某人篡改了一样——

  まるで誰かに記憶を弄られたかのような――。

  　

  「……难道说……」

  「……もしかして」

  　

  爱香立刻拿起平板。

  愛香が咄嗟にタブレットを手に取る。

  她像是在寻找什么一样，反复点击收集来的图片，放大又缩小。

  まるで何かを探すかのように、かき集めた画像をタップしては拡大したり縮小したりを繰り返す。

  　

  在大家疑惑的时候，过了一会儿，爱香停在一幅图片上。

  みなが訝しむ中、しばらくして、愛香が１つの画像で手を止めた。

  　

  「抱歉，各位，我要让祈里稍微难受一下。你们还记得以前打倒的怪人利柯尔多吗？」

  「祈里ちゃん少しだけつらい思いをさせます。ごめんなさい。皆さん。昔倒した怪人、リコルドって覚えてますか」

  「……我记得。那家伙就是害我有一段时间和大家吵架，最后落得孤零零一个人的罪魁祸首。我死也不会忘记他。」

  「……覚えてるよ。一時期、私が皆と喧嘩して独りぼっちになった原因を作ったやつだろ。死んでも忘れるもんか」

  「他的能力是植入虚假记忆。虽然对象只有一个人。自从祈里提到这个光线和之前怪人战斗时使用的招式很像，我就很在意。不过这下我确定了自己的想法。」

  「彼の力は嘘の記憶を植え付ける力です。対象はたった１人だけですけど。この光線が以前の戦いの怪人が使ったものと似ていると、祈里ちゃんが言った時から気になってたんです。でもこれで確信を得られました」

  　

  爱香将放大的图片展示给大家看。

  愛香が拡大した画像を皆に見せる。

  　

  图片上虽然小得必须放大才能看清楚，但确实能看见怪人站在大楼屋顶上的身影。

  そこには目一杯拡大しなければ見えないほどに小さいけれど、確かにビルの屋上に立っている怪人の姿。

  怪人刚才说过的，绝对无法躲开的攻击，确实出现在图片上。

  先程言っていた、絶対に躱せない攻撃を繰り出す怪人の姿が確かにあった。

  　

  之后，这个怪人恐怕被打倒了。但那不重要。

  この後この怪人はおそらく倒された。けれどそんな事は関係ない。

  重要的是，至今为止打倒的怪人或许复活了。

  重要なのは今まで倒してきた怪人が復活しているかもしれないということだ。

  　

  「只有佩萨，只有怪人，只有一个人成为伙伴，这是佩萨擅自决定的。所以我想，如果利欧尔朵也变成伙伴，干涉美来的记忆呢？」

  「ペサだけが、怪人が１体だけしか仲間になってないなんていうのは決めつけです。だから考えました。もしリコルドも仲間になっていて、美来ちゃんの記憶に干渉していたらと」

  「……骗人。」

  「……嘘」

  　

  这是最有可能的假设。

  最も辻褄があう可能性だ。

  美来不知为何，能感觉到其他纯洁派感觉不到的东西。

  他のプルピュアが感じ取れないものを何故か感じている美来。

  　

  祈里和普洛都认为，这个可能性最接近事实。

  祈里もプーロも、どちらもこの可能性が最も事実に近いのではないかと思えてしまう。

  而美来也是如此。从道理上来说，这毫无疑问是正确的。她非常清楚这一点。

  そしてそれは美来もそうだ。理屈では間違いなく合っている。よくわかってしまう。

  　

  「当然，这只是可能性而已。但是，就凭美来你一个人，以目前得到的情报来看，除此之外没有其他可能性了。」

  「もちろん可能性でしかありません。ですが美来ちゃんだけという理由付けとしては、今得られる情報ではこれ以外考えられないんです」

  　

  尽管如此，美来还是无法改变想法。

  だがそれでも、曲げられない。

  　

  她看着自己不知不觉间握在手中的纯洁光环，开口说道：

  気付けば無意識に手に握りしめていたピュアフォンを見て、美来は口を開く。

  　

  「就算这样，我还是想说出来。」

  「それでも、話がしたいの」

  「……我知道了，普露。但是，我有个条件，普露。」

  「……わかったプル。でも条件があるプル」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「然后，这个条件就是这个。」

  「で、その条件がこれなわけだけどさ」

  「好吃，普露！！！这个真的好好吃，普露！！章鱼烧可丽饼最棒了，普露！！！」

  「うまいプル！！！　これすごくおいしいプル！！　たこ焼きクレープ最高プル！！！」

  「喂！！你刚才还嫌我做的东西难吃，现在却吃我的可丽饼！！啊——！！！把我的章鱼全部吃光了——！！！」

  「ちょっと！！　さっきまでゲテモノだとかディスってたのに私のクレープ食べないでよ！！　あー！！！　私のタコ全部食べたー！！！」

  

  　

  ——源代中央公园，长椅上。

  ――源代中央公園。ベンチにて。

  　

  这里是源代町最大的公园。在假日，位于公园中央的运动区经常会有棒球或足球比赛。

  ここは源代町にて最も広い公園だ。休日は中央に配置されたスポーツエリアで草野球やサッカーなどで盛り上がることも多い。

  她们正尽量待在不会被人看见的地方。

  そこのなるべく人目のないところに彼女達はいた。

  　

  普露和另外三个人正坐在厨房车上，大啖着色彩缤纷的料理。

  ３人とプーロはキッチンカーで売られていた色とりどりの料理に舌鼓を打っている。

  　

  顺带一提，普露为了维持结界，原本不太能离开松籁町。

  ちなみにプーロは本来は結界の維持のために松籟町から離れることがあまりできない。

  不过最近松籁町很少发生小恶魔事件，而且这次前往邻镇，可能会让三名小恶魔面临危险。

  だが最近は松籟町ではあまりインプルの事件が起こっていない事。そしてプルピュアの３人を危険に晒すかもしれない今回の隣町への外出。

  　

  考虑到这两点，如果时间不长，就算稍微离开应该也没问题，所以这次就决定让普洛同行。

  これら２つに鑑みて、短い時間であれば多少は離れても問題ないだろうということで、今回はプーロが同行する事となったのだ。

  　

  「不过这里的店比想象中还要多，吓了我一跳呢。不愧是都市。」

  「しっかし思ってた以上に色んなお店があってびっくりしたよね。さすが都会って感じ」

  「就是啊。一不小心就买了太多东西。」

  「ですね。ついついたくさん買い過ぎちゃいました」

  「不，爱香有点买太多了吧？又突然……呃啊！」

  「いや愛香はちょっと買い過ぎじゃない？　またふと……ﾅﾆﾓﾅｲﾃﾞｽ」

  　

  三人与普洛开心地嬉闹。

  わいわいと騒ぐ３人とプーロ。

  前几天聚会时，聊的大多是阴暗的话题。

  先日集まった時は暗い話が多かったからだろう。

  这次的远行虽然不是为了放松，但这次的聚餐是放松的好机会。

  今回の遠出は息抜きが目的ではないとは言え、この食事は肩の力を抜ける良い機会ではあった。

  　

  「不过，完全没有收获啊。难得娜达小姐告诉我们。」

  「しかしなんも手応えなしかあ。せっかくナダさんに教えてもらったのになあ」

  「就是啊。姑且问了看到的小恶魔的同年代，关于小恶魔的事，但大家的答案都差不多。」

  「ですね。一応見かけた同年代のみんなに、プルピュアの事について聞いてみたんですけど、皆だいたい似たような答えばかりですし」

  「像是英雄秀或真正的魔法。呵呵。」

  「ゲリラのヒーローショーとか本物の魔法だーとかね。ふふっ」

  　

  厨房车周围有很多人。

  キッチンカーの周りには沢山の人がいた。

  然而，或许该说果然吧，这里没有纯洁派的气息，据普路罗所言，也没有暗影的动静。纯洁芳也没有反应。

  けれどやはりというか、プルピュアの気配はなく、プーロ曰くインプルの気配もないようだ。ピュアフォンの方も反応はない。

  　

  之前看到第四人的时候，普路罗有反应，所以如果帕萨多干部们没有使用像之前那样隐藏暗影气息的招数，就表示他们不在现场。

  以前４人目を見た時はプーロが反応していたため、パサードの幹部達がやっているようなインプルの気配を隠す術を持っているわけでもなければこの場には居ないということになる。

  　

  「是说，爱香，你好像有点沮丧？怎么了吗？」

  「ていうか、愛香ちょっとしょんぼりしてない？　どしたの」

  「老实说，如果我的想法没错，对方应该会引诱美来，所以我以为对方会主动接触。可是却什么事也没发生，我的推理好像落空了，感觉好不甘心……唔唔唔。」

  「正直なところ、もし私の考えがあっているのなら、美来ちゃんを誘い込んでいるのですから、あちらから接触してくると思っていたのです。でもそんなこともなくて、推理が外れたような気分で悔しくて……ぐぬぬ」

  「不不不，对方说不定会趁美来落单的时候下手啊。对吧，美来？」

  「いやいや、美来が１人になったところを狙ってくるかもしれないじゃん。な、美来」

  「我——的——章——鱼——！！」

  「わーたーしーのたーこー！！」

  「已经吃掉了噗！！太迟了噗！！」

  「もう食べたプル！！　手遅れプルー！！」

  　

  「……嗯，说得也是！美来也这么觉得！」

  「……うん。そうだよな！　美来もそう思うって！」

  「我没在问你们。」

  「聞いてませんよ」

  　

  两人一脸傻眼地看着普路罗和美来。

  呆れたような顔でプーロと美来を見る２人。

  　

  「没办法，我再去买一个，爱香，她们就拜托你了。」

  「仕方ないや。私もう一つ買ってくるから、愛香は２人をよろしく」

  「我知道了。啊，如果有什么事，请立刻联络我。不然一直通话也没关系。」

  「わかりました。あ、もし何かあったらすぐ連絡くださいね。なんだったら通話つなげっぱなしでもいいですから」

  「了解！」

  「りょーかい！」

  　

  祈里离开长椅，走了几步后停下脚步。

  祈里がベンチから離れて、そうして数歩歩いたあたりで立ち止まった。

  爱香对她的奇怪举动感到不解。

  奇妙な行動に愛香は首を傾げる。

  　

  她的视线前方，因为树荫的关系，爱香看不清楚。

  彼女の視線の先は、ちょっと愛香からは木陰になっていてよく見えない。

  　

  「怎么了，小祈里？」

  「どうしたんです？　祈里ちゃん」

  「啊，没事，只是有点吓到。爱香你也过来一下。」

  「あー、いや、ちょっとびっくりして。ほら、愛香もこっちきて」

  　

  爱香听从祈里的指示，走到她所指的方向。

  手招きする祈里に従って、近寄って彼女の指差す方向を見る。

  那里有个在树荫下读书的女性。

  そこには木陰で読書している女性の姿。

  　

  ……好像在哪里见过。

  ……どこか、見覚えがある。

  　

  「你看，她是不是有点像娜达？」

  「ほら、ナダさんにちょっと似てるくない？」

  「像娜达姐姐？啊，真的耶。」

  「ナダお姉さんに？　あっほんとですね」

  「咦？！娜达姐姐？！在哪里！」

  「え？！　ナダお姉さん？！　どこ！」

  　

  刚才还在吵架的美来也来了。

  さっきまで喧嘩してた筈の美来までやってきた。

  　

  坐在树荫下的女性，如果娜达顺利地长大成人，确实会像她一样。她的容貌确实与娜达有几分相似。

  確かに木陰に座っている女性は、ナダが順調に歳を重ねていけば似たような姿になりそうな、そんな事を思わせるほどにナダの面影を感じられる容姿をしている。

  　

  「你说的娜达，是亚斯姆的女朋友普露吗？她怎么会在这里？」

  「ナダっていうのは、アスムの彼女のことプル？　なんでここにいるプル？」

  「不是啦，是别人。不过她们长得很像，我吓了一跳。」

  「違うよ。別人。でもすっごく似てる。私びっくりしちゃった」

  「对啊，我也觉得她们好像。」

  「だよね。私もなーんか似てるなー。って思ってたんだよ」

  「说不定是她的母亲，不过好像有点太年轻了。」

  「もしかしてお母様なのかもですね。でも少し若すぎますかね」

  「说不定是姐姐。」

  「お姉ちゃんかもねー」

  　

  「那、那个——」

  「あ、あのー」

  　

  突然有个男人的声音从背后传来。

  突然男の声が後ろから響く。

  三人立刻拿起警报器，转过身来，将警报器藏进包包里，摆出架势。

  咄嗟に防犯ブザーを握りながら３人が振り返り、プーロを鞄の中へ隠しながら身構える。

  　

  「你、你你你是哪位！我们不会加入你们的啦！」

  「な、なななんですか！　私たち勧誘とかお断りですよよよ！」

  「美来，你的声音太抖了……」

  「美来ちゃん声震えすぎ……」

  　

  出现在三人面前的，是一名表情木讷，年约三十五岁的男性。

  そこに居たのは、冴えない表情の３０代中頃らしき男性だ。

  他看起来也跟三人一样困惑。

  困惑している様子なのは彼女達と同じだ。

  　

  「呃，你们好像在看我的太太，所以我在想你们是不是认识她。」

  「えっと、君達が僕の家内を見ていたようだから、もしかして知り合いなのかなって」

  「太太……？啊，对不起！」

  「家内……？　あっ、ごめんなさい！」

  　

  美来立刻误会，满脸通红。

  早とちりをしてしまった気恥ずかしさで顔を真っ赤にする美来。

  另外两人也一样，三人连忙低头道歉。

  他の２人も同様で、慌てて３人が頭を下げて謝罪した。

  　

  「没关系没关系，你们这样才是正确的反应。」

  「いいよいいよ。むしろ君達の方が正しい反応だから」

  「不，没有那回事！是我们自己太激动了。」

  「いえそんな事はないです！　私達が勝手に盛り上がっちゃって」

  「嗯？你在做什么？居然想对可爱的小妹妹出手。」

  「んー？　なにしてるのあなた。かわい子ちゃんにちょっかいかけて」

  　

  一名女性跑了过来，她刚才应该还坐在树荫下。

  そこへ駆けつけたのは先程まで木陰に座っていたはずの女性。

  她似乎听到了吵闹声，一脸狐疑地瞪着丈夫。

  騒ぎを聞きつけたらしい。訝しげな表情で旦那を睨んでいる。

  　

  「你不是说要去上厕所吗？该不会是想对年轻女孩出手吧？」

  「お手洗いって言っておきながらまさか若い子にちょっかいかけてたの？」

  「不不不，不是的。因为她们在看你，所以我在想你们是不是认识。」

  「いやいや、違うって。この子達が君のことを見てたから、知り合いなのかなって」

  「嗯～嗯，不认识。」

  「んー。うん、知らない」

  「不认识啊～总觉得对你们很抱歉。」

  「知らないかー。なんか色々ごめんね君達」

  「啊，我们刚才说的都是真的，应该说，我们才应该道歉。因为长得太像熟人，不小心就……！」

  「あ、私達が見てたのは本当なので、むしろ私達がごめんなさいっていうか。知り合いに似ててつい！」

  「熟人？……呃，你们等一下，难道说……」

  「知り合い？　……いや、もしかして、チョット待ってくれる？」

  　

  美来的发言似乎让女性想到了什么。

  美来の発言に女性が何かに思い至ったようだ。

  她一边抱怨「讨厌啦」，一边拿出手机开始操作。

  いやでもなあとボヤきながら、スマホを取り出して操作し始める。

  　

  过了一会儿，她拿出一张照片，把手机拿给三人看。

  そうして少しして１つの画像を出しながら彼女がスマホを３人に見せた。

  　

  「难道说，是这种感觉？」

  「もしかしてこんな感じ？」

  「啊，是娜妲小姐！！」

  「あ、ナダさんだ！！」

  　

  照片里的人似乎是以前的照片，应该是把洗出来的照片重新拍成照片吧。

  そこにあったのは少し昔の写真のようでおそらく現像したあとのものを改めてスマホで撮ったのだろう。

  虽然画质很差，但毫无疑问，跟她们记忆中的娜妲长得一模一样。

  画質が悪いけれど間違いなく彼女達の記憶にあるナダの容姿と変わらないものだった。

  　

  照片里的少女穿着她们第一次见到娜妲时，印象深刻的黑色水手服，露出灿烂的笑容，朝镜头比出胜利手势，非常可爱。

  最初に出会った時に着ていた印象的な黒いセーラー服を着て、ニカッと擬音語がつきそうな笑顔でこちらにブイサインをしているのが非常に愛らしい。

  　

  不过，还是有点奇怪。这张照片里的少女，绝对不会做出娜妲会做的动作。

  ただまあ違和感はある。この写真の少女がしているポーズはナダは絶対しなさそうなものだ。

  她们对娜妲的印象，是端庄贤淑，感觉像是某个好人家的大小姐。她们从来没看过娜妲这么活泼的一面。

  彼女達のナダへの印象はお淑やかなどこか良いところのお嬢さんみたいなイメージが強い。こんな快活な少女のような素振りは一度も見ていない。

  　

  「哇啊——咦——唔——这个嘛，只要努力化妆，应该还是能勉强过关……那个叫娜达的女生是你的朋友吗？」

  「うわー、えー。うーん。いやまあ、化粧を頑張れば、なんとかいけるもんだし。……そのナダって子ってあなたの知り合い？」

  「是的！我们是朋友！」

  「はい！　私達友達なんです！」

  「咦咦……那个女生会对这么小的孩子出手吗？」

  「えぇ……あの子こんな小さい子達に手を出してたの？」

  　

  女性开始抱头苦恼。

  頭を抱え始める女性。

  丈夫完全跟不上状况。

  全然理解が追いついていない旦那さん。

  　

  还有完全搞不懂为什么女性会这么烦恼的三姐妹。

  そして何故こんなに女性が悩んでいるかわからない３人娘。

  异常的状况持续着。

  異常な状況が続いていた。

  　

  「我们是来隔壁镇玩的，娜达姐姐告诉我们这座公园。」

  「私達隣町から遊びに来たんです。それでこの公園もナダお姉さんから教えてもらって」

  「这、这样啊。你们认识很久了吗？」

  「そ、そう。みんなはその、結構付き合い長いの？」

  「呃，大概三、四个星期吧。差不多是从那时候开始认识的。」

  「えっと、３、４週間くらいかな。だいたいそのくらい前からですね」

  「哇啊——刚好和那个女生开始变漂亮的时间吻合……」

  「うわー、あの子がなんか綺麗になり始めた時期と合ってる……」

  　

  女性的头痛愈来愈严重。

  ますます頭痛が強くなる女性。

  　

  从女性的角度来看，就是原本是个孝顺但很孤僻的好孩子，突然觉醒女装癖好，还穿上自己的衣服假扮成女性接近年幼的小女孩们。

  女性からすると親孝行を忘れないけれどボッチだった良い子が、突然女装に目覚めた挙げ句自分の服を着て女性のふりをして幼気な女の子達に近づいたように見えるわけだ。

  这已经头痛到不行，感觉会发烧。而且发烧的原因还是搞错意思。已经到了这种思考的等级。

  それはもう頭痛がやばい。知恵熱出そう。知恵熱の意味間違ってるとか知るか。そんな事を考えるレベルである。

  　

  顺带一提，丈夫到现在还是搞不懂状况。

  ちなみに旦那は未だに何の話かわかってない。

  他正在思考，该不会是妻子亲戚的小孩吧。

  もしかして自分の知らない妻の親戚の子の話かなーってポヤポヤ頭でそんな事考えてる。

  　

  「那孩子有没有对你做什么奇怪的事？」

  「あの子から変なこととかされてたりしない？」

  「没有没有，完全没有！我和美来都没在念书，所以之前念书念到一半时，她还会教我们解题方法，真的帮了我们很大的忙。」

  「いやいや全然！　私とか美来は勉強全然しないんで前勉強の愚痴いったら問題の解き方とか教えてくれて助かっちゃいましたもん」

  「我嘛，就是偶尔会让她讲一些次文化相关的话题。那个，因为娜达姐姐知道很多很多的事情。」

  「私はその、サブカル話とか時々させてもらうくらいです。その、ナダお姉さんいろんなこと知ってるので」

  「我和小祈里虽然也会看动画，但不是很了解细节。」

  「私も祈里ちゃんもアニメは見るけど詳しい話はわからないもんね」

  「哦、哦……那、那就算了。」

  「ふ、ふーん……じゃあ、まあ、いいのかしら」

  　

  看来她似乎接受了。

  どうやら何か納得したようだ。

  女性似乎放心了，看来孩子没有走上歪路。

  子供が非行に走っていないようで一安心する女性。

  　

  「……那个，你刚才一直叫娜达，是你认识的人吗？」

  「……その、さっきからナダって言ってるのって君の知り合い？」

  「啊——对，没错。总之我肚子饿了，你们去买可丽饼吧。」

  「あー。ええ、そうよ。とりあえずお腹すいたからそこでクレープ買ってきて」

  「会不会太突然了？我是无所谓啦……啊，你们喜欢吃可丽饼吗？」

  「突然過ぎない？　別にいいけど……。あ、君達はクレープ好きかい？」

  「啊，刚才吃过了！那边的可丽饼很好吃哦！」

  「あ、さっき食べました！　あそこのクレープすごくおいしいですよ！」

  「对对对！草莓可丽饼真的超推荐！」

  「そうそう！　いちごのクレープはガチでオススメです！」

  「这样啊，太好了。那我就赶快去买吧。先失陪了。」

  「そうか。よかった。それじゃ早速買ってこようかな。ちょっと失礼するね」

  　

  趁着丈夫离开的空档，女性拉近了与三人之间的距离。

  旦那さんが離れた隙をみて、女性が３人に距離を詰める。

  　

  「我重新自我介绍一下。我是……嗯，是娜达姐姐的妈妈。刚才的照片是我以前的照片。」

  「改めて自己紹介するわね。私は……まあ、ナダお姉さんのお母さんね。さっきの写真は私の昔のやつ」

  「咦！我还以为是大姐姐！」

  「え！！　お姉さんかと思ってました！」

  「不是不是，这是妈妈哦。因为是在很年轻的时候生下的。」

  「違う違う。お母さんなのよこれが。だいぶ若い頃に産んだからね」

  　

  快活的笑容看起来不像有隐情。

  快活そうな笑顔に裏があるようには見えない。

  也就是说，她说的都是真的吧。

  つまりはその言葉は真実なのだろう。

  　

  「那刚才那位是奈良姐姐的爸爸吗？」

  「じゃあ今の方はナダお姉さんの」

  「没错，爸爸。看起来一脸正经对吧？不过他可是个会逼学生结婚、学生生小孩的淘气鬼哦～」

  「そう。お父さん。真面目そうに見えるでしょー。でも学生結婚に学生出産なんてやらせちゃうようなやんちゃな人なのよー」

  「哇～人不可貌相，好厉害哦～」

  「うわー、人は見かけによらないっていうやつじゃん。すげー」

  「呵呵，其实我们家很大，在得到允许交往的时间点，就包含结婚在内，一起规划了人生计划。结果回过神来，那孩子就出生了，比预定早了十年。」

  「ふふ。本当はね、私の家が結構大きい家で、お付き合いを認めてもらったタイミングで結婚も含めて人生計画とか建ててあったんだけどね。気づいたらなんでかあの子ができちゃって予定より１０年早く生まれちゃったのよ」

  「啊，奈良姐姐果然是千金小姐呢。」

  「あ、やっぱりお嬢様なんですねナダお姉さん」

  「嗯～与其这么说，不如说只是老家很富裕吧。亲戚也多得夸张。不过，因为我们的关系，才会变成这样。」

  「んー、というより実家が裕福なだけかな。親戚もバカみたいに多いのよ。でも私達のやらかしのせいでまあコレ」

  　

  她轻轻比了个手势，表示被断绝关系。

  絶縁されたというのを軽くハンドサインで示す。

  三个女儿脸色发青。

  顔を真っ青にする３人娘。

  　

  然而，女子却若无其事地笑着，看起来完全没有后悔。

  しかしその様をあっけらかんに笑う女性。そこには後悔なんてまるでないみたいだ。

  　

  「就是这样，其实她比现在年轻十岁，应该会跟亲戚们一起热热闹闹地过节，但因为发生了很多事，我们害她过着相当寂寞的生活。」

  「そんなわけで、本当ならあの子は今より１０歳若くて、そんで親戚共に囲まれてわいわいできたんだろうけど、まあ色々あって私達のせいで結構寂しい生活させちゃったのよ」

  「这么说来，娜达小姐说过她完全没有朋友呢。」

  「そういえば、ナダさん友達全然いないって言ってましたね」

  　

  我想起蕾茵的通讯录上除了父母以外什么都没有。

  あの母と父以外なにもないレインの連絡帳を思い出す。

  光是这样，就能想象她度过的是多么寂寞的学生生活。

  彼女がどれだけ寂しい学生生活を送ってきたことかはあれだけで十分想像できる。

  　

  「总之，就是这样，谢谢你成为她的朋友。」

  「まあ、そんなわけで、あの子の友達になってくれてありがとね」

  「不会不会，别这么说！反而是她对我很好，该说是我受她照顾才对。」

  「いえいえそんな！　むしろ私のほうがとてもたくさん仲良くしてもらってるっていうか」

  「对对对！该怎么说呢，她就像动画里会出现的大小姐，让我很憧憬那种女性。」

  「そうそう！　なんていうかアニメに出てくるお嬢様っていうか、ああいう女性になりたいって憧れちゃうっていうか」

  「对啊！我想一定是因为母亲大人！啊，我好像说了太多不该说的话。」

  「そうですよ！　きっとお母様のおかげだと思うんです！　あ、その出過ぎたこと言っちゃったかもしれないです」

  「没有太多不该说的话哦，我反而很高兴。不过，嗯～～这样啊～～女性啊～～」

  「出過ぎたことなんて無いよ。むしろ嬉しいかな。でも、うーん、そうかー。女性かぁー」

  　

  娜达的母亲明明笑得很开心，却又开始抱头苦恼。

  嬉しそうに笑っていたはずなのに、また頭を抱え始めるナダの母親。

  这样看来，其实她真正疼爱的孩子应该是女儿吧。不，这再怎么说都是玩笑话。

  こうなってくると本当は愛息子は愛娘だったのではないかと思えてくる。いや流石に冗談ではあるが。

  　

  「啊，话说回来，我家孩子没来这里吗？」

  「あ、ところでうちの子はここには来てないの？」

  「是的，这个时间的话，他应该还在跟我的哥哥一起玩。啊，不过之后他们预计会会合哦！」

  「はい。この時間だとまだ私のお兄ちゃんと一緒に遊んでるとおもいます。あ、でも後で合流する予定ですよ！」

  「这样啊～」

  「そっかー」

  　

  原来她也有男性朋友啊。我稍微松了口气。

  なんだ男友達もいるじゃん。そうホッとしたのもつかの間。

  但祈里紧接着说出口的话，让母亲的大脑停止运作。

  直後に続いた祈里の言葉は、母親の脳を停止させた。

  　

  「春鹿的哥哥和奈良姐姐，是超甜蜜蜜的情侣呢！」

  「春鹿の兄ちゃんとナダお姉さん、メッチャラブラブカップルだもんな！」

  

  　

  ——超甜蜜蜜的情侣。

  ――メッチャラブラブカップルだもんな。

  　

  ——超甜蜜蜜的情侣。

  ――メッチャラブラブカップル。

  　

  ——甜蜜蜜的情侣。

  ――ラブラブカップル。

  　

  情侣。

  カップル 。

  意思是男女两人组成一对，也就是夫妻，或是情侣。

  その意味は男女ふたりの組み合わせ。夫婦。恋人同士とも。

  　

  　

  「……原、原来是这样啊！！！！」

  「……そ、そっちだったかー！！！！」

  　

  没想到儿子居然会往那边发展。

  まさかの息子、そっちに墜ちる。

  母亲的心容量，已经因为儿子是萝莉控而到达极限了。

  母親の心のキャパシティはロリコンかもしれない息子で限界いっぱいいっぱいだった。

  这时，儿子又说出完全相反的证词。

  そこへ注がれる真逆真逆の息子のソッチ証言。

  　

  母亲突然大叫，让三人吓了一跳。

  突然声を上げた母親に驚く３人。

  不过，请原谅她吧。母亲已经相当忍耐了，相当努力了。

  でも許してあげてほしい。母親はこれでもかなり耐えた方である。かなり頑張った方である。

  　

  「那、那个，母亲大人，您没事吧？」

  「あ、あの、お母様。大丈夫です？」

  「没事，我没事。我是能接受多样性的好母亲，好母亲。嗯。」

  「大丈夫。大丈夫よ。私は多様性を受け入れる良い母親だから。良い母親だから。うん」

  「是、是哦。」

  「は、はあ」

  　

  过了一会儿，奈良的母亲才恢复过来。

  しばらくして調子を取り戻したナダの母親。

  她看起来像是想通了，应该不是错觉。

  どこか吹っ切れた様子なのは気の所為ではないのだろう。

  　

  说不定是因为学生怀孕之类的麻烦事太多，所以才会考虑从学生中挑选交往对象。

  もしかすると学生出産とか色々大変なことがあったから学生のうちから付き合いとかするのに色々考えるものがあったのかもしれない。

  三人这么想着，决定先不告诉任何人。

  そう思って３人は何も言わないでおくことにした。

  　

  「对不起，我有点乱了。」

  「ごめんね。取り乱しちゃって」

  「不会不会！如果听到我交了男朋友，我妈妈应该也会很惊讶。」

  「いえいえ！　私の母ももし私が誰かと付き合ってるって聞いたら多分びっくりしちゃうと思いますし」

  「我妈妈很严格，说不定会雇侦探调查。」

  「私のお母様だと厳しい人だから一回探偵雇って調査するとか言うかもです」

  「我家的话，应该是老爸吧。最坏的情况是他会来揍我，他管我很严的。」

  「うちの家の場合は親父かなあ。最悪殴りに来そう。めっちゃ拘束きついんだよなあ」

  「啊哈哈，每家都一样。毕竟孩子对我们来说可是宝物。」

  「あはは。そんなもんよどこの家も。子供は私達にとって宝物だもの」

  「喂～」

  「おーい」

  　

  三人聊着，就听到丈夫的声音。

  そんな話をしていると旦那の声が聞こえてくる。

  他似乎买了可丽饼回来，朝菜道的母亲挥了挥手。

  どうやらクレープを買ってきたらしい。ナダの母親に向かって手を振っているのが見えた。

  　

  「啊，对了。其实我家管得很严，所以我不太会告诉别人我的姓氏或名字。所以就算那孩子用了假名，你们也不要介意。」

  「あーそうだ。実はね、私の家結構厳しいからあんまり名字とか名前とか教えないようにしてたんだ。だからあの子が偽名とか使っていても許してあげてね」

  「咦？！菜道是假名吗？！」

  「え？！　ナダって偽名だったの？！」

  「嗯～？应该说是念错了吧？虽然汉字一样，但念作哈亚赛。这才是姓氏。」

  「んー。というより読み間違い？　漢字は一緒なんだけどハヤセって読むのよ。そっちが名字」

  「原来是这样……那个，可以告诉我们吗？」

  「そうだったんですか……。その、教えてもらっちゃって良いんですか？」

  「没关系没关系，我之后会叫他至少告诉我儿子的名字。」

  「いいのいいの。うちの子にも名前くらい教えときなさいって後で言っておくから」

  「你干嘛一脸不甘心的样子啊，爱香？」

  「なんで悔しそうなのさ愛香」

  「假名……我完全没发现……明明那么习惯被那样叫了……」

  「偽名……全然気付けなかった……。あんなに呼ばれ慣れてたのに……」

  「呼，排队的人很多，花了不少时间呢。对不起哦。」

  「ふぅ、結構並んじゃって時間かかったよ。ごめんね」

  「不会，你突然说这件事，已经够感谢你了。」

  「ううん。突然言ったのにありがとね」

  　

  母亲从丈夫手中接过可丽饼。

  旦那からクレープを受け取る母親。

  然后她突然想到，要是继续聊下去，儿子的事情说不定会传到丈夫耳里。

  そしてふと気づく。このまま話をしてしまうと息子の事が旦那の耳にはいってしまうかもしれないことに。

  　

  这次的事件让连个性都相当大而化之的自己感到相当疲劳，究竟心灵不够坚强的丈夫能不能承受呢？

  結構おおらかな自分ですらかなりの疲労を感じた今回の事件。果たしてあまり心の強くない旦那が耐えられるかどうか。

  稍微思考了一下后，她得到「既然如此，总之得先让他习惯女装的样子，不然会死掉」的结论。

  そうして少し考えた後、とりあえず女装してる姿とか見せて少しずつ慣れてからじゃないと死ぬわうちの人って結論がでた。

  　

  既然如此，接下来的行动就只有一个。

  であれば次の行動は１つだけだ。

  　

  「好，我们差不多该走了。」

  「よし、私達はそろそろいこっか」

  「啊，已经要走了吗？」

  「あ、もう行っちゃうんですか？」

  「嗯嗯，要是聊太多关于那孩子的事情，之后会被骂的。」

  「うんうん。あまりあの子の事について話しちゃうと後で怒られちゃうから」

  「啊～的确，如果老婆也聊起以前的事情，我真的很受不了。」

  「あー、確かに。私もおかんにもし昔の話とかされたらまじできついわ」

  「对吧～那么，再见咯。如果方便的话，也来我们家玩吧。」

  「でしょー。それじゃ、またね。もし都合があったらお家にも遊びに来てね」

  「好的！谢谢！」

  「はい！　ありがとうございます！」

  　

  母亲硬拉着丈夫的手臂，开始往前走。

  旦那の腕を強引に引っ張って歩き始める母親。

  　

  老公始终一脸困惑。不过，他平常就是这种立场，所以很快就习惯了。

  なお旦那は終始困惑気味である。けれど、いつもこういう立ち位置だったので少ししたら慣れた。

  我调整姿势，挽住老公的手，一如往常地与他十指交扣。

  体勢を整えて、引っ張ってる手を絡めていつものように２人で腕を組む。

  　

  「……孩子们很有精神呢。」

  「……元気な子達だったね」

  「对啊。我们家孩子从以前就很乖巧，所以有点吓到。」

  「そうね。うちの子は昔っから大人しかったから、ちょっとびっくりしちゃった」

  「对啊。」

  「だね」

  　

  回头一看，三个孩子发现我们，朝我们挥手。

  振り返るとまだ３人はこちらに気づいて、手を振ってくれている。

  我们也用空着的手挥手回应，视线再度转回前方。

  こちらも空いた手で振り返して、また視線を戻す。

  　

  看到孩子们这么优秀，我有点以他们为傲。

  あれだけ良い子達が慕っているという、自身の子供が少し誇らしくなる。

  而且，看到孩子不知不觉间踏上新旅程，我也有点想送点东西给他们——

  それにまあ、新たな門出をいつのまにかしていた我が子に親から何か送るべきではないかとかちょっと思う気持ちもなくはなくて――。

  　

  「回程我想去化妆品店，可以吗？」

  「帰りに化粧品店に寄りたいんだけど、いい？」

  「可以啊，怎么突然想去？」

  「いいけど突然どうしたの？」

  「嗯～秘密。」

  「んー。内緒」

  　

  妈妈想稍微尽点父母的责任。

  少しくらいは親らしく手助けしようと思った母であった。

  　

  　

 
  在电影院请安静

  第１２話　映画館ではお静かに

  我一直在犹豫，不知道该什么时候说。

  いつ言い出すべきか迷っている。

  　

  　

  今天的计划是，和飞梦一起在购物中心闲逛，在太阳下山前到源代中央公园接美来她们，然后在车站前解散。

  今日のお出かけの予定ではショッピングモールで飛夢君とブラブラしながら、日が暮れる前に美来ちゃん達を源代中央公園で拾って駅前で解散という流れになっている。

  　

  因此，很遗憾，午餐的菜单上不能出现我最喜欢的拉面。

  そのため昼餉のメニューは残念ながら自分の大好物であるラーメンは選べない。

  毕竟我喜欢的拉面形式是二郎系，也就是大蒜放越多越好，睡前还会残留味道的那种。

  なにせ自分の好きなラーメンの形式はいわゆる二郎系、つまりはニンニクマシマシのマシで、寝る前まで臭いが残るレベルのものばかりだ。

  　

  　

  如果只有飞梦，因为是男性朋友，所以无所谓，但要是被美来她们说「菜菜姐姐好臭」的话，那该怎么办？

  飛夢君だけなら別に男友達だから構いはしないのだけれど、美来ちゃん達に「ナダお姉さんちょっと、クサイ」とか言われたらどうなるか。

  　

  机会难得，我试着想象了一下。

  せっかくなので想像してみる。

  嗯，会死。十三次就会死。就算是某命运游戏的大英雄，也会死。虽然我一直觉得，用过度伤害杀死剩余角色的系统很不合理，但现在我懂了。懂什么啊，绝对有问题。

  うん、死ねる。１３回は死ねる。某運命ゲーの大英雄でもワンパンだ。オーバーキルで残機殺せるシステム不合理だと思ってたけど今ならわかるよ。わかるか。絶対おかしい。

  　

  　

  所以，今天的午餐，我随便在美食街挑了一个三明治。

  そんなわけで、本日の昼餉はフードコートで適当に選んだサンドイッチと相成りました。

  话说，我一直以为女生食量很小，但其实完全不是这样。一个人吃的大份炸猪排三明治，我一口就能吃完。

  ていうか女はかなり少食とかイメージあったけど全然そんなことないわ。普通にカツサンド１人前結構でかいやつペロリといけたわ。

  　

  仔细想想，我家老妈也是这样，虽然看起来食量很小，但其实很能吃。

  考えてみればうちのオカンとかもそうだけど女性って少食なように見えて間食とか結構とってるじゃん。

  从整体看来，我们吃的量应该差不多吧。前世也有个亲戚明明没在吃东西，却总是很有精神，让我很害怕，原来是因为这样啊。我好像看到幽灵的真面目，有种白担心一场的感觉。

  総合で見れば食ってる量大差ないんじゃねこれ。前世でも親戚に全然食ってないのにいつも元気なおばさんがいて怖かったけど成程そういうからくりだったわけね。幽霊の正体見たり枯れ尾花な気分。

  　

  　

  算了，那些不重要。

  まあそこらへんはいいんよ。

  问题在于这只手。

  問題はこの手よ。

  　

  「啊，是这边吧。人很多，没问题吗？」

  「あ、こっちですね。人多いですけど大丈夫ですか？」

  「是的。谢谢你的关心。」

  「はい。お気遣いありがとうございます」

  　

  因为假日人潮汹涌，购物中心内的电玩中心挤满了人，所以我的另一只手一直被她握着！

  ショッピングモール内にあるゲームセンターは休日で人がごった返しているからということで、ずっと握られっぱなしの自分の片手よ！

  也就是说，我们一直处于牵手状态！我超在意周围的视线！

  つまりはずっと手繋ぎ状態じゃよ！　周囲の視線とかが気になって仕方ないわ！

  　

  以前飞梦君因为受印波种子影响而睡眠不足，走路摇摇晃晃时，我拉过他的手。

  以前飛夢君がインプルの種子の影響で寝不足になってフラフラになった時に手を引っ張ってあげた事がある。

  但这次正好相反，完全相反。这次是我被牵着，被她扶持着。我明明比她年长，却被年纪比我小的飞梦君这么担心，实在很不好意思。

  けれど今回はその逆だ。真逆だ。自分のほうが手を繋がれて、支えられてる側になってしまっている。年上であるはずの自分が年下である飛夢君にここまで心配されてしまうと流石に恥ずかしい。

  　

  「有很多游戏呢。」

  「色々ありますね」

  「是啊……啊，有街霸4！我们来玩那个吧！」

  「そうですね。……あ、ストリームファイタークアトロ！　あれやりましょう！」

  　

  我看到的是几个月前才刚推出的人气格斗游戏的新机台。

  見かけたのはつい数ヶ月前に出たばかりの人気格闘ゲームの新作アーケード台だ。

  由于是刚推出的游戏，所以从死忠玩家到跟风玩家，可以看到相当广泛的玩家层在玩这款游戏。

  まだまだ新作ということでガチ勢からエンジョイ勢まで幅広い層の格ゲープレイヤー達が遊んでいるのが見える。

  　

  飞梦同学似乎对自己说的话感到有些惊讶。

  飛夢君は自分の発言にちょっと驚いた様子だ。

  　

  「原来你玩格斗游戏啊，小奈。」

  「格ゲーとかやるんですねナダさん」

  「我不玩哦。因为格斗游戏机台的氛围，果然还是让人很难坐得下来。不过，现在的我还有飞梦同学。」

  「やりませんよ。格ゲーのアーケード台ってやっぱり座りづらい雰囲気ありますから。ですが今のわたくしには飛夢君がいます」

  「我、我也不是一定要玩格斗游戏啦。」

  「ぼ、僕も別に格ゲーそんなするわけじゃないんですけど」

  「只要有你在就够了。一个人会感到不安，只要有你在，我就能安心了。」

  「いてくれるだけでいいんです。１人だと心細いですから、飛夢君がいるだけで安心できますよ」

  　

  听到我这么说，飞梦同学的脸变得通红。

  そういうと飛夢君の顔が真っ赤に染まる。

  　

  嗯，毕竟我也和飞梦同学交往了一个月，也察觉到他的心意了。

  ふむ。流石に飛夢君との付き合いも一ヶ月。彼の気持ちにも気づいてきた。

  我只要稍微称赞他，他就会立刻满脸通红。我只要稍微碰触他的身体，他就会吓到全身僵硬。

  俺が褒めたりするとすぐに顔を真っ赤にする。ちょっと体に触れるとびっくりして体が硬直する。

  　

  将这些和前世的经验对照后，我立刻得到了答案。

  これらを前世の経験と照らし合わせると答えはすぐに出る。

  　

  也就是说，飞梦同学——是个极度怕羞的人！！

  つまりは飛夢君は――極度の照れ屋なのだ！！

  　

  「你不用那么害羞啦，我说的都是真的，你要对自己有信心哦。」

  「そんなに照れなくていいんですよ。全部本当のことですから。自信を持ってくださいね」

  「不是，那个，与其说害羞，我确实是害羞，但不是因为那种事……」

  「いや、その、照れてるというか。照れてはいるんですけど、そういうことじゃなくて……」

  「有空位了，我们赶快坐下吧。」

  「席空きましたよ。早速座りましょう」

  「啊，好的……那个，我站在你后面哦。」

  「あ、はい。……その、僕は後ろに立ってますね」

  「没问题，这张椅子旁边有很长的空间。」

  「大丈夫ですよ。この椅子横に長いので」

  　

  这副身体没什么凹凸，只要稍微往旁边挪一点，飞梦君应该也能坐。

  この体は凹凸があんまりないから少し横にずれて座れば問題無く飛夢君も座れるはずだ。

  我拍了拍空出来的空间，催促他坐下，他犹豫了一下，还是坐了下来。

  ポンポンと空いているスペースを叩いて座るように促すと、逡巡しながらも座ってくれた。

  　

  「有街机模式呢，好像在跟CPU对战。我们先玩这个吧。」

  「アーケードモードがありますね。CPUと戦うみたいです。まずはこちらをやってみましょうか」

  「好、好的……动画会播出来呢，这个。」

  「は、はい。……アニメ流れるんですねこれ」

  「我也是第一次知道。可是其他台的声音会盖过动画，听不太清楚呢。」

  「わたくしも初めて知りました。でも他の台の音でかき消されてあまり聞き取れませんね」

  「要是没有字幕，可能很难看懂呢。」

  「字幕がなかったら厳しかったかもですねこれ」

  　

  我们聊着聊着，马上就进入跟操纵CPU的敌人对战的阶段了。

  なんて話していると早速CPUが操る敵キャラと戦う流れになった。

  回过神来，画面已经从动画切换成3D，好像马上就要开始战斗了。

  気付けば画面もアニメから3Dに切り替わっており、もう今にも始まりそうだ。

  　

  「我、我没仔细看指令！这个要怎么玩！敌人攻击过来了！好痛！」

  「こ、コマンドちゃんと見てませんでした！　どうやれば良いんでしょうこれ！　攻撃してきました！　痛い！」

  「没问题，这种游戏一开始的敌人都是弱小的CPU，只要蹲下来用力踢，就能意外地打倒……啊，是反击。」

  「大丈夫ですよ。こういうのは最初の敵は弱めのCPUになっててしゃがんで強キックするだけでも案外倒せて……、あ、カウンター」

  「好痛！体力减少好多！飞梦君，救救我！」

  「痛いです！　とても減りましたよ体力！　助けてください飛夢君！」

  　

  仔细想想，叔叔包含前世在内，完全没玩过格斗游戏。

  思えばおじさんは格ゲーなんて前世含めて全然やってこなかった人間である。

  我可是被那独特的难以接近氛围吓到，连靠近他都不敢的人。

  あの独特の入りづらい雰囲気にやられて近寄ることすらできなかった人間なのである。

  　

  如果他有友情力量，我就能轻松取胜了。我得意忘形地这么想着，但结果会如何，根本不用想也知道。

  それが友情パワーがあれば余裕じゃろとか調子乗って挑んだらどうなるかなんて考えるまでもない。

  我漂亮地连输两局，屏幕上显示出大大的「Game Over」字样。

  ものの見事にラウンドを取られて画面にはデカデカとパーフェクトの文字。

  　

  「……飞梦，这游戏是不是很难啊？」

  「……飛夢君、これすごく難しくないですか？」

  「毕竟是第一次玩嘛，当然会这样了。我一开始也被朋友用这种招式打得落花流水呢。」

  「初めてですからね。やっぱりそんなものですよ。僕も最初は友達にハメコンボみたいなのされてボロ負けしましたし」

  「你朋友也太狠了吧！」

  「その友達ひどくないですか？！」

  　

  即使进入第二局，我还是搞不懂敌人的动作。

  ２ラウンド目に入っても、やっぱり敵の動きがよく分からない。

  　

  我前世明明看过那么多职业格斗游戏玩家的游戏视频，还以为能轻松取胜，真想狠狠揍刚才的自己一顿。

  前世であれだけプロの格闘ゲーマーのプレイ動画の切り抜きとか見てたんで余裕だろとか思ってたさっきまでの自分を叩いてやりたい。

  我原本还偷偷计划着要秀出帅气的操作，让飞梦大吃一惊，但我的计划已经化为泡影。不行，我的角色又要死了！

  かっこいいプレイを見せつけて飛夢君を驚かせるというこっそり考えてた作戦も水の泡でござる。あかんまた自分のキャラが死ぬぅ！

  　

  「抱歉，借一下。」

  「ちょっとだけごめんねナダさん」

  「咦？！」

  「ひぁ？！」

  　

  背后传来声音。飞梦不知何时绕到我身后。

  後ろから声が聞こえる。いつの間にか後ろに回っていた飛夢君だ。

  他把手放在我握着摇杆的手上，重叠着握住。

  彼は自分の握っていたレバーを、その上から重ねるように握った。

  　

  「你就这样，像这样按那个按钮看看。」

  「このまま、こうやってそのボタン押してみてくれるかな」

  「这、这样吗？啊，死了！是茶道拳！」

  「こ、こうですか？　あ、でた！　茶道拳でましたよ！」

  　

  茶道拳是流格斗的主角与对手使用的远距离攻击，将茶道与禅心化为拳头释放的必杀技。其知名度在他们使用的招式中可排进前十名。

  茶道拳、ストリームファイターの主人公とライバルが使う遠距離攻撃で茶道を極めた禅の心を拳として放出するというその必殺技。知名度は彼等の使う技でも一二を争うほどに高い。

  能使用如此有名的必杀技指令，让我感到十分开心。

  とても有名な必殺技コマンドを使えたという事実に嬉しくなってしまう。

  　

  我照着飞梦的手势按下按钮，敌人似乎因为不断使出的茶道拳而陷入苦战。

  そのまま彼の手が導くままにボタンを押していくと、何度も飛び出ていく茶道拳に敵は苦戦しているようだ。

  　

  「接下来只要将距离拉近到这种程度，用蹲下攻击……好！」

  「後は距離をこのくらいまでつめて、しゃがみ攻撃で……よし！」

  「打倒他了！飞梦哥好厉害！」

  「倒せました！　すごいですね飛夢君！」

  「因为学会之后很好用嘛。老实说，我也只能立刻使出这种程度的招式。」

  「覚えるとすごく使いやすいコマンドだからね。正直僕もこれくらいしか咄嗟に出せるやつないんだけど」

  　

  飞梦露出困扰的表情，又红着脸害羞起来。

  困ったような顔でまたも顔を赤くして照れている飛夢君。

  我应该向他看齐，学习他谦虚的态度。原本想展现好的一面，却让我感到十分难为情。

  その謙虚な姿勢は自分も見習わなければならない。良いところを見せてやろうと思っていた自分が恥ずかしくなってくる。

  　

  话说回来，飞梦经常和朋友去电玩中心，而我总是独自在家玩家用游戏或手机游戏，我们之间的差距实在太大了。

  ていうかそもそも友達と何度もゲームセンターに遊びに来ていたりする飛夢君と、常にボッチで家でコンシューマーゲームかスマホのアプリゲームしかプレイしていない自分とでは差がありすぎた。

  好难过。我还以为自己在电玩方面不会输给飞梦哥！

  かなしい。ゲームなら飛夢君にも負けないって思ってたのに！

  　

  「没这回事，飞梦哥很厉害。」

  「そんなことないですよ。飛夢君はすごいです」

  「我根本比不上你……话说回来，小奈。」

  「僕なんて全然、……ところでナダさん」

  「嗯，怎么了？」

  「はい。なんでしょう」

  「下一回合已经开始了耶……」

  「もう次のラウンド始まってますけど……」

  「咦？！」

  「え？！」

  　

  我连忙将视线转回画面，正好看到敌人施展必杀技的演出。

  慌てて画面に視線を戻してみると、ちょうど敵の必殺技の演出がはじまったタイミング。

  想当然耳，我来不及回避或防御，角色就这么一命呜呼了。

  当然ながら回避もガードも間に合うわけもなく、諸にうけて瀕死になる自キャラ。

  　

  「那个，接下来还有机会得救吗？」

  「あの、ここから助かったりとかは」

  「我也没那么厉害，应该没机会吧。」

  「ちょっと僕もそんなにうまくないから、無理かなあ」

  「我想也是。」

  「ですよねえ」

  　

  垂死挣扎也无济于事，我的角色体力见底，游戏画面上出现重试的提示。

  悪あがきも虚しく自キャラの体力は底をつき、再チャレンジを促すリトライ画面が表示された。

  如果可以，我还想再挑战一次，但周围已经有好几个人在排队，看来没办法继续投硬币了。

  できればもう少しやってみたかったのだが、立ち上がって周りを見てみると数人順番待ちができており、連コインできるような雰囲気ではなさそうだ。

  　

  「虽然不甘心，还是换玩别的游戏吧。」

  「悔しいですが他のゲームに移りましょうか」

  「是啊。反正时间还很多，多玩几种游戏再决定也不迟。」

  「ですね。まだまだ時間はありますから、色々周ってみて決めてみるのもいいかもですね」

  　

  飞梦同学理所当然似地伸出手。

  そうして、また当たり前のように手を差し出してくる飛夢君。

  或许是因为我刚才夸他夸过头了，他的脸依然红通通的。我这么说，其实是因为在这么多人面前牵手，让我觉得有点难为情，所以脸才会这么烫。

  先程すごいすごいと自分が言い過ぎたせいかまだ顔が赤い。かく言う自分もこうも人目の多いところで手を握られるのは恥ずかしいのでちょっと顔が熱くなっているのを自覚している。

  　

  不过，他是在担心我，才会好心帮我一把。都怪我自己太迟钝，他也没办法。

  けれどまあ、彼が心配して、気を使って手を貸してくれているわけだし。どんくさい自分が悪いのだから仕方がないだろう。

  　

  「谢谢你，飞梦。」

  「ありがとうございます。飛夢君」

  　

  我握住他伸出的手。他的手比我粗多了，不愧是体育社团出身。

  差し出された手を握る。今の自分と比べるとずっとゴツくて太い手だ。流石は元体育会系。

  仔细一看，他的身材也比我壮，看得出他平时很注重运动。

  思えば体の線も自分と比べるとずっと太くて、日頃から運動を欠かしていないのが見て取れる。

  　

  这时，我想起自己的父母。他们感情很好，一有机会就会勾着手臂。

  そういえばと、両親を思い出す。隙あらば腕を組んでいる仲の良い２人を。何故かはわからないけれど。

  　

  「难得来一趟，要不要去逛一下购物中心？」

  「せっかくですから、ゲームセンターだけじゃなくてモールの中も回ってみませんか？」

  「可以吗？」

  「いいんですか？」

  「可以，我刚好想走走。」

  「はい。ちょっと歩きたくなったので」

  　

  我为了知道他这么说的理由，故意放慢脚步。

  少しでもその理由を知りたくて、引き伸ばすように２人歩いた。

  感觉还不坏。

  まあ、悪くない気分でした。

  　

  　

  　

  　

  「有好多种子反应，在公园的方向。」

  「多数の種子の反応があるぞ。公園の方角だ」

  　

  我的心就像被泼了一盆冷水，瞬间沉了下去。

  冷水を浴びせかけられた時のように、心が一気に沈んでいく。

  　

  过了一段时间，我们差不多该和美来她们会合了，于是我们离开购物中心。

  それはある程度の時間が経って、そろそろ美来ちゃん達と合流するかとモールを出てしばらくした時だった。

  这时，佩萨从包包里探出头，用只有我听得见的音量说：

  鞄の中から頭だけ器用に出して俺にしか聞こえないような小さな声でペサが耳打ちしてきたのだ。

  　

  「阿田，你怎么了？」

  「ナダさん、どうしたんですか？」

  「没事，只是……」

  「いえ、ちょっと」

  　

  因为突然停下脚步，牵在一起的手被拉了一下，飞梦同学担心地问道，但我没有余力立刻回答。

  突然立ち止まった自分のせいで、繋がられていた手が引っ張られて気づいた飛夢君が心配そうに声をかけてきたけれど、すぐに応える余裕がない。

  　

  老实说，我今天不想回收种子。

  ぶっちゃけてしまうと、今日は正直なところ種子の回収をしたくないのだ。

  虽然伤害他人本来就不是什么好事，但今天的心情比平常还要低落。

  もとから人を傷つけるなんてあまり気分のいいことではないけれど、いつにも増してそういう気分になれない。

  　

  即使如此，我还是非做不可。

  しかしそれでもやらなくてはならない。

  尤其是公园是爸妈假日经常去的地方。光是想象我的父母被变成树果，就让我不寒而栗。

  特に公園は父と母が休日によく通っている場所だ。もし俺の両親がインプルにされたらなんて想像するだけで怖気が走る。

  　

  「……那个，其实我要去回收树果。」

  「……その、実はインプルが出てしまって」

  「真的吗？！那、那个，你快点去吧。」

  「本当に？！　じゃ、その、すぐ行かないとだよね」

  　

  他依依不舍地放开手。

  名残惜しそうに手を離す彼。

  残存的体温被秋风的凉意渐渐夺走。

  残った体温が徐々に秋風の涼しさに奪われて消えていく。

  　

  我向他低头致意，随便找了一栋建筑物的阴影处，显现出纯洁之衣。

  彼に頭を下げて、適当な建物の影に入ってプルピュアの衣装を顕現させる。

  飞梦同学帮我保管行李，偷偷溜出来的佩萨则抓着我的肩膀。

  荷物は飛夢君が預かってくれた。こっそり抜け出してきたペサが俺の肩に捕まっている。

  　

  「那么，我出发了。」

  「それじゃ、いってきますね」

  「嗯，加油，我会为你加油的。」

  「うん。がんばって。応援してるから」

  　

  虽然不是什么值得加油的好事，但他的心意让我非常感激。

  応援されて良いほど、あまり素晴らしいことではないけれど、彼の気持ちはとてもありがたいものだ。

  我沿着墙壁跳上屋顶，从一栋大楼的屋顶跳到另一栋大楼的屋顶，朝公园跑去。

  壁伝いに飛び上がって、ビルの屋上から屋上へと、公園に向かって走り出す。

  　

  「话说回来，你可能忘了，公园里有纯洁派哦，你打算怎么办？」

  「ところで、忘れているかもしれないが、公園にはプルピュア共がいるぞ。どうする気だ？」

  「……啊！」

  「……あっ」

  　

  要是碰个正着，大概就没办法找借口脱身了吧。

  鉢合わせしてしまったら、まあ言い逃れはできないだろう。

  对方可能会敌视我。那样也好，因为我的做法大概没办法让对方理解。

  敵対されるかもしれない。それならそれでも良い。たぶんわかってもらえるようなやり方ではないから。

  　

  不过，如果可以的话，真不想变成这样啊。我如此自嘲。

  でも、もしできることなら、こんなふうにはなりたくなかったなと自嘲する。

  　

  「没办法吧。」

  「仕方ないでしょう」

  「哼。要打的话，别把我变回原形。身为小恶魔的我和你并肩作战，看在对方眼里只会造成误解。」

  「フン。やるなら私の姿はギリギリまで戻さないでおけ。インプルであるこの私が貴様と共闘しているなど、あちらからすれば誤解の種にしかならんからな」

  「你居然会为我着想，我吃了什么坏东西吗？」

  「気を使ってくださるなんて、悪いものでも食べました？」

  「一旦开战，你太弱了，所以原本三对二反而会因为碍手碍脚而陷入劣势！」

  「戦いになれば貴様が弱すぎるから、本来は３対２でも足手まといのせいでむしろ劣勢になるという話だ！」

  　

  小丑人偶气到大声怒吼。

  ブチギレて大声で怒鳴ってくるピエロ野郎人形。

  　

  吵死了！你们两个打架打太习惯了吧！

  うるせえ！　お前らが喧嘩慣れしすぎてるんだよ！

  叔叔，你真的没打过人吧！别说电话拳，你连回旋拳都不会！

  本当に人を殴るとかまじでやった事無いからねおじさん！　テレフォンパンチどころかぐるぐるパンチしかできないレベルだよ！

  　

  「我、我知道啦。」

  「わ、悪いなぁとは思ってますから」

  「哼……看到了哦，人很多。」

  「フン。……見えてきたぞ。かなり多いな」

  　

  大概是来公园中心看红叶的，可以看到一群大人聚集在那里。

  公園の中心あたりに紅葉を見に来たのか、団体の大人達が集まっているのが見える。

  原来如此，是那个啊。

  なるほどあれらか。

  　

  　

  「那么，结界……英普鲁？！」

  「それでは結界を……、インプルッ？！」

  「不对！是法利亚！而且这股气息，难道是利柯多？！」

  「違う！　ファリアだ！ しかもこの気配はまさか、リコルドかッ？！」

  　

  突然，从聚集在中央的人们中心，散发出强大的英普鲁气息。

  突如中央に集まっていた人達の中心から強大なインプルの気配が溢れ出す。

  有着投影机般头部的英普鲁，全身痉挛着跳舞。可以感受到的力量，似乎随着痉挛的加剧而增强。

  映写機を模したような頭部をしたインプルが全身を痙攣させながら踊っている。感じ取れる力は痙攣が激しくなるほど強まっていっているようだ。

  　

  难道是被引诱进来的？

  まさか、誘い込まれた？

  　

  「先离开公园！它明显注入了超过容量的力量，感觉不太妙！」

  「一旦公園から離れろ！　明らかに容量を超えた力を注ぎ込まれている。なにか、マズイぞ！」

  「既然这样，就更该这么做！」

  「それならッ、なおさら！」

  　

  我更加加速，跑向利柯多・法利亚面前。

  より加速してリコルド・ファリアの前へと走り出す。

  如果它自爆，结界就会连同爆炸一起被炸飞，现实世界也会受到损害。也就是说，如果不从物理上解决这家伙，聚集在这里的人们就有可能受到重伤。

  もし自爆なんてされてしまえば結界ではそれごと吹き飛ばされて現実にも被害が及ぶ可能性がある。つまり物理的にこいつをどうにかしないと、ここに集まっている人々が大怪我を負う可能性だってある。

  　

  不过，如果是我的操作，虽然不知道它想做什么，但应该可以阻止它。

  しかし俺の操作なら何をしようとしているのかわからないが、たぶん止められるはずだ。

  　

  「你怎么会在这里？！」

  「なんで貴女がここに！？」

  「你果然在这里，普噜！你到底想做什么，普噜！」

  「本当にここにいたプル！　一体何をするつもりプルか！」

  　

  声音传来。

  声がした。

  我侧眼一看，是熟悉的三人组与一只。

  横目に見ると見覚えのある３人組と１匹。

  　

  果然碰上了。

  やっぱり鉢合わせしてしまった。

  但我没空对付他们。我无视他们，继续跑向利柯多身边。

  しかし相手をしている暇はない。無視してリコルドの元へと走り続ける。

  话说这家伙从刚才就不断试图将意识侵入我体内，但完全没有空隙让他得逞。看来得靠近一点才行！

  ていうかこいつ、さっきから何度も意識を差し込もうとしているのに、全然入り込む隙間がない。もっと近くに寄らないと厳しいか！

  　

  「情况不妙！得阻止他们才行！」

  「なんかまずいぞ！　あいつらを止めないと！」

  　

  三人追了上来。

  追いかけてくる３人の声。

  但就算这样，我还是比他们更快抵达利柯尔多身边——！

  だがそれでも、俺がリコルドのもとにたどり着くほうが速い――！

  　

  ——就在擦身而过的一瞬间，我和戴着兜帽的男人对上了眼。

  ――そこですれ違った一瞬、目があった。フードを被った男と。

  　

  「Futuro！果然是陷阱！」

  「フトゥーロ！　やはり、罠か！」

  　

  身体停了下来。被阻止了。明明没有被任何人碰到，却像是自己的身体不听使唤一样。

  体が止まる。止められる。誰にも触れられていないのに自分の体じゃないかのように言うことがきかなくなる。

  有东西要侵入自己身体的感觉让我毛骨悚然。

  自分の体に何かが入り込もうとする感覚に怖気が走る。

  　

  我下意识地理解到，这是和我的力量相同的东西。

  無意識に理解する。これは俺の力と同種のものだと。

  　

  「终于见到你了，第四人。」

  「やっと会えたね。４人目」

  　

  我立刻使用力量将那家伙的意识从体内弹开。

  即座に力を使って体からあいつの意識を弾き出す。

  和最终头目相同类型的能力，让我想起某奇妙冒险的第三部最终决战，心情也跟着高昂起来。骗你的，根本是节节败退。这种时候应该让主角来。

  ラスボスと同じタイプの能力とか某奇妙な冒険の第三部ラストバトルを想起させて気分が上がる。嘘だ。だだ下がりだ。そういうのは主人公にやらせてくれ。

  　

  「果然是相同的力量呢。有理性的幼灵，最终都会拥有相同的力量。看来我的想法是正确的。」

  「やはり、同じ力を使うんだね。理性のあるインプルは最終的にすべて同じ力を持つという僕の考えはあっていたようだ」

  「Futuro？！大家小心，普尔！」

  「フトゥーロ？！　みんな、気をつけてプル！」

  「哎呀，又有同伴来了。真开心，居然三个人都到齐了。」

  「おや、更にお仲間が。嬉しいね。３人全員揃うなんて」

  　

  我一边保持距离一边靠近利欧德，但意识总是飞来，我光是要弹开它，就忙不过来了。

  警戒して距離を取りつつリコルドへと近づこうとするが、常に飛んでくる意識の差し込みを弾き出すだけで手が回らない。

  单纯是出手次数不同。虽然他说力量和我一样，但身为【小恶魔】的力量输出，恐怕相差悬殊。差距太大，我光是要防御就分不出心。

  単純に手数が違う。俺と同じ力だと言っていたが、おそらくインプルとしての力の出力が桁違いなのだろう。差が大きすぎて防ぐので手一杯だ。

  明明早就进入利欧德的操纵范围内，却什么都做不了，这事实让我感到焦躁。

  とっくにリコルドへの操作の射程圏内だと言うのに何もできない事実に歯痒さを覚える。

  　

  「佛图洛，领班的，老大！」

  「フトゥーロ。パサードの、ボス！」

  「不好意思，我对你们没兴趣。」

  「悪いけれど君達には興味はない」

  　

  手指弹响的声音响起。

  指を鳴らす音が響く。

  同时，刚才聚集在中央的人们，突然变成前几天出现在车站前的小型【小恶魔】，袭击我们。

  同時に先程まで中央に集まっていた人々が突然、先日駅前に出てきた小型サイズのインプルに姿を変えて襲いかかる。

  　

  「我感兴趣的只有你们两个。不过，你好像只有残像呢。应该说，是附身吗？原来如此，所以才变成那个布偶啊。嗯，非常不愉快。」

  「興味があるのは君と君だけ。ただ君は残像だけみたいだね。というより憑依か。なるほど、だからそのぬいぐるみに。うん、非常に不愉快だ」

  「唔，小心点，曼纳！被盯上的是普洛！」

  「ッ、気をつけてマニャーナ！　狙われているのはプーロです！」

  「咦？！」

  「えっ？！」

  　

  我感觉到他的力量矛头突然转向普洛，立刻叫道。

  彼の力の矛先が突然プーロへと切り換わったのを感じて咄嗟に叫ぶ。

  但是太迟了。应该说，对方太快了！

  しかし遅い。というよりあちらが早すぎるッ！

  　

  邪恶的意识变得凶恶，简直就像黑雾一样，连肉眼都能看见。

  あまりにも邪悪な意識はまるで黒い霧のように肉眼でも捉えられるほどに凶悪になっている。

  那股意识正要袭击抓住曼纳肩膀的普洛。

  それが今まさにマニャーナの肩に捕まっているプーロへと襲いかからんとしていた。

  　

  「啧，没办法了！！」

  「チッ、仕方あるまい！！」

  「什、佩萨？！」

  「な、ペサ？！」

  　

  我的肩膀上的重量消失了。

  俺の肩から重みが消える。

  我之后才注意到是佩萨冲了出去。

  ペサが飛び出したのだと気づいたのはその後だ。

  　

  佩萨靠自己的力量膨胀，解除小型化，成为肉盾挡在普洛面前。

  自力で力を膨れ上がらせて、小型化を解除したペサが肉壁となってプーロの前に割り込んだのだ。

  佩萨一瞬间差点被吸走力量，我急忙用魔杖注入力量。

  一瞬で力を吸い上げられそうになるペサに、慌ててステッキで力を注ぎこむ。

  　

  「……原来如此，你连我的发明都能运用自如啊。果然最危险的就是你。」

  「……なるほど、僕の発明をこうも使いこなすか。やはりより危険なのは君か」

  　

  即使佩萨立刻用力量重置意识差距，佛图拉还是看都不看她一眼，瞪着我。

  即座に力で意識の差し込みをリセットさせたペサにも目をくれず、こちらを睨みつけるフトゥーロ。

  露骨的敌意让我不禁畏缩。

  露骨な敵意に尻込みしてしまう。

  　

  由于还有大量杂鱼小恶魔，我无法期待普美丽三人能提供多少帮助。而且佩萨现在刚好被杂鱼小恶魔找碴，看起来很忙。

  プルピュア３人の助力はまだまだ大量にいる雑魚インプルのせいで期待できない。そんでペサも今ちょうど同じく雑魚インプルに喧嘩を売られて忙しそうだ。

  　

  「我花了十年的时间才能运用这股力量。」

  「僕はこの力を使いこなすのに１０年の時間をかけた」

  「这样啊。」

  「そうですか」

  「嗯，没错。所以，我很怕你。

  「うん。そうなんだ。だからね。君が怖い。

  就我所知，你是在两个月前得到力量。刚好就是那个时候。呃，就是迪加啰嗦的告状让我听腻了，我把佩萨贬职之后不久。

  君が力を手にしたのは僕の知る限り２ヶ月くらい前だ。ちょうどあの頃だ。ええと、ディージャの面倒くさい告げ口に聞き飽きてペサを左遷してあげてから少ししたあたり。

  我收到报告，说原本因为土壤太差，即使开花也不会结果，应该会自然消灭的小恶魔被击败了。」

  本来なら土壌の悪さのせいで開花はできても結実しないまま自然消滅するはずだったインプルが倒されたという報告があったんだよ」

  「真巧，我记得自己是在那个时期打倒的。」

  「奇遇ですね。たしかにそのくらいの時期にインプルを倒した記憶があります」

  　

  正好跟我变成纯洁者开始战斗的时期吻合。

  俺がプルピュアになって戦い始めたあたりとちょうど時期的に噛み合っている。

  听他这么一说，已经过了这么久啊。

  言われてみればもうそんなに経つのか。

  　

  「我想也是。一开始我还以为只有三名纯洁者中的其中一人偷偷来到源代町，结果实际上并非如此。没想到居然变成了拥有理性的树妖。而且跟那个一样，操纵着我无法感应到的树妖之力，让我无法克制好奇心。

  「だろうね。最初は３人いるプルピュアのどれかがこっそり源代町に来てただけだろうと思っていたのだけれど、実際は違った。まさか理性を持ったインプルになっているなんてね。しかもアレと同じ、僕の感じ取れないインプルの力を操っているだなんて好奇心が抑えられない。

  最让我感兴趣的是，你们的能力我无法吸收。只能阻止，这到底是什么原理？」

  何より君達の力の中で興味を唆られるのは、僕には吸収できないということだ。止めることしかできないなんて一体どういう原理なのかな」

  「……原来如此。」

  「……なるほど」

  　

  我停止所有防止意识侵入身体的手。

  体への意識の差し込みを防ぐ手をすべて止める。

  身体当然不再听从我的命令。

  当然のように体は言うことを効かなくなった。

  　

  「哎呀，难道是缺乏瓦斯吗？果然规格不同吗？看来让你进行各种实验也不错。」

  「おや、もしかしてガス欠かな？　やはり規格が違うためかな。君で色々実験するのも良さそうだ」

  「这样啊。话说回来，你知道利柯尔多有什么能力吗？」

  「そうですか。ところで貴方はリコルドの能力をご存知ですか？」

  「……是什么来着？佩萨的就算是我也得花点工夫，所以我记得很清楚。」

  「……なんだったかな。ペサのは流石に僕でも手間取るから覚えておいたんだけど」

  「我就告诉你吧。答案是『过去捏造』，能够对对象灌输虚假的记忆。」

  「お答えしましょうか。答えは嘘の記憶を対象に流す『過去捏造』ですよ」

  「什么？」

  「なに？」

  　

  我感觉到福托尔的意识已经转移到利柯多身上。

  フトゥーロの意識がリコルドの方にいったのを感じる。

  虚假的记忆被解开，刚才还精神奕奕地跳舞的利柯多，现在却狼狈地倒在地上的现实被揭露出来。

  嘘の記憶が解かれて、先程まで元気に踊っていたはずのリコルドが無様に倒れている現実が顕になる。

  　

  这就是所谓的切肉断骨。

  肉を切らせて骨を断つというやつだ。

  因为已经不需要再操作，所以我把意识拉回自己的身体，只要发挥福托尔的力量，身体就能恢复自由。

  もう操作は必要ないので自分の体に意識を戻して、フトゥーロの力を弾き出してやれば体の自由も元通り。

  　

  「把意识集中在自己身上，然后趁隙吸取利柯多的力量吗？」

  「意識を自分に集中させて、その隙にリコルドの力を吸い上げたか」

  「就是这样。」

  「そうなりますね」

  「真令人惊讶，你的手法很漂亮。不，应该是我太笨拙了。抱歉，我本来是个研究者，不擅长战斗。」

  「驚いた。見事な手際だよ。いや僕が下手なのだろうね。すまないね元来研究者なもので、戦うのは不得手なんだ」

  「福托尔！！！」

  「フトゥーロ！！！」

  　

  大概是已经解决掉一部分的小兵，佩萨趁隙冲了过来，挥出拳头。

  ある程度雑魚を片付けたのか、隙をみて飛び込んでくるペサの拳。

  拳头在击中我之前，又被再次涌出的新树挡下。

  それは届く前に再び湧いてきたインプルによって防がれた。

  　

  啊——原来如此。这家伙和我战斗的方式，真的和我很像。

  あー、なるほど。まじでこいつ俺と戦い方含めて同じみたいだ。

  虽然本体不怎么强，但能力跟周遭的人都很强。

  本体はあまり強くないけれど能力と周りが強すぎるタイプだわさ。

  　

  「话说回来，我刚才才刚吸取那个人的力量。」

  「っていうか、今さっき吸い上げたばかりなんですけどその子」

  「因为力量太充沛了。」

  「力は有り余っているからね」

  　

  新树挡下佩萨的一击。也就是说，它看到利柯多・法利亚后，吓到倒退好几步。

  ペサの一撃を防いたインプル。つまりはリコルド・ファリアを見てドン引きする。

  这家伙到底有多少力量啊？真是不得了。

  どんだけ力余らせてるんだ。とんでもないな本当に。

  　

  「不过，这个状况真的很不妙。」

  「しかし、流石に状況が悪いねこれは」

  　

  「福托尔！别想逃！」

  「フトゥーロ！　逃さないよ！」

  「我们逮到你了！」

  「追い詰めたぜ！」

  「纳贡之时到了！」

  「年貢の納め時です！」

  「我一定要在这里阻止你，普路！」

  「ここで必ず止めるプル！」

  「我要为帝加报仇！我要在这里让你血债血偿！」

  「ディージャの仇だ！　ここで贖ってもらうぞ！」

  　

  其他小喽啰们已经被我收拾掉了。

  既に他の雑魚インプルはすべて対処済みだ。

  光看现在的状况，是6对2。如果再加上争夺遥控器，实际上就是5对1。就算拔掉遥控器，也是4对1，已经赢定了，哈哈哈。

  状況だけで見ると６対２といえる。リコルドで操作の奪い合いさえしてやれば実質５対１だ。プーロを抜いても４対１なわけでもう勝ったなガハハ。

  　

  「……没办法，那就争取时间吧。」

  「……仕方ないね。それなら時間稼ぎでもしようか」

  「休想得逞，普路！我要一口气把你打趴！」

  「させないプル！ 一気に畳み掛けるプルよ！」

  「不用你说！！」

  「言われずとも！！」

  　

  佩萨冲了出去。

  飛び出していくペサ。

  利柯尔多挡下了他的拳头。就在拳头即将命中的时候，利柯德的身体不自然地膨胀了起来。

  その拳をリコルドが止める。まさにその寸前、リコルドの体が不自然に大きく膨れ上がった。

  　

  ——难道是自爆？！

  ――まさか、自爆？！

  　

  　

  我立刻移动身体，但已经来不及了。

  咄嗟に体を動かすが、大きすぎる。

  闪光遮蔽了我的视野。

  閃光が視界のすべてを覆った。

  　

  然后——过了一会儿。

  そして――、少しの時間がたった後。

  　

  　

  我回到了学校。

  俺は学校にいた。

  我有点惊讶。咦？瞬间移动？

  ちょっとびっくりした。え？テレポート？

  　

  仔细一看，我穿着女学生的水手服。我注意到这是源代高中的制服。

  よく見ると服は女学生用のセーラー服だ。どうやら源代高校のものだと気づく。

  但我没有这种衣服，而且这也不是我妈妈母校的制服。这明显不对劲。

  でも俺はこんなの持ってないし、いつも服を借りている母親の母校とも違うはずだ。明らかにおかしい。

  　

  「对不起！让你久等了！」

  「ごめんねー！　おまたせー！」

  　

  突然有人向我搭话。我回头一看，发现是认识的女学生。也就是我的同学。

  突然声をかけられた。振り返ると見覚えのある女学生。つまりは俺の同級生。

  当然，我们至今为止从来没有说过话。

  当然ながら今の今まで話したことなんて一度もない。

  　

  「佐藤老师真的很啰嗦耶，这点程度根本没什么。」

  「佐藤先生がまじでうるさくてさあ。別にこのくらい普通なのにさ」

  「就是说啊，只是她穿短裙，你就用色色的眼神看她而已。」

  「だよね。スカート短いってお前がエロい目で見てるだけでしょって」

  「佐藤前辈的眼神真的很不妙耶～」

  「サト先まじで目やばいよねー」

  　

  这是什么对话？我加入真的好吗？果然是因为她们找我说话的关系吗？

  なんだこの会話。俺混じって良いのか。やっぱ声かけられたの気の所為じゃないのか？

  　

  「咦？小泉怎么不说话？怎么了？」

  「あれ、スイちゃん黙ってんじゃん。どしたの？」

  「啊，呃，那个……」

  「あ、えと、その」

  「你看，小泉真的是千金大小姐呢，对这种话题没有抵抗力。」

  「ほら、スイちゃんまじでお嬢様じゃん。耐性ないんだってこういう話」

  「对、对不起……」

  「す、すみません……」

  　

  我努力让混乱的脑袋冷静下来，把手伸进刚好拿在手上的包包里，寻找有没有什么可以打破现状的东西。

  こんがらがっている頭でどうにか冷静になれるよう努めつつ、ちょうど手に持ってた鞄に手を突っ込んで何か現状を打破できるようなものはないかと探してみる。

  如果有高中女生会喜欢的漫画，就可以拿那个当话题，说不定可以撑过去！

  こう、女子高生が好きそうな漫画とかあれば、それを話の種にワンチャン乗り切れるはずだ！

  　

  可是，我拿出来的只有钱包。里面只有学生证和一定金额的钱。

  しかし出てきたのは財布だけ。中身は学生証とある程度のお金。

  学生证上确实印着我的女体大头照和「滩出」这个名字。

  学生証にはしっかりと女の姿の俺の顔写真と『灘　出』の名前が刻まれている。

  　

  「怎么了？小泉。难道你待会儿有事吗？」

  「どしたの？　スイちゃん。もしかしてこの後用事あった？」

  「啊，没有，是这样没错。其实我有事。」

  「あ、いえ、そうです。実は用事があって」

  「果然？我刚才约你一起回家，让你为难了吧。对不起哦～」

  「やっぱり？　一緒に帰ろって誘っちゃったの無理させちゃったかな。ごめんねー」

  「不会不会！我很开心，下次一定会配合你。」

  「いえいえ！　とっても嬉しかったので、次は絶対に都合合わせますから」

  「真的吗？你这么说就帮大忙了～」

  「ほんと？　そう言ってくれると助かるー」

  　

  我挥挥手，向她们道别。

  バイバイと言いながら手を振って彼女等と別れる。

  糟糕，好久没和同年龄层的女性聊这么多了，我都要流鼻血了。啊，开玩笑的。

  やばい。同年代の女性とこんなに会話したの久しぶりだ。鼻の下伸びちゃう。いや冗談だけど。

  　

  「不过，这到底是怎么回事……」

  「しかし一体これはどういう……」

  　

  这时，我接到了一通电话。

  と、そこで電話がなった。

  我看了看手机，似乎是老爸打来的。我立刻接了起来。

  スマホを見ると父さんからのようだ。早速出てみる。

  　

  『喂？是志？抱歉，突然打电话给你。』

  『もしもし？　スイか。すまないね突然電話して』

  「不会，完全没问题。」

  「いや、ぜんぜん大丈夫だけど」

  『……嗯？咦？你说话的方式好像有点变了？怎么变得像妈妈一样？』

  『……ん？　あれ、少し話し方変えたのかい？　お母さんみたいな話し方じゃないか』

  「咦？是吗？我说话的方式和平常一样啊。」

  「え、そうかな。いつも通りにしてるんだけど」

  『这样啊，这样啊。算了，或许吧。抱歉，说了这么没营养的话。我接下来要谈正事，这周末妈妈亲戚的小孩要来我们家过夜。你还记得小蜜吗？就是暑假回老家时，你见过的那个小孩。』

  『そうかそうか。まあ、そういうものか。すまないね野暮な事を言って。本題にはいるんだけれど、今週の休みに母さんの親戚の子がこっちに泊まりに来るんだそうだ。ミコちゃんって覚えてるかな。夏休みに実家に行った時にあった子なんだけれど』

  「……哦，原来是这么回事。」

  「……ああ、そういうことか」

  『嗯，就是这么回事。又要给你添麻烦了，希望你陪她一起玩。』

  『うん。そういうことなんだ。また面倒かけちゃうけど一緒に遊んでほしいなって』

  「好的，当然没问题。」

  「はい。もちろん大丈夫ですよ」

  　

  之后，我和老爸随便闲聊了几句，便挂断了电话。

  その後適当に雑談をしてから切る。

  　

  嗯，我发现了。

  まあ、気づく。

  为了以防万一，我试着操作了一下手机，但通讯录里完全没有飞梦同学和美来妹妹的名字。

  念のためスマホをいじってみるが、連絡先にはどこにも飛夢君や美来ちゃんの文字はない。

  　

  我稍微思考了一下，然后到教职员室询问有没有一个叫春鹿飞梦的学生，但果然没有这号人物。

  ちょっと考えた後、職員室にいって春鹿飛夢という学生がここに在籍しているか聞いてみたけれど、やっぱりこの学校にはいないようだ。

  我用手机查了一下飞梦同学，发现他在松籁学园某个运动社团里，是受到职业球探关注的选手。我忍不住得意起来，因为被大力称赞了。

  スマホで飛夢君について調べてみると、松籟学園のとあるスポーツ系の部活でプロのスカウトから注目されている選手として名前が上がっていた。べた褒めされててなんだか、にやけてしまう。

  　

  也就是说，这是实现我所有愿望的世界。

  つまりはこれは俺の願望をすべて叶えた世界ということだろう。

  和前世不同，我早出生十年，因此和母亲那边的亲戚断绝关系，还有完全没有朋友，过着孤独的生活。

  前世と違って１０年早く生まれたために母方の親戚と絶縁することになった事や、友達が全然いなくてぼっちライフを送っている事。

  飞梦同学因为无法在松籁待下去，而悲伤地离开，对我来说，如果可以，我希望改善他的一切，而这个世界实现了我的愿望。

  松籟にいられなくなった悲しい過去をもっている飛夢君の事など、俺からするとできれば改善されてほしいものが全て願望として叶っている世界となっている。

  　

  因为发现得太快，让我有点失望。

  あまりにあっさり気付けてしまったためにちょっと拍子抜けである。

  　

  也就是说，我大概知道接下来会发生什么事，根本不用想。

  ということはまあ、たぶんこの後の展開はわかる。考えるまでもない。

  因为我的愿望实现了，所以几年后，我会独立生活，随便找个理由和双亲断绝关系，然后算准时机，在不会留下任何记忆的时间点——

  俺の願望通りなのでここから数年後に独り立ちして、まあ適当に親とかと親交を切って、そんで誰からも記憶が残らないようなタイミングを見計らって――

  　

  「赶快开始吧。」

  「さっさとでましょうか」

  　

  这恐怕是利用了丽蔻的力量吧。随便用用看，世界就轻易地崩坏了。

  おそらくリコルドの力で見せられているのだろう。適当に力で操ってみれば、あっさりと世界が崩れていく。

  　

  　

  　

  接着，我来到了电影院。

  次に現れたのは映画の劇場だった。

  不知不觉间，我坐在椅子上，环视四周，发现他们似乎也都在做梦，许多人坐在椅子上睡着了。

  いつの間にか座っていて、周りを見渡してみれば彼等も夢を見ているのか、多くの人々座ってが眠っている。

  　

  突然，我发现只有一个人醒着，目不转睛地看着电影。

  ふと、１人だけ起きて映画をじっと見ている人がいることに気がついた。

  　

  「……是佩萨吗？」

  「……ペサでしたか」

  　

  我站起身，走近他，发现小丑一脸阴郁地看着电影。

  立ち上がって近づいてみれば、ピエロ野郎がなんとも陰鬱そうな顔で映画を眺めている。

  我也在看电影，看到各种各样的人实现各种各样的梦想，心情确实很好。对身为坏人的这家伙来说，这电影应该不怎么有趣吧。

  俺も見てるけれど、色んな人々の色んな夢が叶う姿が見られて、たしかにこれは気分のいいものだ。逆に悪人のこいつからするとあまり面白いものではないのだろう。

  　

  「你醒了吗？」

  「起きたか」

  「嗯，我醒了。这是丽蔻的力量吗？」

  「ええ、起きました。これはリコルドの力ですか？」

  「没错。恐怕是供给过剩的力量，强化了『过去捏造』吧。」

  「そうだ。おそらく過剰に供給された力で『過去捏造』を強化されたのだろう」

  「你又做了麻烦事呢。」

  「また厄介なことをしてくれましたね」

  「是啊……话说回来，我梦见你了。那是怎么回事？」

  「ああ。……ところで、貴様の夢を見た。なんだあれは」

  「就是字面上的意思。」

  「そのままのとおりですが」

  「这样啊。你当时把我拖进结界，也是为了这个吗？」

  「そうか。あの時私を結界に引きずりこんだのもそのためか」

  「嗯，就是这样。」

  「ええ。そうなりますね」

  「……这样啊。」

  「……そうか」

  　

  因为我自己也觉得这个话题很无趣，所以随便找个理由结束对话，将视线转回电影上。

  面白くない話なのは自分もそうなので、適当なところで話を切り上げて映画に視線を戻す。

  　

  「我该怎么离开这里？」

  「これ、どうやったら出られます？」

  「不知道。不过，如果硬要使用你的力量，对你来说，结果应该会不如你所愿吧。

  「知らん。だが無理に貴様の力で出ようとすれば、貴様にとっては望まない結果になるだろうな。

  这个地方与在场所有人的梦想相连，就像是用搅拌机搅拌那些东西一样，恐怕会变成你所说的『很糟糕』的事情吧。」

  この場所はここにいる全員の夢と繋がっている。それらをミキサーでかき混ぜてやるようなものだ。おそらくだが貴様の言う『ひどい』事になるだろう」

  「果然是这样吗？那么，就只能请她们努力了呢。」

  「やっぱりですか。じゃあ彼女達に頑張ってもらうしか無いんでしょうね」

  　

  我看向在最前排睡觉的四人。曼纳、菲莉丝、阿莫、普洛。

  最前列で眠っている４人を見る。マニャーナ。フェリス。アモーレ。そしてプーロ。

  红蓝黄绿，色彩鲜艳的四个纯真。话说，这家伙为什么变成普洛人的模样啊？

  赤青黄緑と色鮮やかなプルピュア４人だ。ていうかなんでプーロ人の姿になってるんだこいつ。

  　

  「因为是精神体吧。没想到这家伙居然是纯真。」

  「精神体だからだろう。まさかこいつがプルピュアだったとはな」

  「纯真从一开始就是吧。实际上，我一直在感受纯真的气息。」

  「プルピュアなのは最初からでしょう。実際オレはずっとプルピュアの気配を感じてましたし」

  「……话说回来，这家伙可以感受到你的气息呢。或许你们之间有什么共通点吧。」

  「……こいつはそういえば、お前の気配を感じとれていたな。お前たちには何か共通点があるのかもしれんな」

  「或许吧。」

  「そうかもしれませんね」

  　

  对话又中断了。

  また話が途絶える。

  这家伙不太会闲聊呢。老实说，我不知道该说什么才好。

  あんまり雑談とかしないからなあこいつと。正直何を喋って良いのかわからん。

  　

  我又看向电影。大家都带着笑容，看起来很开心。

  また映画の方に視線を戻す。皆笑顔で楽しそうだ。

  我突然想到，佩萨从刚才开始，好像就一直没有把视线从电影上移开。

  ふと思えば、ペサはさっきからずっと映画から視線をそらしてない気がする。

  　

  「……难道说，其实你很开心？」

  「……もしかして、実は楽しんでます？」

  「闭嘴。」

  「黙れ」

  「啊，这么说来，佩萨迪加是从人们未能实现的梦想中诞生的。」

  「あ、そういえば、ペサディージャは人々の叶わなかった夢から生まれたんでしたっけ」

  　

  她沉默地回应。

  無言で返してきた。

  　

  原来如此。看来这家伙的骨子里认为人的梦想全部实现最好。这的确对她来说相当剧毒。

  なるほど。こいつは根底では人の夢が全部叶うといいと思っていたらしい。確かにここはこいつにとってはかなりの劇毒だろう。

  平常她应该会立刻说「我要赶快离开这种地方」，但这家伙主动说出关心他人的台词时，我就该察觉了。

  いつもならさっさとこんな場所から出るぞとか言いそうなのに、こいつの方から他人を気遣うセリフが出た時点で気づくべきだった。

  　

  「……迪加说，佛图罗会创造出实现人们所有愿望的世界。」

  「……ディージャは、フトゥーロが人々の願いを全て叶える世界を作るのだと言っていた」

  「那还真是不得了。」

  「それはまた、大層なことを」

  「就是说啊。我可不会相信那种鬼话。」

  「まったくだ。この私はそんな世迷い言信じていなかったがな」

  「那你为什么要服从？」

  「ならどうして従っていたのですか？」

  「因为别无选择。不补充那家伙的力量，我们就无法生存。」

  「従う他なかったからだ。彼奴の力の補充なくしては我らは生きることも叶わんからな」

  「哦，原来如此。」

  「ああ、なるほど」

  「……也有人不喜欢伤害他人。如果你早点出来，不，把这种状况逼到绝境的我就不该说这种话。」

  「……あまり、人を傷つけるのを好まないものもいた。貴様がもう少し早く出てきていれば、いや、こんな事を死地へと追いやった私が語るべきではないな」

  　

  糟糕。

  あかん。

  这孩子和平常完全不一样。平常的毒舌跑哪去了，佩萨！

  この子いつもとぜんぜん違う。いつもの憎まれ口はどうしたんだよペサ！

  　

  「话说回来，有好多梦想呢。」

  「それにしても、沢山の夢がありますね」

  「对吧。梦想和人数一样多，这是当然的。」

  「だろうな。人の数だけ夢はある。当然のことだ」

  「不过，毕竟也有许多无法实现的梦想，所以像这样在梦中看到大家的愿望实现，感觉也满温馨的。」

  「でも、叶わない夢もたくさんありますから、こうして夢の中だけでも皆の願いが叶っているのを見るのは少し微笑ましいですね」

  「……你这家伙平常就爱说些漂亮话。」

  「……貴様は日頃から綺麗事ばかり言う」

  「有什么关系呢？漂亮话。其实大家都喜欢漂亮话。如果只能用漂亮话解决，那未免太悲哀了。」

  「いいじゃないですか。綺麗事。本当は皆綺麗事が一番いいんですから。コレでしか解決できないなんて、悲しすぎるじゃないですか」

  　

  我用力握紧手中的拐杖。

  手に持ったステッキを強く握る。

  我其实不想看到任何人受伤，更别说是自己伤害别人。如果这样还无法拯救他们，那实在太痛苦了。

  人が傷つく姿なんて、ましてや自分が傷つけるなんて本当はしたくない。もしこれで彼等を救えないなんてなってしまったら辛すぎて耐えられない。

  佩萨知道我最近一直苦恼地战斗，所以什么也没说，只看了我一眼，又继续把注意力放回电影上。

  俺が最近ずっと苦悩しながら戦っている事を知っているペサは何も言わずに一瞬だけこちらを見てから、また映画の方に意識を戻した。

  　

  「……那么，维持现状就好了吗？」

  「……なら、このままでいいのか？」

  　

  她应该是认真的吧。

  それはたぶん、本気で言っていたのだろう。

  我隐约能理解。

  なんとなくわかった。

  　

  「或许是这样，但我想应该是错的。因为这样下去，他们只会被梦想困住。

  「そうかもしれませんが。たぶん間違ってます。だってこのままだと彼等は夢に囚われてるだけになってます。

  如果是梦，就算放弃，也要抱着梦想活下去。就像想成为英雄的少年，就算长大成人，也能纯粹地享受英雄作品。

  夢ならたとえ諦めても、その夢を抱いて生きていけないと。ヒーローになりたかった少年が、大人になってもヒーロー作品を純粋に楽しめるように。

  引导他们这么做，是年长者的责任。」

  そう導いてあげるのが年長者の役目です」

  「……或许真的是这样。」

  「……確かにそうかもしれないな」

  　

  佩萨动了。

  ペサが動いた。

  　

  他走向光之美少女们。

  プルピュア達の元へと歩き出した。

  虽然不知道他打算做什么，但他或许拥有能打破这个状况的某种力量。

  何をするつもりかはわからないけれど、彼にはこの状況を打破できる何かがあるのかもしれない。

  　

  「这股力量只对人有效，也就是说，单纯只是人偶的我无法干涉。所以，我能够自由地直接干涉睡在力量之中的光之美少女。」

  「この力は人にしか効かない。つまり単なる人形である私には干渉できない。だからこの私は自由にこの力の中を渡り歩き眠っているプルピュアに直接干渉することができる」

  「我知道了……那就拜托你了。」

  「わかりました。……その、頼みますね」

  「交给我吧，我会让你看到真正的恶梦。」

  「任せろ。本当の悪夢を見せてやるさ」

  　

  佩萨的身影消失了。

  ペサの姿がかき消える。

  　

  同时，美来的梦也产生了变化。一开始是包含四名光之美少女、布洛、飞梦君、身为女性的我，大家和睦地一起玩耍的梦。为什么会有两个我？虽然不知道，但毕竟不知道第四个光之美少女的真面目，所以这也是理所当然的。

  同時に、美来ちゃんの夢に変化が出る。最初は４人のプルピュアとプーロと飛夢君と女の俺を含めて、皆で仲良く遊ぶ夢だ。なんで俺が２人いるのかは知らん。まあそら４人目の正体知らないんだから当然か。

  这时，佩萨蒂嘉突然现身。马上开始的战斗看起来相当有趣。他一边指出这个梦的矛盾点，一边慢慢将美来的意识引导至现实。

  そこに突然現れるペサディージャ。早速始まる戦いは見ごたえがあって実に面白い。彼はこの夢の矛盾点を指摘しながら、少しずつ現実へと美来ちゃんの意識を促していく。

  　

  过了一会儿，接着是祈里的梦产生了变化。虽然不知道她是不是参加什么运动社团，但那是她拿到金牌，和朋友一起庆祝的梦。

  しばらくして、次は祈里ちゃんの夢に変化が出た。何かしらの運動部なのかわからないけれど、金メダルを取って友達皆で喜びを分かち合うような夢だ。

  同样地，佩萨代吉也现身了，两人像竞争对手一样展开竞技。这内容让我想起超次元足球那部动画，真想边吃爆米花边看。

  同様にペサディージャが出てきて、まるでライバルかのように競技で戦い始めた。超次元サッカーな例のアニメを思い出す内容だ。ちょっとポップコーンでも食べながら見てたい。

  　

  最后是爱香的梦。她当上侦探，靠推理精彩地帮上忙，看起来很开心。朋友也祝福她的活跃。

  最後は愛香ちゃんの夢だ。探偵になって推理で見事人の役に立って喜んでいるようだ。その活躍を友達も祝福してくれている。

  佩萨代吉已经理所当然地出现了。她自称是幕后黑手，在背后牵线，大显身手。那家伙是不是愈来愈起劲了？

  もはや当然かのように現れるペサディージャ。真犯人というか影で糸を引いていたのは自分だと言いながら大立ち回り。あいつ段々ノリノリになってない？

  　

  「……噗。」

  「……プル」

  　

  我正想着普洛该怎么办，他就先醒来了。

  プーロはどうするんだと思っていたら、先に目が覚めちゃった。

  这孩子梦想和家人和睦地生活，所以可能没什么兴致。不过老实说，我也有同感。

  この子は家族皆で仲良く暮らしてる夢だったのであんまり盛り上がりはなかったかもしれないな。でも正直共感しちゃう。

  　

  「这里是哪里？」

  「ここは、どこ？」

  「这里是利用利柯德的力量建造的剧场，我们都被关在这里。」

  「リコルドの力で作られた劇場ですよ。オレたちは皆ここに囚われてしまっているんです」

  「你、你是！……这样啊，你和利柯德不是同伴吗？」

  「お、おまえは！　……そうか。おまえとリコルドは仲間じゃなかったのか」

  「我们反而是敌人。他们是法利亚，也就是失败品，没有自我，只是任人操纵的傀儡。我们一直被他们妨碍。」

  「むしろ敵ですよ。あれらはファリア。つまり失敗作で自我もなにもない操り人形です。彼等にずっと邪魔されてるんですよオレ達」

  「原来是这样啊。那个，我误会你了，对不起。」

  「そうだったのか。その、ひどい誤解してた。ごめん」

  「不会，我不在意。毕竟他们真的做了坏事。」

  「いえ、別に構いませんよ。悪い事しているのは本当ですし」

  「……看起来不像。」

  「……そうは見えないけど」

  「但这是事实。或许有一天我们会敌对，到时候请不要手下留情哦。坏人必须好好制裁。」

  「ですが事実です。いつか、敵対することもあるかもしれませんが、その時は手を抜かないでくださいね。悪人はしっかり裁かれないと」

  「这……」

  「それは……」

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  我随便敷衍过去，其他三人似乎也恢复了意识。

  適当に話をしていると、他の３人の意識も戻ったようだ。

  佩萨不知从哪出现，可能是累了，她大大叹了口气。

  ペサがどこからともなく現れて、疲れたのか大きなため息をついた。

  　

  「辛苦了，佩萨。谢谢你。」

  「お疲れ様ですペサ。ありがとうございます」

  「我居然做了这么无聊的事。好啦，赶快结束这场闹剧吧。」

  「我が事ながらくだらん真似をした。そら、さっさとこんな茶番終わらせろ」

  「这里是……」

  「ここは……」

  「我们到底在哪里？？是说，佩萨！？哇，还有黑色的家伙耶！」

  「私達何を、ってなんだここ！？　てか、ペサ！？　うわ、黒いやつもいるじゃん！」

  　

  黑色的家伙会不会太夸张了？

  黒いやつはひどくない？

  一眼就看出我是谁也很夸张，但黑色的家伙该怎么说，看起来像蟑螂，我觉得不太好。

  一発で俺ってわかったのもアレだけど、黒いやつはなんかその、ゴキブリみたいで良くないと思うんですよそれ。

  　

  「菲莉丝，别管了，快叫纯洁物出来。不快点的话，这里的人就太可怜了。」

  「フェリス。いいからピュアタクトを出す。早くしないとここの人達が可哀想だ」

  「那个，呃，我连你是谁都不知道耶。」

  「あの、えっと、あなたが誰かもわかんないんですけど」

  「难道是普——罗？」

  「もしかして、プーロ？」

  「……对啊。」

  「……そうだよ」

  「哇，好可爱！！」

  「わあ、かわいい！！」

  「等一下，别抱我！为什么不是抱布偶，而是抱我啊，米莱！」

  「ちょ、抱きつくな！　なんでぬいぐるみじゃなくても抱きつくんだミライは！」

  「虽然吓了一跳，但第四位纯洁物应该不在吧？」

  「驚きましたけど、でも４人目のプルピュアはいないはずでは？」

  「那个，那个，纯洁铃是普洛做的。所以纯洁铃绝对就是大家拿到的三枚，加上普洛手上的，全部就是这些了。」

  「それは、その、ピュアフォンはプーロが作ったものなんだ。だからピュアフォンは絶対に皆に渡した３つとプーロの持ってるもので全部のはずなんだ」

  　

  总觉得视线都集中到我身上来了。

  なんか視線がこっちに集まってます。

  不，我也不知道自己为什么捡到了纯洁铃。就算你们这么问我。

  いや、俺もなんでピュアフォン拾ったのかとか知らんし。そんな事言われましても。

  　

  「想聊无聊的话题，我们就用这家伙的力量硬是离开这里。话先说在前面，如果要用这家伙的力量离开，会在一般人心中留下深刻的心理创伤。如果这样也无所谓的话，那就另当别论。」

  「くだらん話がしたいならこいつの力で無理矢理出るぞ私達は。言っておくがこいつの力で出るとなったら一般人の心に深いトラウマを植え付けることになる。それでも構わないのなら話は別だがな」

  「我实在搞不懂你到底是敌人还是同伴！」

  「おまえ本当に敵なのか味方なのかわかんねえな！」

  「……现在，就相信你们吧。得救大家才行。」

  「……今は、信じよう。皆を助けてあげないと」

  　

  看来他们似乎已经做好觉悟了。

  どうやら覚悟は決まったらしい。

  四个人拿出纯洁攻击，摆出准备使出必杀技的架式。我自己也有点兴奋。

  ４人がピュアタクトを取り出して今まさに必殺技をはなとうと構えている。ちょっとワクワクしてる自分もいる。

  　

  哎呀，毕竟英雄的必杀技果然会让人兴奋嘛！

  いやだって、ヒーローの必殺技ってやっぱワクワクするじゃん！

  可是，玛娜莉亚好像在偷瞄我。咦，有什么事吗？

  でもなんか、マニャーナがこっちをチラチラ見てる。え、何か用？

  　

  「什么事？」

  「なにか」

  「……那个，你，那个，不会用吗？」

  「……あの、あなたは、その、やらないのかなーって？」

  「咦？」

  「え」

  　

  不，我应该没有纯洁攻击之类的吧。

  いや、ピュアタクトとか俺持ってないでしょたぶん。

  就算我想用，大概也发不出来。看，嘿咻。

  ちょっと出そうとか思ってもたぶん出ないぞ。ほら、よーいしょっと。

  　

  啊，出来了。

  あ、出たわ。

  我吓了一大跳。感觉要射出来的时候，还伴随着奇怪的光芒一起射出来，吓死我了。

  メッチャビビった。なんか出そうとしたら変な光と一緒に出てきた。びっくりした。

  可是这个跟大家的都不一样，是黑色的！！谁来给我漂白剂啊！！

  でもなんか皆のと違って真っ黒なんですけどこれ！！　誰か漂白剤プリーズ！！

  　

  「这样应该可以了吧？」

  「これで、できると思いますか？」

  「如你所见。你们几个快点自己来。」

  「見ての通りだ。さっさとお前たちだけでやれ」

  「啊，是……」

  「あ、はい……」

  　

  大家重新举起魔杖，随着炫目的光芒放出必杀技。

  改めて皆がタクトを構えて、眩い光と共に必殺技を放つ。

  　

  ——为了大家的明天！倾注满满的爱！献上所有的祝福！闪耀的梦想！

  ――みんなの明日に！めいっぱいの愛と！ありったけの祝福と！きらきらな夢を！

  　

  「「「「纯洁之恋绝地解放！！！」」」」

  「「「「プルピュアトレスエクスプロシオン！！！」」」」

  　

  　

  　

  光芒消失时，我们已经回到公园了。

  光が止む頃には、公園に戻っていた。

  周围躺着许多倒在地上的人。应该是刚才被卷入剧场的那群普通人或小恶魔吧。

  周囲には寝転がっている多数の人々。たぶんさっきの劇場に巻き込まれた一般人や元インプル達だろう。

  　

  美来她们也倒在地上。大概是发生了很多事，所以累了。看到她们安稳的睡脸，我松了一口气。

  美来ちゃん達も同じように寝転がっている。色々あって疲れたのだろう。安らかな寝顔にホッとする。

  不过，这样下去会感冒的，所以还是先离开这里，迅速去接飞梦君吧。

  でもまあ、このままだと風邪を引いてしまうのでとりあえず一旦離れてから、迅速に飛夢君と迎えに来るとしよう。

  　

  「……希望这次能做个好梦。」

  「……今度はもう少し、ましな夢を見るといい」

  

  　

  我假装没听到佩萨的悄悄话，跑向飞梦君。

  こっそりとペサが呟いた言葉を聞こえないふりをしながら、俺は飛夢君の元へと駆けた。

 
  第13话小时候觉得电视新闻节目没什么意思，但长大后不知不觉就看了，为什么?

  第１３話　テレビのニュース番組あんまりおもしろくないって子供の頃思ってたのに大人になるとついつい見ちゃうのなぜなーぜ？

  ——源代中央公园集团昏睡事件。

  ――源代中央公園集団昏睡事件。

  　

  日后被称为「源代中央公园集团昏睡事件」，在电视上被大肆报道的都市中心发生的集团昏睡事件。

  後日そう呼ばれテレビでも取り沙汰されることになる都会のど真ん中で起こった集団昏睡事件。

  事件发生的稍早之前，有目击情报指出，名为「普路匹亚」与「暗影」的扮装团体发生了冲突，双方明显做出超乎常人的举动，这些目击者的视频在网络上被揶揄为「现实魔法少女」或「美少女动画」。

  事件が起こる少し前にプルピュアとインプルと呼ばれる仮装グループが抗争していたという目撃情報もあり、明らかに両者人間離れした動きをしていたこともあり、これらの目撃者がネットにあげた動画から『リアル魔法少女』や『美少女ヒロインアニメ』等と揶揄された。

  　

  此外，前几天在源代町繁华街上空，有人未经许可施放大量烟火，网络上流传的照片中，捕捉到疑似普路匹亚其中一人的黑衣少女身影。

  また先日何者かによって不許可で行われたと思われていた源代町繁華街上空にて見られた大量の花火、そこにプルピュアの１人と思わしき黒い衣装を着た少女の姿が捉えられた写真がネットに出回っていた。

  　

  在人口差距很大的松籁町，并未发生如此严重的灾害，因此普路匹亚被大部分居民视为小规模的非法特摄团体，在安格拉式的街头英雄秀中扮演英雄。

  人口に大きな開きのある松籟町においてはここまで大きな被害が起こることはなく、注目もあまりされていないアングラ的なゲリラでヒーローショーをやっている小規模な不認可特撮グループと大半から思われていたプルピュア。

  　

  然而，在这座都市源代町发生的多起大事件，使居民逐渐认知到，自称正义使者的普路匹亚，以不明的力量驱除名为暗影的危险生物。

  しかしこの都会源代町にて起こった数々の大事件からインプルなる危険生物を正体不明の力で駆除する自称正義の味方へと認識が更新されつつあった。

  　

  　

  不过，先不管这些了。

  まあ、そんな事は一旦置いといて。

  现在，警察和救护车已经赶到现场，正在对公园正中央的睡美人进行询问和检查。三人被警察带着到处跑，直到筋疲力尽，天色已经完全暗了下来。

  今は駆けつけた警察官からの事情聴取や救急車に乗ってきた救命士の皆さんからの検査など公園のど真ん中で眠っていた３人娘が疲労困憊になるまで連れ回され、すっかり日も暮れて夜になった後の話だ。

  　

  「幸好她们身上什么都没带，可以放心了。」

  「とりあえず、何もなくて一安心ですね」

  「大家都很担心你们哦～明明都说没事了。」

  「皆おおげさなんだよー。大丈夫だって言ってるのにさ」

  「毕竟有三十个人左右呢，那么多人睡在公园正中央，也难怪大家会担心。我听说美来昏倒的时候，也担心得不得了。」

  「まあ３０人くらいだっけ、あれだけ沢山の人が広い公園のど真ん中で眠ってたなんてなったら流石に仕方ないと思うよ。僕も美来が倒れてたって知った時は気が気じゃなかったからね」

  「哥哥……对不起，让你们担心了。」

  「お兄ちゃん……。心配かけてごめんなさい」

  「我妈妈也接到警察的电话，吓了一跳，说马上来接我。」

  「私のお母さんも警察の人が電話してくださって、びっくりしてすぐに迎えに行くなんて言ってたんです」

  「爱香也是？我家老公也一样。要是接下来被禁止外出，就麻烦了……」

  「愛香も？　うちのおとんも同じでさ。これで当分外出禁止とかなったら面倒くさい……」

  「确实有可能。呜呜，好伤脑筋。」

  「確かにありそうです。うぅ、すごく困ります」

  　

  我们目前位于源代町某间医院附近的连锁餐厅里。

  今は源代町にあるとある病院の近くにあるファミリーレストランの中だ。

  美来正看着担心今后，情绪低落的祈里和爱香，露出微笑安慰她们。

  今後を危惧してテンションがだだ下がりになってしまった祈里ちゃんと愛香ちゃんを美来ちゃんが慰めてる微笑ましい様子を眺めている。

  　

  我和飞梦在警察抵达后抵达公园，因此抵达现场时看到各种职业的人，让我吓了一跳。

  俺と飛夢君は警察が来た後に公園に着いたから、まじで現場についた時に色んな職種の人がすごいいてびっくりした。

  我还是第一次看到疑似媒体相关人士的人，在第一时间拿着摄像头拍摄。

  報道関係っぽい人達がリアルタイムでカメラ回してたりするの見たのはじめて見たもの。

  　

  「祈里和爱香有请父母来接她们吧？」

  「祈里ちゃんと愛香ちゃんは親御さんが迎えに来てくださってるんでしたよね」

  「嗯，毕竟这么晚了，搭电车也很危险。明明只有两站的距离。」

  「うん。流石にこんな時間だと電車でも怖いからって。たった２駅くらいしか離れてないのにさぁ」

  「虽然只有两站，也要花三十分钟呢。被卷入这种事件，知道后当然会感到不安。」

  「２駅と言っても３０分位かかりますからね。こんな事件に巻き込まれたなんて知ったら不安になってしまうのも仕方ないと思いますよ」

  「娜达姐姐说得没错。如果知道她们被卷入事件，我也会吓一跳。」

  「ナダお姉さんの言うとおりだよ。私も２人が事件に巻き込まれたなんて知ったらびっくりしちゃうもん」

  「我知道啦……啊！」

  「わかってるけどさあ。……あっ」

  　

  祈里似乎想起了什么。

  何か思い出したような様子の祈里ちゃん。

  怎么了？在公园或医院有东西忘记拿吗？

  なんだなんだ。公園か病院に忘れ物でもしたか？

  　

  「祈里，你怎么了？」

  「祈里ちゃんどうしたんです？」

  「没有啦，就是……娜达姐姐的名字。」

  「いや、そのさ。ほらナダお姉さんの名前の話」

  「这么说来……不过，我可以叫你那个名字吗？」

  「そういえばそうですね……。でもそっちの名前で呼んじゃってもいいのです？」

  「如果姐姐想隐瞒，还是别问比较好。一定有她的理由。」

  「お姉さんが隠したいなら言わないであげたほうが良いのかも。きっとなにか理由があると思うの」

  　

  三个女孩窃窃私语。

  こそこそ話する３人娘。

  坐在我旁边的飞梦同学，则是对那三个人的奇怪举动感到困惑，歪着头。

  隣りに座っている俺と飛夢君はおかしな様子の３人に困惑して頭をかしげている。

  　

  「小祈，你怎么了？如果忘了什么东西，我可以帮你拿。」

  「祈里ちゃんどうしたのかな。もし忘れ物したなら僕が取ってくるけれど」

  「没、没事！不是那样，只是突然想起一些事情。虽然不是什么重要的事……但也不是不重要。总之没事啦！」

  「だ、大丈夫！　そうじゃなくて、ちょっと思い出したことがあってさ。どうでもいいこと……でもないや。でも大丈夫だった！」

  「那就好。」

  「それなら良かった」

  　

  这时突然响起来电铃声。

  そこに突然鳴り響く着信音。

  这个毫无装饰的默认铃声，应该是我的手机吧。我连忙从包包里拿出手机，发现是妈妈打来的。她有什么事吗？

  何の飾り気のないこのデフォルトの着信音はおそらく俺のものだろう。慌てて鞄から取り出してやると、母親からだ。何事だろう。

  　

  「不好意思，我离开一下。」

  「すみません。少し離席しますね」

  　

  我向座位上的大家打声招呼，向餐厅的店员表示要出去讲电话，便走到店外。

  席の皆に断ってから、ファミレスの店員に外で少し電話する旨を伝えて店の外に出る。

  　

  　

  「怎么了，妈？」

  「どしたの母さん」

  『……你是谁？』

  『……どちらさま？』

  「啊！」

  「あっ」

  　

  糟糕，我忘记变回来了。

  やっべ。変身したままだ。

  声音还是没变回来，糟糕了。现在听起来完全就是女生的声音。这下子完蛋了，我全身都冒出汗水了。

  声そのままだやべえ。普通に今女の声じゃん。完全に手癖で電話でちゃってもうやばい。完全に終わった。全身からブワって汗出てるナウ。

  　

  「啊，呃……」

  「あ、えっと」

  『嗯——难道是水？你发出那种声音？』

  『んー、もしかしてスイ？　あんたそんな声出せたの？』

  「不，那个，这是因为……你想想，我今天不是跟朋友出去玩吗？然后我们玩模仿声音的游戏，现在正在接受惩罚。嗯。」

  「いや、その、これはその。ほら、今日友達と遊びに行くっていったじゃん。それで声真似とかで遊んでて今罰ゲーム中でさ。うん」

  『现在回来也没关系吧。啊，难道……』

  『別に今くらい戻してもいいじゃない。あ、もしかして』

  　

  糟糕，难不成我变成女孩子的模样被发现了？！

  やばい。もしかして女体化してるのがバレたか？！

  我妈的观察力从以前就相当敏锐，就算她看穿这是超自然现象也不奇怪——！

  うちの親は昔からかなり察しがいい。こんな超常現象だろうと見抜いてきたとしても不思議ではない――！

  　

  『呵呵，你是为了朋友努力练习发音吧。我在网络上看过，有那种兴趣的人也会练习那种发音。』

  『ふふ、お友達のために頑張って声練習したのね。そういう趣味の人はそっちの練習もするってネットで見たもの』

  「……呃，那个，嗯，就这样吧。」

  「……いやその、うん、もうそれでいいです」

  『没关系，妈妈很清楚你为什么会那样。』

  『大丈夫よ。お母さんそういうのちゃんとわかってるから』

  　

  什么嘛，我妈什么时候变成教会的信徒了？

  なんだよ。いつからうちのオカンはわかるってばよ教に入信したんだよ。

  因为她的观察力太敏锐，反而被误解成其他方向，不过我已经懒得订正了，还是放弃吧。不对，不能放弃。

  察しが良すぎて別方向に誤解されたようだが、もう面倒くさいので訂正は諦めることとする。諦めんなよ。

  　

  『然后啊，我刚才在电视上看到新闻快报，公园好像发生了大事哦。』

  『それでね。さっきテレビでニュースの速報見たんだけど、公園で大きな事件があったみたいなのよ』

  「啊，嗯，是这样啊。」

  「あ、うん。そうなんだ」

  『不是这样吧，你是跟朋友约好见面吧。』

  『そうなんだじゃないでしょ。お友達と待ち合わせしてたんでしょ』

  「……啥？」

  「……は？」

  　

  我汗流不止。

  汗が止まらない。

  我完全没跟我妈说过我的计划。

  俺の予定はおかんには一切言ってない。

  可是她为什么知道我约好要跟朋友见面？太奇怪了。

  それなのになんで待ち合わせのことを親が知っている。どうしてだ。おかしい。

  　

  「你在说什么啊？」

  「なんの、話だよ」

  『你不用装傻，你的朋友就是那三个人吧。她们三个都是好孩子，对吧，小奈达姐姐？』

  『誤魔化してもダメよ。あんたの知り合いにあったもの。３人共いい子たちじゃない。ね、ナダお姉さん？』

  「……骗人。」

  「……うそーん」

  『呵呵呵，你好像没做什么坏事，妈妈没有生气，放心吧。』

  『ふふふ。悪いことはしてないみたいだからお母さん怒ってないから安心しなさい』

  「在生气之前，我已经想死了……」

  「怒るとかの前にこっちはもう死にたいんだけど……」

  　

  头痛，想吐。

  頭痛がする。吐き気もだ。

  心情差到跟某吸血鬼被主角破坏脑袋时一样。真希望血统异端的祖父能尽快让我吸血，让我升到高等。呃，虽然办不到，毕竟我又不是吸血鬼。

  某吸血鬼が主人公に頭を破壊された時並に気分が悪い。早急にハイになれるように血統の異端児な祖父から吸血させてほしい。いやできないけど。俺別に吸血鬼じゃないし。

  　

  『所以，那两个孩子没事吧？』

  『それで、あの子達大丈夫だった？』

  「嗯，看起来很有精神。现在在家庭餐厅一起吃饭。」

  「うん。まあかなり元気そうだよ。今ファミレスで一緒にご飯食べてるから」

  『哎呀，太好了。已经这么晚了，他们能回家吗？』

  『あら良かった。もう遅いけど帰れるの？』

  「他们说会有人来接，另外一个人哥哥会陪他。」

  「２人は迎えが来るって。後もう１人はお兄さんが一緒にいるから」

  『你哥哥几岁？』

  『お兄さんってのはいくつなのよ』

  「小我一岁。」

  「俺の一個下だけど」

  『什么嘛，一点也不年轻。这样很危险，让他们住我们家吧。』

  『なにそれ。全然若いじゃない。危ないし、その子達はうちに泊めてあげなさいな』

  「……啊？」

  「……は？」

  　

  这家伙在说什么？

  何言ってるんだこいつは。

  我完全无法理解她的发言，思考停止。

  発言の意図がまるで理解できなくて思考が止まる。

  　

  「呃，你是在开玩笑吧？」

  「いやその、冗談、だよね」

  『怎么可能开玩笑。爷爷的房间空着，还有没用过的棉被，我会先准备好，你听好了哦。』

  『冗談なわけ無いでしょ。亡くなったお爺ちゃんの部屋あいてるし、使ってない布団あるから用意しておくから聞いておいてね』

  「不不不，不可能不可能不可能。啊，明天不是要上学吗？」

  「いやいやいや、ムリムリムリムリ。あ、ほら明日の学校とかあるじゃん？」

  『怎么可能上学，又不是假日。』

  『あるわけないでしょ。祝日じゃない』

  「……对哦。可是，该怎么说呢，我爸爸他……」

  「……そうでした。でもほら、父さんもなんていうか」

  『你爸爸他啊，刚才突然说公司那边有急事，就飞奔出去了。他说今天不会回来。』

  『お父さんならさっきなんか突然急な仕事入ったって言って飛び出していったわよ。今日は帰ってこないって』

  　

  这下子我可没地方逃了。

  逃げ場がないんですけどこれ。

  感觉就像被关在无路可逃的迷宫里一样！！！

  抜け場のない迷路やらされてる気分なんですけどこれ！！！

  有没有什么办法可以打破这个僵局？有没有什么作战计划！！！

  何とかこの状況を打開する策はないか。作戦はないか！！！

  　

  「小奈？」

  「ナダさん？」

  「咦？！」

  「ひぁ？！」

  　

  是、是谁！

  ナ、何奴！

  居然绕到我背后，挺有一套的嘛！虽然我并没有练过武术！！

  この俺の背後を取るとは中々やりおる！　別に俺武術修めてないけど！！

  　

  我转头看向背后，发现是飞梦。

  下手人はどいつだと振り返ってみれば、飛夢君でした。

  什么嘛，原来是飞梦啊。不对，等等，这下子情况不妙，非常不妙！

  なんだ飛夢君か。いやまて、まずい。すごくマズイぞこの状況は！

  　

  「你好像讲很久了，我担心是不是小奈的妈妈在担心你。如果你很忙的话，我一个人也没关系，你不用回来也没关系。」

  「電話長いみたいだから。もしかしてナダさんの親御さんが心配してるのかなって。もし忙しいなら僕一人でも大丈夫だから帰っても大丈夫だよ」

  「不是的。那个，这当中有很多原因……」

  「違うんです。その、これには色々事情が」

  『哎呀，是刚才那位小哥吗？来，小飞，你来说。』

  『あら、さっきいってたお兄さん？　ほら、スイ。代わってよ』

  「咦？啊，妈妈，那个，飞梦他……」

  「え、あ、お母様。その、飛夢君は」

  『你来说。』

  『代わりなさい』

  「……飞梦，那个，我妈妈有话要跟你说。」

  「……飛夢君。その、わたくしのお母様が話がしたいと」

  「咦咦？！啊，等一下，等一下哦。」

  「えぇ？！　あ、ちょっとまって。ちょっとまってね」

  　

  飞梦慌了。当然会慌啊。突然被朋友妈妈叫去说话，他一定在想「我是不是被当成坏朋友了」，所以才会这么紧张。

  慌てる飛夢君。そら慌てるわ。友達のお母さんが突然話しをさせろとか悪い友達とか思われてるんじゃないかって緊張するもん。

  不，我本来就没有朋友，所以也不懂啦！

  いやそもそも俺友達いたこと無いからわかんないけど！

  　

  我轻轻把手机递过去，飞梦同学用颤抖的手接下。

  そっとスマホを渡すと、震える手で飛夢君が受け取った。

  　

  「交、交、交换了！我、我叫春鹿飞梦！」

  「かかかか代わりました！　は、春鹿飛夢と申します！」

  　

  飞梦同学紧张得不得了。

  めちゃくちゃ緊張している飛夢君。

  但我没有余力去管他。

  しかしその様子を見ていられる余裕はこちらにはない。

  应该说，我没有勇气去听。不可能有。

  というか聞ける勇気がない。あるわけない。

  　

  我一边祈祷飞梦同学真的想点办法拒绝，一边稍微拉开距离，环视四周。

  まじでなんとかして断ってくれ飛夢君と祈りながら、少し距離を取って周りに視線を向ける。

  　

  忽然，我看到有人慌慌张张地跑过来。

  ふと、なんか慌てた様子の人が見えた。

  他旁边正好有辆车，所以应该是从车上下来的。

  ちょうど直ぐ側に車があるからそこから出てきたようだ。

  他直接朝我跑来，开口问道：

  そのままこちらに向けて駆けてきて声をかけてきた。

  　

  「不好意思！◯◯医院前的◯◯餐厅就是这里吗？！」

  「すまない！　◯◯病院前にある◯◯レストランっていうのはここか？！」

  「啊，是的……您该不会是祈里的父亲吧？」

  「あ、はい。……もしかして、祈里ちゃんのお父様ですか？」

  「你认识祈里吗！！难道你就是祈里说的——」

  「祈里のことを知っているのか！！　もしかして君は祈里の言っていた」

  「是的，我叫奈达。我马上带祈里过去。」

  「はい。ナダと申します。すぐに祈里ちゃんをお連れしますね」

  「谢谢！哎呀，太好了，太好了。」

  「ありがとう！　いやあ、良かった。良かった」

  　

  我赶紧回到家庭餐厅，叫祈里过来。

  急いでファミレスに戻って祈里ちゃんを呼ぶ。

  我、爱香、美来和飞梦同学四人合力把只结完帐就露出非常厌恶表情的祈里拉出来，父女感动相见的瞬间终于到来。

  会計だけ終えて凄く嫌そうな表情になった祈里ちゃんをなんとか愛香ちゃんと美来ちゃん、そして俺の４人がかりで引っ張り出してみれば、親子の感動の対面の瞬間が訪れた。

  　

  「好爽哦哦哦哦！！」

  「いのりぃいいい！！」

  「别这样啦！不要抱我啊，臭老头！很热耶！！我才不会做这种事！！」

  「やめろって！　抱き付くなくそおやじ！　暑苦しいって！！　そういうのはやんないから！！」

  　

  我苦笑着看着这一幕，这时又有一辆车停了下来，又有人跳了出来。

  その様を苦笑いしながら眺めていると、近くに車が止まってまた一人飛び出してきた。

  这次换爱香主动抱了上去。看来是她的母亲。

  今度は愛香ちゃんの方が抱きついていく。どうやら彼女のお母様のようだ。

  　

  这种充满亲子之爱的场面让我有点招架不住，我止不住脸上的笑意。

  こういう親子愛あふれる場面にちょっと弱いので、ニヤニヤ笑みが止まらなくなる。

  叔叔真的很喜欢这种场面呢。如果我能见到前世的父母，我应该也会像爱香一样紧紧抱住他们吧。虽然再也见不到他们了。嗯，想这些有的没的干嘛，忘了吧。

  おじさんまじでこういうの好きなんだよね。俺も前世の両親に会えたらたぶん愛香ちゃんみたいに脇目も振らず抱きつくと思うし。もう会えないんだけど。うん、余計なこと考えた。忘れよう。

  　

  「他们俩真幸福。」

  「お二人共よかったですね」

  「嗯，我有点羡慕。」

  「うん。ちょっとうらやましいかも」

  　

  美来让我想起了从前的自己。见不到父母果然很难受。

  美来ちゃんに昔の自分がちょっと被る。やっぱ親に会えないのはつらいものなあ。

  飞梦君和美来的父母因为工作繁忙，很少回家。

  飛夢君と美来ちゃんの両親は仕事の都合でお家に帰ってくることは稀なわけだし。

  　

  ……好。

  ……よし。

  　

  「嘿。」

  「えい」

  「啊哇哇？！小奈达姐姐？！」

  「あわわ？！　ナダお姉さん？！」

  「呵呵呵，我也想抱抱看。给你添麻烦了吗？」

  「ふふふ。わたくしも抱きついてみたくて。ご迷惑でしたか？」

  「……不会，奈达姐姐果然很温柔。」

  「……ううん。やっぱりナダお姉さんは優しいね」

  　

  这是合法撸萝莉的大好机会！只能上了！

  合法的にロリをクンカクンカできるチャンスだ！　やるしかねえよなあ！

  算了，幸好她没把我当坏人，这点玩笑应该无伤大雅。

  まあ、冗談は置いといて幸い俺は悪いようには思われてないわけだし、このくらいは良いだろう。

  　

  就在我们打情骂俏时，飞梦似乎也讲完了电话。他看着我们嬉闹的模样，一脸惊讶。

  なんてイチャコラやってたら、飛夢君の電話も終わったらしい。わちゃわちゃしてるこっちを見て驚いている。

  　

  「呃，这到底是怎么回事？」

  「えっと、これは一体」

  「一言难尽。」

  「まあ色々ありまして」

  「咦咦～？哥哥很羡慕吗？」

  「あれれ～？　お兄ちゃん羨ましいの？」

  「你你你你你在说什么啊，美来！！！怎么可能嘛！！」

  「ななななな何言ってるんだ美来！！！　そんなわけ無いじゃないか！！」

  　

  飞梦的反应夸张到好笑的地步。

  面白いくらい挙動がおかしくなってる飛夢君。

  原来他也这么想抱抱啊。

  なるほど彼もそんなにハグがしたかったのか。

  　

  美来从我的怀里溜出来，绕到飞梦背后，推了他一把。

  するりと腕の中から美来ちゃんが抜け出して、飛夢君の背後にまわって背中を押す。

  看来她也要抱抱他。

  どうやら彼にもハグしてあげる流れっぽい。

  　

  「美来！别闹了。」

  「美来！　冗談はや」

  「是。怎么样？我没什么肉，抱起来应该不会太舒服。」

  「はい。どうでしょう。あまり肉付きはよくないので抱き心地は良くないと思いますが」

  　

  飞梦没有回应。

  返事が帰ってこない。

  我想他们既然是朋友，抱抱应该无所谓，反正机会难得，就试着抱了抱他。

  友人同士だしハグくらいはするだろうと思って、どうせだし思い切って抱きしめてみたのだけれど。

  　

  我一看他的脸，发现他满脸通红。话说，脸靠得好近。我的脸也热起来了。

  顔を見てみれば真っ赤になっている。ていうか顔近いな。こっちも顔が熱くなるぞ。

  我看了看四周，发现罪魁祸首美来、祈里和小爱香也满脸通红。

  周りを見てみれば下手人であるはずの美来ちゃんや祈里ちゃん、愛香ちゃんも顔を真っ赤にしてる。

  　

  ……难道朋友之间不太常拥抱吗？

  ……もしかして友達同士のハグってあんまりやらない感じ？

  虽然电影或动画里经常会出现这种场景，但难道是我的认知有误吗？！

  映画とかアニメとかだと結構やってるイメージあるんだけど、俺の認識間違ってた？！

  　

  「年轻真好呢。」

  「若いっていいわねぇ」

  「是啊。我也好怀念老婆年轻的时候啊。」

  「だなあ。俺もカミさんが若い頃はなぁ」

  　

  一群大人到底在说什么啊。

  大人連中は何言ってるんだ。

  结果，关键的飞梦君依然僵在原地，没有说出任何感想，我感到无趣，便离开了。话说，我的脸还很烫。真亏动画里的朋友能若无其事地做出这种事。好厉害。

  結局肝心の飛夢君が硬直したまま何の感想も言ってくれないのでつまらないので離れる。ていうかまだ顔熱い。よくこれアニメの友達とかは平気でできるな。すごいわ。

  　

  「啊，原来你是来还手机的啊。谢谢你。」

  「あ、携帯返しに来てくださったんですね。ありがとうございます」

  　

  我从僵住的飞梦君手中接过手机，一看屏幕，发现通话已经结束了。看来只能等他自己说明过夜一事的来龙去脉了。

  固まったままの飛夢君の手からスマホを返してもらって画面を見ると、既に通話は切れていた。お泊り云々の顛末は彼自身から聞くしか無いようだ。

  我祈祷他能够顺利。

  うまいことやっていてくれよと祈っておく。

  　

  「好了，再不回去的话，到家时天就黑了。祈里，你也跟大家打声招呼吧。」

  「さあ、そろそろ帰んないと家までかなり時間かかるからな。ほら、祈里。皆に挨拶しとけ」

  「我知道啦。美来！爱香！我之后会再联络你们！春鹿哥哥、奈良坂姐姐，再见！」

  「わかってるって。美来！　愛香！　後で連絡するから！　春鹿の兄ちゃんとナダお姉さんもまたなー！」

  「祈里，再见。我也要走了。飞梦哥哥、奈良坂姐姐，下次也拜托你们了。美来，待会见。」

  「祈里ちゃんまたね。私もいきますね。飛夢お兄さん。ナダお姉さん。次もよろしくお願いします。美来ちゃん、また後で」

  「嗯！待会见！」

  「うん！　ふたりともまたねー！」

  「我会期待下次再见到大家的。」

  「みなさんとまたお会いできる日を楽しみにしてますね」

  　

  道别后，我硬是收下家庭餐厅的账单，塞进钱包里，这时飞梦君又重新启动。

  お別れの挨拶が済んだ後、無理矢理言い包められて渡されたファミレス代金を財布に突っ込んだあたりで飛夢君が再起動した。

  虽然脸还是红通通的。

  顔は真っ赤なままではあるけれど。

  　

  「对了，你们要怎么办？要不要载你们一程？」

  「そういや、お前さんらはどうするんだ？　なんなら乗せてくぜ？」

  　

  爱香先一步回家，接着换祈里，她父亲正要开车，忽然这么问。

  愛香ちゃんは一足先に帰って、さあ次は自分の番だと車を動かそうとしていた祈里ちゃんのお父様がふと、そんな事を訪ねてくる。

  嗯，真是感激不尽，请一定要载我们。

  うん。ありがたい話だ。是非乗せて言ってもらうと良い。

  　

  「啊，不用了，那个，我们决定住在奈良家。」

  「あ、大丈夫です。その、ナダさんのお家に泊まらせて頂ける事になったので」

  「咦～真好～我也想住～」

  「えーいいなー。私も泊まりたいなー」

  「不行！今天一定要回家！妈妈很担心我！」

  「ダメだ！　今日は絶対帰るからな！　ママがメッチャ心配してたんだぞ！」

  　

  ……啊？

  ……は？

  　

  不不不，没关系啦。

  いやいや、大丈夫だって。

  载我们一程，然后回家。这是在说什么啊。

  乗せてもらって行けって。帰れって。何いってんだよって。

  　

  「咦？！可以吗！真的吗？奈良姐姐？！」

  「え？！　いいの！　本当ナダお姉さん？！」

  　

  美来期待地问道。她的视线似乎也因为期待而闪闪发亮。

  そこへ美来ちゃんの期待する声。視線も期待のせいかキラキラしてるような気がする。

  好厉害的美少女，只是有点高兴，眼睛就发出闪闪光芒，对叔叔效果超群。

  すげえな美少女。ちょっと喜ぶだけで目からキラキラビーム出るじゃん。おじさんに効果抜群だよ。

  　

  「是、是的，请务必招待两位。」

  「は、はい。是非お二人に招待させて頂きたいです」

  「美来！下次也载我吧！」

  「美来！　次は私も呼んでよー！」

  「嗯！」

  「うん！」

  　

  不，美来，你不用保证啦。这个家是我当家。不，正确来说，是我的父母当家。

  いや美来ちゃんや。君が約束するんじゃないよ。家主は俺だよ。いや正確には俺の父母だけど。

  我们三人目送祈里一家搭车离去，留在原地。

  車で去っていく祈里ちゃん一家を手を振って見送りながら、ここに残される俺たち３人。

  　

  美来一脸雀跃，飞梦的脸还有点红。

  ワクワク顔の美来ちゃん。まだちょっと顔の赤い飛夢君。

  至于我，则是绝望到不行。

  そして絶賛絶望中の俺。

  　

  这到底是怎么回事……

  まじでどうんだよこれ……。　

 
  极简主义似乎是从2010年开始流行的

  第１４話　ミニマリストって２０１０年くらいからの流行りらしい

  脚步好沉重。

  足取りが重い。

  我们小心着别将心情表现在脸上，在附近的便利商店买齐过夜用的日用品后，踏上归途。目的地当然是我的家。我讨厌那里。

  それを顔に出さないように気をつけて、近場のコンビニでお泊まり用の日用品やらを買い揃えた俺達は家路についていた。当然ながら我が家である。嫌である。

  　

  可是既然已经踏上归途，当然会抵达。

  けれども進み続けているわけなのだから当然着いてしまう。

  熟悉的我家映入眼帘。

  見慣れた我が家が視界に入った。

  　

  「到了呢。」

  「つきましたね」

  「哇～！这里就是奈良姐姐的家？」

  「わー！　ここがナダお姉さんのお家？」

  「是的。真的辛苦你了。我马上去开门，再给我一点时间。」

  「はい。本当にお疲れ様でした。すぐに鍵を開けますからもう少しだけお時間頂きますね」

  　

  我急忙从包包里拿出钥匙。呜呜，连钥匙都感觉好沉重。

  鞄の中から急いで鍵を取り出す。うぅ、鍵まで重く感じる。

  现在我的脑中塞满了该怎么向母亲解释。

  今俺の頭の中を埋め尽くしているのは母にどう説明すればいいかだ。

  　

  基本上，我身为男性的身体与身为女性的身体，身高差了不少。话虽如此，大概也只有五、六公分。

  そもそも俺の男性としての体と女性としての体では身長差がそれなりにある。といっても多分５、６センチほどだが。

  不过，每天见面的母亲肯定会发现。一眼就能看出儿子变成了别人。

  まあ間違いなく毎日顔をあわせている母にはバレるだろう。それこそひと目で息子とは別人であることがバレてしまうと思う。

  　

  该怎么解释才好？

  それをどう言い訳するか。

  真的光是这样就塞满了我的脑袋。

  まじでそれだけで頭がいっぱいになってる。

  　

  快想点办法！我灰色的脑细胞！

  なにか思いつけ！　俺の灰色の脳細胞！

  　

  对、对了！！

  そ、そうだ！！

  在回家的瞬间假装想起有事，在被父母看见之前关在房间里吧！

  帰ってきた瞬間用事思い出したふりして親に見られる前に部屋に閉じこもろう！

  只有这个方法了——！！

  もやはそれしかない――！！

  　

  「欢迎回来！我等你很久了……哟。」

  「おかえりなさい！　待ってたわ……よ」

  　

  啊，结束了。

  あっ。終わった。

  　

  作战计划瞬间就瓦解了。

  一瞬で作戦崩壊するやん。

  老妈的洞察力还是这么敏锐。她一察觉我回来，就立刻先发制人地打开了门。

  無駄に察しのいいうちのオカン。帰ってきたのを察して先制攻撃で扉開けてきやがった。

  　

  「我、我回来了……」

  「た、ただいま……」

  　

  我们互相凝视了好几秒。

  見つめ合うこと多分数秒ほど。

  脑袋一片空白的我完全说不出话来！大脑完全停止运作！

  完全に頭が真っ白になったこちらは何も言えません！　完全に機能停止しております！

  快动啊！快动啊！

  うごけ！　うごいてよ！

  　

  「……你站在那里，飞梦他们怎么进来？快进来吧。」

  「……ほら、そこに立ってたら飛夢君達入れないでしょ。早く入りなさいな」

  「咦？啊，好的。」

  「え、あ、はい」

  　

  我急忙走进屋内，脱下鞋子摆好。

  急いで中にはいって靴を脱いで揃える。

  玛咪一直盯着我。咦？她什么都没说。这样行得通吗？她没发现吗？！

  その様子をじっと見てるマミー。え、何も言わんの。いけるのこれ。気づいてないの？！

  　

  「抱歉，大家稍微僵住了。那孩子打扮得那么漂亮，我还是第一次见到，所以吓了一跳。」

  「皆ごめんねちょっと固まっちゃって。あの子があんなおめかししてるのはじめてみたからびっくりしちゃって」

  「打、打扰了！」

  「お、お邪魔します！」

  「打扰了。不好意思，今天请多指教。」

  「お邪魔します。すみません。今日はよろしくお願いします」

  「讨厌啦，不用说得那么拘谨。呃，飞梦，抱歉，我还没问你的名字呢。」

  「やだもう。そんな固いこと言わないでいいから。えっと飛夢君と、ごめんねお名前そういえば聞いてなかったわね」

  「啊，我叫春鹿美来！请多指教！」

  「あ、春鹿美来です！　よろしくお願いします！」

  「我叫滩由美。请多指教，小春鹿。今天就把这里当成自己家，慢慢休息吧。」

  「灘由美です。よろしくね春鹿ちゃん。今日は自分の家と思ってゆっくりしていってね」

  「好的！」

  「はい！」

  　

  我、我忘了！！！

  わ、忘れてたぁ！！！

  她竟然这么用力地自我介绍！！

  思いっきり自己紹介しやがった！！

  名字曝光就糟了！我一直都用假名啊！

  名前バレはまずい！　俺ずっと偽名だったし！

  虽然年级不同，但毕竟学校相同，我为了不让飞梦同学发现我的真实身份，一直隐瞒着这件事，没想到居然会在这种时候穿帮！

  流石に学年が違うとはいえ学校が同じである飛夢君に身バレしないように隠していたのにこんなとこでバレるなんて！

  　

  「你怎么一脸怪怪的表情，愣在那里？」

  「何変な顔で固まってるのよ」

  「……没什么。」

  「……何もないですよ」

  「总之我去泡茶，你们带他们去房间吧。」

  「とりあえず私はお茶いれてくるから、２人を部屋に案内してくれる？」

  「好的……」

  「はい……」

  　

  我目送母亲前往客厅，然后重新转向飞梦同学他们。

  リビングに向かう母を見送って、飛夢君達に向き直る。

  他们两人的表情一如往常。咦？为什么他们两人都没有吐槽我的名字？

  いつも通りの表情の２人。え、なんで２人共名字のことツッコまないわけ？

  难道说，我的谎言被他们看穿了？他们两人从一开始就察觉到了？！

  もしかして俺の嘘バレバレだったの？　２人共最初から気づいてたの？！

  　

  「怎么了，娜达姐姐？」

  「どうしたのナダお姉さん」

  「啊——呃，虽然只是我的猜测，但娜达同学应该是在意自己的名字，所以娜达同学的母亲大人已经跟我解释过原因了，你不用在意。」

  「あー、えっとね。ナダさん多分だけど、もし名前のこと気にしてるなら事情はナダさんのお母様に聞いてるから気にしなくて良いんですよ」

  「……不好意思，让你费心了。」

  「……すみません。色々気を使わせてしまったみたいですね」

  　

  老妈——！！！

  おかんかー！！！

  　

  我本来就很在意他们在电话里聊了什么，原来连这件事都聊过了啊！！

  電話で何話していたのか気になってたんだけどそこらへんも話してたんか！！

  等等，难道连我的性别也全都告诉老妈了吗？！我最在意的就是这件事！！

  待って。もしかして俺の性別とかも全部話したのかマイマム？！　そこが一番気になるんだけど！！

  　

  没办法了。

  仕方あるまい。

  看来只能自我介绍了吧。

  もう自己紹介するしかないか。

  　

  「那个，容我重新自我介绍，我叫滩幸。请你们随意称呼我吧。」

  「その、改めて、灘スイと申します。どうか好きなように呼んでくださいね」

  「那么，那个，我可以叫你幸姐姐吗？」

  「それじゃその、スイお姉ちゃんって呼んでも良い？」

  「好的，当然可以。」

  「はい。もちろんですよ」

  　

  明明我一直在说谎，美来却这么温柔。

  こっちがずっと嘘を吐いていたというのに美来ちゃんは優しいなあ。

  我心中充满了歉意。

  申し訳無さで心がいっぱいになる。

  　

  「呃，那我就叫你滩同学吧。」

  「えっと、それじゃ僕は、灘さんでいいかな」

  「咦～哥哥还是叫我小滩吧！」

  「えー。お兄ちゃんそこはやっぱりスイって呼んであげなよ！」

  「不不不，这样对滩同学太失礼了……」

  「いやいや、そんなの灘さんにも失礼だから……」

  　

  我看着两人温馨的互动，带她们来到二楼的和室。

  なんて２人の微笑ましいやり取りを見ながら、今は客間となっている２階の和室に案内する。

  　

  「是和室耶！我家全部都是西式房间，感觉很新鲜！」

  「和室だ！　私の家全部洋室だからなんか新鮮！」

  「是啊。啊，不过以前好像也有和室哦。以前在一楼，但爷爷改装成咖啡店时，就拆掉了。」

  「そうだね。あ、でも昔は和室もあったそうだよ。１階にあったんだけどお爺ちゃんがカフェに改装する時になくなっちゃったんだって」

  「哦～真意外～爷爷明明好像很喜欢和室。」

  「へー。意外ー。お爺ちゃん和室とか好きそうなのに」

  「对啊。」

  「だよね」

  　

  我脑中浮现两人的祖父——春鹿翁的绅士脸庞。

  脳裏に２人の祖父であるダンディな春鹿翁の顔が浮かぶ。

  他确实很适合在咖啡店喝咖啡，但穿着和服的他，用茶碗啜饮绿茶的模样，一定很上相。

  確かに彼にはカフェでコーヒーというのも似合うけど和装で整えた彼が茶碗で緑茶を啜る姿はすごく映えそうだ。

  　

  「我等一下拿垫被过来。」

  「敷布団は後で持ってきますね」

  「好～啊，那小滩姐姐的房间在哪里呢？」

  「はーい！　あ、スイお姉ちゃんのお部屋ってどこですか？」

  「就在这间房间的对面。虽然没办法让你看衣柜里面，但房间里面你可以自由参观。」

  「ここの向かいですよ。クローゼットとかの中身は見せることはできませんが、部屋の中でしたらご自由に見ていただいて問題ありませんから」

  「咦！那我想看！」

  「え！　じゃあ見たい！」

  「喂，美来，我们不是来玩的。」

  「こら美来。遊びに来たんじゃないんだよ」

  「咦～」

  「えー」

  「飞梦，没关系啦。真的没有什么东西不能给你看。」

  「飛夢君。別に大丈夫ですよ。本当に見られて困るものもありませんから」

  「哥哥明明也很想看嘛——」

  「お兄ちゃんも本当は見たいくせにー」

  「才才才没有呢！！滩同学，对不起！」

  「そそそんなことないよ！！　灘さんごめんね！」

  「没关系啦。」

  「大丈夫ですよ」

  　

  被嫌弃到这种地步，难免有点伤心。

  流石にそこまで嫌がられるとちょっと悲しい。

  不过，先不管这个，我招招手，领着美来走进房间。

  まあそれはそれとして手招きで美来ちゃんを部屋へ案内する。

  　

  真的没有什么东西不能给她看。为了避免给双亲造成负担，我每天都会打扫房间，所以最担心的顶多就是会有点臭味吧。而且，听说体味会因为性别而改变，这部分就请消臭剂前辈努力处理吧。

  見られて困るものがないというのは本当だ。両親に負担をかけないように毎日掃除もしているので、気がかりなのは精々臭いくらいだろう。性別で結構体臭変わるそうだし。そこはもう消臭剤先輩の頑張りになんとかしてもらおう。

  　

  「打扰了！」

  「お邪魔します！」

  　

  美来笑咪咪地走进房间。

  にっこにこで部屋に入ってくる美来ちゃん。

  不过，她的笑容很快就僵住了。

  けれどその笑顔はすぐに固まった。

  　

  嗯，这也是当然的。

  まあ、当然だろう。

  因为真的没有任何东西不能给她看。

  本当に見られて困るものが１つもないのだから。

  　

  「……这里，真的是水希姐姐的房间？」

  「……ここ、本当にスイお姉ちゃんの部屋？」

  「嗯，是啊。啊，我特别自豪的是这台电脑。是最近爸爸买给我的。」

  「ええ、そうですよ。あ、特に自慢なのはこちらのパソコンです。最近父に買ってもらいました」

  「这样啊。」

  「そうなんだ」

  　

  咦，那是什么眼神？

  え、なにその目。

  这个房间好像有点奇怪。

  なんかおかしいかこの部屋。

  　

  「那个，只有电脑哦。」

  「その、パソコンしかないよ」

  「还有床哦。还有书。」

  「ベッドもありますよ。あと本も」

  　

  我指着电脑桌，桌上有个小小的书架，上面放着五、六本我最近特别喜欢的漫画。

  指差す先にはパソコンのある机に一緒に乗っかった小さな本棚。そこに５、６冊だけ今世でとくにお気に入りの漫画を入れてある。

  除此之外，还有一台游戏机，但那是全家人共用的，放在一楼的客厅。

  他にも家族共有の私物としてゲーム機もあるけれど、そちらは１階のリビングにあるのでね。

  　

  其实，我将来打算搬出这个家，所以为了不让那些碍事的东西妨碍我搬家，我定期会丢掉一些没用的东西。

  実のところ将来家から出る予定なので、その際に邪魔にならないようにと嵩張りそうな物は定期的に捨てるようにしているのだ。

  　

  「呃，也没有照片吗？」

  「えっと、写真とかもないの？」

  「如果可以的话，我不想留下照片。」

  「できることなら写真は映りたくないんですよ」

  　

  如果可以的话，我连一次都不想被拍。

  できることなら一度でも撮られたくないのじゃ。

  我觉得这种个性很阴沉。虽然不只是因为这样。

  これって陰キャあるあるだと思う。まあそれだけではないのだけれど。

  我只是不想留下任何东西，让人在自杀后想起我。

  可能な限り自殺した後に俺のことを思い出させるようなものを置いておきたくないのだ。

  美来似乎无法接受。

  どこか納得いかない様子の美来ちゃん。

  正当我思考着是否该说些什么时，我听见有人走上楼梯的声音。是妈妈。

  何か声かけるべきかなあと考えていると階段を登ってくる足音が聞こえる。おかんだ。

  　

  「久等了。哎呀，怎么了？」

  「お待たせー。あら、どうしたの？」

  「没什么。好了，我们回去吧。」

  「なんでもないですよ。ほら、戻りましょうか」

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  我牵着还有些惊讶的美来的手，回到和室。

  まだちょっと驚いたままの美来ちゃんの手を引いて和室に戻る。

  　

  「美来，怎么了？」

  「美来、どうした？」

  「水叶姐姐的房间，什么都没有。」

  「スイお姉ちゃんの部屋、全然ものがなくて」

  「啊——她是我们家的孩子，是极简主义者吗？她就是在装那种样子，所以不用在意。」

  「あー。うちの子なんだっけ、ミニマリストだっけ？　そういうのを気取ってるのよ。だから気にしないであげて」

  「不好意思，没能让你看到有趣的东西。」

  「すみません。あまり面白いものを見せられなくて」

  「要道歉的话，至少也拿点像样的东西来啊。之前你开心地拿回来的电影特典，你马上就丢掉了不是吗？」

  「謝るくらいならもうちょっとものを置きなさいよ。この前も嬉しそうに見せてきた映画の特典、すぐ捨てちゃったじゃない」

  「那没关系。因为只要买周边商品，就可以对作品的销售额做出贡献。」

  「あれはいいんです。グッズを買えば作品の売上に貢献できますから」

  　

  我为了逃离用白眼瞪着我的母亲，而撇开视线，啜饮着茶。

  ジト目で見てくる母から逃げるように視線をそらしお茶をすする。

  　

  话说回来，看来母亲果然完全不在意我的身体。

  ていうかやっぱおかん全然気にしてないっぽいわ俺の体のこと。

  难道她拥有能敷衍这种事情的神奇力量吗？

  もしかしてそういうのを誤魔化してくれる不思議パワーがあったりするのだろうか。

  　

  「我也是第一次听说。滩先生，原来你是极简主义者啊。」

  「僕も初めて聞きました。灘さん、ミニマリストだったんですね」

  「是的。因为只要我拥有太多东西，就会马上弄乱。」

  「はい。わたくし、ものがたくさんあるとすぐに散らかしてしまうので」

  　

  我假装没看到母亲喷茶。

  吹出している母君は見ないものとする。

  要是儿子在我眼前说自己是本小姐，我一定会喷茶。

  目の前で息子がわたくしとか言ってたらそら吹くわ。

  　

  「对、对不起。我有点被食物噎到。」

  「ご、ごめんね。ちょっと、喉につっかえちゃって」

  「您没事吧，母亲大人？」

  「大丈夫ですか、お母様」

  　

  坏消息。母亲又喷茶了。

  悲報。おかん２回目吹いた。

  　

  别用「这家伙在说什么啊」的眼神看我。我也很无奈啊。我也很后悔自己变成了这种角色。我为了维持敬语角色而拼命努力，结果却只能这样称呼她！

  何言ってるんだこいつとかいう目で見るな。仕方ないだろ。俺もうこういうキャラにしちゃったのまじで後悔してるんだよ。敬語キャラで限界まで頑張った結果こう呼ぶしかなくなったんだよ！

  话说回来，你原本是千金大小姐吧。为什么你的语气反而比较随便啊，太奇怪了吧。

  ていうかあんた元お嬢様だろうが。なんであんたのほうが口調崩れてるんだよおかしいだろ。

  　

  「没、没事。我没事。嗯。」

  「だ、大丈夫。大丈夫よ。うん」

  「那就好。」

  「それなら良いのですけれど」

  「对对对，大家吃过饭了吗？」

  「そうだそうだ。みんなはご飯食べたの？」

  「还没呢。不过我们在家庭餐厅吃了点轻食，所以完全没问题。」

  「まだですね。ただファミレスで軽食は摂ったので全然大丈夫ですよ」

  「不行！你们正值发育期，得多吃点才行。美来，你肚子饿不饿？」

  「ダメよ！　成長期なんだからたくさん食べないと。美来ちゃんもお腹は空いてない？」

  「那个，其实有点……」

  「その、実はちょっと……」

  「呵呵呵，真是个好孩子。那你们稍等一下，我做好就喊你们。小翠，你也来帮忙吧？」

  「ふふふ。良い子ね。それじゃちょっと待っててね。できたら声かけるから。スイも手伝ってくれる？」

  「好的，我知道了。」

  「はい。わかりました」

  「我也来帮忙。」

  「僕も手伝いますよ」

  「不行，怎么能让客人帮忙呢。你们两个就好好休息吧。」

  「ダメですよ。お客様に手伝わせるなんて。お二人はゆっくりなさってくださいね」

  　

  我和母亲就这样下了楼梯，走向客厅。

  そうして母と階段を降りてリビングに向かう。

  一路上，我们都没有说话。

  その間無言である。

  　

  顺带一提，我几乎没帮母亲做过饭。

  ちなみに俺がまず料理を手伝うとか今の今まで殆どない。

  毕竟她很清楚我有多笨拙，有多废。

  なにせ俺の不器用というかポンコツ具合を母君殿はよくよくご存知であらせられるからだ。

  　

  也就是说，她现在想和我聊聊吧。

  つまりこれは俺と話がしたいというアプローチなのだろう。

  实际上，我一走进客厅，母亲就一脸诧异地开口道：

  実際リビングにつくとすぐに母が訝しげな表情で口を開いた。

  　

  「……你是不是掉进哪个受诅咒的泉水里了？」

  「……あんた、どっかの呪われた泉とかにでもおちた？」

  「谁是铁锤1/2啊。」

  「だれがハンマ１/２だよ」

  ※槌子1/2……受到诅咒之泉的力量泼冷水就会变成女人的诅咒，为了超越被称为地上最强生物的父亲，也为了和青梅竹马结为连理，和黑道、死刑犯、复活的剑豪等交战，是一部人气长篇漫画。

  ※ハンマ１/２……呪いの泉の力で冷水をかけられると女になってしまう呪いを受けたハンマが地上最強の生物と言われる父を超えるために、そして幼馴染と結ばれるためにヤクザや死刑囚、蘇った剣豪等としのぎを削る戦いに挑む大人気長編漫画。

  　

  果然没有蒙混过去呢。

  やっぱり誤魔化せてないよな。

  当然啊，这是理所当然的，没有比这更好的故事了。

  そらそうだわ。当たり前だわ。そこまでうまい話はないわ。

  　

  「那个，你不惊讶吗？」

  「その、驚いてない？」

  「当然惊讶啊，不过，如果是你的话，会有这种事也是理所当然的。」

  「驚いたわよ。でもまあ、スイならそういうこともあるのかなって」

  「我不记得自己放弃当人类了。」

  「オレ別に人間やめた覚えないんだけど」

  「我也没记得自己生过非人哉。不过，对我们来说，你就像奇迹一样。」

  「私も別に人外産んだ覚えはないわよ。まあ、でもあんたは私達にとっては奇跡みたいなものだからね」

  「奇迹未免太夸张了，太溺爱小孩了吧……算了，那个，谢谢你没有问。」

  「奇跡って流石に大げさすぎ。子供溺愛しすぎでしょ。……まあその、聞かないでくれて、ありがと」

  「是是是。啊，之后我不要这样叫你了，你这样叫我，会让我想起以前的我。」

  「はいはい。あ、後オレはやめときなさい。その顔で言われると昔の私思い出しちゃう」

  「你是我妈吗？！」

  「おかんオレっ娘だったの？！」

  　

  因为事情已经谈完了，反正也没事做，总之先擦一下客厅的桌子好了，我拿起抹布。

  話が終わったから、まあやることないしとりあえずリビングの机だけでも拭いておこうかなと布巾を手に取る。

  咦，那是什么眼神？

  え、何その目。

  　

  「你在做什么？」

  「何してるのよ」

  「没什么，妈妈。」

  「別に、母さんが」

  「母亲大人。」

  「お母様」

  「……母亲大人做菜的时候，我闲着没事做，所以想说擦一下桌子。」

  「……お母様が料理されてる間、わたくしは手持ち無沙汰になってしまうので、机でも拭いていようかなと」

  「你在说什么啊，你也得做啊。」

  「何言ってるのよ。あんたもやるのよ」

  「你疯了吗？」

  「正気ですか？」

  「我没疯。不然你去问飞梦吧，他肯定会说想吃你亲手做的料理。毕竟他也是个男生嘛。」

  「正気よ。なんなら飛夢君に聞いてみなさいよ。あんたの手料理食べたいって絶対言うわよ。飛夢君だって男の子なんだし」

  　

  为什么突然提到飞梦的名字？

  なんで飛夢君の名前が出るんだ？

  就算提到美来也行吧，反正她们都是我的朋友。

  そこは別に美来ちゃんでもいいだろう。どっちも友達だし。

  　

  不对，仔细想想，飞梦不是我的朋友，而是我的挚友。虽然我并不想在朋友之间制造差距，但我和他的关系确实比其他人都更亲密。

  いや、考えてみれば飛夢君は友達じゃなくて親友だ。あまり友の間で差を作りたいわけではないけれど、確かに他の皆より仲良くさせてもらっている。

  如果是为了报答他，那确实不是件坏事——

  そんな彼への恩返しとなるのであればたしかに悪い話ではないが――。

  　

  「……我问问看吧。」

  「……聞いてみますか」

  　

  我拿出手机，决定给飞梦打个电话。

  携帯しているスマホを取り出して飛夢君に電話することにする。

  他要是愿意，肯定比我做得更好。就我所知，他应该是最会做菜的人。但我不认为他会想吃我做的难吃料理。

  彼はなんなら自分で料理した方がずっと上手だ。多分俺の知る限りでは一番だと思う。そんな彼が俺の下手くそな料理なんて食べたいだなんて言うとは思えないのだけれど。

  　

  『滩同学，怎么了？有什么事的话，我马上下来。』

  『灘さんどうしたの？　何かあったのならすぐ下にいくけれど』

  「不好意思，那个，我有点事想问你。」

  「すみません。その、少しお尋ねしたいことがありまして」

  『难道是想吃什么吗？抱歉，老是让你费心。等我一下，我去问美来。』

  『もしかして食べたいものとか？　本当に気を使わせてばかりでごめんね。ちょっと待ってね。美来に聞くから』

  「啊，虽然也有那方面的事，但这次是问其他事。」

  「あ、そちらもあるのですけれど、今回は別の用件ですね」

  『啊，抱歉，我误会了。呃，怎么了吗？』

  『あぁ、ごめん早とちりしちゃって。えっと、どうしたのかな』

  「没什么，只是妈妈刚才跟我说了，飞梦，你要吃的话，是跟我还是妈妈比较好？」

  「いえ単純に今母に言われたのですが、飛夢君は食べるなら私と母どちらのほうが良いですか？」

  『咦？！』

  『えぇ？！』

  『什么？！哥哥你突然怎么了？！』

  『なに？！　お兄ちゃん突然どうしたの？！』

  　

  二楼也传来了声音。

  なんか２階からも声が響く。

  妈妈也吓了一跳。

  ついでに母も吹いている。

  妈妈，这可是第三次了哦。

  これで３回目だぞママン。

  　

  我思考着自己是不是说了什么奇怪的话，但目前为止，我完全想不出来。

  なんかおかしなことを言ったかなと考えるが、今のところ思い当たるものはない。

  　

  「妈妈说她果然是男孩子，所以想吃我的。」

  「母がやはり男の子なら私の方を食べたいというに決まっているとおっしゃっていて」

  『呃，那个，这个……』

  『いや、えぇと。その』

  「我觉得妈妈绝对比较好，飞梦你也这么想吧？」

  「わたくし的には母のほうが絶対いいと思うのですが、飛夢君もそう思いますよね？」

  『不不不，等一下，你绝对误会了什么。』

  『いやいやいや、ちょっと待って。絶対なにか変な勘違いをしてるから』

  「才没有误会呢。妈妈真的从小就练过，所以非常漂亮。跟我比起来，我根本是初学者。」

  「勘違いなんかじゃありませんよ。母は本当に子供の頃からなれているのでとっても綺麗ですし。それと比べたらわたくしなんて初心者ですから」

  『不，从小练过是什么意思？呃……』

  『いや子供の頃からって。えぇ……』

  「飞梦，就算这样，你也觉得我比较好吗？」

  「飛夢君はそれでも私の方が良いと思います？」

  『……呃，那个，这个……嗯。』

  『……いや、まあ、その。……うん』

  「这样啊，那我会加油的。」

  「そうなんですか。では頑張りますね」

  『好、好的。』

  『は、はい』

  　

  我顺便问了美来喜欢什么，然后挂断电话，重新面向妈妈。

  ついでに美来ちゃんの好物を聞いてから、スマホの通話を切って母に向き直る。

  妈妈好像很傻眼。为什么啊？

  なんかドン引きしている母。なんでや。

  　

  「我来帮忙吧。而且飞梦同学好像也觉得这样比较好。」

  「手伝いますね。飛夢君もそっちのほうが良かったみたいですし」

  「……你有时候会不会忘了自己是谁？」

  「……あんた、時々主語抜けてるとか言われない？」

  「第一次有人这么说。」

  「初めて言われました」

  　

  毕竟直到一个月前为止，我都没有朋友啊！！

  そもそも言われるような友達が一ヶ月前までいなかったからな！！

  咦，眼泪……

  あれ、涙が。

  　

  我按照吩咐帮忙母亲料理，虽然还没到饭点，但飞梦同学他们却下来了。

  言われるままに母の料理を手伝っていると、まだ呼んだわけではないけれど飛夢君達が降りてきた。

  看来是被香味吸引过来的。

  どうやら匂いに釣られたらしい。

  　

  飞梦同学那熟悉的有点红通通的脸。

  もはや見慣れたちょっと顔を赤くしてる飛夢君の表情。

  然后美来也来厨房偷看了。

  そしてキッチンまで覗きにきたのは美来ちゃん。

  　

  「水叶姐姐也会做菜啊！」

  「スイお姉ちゃんも料理するんですね！」

  「只是偶尔啦。因为飞梦同学说想吃，所以我想努力一下。」

  「時々ですけれどね。飛夢君が食べたいって仰ってくれたので頑張ってみようかなと」

  「哦～哥哥好爱你哦～」

  「へぇ～。お兄ちゃん愛されてるねぇ～」

  　

  美来一脸贼笑地调侃哥哥。

  ニヤニヤ顔で兄をツンツンする美来ちゃん。

  毕竟挚友爱无庸置疑地很深。尤其是我的友爱，没有他可能会很辛苦，甚至可以说我可能会放弃当个纯爱派。

  親友愛はまあ間違いなく深いからね。特に俺からの友愛で言えば彼なしだとちょっと辛いこと多くてもうプルピュアやめてたかもと言えるくらいだし。

  　

  「就是说啊，是那边吧。嗯，太好了。」

  「そうだよね。そっちだよね。うん。良かった」

  「……你在松一口气什么？」

  「……なんでホッとしてるの？」

  「别问了，美来。都是我们家孩子不好，对不起。」

  「聞かないであげて美来ちゃん。うちの子のせいだから。ごめんね」

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  　

  过了一会儿，我们把做好的料理端到餐桌上。

  しばらくして、出来上がった料理を食卓へと運んでいく。

  顺带一提，实际作业时，有七成是由小垢完成的。平常没在好好下厨的我，光是能顺利地帮忙三成，就该被夸奖了。

  ちなみに作業工程的に７割位おかんがやってた。日頃ろくに料理してない俺が３割もスムーズに手伝えただけでも褒めてほしい。

  　

  「不好意思，让你听我们说了这么多任性的话。」

  「すみません。色々わがまま聞いてもらって」

  「没关系、没关系。我们家那孩子啊，虽然会帮忙做家事，但唯独料理方面一窍不通。所以，多亏有飞梦，我才能像这样教她，真是太好了。」

  「いいのいいの。うちの子ね、家事はすっごい手伝ってくるんだけど、料理だけは全然なのよ。だから飛夢君のおかげでこうやって教えることができてよかったわ」

  　

  说起来，把我赶出厨房的，不就是老妈吗？

  そもそも俺をキッチンから追い出したのはオカンではなかったか。

  我烦恼着该不该吐槽，但仔细想想，就算把厨房交给我，我也只会煮乌冬面，所以觉得也有错在我身上，便放弃了。

  ツッコむか悩んだが、実際キッチン任されても一生うどん料理以外作らない俺にも非があると思い諦める。

  可恶，如果是香川县的居民，应该就会原谅我吧。我恨死那个只要我吃乌冬面就会发飙，说「吃乌冬面会得糖尿病！」的老妈了！

  くそう。香川県民なら許してくれてたのに。うどんばっか食べたら糖尿病になるわ！ってブチギレてくるうちのオカンが憎いぜ！

  　

  「我好像有点意外。因为水叶姐姐感觉是个大人，好像什么都会做。」

  「なんだか意外かも。スイお姉ちゃんなんだか大人の人って感じで、なんでもできそうだから」

  「没那回事哦。不过，你能这么想，我真的很高兴。」

  「そんなことはありませんよ。ただ、そう思ってもらえるのはとてもうれしいです」

  「嗯～顺便问一下，你们三个是在哪里认识的？」

  「んー。ちなみに３人はどこで出会ったの？」

  「呃……」

  「えぇっと」

  　

  美来交互看着我和飞梦，似乎在犹豫该不该说。

  美来ちゃんが言っても良いのかなと俺と飛夢君を交互に見ている。

  这么说来，我好像有跟美来说过，我和飞梦的相遇是「搭讪」。这说法确实不太好。

  そういえば俺と飛夢君の出会いってちゃんと美来ちゃんにはナンパって言ってあるんだっけか。たしかに人聞きが悪いかもしれない。

  　

  「该不会是难以启齿的事情吧？」

  「もしかして言いづらい話？」

  「不是的，是我弄丢了东西，然后飞梦同学帮我捡了起来。接着就演变成跟飞梦同学一起喝茶，然后偶然间认识了美来她们。」

  「いいえ、わたくしが落とし物をしてしまって、それを飛夢君が拾ってくださったんです。そこで飛夢君とお茶をする流れになって、そこで偶然美来ちゃん達とも知り合ったという流れですね」

  「哦～不错嘛。从弄丢东西开始的缘分，简直就像连续剧一样。」

  「へぇー。いいじゃない。落とし物から始まる付き合いなんて、まるでドラマみたいだし」

  「我都不知道这件事，哥哥你明明可以告诉我的。」

  「私知らなかったんだけど。お兄ちゃん教えてくれてもいいのに」

  「毕竟那只是类似搭讪的行为嘛。」

  「まあその、ナンパみたいなものだからね結局」

  「我这边完全没有那种事情呢。反而是我不主动的话，对方就完全不会主动接近我。」

  「私のところは全然そういうのなかったからね。むしろ私が引っ張らないとほんと全然アプローチしてくれないのよ」

  　

  「男生果然还是希望女生主动呢。」老妈接着说道。

  男の子にはやっぱり引っ張ってほしいっていうのがあるのだけどねと続けるオカン。

  美来也表示同意。

  同意してる美来ちゃん。

  　

  身为男人的我跟飞梦同学当然是一头雾水。

  当然ながら男連中である俺君と飛夢君はチンプンカンプンである。

  话题是从哪里转到恋爱方面的？

  どこからそんな恋バナな話題に変わるきっかけがあった？

  　

  啊，飞梦同学好像也不是完全没有头绪。

  あ、飛夢君は別に心当たりがないわけじゃないっぽい。

  他跟头上冒出问号的我不同，一直偷偷瞄着这边。

  疑問符浮かべてるこっちと違ってなんかチラチラこっち見てる。

  　

  「那个，滩同学又是怎么想的呢？我经常约她。」

  「その、灘さんは、どうなのかな。僕からよく誘ったりしてるけど」

  「我非常开心哦。如果是我主动的话，一定会像之前那样吓到，然后半途而废。」

  「とても嬉しいですよ。わたくしからだときっとこの前みたいに怖気づいてしまって途中で諦めてしまいそうですから」

  「那就好。」

  「それなら良かった」

  　

  老妈一脸贼笑地盯着我看。她的视线让我很不舒服。

  ニヤケ顔のオカンがじっと見てる。視線が痛い。

  这跟你们说的恋爱话题完全不一样，是好朋友之间的对话，可别误会了！

  コレはお前らの言ってる恋バナとはまるで違うからね。親友同士の話だからね。勘違いしないでよね！

  　

  「菜都凉了，我们开动吧。」

  「料理が冷めてしまいますから、そろそろいただきましょうか」

  「也对。啊，可以开电视吗？我们家吃饭时有开电视的习惯。」

  「そうね。あ、テレビはつけて良い？　うちご飯の時はテレビをつけておく習慣があるのよ」

  「完全没问题。」

  「全然大丈夫ですよ」

  　

  就在大家准备就绪，围着餐桌打完招呼时，电视突然播起了新闻。

  準備して皆が食卓について食前の挨拶を終えたあたりでふと、テレビからニュースが流れてきた。

  　

  『关于今天中午过后，在源代中央公园发生的集体昏睡事件——』

  『本日昼過ぎ頃、源代中央公園で起こった集団昏睡事件ですが――』

  　

  美来的手停了下来。

  美来ちゃんの手が止まる。

  察觉到异状的老妈连忙想转台，但美来反而兴致勃勃地看起了新闻，让老妈不知该如何是好。

  気づいたオカンが慌ててチャンネルを変えようとするが、美来ちゃんがむしろ興味津々にニュースを見ているのを察してどうするべきか悩んでいるようだ。

  　

  「PULPYA出现在新闻上了呢。」

  「プルピュア、出てますね」

  　

  SNS上流传的视频也被新闻报道，其中也拍到了我和美来等人变身的模样。

  SNSに上がっていたであろう動画もニュースに取り上げられており、その中には俺や美来ちゃん達が変身した姿が映っていた。

  我的PULPYA服装因为有兜帽，所以很难看到脸，但其他PULPYA的头发颜色都变了，让我不禁觉得这样居然不会穿帮，真是不可思议。

  俺のプルピュア衣装はフードのおかげで顔とかは見えづらいが、他のプルピュアは髪色が変わっており、本当にこれでバレないのって不思議に思ってしまう。

  　

  不过，现在的我因为知道真相，所以是个例外。但若把曼纳和美来联想在一起，我就会觉得心里有些疙瘩，看来认知障碍正常地发挥了作用。

  けれど、今見てる俺は正体がわかっているから例外だけれど、マニャーナと美来ちゃんを結びつけて考えようとすると微妙にモヤがかかるような気がするので認識阻害は正常に働いているようだ。

  　

  「我不太清楚，不过这个叫作『普路帕』的，很有名吗？」

  「私はよく知らないんだけど、このプルピュアっていうのは有名なの？」

  「在松籁町算是小有名气。大概两个月前吧，开始有人会在那附近看到，现在也还有很多人以为那只是给小孩子看的英雄秀。」

  「松籟町だとそれなりに有名ですね。２ヶ月くらい前かな。そのあたりから見かけるようになったらしくて、今でも単なる子供向けのヒーローショーと思ってる人も多いですね」

  「哦～我看了也觉得跟星期天早上演的有点像。不过那边演的都是男人。」

  「へー。私が見ててもなんだか日曜の朝とかにやってるやつと被って見えちゃう。あっちは男の人のが多いけどね」

  「我也是。老实说，我一开始还以为是有同好会或团体在努力。」

  「僕もそうでしたよ。正直なところ最初はそういう同好会とかグループが頑張っているんだろうなあって思ってました」

  　

  什么？我第一次听说。

  なにそれ初耳。

  这么说来，他的祖父好像也是这么认为。

  そういえば彼の祖父も同じ認識だった気がする。

  　

  仔细想想，飞梦同学也尽可能避免提到普路帕的话题。应该说，他好像很顾虑我们，不会提起这个话题。

  思えば飛夢君とはプルピュアの話題は可能な限り避けてたからなあ。というよりあっちが気を使ってそういう話題を持ち込まないでくれてるんだよね。

  就我来说，现在普路帕的话题让我不太舒服，所以这样很好。

  割と今はプルピュアの話はあまり気分の良いものではないからね自分の場合。そういうのはすごく助かる。

  　

  「哦，那你在那边有近距离看过吗？」

  「へぇ、じゃああっちでそういうのを間近で見たりとかあったの？」

  「倒是没有，呃，我爷爷有开咖啡馆，所以会拿店里的客人当题材。」

  「そういうのはないですけど、えっと、僕の祖父はカフェをしているんですが、そこのお客さんの話のタネになってたりはしますね」

  「那个，大家是怎么看待纯洁派的？」

  「その、みんなはプルピュアのこと、どう思ってるの？」

  　

  一直盯着电视的美来开口了。

  テレビに釘付けだった美来ちゃんが口を開いた。

  　

  她应该是看到新闻上，评论员怒吼着「真不敢相信这些孩子居然在战斗，应该立刻阻止他们」，才会这么问吧。

  ニュースにてコメンテーターが『こんな子供達が戦っているなんて信じられない。今すぐ止めるべきだ』と怒声を上げているのを見ての発言だろう。

  其他还有「如果交给孩子们，这次事件可能会造成更多伤亡」、「他们可能是在做人体实验」等过激的发言，可以想见录音现场弥漫着危险的气氛。

  他にも『子供たちに任せていては今回みたいに多数の被害が出る可能性もある』や『人体実験の可能性もある』などと過激な発言も多々出ており、収録現場に不穏な空気が漂っている見受けられる。

  　

  「嗯～如果站在父母的立场，我是不希望纯洁派继续下去。」

  「んー。親目線で言っちゃうと、私はプルピュアにはやめてほしいかな」

  「说得也是。」

  「そう、ですよね」

  「嗯，要是知道自己的孩子居然在做这么危险的事，一定会很担心。」

  「うん。だってこんなに危ないこともし自分の子がやってるなんて知ったら気が気じゃないもの」

  「我的想法也一样，要是美来出了什么事，我可不想想象。」

  「僕も同じ考えです。美来にもし何かあったらなんて考えたくもないですし」

  「就是说啊。」

  「そうよねぇ」

  　

  这是理所当然的。

  それは当然の話だろう。

  美来就是因为这样，才会隐瞒家人，不让她们知道自己的真实身份。

  美来ちゃんもだからこそ家族には正体がバレないように隠し通しているわけなのだから。

  　

  虽然是我单方面得知的，但我也烦恼着是否该保护她。

  一方的とはいえ正体を知っている俺くらいは庇っておくべきかと悩む。

  　

  「可是——」

  「けれど」

  　

  但有人比我更早开口。

  しかしそれより先に口を開いたものがいた。

  　

  「可是，我也想帮他们加油。如果他们有可以依靠的人，一定早就去依靠了。」

  「けれど僕は、応援もしたいです。きっと誰かを頼れるなら、もうきっと頼ってるはずだから」

  　

  美来抬起头。

  美来ちゃんが顔を上げた。

  她直直地盯着哥哥的脸。

  兄の顔をただじっと見ている。

  　

  「我啊，在这个镇上遇见过普路纯。虽然真的是偶然遇见的，但聊过之后，我发现她是个非常温柔的人，总是为了别人着想，是个值得尊敬的人。

  「僕はその、この町でプルピュアにあったことがあるんです。本当に偶然出会えたんですけど、話してみるとすごく優しい人で、いつも誰かのために動けることを考えてあげられるような本当に尊敬できる人でした。

  我想其他普路纯一定也是如此。大家都为了别人而努力。

  他のプルピュアの人もきっとそうだと思うんです。みんな誰かのために頑張ってる。

  我觉得他们不可能不依靠任何人。他们一定是因为想依靠却依靠不了，才会自己努力。」

  そんな人達が誰も頼ろうとしないなんてありえないと思うんです。きっと頼りたくても頼れないような事だから、自分達で頑張ってるんじゃないかなって」

  　

  不过，这些只是我的猜测就是了。飞梦同学最后这么总结。

  まあ全部自分の予想でしか無いんですけれどと締める飛夢君。

  　

  「哥哥……」

  「お兄ちゃん……」

  　

  不会吧，不会吧——！

  まさか、まさかそんな――！

  　

  我都不知道除了我之外，还有其他人也见过普路纯。而且，她好像是个非常善良的好孩子。我也想见见她。

  俺以外のプルピュアにも会っていたなんて知らなかったよ。しかもめっちゃ良い子みたいじゃんその子。俺も会ってみたいわ。

  这么说来，我来到这个镇上已经快半年了。说不定真的会有某个普路纯的使者来到这个镇上。

  そういえばこの町の学校に通い始めて既に半年近くなるものね。そら偶然プルピュアトレスの誰かがこの町に来てたなんてこともあるか。

  　

  「飞梦同学真温柔。」

  「飛夢君は優しいのね」

  「不，那个，因为我曾经受过她的帮助。」

  「いや、その、助けられたこともあるので」

  「呃，哥哥，你知道那四个女生当中，哪个是黑羽吗？」

  「えっと、お兄ちゃん、その子って４人の中のどの子かわかる？」

  「应该是那个戴兜帽的女生吧。」

  「黒い子かな。あのフード被ってる子」

  「咦？」

  「え」

  「真的吗？」

  「本当？！」

  　

  美来将脸凑向坐在旁边的飞梦，一副要吐槽他的样子。

  隣に座る飛夢君に突っ込まんばかりに顔を近づける美来ちゃん。

  飞梦一脸困扰，但很遗憾，我无法帮他解围。

  困ったような顔をしている飛夢君だけれど、残念ながら俺からは助け舟は出せません。

  　

  我刚才被称赞过头，现在脑袋都沸腾了。我有自信，感觉一开口就会露出马脚！

  絶賛さっきのことで今頭が沸騰しててね。なんか喋ると爆速で襤褸が出てしまう自信があるよ！

  阴角不习惯被称赞啦！被那样猛夸，我可是会因为过度满足认同需求而自爆的！

  陰キャは褒められ慣れてないんだよ！　あんなに褒められたら承認欲求の過剰供給で自爆するぞ！！

  　

  「咦，美来，你很喜欢那个黑长直吗？」

  「あれ、美来ちゃんはあの黒いプルピュア大好きなの？」

  「啊，嗯！对！就是这样！」

  「あ、うん！　そう！　そうなんです！」

  「哦～～啊，这个男生也是黑长直吗？他长得这么帅，所以是你的菜吧？」

  「へー。あ、この男の人もプルピュアなの？　すごくイケメンだから好みなんだけど」

  　

  妈妈指出了佩萨。

  ペサのことを指出しているおかん。

  我的确是被人叫成小丑，但这家伙只是发色抢眼，只看脸的话，他确实是个帅哥。

  確かに俺がピエロ野郎呼ばわりしてはいるけれど、髪色が派手なだけで別に顔だけ見ればイケメンだからなあこいつ。

  　

  「啊，之前那个像烟火的也是黑长直。这个帅哥会不会是黑羽的同伴呢？」

  「あ、この前あった花火みたいなのもプルピュアだったんだ。このイケメンって黒い子の仲間なのかしらね」

  「或许他们是情侣哦。」

  「恋人かもしれませんね」

  　

  我随口附和，继续用餐。

  適当に相槌を打ちながら食事を進める。

  刚才飞梦的发言真的还在我脑中盘旋不去。我得赶快冷静下来。

  まじでまだ頭の中がさっきの飛夢君の発言でいっぱいなのだ。さっさと落ち着かねば。

  　

  好像有金属声响起。

  なんか金属音が鳴った。

  飞梦一脸仿佛世界末日来临的表情，手一滑弄掉了叉子，这点也很像他的作风。到底发生什么事了？

  飛夢君がこの世の終わりのような顔してる。手からフォーク落としたのも彼らしい。何があった。

  　

  「怎么了吗？」

  「どうしました？」

  「啊，该不会是打击太大了吧？毕竟飞梦看起来像是黑子的粉丝。」

  「あ、もしかしてショックだったんじゃない？　飛夢君黒い子のファンっぽいし」

  「我有个问题，滩先生，您觉得这个人跟黑子在交往吗？」

  「質問、なんですが。灘さんも、この人と黒い子が付き合ってるって思いますか？」

  「……？嗯，我觉得很普通啊。毕竟他长得挺帅的，女生应该大多都会想跟这种人交往吧。」

  「……？　えぇまあ、別に普通だと思いますよ。顔は整っているようですし、女の人ならやはりこういう人と付き合いたいって人は多いんじゃないでしょうか」

  　

  我是不懂啦，毕竟我是男的。

  知らんけど。俺男だし。

  就算我是女的，也不会想跟佩萨交往，我比较喜欢飞梦这种类型。

  もし女だとしてもまぁペサはないわ。飛夢君みたいな子がいいわ。

  　

  「就是说啊，就是说啊。」

  「そうですよね。そう、ですよね」

  　

  飞梦看起来有点沮丧。

  なんか項垂れている飛夢君。

  到底发生什么事了？

  一体どうしたし。

  　

  「你啊，刚才那些话，听起来就像是在对喜欢偶像的人说『不过这种女生反正私底下都有男朋友』一样。」

  「あんたね。今の話、アイドル好きな人に『でもこういう子ってどうせ裏で彼氏いるよ』って言ってるようなもんよ」

  「美来也这么觉得吗？」

  「美来ちゃんもそう思いますか？」

  「啊，呃，我……我没有交过男朋友。」

  「あ、えっと、私はその、彼氏いたことないから」

  　

  纯真无邪是好事吗？感觉会太过纯真无邪，最后变成某部电影的神明，飞上天去。

  初心で良きかな。良きかな過ぎて某映画の神になって飛んでいきそうじゃわ。

  她有点脸红，这点实在很纯真无邪。

  ちょっと赤面してるあたりが実に良きかなですわ。

  　

  「对不起，飞梦。我说了很过分的话。」

  「すみません飛夢君。心無い言葉でしたね」

  「啊，不会，这是事实，所以当然会这样。滩先生没有错。」

  「あ、いや、事実なんだから、当然だよ。灘さんは、悪くないよ」

  　

  总觉得气氛变得有点尴尬。

  なーんか微妙に空気悪くなっちゃった。

  这肯定是我造成的，我得好好反省才行。

  間違いなく俺のせいだろうから本当に反省せねば。

  　

  之后得向飞梦同学道歉才行。

  後で飛夢君に謝罪を入れようと思う。

  　

  　

  　

  就在我东想西想的时候，晚餐时间也结束了。

  そんなこんなしてる間に食事時も終わり。

  洗澡水也放好了，该是洗澡的时间了。

  お風呂の準備もできたということで入浴のお時間である。

  　

  「水织姐姐！我们一起洗澡吧！」

  「スイお姉ちゃん！　一緒にお風呂はいろ！」

  「好的。那我去准备换洗衣物。」

  「はい。それでは着替えを用意しますね」

  「等一下。」

  「待ちなさい」

  　

  母亲用严肃的表情阻止了我。

  母に鬼気迫る表情で止められる。

  　

  「母亲大人，怎么了吗？」

  「お母様、いかがしました？」

  「美来，你先等一下。水织，你先过来一下。」

  「美来ちゃんちょっと待っててね。スイ、一旦こっち来なさい」

  　

  我被母亲拉进了父亲和母亲的卧室。

  引っ張り込まれたのは父と母の寝室。

  然后，母亲一把将我的裙子掀了起来。

  そこでスカートを思いっきりたくし上げられた。

  露出的短裤一览无遗。母亲将短裤往下拉，露出了男用四角裤。

  顕になるショートパンツ。更にそれをずり下げられると出てくるのは男物のトランクス。

  　

  「……真的没穿呢。」

  「……本当についてないわね」

  「那个，因为发生了一些事情。」

  「まあその、色々あって」

  「没穿的事情先放一边。你这样下去实在不行，穿这个吧。」

  「ついてないのはもう、一旦置いとくわ。この下着のままだと流石に駄目だから、こっちにしなさい」

  　

  母亲递给我的是她的内衣。老实说，我不太想碰。

  渡されたのは母の下着のようだ。正直なんかあんま触りたくない。

  　

  「我记得只穿过一次，所以就用这个吧。换衣服的时候，要是穿男用内衣的话，会被怀疑的。后面的胸罩……你根本没穿吧！」

  「確か１回しか使ってないからそれ。着替える時に男物の下着なんてつけてたら怪しまれるから。後ブラジャーは……つけてないじゃない！」

  「不穿也没关系吧。我完全没穿。」

  「なくてもいいじゃないですか。全然ないですよ」

  「你很啰唆耶！我们家族代代都是贫乳！」

  「うるさいわね！　うちは代々貧乳なのよ！」

  　

  母亲强行让我穿上了内衣。

  強引にその場で下着をつけさせられる。

  唯独这件事，我实在不想老实说出来……毕竟事关男人的尊严。

  これだけは正直つけたくなかったのだけどね……。こう、男の尊厳的にね。

  　

  咦，你问我男人的尊严怎么了，明明都跟女人一起洗澡了，还讲什么尊严？

  え、男の尊厳がどうたら言ってるくせに女と風呂はいるのかって？

  我前世就看过好几次小学低年级的亲戚小孩裸体，事到如今也没什么感觉了。

  前世で小学生低学年くらいの親戚の子の裸何度も見てるから今更感がですね。

  　

  「其实我也想阻止她跟那孩子一起洗澡。」

  「本当はあの子と一緒にお風呂に入れるのも止めたいんだからね」

  「老实说，我也觉得刚才应该阻止她。」

  「正直わたくしも今のは止める流れだと思っていました」

  「那就请你自重啊！」

  「なら自重なさいよ！」

  「那样一来，美来妹妹会伤心的。」

  「そうすると美来ちゃんが悲しむので」

  　

  老妈恶狠狠地瞪着我。

  ぐぬぬと睨みつけてくるオカン。

  呵，我赢了。

  ふ、勝ったぜ。

  　

  「啊，对不起，水无姐姐！那个，我还是一个人洗好了。」

  「あ、ごめんなさいスイお姉ちゃん！　その、やっぱり一人で入っても良い？」

  　

  美来妹妹不知为何抱着包包，对回来的我这么说。

  戻ってきた俺に何故かバッグを抱きしめながらそう言ってくる美来ちゃん。

  包包里装的应该是吉祥物吧。她或许打算跟布偶在浴室里偷偷密谈。我的确是电灯泡。

  バッグの中に入ってるのはおそらくだがマスコットだろう。プーロとお風呂場でこっそり密談をするのかもしれない。確かに俺はお邪魔だろうな。

  　

  不，我并不觉得可惜。

  いや、別に惜しくねえし。

  我又不是萝莉控，才不想看那种东西！

  俺ロリコンじゃないから別にそういうのが見たかったわけでもねえし！

  　

  「没关系的。请慢慢泡澡，别着凉哦。」

  「大丈夫ですよ。体を冷やさないようにゆっくり温まってくださいね」

  「谢谢你，水无姐姐！」

  「ありがとうスイお姉ちゃん！」

  　

  总之，美来妹妹那边应该没问题。

  とりあえずは美来ちゃんの方は問題ないだろう。

  　

  我闲了下来，打算回二楼自己的房间。

  暇になったので２階の自分の部屋へと戻ろうとする。

  这时，我想到自己还没把棉被拿来，于是再次前往和室打扰。

  そこでそういえばまだ布団を持っていってない事を思い出して、和室にまたお邪魔することにした。

  　

  我敲了敲门，等对方回应后进入房间，发现飞梦的兴致果然已经消沉了。

  ノックの後返事を待ってから部屋に入ると、やっぱりテンション下がってる飛夢君がいた。

  　

  「啊，你把棉被拿来了啊。」

  「あ、布団持ってきてくれたんだね」

  「是的。我还有一套，请再稍等一下。」

  「はい。後もう１セットありますから、もう少し待っててくださいね」

  　

  我很少以女性的身体在没有纯洁之力的情况下搬重物，所以还是有点摇摇晃晃的。

  女の体でプルピュアの力なしにこう重いものを持つことはめったに無いので、やっぱりちょっとふらついてしまう。

  飞梦见状，立刻冲了过来。

  それを見かねた飛夢君が駆け寄ってきた。

  　

  「你还好吗？很重吧，我来拿。只要铺在那里就好吧？」

  「大丈夫？　重いだろうから僕が持つよ。そこに敷くだけだよね」

  「不行，我不能让客人做这种事。飞梦，你在这里慢慢休息吧。」

  「だめですよ。お客様にそんなことさせられませんから。飛夢君はここでゆっくりなさってください」

  「不然，那个，以挚友的身份拜托你，这样如何？」

  「それじゃ、その、親友としてのお願い、とかならどうかな」

  　

  呜呜，他这么一说，我就很难拒绝了。

  うぅ。それを言われると弱い。

  还是放弃挣扎，把棉被交给他吧。

  諦めて彼に手渡すことにしよう。

  　

  不过，棉被害我的视野有点模糊，完全看不见脚边。

  ただちょっと布団のせいで視界があまりよくない。足元とか全然見えてない。

  啊，糟糕，我的脚好像勾到东西了。这下要跌倒了。我立刻闭上眼睛，准备承受冲击。

  あ、やばい。なんかに足引っ掛けた。転ぶわコレ。咄嗟に目を閉じて衝撃に備える。

  　

  「危险！」

  「危ない！」

  　

  我感觉到自己被某种东西包覆住。

  ムギュッと何かに包まれたのを感じる。

  不过，以棉被来说，这有点硬。我睁开眼睛确认状况，发现他在跌倒前抱住了我。

  しかし布団にしてはちょっと硬い。目を開いて状況を確認すると、どうやら彼が転ぶ寸前に抱き抱えてくれたようだ。

  　

  「谢、谢谢。」

  「あ、ありがとうございます」

  「抱歉！那个，因为榻榻米，我的袜子，太滑了，撑不住！」

  「ごめんっ。その、畳で、靴下が、滑って、支えきれなっ！」

  　

  或许是因为姿势很勉强，他就这样倒了下来。应该说，他整个人被压倒在先掉在地上的被褥上。我吓了一大跳。

  結構無理な姿勢だったためか、そのまま彼も倒れ込んでくる。というか先に床に転がった布団の上に押し倒された。だいぶびっくりした。

  　

  「抱歉！我马上起来！」

  「ごめん！　すぐどくから！」

  「不，慢慢来也没关系。毕竟我们已经是拥抱过的关系了。」

  「いえ、別にゆっくりでもいいですよ。ハグだってした仲ですし」

  　

  虽然有点重就是了！

  ちょっと重たいけどな！

  真不愧是平常就在锻炼，明明身高和男生时的我差不多，重量感却完全不同。

  さすが日頃から鍛えてるだけあって男の時の自分と身長それほど変わらないのに重量感がまるで違うぜ。

  虽然不知道是不是因为太壮，但像这样互相接触，就能感觉到我们的身体构造真的完全不同。

  骨太なのかわからないけれど、こうして触れ合ってみると本当に体の作りがぜんぜん違うって感じする。

  　

  「美来，我拿另一床被褥……过来……了。」

  「スイ。もうひと組の布団もって……きたわ……よ」

  　

  妈妈很贴心地拿了被褥过来。

  そこに気を利かせて布団を持ってきてくれた母の姿。

  感觉好像被她看到我和朋友嬉闹的样子，有点尴尬。

  ちょっと友達とはしゃいでるところを見られた感じがあって少し気まずい。

  　

  「……美来就睡我的房间吧。」

  「……美来ちゃんは、私の部屋で預かるわね」

  　

  妈妈就这样拿着被褥，走下楼去。

  そのまま布団を持って下へと降りていくオカン。

  咦，你不把被褥放下来吗？为什么要拿过来？

  え、それ置いていかないの？　なんで持ってきたの？

  　

  「对、对不起，滩同学。因为我的关系，好像产生了误会。」

  「ご、ごめん。灘さん。僕のせいで誤解が生まれちゃったみたいで」

  「误会……？这点小事不是很正常吗？既然是朋友，当然会拥抱啊。电影里也是这么演的。」

  「誤解……？　別にこのくらい普通ではないですか？　友達同士ならハグだってするものじゃないですか。映画でもやってましたし」

  「我想那应该只存在于电影里吧。」

  「それは、多分映画の中だけだと思うよ」

  「……原来是这样啊。」

  「……そうだったんですか」

  　

  令人惊愕的真相。

  驚愕の真実。

  　

  暴露自己的无知，让我感到有些难为情。

  無知を晒してしまって普通に恥ずかしい。

  飞梦同学缓缓地离开我。他的体温逐渐从我的身上抽离，让我感到有些寂寥。

  そっと離れていく飛夢君。彼の体温が徐々に自分の体から抜けていくようで少しの寂寥感が心をよぎる。

  不过，被本小姐抱住的飞梦同学应该也觉得很不舒服吧。今后还是别随便抱住别人比较好。

  まあでも、自分とハグされていた飛夢君は嫌で仕方なかったのだろう。流石に今後はハグは控えたほうが良いだろうな。

  　

  「本小姐不太擅长与人建立友好关系，真的很抱歉。刚才硬是抱住你，让你感到很不愉快吧。」

  「わたくしあまり友好関係に明るくなくて。本当にすみません。先程も無理に抱きしめてしまって不快でしたよね」

  「我一点都不觉得不愉快！只是，那个，对滩同学的恋人感到有些抱歉。」

  「不快なんて全然！　ただ、その、灘さんの恋人さんに申し訳ないから」

  「……飞梦同学。」

  「……飛夢君」

  　

  咦？我有交往对象吗？

  え、俺付き合っている人いたっけ。

  我试着回想，认真地回想。说不定有印象。

  考える。熱心に考えてみる。心当たりがあるかもしれない。

  　

  没有。

  なかった。

  一个也没有。

  一人も居なかった。

  我的恋人到底在哪里？这就是俗称的幻想女友吗？！

  どこにいるんだ俺の恋人。コレが俗に言うイマジナリーガールフレンドか？！

  　

  「本小姐没有恋人哦。」

  「わたくし、恋人とかいませんよ？」

  「咦？」

  「え」

  「不然的话，本小姐不打算今后再交男朋友。」

  「なんでしたら、今後も作るつもりはありません」

  「咦？」

  「え」

  　

  我的情绪瞬间高高低低。才刚觉得她很高兴，又马上露出绝望的表情。

  一瞬で感情が乱高下するやん。嬉しそうに喜んだと思ったらすぐに絶望顔になるやん。

  　

  「那、那是为什么？」

  「それはその、どうして」

  「因为本小姐将来打算离开这座城镇。」

  「将来この町を離れるつもりですから」

  　

  尽可能不要留下任何牵挂，对我比较有帮助。

  可能な限り心残りになりそうなものは無い方が助かるのだ。

  　

  「你的意思是，你想来东京吗？」

  「それはその、上京したいってことですか？」

  「对，来东京也不错，我也在考虑去国外。」

  「そうですね。それもいいかもしれません。他にも海外も良いかなと考えております」

  　

  我含糊地回答后站了起来。

  曖昧な返事で応えて立ち上がる。

  该说的都说完了，我得去把被她擅自拿走的被子拿回来。

  さて、もう話すべき事はないはずだ。というか下に勝手に持っていかれた布団回収しないとだし。

  　

  「那我先告辞了，下次得把被子带过来才行。」

  「それでは一度失礼しますね。今度こそ布団を持ってこないといけませんから」

  「啊，我帮你拿。」

  「あ、手伝うよ」

  「不行……就算你这么说，你还是会穿过来吧。那就麻烦你帮我拿一半。」

  「ダメです……、と言っても着いてきますよね。それでは半分だけお願いしますね」

  「嗯，谢谢。」

  「うん。ありがとう」

  　

  我打开客房的门，门前的托盘上放着盒子，盒子上写着0.01mm的字样。

  客間の扉を開ける。扉の前にお盆が置いてある。お盆に載せられた箱が目に入る。０．０１ミリの文字が目に入る。

  　

  那是我前世从未接触过的盒子，我曾在一本薄薄的书上看过好几次。

  薄い本で何度も見た覚えがある、俺とは前世も含めて一度も接点のなかった箱。

  盒子里还有一张纸条，上面写着「记得避孕」。

  箱と一緒にメモ書きが１つ。『避妊はしなさいよ』と一言だけ。

  　

  「……飞梦，这该怎么办？」

  「……飛夢君。これどうしましょうか」

  　

  飞梦的脸又红了起来。

  飛夢君の顔はまたもや真っ赤に染まっていた。

  我大概也一样。

  多分自分もそうだ。

  　

  因为对方以为我们是一对会做那种事的关系。

  だって自分達がそういう事をする仲だと思われてしまったということだから。

  因为我一瞬间想象了我和飞梦做那种事的画面。

  自分と飛夢がそういうことをする仲だったらと一瞬想像してしまったから。

  　

  「总之，得先解开误会才行。」

  「とりあえず、その、誤解を解かないとだよね」

  「对不起，我现在没有勇气面对妈妈。」

  「すみません。今母に顔をあわせられる勇気がでません」

  「老实说，我可能也不想让你用。」

  「正直、僕もあわせたくないかも」

  　

  我们俩都垂头丧气。

  ２人して項垂れる。

  总之，我们决定把盒子严密封印在我的房间书桌里。希望我也能找到哪天能使用的人！！

  とりあえず箱は俺の部屋の机の中に厳重に封印することにした。俺もいつか使える相手ができたらいいんだけどな！！

  　

  　

  　

  　

  

  

  　

  　

  　

  「这种坏结局的感觉好差……」

  「バッドエンドとか気分悪い……」

  　

  我坐起身。

  体を起こす。

  这场毫无印象的梦，让我心情糟透了。我明明是个快乐结局主义者啊。

  まるで見覚えのない夢で気分は最悪である。俺君ハッピーエンド主義者なのに。

  　

  我蹑手蹑脚地离开床，以免吵醒睡在旁边的美来。

  横に寝ている美来ちゃんは起こさないようにそっとベッドから出ていく。

  　

  话说，美来为什么会睡在我旁边啊？

  ていうかなんで隣りにいるんですかね美来ちゃん。

  在那之后，我确实解开了误会，所以美来和飞梦应该睡在对面的和室才对。

  ちゃんとあの後誤解を解いたから、美来ちゃんと飛夢君は向かいの和室で寝てるはずなんですが。

  　

  我是不是搞错了？

  多分間違えてしまったのだろうか。

  　

  「嗯……果然变身之后睡觉会作恶梦呢。」

  「んー。やっぱ変身したまま寝ると変な夢見ちゃうのかな」

  「不会擅自变回原本的样子吗？」

  「元の姿に勝手に戻ったりはしないのか？」

  　

  我吓了一跳。

  びっくりした。

  我望向声音传来的方向，佩萨以布偶模式从包包里钻了出来。

  声の方を見るとペサがぬいぐるみモードで鞄から勝手に出てきていた。

  这么说来，事件之后，我就把佩萨塞在包包里，完全忘了这回事。

  そういや事件の後は鞄に突っ込んだままでしたね。忘れてたンゴ。

  　

  「应该不会吧，虽然不知道为什么。」

  「多分しませんね。何故かは知らないのですけれど」

  「……最好不要长期维持变身状态。就像因普鲁拥有回到过去的力量，而普露派拥有迈向未来的力量。如果习惯那个模样，就会接近原本的姿态哦。」

  「……あまり長期的に変身するのはやめておけ。インプルが過去に戻る力を宿しているように、プルピュアには未来に進もうとする力を宿している。もしその姿に慣れてしまえば本来の姿もそちらに近づくことになるぞ」

  「你好像有点温柔？」

  「なんか優しくないです？」

  「宰了你哦。」

  「殺すぞ」

  「好过分。」

  「ひどい」

  　

  佩萨躲进衣柜里，似乎不打算再说话了。

  コレ以上喋る気はないのか。クローゼットの中に隠れるペサ君。

  这么说来，现在的佩萨身上几乎感受不到小恶魔的气息。虽然有一部分是因为她压抑了自己的力量，但这样看起来，她跟外表是布偶的布偶装——布偶，长得一模一样，还挺有趣的。

  そういえば今のペサ君からはほぼインプルの気配は感じられない。自分で抑えているというのもあるのだろうけれど、ああしてみると同じぬいぐるみの見た目であるプーロと被って見えて面白い。

  　

  不过，要是吉祥物死掉，我可不会原谅她。

  まあ、あんなマスコット死んでもごめんであるけれど。

  　

  「话说回来……」

  「それにしても」

  　

  老实说，我早就发现她往这边靠近了。

  姿があちらに近づくというのは正直なところちょっぴり気づいていた。

  不对，应该说我早就盯上她了。

  いや狙っていたと言うべきだろうか。

  　

  不过，我好不容易想到的作战计划，看来是泡汤了。

  だけどせっかく思いついた作戦はどうやら水の泡になってしまった。

  因为最不想被发现的，就是我的父母。

  一番バレたくない親にこの姿がバレてしまったわけだから。

  　

  「难得有机会可以变成别人呢。」

  「せっかく別人になれそうだったのに」

  　

  我一边想着「真可惜」，一边回到床上。

  惜しいなあと思いながらベッドの中に戻る。

  　

  我抱紧了钻到被窝里泄愤的美来。

  腹いせにベッドに潜り込んできおった美来ちゃんを抱きしめてやる。

  她身上好香。话说，这香味是我家的洗发精。为什么我跟美来的香味会完全不一样啊！

  すごく甘い香りがする。てかこれ俺んちのシャンプーの香りだわ。なんで俺と美来ちゃんで香りが全然違ってるんですかねえ！

 
  第15话那家伙偷了一个不得了的东西。

  第１５話　奴はとんでもないものを盗んでいきました

  我欲火中烧。

  ムラムラします。

  　

  从小学生升上初中生的少女特有的甘甜香气，让我的内心雀跃不已。

  小学生から中学生にあがったばかりの、少女特有の甘い香りに心が躍る。

  　

  「对不起！我搞错了！」

  「ごめんなさい！　間違えちゃって！」

  「不会不会，没关系的。」

  「いえいえ。いいんですよ」

  　

  我欲火中烧。

  非常にムラムラします。

  　

  被她这么一打岔，我回想起昨天那个盒子的事，害羞得满脑子都是。

  茶化される言葉に昨日の箱のことを思い出して、気恥ずかしさで胸がいっぱいになる。

  　

  「不好意思，还让你请我吃早餐。」

  「すみません。朝ご飯までご馳走になってしまって」

  「没关系啦。比起这个，昨天我还没问你们，你们两个去了哪里？」

  「いいのよ。それよりも昨日は聞けなかったんだけど、２人はどこまでいったの？」

  「等等，母亲大人！我不是说过那是误会吗！」

  「ちょ、お母様！　だからそれは誤解だとお伝えしたではありませんか！」

  　

  我欲火中烧。

  かなりムラムラしております。

  　

  大家理所当然地认为最后应该要让我们两个单独聊聊，于是催促我们面对面。

  当然のように最後に２人で話せるようにと、皆に促されて飛夢君と対面させられてしまう。

  　

  「那我们就送飞梦同学到车站，麻烦你留守了。」

  「それじゃ飛夢君達駅まで送ってくるから、留守番よろしくね」

  「啊——滩同学。呃，那个……」

  「あー、灘さん。えっと、その」

  「再见啦，丝姨！来，哥哥！」

  「スイお姉ちゃんまたね！　ほら、お兄ちゃん！」

  「哇！」

  「わっ！」

  　

  我欲火中烧。

  とてもとてもムラムラしております。

  　

  虽然「渴望与人肌肤相亲」这种说法有点语病。

  人肌に飢えているというのは、かなり語弊があるのだけれど。

  　

  飞梦同学欲言又止，美来则从背后推了他一把，害他失去平衡，抱住了我。

  言い淀んでいる飛夢君の背中を美来ちゃんが押したせいで、バランスを崩した飛夢君に抱きつかれる。

  和昨天在家庭餐厅前的情况完全相反。突如其来的接触让我的脑袋变得好热。

  昨日のファミレス前の時とはまるで逆。急な接触でひどく頭に熱がこもる。

  　

  「哎呀呀，一大早就这么热情呢。」

  「あらあら。朝から熱いわね」

  「不是，对不起，滩同学！」

  「ちが、ごめん灘さん！」

  「……」

  「……」

  　

  我——非——常——欲火焚身。

  かーなーりー非常に、ムラムラしております。

  　

  我并不是萝莉控，但昨晚和超可爱女主角同床共枕。

  別にロリコンってわけでもないのだけど、昨日の夜はメチャクソ可愛いヒロインと同衾してしまって。

  而且这次还跟被误会跟父母有肉体关系的好朋友，做了原本不该是朋友会做的拥抱。

  更に今度は親に肉体関係があるだなんて誤解されてしまった親友と、本来は友達同士ではしないっていうこんなハグまでしてしまって。

  　

  我的性欲累积到极限了。

  とんでもなく性欲が溜まっております。

  　

  「滩同学？」

  「灘さん？」

  　

  脸好近。

  顔が近い。

  昨天被推倒时，我觉得朋友之间这样很正常，所以完全不在意。

  昨日押し倒されたときはこういうのが友達同士ならおかしくないって思ってたから全然平気だった。

  　

  但现在不同。

  でも今は違う。

  美来的身材跟我截然不同。她有着我完全无法想象，从柔和的他身上完全无法想象，充满肌肉的身体。

  美来ちゃんとは体つきがまるで違う。柔和な彼からは全く想像できないくらいにゴツゴツとした筋肉質な体だ。

  昨天我也想过，如果变成被抱的一方……我稍微想了想，结果脑袋短路了。

  昨日も思っていたけれど、もし抱かれる側になったら……なんて少しでも考えてしまったせいで脳がショートしてしまっている。

  　

  我不知道我们抱了多久。

  どれだけそうしていたのかわからない。

  我甚至察觉到抱住我的手臂，因为勉强维持的姿势而疲惫不堪。

  抱きとめる形になった腕が、無理な体勢に疲れているのに気づいたくらいに長い間だったことはわかる。

  　

  他的手臂缓缓抬起。他一定也想抱我吧。

  ゆっくりと、彼の腕が上がった。きっと彼も抱きしめようとしたのだろう。

  　

  衣服与衣服摩擦。他的手臂慢慢伸向我的腰际。

  服と服が擦れる。彼の腕が徐々に自分の腰辺りに伸びていく。

  　

  再一下，再一下就能碰到了。

  そうして後少し、もう少しで触れる。

  　

  　

  「飞梦……同学。」

  「飛夢、くん」

  「……丝……同学。」

  「……スイ、さん」

  　

  ——碰到了。

  ――触れられた。

  　

  我们互相拥抱。

  お互いに抱きしめあってる。

  和昨天截然不同，是互相索求的姿势。

  昨日とはまるで違う。お互いに求め合うような体勢。

  　

  我察觉到这件事的瞬间，就立刻到达极限了。

  その事に気づいた瞬間、すぐに限界が来た。

  将来必定会死别，我还想跟她继续增进感情吗？

  将来必ず死に別れるのに、これ以上仲良くなる気なのか。自分は。

  　

  「对不起！！！」

  「すみません！！！」

  　

  或许是因为拥抱的力量不强。

  それほど強い力ではなかった抱擁だったからか。

  我轻轻拉开距离，就轻易地切断了联系。

  軽く自分が距離をとるだけで簡単にその繋がりは途切れた。

  　

  「啊，不，是我一开始失去平衡。」

  「あ、いや、僕がその、最初にバランスを崩しちゃったから」

  「不会不会，是我一直抱住你。」

  「いえいえ、わたくしが、ずっと抱き止めてしまったので」

  　

  刚才那样很糟糕，真的很糟糕。

  今のはまずかった。本当にまずかった。

  责任、预定计划，我全都抛诸脑后了。

  責任とか予定とか全部ひっくるめて忘れかけてしまうところだった。

  　

  「交往一个月左右，是接吻的平均时间哦。」

  「付き合って一ヶ月くらいが平均的なキスの期間らしいわよ？」

  　

  我无视了从车窗露出贼笑对我说话的阿姨。

  車窓からニヤけ顔で声をかけてくるおかんは無視する。

  　

  我瞥了飞梦一眼，第一次看到他这种眼神。

  ちらりと飛夢君を見る。初めて見る目だ。

  那是将我视为女性看待，男人的眼神。

  自分のことを女性として見ている、男の人の目をしていた。

  　

  也对，在这么短的期间内，多次与女性有肉体接触，就算是他也难免如此。

  そりゃまあ、こんな短期間で何度も女性から肉体的接触があったら流石の彼でもこうなるか。

  像我这种废柴，虽然外表还可以，但除此之外什么都不会，或许也会让他情不自禁地产生情欲。

  自分みたいなポンコツで見た目はマシだけどそれ以外なんもできない人間相手でもついつい情欲を抱いてしまうかもしれない。

  我深深反省自己让正经八百的他发狂的行为。

  生真面目な彼を狂わせてしまった自分の行いを深く反省する。

  　

  「滩先生，我会再联络你。」

  「灘さん。また、僕から連絡します」

  「好、好的，我会等。」

  「は、はい。その、お待ちしております」

  　

  美来调侃着飞梦，他坐上车子，大家纷纷离去。

  美来ちゃんに茶化されながら飛夢君が車に乗って、そして皆が去っていく。

  　

  　

  被留下来的我——

  残された自分は――。

  　

  「……好厉害，现在欲火中烧。」

  「……すごい、今ムラムラしてる」

  　

  满脑子都是情欲。

  情欲で頭がいっぱいになってた。

  　

  　

  真想找人聊聊我的性癖好。

  俺の性事情について語らせてほしい。

  　

  其实，我对这方面的事情很感兴趣。

  俺はさ、実はかなりそういう事に興味があるタイプだ。

  如果算上前世，我可是熟到能轻松成为魔法师的处男。

  なにせ前世を含めれば余裕で魔法使いになってしまうほどの熟成された童貞君である。

  　

  我为什么买那么多薄本？为什么买那么多那种游戏？因为前世光是那种东西就塞满整个房间。

  なんでまあ薄い本だって結構買うし、そういうゲームだって沢山買った事がある。前世はそういうものだけで部屋がいっぱいになるくらいにはあった。

  这一世也一样，只要处理起来简单，我就会买一大堆。

  今世においても、処分が簡単なものならたくさん買ってきたし。

  　

  所以，我的性欲并不比别人差，甚至非常旺盛，非常旺盛。

  そういうわけでまぁ、別に人並みには性欲はあるのだ。とってもあるのだ。かなりあるのだ。

  　

  老实说，我这两个星期都没有做那档事。

  しかしそんな俺は実を言うと、ここ２週間ほどそういう行為をしてなかった。

  原因不用说也知道。

  何故かだなんて決まってる。

  　

  ——因为房间里有个小丑，也就是佩萨。

  ――部屋にピエロ野郎ことペサがいるからだ。

  　

  你们懂吗？

  わかるだろうか。

  就算我欲火中烧，也无法玩我喜欢的粉红色游戏，只能跟那个别扭的小丑抱怨。

  たとえ溜まっていても、お気に入りのピンクな感じのゲームとかもできずに、部屋に常に捻くれピエロが愚痴愚痴いってくるという事実。

  我的性生活真的被那家伙搞得一团乱。

  まじで俺の性生活はあいつのせいでとんでもなく支障をきたしていた。

  　

  所以，我真的欲火中烧，真的欲火中烧。

  おかげで本当に溜まってる。まじで溜まっている。すごいムラムラしてる。

  　

  最后一击就是现在。

  トドメが今のだ。

  飞梦看起来比平常还要帅上十成。

  いつもの１０割マシくらい飛夢君がイケメンに見えてた。

  如果只是这样倒还好，他本来就是帅哥。可是我的脑袋终于失常了吗？那个，面对飞梦，我居然冒出各种奇怪的想法，嗯，还是算了吧。

  それだけならいい。彼はもとからイケメンだ。でもついに俺の頭はトチ狂ったのか。その、飛夢君相手に、色々おかしい考えが、うんやめよう。

  　

  「得想办法让佩萨出门才行。」

  「なんとかして、ペサを一度出かけさせないと」

  　

  距离爸妈回家只剩不到十分钟。

  今から親が帰ってくるまでのわずか１０分ちょっとだろうか。

  得趁这段时间让佩萨出门，多少发泄一下。

  それまでにペサを外出させ、少しでも発散する。

  　

  从天而降的紧急任务。

  降って湧いた緊急ミッション。

  执行任务，也要守住尊严。

  任務は遂行する。尊厳も守る

  　

  两边都非做不可，这就是男生的难处。

  両方やらなくっちゃあならないってのが、男の子のつらいところだな。

  　

  ——做好觉悟了吗？我准备好了。

  ――覚悟は良いか？　俺はできてる。

  　

  　

  「佩萨，你在吗？」

  「ペサ。いますか？」

  　

  我以爆速回到房间，在衣柜里寻找佩萨。

  爆速で部屋に戻ってクローゼットの中からペサを探す。

  　

  快点出来。

  はよ出てこい。

  我已经没有时间了。回去之后肯定会被老妈抓去开家庭会议。

  こっちにはもう時間がない。帰ったら間違いなくオカンとの家族会議だ。

  在那之前得恢复成男人的模样，不然真的会失控，以这副模样做出奇怪的事。

  それまでに男の姿に戻って発散させないと本当に暴走してこの姿のまま変なことをしてしまいかねない。

  　

  「佩萨？」

  「ペサ？」

  　

  可是。

  しかし。

  　

  「佩萨～？」

  「ペサー？」

  　

  可是到处都找不到。

  しかしどこにも。

  　

  「佩萨～！！那个小丑混账跑哪去了！」

  「ペサー！！　どこ行ったんですかあのピエロ野郎！」

  　

  可是到处都找不到那个小丑混账。

  しかしどこにも、あのピエロ野郎の姿は見当たらない。

  　

  只说结果吧。

  結果だけ言おう。

  　

  我找不到佩萨，也没办法发泄，最后被回来的老妈逮个正着。

  俺はペサを見つけることも発散することも叶わず、帰ってきたオカンに捕らえられた。

  那个小丑混账到底躲在哪里？我绝对饶不了他……

  どこに隠れやがったあのピエロ野郎。まじで許さんからな……。

  　

  　

  　

  

  

  　

  　

  　

  　

  （……没想到事情会这么顺利。）

  （……こうもうまくいくとはな）

  　

  时间来到午餐过后。

  時刻は昼餉時からしばらくしたあたり。

  佩萨迪雅吉以布偶般的模样，躲在松籁町特有的祥和气氛中，某间咖啡厅附近。

  松籟町特有の穏やかな空気に退屈しながら、ペサディージャはぬいぐるみのような姿でとあるカフェの近くに隠れていた。

  　

  这是跟踪。

  これは追跡だ。

  自从知道睡在那里的三名少女就是普美丽雅的真面目后，他就一直在思考一件事。

  あそこに眠っていた３人の少女がプルピュアの正体だった事を知ってから、ずっと考えていたことがあった。

  　

  那就是普美丽雅住在什么地方。

  それはプルピュアがどこに住んでいるかだ。

  　

  （那个蠢货似乎不打算动手，但总有一天，他们妨碍我们的工作会被普美丽雅发现。

  （あの愚か者は事を構えるつもりはないようだが、いずれ私達の行っているフトゥーロに対する妨害工作はプルピュアにもバレるだろう。

  如此一来，他们很可能成为敌人。但若与他们正面交战，有碍手碍脚的我们在场，对我们不利。

  そうなれば彼奴らは敵となり得る可能性は高い。だが彼奴らとまともに戦闘になれば、足手まといがいるこちらが不利だ。

  　

  要扭转这个局面，需要其他要素。在战斗中，能让他们动摇的要素——

  それをひっくり返すには別の要素が必要だ。戦闘において、彼奴らの動揺を誘えるもの――。

  　

  ——也就是弱点！）

  ――即ち、弱みだ！）

  　

  「哦，爱香！早！」

  「お、愛香！　おっす！」

  「小祈！早安。」

  「祈里ちゃん！　おはようです」

  　

  昨天在公园见到的三名女孩，其中两人立刻出现在店门口。

  早速店先に昨日公園で見た３人娘のうち２人が現れた。

  　

  她们拼命跟踪躲进春鹿家母亲的车里，又进入车站的春鹿兄妹，总算没有白费功夫。

  スイの母親の車に隠れ、更に駅に入っていった春鹿兄妹をバレないように懸命に追跡してきた甲斐があったというものだ。

  这具难以活动的肉体虽然娇小，但也有着只要躲在暗处就不容易被发现的特性。

  この動きづらい肉体は小さいが故に物陰に隠れればバレづらいという特性もある。

  　

  （虽然不想承认，但不得不说多亏那家伙的缩小，我才能成功。）

  （認めたくはないが、彼奴に縮められたお陰で叶ったと言わざるを得んな）

  　

  虽然那笨蛋肯定没有这种想法，但佩萨迪加还是目送两人走进咖啡厅。

  間違いなくあの馬鹿者にはそんな思惑はないだろうがと思いながら、カフェの中に入っていく２人を見送る。

  他立刻悄悄爬上墙壁，靠着脚步声追踪。

  早速こっそりと壁をよじ登って、足音を頼りに追いかける。

  　

  脚步声在三楼停了下来。看来她们三人就在这里。

  足音は３階で止まった。どうやらここに３人はいるようだ。

  　

  幸好窗户是开着的。佩萨迪加决定从这里偷听。

  幸いなことに窓が開いている。ペサディージャはここから盗み聞きすることにした。

  　

  「大家想喝果汁吗？」

  「皆飲み物はジュースで良かった？」

  「谢谢！哎呀～昨天真的很不妙呢。」

  「ありがとー！　いやー、まじで昨日はやばかったよねえ」

  「美来，谢谢你。真的是一场惊险万分的战斗呢。要是没有佩萨，真不知道会怎么样……」

  「美来ちゃんありがとう。本当にギリギリの戦いでしたよね。ペサがいなかったらどうなっていたか……」

  　

  看来她们对于自己完全被梦境困住的事情似乎有些想法。

  どうやら全員夢に囚われてしまった事に対して思うことがあるらしい。

  大家都沉默不语。

  皆黙りこくってしまう。

  　

  美来无法忍受这种气氛，开口说道：

  その空気に耐えかねた美来が口を開いた。

  　

  「不过，我对于普洛是纯洁派这件事最惊讶了。」

  「でも、私はプーロがプルピュアだったことに一番びっくりしちゃったな」

  「啊～昨天通话时，你也是一直在讲这件事呢。」

  「あー。昨日の通話でもさ、美来そのことばっか言ってたもんね」

  「我知道了，放开普露！不要抱紧普露！普洛是你们的学姐纯洁派普露！」

  「わかったから離すプル！　抱きしめるなプルー！　プーロはお前たちの先輩プルピュアプルよ！！」

  「咦～？以学姐来说，她太可爱了。」

  「えー？　先輩にしては可愛すぎるからなあ」

  「对啊，身高也比我们矮，该不会比我们年轻吧？」

  「そうですね。身長もその、私達より小さくて。もしかして私達より若かったりするんです？」

  「没没没没这回事噗！普露是成熟的女性噗！」

  「そそそんなことないプル！　プーロは大人の女プルよ！」

  　

  大家都用怀疑的眼神看着普露，普露终于承受不住众人的善意，说出真相。

  あやしいなぁとジト目で皆が見てくるので、ついにプーロの善意が耐えきれず瓦解した。

  她有些愧疚地告诉大家：

  ちょっと申し訳無さそうにプーロが真実を告げた。

  　

  「那个，其实我才十一岁噗。」

  「その、実はまだ１１歳プル」

  「果然！我就觉得你很年轻！」

  「やっぱり！　すごく若いって思ってたんだ！」

  「就算年轻，也比你们小两岁噗！完全不是噗！以人生经验来说，比你们成熟多了噗！」

  「若いっていってもお前たちの２つ下プルよ！　全然プル！　むしろ人生経験で言えばお前たちよりずっと大人プル！」

  「真的吗～？」

  「ほんとにー？」

  　

  美来开玩笑地这么说，两人又吵了起来。

  茶化してくる美来に怒ってまた掴み合いになる２人。

  　

  祈里欣慰地看着两人，突然想起昨天在意的事。

  そんな２人を微笑ましそうに見ながら、ふと、祈里が昨日気になっていたことを思い出した。

  　

  「话说回来～昨天被佩萨救了，老实说，我超不甘心的。那家伙突然出现在我的梦里，还把我整得乱七八糟。」

  「ていうかさー。昨日のやつ、ペサに助けられたとはいえ正直めっちゃ悔しかったよなあ。あいつ夢に突然出てきたと思ったらメチャクチャにしてきたし」

  　

  我好不容易拿到第一名，心情正好的时候～居然发生这种事，祈里抱怨道。

  私がせっかく一位取って気分いいところをさーだなんて愚痴る祈里。

  　

  「啊～我也有同感。我本来还梦想着和大家一起野餐呢。」

  「あー、それは私のところもそうだったかも。せっかく皆でピクニックする夢見てたのに」

  　

  美来停止吵架，插嘴说道。

  喧嘩の手を止めて、美来が口を挟む。

  看来她做了个美梦。

  それほどまでにいい夢だったのだろう。

  　

  不，真的是一场好梦。窃听的佩萨帝吉是这么想的。

  いいや、本当にいい夢だった。盗み聞きしているペサディージャはそう思っている。

  从剧场里，可以看见所有被囚禁在那里的人作的梦。除了一个人之外，所有人都作了美梦。佩萨帝吉认为，能待在那里绝对不是坏事。

  劇場からはあそこに囚われていた人全ての夢を見ることができた。ただ１人を除いて、全員が素晴らしい夢を見ていた。あそこにいられた事だけは、決して悪いものではなかったとペサディージャは思う。

  　

  「我啊，是那个。虽然自己说也很不好意思，但我作的是在田径上拿冠军的梦。」

  「私んところはアレ。自分で言っちゃうのも恥ずかしいけど、陸上でさ、優勝する夢見てたんだよ」

  「你因为纯洁派暂停活动对吧。祈里你的运动神经很好，所以一定会实现！」

  「プルピュアで休止中なんですよね。祈里ちゃんすごく運動神経いいですから、絶対叶いますよ！」

  「欸嘿嘿，是吗？其实我现在也一直在训练。我也有自己测过时间，一点一点地变快了！」

  「えへへ。そうかな。実は今もずっとトレーニングは欠かしていないんだ。タイムだって自分で測ってるんだけど、ちょっとずつ良くなってるんだぜ！」

  「真厉害！真想快点看到祈里你停止Futouro，再次奔跑的样子。我绝对会去为你加油！」

  「さすが！　早くフトゥーロを止めて、また走ってる祈里ちゃんが見たいな。絶対応援に行くからね！」

  「好！包在我身上！普洛也来吧！」

  「おう！　任せとけ！　プーロも来いよな！」

  「可以的话我会去的噗。」

  「行けたら行くプル」

  「你绝对会去啦！」

  「それ絶対こねえやつじゃん！」

  　

  大家哄堂大笑。

  ドッとあがる笑い声。

  佩萨帝吉对这种无聊的嬉闹感到傻眼。

  くだらんじゃれ合いだとペサディージャは呆れる。

  　

  祈里顺势缠上普洛，看来她对普洛的梦很感兴趣。

  そのままの流れで祈里がプーロに絡んだ。どうやらプーロの夢に興味があるらしい。

  　

  「那普洛你作的是什么梦啊！我跟美来都说过了，接下来轮到普洛了哦。」

  「それならプーロはどういう夢を見たんだよ！　私と美来は言ったんだぜ。次はプーロの番だぞ」

  「啊，这我倒是很在意。普洛，你梦到了什么？」

  「あ、それは気になるかも。プーロはどんな夢見たの？」

  「……不是什么有趣的梦，普普。」

  「……あんまり面白い夢じゃないプル」

  「嗯～？该不会……」

  「んー？　もしかして」

  　

  祈里露出不怀好意的笑容。

  ニヤリと笑う祈里。

  　

  「该不会是想要快点长大？还是因为个子太矮，想要再长高一点？」

  「もしかして早く大人になりたーいとか？　もしくは身長小さいからもっと背が伸びたらとかぁ？」

  「不是普普！……那个，是和家人和睦相处的梦，普普。」

  「違うプル！　……その、家族で仲良く暮らしてる夢プル」

  　

  普洛轻轻坐在美来的大腿上。

  プーロがそっと美来の太ももの上に座る。

  　

  那是他平常固定的位置。不过，美来会自己抱上去，所以普洛很少主动坐上去。

  いつもの定位置だ。けれどそれは美来が勝手に抱きついてくるからでプーロから座ってくることはあまりない。

  看到普洛有些落寞的模样，大家都说不出话来。

  どこか寂しげな様子のプーロに、皆は何も言えなくなる。

  　

  「抱歉，普洛。」

  「ごめんな。プーロ」

  「我、我也觉得抱歉。」

  「私もその、ごめんね」

  「没关系，普普……好了，普洛已经说过了，最后轮到爱香了。」

  「いいプル。……ほら、プーロは話したプル。最後は愛香の番プルよ」

  「咦？我吗？」

  「えっ。私ですか？！」

  　

  在尴尬的气氛中突然被点名，爱香吓了一跳。

  気まずい空気の中で突然話を振られて驚いてしまう愛香。

  不过，既然大家都说了，她也不能自己一个人不说。

  けれど皆が話したわけだから、流石に自分だけは言わないでおくということはできないだろう。

  　

  爱香稍微红着脸，开口说道：

  すこし顔を赤くしながら愛香が口を開く。

  　

  「呃，那个，我的梦想是成为侦探，解决各种难题。」

  「えっと、えっとね。私の夢はその、探偵になって難事件を解いてたんだ」

  「不愧是松籁的福尔摩斯！很有爱香你的风格呢！」

  「さすが松籟のホームズ！　愛香ちゃんらしいね！」

  「真是的！别开玩笑了！」

  「もう！　茶化さないで！」

  「啊哈哈！不过，这确实符合你的形象，很有爱香的风格嘛！」

  「アハハッ。でもイメージ通りだもん。愛香らしいじゃん！」

  「嗯。像这样回想起来，虽然知道他是在帮忙，但我的梦想被搞得一团乱，还是让我有点想抱怨他呢。」

  「うん。こうしてみるとね。助けてくれたのはわかるんだけど、夢をメチャクチャにされたのはちょっとペサに恨み言とか言いたくなっちゃうよね」

  「真的真的。要坦率地道谢，实在有点难呢。」

  「ほんとほんと。素直にお礼とか言いづらいよなあ」

  「我啊……跟你们不一样，感觉起来好像没有很乱。」

  「私はその、……皆と違って、メチャクチャって感じじゃなかったかな」

  　

  爱香难以启齿地这么说道。

  言いづらそうに愛香が伝える。

  　

  事实上，出现在她梦中的佩萨迪加，与其他两人不同，没有妨碍她们，反而还成为怪盗，在故事中扮演推动她身为侦探的故事的角色。

  事実、彼女の夢に現れたペサディージャは他の２人と違って邪魔をするのではなく、むしろ怪盗となって彼女の探偵としての物語の盛り上げ役として立ち回っていた。

  在故事中，他让爱香察觉到自己被梦想所困，与其他两人完全不同。

  その流れの中で彼女自身に夢に囚われていることを気づかせるという内容になっており、他の２人とはまるで扱いが違う。

  　

  「咦，真的吗？」

  「え、まじで？」

  「嗯。老实说，我好像……非常开心。」

  「うん。その、正直なところなんだけどね。すごく、楽しかった、かもです」

  　

  爱香的脸有点红。

  すこし顔を赤くしている愛香。

  　

  「什么嘛！那家伙只对爱香特别嘛！」

  「なんだよそれー！　あいつ愛香だけ特別扱いじゃん！」

  「普露，这太奇怪了。说不定有什么想法。爱香，你要小心哦。」

  「おかしいプル。なにか考えがあるのかもしれないプル。愛香、気をつけるプルよ」

  「嗯，谢谢你，普露。我会小心的。」

  「うん。ありがとうプーロ。気をつけますね」

  　

  三人与普露的对话。

  そんな３人とプーロのやり取り。

  　

  至于偷听到这段对话的佩萨迪加——

  それを盗み聞きしていたペサディージャはというと――。

  　

  （……嘘、嘘！快滚啦，禽兽！）

  （……しっしっ。どっかへいけ鳥畜生！）

  　

  正被鸟鸟缠着不放。

  絶賛鳥公に絡まれていた。

  多亏如此，她才能从途中开始偷听。

  お陰で途中から盗み聞きもできていない。

  　

  在鸟君眼中，佩萨代吉的服装充满闪亮亮的东西，发色也很抢眼。这已经让它产生了浓厚的兴趣。

  鳥君からするとペサディージャの衣装はキラキラしているものがいっぱいで、髪色も派手だ。それはもう興味も深々になってしまう。

  既然如此，要带回去或是当场玩一玩都是理所当然的。

  ならもうお持ち帰りするなりこの場で遊ぶなりするのは当然である。

  　

  鸟用看着猎物的眼神面对佩萨代吉。

  獲物を見るような目でペサディージャを臨む鳥。

  佩萨代吉不能在这里引起骚动。

  流石にここで騒ぎ立てるわけにはいかないペサディージャ。

  　

  现在这里——即将展开一场不能输的战斗！！

  今ここに――負けられない戦いが始まろうとしていた！！

  　

  　

  不过，它输了。

  まあ、負けたが。

  佩萨代吉当然输了。

  当然ペサディージャが負けた。

  要是被发现就不知道会怎么样，所以绝对不能引起骚动，因此它实际上被鸟为所欲为。这样它就没有理由能赢了。

  バレてしまえばどうなるかわからない為絶対に騒げないという都合、実質やられたい放題である。そらもう勝てる理由がない。

  　

  「咕噜啵——！咕噜啵——！」

  「くるっぽー！　くるっぽー！」

  （唔！这只！这只禽兽居然把我！啄得遍体鳞伤！我绝对……饶不了它！！）

  （ぐっ！　この！　この私がこんな鳥畜生に！　ついばまれてボロボロにされるなど！　こんな屈辱を……絶対に許さんぞ！！）

  　

  被玩弄到倒地的它四处逃窜，回过神来已经过了傍晚时分。

  弄り倒されながら逃げ回っていると気付けば夕刻を回りそうだ。

  天空也开始被夕阳染红，继续待在这里似乎也做不了什么，于是佩萨代吉决定离开。

  空も赤色に焼け始めており、もうコレ以上ここにいても何もできなさそうだとペサディージャは退散することにした。

  它立刻跳到地面上，打算直接躲进云里。

  早速地面に飛び降りて、そのまま雲隠れしようとする。

  　

  但宿敌害鸟不允许它这么做。

  しかしそれを許さないのが宿敵害鳥。

  不知不觉间，她跟聚集过来的同伴们联手，漂亮地断绝了佩萨丁的退路。

  気付けば集まっていた仲間と連携プレーで見事にペサディージャの逃げ道を断ってみせた。

  　

  即使强如佩萨丁，面对人多势众的对手也束手无策。事已至此，它开始考虑变回原本的模样，将众人击退。

  流石のペサディージャも多勢に無勢ではどうしようもない。こうなれば元の姿に戻って蹴散らすかと考え始めた。

  　

  然而，在它付诸实行之前，有人伸出了援手。

  けれどそれを実行するよりも先に救いの手が差し伸ばされた。

  　

  「哇，好多鸟。」

  「わ、鳥さんがたくさん」

  　

  那是跟同伴们解散，正要回家的爱香。

  仲間と解散して帰る途中の愛香だ。

  她一走出咖啡店，就看到附近路上有好多鸟，吓了一跳。

  カフェから出てすぐ近くの道で沢山の鳥がいて驚いている。

  　

  然后，她看到乌鸦群里有个像是布偶的东西，出于好奇，她走了过去。

  そしてカラスの群れの中にぬいぐるみのようなものが見えて、興味本位で近づいてしまう。

  　

  「……咦，这该不会是……」

  「……あれ、これってもしかして」

  　

  或许是有人靠近，害鸟君放弃挣扎，跟同伴们一起飞走了。

  人が近づいてきたからだろう。流石の害鳥君も諦めて仲間とともに飛び立っていく。

  爱香捡起被留下来的布偶，有点惊讶。

  残されたぬいぐるみのフリをしているペサディージャ、それを拾い上げて、愛香はちょっと驚いている。

  　

  （唔，我情急之下假装成玩具，没想到会被真逆普露皮雅抓到！）

  （くっ、咄嗟に玩具のふりをしたが、真逆プルピュアに捕まるとは！）

  「呵呵，你长得好像佩萨呢。」

  「フフッ。なんだか、ペサに似てますね。あなた」

  　

  爱香拍了拍身上的灰尘，确认周围没有其他人。

  ぽんぽんと、ホコリをはらってから周りを見て誰もいないのを確かめている愛香。

  　

  「这是谁掉的东西吧，得交给警察才行。可是，今天门禁是……」

  「誰かの落とし物ですよね。警察に届けないと。でも今日は門限が……」

  　

  昨天才刚发生那种事，爱香被吩咐要早点回家。

  昨日あんな事があったばかりなので早めに帰ってくるように言いつけられていた愛香。

  爱香的家和派出所距离很远，要在今天之内送过去非常困难。

  家のある方向と交番はかなり離れている。今日中に届け出るのは非常に厳しそうだ。

  　

  可是要是就这样放着不管……爱香抬头一看，发现鸟儿们依然聚集在电线上，瞄准闪闪发光的布偶。

  けれどこのまま放置してしまうと……、上を見上げると今なお鳥たちがキラキラ輝くぬいぐるみを狙って電線に集まっている。

  　

  没有时间烦恼了。

  あまり悩んでいる時間はない。

  太阳已经开始西斜。

  既に太陽は傾き始めている。

  　

  爱香做出了决定——

  愛香の決断は――。

  　

  　

  　

  「呼，布偶变得好干净哦。明天放学后，我会带你去派出所的。」

  「ふぅ。綺麗になりましたね。ぬいぐるみさん。明日、学校が終わったらあなたを交番に連れて行ってあげますからね」

  　

  刚才被鸟儿们玩弄，弄脏的身体，被爱香用沾了洗衣精的热水和海绵洗干净了。

  先程の鳥たちに弄ばれ、汚された体は洗剤を溶かしたお湯につけたスポンジで綺麗に洗い流された。

  爱香一边确认有没有脱线，一边用毛巾擦干恢复原状的佩萨迪加。

  ほつれなどがないかを確認しながら、元通りになったペサディージャをタオルで拭き上げる愛香。

  　

  没错，这里是爱香的家。

  そう、ここは愛香の住む家。

  这里是浴室。

  そのお風呂場である。

  　

  佩萨迪加被敌人带到了敌人的住处。

  真逆も真逆、ペサディージャは敵の住所に連れ込まれてしまったわけである。

  　

  （只能趁隙逃走了。可是居然被这个女人逮到。）

  （隙を見てなんとか逃げ出すしかあるまい。しかしよりにもよってこの女とは）

  「呵呵呵，你果然和佩萨有点像呢。」

  「ふふふ。やっぱりあなたペサにちょっとだけ似てます」

  「爱香～？你在洗澡吗～？」

  「愛香ー？　お風呂なのー？」

  「是、是的！因为脚有点脏，所以我在洗脚！」

  「は、はい！　少し足が汚れてしまったので洗ってました！」

  「哎呀，这样啊。爸爸说今天晚上要在外面吃，所以不可以偷吃零食哦。」

  「あらそうなの。今日はパパがお外で夜ご飯にするって言ってたから、こっそりお菓子食べたらだめよ」

  「我知道了，妈妈！」

  「わかりましたママ！」

  　

  爱香在心中向母亲道歉，对不起，我骗了你。

  母に嘘をついてごめんなさいと心の中で謝罪する愛香。

  她以毛巾包住变干净的佩萨迪加，回到自己的房间。

  綺麗になったペサディージャをタオルで包み込みながら、自分の部屋へと戻る。

  　

  房间里摆着好几个大书柜。

  部屋の中には、大きな本棚が幾つもあった。

  里面几乎都是侦探小说和怪盗小说。

  そのほとんどが探偵モノや怪盗モノの小説や漫画のようだ。

  从贴满海报的帅哥职业来看，可以得知她的兴趣。

  ポスターもそれらしき職業のイケメンの男性が貼られていたりする辺り、彼女の趣味嗜好が伺える。

  　

  「这里就是我的房间，今天请多指教。」

  「ここが私の部屋ですよ。今日だけですけど、よろしくです」

  （谁要跟你这家伙指教啊，你刚才说要外食吧，我就趁这个机会逃走！）

  （誰が貴様なんぞとよろしくするか。外食と言っていたな。その隙に逃げ出してくれる！）

  　

  外食时，家里当然没有人在。

  外食の間は当然家には誰もいない。

  佩萨迪加终于能离开这女人身边，松了一口气。

  これでようやくこの女から離れられると安堵していたペサディージャ。

  　

  然而——

  しかし――。

  　

  　

  （为什么连外食都要带本小姐去啊！！！）

  （なぜ外食にまでこの私を連れてくるのだ！！！）

  　

  佩萨迪加被关在包包里。

  鞄の中に閉じ込められたペサディージャ。

  只有这件事出乎她的意料。

  こればかりは予想外である。

  　

  顺带一提，爱香带她来的理由很单纯，因为擅自保管别人的东西，要是放在家里弄丢就糟了。

  ちなみに愛香は持ってきた理由は単純で、人のものを勝手に預かっているわけだから家に置いていて失くしたら大変だからという理由である。

  佩萨迪加才不管这种理由，她真的受够了。

  そんな理由なんぞ知ったことではないペサディージャからすると本当にたまったものではない。

  　

  「真难得，爱香居然会拿大包包。」

  「珍しいわね。愛香が大きい方の鞄を持ってくるなんて」

  「呃，那个，之前爸爸买给我的法律教科书，我想趁等餐的时候复习一下！」

  「えっとその、この前パパに買ってもらった法律の教科書、待ってる間に読み返したかったんです！」

  「你平常的包包装不下书呢。虽然你热心向学是好事，但也要好好休息哦。」

  「いつものポーチだと本は入らないものね。勉強熱心なのもいいけれど、息抜きもしっかりするのよ」

  「好了好了，俗话说打铁趁热，就让她趁想看书的时候看吧。」

  「まあまあ、鉄は熱いうちに打てとも言うし、やりたい時にやらせようじゃないか」

  「俗话说得好，择日不如撞日！」

  「思い立ったが吉日、とも言います！」

  「……你们父女俩真的很像呢，真是的。」

  「……本当に似たもの親子なんだから。もう」

  　

  点完餐，一家人等着料理上桌。

  注文も終えて、料理を待っている家族３人。

  爱香专心地看起从包包里拿出来的书。

  愛香は鞄の中から取り出した本に夢中のようだ。

  　

  佩萨迪雅则——

  対してペサディージャ。

  她正焦急不已。

  こちらは絶賛焦っていた。

  　

  理由只有一个。

  理由は唯一つ。

  她是这间餐厅的员工。

  このレストランの従業員だ。

  　

  （啧，所有员工都是种子选手吗！可恶！偏偏挑在这种时机！）

  （チッ。従業員の全員が種子持ちか！　ええい！　都合の悪いタイミングで！）

  　

  佩萨迪雅不知道，这间位于松籁町车站附近的餐厅，大半员工都是搭电车从城镇外来的。

  ペサディージャは知らないが、松籟町の駅近くにあるこのレストランは従業員の大半が電車で町の外から来ている。

  　

  追根究柢，松籁町在高度经济成长期，是上流和中流家庭避暑的热门地区。

  そもそもだが、松籟町は高度経済成長期に上流から中流家庭の避暑地として人気のあった地域だ。

  因此，为了让孩子即使待在避暑胜地也能上学，松籁学园等直升式的私立学校便应运而生。

  それ故に避暑地にいても子供達に学校を通わせるためにと松籟学園等といったエスカレーター式の私立の学校が建てられたりなどした。

  如今地价下跌的松籁町，这类特征已经逐渐淡化，但过去建造的高级餐厅等，员工几乎都是从邻镇来此打工的。

  地価が下がった今の松籟町では既にそういった特徴は薄れつつあるが、昔建てられた高級レストラン等は隣町から出稼ぎに来ている従業員が殆どだったのだ。

  　

  （仔细想想，一开始涌出大量小恶魔的地点也是车站前。状况变得麻烦了。）

  （考えてみれば最初に大量のインプルが湧いたのも駅前だったか。面倒な状況になった）

  　

  佩萨迪亚也明白，就这样坐视不管才是正确答案。

  ペサディージャもこのまま何もせず見過ごすのが正解だということは理解している。

  事实上，她也是这么打算的。

  事実そうするつもりだ。

  　

  如果这里的员工全都是潜伏型小恶魔，只要我方不刻意采取任何行动，就算开花，外表也会维持人类，精神也不会有任何改变。既不会变得凶暴，也能继续过着人类的生活。

  ここにいる従業員が全員潜伏型インプルなら意図的にこちらが何かしない限り、たとえ開花したとしても姿形は人間のままで精神も一切変わらない。凶暴になるわけでもないし人間としての生活はそのままに送れる。

  只不过，会被恶梦所苦，以及根据福陶洛的意志，轻易地化为杂鱼小恶魔，除此之外，对生活不会造成任何障碍。

  ただ悪夢にうなされる事と、フトゥーロの意思次第で容易に雑魚インプル化させられるだけで、それ以外はなんら生活に支障はないのだから。

  　

  不过——如果其中混着通常型小恶魔的种子呢？

  しかし、――もしこの中に通常型のインプルの種子を持つものが混ざっていたら？

  　

  这么一来，情况就不同了。

  そうなれば話は変わってくる。

  　

  （小恶魔之间会共鸣！如果通常型小恶魔在这里开花，潜伏型也会受到影响，涌出大量杂鱼小恶魔！）

  （インプル同士は共鳴する！　もし通常型のインプルが此処で開花してしまえば、潜伏型も影響されて大量の雑魚インプルが湧きかねんぞ！）

  　

  通常型，正确来说，被调整为现在变成改良型，也就是更强大的小恶魔，散布在松籁町的各个角落。

  通常型、正確には今は改良型としてより強力なインプルに変貌するよう調整されたソレは、松籟町の様々なところでばら撒かれた。

  让这些花朵绽放开来，就是佩萨帝雅等干部的工作，但没想到事情会完全相反，陷入不想让花朵绽放开来的状况。

  それらを開花させてやるのがペサディージャ達幹部の仕事だったわけだが、真逆ここに来て開花させたくない状況に陥るなど考えてもみなかった。

  　

  （没有福托洛的力量，小恶魔就不会听从我的指示。）

  （フトゥーロの力無くてはインプルは私の指示など受け付けない）

  　

  小恶魔发芽、开花、结果，最后将种子撒满整片大地，都是为了增加自己的食物。

  インプルが発芽、開花、結実と進んで最終的に辺り一面に種子を撒き散らすのは、自分の餌を増やすためだ。

  小恶魔之间会互相啃食，最后回到同一个过去。

  インプル同士で共食いするためだ。最終的に１つの過去に戻ろうとするためだ。

  　

  而佩萨帝雅等干部只是取出小恶魔的力量，放进容器里而已。

  そしてペサディージャ達幹部はインプルの力だけを取り出して容れ物に突っ込んだだけのものでしかない。

  福托洛在种子动了手脚，设定成只要听从指示就不会攻击干部，所以干部们才没有遭到攻击，但就小恶魔的角度来看，佩萨帝雅等干部原本只是应该吸收的食物之一。

  フトゥーロが種子に細工をして意図的に幹部を襲わないように、指示に従うように設定したから襲われないだけで、本来はインプルからしてもペサディージャ達幹部は全て取り込むべき餌の１つでしかないのだ。

  　

  （事实上，在我举起反旗之后，所有小恶魔都对我发动攻击。也就是说，只要这里有一只小恶魔开花——！）

  （事実、私が反旗を翻してから全てのインプルが私に向けても攻撃を仕掛けている。つまりもしここで１匹でも、通常型が開花すれば――！）

  「这间店是怎么回事！我们特地从远方过来耶！」

  「どうなってんだよこの店は！　俺達遠くからわざわざ来てやったんだぞ！」

  「对啊对啊！负责人给我出来！店长给我出来！」

  「そうよそうよ！　責任者出しなさいよ！　店長出しなさいよ！」

  　

  那是一对发色夸张的情侣。

  派手な髪色のカップルだ。

  料理都凉了，还大声抱怨料理里混有头发。

  料理が冷めているや、料理に髪が入っていた等のクレームを大声で上げている。

  　

  店员脸色铁青地低头道歉，但那对情侣似乎不打算轻易放过。

  従業員が顔を真っ青にしながら頭を下げているが、カップルは事を簡単に済ませるつもりはないらしい。

  　

  「真的非常抱歉！」

  「誠に申し訳ございません！」

  「给我下跪，下跪！」

  「土下座しろ土下座！」

  「不然我就打电话给总公司吧～」

  「じゃなきゃ本社に電話しちゃおっかなー」

  　

  两人拿出手机，不断做出挑衅的发言。

  スマホを取り出して従業員をいたずらに煽るような発言を繰り返す２人。

  　

  当然，店员也种下了种子。

  当然、その従業員にも種子がある。

  佩萨迪加清楚看见种子因为压力而破裂，正要慢慢发芽。

  ストレスでついに種子が割れ、徐々に発芽しようとしているのがペサディージャには手に取るようにわかってしまう。

  　

  「……那有点过分吧。头发明显不是我们的。抱歉，我去阻止他们。」

  「……ちょっとひどいなあれは。髪だって明らかに自分達のものじゃないか。ごめん。ちょっと止めてくるね」

  　

  爱香的父亲无法忍受他们的蛮横行为，终于采取行动。

  愛香の父親が彼等の無法な行いに耐えきれなくなり、ついに動ことうしたまさにその時だ。

  　

  ——这时，纯洁铃响了。

  ――ピュアフォンが鳴った。

  　

  「不会吧，难道那个人是暗影？！」

  「うそ。もしかしてあの人、インプルです？！」

  　

  爱香看向店员。

  愛香が従業員に視線を向ける。

  　

  急忙介入的店长，催促店员回到后场。但魔爪已经逼近。

  慌てて間に入ってきた店長らしき人が代わり、従業員を裏に戻るように促そうとする。だが既に魔の手が迫っていた。

  店员周围涌出黑雾，包围周围的两人——然后爆炸。

  従業員の周りに黒い霧が湧き出る。それが周囲の彼等を包み込み、――そして弾けた。

  　

  「■■■■■！！！」

  「■■■■■！！！」

  　

  （不会错，是改良型！不，是被改造了吗？！是逆芙朵罗搞的鬼吗！）

  （間違いない。改良型だ！　いや変えられたのか？！　真逆フトゥーロの仕業か！）

  　

  一眼就看出来了。

  ひと目見て分かった。

  不是潜伏型，巨大到明显不是人类。

  潜伏型ではない。明らかに人間をやめているとわかる程に巨大だ。

  同时，强大的暗之力也影响了周围的员工，他们的模样渐渐变得奇怪，从人类变成其他东西。

  同時にその強力なインプルの力に影響されて、周囲の従業員達の様子もおかしくなる。徐々に徐々に人から別のものへと変貌していく。

  　

  佩萨迪加感觉到世界切换了。

  世界が切り替わるのをペサディージャは感じた。

  在雾气散去之前，普路匹亚的结界似乎自动发动了。

  霧が晴れる前に、プーロの結界が自動で発動していたらしい。

  　

  「「「「■■■■■■■！！」」」」

  「「「「■■■■■■■！！」」」」

  「普路匹亚！转生形态！比爱更蓝的海在我胸中！纯洁之恋！」

  「プルピュア！　トランスフォルマール！　愛よりも青い海をこの胸に！　ピュアアモーレ！」

  　

  爱香立刻变身成纯洁之恋。

  咄嗟に変身した愛香、ピュアアモーレ。

  但她不擅长直接战斗，要在这种狭窄的空间里对付这么多敌人，对她来说太困难了。

  しかし直接戦闘をあまり得意としない彼女ではこの多数の敵を、しかもこんな狭い空間で戦うのはあまりに厳しい。

  　

  「■■■！！」

  「■■■！！」

  　

  大量的暗之魔树袭击爱摩蕾。

  アモーレの元に大量のインプルが襲いかかる。

  平常的话，她应该会先拉开距离。

  いつもならまずは距離を取るところだ。

  　

  但这里是室内。

  しかし此処は屋内。

  能逃的地方太少了。

  逃げ場はあまりにも少ない。

  　

  「得在大家来之前争取时间才行！」

  「皆が来るまで、時間を稼ぎませんと！」

  　

  她靠着战斗经验不断闪躲，但马上就到极限了。

  戦闘経験で何とか避け続けるが、しかしすぐに限界が来る。

  三只杂兵暗之魔树同时扑向她，绊住她的脚。

  雑魚インプル３体同時に飛び掛かられ、足を止められる。

  　

  改良型暗之魔树趁机冲过来。

  そこへと突っ込んでくる改良型インプル。

  它手上拿着巨大叉子，简直就像长枪一样，将前端对准这边，准备扑过来。

  その手には巨大なフォーク。それをまるで槍のように先端をこちらへ向けて、飛び掛からんとしていた。

  　

  「请、请放开我！」

  「は、はなしてください！」

  　

  虽然想设法逃脱，但想绊住自己的小恶魔却越来越多。

  何とか脱出しようとするが、足止めをしようとするインプルは更に増える。

  一开始只有抓住手臂与脚的三只，但现在头部、手臂、腰部、身体、大腿，到处都聚集着杂鱼小恶魔，抓住自己。

  最初は腕と足に捕まっていた３体だけだったが、今では頭を腕を腰を体を大腿部をと、至る所へと雑魚インプルが群がり掴んでくる。

  　

  已经不可能单独逃脱了。

  もはや単独での脱出は不可能。

  　

  可能是这么判断吧，阿莫雷以擅长制造的能量，将改良型小恶魔前端变成锚状，尝试捕捉的手法。

  そう断じたのか改良型インプルにアモーレお得意の生成したエネルギーを先端に錨のついた鎖状にして捉える手法を試す。

  　

  「这样就能争取时间！……请放开我！」

  「これで、時間稼ぎを！　……はなしてください！」

  　

  顺利捕捉了。

  うまく捕らえた。

  　

  但似乎无法争取太多时间。

  しかしあまり時間は稼げなさそうだ。

  好不容易用锁链抓住握住叉子的手臂，以及冲过来的身体，但是锁链已经发出叽叽的悲鸣。从环状零件慢慢变形的情况看来，纯洁阿莫雷感觉到危机。

  フォークを握る腕と、突っ込んでくる胴体の両方をなんとか鎖で捕らえた。だがしかし、既に鎖がミシミシと悲鳴を上げている。環状の部品が徐々に変形して言っているのが見て取れ、ピュアアモーレは危機感を覚える。

  　

  「得快点逃脱才行。但是，又增加了！」

  「はやく、脱出しないと。でも、まだ増えて！」

  　

  抓住自己的杂鱼小恶魔还很多。

  掴みかかってくる雑魚インプルはまだまだいる。

  虽然用锁链想办法拉出来，但全身几乎都被抓住，无法自由行动。

  鎖を工夫してなんとか引っ張り出そうとしているが、既に全身の殆どが掴まれてまともに身動きが取れない。

  说起来，在这么狭窄的空间里被这么多小恶魔袭击，就算她个人实力再强，也不可能让她好好战斗。

  そもそも狭い空間でこれだけ多数のインプルに襲われてはたとえ個では地力で勝っていたとしても、まともな戦闘などさせてくれる筈もない。

  　

  「■■■■■——！！！！！」

  「■■■■■――！！！！！」

  　

  终于，捕捉改良型巨大身躯的锁链被弄坏了。

  ついに、改良型の巨大な胴体を捉える鎖が壊された。

  　

  那么接下来——

  ならば次は――。

  　

  纯洁之莫蕾的锁链已经扭曲到极限了。

  既に限界までひしゃげてしまっているピュアアモーレの鎖。

  已经没有缓冲时间了，就算用尽力量，也必须以逃离这里为最优先事项。

  猶予なんてものはもうない。たとえ力を使い果たしても此処から逃げ出す事を最優先としなければ。

  　

  「喝——！！」

  「ハァー！！」

  　

  她放声大喊。

  声を上げる。

  她打算用尽所有的纯洁之力，全力甩开抓住她全身的杂鱼小恶魔。

  全てのピュアパワーを使い果たすつもりで、全力で力を振るって全身にしがみついている雑魚インプルを振り払おうとする。

  　

  事实上，如果顺利的话，应该就能逃走了吧。

  事実、うまく行けばそれで逃げられただろう。

  只要没有受到妨碍，她就能用那个作战勉强离开这里，再几分钟之后，就能和其他应该已经抵达的纯洁之魔女合力打倒敌人了吧。

  邪魔さえ入らなければ、その作戦でなんとかこの場所から離脱して、後数分すれば現着したであろう他のプルピュアと力を合わせて敵を倒すことだってできただろう。

  　

  ——只要没有那个的介入。

  ――ソレの介入さえなければ。

  　

  「过去转移。」

  「過去転移」

  　

  应该已经被甩开的所有杂鱼小恶魔，在下一瞬间回到原本的位置。

  振り払ったはずの全ての雑魚インプルが次の瞬間、元の場所に戻る。

  也就是被纯洁之莫蕾抓住的地方。

  即ち、ピュアアモーレに掴みかかっていた場所へ。

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  她感到惊愕。

  驚愕する。

  　

  那一瞬间，力量、意识都离开了锁链。

  その一瞬、力が、意識が鎖から逸れた。

  只有那一瞬间变弱的锁链，被改良型的手臂扯断了。

  その一瞬だけ弱まった鎖が、改良型の腕から引きちぎられた。

  　

  长枪描绘出直线轨道，逼近纯洁之莫蕾。

  槍が直線の軌道を描いてピュアアモーレに迫る。

  　

  　

  阿莫尔思考。

  アモーレは考える。

  思考有没有办法脱离这个状况。

  未だに何とかこの状況から抜け出せる手段がないか、考えている。

  　

  变出锁链如何？时间不够，来不及。况且如果是事先设置就算了，变出锁链很花时间，消耗的魔力也绝对不算少。

  鎖を出すのはどうか。時間不足。間に合わない。そもそも事前に設置しておくならともかく、作り出すのは時間がかかる。燃費も決して良いわけではない。

  拿聚集的杂鱼小恶魔当盾牌如何？不可能。如果被叉子贯穿，杂鱼小恶魔也不会没事。说不定会恢复人形时留下重伤。阿莫尔做不出这种事。

  群がっている雑魚インプルを盾にするのはどうか。不可能。もしこのフォークで貫かれたら、雑魚インプルの方だってただじゃ済まない。もしかすると人の姿に戻った時に大怪我として残るかもしれない。そんな事はアモーレにはできない。

  有没有其他能吸引注意的东西？没有。而且要吸引注意还需要另一个人，但那个人根本不在这里。

  何か他に注意を引けるものはないか。該当なし。そもそも注意を引くにはもうひとりの人員が必要。それがそもそも此処にはいない。

  　

  时间不够，不可能，没有。

  時間不足。不可能。該当なし。

  时间不够，不可能，没有。

  時間不足。不可能。該当なし。

  　

  各种方案在脑中浮现又被否定。

  様々な案が頭の中に浮かんでは否定される。

  逼近而来的叉子，在阿莫尔眼中看来莫名缓慢。

  迫ってくるそれが、アモーレには妙にゆっくりに見えた。

  不知为何，他脑中浮现最喜欢的作品，浮现家人的身影，浮现朋友的身影。

  何故か大好きな作品が頭をよぎる。家族の姿がよぎる。友達の姿がよぎる。

  　

  无计可施。

  どうしようもなかった。

  再一下就要刺中了。

  後少しで届く。

  连同抓住自己的小恶魔，叉子即将贯穿自己。

  自身を捕らえている他のインプルごと、貫かんとしているフォークが今目の前にまで迫っている。

  　

  「大家，对不起！」

  「みんな、ごめんなさい！」

  　

  他立刻喊出声。

  咄嗟に声が溢れた。

  那是对于无法拯救这里的小恶魔的谢罪。

  それは此処にいるインプルを助けられなかった事への謝罪だった。

  　

  然后，她闭上了眼睛——

  そして、目を閉じて――。

  　

  　

  　

  被刺穿了。

  突き刺された。

  　

  「……你这家伙，为什么能使用那股力量？」

  「……貴様。何故その力を使える」

  　

  应该被刺穿的男友在说话。

  突き刺された筈のカレが喋っている。

  她理所当然地断定，那种东西不可能杀得了自己。

  まるでそんなものなどで自分を殺せるはずないだろうと、当たり前のように断じていた。

  　

  而那是事实。

  そしてソレは事実だ。

  　

  「回答我，那是我们的力量！！」

  「答えろ。それは私達の力だ！！」

  　

  叉子碎裂四散。

  フォークが砕け散る。

  　

  阿莫尔抬起头，看到一个男人。

  アモーレが顔をあげると、男がいた。

  昨天才刚见过，昨天才刚让自己的心雀跃不已的他。

  昨日あったばかりの、昨日あれだけ自分の心を踊らせてくれたばかりの、そんな彼がいた。

  　

  「■■■■■！」

  「■■■■■！」

  「哼，你终究只是个小鬼啊。」

  「フン。所詮は単なるインプルか」

  　

  阿莫尔周围的鬼魂被弹飞。

  アモーレの周囲にいたインプルが弾き飛ばされる。

  　

  「佩萨……为什么？」

  「ペサ……。どうして」

  「别以为我救了你，这只是顺势而为……摆好架势。」

  「助けたなどと思うな。これは単なる成り行きだ。……構えろ」

  「……是！」

  「……はい！」

  　

  现在不是闲聊的时候。

  無駄話なんてできるような状況ではない。

  两人一起慢慢打倒鬼魂。

  共にインプルを少しずつ倒していく。

  　

  这是——第三次并肩作战。

  共闘するのはこれで――３度目だったか。

  　

  「阿莫尔！小喽啰全部由我来处理！那个大块头由你来对付！」

  「アモーレ！　雑魚は全て私が処分する！　そのデカいのは貴様がやれ！」

  「我知道了！佩萨也要小心！」

  「わかりました！　ペサも気をつけてください！」

  　

  　

  胜负已定。

  勝敗は既に決した。

  在只剩两人的时候，在佩萨参战的时候，就不可能在短时间内处理掉阿莫尔。

  ２人になった時点で、ペサが参戦した時点で、短時間でアモーレだけを処理することは不可能だった。

  尤其是佩萨，她的能力在争取时间上是最棘手的。

  特にペサは最悪だ。時間稼ぎにおいてアレほど厄介な能力を持つものはそういまい。

  　

  『■■■■■』一边感到牙痒痒，一边撤退了。

  歯痒さを覚えながら『■■■■■』は撤退した。

  之后只要等待其他纯洁派现身即可。

  後は他のプルピュアの現着を待つだけであった。

  　

  这是题外话——

  これは余談であるが――。

  　

  佩萨说，阿莫尔比某个笨蛋有用一百倍。

  ペサ曰く、アモーレはどこぞの馬鹿より１００倍役に立ったらしい。

  　

  　

  　

  　

  　

  「那么，为什么佩萨会在这里？！」

  「それで、なんでペサがいるの？！」

  　

  现身并收拾了杂鱼小恶魔与改良型小恶魔的曼妮雅娜这么问。

  現着して雑魚インプルと改良型インプルを片付けたマニャーナの言である。

  　

  佩萨当然无视她。

  当然ながらペサは無視である。

  她只是在被结界覆盖的餐厅中物色，完全无视三人。

  結界に覆われたレストランの中を物色しているだけで３人の事は完全に無視である。

  　

  「阿莫尔来晚了，对不起！你们没事吧？！」

  「アモーレ遅くなってごめん！　大丈夫だった？！」

  「嗯！没事！那个，是佩萨小姐救了我们。」

  「うん！　大丈夫です！　その、ペサさんが助けてくれたんです」

  「咦咦？！佩萨，你真的洗心革面了吗！！」

  「ええ？！　ペサ、あんた本当に心入れ替えたのかよ！！」

  「普尔，我不敢相信！可是你之前也救了我，你真的是……」

  「信じられないプル！　でも前も助けてもらったプル。オマエ本当に……」

  「闭嘴！我只是顺势待在这里！事情办完了！我要回去了！

  「黙れ！　私は成り行きで居ただけだ！　用事は済んだ！　帰らせてもらう！

  　

  结界也差不多到极限了，我正要回到现实。

  そろそろ結界の方も限界で、現実に戻ろうとしていた。

  回去时，餐厅里昏睡的员工肯定会引起大骚动吧。

  戻ったときにはレストランの中は昏睡している従業員で大騒ぎになること間違いなしだろう。

  　

  佩萨蒂吉对这种骚动实在没兴趣，所以想赶快离开。

  流石にそんな騒ぎなど興味もないペサディージャからするとさっさと退散したかった。

  　

  「啊，请等一下！佩萨小姐！」

  「あ、待ってください！　ペサさん！」

  「不等！光是和你们说话，我就觉得你们太天真了！」

  「待たん！　貴様らと話しているだけでその甘さに吐き気がしてくる！」

  「啊呜……」

  「あぅ……」

  　

  佩萨如脱兔般逃了出去。

  脱兎の如く逃げ出すペサ。

  　

  而有一名少女——一直目送着她的背影。

  その姿を、――ずっと見送っている少女がいた。

 
  capitulo 1相遇与离别!明天还是会来的

  capitulo 1　出逢いと別れ！　明日はそれでもやってくる

  「早安！」

  「おはよー！」

  　

  美来的早晨总是起得这么晚。

  美来の朝はそんなに早くない。

  和退出社团后一直帮忙准备早餐的哥哥不同，美来总是贪睡到快赶不上早餐（假日时有时甚至赶不上早餐）。

  部活をやめてからずっと朝の仕込みを手伝っている兄と違って、いつも朝ご飯ギリギリまで惰眠を貪る（休みの日であれば時には朝ご飯にすら間に合わない）のが美来だ。

  　

  但今天，美来却比平常早起了一倍。

  そんな美来でも今日は人一倍早く起きてきた。

  现在正值春天，美来应该很怕阳光，很容易赖床。

  今は春で、その陽気にやられて寝坊まで何度もしてしまいそうになるほどに朝に弱いはずの美来がだ。

  　

  而美来的早起，理由很单纯——因为今天是她的生日。

  その理由は単純で、――今日が彼女の誕生日だからだ。

  　

  「早安，美来，生日快乐。从今天开始，你就是十三岁了。」

  「おはよう。そしておめでとう美来。今日から１３歳だね」

  「嗯！谢谢哥哥！」

  「うん！　ありがとうお兄ちゃん！」

  「你今天起得真早啊。早安，爸爸和妈妈送你的礼物已经送到了哦。」

  「今日はずいぶん早いじゃないか。おはよう。お父さんお母さんからプレゼントが届いているぞ」

  　

  祖父将稍早之前送到的生日礼物递给美来。美来被要求当天再亲手交给父母。

  祖父から少し前に届いていて、当日に渡すよう頼まれていた誕生日プレゼントを手渡す祖父。

  　

  「谢谢爷爷！是什么礼物呢？」

  「ありがとうお祖父ちゃん！　なにかなぁ」

  　

  美来雀跃地打开盒子，从里面拿出来的东西是——

  ワクワクとしながら箱を開けると、中から出てきたものは――。

  　

  美来的表情变得有些不满。

  ちょっとだけ美来の顔が不満げになる。

  　

  「真是的！爸爸和妈妈也真是的，我都已经十三岁了！居然送我布偶！」

  「もう！　パパとママったら、私もう１３歳だよ！　ぬいぐるみって！」

  「哈哈哈，有什么关系嘛。在父母眼中，孩子永远都是孩子啊。」

  「ははは。いいじゃないか。親からすれば子供はいつまでも子供なんだから」

  「就算是这样，也送我一点更成熟一点的礼物吧！像是化妆包之类的！」

  「だからって、もうちょっと、ほらコスメセットとか！」

  「美来你平常根本不化妆吧？」

  「美来は化粧なんて全然しないじゃないか」

  「我、我总有一天会化的。」

  「い、いつかするもん」

  　

  美来嘴上这么说，但昨天洗完澡后，她连头发的整理和肌肤的保湿工作，都是请哥哥帮忙完成的。

  なんて言っている美来だが、昨日だってお風呂上がりの髪のセットや肌の保湿等は全部兄にやってもらった。

  哥哥和祖父都很清楚美来的懒散，因此只能回以苦笑。

  そのズボラさをよく知っている兄と祖父からすると苦笑いでしか返せない。

  　

  「话说回来，狐狸布偶啊，还挺可爱的嘛。」

  「しかし狐のぬいぐるみとはね。なかなか可愛いじゃないか」

  「是很可爱……唔——」

  「可愛いけど……うー」

  　

  尽管美来嘟着嘴，但已经抱在怀里，看来她本人似乎也五味杂陈。

  顔を膨らませながらも既に抱きしめてる辺り、どうやら本人も複雑らしい。

  布偶似乎质量很好，抱起来感觉还不差。

  随分と上質なものらしく、抱きしめ心地は合格点をあげなくもないようだ。

  　

  美来松了口气，哥哥飞梦则收拾起她打开的礼物盒。

  その様子に一安心しながら、美来が開けたプレゼントの箱を片付けている兄飛夢。

  这时，他突然注意到盒子角落似乎还放了什么东西。

  そこでふと、箱の隅になにか入っているのに気づく。

  　

  「咦，除了布偶之外，好像还放了其他东西。美来，你打开看看。」

  「あれ、ぬいぐるみ以外にも入ってるみたいだよ。ほら美来」

  「谢谢哥哥！」

  「ありがとうお兄ちゃん！」

  　

  美来接下那个东西，那是一种被称为明信片的东西。

  受け取ったソレはいわゆるメッセージカードと呼ばれるものだ。

  　

  ——Que siempre permanezcas puro.

  ――Que siempre permanezcas puro.

  　

  「……英文？」

  「……英語？」

  「是西班牙文。我看看，借我一下。」

  「スペイン語だな。どれ、貸してみなさい」

  　

  祖父戴上老花眼镜，从美来手中接过卡片。

  祖父が老眼鏡をかけながら美来からカードを受け取る。

  　

  「嗯……意思是希望美来永远保持纯真。puro的意思好像是纯真的意思。」

  「ふむ……、いつまでも美来が純粋でありますように、だそうだ。puroというのが純粋という意味らしい」

  「爷爷，你会看西班牙文？！」

  「お祖父ちゃん読めるの？！」

  「哈哈哈，我看不懂啦。」

  「ははは。読めないさ」

  　

  外公偷偷拿出了手机。

  こっそり隠し持っていたスマートフォンを取り出す祖父。

  看来他似乎是用手机解读了那些暗号。外公一脸调皮地揭穿谜底，连美来都吓了一跳。

  どうやらこれで解読したらしい。茶目っ気たっぷりな顔をしながらネタバラシ、これには美来も驚いてしまう。

  　

  「真是的！」

  「もー！」

  「好了好了。喏，这是外公给你的生日礼物。」

  「まあまあ。ほら、これがお祖父ちゃんからの誕生日プレゼントだ」

  「咦？！可以吗！」

  「え？！　いいの！」

  「当然可以。你不是一直想要吗？」

  「いいとも。ずっと欲しがっていただろう」

  　

  看到最新款的智能手机，美来欣喜若狂。

  最新のスマートフォンに大喜びな美来。

  光是看到她高兴的样子，外公似乎就相当开心。

  それを見れただけで祖父は随分と嬉しそうだ。

  　

  「手机刚买回来时，店员已经帮我设定好了，你马上就能用了。」

  「初期設定とかはショップの店員さんがやってくれたからね。すぐに使えるよ」

  「太好了！外公，谢谢你！！」

  「やった！　お祖父ちゃんありがとう！！」

  「哈哈哈。你要感谢飞梦才对。我问他美来想要什么，他说这个是最好的。」

  「ははは。お礼は飛夢に言いなさい。美来の欲しそうな物を聞いたらこれが一番だと言ってくれてね」

  「嗯！谢谢哥哥！」

  「うん！　ありがとうお兄ちゃん！」

  「别放在心上。啊，我今天准备了蛋糕，回来之后可不能吃零食哦。」

  「気にしないで。あ、今日はケーキを用意してるから、帰ってきた後は間食摂ったらダメだよ」

  「嗯！唉，要是今天不用上学就好了。」

  「うん！　あーあ。今日が学校じゃなかったらなあ」

  　

  我能理解她为什么会这么说。

  そう言いたくなるのもわかる。

  明明是生日，却因为今天是平日，所以不能好好休息，实在很痛苦。

  平日だから誕生日だというのにゆっくり休むこともできないというのは辛いものだ。

  　

  「你就好好期待吧。我会好好努力，做出好吃的蛋糕。」

  「楽しみにしておいてね。腕によりをかけておくから」

  「嗯！」

  「うん！」

  　

  在充满期待的生日早晨，一切就此开始。

  そんな楽しみでいっぱいになった誕生日の始まりの朝。

  　

  　

  然而，美来的好心情并没有持续太久。

  しかしその美来のテンションは長くは続かなかった。

  　

  　

  「——咦？！转学！？」

  「――え？！　転校！？」

  　

  「嗯……爸爸突然调职。」

  「うん……。お父さんが急な転勤で」

  　

  美来得知了最要好的朋友纯歌要转学的消息。

  美来にとって一番の友達だった純歌ちゃんの転校が知らされたのだ。

  　

  美来并不是朋友很多的人。正确来说，她有很多要好的朋友，但放学后也会一起玩的真正要好的朋友，就只有纯歌而已。

  美来は決してお友達が多い訳では無い。正確には仲の良い子は沢山いるのだけれど、放課後も一緒に遊ぶような本当に仲の良い子はその純歌ちゃんくらいだった。

  　

  不，正确来说，应该说是无法移开目光。

  いや、正確には目が離せなかったというべきか。

  纯歌天生单亲，只有父亲，或许是因为渴望母爱，她总是很懦弱，战战兢兢的。在美来眼中，她就像妹妹一样，不一直陪在她身边，就会担心得不得了。

  生まれつき片親で父しかおらず、母性に飢えていたためか気弱でいつもオドオドとしている純歌。彼女は美来からすると妹みたいな存在で、常に傍にいてやらないと心配で仕方なかったのだ。

  　

  「咦，什么时候要转学？」

  「え、いつ行っちゃうの？」

  「听说后天就要走了……然后，她忙着准备，今天也没办法参加生日会。」

  「明後日にはいかないとなんだって……。それでね、準備で忙しくて、今日のお誕生日会も行けそうになくて」

  「怎么会这样。」

  「そんなぁ」

  　

  美来如字面所述地垂头丧气。

  ガックリと文字通り肩を落とす美来。

  脑中已经乱成一团。

  頭の中はもうぐちゃぐちゃだ。

  多亏如此，她甚至没注意到纯歌一脸寂寞，就这样不知道该对她说什么，不知不觉间，放学后到了。

  おかげで寂しそうな顔をしている純歌にも気付けず、なんて声をかければいいか分からないままにいつの間にか放課後になってしまう。

  　

  「纯歌，要不要一起回去？」

  「純歌ちゃん、一緒に帰らない？」

  「对不起，爸爸今天来接我，已经在校门口等了。」

  「ごめんね。今日お父さんが迎えに来てて、もう校門前で待ってるの」

  「那、那至少送到校门口吧！」

  「じゃ、じゃあ校門まででもいいから！」

  「嗯……」

  「うん……」

  　

  我试着邀她一起回家，至少聊个几句，但她似乎不方便。

  せめて少しくらい話そうと帰りに誘ってみるが、どうにも都合が合わない。

  　

  我们勉强走完到校门这段短短的距离，但这段距离也太短了。而且我们依然不知道该对彼此说什么。

  なんとか校門までの短い距離をついていくが、これもあまりに短すぎる。それにお互いにどんな言葉をかければ良いのかわからないままだ。

  结果，我们一句话也没说，就抵达了纯歌的父亲在等我们的校门口。

  結局一言も言葉を交わさないまま、純歌の父が待っている校門にまでたどり着いてしまった。

  　

  「哦，美来，你好。」

  「おや、美来ちゃん。こんにちは」

  「小末的爸爸！你好！」

  「スーちゃんのパパさん！　こんにちは！」

  　

  纯歌的父亲察觉到两人之间微妙的气氛。

  純歌の父は２人の微妙な空気に気づいた。

  他对于自己突然调职，导致两人的友情出现裂痕一事感到尴尬。

  自分の急な転勤のせいで２人の友情にヒビが生まれてしまったことに気まずさを覚える。

  　

  「抱歉，因为我的关系，事情变成这样。」

  「すまないね。私の都合でこんなことになって」

  「这不是爸爸的错，这也是没办法的事……」

  「お父さんのせいじゃないよ。仕方ないことだもん……」

  　

  纯歌试图袒护父亲，但脸上写着「无法接受」。父亲也很清楚这一点。

  純歌は庇おうとするが、顔に納得できていないと書いてある。そんな事は父だってよくわかっている。

  话虽如此，他也不能把女儿一个人丢在这个镇上。真的是无可奈何。

  だからといってこの町に娘一人置いていくこともできない。本当にどうしようもなかった。

  　

  「美来，对不起，今天到头来还是没聊上几句。」

  「美来ちゃん、ごめんね。今日結局あんまり話せなくて」

  「不会，小末才是最难受的。你别放在心上。」

  「ううん。スーちゃんが一番つらいんだもん。気にしないで」

  「谢谢。那么……那个，明天见。」

  「ありがとう。それじゃ……その、また、明日ね」

  「嗯！明天见！」

  「うん！　また明日！」

  　

  虽然因为一点小尴尬而产生了误会，但两人似乎已经和好，这让美来松了口气。

  ちょっとだけの気まずさから生まれたすれ違いだったが、仲直りできたみたいでホッとする美来。

  她向两人挥挥手，与他们告别。

  ２人に手を振って別れる。

  　

  在回家的路上，美来思考着。

  帰路の途中、美来は考える。

  她想着后天开始就无法再见到的朋友，思考着自己是否能为她做些什么。她甚至忘了自己的生日，满脑子都是纯歌的事。

  明後日から会えなくなる友達のために何かできることはないかと。自分の誕生日のことなんて忘れるくらい沢山考える。

  　

  ——所以，她没注意到。没注意到纯歌目送她离开时，那双快要掉下泪水的眼睛。

  ――だから気付けなかった。彼女を見送る純歌の目から零れそうになっている涙に。

  　

  「这样好吗？」

  「良いのかい？」

  「嗯。小美的生日，我一定会哭的。」

  「うん。きっとミーちゃん。泣いちゃうから」

  「……纯歌，真的很抱歉。」

  「……純歌。本当にすまない」

  　

  　

  　

  晚上，在自己的房间里。

  夜、自室にて。

  　

  「唔——那个不行，这个也不行！」

  「うーん。あれでもない。これでもない！」

  　

  美来一边在房间里乱翻，一边烦恼着。

  部屋の中を散らかしながら、美来は悩んでいた。

  她原本想为朋友做些什么，结果却想到了要送礼物，这固然是好事，但她却为礼物而烦恼。

  友達のために何かしようと考えた結果、プレゼントを贈ろうとまでは思いついたのは良いものの、そのプレゼントで悩んでいたのだ。

  　

  烦恼到最后，她甚至抱着布偶在房间里打滚。

  悩みに悩んで、ついにはぬいぐるみに抱きつきながらゴロゴロと部屋を転がりまわる始末。

  　

  「完全想不到！啊——该怎么办才好呢？」

  「全然、思いつかない！　あー、どうすればいいかなあ」

  「美来，差不多该下来了。飞梦准备了手工蛋糕哦。」

  「美来。そろそろ降りてきなさい。飛夢が手作りのケーキを用意してるよ」

  　

  祖父的声音从下方传来。

  祖父の声が下から響いてくる。

  　

  「好——！」

  「はーい！」

  　

  明明什么都还没想出来，美来却焦躁得差点叹了口气。

  まだ何も思いついていないのにと焦燥感でため息をつきそうになる。

  不过，她在这时想到了一件事。

  だがそこで引っかかるものがあった。

  　

  哥哥今年送她的礼物是亲手做的蛋糕。

  兄の今年のプレゼントは手作りのケーキだ。

  而且还是她最喜欢的水果蛋糕。哥哥是真心诚意地为她做的，所以美来记得，哥哥在前一天告诉她这件事时，她非常开心。

  それも自分の大好きなフルーツいっぱいのケーキだそうだ。それを真心込めて作ってくれるというのだから、兄に前日その事を伝えられた時に美来はとても喜んだのを覚えている。

  　

  「……咦？亲手做的？」

  「……あれ？　手作り？」

  　

  她猛然从床上坐起。就是这个！

  バッとベッドから体を起こす。これだ！

  　

  「亲手做的首饰！」

  「手作りのアクセサリー！」

  　

  虽然是很久以前的事了，但美来曾经用简单的材料，在课余时间做过首饰。

  昔のことだが、簡単な材料で工作の時間にアクセサリーを作ったことが美来にはあった。

  材料现在只要骑自行车到店里，应该就能凑齐了。

  材料は今から自転車を漕いで店に駆け込めば何とか揃えられるだろう。

  　

  「抱歉！哥哥、爷爷！我稍微出门一下！！！」

  「ごめん！　お兄ちゃん、お祖父ちゃん！　ちょっとだけ出かけてくる！！！」

  「咦咦？！」

  「えぇ？！」

  　

  一回到家，就听说朋友突然转学，妹妹为了帮她准备，没办法来家里，所以把自己关在房间里。

  家に帰ってくるなり友達が急な転校で、その準備で来れなくなったことを伝えた後部屋に閉じこもっていたはずの妹。

  还以为她一定很沮丧，没想到她居然说出这种话，然后冲了出去，让飞梦哥哥大吃一惊。

  てっきりしょぼくれていると思っていた彼女がそんな事を言って飛び出していくのだから兄飛夢は驚くしかない。

  　

  「我马上回来！！」

  「すぐ帰ってくるから！！」

  「不要太晚回来哦！……她到底怎么了？」

  「あまり遅くならないようにね！　……一体どうしたんだろう」

  「好了好了，她有精神就好。」

  「まあまあ、元気なら良かったじゃあないか」

  　

  实际上，她马上就回来了，而且还买了很多东西回来。

  実際、彼女はすぐに帰ってきた。それも色んな物を買い込んで帰ってきた。

  生日派对也玩得差不多了，美来又回到房间，立刻开始用买来的材料制作饰品，但手艺不精的她，只能陷入苦战。

  誕生日会も程々に楽しんで、また部屋に閉じこもった後は早速買ってきたもので慣れない手付きでアクセサリーを作ろうと悪戦苦闘する。

  　

  「美来，你还醒着吗？」

  「美来、まだ起きてるのかい？」

  「嗯，哥哥。我快好了。」

  「うんお兄ちゃん。もうちょっとだけ」

  「这样啊。我准备了可可，先放这里哦。不过，你睡前要记得刷牙哦。」

  「そっか。ココア用意したから置いとくね。ただし寝る前に歯磨きは忘れないように」

  「好～！」

  「はーい！」

  　

  就这样，时间渐渐进入深夜。

  そうして夜が更けていく。

  　

  距离天亮还有几个小时，美来已经陷入绝望。

  夜明けまで後数時間といったところで、美来は早速絶望していた。

  也就是说——她完全做不出成品。

  つまりは――、全然作業が進まないのだ。

  　

  「好、好难哦～」

  「む、難しいよぅ」

  　

  美来的手艺并没有多灵巧。

  美来はそこまで手付きが器用じゃなかった。

  拜此之赐，特地买来的材料都粘到奇怪的地方，桌上变得乱七八糟。

  おかげでわざわざ買ってきた素材は変なところに引っ付いたりして机の上はもうめちゃくちゃだ。

  即使如此，她仍能继续做下去，想必是因为对朋友的思念吧。

  それでもなんとか続けられるのは友達への想いからだろう。

  　

  好不容易开始成形，她便重新打起精神，告诉自己只差一步了。

  なんとか形になり始めて、後もう一息だと気合を入れ直す。

  　

  「……这是狗熊吗？」

  「……これ、犬プルか？」

  「不对，是树袋熊。小末喜欢树袋熊。」

  「違うよ。コアラ。スーちゃんコアラが好きなんだ」

  「哦～但怎么看都是狗熊。」

  「ふーん。どう見ても犬プル」

  「就说不是了。好过分哦，真是的……咦咦？！！」

  「違うってば。ひどいなぁ、もぅ……。えぇ？！！」

  　

  美来从椅子上滑了下来。

  椅子からずり落ちた。

  她的视线落在桌上，也就是……那个东西站着的地方。

  視線は机の上に、つまり……ソレが立っている場所に。

  　

  「咦、咦咦？！布偶、站着？！还会说话？！」

  「え、えぇ？！　ぬいぐるみが、立ってる？！　喋ってる？！」

  　

  那个东西，是今天一早才刚交到她手上的狐狸布偶。

  ソレは、今日の朝自分に渡されたばかりの筈の狐のぬいぐるみだった。

  　

  「少啰嗦，布偶。家里的人快起床了，布偶。」

  「うるさいプル。家の人が起きてくるプルよ」

  「你果然说出来了？！」

  「やっぱり喋った？！」

  「总之你先冷静，布偶。」

  「とりあえず落ち着くプル」

  「我怎么可能冷静得下来！啊，我该不会睡着了吧？！难道说，我现在还在梦里？！不行！我得赶快起来！我还没做好饰品！」

  「落ち着けないよ！　あ、もしかして私寝ちゃった？！　今夢の中？！　ダメ！　起きなきゃ！　まだアクセサリー作れてない！」

  　

  美来用力地捏着自己的脸颊。

  ぐにーっと自分の頬を引っ張る美来。

  但脸颊传来一阵钝痛。她因为用力过猛，捏到流出了眼泪。

  しかし頬からは鈍い痛み。手加減なしで引っ張ってしまったせいで涙まで出てくる。

  　

  「好痛哦～」

  「いだいよぅ」

  「你们两个都是笨蛋布偶呢……我想问你一件事，布偶。」

  「かなりのおバカプルね……。１つ聞きたいプル」

  「什么事啦～」

  「なによぉ」

  「你的名字，布偶。」

  「お前の名前プル」

  「我吗？我叫春鹿美来。」

  「私？　春鹿美来だけど」

  「呜呃。那应该没错，布偶。真不敢相信，你竟然……」

  「うげ。じゃあ間違いないプルか。信じられないプル。こんなのが……」

  　

  布偶用一种看到什么遗憾事物的眼神看着美来。

  なんか残念なものを見る目をするぬいぐるみ。

  看来它似乎对美来很不满意。

  どうやら美来の事が気に入らないらしい。

  　

  美来察觉到这一点，便气呼呼地说道：

  それに気づいてムッとする美来。

  　

  「什么嘛！你这样说我，太过分了吧！」

  「なによ！　こんなのってそんな言い方ひどいよ！」

  「少啰嗦，布偶……总之，我有事要拜托你，布偶。」

  「うるさいプル。……とりあえず、頼みがあるプル」

  「不要！」

  「やだ！」

  「我什么都还没说，布偶！」

  「まだ何も言ってないプル！」

  　

  美来闹别扭的模样，仿佛能听见「哼」的音效。

  ツーン、なんて擬音が聞こえてきそうなほど拗ねてる美来。

  　

  但布偶没有理会美来，继续说道：

  しかしそんな美来も気にせずにぬいぐるみは話を続ける。

  　

  「总之，我要先问清楚，布偶。松籁町正面临危机，布偶。」

  「とりあえず聞くプル。松籟町に危機が迫っているプルよ」

  「我才不要听！而且我还有事情要做！」

  「聞かないよーだ！　それに私にはやることがあるの！」

  「唉，那我就帮你吧，你听我说噗。」

  「はぁ、それならそれを手伝ってやるから聞くプル」

  「我没办法帮你吧。用那种手没办法做饰品吧。」

  「手伝えないでしょ。そんな手じゃアクセサリーなんて作れないじゃない」

  　

  美来指着玩偶特有的圆手。的确，用这种手的确没办法帮忙。

  指差す先にはぬいぐるみ特有の丸い手。確かにこれでは手伝うのは流石に無理そうだ。

  　

  「用这只手的确没办法做精细的作业噗。可是有办法让美来更快完成这个的噗。」

  「確かにこの手じゃ細かい作業は無理プル。でもミライがコレを作るのをより手早くする方法はあるプルよ」

  　

  玩偶举起手，不知从哪冒出光芒，接着美来手上就出现类似手机的东西。

  ぬいぐるみが手をかざすと、どこからともなく光が溢れ、そして気づくと美来の手に携帯機のようなものがあった。

  说是手机，其实是几年前流行的翻盖手机。

  携帯機と言っても数年前に流行していたガラケーと呼ばれるものだが。

  　

  「这是……？」

  「これって……？」

  「纯洁手机噗。这次特别服务，我灌注了很多力量噗。只要想象自己希望成为的样子，就能成为美来的力量噗。」

  「ピュアフォンプル。今回だけ特別サービスで沢山力を込めてあるプル。なりたい自分を思い浮かべると、ミライの力になってくれるプルよ。」

  「呃、呃，现在说翻盖手机会不会太老气？」

  「え、えっと、今どきガラケーって古くない？」

  「……？这是配合这个时代设计的翻盖手机，所以不老气噗。来，纯洁，Transformer，按下中间的按钮噗。」

  「……？　この時代にあわせてガラケーにしたんだから古いわけないプル。ほら、プルピュア、トランスフォルマールと言いながら真ん中のボタンを押すプル」

  「纯洁，Transformer？」

  「ぷるぴゅあ、とらんすふぉるまーる？」

  　

  美来照做，打开纯洁手机，按下中间的按钮。

  言われるままにピュアフォンを開いて真ん中のボタンを押す。

  　

  视野突然切换。

  途端、視界が切り替わる。

  从熟悉的自己房间，来到陌生的闪亮桃色宇宙中。

  見慣れた自分の部屋から、見慣れないキラキラと煌く桃色の宇宙の中に。

  　

  回过神来，我发现自己的身体也发出光芒。我吓了一跳，手上的纯洁铃铛掉到地上，但铃铛自己动了起来，像胸针一样停留在胸口。

  気づくと自分の体も光り輝いていた。驚いてピュアフォンを落としてしまうが、ひとりでに動いて胸のところにまるでブローチのように留まる。

  接着，我的全身被类似礼服的东西包覆，就像小时候在电视上看到的魔法少女一样。

  そしてそこから、全身がドレスのようなものに包まれていく。まるで子供の頃テレビで見たことのある魔法少女のように。

  　

  「咦咦？！这是怎么回事！」

  「えぇ？！　どうなってるのこれ！」

  　

  回过神来，我发现自己回到房间。但自己的身体变了。

  気づくと部屋に戻っていた。けれど自分の体は変わっていた。

  我照照房间里的镜子，发现头发从和哥哥一样的黑发变成美丽的红桃色，衣服也变成以白色为基调，点缀着和头发一样以红桃色为基调的缎带等装饰的礼服。

  部屋においてある鏡に自分を写してみれば、髪は兄と同じ黒髪から美しい赤桃色に、服は白を基調とした節々に髪と同じ赤桃色を基調としたリボン等があしらわれたドレスへと変わっていた。

  　

  「这就是纯洁铃铛。它的名字是纯洁魔法铃铛。」

  「それがプルピュアプル。その名もピュアマニャーナプル」

  「纯洁魔法铃铛？」

  「ピュアマニャーナ？」

  「对，就是纯洁。来，试着做饰品吧。」

  「そうプル。ほら、アクセサリーを作ってみるプル」

  「嗯、嗯……咦？！」

  「う、うん。……あれ？！」

  　

  我照着她的指示，继续制作饰品，身体却轻得惊人，脑袋也转得很快。

  促されるままにアクセサリー作成に戻ると、驚くほど体が軽い。頭が回る。

  我一边用手机查资料，一边因为不懂的事情而烦恼，原本应该像乌龟一样缓慢的进度，却一下子就完成了。

  スマートフォンで調べながら、分からないことばかりで頭を悩ませながら、亀のような足取りで進んでいた筈の作業があっという間に終わっていく。

  不仅如此，刚才还像狗一样的外表，也变成让人一看就觉得是树袋熊的饰品。

  それどころか先程まで犬と誤解されるような見た目だったアクセサリーは、確かにコアラと思えるほどのものに仕上がっていた。

  　

  「不会吧！好厉害！」

  「うそ！　すごい！」

  「哼哼，纯洁铃有迈向未来的力量，以及实现梦想的力量。刚才的则是实现了美来想要制作饰品的愿望。」

  「ふふん。ピュアフォンには未来に進む力が、夢を叶える力があるプル。今のはアクセサリーを作りたいっていうミライの願いを後押ししたプル」

  「已经做好了！！真的好厉害！谢谢你！」

  「もうできちゃった！！　本当にすごいよ！　ありがとう！」

  「欸嘿，噗。等等，别抱我，噗！别把我当布偶，噗！！话说，你力气好大，噗？！」

  「えっへんプル。ちょ、抱きしめるなプル！　ぬいぐるみ扱いするなプル！！　ていうか、力つよいプルー？！」

  　

  玩偶被抱在怀里，似乎快要喘不过气来。

  抱きしめられて息苦しそうなぬいぐるみ。

  但美来并没有听到玩偶的抗议。

  しかしそんなぬいぐるみの言葉は美来には届かない。

  　

  她因为睡眠不足，脑袋已经转不过来了，满脑子都因为饰品完成而感到开心。

  既に寝不足で頭が回ってないので、アクセサリーが完成したという嬉しさでもう頭がいっぱいなのだ。

  　

  好不容易挣脱美来的束缚后，玩偶已经累得精疲力竭。

  なんとか美来の拘束から抜け出す頃には、疲労困憊な様子のぬいぐるみ。

  　

  「呼……呼……」

  「ぜぇぜぇ」

  「对、对不起，我刚才有点发呆。」

  「ご、ごめんね。ちょっとボケーっとしてて」

  「不可原谅，噗！真是的！下次再变身，一定要快点解除，噗！」

  「許さないプル！　もう！　変身さっさと解くプル」

  　

  全身发出光芒，随着一声「砰」，变身解除了。

  全身が光り輝いて、ポップな音とともに変身が解ける。

  纯洁铃从胸口掉落，掉在地上。美来捡起它，用闪闪发亮的眼神看着它。

  ピュアフォンが胸から落ちていき、床に落ちた。それを拾い上げて、キラキラした目で眺める美来。

  　

  「好厉害！简直就像做梦一样！」

  「すごいね！　こんなの夢みたい！」

  「真是的！下次再变身，一定要等到小恶魔出现，不然不行，噗！」

  「もう！　今度からはインプルが出た時だけしか変身したらダメプル！」

  「欸嘿嘿……小恶魔？」

  「えへへ。……インプル？」

  「就是刚才提到的，这个城镇正面临危机噗噜！是邪恶的怪物，被叫作佛多龙的怪物操纵的噗噜！希望美来能阻止那个佛多龙噗噜！」

  「さっき言ってたこの町に迫っている危機プル！　悪いバケモノで、フトゥーロってやつが操ってるプル！　ミライにはそのフトゥーロを止めてほしいプル！」

  「呃，抱歉，我办不到……」

  「えーと、ごめん。ムリです……」

  「为什么要用噗噜？！」

  「なんでプルか？！」

  　

  美来对突如其来的话题感到惊讶。

  突然の話に驚く美来。

  理所当然，身为普通少女的美来不可能点头答应。

  当然ながら普通の少女である美来が肯くわけがない。

  　

  「你有跟警察商量过吗？」

  「警察に相談したの？」

  「不行噗噜！只有噗噜纯真的力量才能阻止噗噜！就算说了，要是随便被卷入，警察的性命也会有危险噗噜！」

  「だめプル！　インプルはプルピュアの力じゃないと止められないプル！　もし話したとしても下手に巻き込むと警官の命が危ないプル！」

  「就算这样，我觉得还是比我要有用多了。而且，帮助私人什么的有点……」

  「それでも、私なんかよりずっと役に立つと思うよ。それにその、私人を助けるとかちょっと……」

  　

  美来想起哥哥的事情。哥哥为了帮助别人而行动，结果因为情急之下介入打架而受了重伤，又因为跟斗殴事件扯上关系而让社团评价变差，在学校待不下去，最后只好到松籁町隔壁城镇的高中就读。

  美来の頭に、人のために誰かのためにと動いた結果、咄嗟に喧嘩の仲裁に入ったせいで大怪我をして、更に乱闘騒ぎに関わったということで部の評判を下げて、学校に居づらくなってしまったことで最終的に松籟町の隣町の高校に進学してしまった兄の事が想起させられる。

  　

  美来认为，为了别人而行动绝对没有错，甚至是一件好事。

  決して誰かのために動けることが間違っているというわけではない。むしろ素晴らしいことではあると美来も思う。

  可是，美来知道哥哥因为善意而得到什么下场，所以无法答应布偶的请求。

  けれど、美来は兄が善意の結果に辿った末路を知っているが故に、ぬいぐるみのお願いに応えられないでいた。

  　

  「拜托，美来。美来被卷入的可能性很高，至少为了自卫，希望美来绝对要变成纯洁。」

  「お願いプル。ミライも巻き込まれる可能性が高いプル。せめて自衛のためにミライには絶対プルピュアになって欲しいプル」

  「对不起，你特地来救我，我也想帮你，但是帮助别人有点……」

  「ごめんね。せっかく助けてもらったから君の力になりたいんだけど、人助けはちょっと」

  「呜呜……我知道了。」

  「うぅ。……わかったプル」

  　

  她似乎放弃了。

  諦めてくれたようだ。

  美来松了一口气。

  ほっと一安心の美来。

  　

  「不过，我希望你带着那个纯洁电话。如果纯洁电话响了，附近就有纯洁。画面上会显示，绝对不可以靠近。希望你答应我。」

  「ただその、そのピュアフォンは持っておいてほしいプル。ピュアフォンが鳴ったら近くにインプルがいるプル。画面に表示されるから絶対に近づいちゃダメプル。約束してほしいプル」

  「嗯、嗯，可以。纯洁有那么可怕吗？」

  「う、うん。いいけど。インプルってそんなに怖いの？」

  「非常可怕。会变成被悲伤的回忆或痛苦的回忆，或是相反地，过去很快乐，不希望明天到来，被过去束缚的人类的怪物。除了纯洁的力量以外，绝对无法打倒。」

  「すごく怖いプル。悲しい思い出とか辛い記憶とか、その逆に昔はよかったとか、明日になってほしくないとか、そういった過去に囚われてしまった人間がなってしまう怪物プル。プルピュアの力以外じゃ絶対に倒せないプル」

  「……还是跟警察商量吧？」

  「……やっぱり警察に相談しない？」

  「不行，其实我希望警察帮忙。但是警察也被种了种子的话，情况会更严重。」

  「ダメプル。本当は協力してもらいたいプル。だけど警察にも種子が埋め込まれてたら更に酷いことになるプル」

  「种子？」

  「種子？」

  「被变成纯洁的人种下的种子。刚才说的伏都洛就是种子的意思。」

  「インプルになる人間に埋め込まれているものプル。さっき言ってたフトゥーロが埋め込んでいるプル」

  「真过分……」

  「ひどい人だね……」

  　

  说完话，布偶打开窗户。

  話も済んだということで、ぬいぐるみは窓を開けた。

  它似乎打算直接离开这里。

  そのままそこから出ていこうとしているようだ。

  　

  「咦，那个，你要走了吗？」

  「え、あの、行っちゃうの？」

  「跟你在一起，说不定会卷入战斗之中噗鲁。放心吧噗鲁。只要不去显示在纯洁之凡上的地点就安全了噗鲁。」

  「一緒にいると戦いに巻き込むかもしれないプル。安心するプル。ピュアフォンに表示される場所にさえ行かなければ安全プル」

  「不是啦，呃，你姑且算是爸爸妈妈的礼物啊。」

  「そうじゃなくて、えっと、あなた一応パパとママのプレゼントだから」

  「……你是说这个身体吗噗鲁？」

  「……この体の事プルか」

  　

  布偶露出傻眼的表情看着美来。

  なんか呆れたような顔で見てくるぬいぐるみ。

  然而对美来说，这可不是无关紧要的事情。要是跟偶尔回家的父母说弄丢了布偶，说不定会让他们伤心难过。

  しかし美来からすればどうでもいい話ではない。時々帰ってくる父と母にぬいぐるみを無くしたなんて言ったら悲しませるかもしれない。

  　

  「等战斗结束后，我就会从这个身体离开噗鲁。」

  「戦いが終わったらこの体から出ていくプル」

  「啊，原来你就在那个布偶里面啊。」

  「あ、そのぬいぐるみに入ってるんだ。あなた」

  「……难道你以为真的有会说话的布偶吗噗鲁？」

  「……もしかして本当に喋るぬいぐるみがいると思っていたプルか？」

  「嗯。」

  「うん」

  「你果然是笨蛋噗鲁。」

  「やっぱりおバカプル」

  「咦咦？！有点过分耶！」

  「えぇ？！　ちょっとひどいよ！」

  「开玩笑的噗鲁……那么，再见咯噗鲁。」「能见到你真是太好了，妈妈。」

  「冗談プル。……それじゃ、バイバイプル」「逢えて良かったおかあさん」

  「咦，啊，我还没问你的名字耶……走了哦。」

  「え、あ、まだ名前聞いて、ないよって……。行っちゃった」

  　

  转眼间布偶的身影就消失在夜晚的黑暗之中了。

  あっという間にぬいぐるみの姿は夜の闇の中に消えていく。

  即使定睛凝视，也到处都找不到布偶的影子了。

  目を凝らしてもぬいぐるみの影はどこにも見えない。

  　

  美来关上窗户，确认时钟的时间后，发现天就快要亮了。

  窓を閉めて、時計で時間を確かめてみるともう間もなく夜明けだ。

  虽然她好像真的只能睡很短的时间，但如果不睡一下，明天恐怕会很难熬。

  本当にわずかな時間しか眠れなさそうだが、少しでも寝ないと流石に明日がしんどそうだ。

  　

  「今天真的发生了好多奇怪的事……明天再跟小末说吧。」

  「色々、変なことがあったなぁ……。明日、スーちゃんに話してあげよ」

  　

  我替朋友找到了一点可以聊的话题，心情有些雀跃。

  友達にお別れ話にちょっとした話の種ができて、少し胸が弾んだ。

  　

  　

  　

  「……小末，呃，纯歌她不会来吗？」

  「……スーちゃん。えっと、純歌ちゃん、来ないんですか？」

  「对。那个，这是纯歌的请求。她说要跟大家道别很难受，希望可以保密。」

  「えぇ。その、純歌ちゃんのお願いでね。皆とお別れするのは辛いから、できれば内緒にしてほしいって」

  　

  早上我也在等她。

  朝も待っていた。

  我猜她可能很忙，所以中午也在等她。

  もしかして忙しいのかなって、遅れてくるのかなって昼も待っていた。

  但午休快结束时她还没来，我忍不住去办公室问老师，才知道真相。

  けれど昼休みが終わる直前になっても来なくて、ついに職員室に行って先生に聞いてしまって、真実を知った。

  　

  我立刻拔腿狂奔。

  咄嗟に走った。

  我抛下课堂，跑到了她家。

  授業も放り出して彼女の家まで走った。

  　

  在她家那栋公寓前面，有一辆大型货车经过。

  彼女の家のあるマンションつく前に、大きな運送トラックが通り過ぎた。

  但我还是继续跑。我手上拿着装了饰品的袋子，无论如何都想交给她。

  それでも走った。手にはアクセサリーをいれた袋がある。どうしても渡したかった。

  　

  然后，在公寓前面——

  そして、マンションの前。

  我看见了一辆车——是纯歌爸爸的车！

  見慣れた車――、純歌の父の車だ！

  　

  「小末的爸爸！」

  「スーちゃんのパパさん！！」

  「美来？！」

  「美来ちゃん？！」

  　

  他看起来很惊讶。

  驚いている様子だ。

  看来我真的是在千钧一发之际赶上了。

  見たところ本当にギリギリのところで間に合ったようだ。

  　

  「你怎么会在这里？学校呢？」

  「どうしてここに。学校は」

  「对不起，我无论如何都想见小末一面。」

  「ごめんなさい。どうしても、スーちゃんに会いたくて」

  「这样啊……其实纯歌说想在最后去松籁町逛逛。刚才她一个人说想独处，所以我们就分开了，她现在应该在附近的公园。」

  「そうか……。実は純歌は最後に松籟町を見て回りたいって言っていてね。さっき一人にしてほしいと言われて別れたから、近くの公園にいるはずだよ。」

  「谢谢！」

  「ありがとうございます！」

  　

  美来发现纯歌的父亲说的公园，是她小时候常跟纯歌一起玩的公园，也是现在常用来约见面的地方，于是她立刻跑了起来。

  小さい頃何度も一緒に遊んだ公園で、今でもよく待ち合わせに使っていたところだと気づいてまた走り出す。

  　

  但在她跑出去之前，传来了声音。

  しかしその直前、音がなった。

  声音是从她为了以防万一而带来的纯洁铃铛传来的。

  音源は念のためにと持ってきていたピュアフォンからだ。

  　

  （呃，呃，这表示有阴魔出现吧。）

  （え、えっと、インプルが出たってことだよね。これ）

  　

  美来惊讶地打开手机，画面上显示着附近的地图，疑似阴魔出现地点的地方被标记了起来。

  驚きながらも携帯を開くと、画面には付近の地図が表示されており、インプルが出た場所と思わしきところにマークが付いていた。

  　

  「不会吧。等等，那个地方是……」

  「うそ。まって。この場所って」

  　

  那个地方太眼熟了。

  あまりにも見覚えのある場所だ。

  她正要去那里，所以马上就明白了。

  今から向かおうとしていたからすぐに分かる。

  　

  她抬起头，看见了一个宛如透明圆顶的东西。

  顔をあげるとまるで透明なドームのようなものが見えた。

  那东西似乎覆盖了城镇的一部分，用结界来形容或许比较正确。

  それは町の一部分を覆っているようで、結界と表現するのが正しいのかもしれない。

  　

  「小末的爸爸，那到底是什么？」

  「スーちゃんのパパさん。あれって一体」

  「嗯？咦？你是指什么？」

  「うん？　あれ？　どれのことかな」

  　

  就连美来这种有点少根筋的人，也立刻明白情况明显不对劲。

  どこか脳天気な美来ですらも明らかに異常だと即座にわかった。

  她向纯歌的父亲搭话，指着透明圆顶，但纯歌的父亲似乎在凝神细看，却什么也没看见。

  一緒にいた純歌の父に声をかけて、透明なドームを指差すが、目を凝らしているようだが何も見えないようだ。

  　

  （只有我……？难道是因为我拥有纯洁之眼？）

  （私にだけ……？　もしかしてピュアフォンがあるから？）

  　

  「你还好吗？」

  「大丈夫かい？」

  「啊，我没事！」

  「あ、はい！」

  　

  美来对担心地询问自己的他露出假笑。

  心配そうに声をかけてくれる彼に作り笑いを見せる。

  然而，她的内心完全不是这么一回事。

  しかし、内心はまったくそれどころではなかった。

  　

  （布偶说过，有印记的地方就有小暗在。可是，小暗就在那里面……）

  （このマークがあるところにはインプルがいるって、ぬいぐるみの子が言ってたよね。でも、あの中にはスーちゃんが……）

  　

  在这里等的话，说不定能见到他。

  ここで待っていても会えるかもしれない。

  但即使如此，美来还是感到不安。

  でも、それでも、胸騒ぎがした。

  　

  她现在回想起来了。

  美来は今、思い出していた。

  想起布偶说过的话。

  あのぬいぐるみが語っていた事を。

  　

  ——『成为被过去束缚的人所变成的怪物』。

  ――『過去に囚われてしまった人間がなってしまう怪物』

  　

  「小末，该不会……」

  「スーちゃん、もしかして」

  　

  回过神来，美来已经忘了布偶的忠告。

  気付けばぬいぐるみの忠告なんて忘れていた。

  　

  她朝着巨蛋跑去。

  ドームに向けて走り出す。

  她看见像是巨蛋墙壁的东西。

  ドームの壁のようなものが見える。

  她冲了进去，完全没考虑后果。

  その中につっこむ。後先なんて考えてない。

  　

  　

  她突然想起哥哥的身影。

  ふと、兄の姿を思い出した。

  想起哥哥明明是为了别人而行动，明明做了正确的事，却一直在后悔。

  誰かのためにと動いたはずなのに、正しいことをしたはずなのにずっと後悔していた兄のことを。

  　

  　

  「嘎哈哈！！居然敢反抗我佛尔思托拉大人，真是没出息！区区布偶也敢造次！」

  「キャハハ！！　このフルストラ様に歯向かったくせに随分あっけないじゃないか！　ぬいぐるみ風情がさあ！」

  「小……」

  「プル……」

  　

  她穿过墙壁，来到熟悉的公园。

  突き抜けた先には、見慣れた公園があった。

  然后，她看见三个会动的东西。

  そして３つ、動くものがある。

  　

  第一个是布偶，看来它似乎独自对抗了小恶魔，但身上满是伤痕，显然吃了不少苦头。

  １つはぬいぐるみだ。どうやら１人でインプルに立ち向かっていたらしい。しかしだいぶボロボロで手酷くやられてしまったのがわかる。

  　

  第二个是有着双马尾的女性，她正用力踩着布偶。

  ２つ目はツインテールが特徴的な女性だ。ぬいぐるみを踏みつけて甚振っている。

  　

  而第三个则是——

  そして３つ目は――。

  美来直觉地理解到，那是有着树袋熊外型，看似布偶的怪物。那一定是自己的朋友最后的下场。

  直感で理解した。コアラの姿をした大きなきぐるみのような怪物。あれはきっと自分の友人の成れの果てだと。

  　

  「把脚从它身上移开。」

  「その子から、足をどけて」

  「……啊？你是谁啊？你是怎么进来的？难道进来是自由的？嗯～真是个莫名其妙的结界。」

  「……あん？　なんだいあんた。どうやってここに入ってきたんだい？　もしかして入ってくるのは自由なのかい？　うーん、よく分からない結界だねぇ」

  「普露……美来，你怎么会在这里……」

  「プル……。ミライ。どうしてここに……」

  　

  即使被踩在脚下，布偶仍惊讶地看向美来。

  踏まれながらも、こちらの方を見たぬいぐるみが驚く。

  　

  但美来也同样惊讶。

  しかし驚いているのは美来もそうだ。

  她没想到自己居然能说出这么强硬的话。

  こんなにも自分から強い言葉が出るなんて思ってなかった。

  　

  「我再说一次，把脚从它身上移开。」

  「もう一度言うよ。その子から足をどけて」

  「我不要，都是这家伙害我无法离开这个结界。就算能离开，我也要把它套上项圈，当成芙尔斯特拉大人的宠物养，不然我咽不下这口气。」

  「いやよ。こいつのせいでこの結界から出られないんだから。例え結界から出られても首輪をつけてこのフルストラ様のペットにして飼ってやらないと気がすまないわね」

  「嗯，我知道了……对不起，我打破约定了。布偶先生，可是我不想再什么都不做了。」

  「うん、わかった。……約束破ってごめんね。ぬいぐるみさん。でも私、もう何もできないのは嫌なの」

  「……美来。」

  「……ミライ」

  　

  她紧握手中的纯洁之咏。

  手にピュアフォンを握りしめる。

  不可思议的是，力量涌现了。

  不思議と力が湧いてくる。

  　

  起初还感到困惑，但如今，为了让自己脱胎换骨，她高声呐喊。

  最初は戸惑いながらだったその言葉を、今は、新しい自分に生まれ変わるために、声高らかに叫ぶ。

  　

  ——『普鲁纯爱，转移形态！』

  ――『プルピュア、トランスフォルマール！』

  　

  穿越宇宙，穿越世界，穿越过去的自己。

  宇宙を突き抜けて、世界を突き抜けて、過去の自分も突き抜けて。

  和之前只是随波逐流的自己不同，这次是以自己的双脚奔跑。

  ただ流されただけだった前とは違う。自分の足で駆け抜ける。

  　

  她终于明白布偶之前说的「灌注力量」是什么意思。那是指上一代，之前使用这个纯洁之眼的人，为了下一个人而灌注的力量。

  ぬいぐるみが前言っていた、力が込めてあるという言葉の意味がわかった。それは先代の、以前このピュアフォンを使っていた人が次の人のためにと込めていた力のことだったと。

  她有种背后被推了一把的感觉。她理解到，自己不是一个人战斗。

  背中が押されたような気持ちになる。１人で戦うんじゃないんだと理解する。

  踏出的一步，意外地轻盈。

  踏み出した一歩は、思いの外、とても軽いものだった。

  　

  「什么？！」

  「なに？！」

  　

  趁着对方惊讶的空档，美来从脚下救出了布偶。

  驚いている隙にフルストラの足元からぬいぐるみを救い出す。

  　

  身体轻盈。美来心想，现在的话，自己似乎无所不能。

  体が軽い。今なら何でもできそうだと美来は思う。

  　

  「啧！小鬼，动手！」

  「チッ！　インプル、やりなさい！」

  「■■■■■！！」

  「■■■■■！！」

  　

  外表是树袋熊的小鬼，朝自己挥出拳头。

  コアラの姿のインプルがその拳を自分に向けて叩きつける。

  虽然可以避开，但美来用单手接住了。

  避けることもできたが、片手で受け止めた。

  　

  「不对。」

  「違うよ」

  「什么？」

  「なに？」

  「不对。这个孩子的名字不是小鬼。」

  「違うよ。この子の名前はインプルじゃないよ」

  「啥？你在说什么啊？这家伙就是小鬼，是我的手下。」

  「はぁ？　何いってんのさ。こいつはインプルでアタイの手駒で」

  「不对！！」

  「違う！！」

  　

  美来发出了连自己都吓一跳的大音量。

  自分でもびっくりするくらい大きな声が出た。

  但是，她无法阻止。她不想阻止这股心情。

  でも止められない。この気持ちを止めようとは思わない。

  　

  「这孩子，是我最好的朋友小末！才不是你手中的棋子！」

  「この子は、私の大親友の、スーちゃんだよ！　あなたの手駒なんかじゃない！」

  「■■■■■！！！」

  「■■■■■！！！」

  「什……什么嘛，你只用一只手，就把它打飞了？！」

  「な、ばかな。片手で、ふっとばした？！」

  　

  小恶魔的力量减弱了。她一挥动手臂，小恶魔就轻易地退缩了。

  インプルの力が弱まる。腕を突き飛ばすと、簡単にインプルは怯んだ。

  少女的强悍，让佛尔斯托拉感到战栗。

  そのあまりの少女の強さに、フルストラは慄いている。

  　

  「玛那！现在普露！！」

  「マニャーナ！　今プル！！」

  「嗯！」

  「うん！」

  　

  不可思议的是，她知道怎么使用这股力量。

  不思議と力の使い方がわかる。

  她下意识地理解到，一定是将这股力量灌注给自己的前任纯洁玛那，将这股力量连同使用方法一起刻印在她身上了。

  きっと、この力を込めてくれた先代のピュアマニャーナが、その力と一緒に刻んでおいてくれたものだと無意識に理解する。

  　

  「这股力量是怎么回事！难道，这就是佛图洛大人所说的普露纯洁……？！」

  「何だいこの力は！　まさか、こいつはフトゥーロ様がいっていた、プルピュア……？！」

  　

  她直觉地感受到，那将成为自己的天敌。

  それが自分達の天敵となる存在だと直感したのだろう。

  她认为有危险，打算使用力量，但已经太迟了。

  危険だと思い力を使おうとするが、けれどもう遅い。

  　

  她以灌注前任所有力量的意志，试图取回好友的心——！

  先代の力を全て込めて、そして親友の心を取り戻そうとする自分に意思で――！

  　

  　

  「回来吧！小末！普露纯洁玛那露席尔！！」

  「戻ってきて！　スーちゃん！　プルピュアマニャーナルシール！！」

  　

  　

  一道强烈的光芒，将结界整个打飞。

  結界をまるごとふっ飛ばすような強烈な光。

  光芒一瞬间遮蔽了视野，等到视野恢复时，佛尔斯托拉的身影与小恶魔的身影都不见了，只剩下倒在地上的纯歌。

  それは一瞬で視界を覆い、そして晴れた頃にはフルストラの姿もインプルの姿もなく、倒れている純歌だけが残されていた。

  　

  「……被佛尔斯托拉逃掉了啊。」

  「……フルストラには逃げられたプルか」

  「小末！」

  「スーちゃん！！」

  　

  美来用尽力气，变身状态自行解除，但她毫不在意，奔向朋友身边。

  力を使い果たして、変身が勝手に解けてしまうがそのことなんて気にせず友に向かって駆け寄る美来。

  她抱起纯歌，纯歌立刻恢复了意识。

  抱き上げると、すぐに純歌は意識を取り戻した。

  　

  「咦……小美。」

  「あれ……、ミーちゃん」

  「对不起！你没事吧？！」

  「ごめんね！　大丈夫？！」

  「嗯，我没事……我刚才睡着了吗？对不起，我昨天没睡好。」

  「うん。大丈夫……。私、眠ってたのかな。ごめんね。昨日あんまり眠れなくて」

  　

  美来正烦恼着该怎么回应纯歌这句牛头不对马嘴的话，忽然察觉口袋里的东西不太对劲，这才想起来。

  見当違いなことを言っている純歌にどんな言葉をかけるべきか悩んでいると、ふと、ポケットの違和感に気づき思い出す。

  她想起自己一直想交给小末的东西。

  ずっと渡したいものがあったのだと思い出す。

  　

  「小末，我啊，有东西想交给你。」

  「スーちゃん。私ね、スーちゃんに渡したいものがあるんだ」

  　

  美来从口袋里拿出来的，是仿照树袋熊造型用珠子串成的饰品……应该吧。

  ポケットから取り出したのは、ビーズで作ったコアラを模したアクセサリ……のハズだった。

  不知道是因为刚才的战斗，还是因为一直装在袋子里到处跑，饰品缺了几颗珠子。

  さっきの戦いのせいだろうか。それとも袋に入れたまま走り回っていたせいだろうか、所々欠けている。

  　

  「啊……」

  「あっ……」

  「……呵呵，小美，难道说，这是你为我做的吗？」

  「……ふふ、ミーちゃん。もしかして私のために作ってくれたの？」

  「嗯。不过我有点赶，那个，其实做得非常漂亮！可是，那个……」

  「うん。でもちょっと急いでて、その、本当はすっごく綺麗にできたんだよ！　でも、その」

  「谢谢你，小美。」

  「ありがとう。ミーちゃん」

  　

  事情变得有点悲伤，美来不太想交出去，但她无法违抗纯歌期待的视线，只好交给她。

  悲しいことになってしまって渡すのを渋る美来だが、期待する純歌からの視線には逆らえず渡してしまう。

  纯歌一脸开心地望着美来，但美来因为自己的模样有些狼狈，害羞得不敢直视纯歌。

  嬉しそうに眺めている純歌だが、少し見栄えが悪くなってしまったせいで美来は見られるほどに恥ずかしくなってしまった。

  　

  「我好开心。这是项链吧。我会好好珍惜的。」

  「嬉しいな。これ、ネックレスだよね。大事にするね」

  「嗯。下次我会做更好的东西给你！所以，那个……我们下次再一起……」

  「うん。次はもっと良いのを作るから！　だからそのね。また一緒に、その」

  　

  美来还没把话说完，就被纯歌抱住了。

  言葉を続ける前に美来は抱きしめられた。

  她立刻用力抱紧纯歌。

  咄嗟に純歌の事を強く抱きしめる。

  　

  两人为了不露出哭泣的表情，强忍着泪水，一直说着「我们是朋友」之类的话，陪伴着彼此。

  ２人共泣き顔は見せないように、けれど強く、ずっと友達だと色んな言葉を交わしながら傍にいた。

  　

  　

  ——过了一会儿。

  ――しばらくして。

  　

  父亲过来查看情况，将美来带到车门前，道别的时间终于到了。

  様子を見に来た父が来て、車の前まで連れられてついにお別れの時が訪れる。

  　

  「啊，对了！手机！我换了新的智能手机！所以，我想把小末的号码存进去。」

  「あ、そうだ！　携帯ね！　新しいスマートフォンにしたんだ！　だから、最初の連絡先、スーちゃんのを入れたいなって」

  「嗯！啊，不过，不要淋太多雨哦。因为突然调职，那边的网络还没连上。小美会把所有信息都传过去，所以通讯量会撑不住。」

  「うん！　あ、でもレインはしすぎないでね。急な転勤だからまだあっちは回線通ってないんだって。ミーちゃんなんでもレインで送ってくるから通信量が保たないもの」

  「我、我会忍耐的……」

  「な、なんとか我慢する……」

  「呵呵呵。小美很怕寂寞，我不在的话，她可能会变得孤零零的，所以我很担心她。」

  「ふふふ。ミーちゃん、寂しがり屋だし、私がいないと独りぼっちになりそうで心配かも」

  「咦咦？！怕寂寞的人是小末吧！」

  「えぇ？！　寂しがり屋なのはスーちゃんの方じゃない！」

  　

  两人稍微拌嘴，然后再次笑了起来。

  少し言い合いをして、そしてまた笑った。

  这时，纯歌突然注意到一件事。美来的怀里一直抱着一个布偶。

  そしてふと純歌は気づく。美来の腕の中には先程からずっとぬいぐるみがある。

  　

  「那孩子是谁？」

  「その子は？」

  「啊，这是爸爸妈妈送给我的礼物。是新的朋友。上面写着『希望你可以纯粹地成长』，是西班牙文，还附了一张卡片。啊，那个不重要。我本来不打算带过来的，结果不小心弄错了。」

  「あ、この子はその、パパとママがプレゼントでくれたんだ。新しい友達。純粋に育ってほしいって意味の、なんたらプーロって書いてあるスペイン語のメッセージカードと一緒に贈ってきてね。あ、それはどうでもよくて。本当は持ってくるつもりじゃなかったんだけど、間違えちゃって」

  「弄错布偶……小美的确很天然呢。」

  「ぬいぐるみを間違えるって……、やっぱりミーちゃん天然だよね」

  　

  美来不希望纯歌跟危险的事情扯上关系，于是连忙说出这个牵强的借口。纯歌听了之后，也接受了她的说法。

  危険なことには関わってほしくないと思ってしまい、ついつい早口で並べた苦しい言い訳だけれど納得してもらって一安心の美来。

  不过，纯歌依然盯着布偶看。

  しかし純歌はじーっと未だぬいぐるみを見つめている。

  　

  「这孩子叫什么名字？」

  「この子、お名前は？」

  「呃，我还没取名字。」

  「えっと、まだつけてないんだ」

  　

  这时，美来突然想到一件事。

  そして、ふと思いついた。

  自己是不是可以为这位优秀的朋友的新朋友，留下一点东西呢？

  この素晴らしい友人の新たなお友達に、自分が少しでも残せるものがあったと。

  　

  「小美，我可以帮这孩子取名字吗？」

  「ミーちゃん。この子の名前、私がつけてもいい？」

  「咦？嗯！当然可以！」

  「え、うん！　もちろんだよ！」

  「那就叫布洛吧！」

  「じゃあプーロ！」

  　

  这是美来临时想到的名字。她是从刚才美来口中提到的单词中取出来的。

  咄嗟に考えたものだ。先程美来の口から出た単語から取ったものだ。

  不过，既然上面写着『希望你可以纯粹地成长』，那应该不是坏名字吧。

  けれど純粋に育ってほしいというメッセージに使われたものなら、悪い意味ではないだろうと思ってのものだ。

  　

  而知道这句话背后含义的美来，则觉得这个让人联想到纯歌的单词，听起来非常舒服。

  そしてその言葉の意味を知る美来からすると、純歌を思わせるその単語はとても心地の良いものだった。

  　

  「嗯！这孩子叫布偶！」

  「うん！　この子はプーロ！」

  　

  美来紧紧抱住了布偶。

  美来はギュッとぬいぐるみを抱きしめた。

  　

  「……纯歌，我们差不多该走了。」

  「……純歌。そろそろ行こうか」

  「嗯，爸爸。」

  「うんパパ」

  　

  时间到了。

  時間が来る。

  无论怎么做，离别时刻都会到来。

  どうやっても訪れる別れの時だ。

  　

  纯歌坐上车，打开车窗，探出头来。

  車にのって車窓を開けて、純歌が顔を出す。

  两人互相凝视着对方，过了一会儿，纯歌开口说道：

  ２人はじっと見つめ合って、少しして純歌が口を開いた。

  　

  「那么，拜拜，小美。」

  「それじゃ、バイバイ、ミーちゃん」

  「嗯！再见！小末！」

  「うん！　またね！　スーちゃん！」

  「……！嗯！再见！」

  「……！　うん！　またね！」

  　

  两人挥着手，道别了。

  手を振って２人は別れる。

  美来努力克制住自己，不让自己立刻追上去。

  咄嗟に追いかけようとする体をなんとか抑える。

  她非常清楚，如果自己追上去，纯歌肯定会更加难受。所以，她只能一直笑着挥手。

  きっと追いかけてしまえば純歌は別れがさらに辛くなってしまうと美来はよく理解しているから。だから笑顔で手を振り続けた。

  　

  一直挥着手，不停地挥着手，不停地挥着手。

  ずっと手を振り続けて、振り続けて、振り続けて。

  　

  过了一会儿，车子已经看不见了，美来这才哭了出来。

  そしてしばらくして、車が見えなくなってから、泣いた。

  　

  　

  　

  「……小姐，请用。」

  「……お嬢さん、こちらを」

  　

  美来这才发现，旁边站着一个人。

  ふと、隣に立っている人がいたのに気づく。

  那是一名戴着帽子、身穿黑色西装的男子。除了阳伞之外，他还戴着围巾和墨镜，所以美来看不清他的脸。不过，他递出了手帕。

  帽子を被っている黒いスーツの男の人。日傘に加えてマフラーとサングラスをつけていて顔はよく見えないけれど、ハンカチを差し出してくれている。

  　

  「谢谢。」

  「ありがとう、ございます」

  　

  美来接过手帕，擦了擦哭花的脸。

  受け取ってぐちゃぐちゃになった顔を拭く。

  过了一会儿，等美来冷静下来后，她又开始烦恼起弄脏的手帕该怎么办。

  そして少しばかりして落ち着いた頃、汚れたハンカチはどうするべきか悩んだ。

  　

  「对不起，我洗好再还你。」

  「ごめんなさい。洗って返します」

  「没关系，我本来也是打算送给你的。」

  「いいんですよ。僕も元から差し上げるつもりでしたから」

  　

  男子只留下这句话，便离开了。

  男の人はそれだけ言って去っていった。

  美来心想，他真是个温柔的人。

  優しい人だなと美来は思う。

  　

  男子离开后，过了一会儿，美来听见一声大大的叹息。

  そうして彼が離れてしばらくして、大きなため息が聞こえた。

  　

  「唉，终于能两人独处了……」

  「ハァ。やっと２人になれたプル……」

  「啊，对不起，我抱得太用力了。」

  「あ、ごめんね。ちょっと強く抱きしめちゃってたよね」

  「没关系，这点小事没关系。」

  「いいプル。このくらい平気プル」

  　

  是布偶。顺带一提，没关系是勉强自己说的，其实他只是在察言观色。

  ぬいぐるみだ。ちなみに平気というのはやせ我慢だ。空気を読んでるだけである。

  不过，除了这件事之外，他似乎还有其他话想说，而且看起来非常疲惫，一直用怨恨的眼神看着美来。

  ただそれ以外にも言いたい事があるようで、なんとも疲れた様子というか、美来の事をずっと恨めしそうな顔で見ている。

  　

  「怎、怎么了？」

  「な、なに？」

  「……什么怎么了，你闯了大祸了。」

  「……何じゃないプル。とんでもないことをしでかしてくれたプル」

  「咦，我做了什么吗？」

  「え、私なにかした？」

  「你还问做了什么！你用了上一代真央大人注入的纯洁力量，全部都用光了！！」

  「なにかしたじゃないプル！　先代のマニャーナが込めてくれたピュアパワー全部使ったプルね！！」

  　

  没错，他指的是刚才的战斗。

  そう、それは今さっきの戦闘のことだ。

  其实布偶的计划是请美来一点一点地使用，趁上一代的增益效果还在时累积经验值，好让她能独当一面，但如今计划彻底泡汤了。

  本当はちびちびと使ってもらって、先代のブーストが残っている間に経験値を積んでもらって一人前になってもらうというぬいぐるみ君の計画が御破算になったのだという。

  　

  「那是因为，情况很紧急。」

  「それはその、色々急だったし」

  「那也没办法噗，但全部一口气吐出来就太奇怪了噗！！你自己不也觉得做得太过火了吗噗？！」

  「それは仕方ないプルけど、だからって全部一回で吐き出すのは絶対おかしいプル！！　自分でもやりすぎとか思わなかったプルか？！」

  「是有一点，不过，那个，该怎么说呢，就是一时冲动。」

  「ちょっと思ったけど、その、なんかその、気分がノッちゃって」

  　

  美来嘿嘿笑道。

  えへへと笑う美来。

  玩偶哥傻眼地看向她。不过，这也是自己说明不够清楚的责任，所以他也只能认命。

  呆れるぬいぐるみ君。しかし説明不足だった自分の責任でもあると諦める。

  　

  美来看着头痛起来，抱着玩偶哥，忽然想到一件事。

  頭が痛くなってきて抱えているぬいぐるみ君を見ながら、ふと美来は思った。

  　

  「对了，我还没问你的名字呢。」

  「そういえば、あなたのお名前聞いてなかったね」

  「叫我噗罗就好噗。」

  「プーロでいいプル」

  「可以吗？」

  「いいの？」

  「可以噗。毕竟是我擅自使用你的身体，所以是我不好噗。」

  「いいプル。もともと勝手にこの体を使ってるのはこっちだから、悪いのはこっちプル」

  「那就叫我噗罗吧！请多指教！」

  「じゃあプーロ！　よろしくね！」

  「唉，下次战斗时，希望你能找我商量噗。这样我就会好好对待你了噗。」

  「はぁ、次戦う時はプーロにも相談してほしいプル。そしたらよろしくしてやらんでもないプル」

  　

  美来看着别扭的噗罗，露出苦笑。

  こじらせているプーロに苦笑いする美来。

  　

  不过，她似乎有点过意不去。至于原因——

  でもちょっと申し訳無さそうだ。何故かというと――。

  　

  「可是，我已经不打算战斗了哦。」

  「でも私、もう戦うつもりはないよ？」

  「噗？！！」

  「プル？！！」

 
  第16话圣诞节后的歌舞片，弱者男性看了会休克死亡，所以要注意

  第１６話　クリスマス後のフリマサイトを弱者男性が見るとショック死するため要注意

  「嗯，果然好吃，猜对了。」

  「うん。やっぱうまい。当たりだ」

  　

  源代町的车站前，店家更迭的速度意外地快。

  源代町の駅前は割りと店の入れ替わりが激しい。

  或许是因为这个地区最接近都会区，像这样偶尔经过，就会看到卖着陌生食物的店家，相当有趣。

  この地域じゃ一番都会だからだろうけれど、こうして時々通ってみると見慣れない食べ物を売ってたりするから楽しめる。

  　

  因此，我现在在回家前，正在寻找每日例行公事——寻找无花果树的种子，顺便边走边吃。

  というわけで現在帰宅前にちょっくら日課のインプルの種子探し中である。ついでに食べ歩き中である。

  看到我这样，佩萨以傻眼的表情从包包里看着我。干嘛？你想要吗？我可不会给你哦。

  そんな俺を見て、ぬいぐるみモードのペサが呆れたと言わんばかりの顔で鞄の中から見てる。なんだよ。欲しいのかよ。やらんぞ。

  　

  「你真是悠哉啊，我应该已经告诉你，新的法利亚出现了吧。」

  「脳天気なものだな。新たなファリアが出たということは伝えたはずだが」

  「这个嘛，是这样没错。」

  「それはまあ、そうなんですが」

  　

  前几天，佩萨告诉我，有人使用了佩萨的搭档——地贾的能力。

  先日、おそらくペサの相方であったディージャの能力を使う何者かがいた事をペサから伝えられた。

  　

  对佩萨来说，这应该不是一件好事。毕竟这家伙是为了替地贾报仇才站在我这边。不过，如果当面问她是不是站在我这边，她应该会说「我只是利用你而已」之类的话吧。

  ペサからするとたまったものじゃないと思う。だってこいつそのディージャの復讐のために俺に味方しているわけだし。まぁ、味方だなんて面と向かっていうと「私は利用しているだけだ」とかなんとか言ってきそうだけど。

  　

  「地贾的能力适合偷袭，先不说我，你肯定会先落入下风。」

  「ディージャの能力は不意打ちに向いている。この私はともかく、貴様ではまず後手にまわることになるぞ」

  「我知道你希望我随时保持警戒，但我没有喘息的时间也很辛苦啊。」

  「常に気を張っていろと言いたいのはわかりますけど、俺だって息抜きがないと辛いんですよ」

  　

  毕竟是人嘛，偶尔也想放松一下。

  にんげんだもの。時にはのんびりさせて欲しいでござる。

  最近佩萨一直神经兮兮的，害我都没办法说「抱歉～☆我想发泄一下性欲，所以稍微外出一下哦～☆」这种话。性欲会一辈子累积下去啦。禁欲太久，桃花运会来的。

  ここ最近ずっとピリピリしているペサに気を使っているせいで、『ごっめーん☆性欲発散させたいからちょっと外出よっろー☆』とか言えんし。性欲一生溜まるやん。オナ禁しすぎてモテ期来ちゃうわ。

  　

  「至少变回女孩子的模样吧。那边那位就算平常状态也能使用能力吧。」

  「せめて女の姿でいろ。あちらの方が例え平常時だろうと能力を使えるだろう」

  「咦咦～」

  「えぇー」

  　

  话说最近佩萨动不动就要我变回女孩子的模样。

  というかなんか最近だけど、ペサが事あるごとに常に女でいろって言ってくるんよね。

  　

  的确，如果是女孩子的模样，就算不用穿上纯洁服装，也能使用一点力量。

  確かに女の姿ならプルピュアの衣装にならなくても少しくらいは力を使えるんよ。

  可是，我姑且是个男生耶。平常就打扮成女生，连上学的时候都带着女装，未免太丢脸了，我受不了。

  でもさ、こちとら一応男なんだよね。常日頃から女の姿でいたり、学校とかに行くときにまで女装衣装持ち歩くとか普通に恥ずかしいし耐えきれん。

  而且，万一在学校被突击搜身，我的校园生活就完蛋了。一想到会被人在背后说「那个阴沉角色其实有女装癖」，我就害怕得……

  それにもしも学校で抜き打ちの手持ち検査とかされた日には学校生活終わるナリ。あの陰キャ実は女装趣味なんだよーなんて陰口を叩かれたらとか考えると怖気が……。

  　

  「你那是什么表情？小心我捏烂你。」

  「何だその顔は。潰すぞ」

  「好过分。」

  「ひどい」

  　

  就因为一直神经兮兮的，连说话都变粗鲁了吗？！

  ピリピリしてるからって口も悪くなってませんかあなた？！

  　

  难得吃到好吃的东西，害我意志消沉了啦。

  せっかく美味しいもの食べてたのに意気消沈ですよ。

  不过，我摆出一脸嫌弃的表情也有错。这家伙也是担心我才会这么说。

  いやまあこれみよがしに嫌そうな顔をしていた俺君にも非がある。こいつも心配して言ってくれているわけだし。

  仔细想想，事情好像不是这样。如果我真的死了，这家伙就失去充电的电源了。果然很过分。

  よく考えたら違うわ。単純に俺が死んだらこいつインプルの力の充電先なくなるだけだわ。やっぱひどい。

  　

  「……啧。」

  「……チッ」

  　

  啊，我咂舌一声，躲进包包里。

  あ、舌打ちして鞄の中に隠れた。

  刚才我走的那条路人潮很多吧。

  今俺が入った道が人通りが多かったからだろう。

  　

  机会难得，趁现在享受一下逛街的乐趣吧。

  せっかくなので今のうちにウィンドウショッピング楽しむでござる。

  　

  ……哦？好像有眼熟的人影。那不是飞梦吗？他跟我一样，放学后在街上闲晃。

  ……お？　なんか見覚えのある人影が。あれは飛夢君じゃないか。俺と同じ学校帰りにブラブラしている感じかね。

  仔细一看，他跟一个像是朋友的人一起逛饰品店。这就是所谓的时尚吗？

  よく見れば友達らしき人と一緒にアクセサリーショップの店先を物色しておる。お洒落ってやつかね。

  　

  「这个怎么样？」

  「これとか、どうかなあ」

  「感觉有点微妙。女生果然还是喜欢心型的东西。」

  「微妙じゃね。やっぱ女といえばハートな気がするし」

  「是吗？」

  「そうかなあ」

  　

  哎呀哎呀。

  おやおやぁ。

  　

  看来他好像要送女生礼物。难道他有喜欢的女生吗？我很好奇青少年之间的恋爱故事哦。

  どうやら女の子へのプレゼントっぽいぞぉ。もしや気になる女の子がいたりするのかな。おじさんそういう青少年の色恋沙汰とか結構気になるぞぉ。

  　

  「佐藤，你过来一下。」

  「佐藤。もうちょっとこっち」

  「嗯？啊，不好意思。」

  「ん？　あ、すんません」

  　

  飞梦拉着朋友离开。我盯着他们看，他们以为我也在看店里的商品，所以让出空间给我。

  飛夢くんがお友達を引っ張る。どうやらジロジロ見てた俺が同じく店先の商品を見てたものと思って場所を開けてくれたらしい。

  　

  「嘿咻。啊，嘿咻。」

  「ッスー。あっ、ッスー」

  　

  我该用平常的语气加上敬语道谢吗？不对，对方可是比我年长的男性，我该摆出前辈的架子用平辈的语气道谢吗？烦恼到最后，我决定用点头致意来打发对方。

  いつもの調子で敬語を使ってお礼を言うべきか、いやでも俺年上の男だし先輩らしくタメ口でお礼を言うべきか悩んだ結果、会釈で乗り切る事にした俺君。

  顺带一提，我对饰品之类的东西完全没有兴趣。真的很抱歉，害你白操心了！！

  ちなみにアクセサリーなんぞまるで興味はない。まじですまんな無駄に気を使わせて！！

  　

  总之，我决定先假装自己很感兴趣，随便看了看，结果注意到有人一直盯着我看。

  とりあえず気になってるものがあるフリでもしておくかーって思いながら適当に見てると、なにやら自分に視線が刺さっている事に気づく。

  仔细一看，发现是飞梦的朋友。

  見てみるとどうやら飛夢君の友達からだ。

  　

  「啊，不好意思。我们之前是不是见过面？」

  「あ、すんません。俺ら前あったことあるくないスか？」

  「嗯，算是吧。」

  「まあ、一応」

  　

  你就是不小心把飞梦同学误认为我，然后赏了他一记铁拳的人！要是这么说，对方肯定会觉得我心怀怨恨，所以我选择了一个不会引起误会的回答。

  君が飛夢くんと間違えて肩パンかました人です！なんていうと流石に恨みがましいと思われかねないので当たり障りのない返事を選ぶ。

  　

  「果然！我们念同一间学校吧！」

  「やっぱり！　同じ源高ッスよね！」

  「嗯，算是吧。」

  「まあ、一応」

  「啊，抱歉。我姑且问一下，你是高几的？」

  「あ、ごめん。一応聞きたいんスけど、何年スか」

  「我、我姑且是二年级。」

  「い、一応２年」

  「哇，是学长！太好了！幸好我用了敬语！」

  「うわ先輩じゃーん！　よかったー！　敬語使っててよかったー！」

  「不，你完全没有用敬语吧……真的很抱歉。」

  「いや全然敬語じゃなかったよね……。本当すみません」

  　

  不要这样缠着我！

  そんな絡んでくるんじゃない！

  　

  面对女生时，我总是用敬语，但面对男生时，要是随便用敬语，感觉会被对方看穿，所以我很害怕！我不知道该怎么说才好！

  女の時は敬語キャラで通してたけど、男の時は下手に敬語を使ってしまうと、正体感づかれるなんて事になりそうで怖いんだよ！　なんて話せばいいのかわかんないんだよ！

  拜此之赐，我总算能对所有的回答都做出回应！姑且姑且地回应！到底要设下多少防线啊！

  お陰で全部の返答に一応がついてきてるんだよ！　一応一応言い続けてるんだよ！　どんだけ予防線張るんだよ！

  　

  「学长是那个吧，难道是那个吗？」

  「先輩はあれッスか。もしかしてコレッスか」

  　

  朋友用肢体语言问我是不是女朋友。我哪可能有那种东西啊！

  ジェスチャーで彼女さんかと聞いてくるお友達君。そんなもんいるわけねえじゃろがい！

  老实说，我超想要的！因为我想做的事情全都想去做，所以想先交个女朋友，至少交一次！

  ぶっちゃけ物凄く欲しいけどさ！　やりたいことは全部やっておきたいってのはあるから一度くらいそういう関係の人とか作っておきたいけどさ！！

  　

  「嗯，姑且算是。」

  「まあ、一応」

  「是哦！不过我也有女朋友，但我真的不知道该送什么礼物，果然还是饰品比较好吧。」

  「へえー！　いや俺もカノジョいるんスけど、まじでプレゼントとかわかんなくて、やっぱアクセサリー強いんかなあ」

  　

  随便说几句话就受到严重打击。原来你有女朋友啊……

  適当なこと言ったら大ダメージ受けた。彼女持ちかよお前……。

  话说回来，原来还有对饰品的喜好程度之分啊，我第一次知道。该不会还有种族值或个体值之类的吧。莎罗曼族的种族值好像超强。

  というかアクセサリーに強い弱いとかあるのかよ。初めて知ったわ。もしかして種族値とか個体値とかあったりするんですかね。ザファニーとか種族値クソ強そう。

  　

  还有，劝你不要送饰品！

  後だけどアクセサリーはやめといた方がいいぞ！

  因为就算收到不需要的饰品，也会立刻被登录到网络跳蚤市场转卖！

  いらないアクセサリーとかもらっても速攻でネットのフリーマーケットに登録されて転売されるオチが見えてるからな！

  虽然只是前世的记忆，但圣诞节过后，我在跳蚤市场搜寻饰品相关商品时，看到讨论板上热烈讨论着「在跳蚤市场看到地狱」！

  前世の記憶だけどクリスマス直後のフリマでアクセサリー関連を検索するとこの世の地獄が見られるって掲示板で盛り上がってたのを見てたから俺！！

  　

  「啊，对了，学长！这家伙说想送女朋友礼物，你有没有什么建议？果然还是送爱心吗？」

  「あ、そういや先輩！　こいつカノジョにプレゼントしたいって言ってるんスけど、なんかオススメとかないスか？　やっぱハートとか？」

  「等、等等，我还没决定要买什么耶。而且她也不是我女朋友！」

  「ちょ、ちょっと、まだ買うって決めたわけじゃないから。後彼女でもないから！」

  　

  飞梦同学似乎很害羞。

  恥ずかしがっておるな飛夢君。

  虽然她不是女朋友，但看来他确实有个会送礼物的亲密女性。感觉起来很青春，很棒哦。我要给他青春点数。虽然我累积再多也没什么用。

  彼女ではないとはいえ、プレゼントを贈るような親密な関係の女性がいることは間違いないようだ。青春してますって感じでかなり良いぞ。青春ポイントあげちゃう。溜まっても特に何もないけど。

  　

  「那个，我觉得还是不要送爱心比较好，我朋友是这么说的。」

  「一応、その、ハートはやめたほうが、いいと思うって、友達が言ってた」

  　

  虽然我没有朋友。

  友達おらんけど。

  不过根据我上辈子调查到的资讯，爱心饰品似乎不太受女生欢迎。

  でも前世で調べた話だけど、割とハートのアクセって女受け悪いそうな。

  正确来说，是女生觉得戴爱心饰品的男生在讨好其他女生，所以不太喜欢。

  正確にはハートのアクセつけてると男に媚びてる感じがして他の女からきついって思われたりとかするんだそうな。

  　

  另外，这些资讯全部来自网络，所以就算我变成怎样，我也不知道就是了！

  なお全部ネット由来の情報なんでまじで俺はどうなっても知らんけどな！

  　

  「咦，不能送爱心吗？真的假的？」

  「え、逆にハートだめなんスか。まじかぁ」

  「而且饰品这种东西很重，说不定会吓跑对方。不过，可以的话，还是送可以戴在身上的东西比较好……」

  「そもそもアクセなんて重いって引かれるかもしれないですよね。でも、できれば身につけてもらえるものがいいんですよ……」

  　

  哦哦～飞梦同学意外地是个执着于自己东西的人呢！

  ほほーん。飛夢君意外と自分のものには執着しちゃうタイプとみた！

  　

  我懂～

  いやわかるわー。

  某款社群网络游戏里，有付费道具可以让自己喜欢的角色跟自己结婚，而且结婚之后，名字也会跟着改变。

  某ソシャゲには課金アイテムで自分の手持ちのお気に入りのキャラと結婚できるシステムがあって、それをすると名前を変えれたりするんだけどさ。

  我真的很喜欢这个系统，所以在结婚系统上线的同时，就把所有喜欢的角色的姓氏都改成自己的姓氏了。全力强调这些角色都是我的。

  俺まじでドはまりして結婚システム実装と同時に全部のお気に入りキャラの苗字を自分の苗字に変えちゃったもん。全力で自分のものだアピールしちゃったもん。

  　

  「不，这果然是女朋友嘛。绝对是女朋友嘛。你就承认了吧。」

  「いややっぱカノジョじゃん。絶対カノジョじゃん。もう認めちまえよ」

  「才、才不是！……不过，我是觉得，要是能变成那样就好了。」

  「ち、違うって！　……まあその、そうなれたらいいなって思ってはいるんだけど」

  　

  好青涩！

  青い！

  太青涩了啦！

  青すぎるよ！

  青涩到青春点数已经封顶啦！

  真っ青すぎて青春ポイント今カンストしちゃったよ！！

  　

  「不！学长，你听我说！这家伙之前竟然让女朋友在校门前等他！好羡慕哦！我的女朋友在学校里，绝对不敢跟我说话。」

  「いやさ！　先輩聞いてくださいよ！　こいつ実はこの前校門前にカノジョ待たせてやがったんスよ！　羨ましいスよね！　俺のカノジョとか学校だと絶対話しかけてくんなって言ってくんのに」

  「这的确很让人羡慕。」

  「それは、確かに羨ましい」

  　

  我也是啊，要是有女朋友就好了。

  俺もなあ。彼女いればなあ。

  要是美少女女朋友在校门前等我，对我说「滩同学，回家吧♡」，我一定会高兴到爆炸。

  美少女な彼女が校門の前で待っていて、『灘くん帰ろ♡』とか言ってきたりしたらもう嬉しすぎて爆散しますよ。

  　

  「学长，不要这样开玩笑。我真的没有在跟她交往，是我单恋她。」

  「先輩まで茶化さないでくださいよ。本当に付き合ってないんです。僕からの片思いってだけで」

  「虽然只是我的意见，不过你长得这么帅，只要告白，没有女生会拒绝。」

  「一応、俺の意見だけど、君はイケメンだし、告白してみれば断る子はいない、と思う」

  「这家伙长得不错，班上很多女生都缠着他。」

  「顔は良いっスからね、こいつ。クラスの女からも結構絡まれてたりするんスよ」

  「果然是这样。」

  「やっぱりそうだよね」

  　

  看来我的判断没有错。

  どうやら俺の見立ては間違ってなかったらしい。

  虽然他给人的印象是已经有人告白了，但不知道结果如何。

  なんだったら既に告白とかもされてそうなイメージあるんだが、いかがなものか。

  　

  「不过他只有脸长得好看而已。这家伙是妹控，妹妹说什么就是什么，假日完全不会出门。」

  「まあ顔だけなんスけどね。こいつシスコンなんで妹がうんたら言って休みの日は全然出てこねえし」

  「不是妹控吧。而且他想去的时候还是会出门啊。」

  「いやシスコンじゃないから。それに行ける時はちゃんと行くじゃないか」

  「不不不，暑假的时候我约他去联谊和海边玩，他都没来。」

  「いやいや、夏休みに合コンとか海とか誘ったのに来なかったじゃん」

  「去海边的时候，我妹妹刚好要跟朋友去海水浴场，我需要陪她，所以没办法去。」

  「海の時はちょうどうちの妹も友達と海水浴に行く予定があって付き添いが必要だったんだよ」

  「果然是妹控！根本是妹控嘛！」

  「やっぱ妹じゃん！　シスコンじゃねえか！」

  「你明明有女朋友，还不是去联谊了。要是被发现，后果不堪设想。」

  「君こそ彼女がいるくせに合コンにいってるじゃないか。バレたら後が怖いよ」

  「不，已经暴露了。我已经被杀了百分之九十。」

  「いやもうバレたから。９０割殺しで済んだ」

  　

  百分之九十，也就是死了九次。

  ９０割殺しはそれもう９回死んでるんだよなあ。

  你的命也太不值钱了吧。还有剩余吗？你是某管道工人吗？

  君の命どうなってるんだよ。残機あるんかな？　某配管工なのかな？

  　

  「之后就是文化祭了，只要在那之前全部原谅他，就没事了。」

  「後はあれ、後少しで文化祭っしょ。あん時に全部オゴリで許すってさ」

  「所以你最近才会排那么多打工啊。」

  「だから最近バイト沢山入ってたんだね」

  「那家伙不知道要手下留情，不趁现在多赚一点，会缺钱死掉。真是搞砸了。」

  「あいつ手加減とか知らないからな。今のうちに稼いでおかなきゃ金欠で死ぬ。まーじやらかしたわ」

  　

  由于我对朋友的女朋友一无所知，因此我决定先物色饰品，再慢慢想办法。

  お友達の彼女さんについては何も知らないので、とりあえずアクセを物色しながらやりすごす俺君。

  这种时候只要开口问就好了吧？只要笑一笑，就能解决所有问题。如此一来，有沟通障碍的我就能得救。

  こういうときなんて声かければいいのか知らないの。笑えばいいと思うよ。笑って全部済む世界になれ。そうすればコミュ症の俺君が救われます。

  　

  「话说回来，我们闲聊了这么久，已经这么晚了。春鹿，你到底要怎么办？」

  「てか駄弁りすぎてもうこんな時間じゃん。結局どうすんのよ春鹿」

  「……买吧。」

  「……買おうかな」

  「哦，真的吗？」

  「お、まじで？」

  　

  飞梦的视线前方，不是摆在店门口的便宜货，而是放在橱窗里的谕吉，他似乎打算买五、六枚。

  飛夢君の視線の先にあるのは店先に置いてある安物じゃなくて、中のショーケースに入ってある諭吉が５、６枚ほど飛んでいきそうなものだ。

  他似乎很中意以紫色为基调的项链。颜色很淡，呈现透明，但毕竟是紫色，所以应该是紫水晶吧。不，我也不知道，毕竟我对宝石一窍不通。

  なんか紫を基調としたネックレスが気に入ったようである。色合いが薄く透明だけど、紫だし多分アメジストだろうか。いや知らんけど。宝石とか詳しくないし。

  　

  等等，他好像很认真？

  いや、気合の入りようやばくない？

  五枚谕吉能做什么？你好好想想。

  諭吉５枚あれば何できるか考えてみなさいよあなた。

  如果是现在的手游，只要投入五枚谕吉，就能利用封顶系统，确定获得高评分的道具或角色。咦？要投入那么多谕吉才能确定获得，未免太糟糕了吧？手游根本是垃圾吧？

  今どきのソシャゲなら諭吉５枚つっこめば殆どの場合は天井システム利用できてピックアップアイテムとかキャラが確定で手に入るんじゃよ。あれ、諭吉さんそんなにいれてやっと確定って結構ひどくね。ソシャゲってクソでは？

  　

  「真的吗？你要买吗？」

  「まじで？　それいくの？」

  「嗯……如果可以的话，我不想妥协。我想买现在能买到的最好的东西。」

  「うん。……もし渡すなら、できれば妥協はしたくないから。今買える中で一番のがいいかなって」

  「哇，真的假的？真的假的啊。」

  「うわまじか。まじでゾッコンじゃん」

  「这我可能无法否认，我自己也有点惊讶。」

  「それはまあ、否定できないかも。自分でもちょっと驚いてる」

  「……难道学长要告白吗？」

  「……もしかして、告白、するのかな」

  　

  我忽然想到，于是试着询问。

  ふと思って訊いてみる。

  啊，飞梦同学满脸通红，看来我猜中了。

  あ、顔真っ赤になったよ飛夢君。大当たりらしい。

  　

  「真的假的！咦，你要用这招告白？！」

  「まじじゃん！　え、告白にこれ？！」

  「少、少啰嗦！我也是第一次，我也不知道该怎么做啊！」

  「う、うるさいな！　僕だって初めての経験だから、どうやればいいかわかってないんだよ！」

  　

  看来他自暴自弃了。真的满脸通红。

  どうやらヤケクソらしい。まじで顔真っ赤だ。

  反过来说，就是对方高不可攀，不这么做的话对方就不会接受自己。

  逆に言えばそれだけしないと靡いてもくれない思えるほどに高嶺の花というか、とても憧れてる相手ということになる。

  　

  难道对方是学校的校花吗？源代高中人满为患，美女太多，我根本不知道谁才是美女。

  もしや学校のマドンナ的な人なのだろうか。源代高校結構人多いからなあ。美人さんは心当たりが多すぎて困る。

  骗你的，我根本不知道谁才是美女。我完全是个边缘人，根本不知道谁才是美女。

  嘘です。全然心当たりないです。おじさんまじでボッチなんで誰が美人だとかいう情報まるで入ってません。

  　

  不行！我没办法成为恋爱游戏里方便的好朋友角色！我没办法出现在恋爱游戏里！

  だめだ！　恋愛ゲームの便利な親友キャラにはなれそうにねえ！　俺は恋愛ゲームに出れねえ！

  　

  「学长觉得这样如何？」

  「先輩はどう思うんスか。これ」

  「啊——嗯——」

  「あー、うーん」

  　

  别问我。

  俺に聞かないで。

  我虽然骗你说我有女朋友，但包含前世在内，我从来没有过女朋友。

  俺彼女持ちだよんって嘘ついちゃったけど前世も含めて、そんな関係の人いたことないのよ。

  　

  虽然我前世认识的人，或是亲戚当中有女生，但她们年纪都比我大，或是比我小个十岁到二十岁。

  一応前世の知り合いというか、親戚に親しい女の子はいたけれど、年齢一回りどころか１０から２０は下の子ばかりだったからなあ。

  我当然不可能收到这种礼物。而且，如果收到这种礼物，我反而会怀疑送礼的人是什么人。

  こんなん贈られたとかいう子なんているわけもありません。むしろその歳で贈られたら、贈った相手は何者なんだよってなりますわ。

  　

  「爱不是靠感觉吗？」

  「愛は、感じるんじゃない？」

  「不，爱是无庸置疑的！如果我是女生，一定会被吓死！！」

  「いや愛は間違いないスけど！　俺が女ならドン引きッスよ！！」

  「啊——」

  「あー」

  　

  我稍微思考了一下。

  ちょっと考える。

  　

  如果我是女生，正确来说，是以我平常的女装打扮与飞梦君见面，像平常一样玩过之后，他带我到可以看见美丽夜景的地方。

  自分が女だったら、正確にはいつもの女の姿で飛夢君と会って、いつもみたいに遊んだ後に、綺麗な夜景が見える場所に連れて行かれたとしよう。

  我送给紧张不已的飞梦君一个装着项链的盒子，我既惊讶又困惑，但还是把项链戴到飞梦君的脖子上，飞梦君则说着类似告白的话——

  緊張している飛夢君に、震える手でネックレスのはいった箱を贈られる自分。驚きながらも戸惑いながらもネックレスをつけてみせた自分に、飛夢君がなんかそれっぽい事言いながら告白してきたとして――。

  　

  ……嗯，好沉重。

  ……うん、すごい重いわ。

  　

  沉重到吓死人了。铱金也吓死人了。就算知道绝对不可能发生这种事，还是沉重到吓死人了。

  重すぎてビビるわ。イリジウムもびっくりだわ。絶対に有り得ない状況だとわかっていても重すぎてビビり散らかすわ。

  不，如果我没有前世记忆，真的是女生的话，我大概会接受他的告白，但还是很沉重。

  いやもし俺が前世の記憶とかなくて、本当に女だったとしたらその告白は多分間違いなくOKするだろうけど、それにしても重すぎるわ。

  　

  「虽然还不坏，但以高中生的金钱观来说，可能会吓到。」

  「一応、悪くはないけど、高校生の金銭感覚的には、ちょっと驚かれる、かも」

  「你看！再怎么说也太夸张了！」

  「ほら！　流石にやばいって！」

  「可是，我找不到其他配得上她的东西了。我只有这点能耐！」

  「いやでも、他に彼女に相応しいものなんてないんだ。もう僕にはこれくらいしか！」

  　

  该不会是松籁町的小孩吧？我记得那里以前好像是很热门的富裕阶层避暑胜地。

  もしかして松籟町の子なのかね。あそこって確か昔は富裕層の避暑地として盛んだったらしいし。

  　

  那的确得挑贵一点的东西才行。

  そりゃまあ確かにお高いものを選ばないとダメだよなあ。

  要是挑便宜的东西，她可能会说「你以为这种货色能吸引我的注意吗？给我滚回去重买！」这种话。我对有钱人的偏见还真严重。

  安いものだと「この程度のものでわたくしの気を引けるだなんて思っていたの？出直してきなさい下民風情が！」とか言ってきそう。我ながら大金持ちへの偏見ひどいわ。

  　

  「……好吧，我不会再阻止你了！要告白就交给我吧。我会帮你问班上女生推荐什么地点或时机。」

  「……わかった。もう俺は止めねえ！　告白なら俺に任せとけ。クラスの女子にオススメのスポットとかタイミングとか訊いてやる」

  「佐藤……谢谢你。」

  「佐藤……。ありがとう」

  「那个，我会帮你加油的。嗯。」

  「俺は、その、応援してる。うん」

  「学长，也谢谢你。」

  「先輩も、ありがとうございます」

  　

  于是飞梦同学向店员开口。

  そうして飛夢君は店員さんに声をかけた。

  为了避免打扰他们，我暂时到外面等，结果他一脸疲惫地回来了。

  邪魔にならないようにしばらく外で待っていると、疲れ果てた顔で戻ってくる。

  　

  「欢迎回来。买到了吗？」

  「おかえり。買えた？」

  「……买到了。」

  「……買っちゃった」

  　

  他露出一副已经做好觉悟的表情。

  なんかもう覚悟を決めた顔してやがる。

  真不错，好青春哦。不过他手上的东西以青春来说太重了！

  いいねえ。青春だねえ。でも持っている物は青春にしては重すぎるねえ！

  　

  「不好意思，学长。结果变成要你陪我到最后。」

  「すみません先輩。なんだか最後まで付き合って貰う形になってしまって」

  「啊，说得也是。真的很感谢你！」

  「あ、そういやそうスね。まじ感謝！」

  「不，我什么都没做。」

  「いや別に、なんも、してないから」

  　

  感觉好像要散会了，再继续聊下去好像会露出马脚，好可怕，还是闪人吧。

  なんか解散っぽい流れだし、これ以上付き合ってもボロ出しそうで怖いので退散しよう。

  　

  「那么，祝你告白成功。」

  「それじゃ、告白がんばって」

  「谢谢！」

  「ありがとうございます！」

  　

  走了一阵子后，我忽然发现一件事。

  そうしてしばらく歩いたあたりで、ふと気づく。

  　

  ……她是在校门前等我吗？

  ……校門前で待っていてもらってた？

  嗯～总觉得好像有印象，又好像没有。

  んー。なんか思い当たることがあるようなないような。

  　

  我思考了一会儿，这才终于想起来。

  しばらくその事を考えて、そうしてやっと思い出した。

  这么说来，我好像曾经在校门前埋伏过飞梦一次。

  そういや確か飛夢君の事を一度だけ校門前で待ち伏せしたことがあったなと。

  　

  「……不过，应该不是我吧。」

  「……まあでも俺じゃないな」

  　

  再怎么说都不可能吧。

  流石にまぁないだろう。

  　

  毕竟如果是我，要是跟喜欢的女生牵手或拥抱，肯定会克制不住情欲。嗯。

  だって俺ならもし好きな女の子と手を繋いだり、抱きしめられたりしたら確実に情欲抑えられんし。うん。

  而且她好像买了很贵的项链，但现在的我家并没有多宽裕，那种东西不适合我吧。

  それになんか高いネックレス買ってたけど、今世の俺の家は別にお金に余裕のあるってわけでもないし、あんな高いものは似合わないだろう。

  　

  我做出这个结论，悠哉地走在回家路上，口袋里的手机突然震动起来。我拿出来一看，似乎是蕾茵的通知。

  そう結論づけて帰路をのんびり歩いていると、突然ポケットの中のスマホが震えた。見てみるとレインの通知のようだ。

  　

  「嗯，是飞梦传来的吗？」

  「ん、飛夢君からか」

  　

  似乎是关于下周的事。

  なにやら来週の話らしい。

  她说因为要办校庆，希望我务必参加，还说想跟我一起逛校庆。呃，我没办法。那天我也要办校庆。我们班目前预定要摆摊卖食物，所以会很忙。

  文化祭があるから是非来てほしいと、一緒にまわりたいとのことである。いや無理ですよ。その日は自分も文化祭ですよ。うちのクラスは現状食べ物の出店をやる予定なので結構忙しいのだ。

  　

  不过，只要把女生衣服带过去，我也不是不能趁休息时间过去露个脸吧？

  でもまあ、女の服持ち込めば休憩中に顔を出すくらいはできなくもないか？

  只是换衣服跟移动会花上不少时间，所以真的只能露个脸吧。

  ただ着替える場所とか移動するためにそれなりに時間取るから本当に顔を出すのが精一杯になるだろうけれど。

  　

  「嗯～～」

  「んー」

  「喂，种子的反应来了。我们走。」

  「おい、種子の反応がある。行くぞ」

  「真的假的？我知道了。」

  「まじですか。わかりましたよ」

  　

  总之，暂时先忘掉校庆的事吧。

  とりあえず一旦文化祭のことは忘れる。

  今天也来干点坏事吧。虽然我真的提不起劲！

  今日もサクッと悪いことをするとしよう。本当に気分が乗らないけどな！

 
  因为那是我最大的幸福

  第１７話　それが一番の幸福だから

  「这样就结束了。」

  「これで終わりだ」

  　

  被踩扁了。

  踏み潰される。

  不会说话的人偶被踩烂头部，连临死惨叫都没留下就化为黑尘消失在空中。

  物言わぬ人形は頭を潰され、断末魔すら残さず黒い塵となって空へと消えていく。

  　

  身为下手者的佩萨以忧郁的眼神目送它离去。

  下手人であるペサはそれを物憂げな眼差しで見送っている。

  　

  这是当然的吧。

  当然だろう。

  因为刚才打倒的是佩萨原本的搭档迪加所制造出来的失败作。

  だって今倒したのはペサの本来の相方であるディージャの失敗作だ。

  　

  这是我们在搜索种子的途中第三次遭到袭击，不过这次佩萨发挥了鬼神般的战力。

  種子捜索の最中に襲撃されるのはこれで３回目になるが、今回はペサが鬼神の如き働きをしてくれた。

  迪加・菲亚出现时，佩萨虽然僵在原地好一阵子，但大概是无法忍受搭档被玷污吧。佩萨以超越肉体数次破裂极限的动作，将周围涌出的小恶魔全部歼灭。

  ディージャ・ファリアが現れた時はしばらく硬直していたのだが、相方を穢されたのが耐えきれなかったのだろう。肉体を数度破裂させるほどの限界を超えた動きでペサが周囲に湧いたインプルごと総て殲滅してみせたのだ。

  我？嗯，我有在帮忙加油哦。加油，佩萨！毕竟我是减益魔法！

  俺？　俺はうん、応援してたよ。がんばれーぺさー！って感じ。俺ってデバッファーだし！

  　

  「……怎么了？」

  「……なんだ」

  「没什么，只是想说如果办得到的话，希望你可以一直这么做。」

  「いえ、それができるのであれば、是非いつもやって頂きたいなと」

  「我拒绝。」

  「断る」

  「好过分。」

  「ひどい」

  「有空胡闹的话，不如把种子拔出来。这样所有人都能开花了。」

  「ふざけている暇があるなら種子を抜き出せ。全員開花していただろう」

  「我已经拔了哦。」

  「もうやっていますよ」

  　

  我让在结界中沉睡的人们进入睡眠状态，但还是找不到种子。

  俺が張った結界の中で眠っている人々に意識を潜らせるが、やはり種子は見当たらない。

  虽然每次都是如此，但我们在对付菲亚的期间，种子似乎都被偷偷回收了。

  いつものことだけど、俺達がファリアを対処している間にこっそり種子回収されてるみたいなんだよね。

  　

  虽然只是推测，但回收种子的应该是佛图拉吧。我看见他用远距离操作只回收种子。

  多分だけど回収しているのはフトゥーロだろう。遠隔操作で種子だけ回収していると見た。

  虽然不知道理由是什么！

  理由はわからないけれどな！

  　

  「……种子被你回收似乎对你不利呢。」

  「……種子を貴様に回収されると都合が悪いようだな」

  「是这样吗？」

  「そうなんですか？」

  「英普鲁的种子，说穿了就是普鲁纯种，也就是纯洁之种。

  「インプルの種子はいうなればプルピュアでいうピュアフォンと変わらん。つまりは力の源だ。

  这只是我的推测，但对方应该是害怕你变得更强吧。」

  これは予想だが、貴様がより強くなることを恐れているのだろう」

  　

  咦，我能够变强吗？

  え、俺強くなれるの？

  我现在真的是个废柴，感觉有强化事件要发生？

  今まじでクソザコなんですけど、強化イベント入る感じ？

  　

  这是值得一听的情报，我得努力回收种子才行。

  それは耳寄り情報である。これは種子回収がんばらないとね。

  　

  「以那家伙来说，这想法完全偏离目标，真可笑。」

  「彼奴にしては全く的はずれな考えだ。笑えるな」

  「咦？」

  「え」

  「我们至今回收了大量的种子，但你今天在战斗中也完全碍手碍脚，甚至感受不到变强的征兆，真是令人傻眼。」

  「私達は今まで大量の種子を回収してきた。だが貴様は今日の戦闘でもまるで足手まとい。強くなる兆候すら感じられん。呆れるほどにな」

  　

  坏消息，根本没有强化的旗标。

  悲報。強化フラグなんてなかった。

  不，我又不是主角，所以这也是没办法的事！

  いや俺別に主人公でもなんでもないから仕方ないんだけどさ！

  　

  「我是那个，负责支援的角色。你看，我能够辅助佩萨，或是绊住敌人。」

  「オレはその、サポート役なんで。ほら、ペサの補助とか足止めとかできるから」

  「我如果不袒护你，你早就被打成破布了，居然还这么得意。我要把你磨到消失。」

  「私が庇ってやらなければ瞬く間に襤褸雑巾にされる癖によくも胸を張って言う。磨り潰すぞ」

  「真的很过分！」

  「本当にひどい！」

  　

  佩萨似乎不打算继续陪我们闲聊，立刻变回低耗能模式也就是布偶装，钻进包包里。

  これ以上無駄話に付き合うつもりはないのか、さっさと低燃費モードことぬいぐるみの姿になって鞄の中に潜るペサ君。

  我也解除结界变回男人模样，随便向一个睡着的人借手机叫救护车后，匆匆离开现场。

  俺も結界を解いて男の姿に戻り、適当に寝てる人のスマホをお借りして救急車を呼んでからそそくさと退散する。

  　

  　

  既然例行公事都结束了，我本来打算回家，但仔细想想，今天还有时间。

  これで日課も終わったのでそろそろ帰ろうかなと思ったけれど、そういや今日はまだ時間がある。

  我看了看自己的手机，发现才刚过五点。

  自分のスマホを見てみると、まだ１７時をまわったばかりだ。

  大概是因为今天没有像前几天那样碰上飞梦他们，而且种子在放学没多久就被发现了吧。

  先日のように飛夢君達と鉢合わせるようなトラブルがあったわけでもなく、下校後のかなり早い段階で種子を見つけられたからだろう。

  　

  这样应该还有余力买芝士蛋糕给爸妈。包含佩萨的份，大概要买四块吧。

  これなら親にチーズケーキを買っていく余裕がありそうだ。ペサの分も含めて４つくらい買っておくかな。

  　

  「这么说来，我还没见过名为法利亚的干部，只有佩萨见过吧。」

  「そういえば、これでまだ見かけてない幹部のファリアってペサだけですよね」

  　

  我悠闲地走在前往蛋糕店的路上，突然想到这件事。

  ケーキ屋への道のりをのんびりと歩いている最中、ふとそんな事を思う。

  我吸收佩萨时，流入的记忆中，干部们在开会时的脸，我记得应该只有那些人。

  ペサのことを吸収しようとした時に流れ込んできた記憶で見かけた幹部の会議で見た顔は確かアレで全部だったはずだ。

  　

  「……不，还有一个人。」

  「……いや、もう一人いる」

  「咦？是这样吗？」

  「あれ。そうなんですか？」

  「是四眼田鸡……我之前有说过吧，有个干部不喜欢战斗。」

  「スエーニョ。……以前話したか。戦いを好まない性格の幹部がいたと」

  　

  我想起在丽蔻多剧场中交谈的内容。

  リコルドの劇場の中で交わした会話を思い出す。

  我觉得很可怜。要是自己早点觉醒这股力量，或许就能救到她了，我对此感到有点后悔。

  可哀想だとは思う。自分がもう少し早くこの力に目覚めていれば、助けられたのかもしれないなんて後悔もちょっとだけ。

  　

  「别自己胡思乱想。那家伙原本就是最弱的干部，迟早会被佛图拉放弃，遭到吸收吧。」

  「勝手に気に病むな。そもそもあいつは最弱の幹部でもあった。いずれフトゥーロに見限られ吸収されていただろうさ」

  「顺便问一下，那女孩的能力是什么？」

  「ちなみに、その子の能力はどんなもの？」

  　

  没有回应。

  返事がない。

  　

  我有点在意，便稍微打开包包偷看，佩萨一脸不高兴地看着我。

  気になって鞄をちょっと開けて覗いてみると、ペサはブスッとした顔でこっちを見てた。

  咦，是那么不想说出来的危险能力吗？

  え、そんなに言いたくないほどヤバい能力なんです？

  　

  「……你不用知道。只要记住那是延迟种子发芽的能力就好。对开花后的银莲花无效。」

  「……貴様は知らなくて良い。種子の発芽を遅らせる力だとだけ覚えておけ。開花した後のインプルには通じないからな」

  「可是对纯洁的各位有效吧？」

  「でもプルピュアの皆さんには通じるんですよね？」

  「是啊。但那也不会让那些家伙变弱，说不定反而会强化。」

  「ああ。だがそれで彼奴らが弱体化するということもない。むしろ強化されるかもしれんな」

  「意思是我也是缓冲型吗？」

  「俺と同じバッファータイプってことかぁ」

  　

  试着聊聊看，说不定满合得来的。

  話してみると結構気があったかもしれないなぁ。

  想到自己或许能救到她，果然还是有点伤心。

  俺なら助けられたのかもしれないと思うとやっぱり悲しい。

  　

  当我这么想时，已经能看见商店街了，蛋糕店就在不远处。

  なんて考えているともう商店街が見えてきた。ケーキ屋もすぐそこだ。

  　

  　

  「咦？」

  「あれ？」

  　

  这时我看见某个奇妙的东西。

  そこで何やら奇妙なものを見かけた。

  　

  有个女学生拿着大量纸箱。从制服看来，应该是同校的学生。

  ダンボールを大量に持っている女子生徒がいたのだ。制服からして同じ学校の子だろう。

  她的脚步摇摇晃晃，看起来随时都会倒下，我无法移开视线。

  フラフラと危なっかしい足取りである。今にも倒れそうで目が離せない。

  　

  「啊哇哇！」

  「あわわ」

  「危险！」

  「危ない！」

  　

  她终于失去平衡，手上的纸箱倒了下去。

  ついにバランスが崩れて、持っていたダンボールが倒れる。

  我立刻站到她面前，接住纸箱。

  咄嗟に正面に立ってダンボールを受け止めてやる。

  　

  嗯，纸箱好重，而且没有把手，很难拿呢！

  うん、重い上に取っ手がないと持ちにくいなダンボールの束って！

  我从来没有拿过这么多纸箱，这是第一次！

  こんな大量のダンボール持ったことなかったから初体験！

  　

  「对不起！」

  「ごめんなさい！」

  　

  她向我道歉，但没办法，纸箱挡住我的视线！

  謝罪の声がするけどすまん。ダンボールで前が見えません！

  我的视野被纸箱占据，完全搞不清楚状况！

  視界が全部ダンボールで占められていて、絶賛五里霧中である！

  　

  「可、可以先把纸箱放到地上吗？因为很重。」

  「こ、これ一旦地面におろして構いませんか？　結構重いので」

  「嗯！我马上放下来！真的很对不起！」

  「うん！　全然おろしちゃって！　本当にごめん！」

  　

  我好不容易从纸箱的束缚中解脱，松了一口气。

  なんとかダンボールの呪縛から解かれてほっと一息。

  终于可以看着她的脸说话了。

  やっと顔を見て話せるぜ。

  　

  「真的很对不起，我以为可以拿起来，结果很重。」

  「本当にごめんなさい。イケると思ったんだけど結構重たくて」

  「连我这个男生都觉得很重，你还是不要勉强比较好哦。」

  「男の俺でもまじで重たいって思ったんで無理はしないほうがいいですよ」

  「是啊，因为文化祭快到了，为了班上的摊位，需要很多纸箱。」

  「いやね。文化祭が近いからクラスの出し物のためにダンボール結構必要でね」

  　

  女学生哈哈笑道，好可爱。

  たははと笑う女子生徒。かわいい。

  　

  「你的制服也是源代高中的吧？我也是，不嫌弃的话，我可以帮忙哦。」

  「その制服って同じ源代高校ですよね。俺もそうなんで良ければ手伝いますよ」

  「那真是太好了，可以吗？你现在正要回家吧？」

  「すごく助かるけど、いいの？　今帰る途中でしょ」

  「我刚好有东西忘了拿，正烦恼着要不要回去拿。反正明天学校放假。」

  「ちょうど忘れ物をしてしまって、取りに帰るか悩んでいましたから。明日は学校休みですし」

  「我们学校是六日放假呢。」

  「土日休みだもんねうちの学校」

  「是这样啊，所以我觉得有点伤脑筋。」

  「そうなんです。だから結構困るかなって」

  　

  这是谎话。

  嘘である。

  单纯只是想跟女同学亲近。

  単純に女子生徒とお近づきになりたいだけである。

  　

  想认识同年龄层的女性，是这年纪的男生共通的愿望！

  同年代の女性と知り合いになりたいというのはこの年頃の男子共通の願望なんだよ！

  另外，我的精神年龄是二十四岁。不，就算上了年纪，JK还是另当别论。

  なお俺君は精神年齢はアラフォーの模様。いや歳をとったとしてもJKは別っていうか。

  　

  「真的帮了我大忙。那么，我拿一半，剩下的就拜托你了，可以吗？」

  「本当に助かるよ。それじゃ、半分は私が持つから残りはお願いして良い？」

  「我知道了。」

  「わかりました」

  　

  我把纸箱分成两半。

  ダンボールの束を半分に分けて持つ。

  嗯，这样就算是我这种没力气的家伙也没问题，女同学似乎也没问题。

  うん、これなら非力な俺君でも大丈夫そうだ。女子生徒の方も問題ないようだ。

  　

  我们就这样一起悠哉地走在通往学校的路上。

  そのまま彼女と一緒に学校までの道のりをのんびりと歩く。

  我犹豫着要不要闲聊，但很遗憾，我并没有阳光角色特有的那种主动找女生说话的能力。

  なにか雑談するか迷ったが、男から女に声をかけるなんていう陽キャテクニックはあいにく持ち合わせていない。

  　

  说起来，我连对话的题材都没有。

  そもそも会話デッキがないのだ。

  如果是飞梦同学，就会顾虑到这点，主动找我说话，但我没有那种能力。我想要力量。我想变得受欢迎。

  飛夢君ならそういうのを気遣ってあちらから声をかけてくれたのだが、俺にはそんな力はない。力がほしい。モテモテになりたい。

  　

  「真的很抱歉，让你帮忙做这种杂事。」

  「本当にごめんねー。こんな雑用手伝ってもらっちゃって」

  「不会不会，请别在意。」

  「いえいえ。お気になさらず」

  「不用在意，你讲话的方式好像超成熟的耶。明明不用那么在意。」

  「お気になさらずって、なんかキミ、めっちゃ大人っぽい喋り方するね。そんな気にしなくてもいいのに」

  「哎，这是习惯。」

  「これはまあ、癖なので」

  「呵呵，奇怪的毛病。」

  「ふふ、変な癖」

  　

  啊，她又笑了。好可爱。

  あ、また笑った。かわいい。

  佩萨救我。我会喜欢上这个女生。

  ペサ助けて。俺この娘好きになっちまう。

  　

  处男只要被温柔对待或一笑就会喜欢上对方，这是不治之症啊！

  童貞はちょっと優しくされたり笑いかけられただけで好きになっちゃう不治の病にかかってるんだよ！

  再这样下去我会忍不住告白！虽然我连告白的勇气都没有！

  このままじゃ耐えきれず俺君告白しちゃうぞ！　告白する勇気もないけどな！

  　

  「我猜你该不会比我大吧？我读一年级耶。」

  「もしかしてだけど、キミって年上？　私１年なんだけど」

  「啊，我读二年级。」

  「あ、２年ですね」

  「果然。对不起，我不该用这种口气讲话。」

  「やっぱり。ごめんなさい。生意気な口きいちゃって」

  「不用在意，讲话轻松一点没关系。」

  「お気になさらず。気軽な喋り方で構いませんよ」

  「唔哇～～好成熟。原来一年级就会变这么多。我们班同学都像小鬼，真希望你可以当我们的榜样。」

  「うわー、大人だ。１年でこんな変わるもんなんだね。うちのクラス皆ガキっぽいんでまじで見習って欲しい」

  　

  据说从女学生的角度来看，同年龄层的男性都像是小鬼，看来似乎是真的。

  女学生からすると同年代の男性は皆ガキに見えるなんて話があるけれどどうやらマジだったらしい。

  莫非有机会靠年长加分？！

  もしや年上ボーナスでまじでワンチャンあるのでは？！

  　

  「啊，不过春鹿不一样。」

  「あ、でもハルカは違うかな」

  「……春鹿？」

  「……春鹿？」

  「是的。我们班有个叫春鹿的人，她跟其他人完全不一样，非常沉稳，感觉就像学姐。」

  「はい。うちのクラスに春鹿ってやつがいるんですけど、他のみんなと全然違ってて、凄く落ち着きがあるっていうか。先輩みたいな感じの人なんです」

  　

  先不管我这种人，冷静沉着这点，确实符合春鹿飞梦给人的印象。我想应该是同一个人。

  俺みたいっていうのはまあ置いといて、落ち着きがあるっていうのは飛夢君こと春鹿飛夢のイメージと合っている。多分同一人物だろう。

  　

  我斜眼偷瞄女同学的脸，发现她提到春鹿飞梦时，表情似乎稍微放松了点。

  横目でこっそり女子生徒の顔を見てみると、飛夢君の話をしていると少し表情が緩んだ気がする。

  　

  「……你该不会喜欢那个叫春鹿的女生吧？」

  「……もしかして、その春鹿って子の事好きなの？」

  「啊，你看得出来吗？哎呀～」

  「あ、わかっちゃいます？　いやー」

  　

  我君爆速失恋。

  俺君爆速失恋。

  　

  不，我并没有喜欢她。我原本就不打算跟她发展成那种关系。

  いや、別にね。元からそういう関係になろうとか思ってたわけじゃないし。

  这个纸箱也不是别有用心，我只是真心想帮忙才帮忙的。

  このダンボールも別に下心とかあったわけじゃないからね。本当に手伝いたくて手伝っているだけだし。

  可是胸口好难受。我好伤心。为什么处男老是在每分每秒失恋啊。

  でも胸が苦しい。悲しいよ俺は。童貞ってなんでいつも毎秒失恋しちゃうん。

  　

  「我自认很积极进攻，可是完全玩不到她。而且最近听说她在校门口交了新女友……」

  「結構アタックしてるつもりなんですけど、全然遊べてないんですよね。それに最近なんか校門前に彼女またせてたって話もあって……」

  「啊～那好像不是她女朋友哦。」

  「あー、アレは彼女じゃないらしいですよ」

  「咦，你怎么会知道？」

  「え、なんで知ってるんですか」

  「其实之前偶然有机会跟她聊过。当时聊了很多。」

  「実はこの前偶然話す機会がございまして。まあその折に色々と」

  「真的吗？太好了～！」

  「まじですか。よかったー！」

  　

  提到春鹿飞梦，我忽然想起前几天项链的事。

  飛夢君の話をしていると、ふと思い出すのは先日のネックレスの件。

  飞梦同学说，她就像一朵高不可攀的鲜花，只有价值不菲的饰品才配得上她。

  それなりに値が張るアクセサリーでなければ相応しくないと思えるほどの高嶺の花。そんな子が片思い相手であるという飛夢君の話だ。

  　

  这么说来，走在我旁边的女同学长得挺漂亮的，制服也洗得很干净，没有皱褶。她大概很常去洗衣店吧。

  そういえば、見たところ隣を歩く女子生徒は結構な美人だし、制服もかなり綺麗にされておりシワなどは見当たらない。おそらくそれなりの頻度クリーニングに出されているのだろう。

  乐福鞋也亮晶晶的，没有明显的脏污。不过她似乎穿得很习惯，想必也很会保养皮鞋。

  ローファーだって艶がしっかり出ている汚れもあまり見当たらない。けれど履き慣れているようだから革靴のお手入れにも慣れていると思われる。

  　

  从这些细节可以推测，她来自富裕的家庭，愿意花钱在穿着上。

  ここから察せられる事はつまり、それだけ見た目にお金を割けるほど裕福な家庭であるということだ。

  顺带一提，这些知识来自我前世看过的女高中生角色扮演AV。那个男优自称睡过一万多名大小姐JK，应该不会有错。

  ちなみにこれらの知識は前世でお世話になった女子高生モノのコスプレAVからである。お嬢様JKを1万人以上抱いたという設定の校長役男優が言ってたから間違いない。

  　

  「我姑且问一下，可以吗？」

  「一応聞きたいんだけど、いいかな？」

  「可以啊。我反而很感谢你愿意帮忙，你问吧。」

  「大丈夫ですよ。むしろ手伝ってもらっちゃってるんで何でもオーケーです」

  「那，你家很有钱吗？」

  「じゃあ、実家がお金持ちだったりします？」

  「……？这问题是什么意思？我家有亲戚是某公司的董事。」

  「……？　なんですかその質問。一応うちの親戚がある会社の取締役だったりしますけど」

  「这样啊，果然……」

  「そうですか。やはり……」

  　

  她好像有点警戒我，反正我本来就没戏，无所谓啦！

  なんか警戒されちゃったけど、どうせ俺は脈なしなんで別にいいもんね！

  不管怎么说，我的猜测似乎是对的。虽然只是推测，但飞梦同学单恋的对象应该就是她吧。

  それはそうと俺の予想は当たってるっぽい。恐らくだけど飛夢君の片思い相手はこの子なのだろう。

  　

  话说，这样不就是两情相悦吗？真是太好了。

  ていうか両片想いってことじゃん。非常に良きかな。

  叔叔我最喜欢这种剧情了！光是这样就能让我多吃三碗饭！

  おじさんそういうの超絶大好きよ！　これだけでご飯３杯はいけるね！

  　

  「刚才的问题并没有深意哦。只是跟我跟他聊天时提到的话题有点关系而已。」

  「今の質問、別に深い意味とかはありませんよ。俺が彼と話をした時に上がった話題とちょっと関係があっただけですから」

  「咦？那是什么意思！我超在意的！」

  「え、それどういうことですか！　まじ気になるんですけど！」

  「这我不能说。总之，请加油吧。」

  「それは言えません。まあ、頑張ってください」

  「为什么你要帮我加油啊！」

  「なんで応援されたんですか私！」

  　

  我随便敷衍了一下应该很在意而睡不着的她，回过神来才发现已经回到学校了。

  気になって夜も眠れなくなったであろう彼女を適当にあしらっていると、気付けば学校に戻ってきていた。

  反正我刚才也说过要帮忙把东西搬到教室，但她以马上就要到了为由拒绝。

  どうせだし教室まで持っていくのを手伝うと言ったのだが、もうすぐそこだからと断られてしまう。

  　

  「真的帮了大忙！文化祭时，如果来我们班的话，记得找我哦！我会给你优惠！」

  「本当に助かりました！　文化祭、うちのクラスに来たら声かけて！　サービスするんで！」

  　

  她说了很令人开心的话呢！

  嬉しいことを言ってくれるね！

  文化祭时，我应该会悠哉地逛过去，所以能增加想去的地方，真的是帮了大忙。

  文化祭は多分だけど俺君は適当にのんびりして流すだろうからこうして行きたいところが増えるのは凄く助かる。

  　

  顺带一提，我们班好像要开可丽饼店。我负责招揽客人，工作就是单纯在学校里拿着招牌到处走。

  ちなみに一応、俺のクラスはクレープ屋をするらしい。俺は単なる呼び込み役でただただ学校の中を看板を来て歩き回るだけのお仕事である。

  由于招牌又要花大钱，所以制作时间已经决定从一周前开始，我们班真的没有任何准备。

  また看板は嵩張ってしまうということで作成は一週間前からということが我がクラスのホームルームで決まっており、まじで俺のクラスは今やる準備が何も無い。

  　

  由于前年和前世的感觉都差不多，总觉得看到像那样全力享受文化祭的学生，就会让我感到羡慕。

  前年も前世も似たような感じだったので、なんだかああやって文化祭を全力で楽しんでいる学生を見ると羨ましさを覚えてしまう。

  　

  「话说回来，今天中午我也看到女仆呢。」

  「そういや、今日の昼間メイドも見かけたなあ」

  　

  我想起漫画研究社的家伙们穿着女仆装。

  漫画研究部の奴らがメイド服を着ていたのを思い出す。

  听说他们好像要开女仆咖啡厅。我有点想去看看。

  何でもメイド喫茶をやるらしい。あれはちょっと行きたいかもって思っちゃった。

  　

  顺带一提，他们全都是肌肉猛男。身高大概全都是一八○左右。

  ちなみに全員筋肉ムキムキだった。身長とかたぶん全員１８０くらいあった。

  你们的肌肉是从哪里来的啊？现在立刻转去运动社团去拿金牌吧。

  お前らの筋肉どこから来たんだよ。今すぐ運動部に鞍替えして金メダル取りに行けよ。

  　

  「既然要开，要是那种感觉的可爱女生穿的话就好了。」

  「どうせなら、ああいう感じで可愛い女の子が着てくれたらいいのに」

  　

  我目送着正好在走廊上擦身而过，穿着礼服，戴着面具的少女。

  ちょうど今廊下ですれ違ったメイド服ではないけれど、ドレスで着飾った仮面をつけた少女を見送る。

  外国人特有的醒目发色与端正的脸蛋。非常漂亮，真棒。

  外人さん特有の目立つ髪色と整った顔。とっても綺麗で良きでした。

  　

  话说回来，在学校不太会看到穿礼服的人，是戏剧社吗？

  にしても学校でドレスなんてあまり見ないけれど演劇部だろうか。

  戏剧社每年都致力于文化祭，听说会演很费工的戏，所以可能是演员之一。

  演劇部は毎年文化祭に力を入れており、手の込んだ劇をするとの事なので演者の１人かもしれぬ。

  　

  「……社团活动啊……」

  「……部活かぁ」

  　

  老实说，我很有兴趣。

  正直なところ興味はあった。

  国中时期，我也有过犹豫要不要加入社团的时期。

  中学生の頃は入るか悩んでいた時期もあった。

  　

  不过，我最后还是放弃了。

  ただまぁ、やめておいた。

  虽然这是前世就明白的道理，但我属于三天打鱼，两天晒网的类型。

  前世の時点でわかっていることだけれど、俺は結構三日坊主とかよくしちゃうタイプなのだ。

  难得加入社团，还办了欢迎会，但要是才过几天就不去社团教室，那就太对不起大家了。

  せっかく部活に入ったのに、歓迎パーティーとかしてもらったのに、数日もしたら部室にいかなくなるなんてなったら申し訳ない。

  不过，也可以说是因为有前世的经验，我才会没有加入社团的勇气。

  まあ結局のところ前世での経験があったからこそ、部活に入る勇気が出なかったとも言える。

  　

  「如果被忘记的话，就……」

  「忘れられたなら、なんてね」

  　

  我当然不可能忘记前世。

  俺が前世を捨てるなんて、できるはずもないのだけれど。

  　

  我甩了甩头，把这种天真的想法赶出脑海。

  ちょっとナイーブな考えがよぎって、頭を振って追い出す。

  我把行李放在已经没人在的教室，悠哉地看着窗外。

  特に戻る意味もなかった俺のクラスの教室に荷物を置いて、のんびり窓から外を見る。

  空无一人的教室，待起来真的很舒服。

  誰も残ってない教室は本当に居心地がいい。

  　

  对班上没人说话的我来说，白天的教室就跟地狱没两样。

  クラスで喋る人がいない自分からすると日中の教室はまじで地獄と変わらない。

  我只能趴在桌上，假装睡觉，等待时间过去。

  一生机の上に頭を伏せて、寝たフリモードで時間が過ぎ去るのを待つしかできないのだから。

  　

  「……什么嘛，你终于照我的话做了吗？」

  「……なんだ。ようやく私の言う通りにしたのか」

  「佩萨，你怎么会在教室跟我说话？要是被人看到就糟了。」

  「ペサ、どうしたのですか？　教室でわたくしに話しかけるなんて。もし人に見られたら大変ですよ」

  「你也是，要是被人看到，也会很困扰吧。」

  「貴様もその姿だと見られたら困るだろう」

  　

  听她这么一说，我才发现自己穿着礼服到处跑确实非常不妙。虽然色调偏暗，但平常我可不会穿这种衣服！

  言われてみると確かにこんなドレスを着た状態で出歩くのは非常に不味い。暗めの色合いとはいえこんなん日頃から着てるやついないよ！

  话说回来，我是什么时候变成这副模样的？我完全没有印象。

  てか、いつの間にこんな姿にとも思った。まじで全然記憶にないんですけど。

  　

  「你干嘛那么惊讶？」

  「何をそんなに驚いている」

  「啊，没事。我只是不记得自己换过衣服。」

  「あ、いえ。着替えた覚えがなくて」

  「什么？」

  「なに？」

  　

  我把长发拨到耳后，用智能手机的拍照功能代替镜子确认自己的模样。

  自分の長い髪を耳にかけて、スマホの写真機能を手鏡代わりに自分の姿を確認する。

  嗯，美少女。好可爱。是我看惯的女人。

  うん、美少女。かわいい。見慣れた女の姿である。

  　

  可是衣服不一样。我穿着一件完全没看过的礼服。

  でも服は違う。まるで見覚えのないドレスを着ている。

  从礼服的质料触感来看，感觉价格不便宜。有种厚重的质感。

  ドレスの生地とか触ってる感じ、これ結構いい値段しちゃうんじゃないの感ある。なんか重厚感がすごい。

  　

  「你刚才放下我背的包包，离开了几分钟吧。回来的时候应该是穿那套衣服。」

  「貴様先程私の入った鞄を置いて、数分離れただろう。戻ってきたときにはその服と姿だったはずだ」

  「我完全没有印象。」

  「記憶にないんですけれど」

  「……啧。是幻觉吗！」

  「……チッ。スエーニョか！」

  　

  佩萨变回人形，东张西望。

  ペサが人の姿に戻って何やらあたりを見回している。

  看来她是在寻找小恶魔的气息。

  どうやらインプルの気配を探っているようだ。

  　

  我心想自己应该也做同样的事，于是将意识转向周遭。

  自分もやるべきだろうかと思って、意識をあたりに向ける。

  　

  嗯～～什么也看不到！

  んー。な～んも見えません！

  什么也看不到，甚至令人惊讶！

  びっくりするくらい何も見えません！

  　

  「感觉不到小恶魔的气息呢。」

  「インプルの気配は感じられないですね」

  「应该是苏妍・法利亚对你做了什么干涉吧。她的力量跟莉可朵一样，都是催眠系。」

  「おそらく貴様にスエーニョ・ファリアから干渉があったのだろう。彼奴の力はリコルドと同じで催眠系だからな」

  「也就是说，虽然时间很短，但我的记忆被她动了手脚？」

  「つまり短い間ですけれど、わたくしが記憶をいじられていたと？」

  「应该是没错。你有没有想起什么？苏妍的力量原本应该对暗影无效，虽然不知道你为什么会这样，但应该多少有抗性才对。」

  「間違いないだろう。なにか思い出せることはないか。スエーニョの力は本来インプルには効かないはずだ。貴様が何故そうなったのかは知らんが多少の耐性はあるはずだ」

  「……嗯——」

  「……うーん」

  　

  我努力回想。

  頑張って思い出そうとしてみる。

  啊——这么说来，刚才好像有个女生跟我擦身而过，还跟我说话。

  あー、そういえば、なんかさっきすれ違った女の子に声をかけられた気がする。

  　

  

  

  　

  「啊——呃——我想起来了。」

  「あー。えーっと、思い出しました」

  「想起什么了！快说！」

  「何を思いだした！　早く言え！」

  　

  佩萨抓着我的肩膀催促我。

  自分の肩を掴んで急かしてくるペサ君。

  很痛耶。对待女生应该更温柔一点吧。呃，我知道自己很没女人缘就是了！

  痛いって。女の体はもっと優しく扱い給えよ。いや女捨ててるとは自覚してるけどさ！

  　

  「她好像觉得我很奇怪，所以跟我交换了衣服。」

  「わたくしが男の服を着ているのが不思議だったみたいで、服を交換してもらってましたね」

  「然后呢？」

  「それで他は何があった！」

  「就这样。」

  「それだけです」

  「……啊？」

  「……は？」

  　

  很好啊，我什么奇怪的事情都没说。安全上垒。

  良かったじゃん。俺変なこと何も口走ってないよ。セーフセーフ。

  可是佩萨依然停在原地。为什么？

  しかしペサは停止したままである。なんでや。

  　

  「为什么？苏妍什么都没问你吗？」

  「何故だ。スエーニョから何も問われなかったのか」

  「嗯，没有。」

  「まあ、特に」

  　

  我回想起所有事情，包括我发呆走在路上时，以及疑似是素燕的少女找我说话时的事情，但除此之外真的什么也想不起来。

  ぼーっと途中歩いてたところもスエーニョらしき少女から話しかけられたところもすべて思い出したけれど、まじでそれ以外はなんもないぞ。

  啊，说不定是类似莉可儿的过去捏造，被植入了虚假的记忆。

  あ、もしかしてリコルドの過去捏造みたいな感じで偽の記憶を植え付けられたのかもしれない。

  　

  「有没有可能是过去捏造骗了我？」

  「過去捏造で私が騙されているという可能性はありませんか？」

  「没有，我可以断言不可能。凭素燕的能力不可能办到那种事。

  「ない。断言するが有り得ない。スエーニョの能力ではそんなことは不可能だ。

  追根究柢，她跟能对小恶魔使用能力的莉可儿不同，她的能力对小恶魔绝对不管用。

  そもそもインプルに対しても能力が使えるリコルドと違って、スエーニョの能力はインプルには絶対に通じない。

  因为素燕的力量是否定小恶魔本身的力量。」

  スエーニョの力はインプルそのものを否定する力だからな」

  「实际上我就有被她攻击过。」

  「実際わたくしがかかってるんですけれど」

  「谁管你啊，因为你太特殊了。不知道为什么就是会被你攻击！」

  「知るか。貴様が特殊すぎるのだ。何故かかっているのだ！」

  　

  她好像很生气，好可怕。

  なんかブチギレておる。怖い。

  　

  「总之，要是太吵的话可能会被谁看见，请你先回去吧。」

  「とりあえず、あまり騒いでしまうと誰かに見られるかもしれませんから、一度戻ってください」

  「……啧，没办法。」

  「……チッ。仕方あるまい」

  　

  我好不容易把佩萨封回书包里，思考该怎么办。

  なんとかペサを鞄に封じ込めて、どうするかと考える。

  可是再怎么想也想不出任何办法。我脑袋真差！

  しかし考えても何も思いつきません。自分、頭悪いんで！

  　

  总之先离开学校比较好吧，虽然提不起劲，我还是走出教室。

  とりあえず学校からは出たほうがいいだろうと思い、気が乗らないけれど教室から出る。

  得小心别被任何人看见！

  誰にも見られないようにしないと！

  　

  　

  「哇！咦，这不是春鹿认识的人吗！」

  「うわ！　え、春鹿の知り合いの子じゃん！」

  　

  才一秒就被发现了。

  秒で見つかりました。

  真的才刚出门就被发现了。

  まじで出てからすぐに見つかりました。

  　

  而且这家伙看起来好眼熟！

  しかもこいつ凄く見覚えあるぞ！

  不就是前几天飞梦同学买项链时，一起出现的人吗！

  つい先日飛夢君がネックレス買っていた時に一緒に居たやつじゃん！

  　

  「咦，你那是什么打扮！虽然很好看啦。」

  「え、なんスかその格好！　めっちゃ綺麗なんスけど」

  「不好意思，因为一些原因……」

  「すみません。色々ありまして……」

  「你该不会在找春鹿吧？我想也是，听说你们不同校，不然怎么会出现在这种地方呢！」

  「もしかして春鹿の事探してる感じスか？　そうスよね。学校違うって聞いてるし。じゃなきゃこんなとこいるわけないスよね！」

  　

  退路被堵死了！

  逃げ道塞いでくるやん！

  你竟然爆速封锁我的退路！！

  爆速で逃げ道封鎖してくるやんキミ！！

  　

  连我自己都吓了一跳！

  自分ちょっとびっくりだよ！

  在我拼命想借口逃离这里时，一不注意就被抓去见家长了！

  何とかここから脱するうまい言い訳探してる間に気づいたら連行確定させてくるやん！

  　

  「呃，那个，是的。」

  「まあ、その、はい」

  「果然！春鹿的教室在这边！那家伙还在！」

  「やっぱり！　春鹿の教室こっちスよ！　まだ残ってるんでアイツ！」

  　

  我只好跟着佐藤同学走。

  先導されるまま仕方なく着いていく。

  虽然现在已经过了下午五点，留在教室的学生非常少，但还是有几个人经过，一直盯着我看，让我如坐针毡。

  とっくに１７時をまわっているということもあって残っている生徒数は非常に少ないのだけれど、それでも何人かとすれ違うこともありジロジロと見られてまじで居心地が悪い。

  　

  「就是这里！哎呀～春鹿一定会很高兴的。」

  「ここッス！　いやー春鹿絶対喜ぶぞ」

  　

  佐藤同学用力打开门。

  ガラッと勢いよく扉を開ける佐藤君。

  教室里还有几个人，大概是距离文化祭只剩一周，所以正在努力准备吧。

  教室の中には数人残っているようだ。文化祭まで残り１週間ということで張り切っているのだろう。

  　

  话说，所有人的视线都集中在门上的声音，害我一下子被众人注视，真是难为情。

  ていうか全員の視線が扉の音のせいだろうけれど一気に集まってまじで恥ずかしい。

  为什么我要穿礼服啊？虽然纯洁派服装和迷你裙礼服很像，但兜帽可以遮住脸和周围的视线，所以还能忍受。

  なんで自分ドレス姿なんだよ。プルピュア衣装もミニスカのドレスっぽいけど、フードで顔と周りからの視線を隠せるから我慢できる。

  可是，我现在穿的礼服会露出脸，当然会被人看见，我当然会立刻察觉。大家的视线都集中在我身上！

  でも今着てるドレスは普通に顔出てるから当然相手に見られてるのがすぐわかる。めっちゃ視線集まってるよ！

  　

  「春鹿！我带女朋友来了！」

  「春鹿！　カノジョ連れてきたぞ！」

  「滩、滩同学？！」

  「は、灘さん？！」

  　

  正在用纸箱制作招牌的飞梦同学，把工具放在地上，跑了过来。

  看板らしきものをダンボールで作成中だった飛夢君が道具を床に置いて駆け寄ってくる。

  哎呀，真的很抱歉，真的很抱歉打扰你工作！

  いやまじですまん。まじで仕事の邪魔してすまん！

  　

  是说，除了飞梦同学以外，还有一个人一直盯着我看！

  てか飛夢君以外に１人めっちゃ視線ぶつけてくる人いるんですが！

  我好像见过她，她不就是刚才和我一起待在纸箱里的女学生吗！

  顔も見覚えあるっていうか今さっきまで一緒にいたダンボールの女子生徒じゃん！

  她狠狠地瞪着我，眼神仿佛要射出光束！

  目からビーム出てきそうなくらい睨みつけてきてるんですけど！

  　

  「你怎么会在这里？话说，那身衣服是……」

  「なんでここに。というかその服は」

  「那个，真的发生了很多事，我很难开口，可以给我一点时间吗？」

  「その、本当に色々ありまして、申し上げにくいのですが少しだけ時間を頂いても構いませんか？」

  「嗯，你等一下，我去跟大家说一声。」

  「うん。少しだけ待ってて。皆に声かけてくるから」

  　

  飞梦同学立刻去找文化祭的执行委员。

  すぐに文化祭の実行委員らしき人に話しかける飛夢君。

  他低头道歉，害我觉得很抱歉，竟然让他陪我这种人来。

  頭を下げており、自分なんかに付き合わせてしまった事に申し訳なくなる。

  　

  我看着这样的飞梦，发现有个女学生站在我身旁。

  そんな飛夢君を眺めていると、なんか隣に女子生徒が。

  嗯，我见过她。就是刚才一直瞪着我的女生，就是那个纸箱女。

  うん。見覚えあるね。さっきから睨んできてる子である。例のダンボールの子である。

  　

  「……你过来一下。」

  「……ちょっといい」

  「好，没问题。」

  「はい。構いませんよ」

  「你跟春鹿是什么关系？」

  「あなた、春鹿のなに？」

  　

  哎呀，我就知道她会问这个问题！我就知道她绝对会问！

  いや絶対来ると思ったその質問！　間違いなく来ると思った！

  而且我刚才不是才说过吗！

  というか自分さっきも言ったじゃん！

  我不是她的男朋友啊！

  彼女じゃないですよって言ったじゃん！

  活了十七年，我从来没觉得这么恐怖过！

  今生１７年生きてきてこんなに怖いって思ったことないよ！

  　

  「我们是好朋友。」

  「親友ですね」

  「好朋友？开玩笑的吧。」

  「親友？　冗談でしょ」

  「是真的。再说，飞梦他……」

  「本当です。そもそも飛夢君は」

  「他？」

  「アスムくん？」

  　

  咿！

  ひぇっ。

  我吓到抖了一下。

  怖くてビビっちゃったよ。

  搞不好真的会尿出来。太恐怖了，不妙啊！

  まじで漏らすかもしれない。怖すぎてヤバいわよ！

  　

  「那个，听说飞梦他有喜欢的人。」

  「その、飛夢君には、好きな人がいるそうなので」

  「……啊？！」

  「……はぁ？！」

  　

  而且就是她！

  ていうかお前だよ！

  我可不想被狗咬，所以不会真的夹在你们中间！

  自分別に犬に噛まれたくないのでまじで間に挟まったりしませんから！

  　

  而且我的性向也不是男性，而是女性！

  それと性的嗜好も普通に男性じゃなくて女性だし！

  真要说的话，我觉得你比较可爱，而且刚才也这么觉得！

  どっちかというと君のほうが可愛くて良いなって思ってたしさっきまで！

  现在？现在太恐怖了，办不到！比起性方面的欲求，生存方面的欲求比较强烈！

  今？　今は怖くて無理です！　性的欲求より生存欲求の方が強いよ！

  　

  「什么啊。咦，所以春鹿，你真的是恋弟控？」

  「なにそれ。え、じゃあまじで春鹿、シスコンなの？」

  「抱歉，我花太多时间了……咦，你怎么了？」

  「ごめん。時間かかっちゃって……。あれ、どうしたの？」

  「没事！对不起，滩同学！我不该乱缠着你！」

  「なんでもない！　ごめんね灘さん！　変に絡んじゃって！」

  「请别放在心上。能和你聊上几句，我感到十分荣幸。请加油吧。」

  「気に病まないでください。お話できて光栄でした。頑張ってください」

  「为什么你要帮我加油啊！」

  「なんで応援されてるの私？！」

  　

  飞梦同学歪着头，一副无法理解状况的样子。

  状況が理解できてない飛夢君は首を傾げている。

  放心吧，你就维持现状吧。毕竟两情相悦的男女，多少有些误会才会更炽热。

  大丈夫。君はそのままで居てくれたまえ。両片想いは多少のすれ違いがあったほうが燃えますし。

  　

  「……总之，我大概明白你的状况了。」

  「……とりあえず、キミも私と同じなのはなんとなくわかったわ」

  　

  她一副很懂的样子。

  なんか訳知り顔しておる。

  单身狗的意思吗？放心吧，我可是累积了十七年单身资历的熟练单身狗。

  独り身って意味かね。安心なされよ。自分はこの１７年ボッチ歴を重ねてきた熟練の独り身である。

  我和大小姐不同，已经上了年纪，所以很有耐性哦。骗你的，我一个人很寂寞。

  お嬢ちゃんと違って年季が入ってるので耐性もあるのですよ。ウソです１人寂しいです。

  　

  「总之，身为同伴，我也会为你加油的。毕竟我可不想和你结怨。」

  「まあ、仲間として私からも応援するよ。恨みっこなしだからね」

  「好的，谢谢你。我们彼此加油吧。」

  「はい。ありがとうございます。お互い頑張りましょうね」

  「总觉得我被晾在一旁……」

  「なんか僕、置いてけぼりなんだけど……」

  　

  给我闭嘴，你这个万人迷！

  黙り給えよモテ男め！

  真是的，我也想要邂逅啊，可恶。

  まったく、自分も出逢いが欲しいぜこんちくしょうめ。

  　

  先不管这个，飞梦同学，真的很抱歉。

  それはそうと飛夢君本当にごめんよ。

  我打扰了你们准备校庆，真的很抱歉。

  まじで文化祭の皆でワイワイしながら準備するっていう青春の一幕邪魔しちゃって申し訳がない。

  　

  「总之，我们回家吧，滩同学。我送你回家。」

  「とりあえず帰ろうか灘さん。家まで送るから」

  「啊，好的。」

  「あ、はい」

  　

  我向纸箱君挥挥手，便直接离开学校踏上归途。

  ダンボールの君に手を振ってから、そのまま学校を出て帰路につく。

  走在我身旁的飞梦君，脸上依然挂着困惑的表情。

  横を歩く飛夢君は未だに困惑顔である。

  　

  「不好意思，我忽然就穿着这身衣服跑过来。」

  「すみません。突然こんな格好で押しかけてしまって」

  「别在意。虽然吓了一跳，但幸好有看到你的脸。」

  「気にしないで。驚いちゃったけど、でも顔を見られてよかったから」

  　

  他依然不会问我发生了什么事，这点让我留下非常好的印象。

  相変わらず何があったかとかは聞かないところが非常に好印象である。

  可以的话，我希望他不要卷入麻烦事，保持一定的距离感。

  できれば彼には荒事に巻き込まれないよう一定の距離感を保っていてほしいので。

  　

  不过，就算他稍微靠近我也没关系。

  それはそうと少しくらい近づいてもらっても大丈夫である。

  因为他从刚才开始，就一直在偷瞄走在我身旁的自己。

  さっきから隣を歩いている自分の事をチラチラ見てるのは気づいているのだよ。

  　

  「是。」

  「はい」

  「呃，这是……」

  「えっと、これって」

  「你认错人了吗？我还以为你会像以前一样，跟我牵手呢。」

  「見誤りましたか？　てっきり、以前のように手を繋いでくださるのかと」

  　

  因为我最清楚自己有多废。

  自分がポンコツなのは自分が一番理解しておるからね。

  再加上我穿着纯洁服装，脚上却穿着没穿过的细高跟鞋，看起来肯定比平常还要危险。

  プルピュア衣装でも履いてないような細いハイヒールを履いているのもあっていつにも増して危なっかしく見えるに違いあるまい。

  　

  顺带一提，老实说，我不知道自己为什么能穿着这种鞋子，若无其事地走路。

  ちなみに正直なところなんでこういう靴とか履いてたりしても平気で歩けるのかはわかりません。

  是纯洁光环在帮我吧。毕竟那东西好像会帮助未来的人。

  ピュアフォンがなんとかしてくれてるんやろ。あれって未来に進む人の助けをしてくれるみたいだし。

  　

  「啊，不，说得也是。」

  「あ、いや、そうだよね」

  　

  飞梦君苦笑着牵起我的手。

  苦笑いしながら飛夢君が手を取ってくれる。

  　

  握法好像有点不一样。我看了看我们十指相扣的手。

  微妙に握り方が違う。指を絡めるように繋がっている自分達の手を見る。

  接着我看了看飞梦，他好像有点扭扭捏捏的。

  次に飛夢君を見る。なんかモジモジしておる。

  　

  嗯，既然害羞就别牵啊！

  うん、恥ずかしいならやるんじゃない！

  这种牵手方式只有情侣才会做，这点我自己也很清楚！

  こんな手の繋ぎ方は恋人がするものだって自分だって知ってるんだぞ！

  不，我并不觉得反感，所以没关系！

  いや別に悪い気分はしないからいいけど！

  我马上就知道你在开玩笑，所以没关系，但你可不能对朋友做这种事啊！

  おふざけって自分はすぐわかるからいいけど、こんなこと自分以外の友人にするんじゃないぞ！

  　

  「其实，因为礼服很漂亮，我不知道该说什么才好。」

  「実はその、ドレスが綺麗だったから、なんて声かければ良いのか分からなくて」

  「哦，原来是这么回事。我好像被敌人催眠了，回过神来就发现自己穿上了这套衣服。」

  「ああ、そちらだったのですね。少し敵に催眠をかけられたらしく、気付けばこんな衣装にされてしまったんですよね」

  「诱、催眠？！」

  「さ、催眠？！」

  　

  不要大声嚷嚷！

  大きい声はやめるんだ！

  我们靠得这么近，而且手还牵得这么害羞，所以距离比平常更近，所以更让我吓了一跳！

  すぐ隣でしかもこんな恥ずかしい手の繋ぎ方してるもんだからいつもより距離が近いわけで、尚更びっくりするんだよ！

  　

  「他有没有对你做什么奇怪的事？！你还好吗？！」

  「なにか変なことされなかった？！　大丈夫？！」

  「谢谢你这么担心我。我没事，只是被换了套衣服而已。」

  「心配してくださってありがとうございます。大丈夫ですよ。ただ服を着替えさせられただけですので」

  「这样啊……太好了，真是太好了。」

  「そっか……。良かった。本当に良かった」

  　

  有必要这么惊讶吗？

  そんな驚くことだろうか。

  催眠有那么可怕吗？

  催眠ってそんな怖いことかなと考える。

  　

  催眠强奸、催眠失身、催眠认知改变、催眠认知阻碍。

  ふむ、催眠レイプ、催眠寝取られ、催眠認識改変、催眠認識阻害。

  嗯嗯嗯，不行。我的脑袋里全都是粉红色，而且只冒出很糟糕的内容。

  ふむふむ。あかん。自分の頭の中全部ピンク色でヒドイ内容しか出てこない。

  飞梦同学比我还要纯洁，不会想我这种奇怪的事情啦！开什么玩笑！

  飛夢君はもっとピュアで自分みたいな変なことは考えたりしないんだよ！　ふざけんな！

  　

  「话说回来，这个周末要做什么呢？目前我没有任何计划。」

  「そういえば今週末はどうしましょう。今のところ何の予定もありませんが」

  「啊～对不起，滩同学。这个周末，我打算去外公的店里打工。」

  「あー。ごめんね灘さん。実は今週末、祖父のお店でバイトすることになってて」

  「这样啊，真可惜。」

  「そうなんですか。残念です」

  　

  我下意识说出口的话，让我有点惊讶。

  無意識に出た言葉にちょっと驚く。

  看来我似乎很期待跟飞梦同学一起度过周末，才会突然觉得可惜。

  咄嗟に残念って思えるくらいにどうやら自分は飛夢君との週末を楽しみにしていたようだ。

  　

  「我有点冲动购物。因为文化祭会花不少钱，所以趁现在存一点钱，不然会很伤脑筋。」

  「ちょっと衝動買いしちゃって。文化祭は結構お金も使っちゃうから今のうちにある程度ないと困るから」

  「冲动购物吗？飞梦同学给人的印象很成熟，所以我很意外呢。」

  「衝動買いですか。飛夢君は大人びているというイメージがあるので意外ですね」

  「我完全是个小孩子哦。我习惯不考虑后果。我希望自己可以像滩同学一样，总是很冷静。」

  「僕なんて全然子供だよ。後先考えない癖があるんだよね。灘さんみたいにいつも落ち着いた人になりたいって思うよ」

  「咦？我可是那种一天就把零用钱花完，然后跑去电玩店的人哦？」

  「え、わたくしお小遣いとか１日でゲームショップで使い切ってしまうタイプですよ？」

  「……咦咦？这个嘛，啊～不过，滩同学也有这种地方呢。」

  「……えぇ。それは、あーでも、灘さん結構そういうところあるものなあ」

  　

  什么嘛，你到底想说什么？

  なんだ。何がいいたい。

  你是想说我是个逊炮吗？

  ポンコツといいたいのか貴様は。

  我有自觉啦！可是只要我想要，自制心就会变成尼特！

  自覚はしてるんだよ！　でも欲しいと思ったらこう、自制心がニートなんですよね！

  我得赶紧让自制心君去斡旋工作才行。我的钱包已经撑不下去了！

  早急に自制心君に仕事を斡旋しなければならぬ。財布がもたん時がきているのだ！

  　

  我们聊着聊着，很快就到家了。

  なんて雑談していると間もなく我が家である。

  　

  「我们到了呢。」

  「着きましたね」

  「嗯。」

  「うん」

  　

  顺带一提，这是一分钟前的对话。

  ちなみにこれ１分前の会話です。

  　

  我们莫名地沉默，彼此都没有动作。

  謎に無言でお互い全然動きません。

  不，其实我知道只要放开她的手，只要说声再见，一切就结束了。

  いや、本当はね。この手を離せば後はお別れの挨拶して終わりっていうのはわかっているんだけどね。

  该怎么说呢，总觉得心里一直有种不满足的感觉。

  なにかこう。物足りないって感じがずっと胸にしこりのように残ってるのだ。

  　

  「……那个，滩同学。」

  「……その、灘さん」

  「是、是的，什么事？」

  「は、はい。なんでしょう」

  「可以再陪我走一下吗？」

  「もう少しだけ、歩いてもいいですか」

  「好啊，就这么办吧。走路对身体好。」

  「そうですね。そうしましょう。歩くのは体に良いですから」

  「说得也是，我最近也觉得运动不足。」

  「ですよね。僕も最近運動不足な気がしますし」

  　

  事情就这么决定了。

  そういう事になった。

  我们绕着家附近的小巷走。

  家のまわりの路地をぐるりと歩く。

  我们都不知道该说什么，所以一直沉默着。

  何を話せばいいのかお互いわかっていないせいでずっと無言である。

  虽然我们的关系还没好到就算不说话也不会觉得尴尬，但我还是觉得胸口很闷，好像有东西在翻腾。

  無言でも全然苦にならないって言えるような仲じゃないからだろうけど、非常に胸が苦しい。なんかバクバクいってる。

  　

  「其实我一直很在意一件事，可以问你吗？」

  「実は気になっていたことがあるんです。訊いてもいいですか」

  「好啊，没问题。」

  「はい。大丈夫ですよ」

  　

  先忍不住的飞梦同学先开口了。

  先に無言に耐えきれなくなった飛夢君が仕掛けてきた。

  　

  「你以前不是说过不想交女朋友吗？」

  「その、恋人を作りたくないって以前仰っていたじゃないですか」

  「是啊。」

  「そうですね」

  「我听说你要离开城镇，可是，为什么你想离开这座城镇呢？」

  「町を離れるからって聞きましたけど、その、どうしてこの町から離れたいのかなって」

  　

  他说的没错。

  確かに彼の言うとおりだ。

  为什么我想离开城镇，我自己从一开始就决定好了，事到如今才问这种问题，对他来说就像突然听到好友要离开一样。

  なんで町を離れたいかなんて自分からすれば最初から決めていたことだから今更だけど、彼からすれば突然親友が遠くへ行くつもりだと言っているようなものだ。

  　

  可是，我该怎么说呢？

  けれどなんて説明すべきだろうか。

  我为什么说要离开城镇？不先思考这个问题，事情就没办法解决。

  そもそもなんで町を離れたいなんて言ったのか。そこから考えないと埒が明かない。

  我那天到底为什么会——

  一体何故あの日の自分は――。

  　

  「哦～～夫～～妻！你们在家门前做什么？」

  「おーふーたーりさん！　家の前でなーにしてるの？」

  「晚、晚安，滩同学的妈妈。」

  「こ、こんばんは。灘さんのお母さん」

  「……母亲大人。」

  「……お母様」

  　

  有人打断我的思考。

  考えてるところに割り込みが入った。

  是滩同学的母亲，她笑嘻嘻地看着我们。

  マミーである。ニヤニヤしながらこっちを見ている。

  她手上拿着塑料袋，看来是刚买完东西回来。

  手にはビニール袋。どうやら買い物の帰りのようだ。

  　

  「滩同学的妈妈有什么关系，直接叫她婆婆就可以了，飞梦同学。」

  「灘さんのなんていいから。普通にお義母さんって呼んで大丈夫だからね飛夢くん」

  「不不不，我们不是那种关系。」

  「いやいや、僕達そういう関係じゃないので」

  「咦～～一边手牵手一边绕着房子转圈圈的情侣，怎么可能不是情侣呢？」

  「えー。恋人繋ぎしながら家のまわりをぐるぐるしてるような子が恋人じゃないってそんなわけないでしょ」

  「飞梦同学，别管母亲大人了。」

  「飛夢君。お母様は放っておきましょう」

  　

  你的脑袋是粉红色吗！

  脳みそピンク色め！

  我和飞梦同学是好朋友，不是你想的那种关系！

  飛夢君と自分は親友であってあんたが考えているような仲じゃないんだよ！

  再说，飞梦同学已经有喜欢的人了！

  そもそも飛夢君には好きな人がいるからな！

  　

  「话说回来，小飞，你爸爸差不多要回来了，你穿这样没问题吗？」

  「というかスイ。あんたそろそろお父さん帰ってくるけどその格好でいいの？」

  「穿这样……？」

  「その格好……？」

  「就是这身衣服啊。」

  「その服よ」

  　

  她指了指我身上的礼服。

  指さされる。ドレス。気づく。

  我居然穿着这身衣服在自家附近走来走去？！！

  俺とんでもない格好で家のまわり歩きまわってた？！！

  　

  「绝对会在附近传开啦。某某地方的千金小姐穿着礼服跟男朋友一起上街。」

  「絶対近所で噂になるわよ。どこぞのお嬢様がドレス姿でカレシと一緒に町中歩いてたって」

  「飞梦同学，对不起！我马上换衣服！今天就先这样！」

  「飛夢君すみません！　すぐ着替えなきゃなので！　今日はここで！」

  「啊，嗯，你不用在意。再见。」

  「あ、うん。全然気にしないで。それじゃ」

  　

  我急忙走进家里，然后暂时停下脚步。

  急いで家の中に入る。一旦立ち止まる。

  　

  我转头看向飞梦同学。

  振り返る飛夢君を見る。

  她胸前好像还残留着什么。

  まだ胸になにか残ってる。

  不对，不是残留，而是有个大洞。

  いや残ってるんじゃない。多分、大きな穴があいているんだ。

  　

  不行，脑浆都变成粉红色了，这样太像我自己了。

  あかん。脳みそピンク色は自分もらしい。

  我转身走向被母亲缠上的飞梦同学。

  Uターンして母親に絡まれてる飛夢君に向かって歩く。

  飞梦同学察觉到我的视线，看向了我。我直接正面抱住了她。

  飛夢君が気づいた。こっちを見てる。そのまま正面から抱きしめる。

  我到底在做什么啊？太奇怪了。我是不是少了个刹车器啊？

  いや本当になんでこんな事してる自分。なにかおかしい。ストッパーがどっかでなくなったか。

  　

  「哈、哈哈哈，阿雅？！！」

  「は、はははやせさん？！！」

  「哎呀呀。」

  「あらあら」

  　

  绝对很奇怪。

  絶対おかしい。

  如果是以前的我，绝对不会这么渴望接触别人的肌肤。

  今までの自分ならこんなに人肌に飢えることはなかった。

  总觉得好像有什么东西阻止了我。

  何か本来自分をせき止めていたものがなくなっている気がする。

  　

  「对不起，我知道这样会造成你的困扰，但再拜托你一下。」

  「すみません。迷惑だとはわかっているのですが、もう少しだけお願いします」

  「不，等等，我其实也完全搞不懂现在是什么情况，但我不会给你添麻烦的」

  「いや待って。僕も全然よくわかってないんだけど。でも迷惑なんかじゃないから」

  「……那你能主动抱紧我就再好不过了。可以的话，我更喜欢更用力的」

  「……でしたら飛夢君の方からも抱きしめて頂けると助かります。できれば強いほうが嬉しいです」

  「好、好的」

  「わ、わかったよ」

  　

  飞梦用颤抖的手臂抱紧了我。

  震える腕で抱きしめてくれる飛夢君。

  我自己也明白这肯定不正常。

  自分でも確実に異常であると理解している。

  　

  我原本只对女性产生性兴奋的脑子，似乎对飞梦产生了某种情欲。

  本来女性に対してしか性的興奮を覚えなかった自分の脳は何をトチ狂ったのか飛夢君に対してそういう情欲を抱いてしまっているらしい。

  以前我从来没有这么严重过，所以这肯定不正常。难道是禁欲太久，导致我脑子出问题了？！

  今までここまでひどい事になったことはなかったのでやっぱり確実になんかおかしなことになってる。まさか禁欲がここに来て限界に達したのか？！

  　

  我姑且也考虑了一下除了禁欲之外的可能性，但除此之外的可能性，就只有可能是被谁施了什么奇怪的法术。

  一応禁欲とかいうふざけた理由以外の可能性も考えてみる。けれど他に可能性があることなんてスエーニョになんか変なことされたかもしれないくらいしかない。

  我试着回想自己是否忘了什么，但除了在学校交换衣服之外，我确实没被做过什么。

  他に忘れてることはないかと思い出そうとするけれど、やっぱり学校では服を交換してもらった以外何もされてない。

  　

  「……要不我去跟妈妈说说？我顺便也联系一下爸爸」

  「……お母さんちょっと出かけてこようか？　お父さんにも連絡しておくから」

  「请等一下，滩同学的妈妈，这不一样」

  「待ってください。灘さんのお母さん。これはちが」

  「求你了，妈妈，可以的话，请让我们独处一会儿」

  「お願いします。お母様。できれば少しの間２人きりにしてください」

  「滩同学？！」

  「灘さん？！」

  　

  母亲大人将塑料袋递了过来。

  お母様がビニール袋をこっちに差し出してくる。

  意思是要我将袋中的东西放进冰箱吧。这就是代价吗？只能收下了。

  この中身を冷蔵庫になおしておけということだろう。それが対価ということか。受け取るしかあるまい。

  　

  「橡皮筋。你有带吗？」

  「ゴム。前あげたのある？」

  「没有用。我不会做那种事的。」

  「使いません。そういうことはしませんから」

  「我在问你有没有带。」

  「あるかどうかを訊いているの」

  「……有。」

  「……あります」

  「飞梦，如果她需要橡皮筋，你一定要帮她绑好哦。现在的她好像眼里只有你一个人。」

  「飛夢君。もしそういう時になったら絶対つけてあげてね。今のこの子、飛夢君しか見えてないみたいだから」

  「我、我知道了。」

  「わ、わかりました」

  　

  母亲大人就这样骑着自行车离开了。

  そのままお母様は自転車に乗って何処かへ去っていく。

  也就是说，现在只剩下我们两人。

  つまりは自分達は２人きりにしてもらったわけだ。

  　

  「不好意思，可以让我进你家吗？」

  「申し訳ありませんが、少しだけ家にお招きさせて頂いても構いませんか？」

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  不，我到底在做什么啊。

  いや本当に何してるんだ自分は。

  　

  我牵着困惑的飞梦的手，走进家中。

  困惑してる飛夢君の手を引いて家の中に連れ込む。

  我迅速将塑料袋中的东西放进冰箱，回到在客厅沙发上等待的飞梦的怀中。

  さっさと冷蔵庫の中にビニール袋の中身を突っ込んで、そのままリビングのソファで待ってもらっていた飛夢君の胸の中にまた戻る。

  　

  「对不起，我不该问这种问题，但滩小姐到底发生了什么事？」

  「ごめん。こういうの聞いちゃダメだと思うんだけど、灘さん一体何があったの」

  「我想，应该是敌人的能力影响吧。她异常地渴望人类的肌肤，而我的交友关系中最亲近的人就是你了，所以才会变成这样。」

  「おそらく、敵の能力の影響かと。異常に人肌が恋しくなっているようで、わたくしの交友関係で最も親しい人物が飛夢君でしたから、こうなってしまったのだと思います」

  　

  实际上，光是抱在一起，就能感受到一股仿佛填补了内心空洞的充实感。

  実際抱きしめているとそれだけであいた穴が塞がっていくような充足感を感じられる。

  　

  即使没有交谈，光是身体互相接触，就让我感到幸福到害怕。

  何も言葉を交わしてなくても、ただ体が触れ合っているだけで怖くなってしまうほどに幸福感で心が満たされてしまう。

  这是我这辈子第一次体验到这样的幸福，让我完全被幸福冲昏头，无法思考。

  こんなことは生きてきて初めての経験でただただその幸福感に流され押しつぶされて、自分はもう何も考えられなくなってしまっていた。

  　

  过了一会儿，飞梦似乎也到了极限，抱我的力道稍微加重了。

  しばらくこうしていると、飛夢君の方も色々限界だったのか、少し抱きしめる力が強くなった。

  经过各种接触，我明白他也有那样的感情，虽然为了维护他的尊严，我绝对不会说出口，但知道他也有那样的感情，还是让我有点惊讶。

  色々と触れ合っているとわかるが、彼の尊厳を守るためにも絶対に彼には言わないけれど、飛夢君にもそういう感情があったんだとわかって少し驚く。

  　

  「对不起，丝毕斯小姐。」

  「ごめん。スイさん」

  「没关系，是我不好。」

  「構いませんよ。悪いのはわたくしの方なので」

  　

  我真的觉得是我不好。

  本当に悪いことをしていると思う。

  我煽动有心上人的飞梦的情欲，做出朋友绝对不会做的事。

  好きな女がいる飛夢君の情欲を煽って、こんな友人では絶対にしないような事をしている。

  虽然只是单纯地抱在一起，但我知道飞梦有多么痛苦。

  ただ単に抱きしめあっているだけだけれど、それで飛夢君がどれだけ苦しんでいるかなんて手に取るようにわかる。

  　

  我对自己老是给人添麻烦感到厌烦，真的很对不起他。

  迷惑ばかりかけている自分に辟易する。本当に申し訳ない。

  　

  　

  「好像已经没事了。」

  「もう大丈夫そうです」

  　

  在那之后，大概过了一个小时。

  それから１時間くらい経っただろうか。

  终于能放开手了。

  ようやく離れても問題ないと言えるくらいになった。

  　

  这应该是我这辈子第一次被人这样抱紧吧。

  こんなふうに抱きしめてもらったのは人生で初めてだろう。

  明明已经拉开距离了，我的脸还是好烫。

  やっと距離を取ったのに顔の熱が全然取れない。

  　

  「太好了。那么，我要回去了。」

  「良かった。それじゃその、僕は帰るね」

  「这样啊？如果你不嫌弃，可以一起吃晚餐。我姑且还算会煮乌冬面。」

  「そうですか？　もしよろしければ晩御飯をご一緒させて頂けたらと思ったのですが。わたくし一応うどんでしたらそれなりのものができますし」

  「不，那个，我实在没办法忍受。希望你能原谅我。」

  「いやその、色々と耐えられそうにないんだ。許してほしいかな」

  　

  我马上就想到他是在忍耐什么。

  何を我慢しているのかなんてすぐに思い至った。

  毕竟我们刚才还那么紧贴在一起，不用想也知道。

  先程まであんなに密着していたのだからそんなもの考えなくてもわかる。

  　

  「对不起，是我思虑不周。」

  「申し訳ありません。短慮な発言でした」

  「不，是我不好。真的很抱歉。」

  「いや僕が悪いからこれは。本当にごめん」

  　

  这么说来，飞梦同学从刚才开始就一直避免和我对上眼。

  そういえば飛夢君はさっきからずっと目を合わせないようにしている。

  我让他这么难受啊。无法以任何方式表达谢意的自己，实在令人焦急。

  それほどまでに辛い思いをさせてしまったのだろう。謝意を何の形にも表せない自分がただ歯がゆい。

  　

  之后，我送飞梦同学到玄关。

  それから飛夢君を玄関まで送っていく。

  为了避免彼此再看到对方的脸，我们最后又抱了一次才分开。

  お互いに顔はなるべくあわせないように、最後にもう一度だけ抱き合ってから別れた。

  　

  「那么，那个，再见。」

  「それじゃ、その、また」

  「好的，我们下次再见。」

  「はい。またお会いしましょう」

  　

  我锁上门后，在玄关坐了好一阵子。

  扉を施錠してからしばらく玄関で座り込んだ。

  我因为一时放纵情欲，结果伤害了好友，让我对自己感到厌恶，而且他身上的体温与气味也让我感到幸福，我光是要压抑这些情绪就费尽心力。

  一時の情欲に身を任せてしまった結果親友を傷つけてしまったことによる自己嫌悪と、まだ体に残ってる彼の体温と匂いに幸福感を覚えてしまう心を抑えるのに精一杯だったのだ。

  　

  我好不容易振作起来，拿起放在玄关的包包回到自己房间。

  なんとか再起して玄関に放置したままだった鞄を持って自室に戻る。

  我之所以能振作起来，理由很单纯，因为最后我压抑住情欲，但跟情欲息息相关的色欲却超越了临界点。

  再起できた理由は単純で、結局のところ情欲は抑えきれたけれど、それと深く関わっている色欲に関しては臨界点を超えてしまったということだ。

  　

  「……佩萨，你的能力是什么？」

  「……ペサ。スエーニョの能力はなんですか」

  「我不想说，你不用知道。」

  「言う気はない。貴様は知らなくていい」

  「这样啊，那么我不继续追问，但你要离开家里一个小时左右，一个小时就够了。」

  「そうですか。ではこれ以上問い質さない代わりに１時間ほど家から出ていってください。１時間で結構です」

  「你打算做什么？」

  「どういうつもりだ」

  「拜托你，我不想再继续跟你说话。」

  「お願いします。これ以上会話を続けるつもりはありません」

  　

  佩萨一脸狐疑，从房间的窗户离开。

  訝しげな表情のまま、ペサが部屋の窓から出ていく。

  我目送佩萨消失在黄昏中，直到看不见为止，然后换上便服，打开电脑电源。

  夕闇の中へと消えていくペサの姿が見えなくなるまで見送ってから、普段着に着替えてパソコンの電源を入れる。

  　

  「……总之，先用催眠道具。」

  「……とりあえず、催眠モノで」

  　

  为了不再发生这种事。

  もう二度とこんなことがないように。

  我验证了目前想到的第一个可能性，并彻底击溃。

  さしあたって１つ目に思い至った可能性を限界まで検証して叩き潰した。

  　

  我一边不去听一直在脑中回响的声音。

  ずっと頭の中に響く声に耳を傾けないようにしながら。

  　

  　

  必须快点■■，我绝对要■■才行。

  早く■■なければ。俺は絶対に■■なければならないんだ。

  我根本没有资格在这个世界悠哉地生活下去。因为——

  この世界でのうのうと生きている資格なんて俺にはない。だって俺には――。

 
  第18话总有一天，一定会破坏你的。

  第１８話　いつかきっと、キミをこわす

  

  

  　

  　

  　

  「喂，你要睡到什么时候啊？早餐要收掉了哦。」

  「スイー。いつまで寝てるのー。朝ご飯片付けちゃうよー」

  　

  客厅传来母亲的声音，让我从睡梦中醒来。

  リビングからの母親の声で目が覚める。

  披在肩头和脸上的长发实在很碍事。

  肩や顔にかかる長い髪がどうにも邪魔くさい。

  　

  「……还不能回去吗？」

  「……まだ戻れないのか」

  「是啊，从昨天就一直这样了。」

  「ええ。昨日からずっとですね」

  　

  佩萨理所当然地使用我的电脑。

  当然のように自分のパソコンを好き勝手使っているペサ。

  她瞥了刚起床的我一眼，抛出这个问题的意图十分明确。

  起きたばかりの自分を一瞥しながら投げてきた質問の意図は明確だ。

  　

  那就是性别转换。

  それは、性別の転換である。

  　

  我是在准备自己发电的前一刻才察觉这个状况，于是找了一度发泄完就回来的佩萨商量。

  その事態に気づいたのはまさに自家発電をしようとするその直前のことで、とりあえず一度だけ発散してから戻ってきたペサに相談した。

  但佩萨当然也不知道是怎么回事，之后她便说先睡一觉，说不定醒来后就能恢复原状，于是她便直接钻进被窝，这就是我昨天的最后记忆。

  けれど当然ながらペサにもどういうことかわかっておらず、その後も一旦寝てみて次起きたら元に戻っているかもと希望的観測でそのままベッドに潜り込んだのが昨日の最後の記憶だ。

  　

  当然不可能恢复原状，现在的我完全变成女性身体。

  当然戻っているわけもなく、今の自分は完全な女性体になっている。

  也就是说，我无法变回男人的模样。

  つまりは男の姿に戻ることができなくなってしまったのだ。

  　

  　

  「哎呀，今天是你那边的模样呢。」

  「あら、今日はそっちの姿なのね」

  「是的，发生了很多事。」

  「はい。まあ色々ありまして」

  「有玉米浓汤吗？」

  「コーンスープいる？」

  「有。」

  「ほしいです」

  　

  我来到客厅，看到母亲一如往常地出门工作，父亲则吃完早餐，母亲正在收拾他的碗盘。

  リビングに降りてみれば母がいつもの調子で既に仕事にでかけた父が食べた朝食の皿を洗っていた。

  我在母亲的催促下坐到餐桌前，吃起有些冷掉的吐司和培根。

  促されるまま食卓について、少し冷めたトーストとベーコンに口をつける。

  　

  过了一会儿，重新热好的玉米浓汤上桌了。

  しばらくすると温め直されたコーンスープが到着した。

  老妈就这么坐在对面的位子上，目不转睛地盯着我。

  そのままオカンは向かいの席に座ってじっとこちらを見ている。

  　

  「……所以，你们进展到哪个阶段了？」

  「……で、どこまでヤッたの？」

  　

  玉米浓汤喷出来了。

  コーンスープ吹き出した。

  还顺便呛得我猛咳。

  ついでに思いっきり咳き込んだ。

  看来我似乎因为太过惊讶，不小心呛到奇怪的地方了。

  驚きすぎたせいで変なところに入ったみたいだ。

  　

  追根究柢，所谓的进展到哪个阶段，指的应该是飞梦同学和我有没有做那种事吧。

  そもそもヤッたってつまり飛夢君と自分がそういう事をするという話だろう。

  可是我们怎么可能做那种事。那还用说吗？飞梦同学有喜欢的人，所以不可能对我产生性方面的兴奋。

  けれどそんな事するわけがない。当たり前だ。飛夢君は好きな人がいるのだから自分なんかに性的興奮を覚えるわけがない。

  昨天那件事，真的只是因为我自己各方面都坏掉了，才会导致飞梦同学的性欲被煽动的结果。

  昨日のアレは本当に自分が色々壊れてしまったせいで飛夢君の性欲を煽る結果になったからだ。

  所以我们在拥抱时，我下半身感受到的那股硬硬的触感，绝对不是因为我感受到自己的魅力，而是来自生物的本能。

  だから抱き合っている時に下半身に感じたあの硬い感触は決して自分に魅力を感じたからというわけではなく生物としての本能からくるものであってだね。

  　

  「啊——抱歉抱歉，我太心急了。」

  「あー、ごめんごめん。急過ぎたわね」

  「母亲大人，请您真的饶了我吧。」

  「お母様、本当に勘弁してください」

  　

  老妈连忙起身，轻抚我的背。

  慌ててオカンは立ち上がって、自分の背中を撫でてくれた。

  之后我喝了她端来的水，喉咙才总算舒服了点。

  その後持ってきてくれたお水で喉を癒やして、何とか復調できた。

  　

  不过这笔账，我可记下了！

  けれどこの恨み、覚えておくぞ！

  　

  「没有，我们没有那种关系。」

  「してません。そういう仲ではないです」

  「我知道啦，对不起。昨天你回来的时候已经睡着了，我还以为你是累到睡着了。」

  「わかったわよ。ごめんね。昨日帰ってきたときには寝ちゃってたからてっきりそれで疲れてたのかなって」

  「真的没事。」

  「本当に何も無いですよ」

  　

  我心情很差，老妈不知为何抱住了我。

  不機嫌故にブスッとした自分に何故か抱きついてくるオカン。

  够了，放开我，很热耶。

  ええい離れたまえ。暑苦しい。

  　

  「呵呵，上次这样抱你是什么时候的事呢？」

  「ふふ、こうして抱きしめるのもいつぶりかしらね」

  「……不知道，我不记得了。」

  「……知りません。覚えてませんよ」

  「嗯，我也不记得了。大概是从你上小学后，我们就一直保持距离。」

  「うん。私も。小学生に入ってすぐくらいからずっと距離取られてたから」

  「是这样吗？我记得我每天都帮忙做家事。」

  「そうでしたか？　毎日家事の手伝いをしていた記憶はありますが」

  「那是两回事吧。你一直不肯跟我一起出门，就算我想抱你，你也马上逃走。」

  「そういうのはまた別でしょ。あんたずっと一緒にお出かけとかしてくれないし、こうして抱きしめようとしてもすぐ逃げちゃったじゃない」

  　

  这的确很令人难为情。

  まあそれは恥ずかしいし。

  一直被当成小孩子看待，在精神上很痛苦。

  いつまでも子供扱いされると色々精神的にきついのである。

  　

  「我们是你的父母，可以再依赖我们一点。」

  「私達はあんたの親なんだから、もうちょっと頼ってもいいのよ」

  「……我会考虑。」

  「……考えておきます」

  　

  妈妈说得没错。

  母の言うことは正しい。

  乖乖听话，才能成为最正确的家人。

  素直に従ってしまうことが、家族としてきっと一番正しい形に近づけるのだろう。

  可是，我从来没有这么做。不对，应该说我从来不让她这么做。

  けれど、自分はずっとそうしてこなかった。いいや、させなかったというべきか。

  所以我才会因为露出弱点而高兴。她大概很想当个妈妈吧。

  だからこうして、自分が弱みを見せてくれたことに喜んでいる。この人は多分、母親らしいことをしたいと飢えているのだろう。

  　

  我被她抱了好一阵子，等汤冷掉后，她终于放开我。

  しばらく抱きしめられていたが、スープが冷めると文句を言うとやっとこさ開放された。

  所以，我赶紧把早餐塞进肚子里。

  なので、さっさと朝食を腹の中におさめる。

  　

  「啊，盘子可以帮我放一下吗？我差不多要开始做午餐了。小紫也要吃吗？」

  「あ、お皿置いといてくれたらいいから。お昼そろそろ作っちゃうし。スイも食べる？」

  「不用了，我还要出门。」

  「大丈夫です。出かけますので」

  「这样啊。」

  「そう」

  　

  我觉得她是个好妈妈。

  良い母親だと思う。

  正因为如此，我才会想不通。

  だからこそわからない。

  为什么自己不肯向这么好的妈妈撒娇呢？

  何故自分はこんな良い母親に甘えようとしないのか。

  　

  脑中似乎又响起了那个声音。

  また頭の中で声が響いた気がした。

  　

  　

  「喂，你要发呆到什么时候？」

  「おい。いつまで呆けてる」

  「非常抱歉，我在想事情。」

  「申し訳ありません。考え事をしてました」

  　

  回过神来，我发现自己正在做每天的例行公事——找种子。

  気づくといつもの日課である種子探しの最中。

  今天我在相当早的阶段就找到了种子聚集的地方。

  今日は種子が集まっているところをかなり早い段階で見つけられた。

  从医院的屋顶俯瞰中庭，可以看到好几个人影在黑暗中徘徊。

  病院の屋上から中庭を見下ろせば、暗い顔をしている人々が何人も彷徨いている。

  　

  就在我打算立刻动手的时候，不知为何，脑海中闪过了早上见到的妈妈。

  早速取り掛かろうとしたところで何故か朝見た母の顔がよぎった気がした。

  感觉心中又填补了某种欠缺的东西。

  また心の中に欠けていた何かが埋まったような感覚がする。

  就像被飞梦抱住的时候一样，心中微微发热。

  飛夢君に抱きしめられたときと同じように、心に仄かな熱が入る。

  　

  「结界还没好吗？」

  「結界はまだか」

  「啊，是的，我马上来。」

  「あ、はい。すぐに」

  　

  我立刻张开结界，人们立刻被黑雾笼罩。

  早速結界を張って、すぐに人々が急に黒い霧に覆われた。

  我以前也见过这种情形，这是人们即将化为暗影的前兆。

  これは以前も見たことがある。人がインプルへと開花する前兆だ。

  　

  「……啧，被引诱了吗？」

  「……チッ。誘い込まれたか」

  「好像是呢。」

  「みたいですね」

  　

  不知不觉间，我发现中庭中央有个人影在看着我们。

  いつの間にか中庭の中央からコチラを見ている人影に気づく。

  那是我认识的人。

  見覚えのある風貌だ。

  　

  「是帝嘉的法利亚。怎么可能，我应该以前就杀掉他了。」

  「ディージャのファリアだと。バカな。以前斃した筈だ」

  　

  佩萨感到惊愕。

  驚愕するペサ。

  不过，她似乎没有空感到惊讶。

  しかし驚いている暇はないみたいだ。

  通往屋顶的出入口的门被打破，大量的黑暗精灵从那里如雪崩般涌来。

  屋上に繋がる出入り口の扉がぶち破られ、そこから大量のインプルが雪崩込んでくる。

  　

  「「「■■■■■■！！」」」

  「「「■■■■■■！！」」」

  　

  是潜伏型特有的人偶尺寸的杂兵黑暗精灵。

  潜伏型特有の人形サイズの雑魚インプル共だ。

  数量多到夸张，医院内也响起黑暗精灵们的声音。

  とんでもない数である。病院内からもインプル達の声が鳴り響いている。

  　

  「也就是人海战术吗？」

  「人海戦術、というわけか」

  「是我不擅长的战术呢。对方应该也研究过我们的战斗方式吧。」

  「わたくしが苦手としている戦術ですね。あちらも私達の戦い方を研究されたのでしょう」

  「看来你似乎很清楚自己是个累赘呢。真令人火大。」

  「貴様が足手まといであることをしっかり認識しているようだな。腹立たしい」

  「好过分。」

  「ひどい」

  　

  看来没有空闲聊了。

  雑談をしている暇はなさそうだ。

  自认是前锋的杂兵黑暗精灵立刻扑了过来。

  早速先鋒気取りの雑魚インプルが飛びかかってくる。

  　

  我急忙让纯洁服装显现——

  急いでプルピュア衣装を顕現させて――。

  　

  咦？

  あれ？

  　

  「……佩萨，对不起。」

  「……ペサすみません」

  「怎么了？」

  「なんだ」

  「可以的话，请你不要看。因为非常非常害羞。」

  「できれば見ないでください。とんでもないくらい恥ずかしいので」

  「啥？」

  「は？」

  　

  我使劲将手往上举。

  手を思いっきり上に掲げる。

  随着「啵」的声音，我第一次捡到那天以来就没看过的，有着红色装饰的纯洁手机出现在手中。

  ポップな音と一緒に手の中に初めて拾った日以来見ていなかった、赤い装飾のピュアフォンがあらわれる。

  关于使用方式与必要的暗号，那支纯洁手机在不知不觉间将一切传达给我。

  使い方も必要な合言葉も何もかも、そのピュアフォンが無意識の内に理解できるよう伝えてくれる。

  　

  所以，我满脸通红地喊出那句话。

  だから、顔を真っ赤にしながら叫んだ。その言葉を。

  　

  ——「纯洁之力！Transfor-mal！」

  ――「プルピュア！　トランスフォルマール！」

  　

  世界瞬间切换。

  途端世界が切り替わる。

  我来到一片由鲜艳紫色与闪耀星辰点缀的宇宙。

  鮮やかな紫と輝く星々で彩られた宇宙へと。

  　

  全身发出光芒，身上的衣服瞬间变成纯洁之力的服装。

  全身が輝いて、着ていた服がプルピュアの衣装へと瞬く間に変わっていく。

  回到原本的世界时，我已经变成以白色与紫色为基调的纯洁之力。

  元の世界に降り立ったときには、白と紫を基調としたプルピュアとしての姿になっていた。

  　

  「带来明天的红色旭光！纯洁玛……这是怎样！」

  「明日を届ける赤い旭光！　ピュアマ……ってなんですかこれ！」

  「……啊？」

  「……は？」

  「请什么都不要说！因为变成这样的原因，我才是最不了解的人！」

  「何も言わないでください！　何でこうなってるのかわたくしが一番理解できてないので！」

  　

  我斥责难得呆住的佩萨，拿出平常用的魔杖。

  珍しく呆けてるペサに叱咤してからいつものステッキを取り出す。

  总之，现在先操纵抓住我的小恶魔……不行！来不及了！

  とりあえず今まさにわたくしに掴みかかってきたインプルに操作を……、あかん！　間に合わない！

  　

  「请不要靠近我！」

  「近寄らないでください！」

  　

  我立刻用魔杖推开小恶魔，感觉好像有东西流进小恶魔体内。

  咄嗟にステッキで突き飛ばすと、何かを流し込む感覚があった。

  同时，我眼前的杂鱼小恶魔恢复成人类。

  同時にわたくしの目の前の雑魚インプルが人の姿へと戻っていく。

  　

  「喂！那是怎么回事！」

  「おい！　どうなっているそれは！」

  「我不知道！」

  「知りません！」

  　

  既然知道魔杖可以净化小恶魔，接下来要做的事情就只有一个。

  とりあえずステッキで浄化できるとわかったからにはやることは一つ。

  就是一口气杀光！

  纏めて鏖殺じゃい！

  　

  我用力将魔杖插进地面，瞬间感应到附近的小恶魔。接着，我将纯洁之力注入除了佩萨以外的所有小恶魔体内！

  ステッキを地面にコンと突き立てて力を注ぎこめば、一瞬で付近に存在するインプルを感知できた。後はペサを除く全てのインプルにピュアパワーを流し込む！

  　

  「普鲁纯爱之杖！」

  「プルピュアルシール！！」

  　

  随着心中所有事物被一扫而空的感觉，世界染上了紫色。

  ごっそりと心の中にあったものが持っていかれる感覚と一緒に、世界が紫色に染め上がる。

  当那道紫色极光消失时，周围的黑暗精灵全都受到净化，变回人形。

  その紫の極光が消え去る頃には、周囲のインプルの全てが浄化され人の姿へと戻っていた。

  　

  「……好厉害。」

  「……すご」

  　

  明明是自己做的，却吓了一跳。

  自分がやったことなのにびっくりしちゃう。

  单纯是因为这根手杖具有同时向复数对象灌注力量的能力，但还是很厉害。

  単純にこのステッキが対複数に同時に力を流し込めるという特性があったからだろうけれど、それにしてもすごいって思っちゃう。

  　

  是说强化事件真的来了。

  てかまじで強化イベント来ちゃったじゃん。

  什么时候来的？我还没看事件内容耶！

  いつ来たんだよ。イベント内容見てないぞ！

  不对，说不定是上方更新！

  いや上方アップデートだったのかもしれん！

  既然要事后强化，一开始就要好好调整啦，笨蛋！

  後から強化するなら最初からちゃんと調整しろバカ！

  　

  「好厉害。不过这根手杖应该是用来灌注黑暗精灵的力量才对……不对，黑暗精灵和普鲁纯爱的力量……」

  「凄まじいな。しかしそのステッキはインプルの力を流し込むためのもののはずだ。……いや、もしやインプルとプルピュアの力は」

  　

  佩萨不知为何念念有词。

  なんかブツブツとペサが言ってる。

  不对，那不是佩萨，是累赘。

  いや、あれはペサではない。足手まといだ。

  因为我一个人就全部打倒了，佩萨今后一定会变成累赘。这是确定事项！

  だって自分１人で全部倒しましたし。ペサ君がこれからは足手まとい決定ね。これ確定事項だから！

  　

  「……喂，你能使用黑暗精灵的力量吗？」

  「……おい、インプルの力は使えるのか」

  「呃，这个……有点难操控。」

  「え、えーと。……なんか操りづらいです」

  「别拿我试，小心我宰了你。」

  「私で試すな。殺すぞ」

  「好过分。」

  「ひどい」

  　

  事实上，我刚才试着操控佩萨，但总觉得很难将意识灌注进去。

  実際今ペサを操ろうとしたのだけれど、なんか意識を差し込みづらい。

  感觉就像至今随意使用的家门钥匙突然变了。应该说，是我原本持有的钥匙变成别的钥匙了吗？

  今まで気軽に入ってた家の扉の鍵が突然変わった感じ。というか自分が持っていた鍵が別の鍵に変わったのか？

  　

  「不过，好像也不是不能用。虽然得花点时间就是了。」

  「でもまあ、使えないことはないみたいです。ちょっと時間かかりますけど」

  「对我的力量补充没问题吗？你这家伙到底是怎么回事？」

  「私への力の補充は問題ないか。本当に貴様はどうなっているんだ」

  「我才是最想知道的人。」

  「わたくしが一番それを知りたいです」

  　

  就在我们闲聊时，传来脚步声。

  そんな雑談をしていると、足音がした。

  我看向声音来源，见到迪加・菲亚里变得破破烂烂的身影。

  そちらに視線を向けてやるとボロボロになったディージャ・ファリアの姿。

  　

  由于是无言人偶，为了执行打倒我们的命令，他大概勉强自己做到这种地步吧。

  物言わぬ人形故に、自分達を倒せという命令を遂行するために無理を推して何とかやってきたのだろう。

  虽然知道伤到他的多半是自己的招式，但看到他变得这么破烂，还是让我心痛。

  傷つけたのは多分自分の技だとわかってはいるけれど、こうも襤褸切れのようになっているのを見ると心が痛む。

  　

  「我来给他最后一击。想看其他地方的话就随你高兴吧。」

  「私がとどめを刺す。余所見がしたければ好きにしろ」

  「谢谢。」

  「助かります」

  　

  随着某种东西被压烂的声音响起，从拄在地面的手杖，我感觉到英普鲁的气息完全消失了。

  何かが潰れる音がしたと同時に、インプルの気配が全てなくなったことを地面に突いたステッキから感じ取れた。

  结界应该已经不需要了吧。

  もう結界も必要ないだろう。

  　

  我目送结界逐渐崩坏，回到现实世界。

  崩れ落ちていく結界の中の虚構世界を見送って、さっさと現実世界に帰還する。

  回到现实世界时，原本倒在地上的人们已经起身，似乎很惊讶我为什么会睡在这种地方。

  戻った現実世界ではもう倒れてた人々が既に起き上がっており、どうしてこんなところで寝てたのかと驚いているようだった。

  　

  我躲到阴影处，避免被他们发现。

  そんな彼等に見つからないように物陰に隠れて座り込む。

  　

  「我累坏了。」

  「とても、疲れました」

  　

  平常明明可以无限变身，回过神来，纯洁服装已经消失，只剩下纯洁光环滚落在地。

  いつもは無限に変身できていた筈なのに、気づくとプルピュア衣装が消えていてピュアフォンが地面に転がっていた。

  自从那天我第一次变成黑色纯洁的那一天，我就没再见过这个纯洁光环，它到底是从哪里冒出来的？

  このピュアフォン、自分があの日初めて黒いプルピュアになった日からずっと見かけてなかった筈なのだけれど、一体どこから現れたのやら。

  　

  我勉强移动沉重的身体，将它捡起来。

  重い体をなんとか動かして拾い上げる。

  　

  「那就是你的纯洁光环吗？」

  「それが貴様のピュアフォンか」

  「好像是，好久没看到了。」

  「みたいですね。久しぶりに見ました」

  「好久没看到？」

  「久しぶりに、だと？」

  「是的，其实……」

  「はい。実は……」

  　

  我简单说明事情经过。

  事情を軽く説明する。

  那天被佩萨用魔杖刺中时，这个红色纯洁光环跑进我身体里的洞里。

  あの日ペサにステッキで突かれた時、この赤いピュアフォンが体に空いた穴に入ってしまったこと。

  然后回过神来，我已经变成纯洁的样貌，还能操纵小恶魔，吸收或转让它的力量。

  そして気付けばプルピュアとしての姿になっており、インプルを操作したり、その力の吸収や譲渡ができるようになってしまったことを。

  　

  「……嗯。」

  「……ふむ」

  「您想到什么了吗？」

  「なにか思い至る事がありましたか？」

  「没有，我从来没听过这种事。不过——」

  「ない。そんな話は今まで一度も聞いたことがない。だが――」

  　

  佩萨盯着纯洁光环看。

  ピュアフォンをじっと見るペサ。

  她拿起解除变身之后掉在地上的魔杖，从自己手中抢走纯洁光环，将魔杖靠近它，不知道在做什么。

  変身解除された後転がされたままだったステッキを取り上げると、自分の手からピュアフォンを奪い取ってステッキを近づけて何かしている。

  　

  「果然。」

  「やはりな」

  「您知道什么了吗？」

  「何かわかったのですね」

  「没错，这个纯洁力电话，据佛图说法，似乎拥有与英普露相反的力量，能前往未来。

  「ああ。このピュアフォンとやらはフトゥーロ曰く、インプルとは逆の未来へ向かう力が宿っているそうだ。

  ——不过，我刚才试着将英普露的力量注入其中，你知道这代表什么吗？」

  ――だが今試したところインプルの力を流し込むことができた。その意味がわかるか」

  　

  佩萨一脸严肃地瞪着纯洁力电话。

  真剣な表情でピュアフォンを睨みつけているペサ。

  看样子他似乎很认真，我仔细思考他所说的话，并得出自己的结论。

  真面目な話みたいだから彼の言う言葉をしっかりと吟味して、そして自分なりの結論を出そう。

  　

  嗯。

  ふむ。

  嗯嗯。

  ふむふむ。

  嗯嗯嗯。

  ふむふむふむ。

  　

  原来如此。

  なるほどね。

  　

  「我完全听不懂。」

  「全然わかりませんが」

  「你这白痴，难怪你这么蠢。」

  「阿呆め。だから貴様は莫迦なのだ」

  「你太过分了！」

  「本当にひどい！」

  　

  佩萨的叹息声大到连我这边都听得见。

  こっちにも聞こえるくらい大きなため息。

  用不着这么瞧不起我吧，我知道自己很蠢。

  そんなにバカにすることはないだろう。自分がバカな事はわかっているのだ。

  这种时候，飞梦同学应该会温柔地教导我吧，我不禁又想念起他。

  こんな時飛夢君なら優しく教えてくれるんだろうなと思って、また飛夢君に会いたくなってしまう。

  　

  「也就是说，纯洁力电话和英普露的种子虽然相似，但其实是完全相同的东西。

  「つまりは、このピュアフォンとインプルの種子は似て非なるモノではなく、全く同じモノという話だ。

  只不过，英普露的种子无法感知纯洁力量，也无法储存。」

  ただしインプルの種子はピュアパワーを感知することも貯蓄することもできないがな」

  「这样纯洁力电话不是方便多了吗？」

  「それってピュアフォンのほうがずっと便利じゃないですか」

  「没错，可以说它是对英普露的种子进行改良，使其能用于各种用途，并调整成对人体无害的东西。」

  「そうだ。インプルの種子をより様々な用途に使えるよう改良し、人体に無害になるよう調整されたモノだと言っていいだろう」

  「好厉害哦。」

  「すごいですね」

  　

  我讲得好像事不关己。

  他人事のように言ってしまう。

  实际上，做这个的人不是我，所以真的跟我无关。

  実際これ作ったの自分ってわけじゃないので本当に他人事なんだけど。

  　

  不过佩萨似乎对我的事不关己发言感到不满。

  でもそんな自分のノーテンキな発言が気に食わなかったらしい。

  总觉得她有点烦躁。

  なんかペサがイライラしておる。

  还有什么事吗？

  まだ何かあったっけ。

  　

  「……啊，也就是说，之前我是用小恶魔的力量变成纯洁，这次则是用纯洁的力量变成纯洁吗？」

  「……あっ、つまりあれですか。今までわたくしはインプルの力でプルピュアになっていたけれど、今回はプルピュアの力でプルピュアになったと」

  「就是这样。为什么你不说明到这种地步，这家伙就是不会发现。」

  「そういうことだ。何故ここまで説明してやらんと気付けんのだ貴様は」

  　

  佩萨又叹了口气。

  またため息がペサの口から溢れる。

  然后她把纯洁光环扔给我。我接下后，先靠近以前被佩萨打穿的地方，纯洁光环就化为粒子消失了。

  そして投げ渡されるピュアフォン。それを受け取ってから、とりあえず昔ペサによってあけられた穴があった箇所に近づけるとピュアフォンは粒子になって消えていった。

  嗯，看来不用担心藏在哪里了。

  うん。どうやら隠し場所には困らなさそうだ。

  　

  「我知道两件事。第一，虽然不知道是谁做的，但纯洁光环应该是芙朵拉改良版的小恶魔种子。

  「わかったことは２つだ。誰が作ったかは知らんが、フトゥーロが作った筈のインプルの種子の改良版がピュアフォンだということ。

  第二，现在的你拥有足以产生纯洁之力的未来意识。

  そしてもう１つは、今の貴様がピュアパワーを作り出せる程に未来に向かう意思を宿しているということだ。

  你之所以无法变回女人的模样，恐怕也是因为纯洁之力强化了你想要变成别人的荒唐愿望。」

  おそらく女の姿から戻れなくなったのもピュアパワーで貴様のその別人になろうとかいう巫山戯た願望が強化されたからだろうな」

  「那是什么愿望啊？我完全没印象耶。而且我也没印象自己说过什么关于未来的事。」

  「なんですかその願望。まるで身に覚えがないんですけど。それに別に未来だなんだという話に関しても心当たりがありませんし」

  「关于这点，是斯……不对，是那个叫飞梦的小鬼害的吧。」

  「それに関してはス、……いや、飛夢とかいう小僧のお陰だろう」

  「飞梦同学吗？」

  「飛夢君ですか」

  「没错。他应该刚好用完了力量。只要见到他，就能尽快补充纯洁力量了。」

  「そうだ。ちょうど力を使い果たしたのだろう。彼奴に会えばピュアパワーの充填も早くなるだろうよ」

  　

  佩萨似乎把想说的话都说完了，她立刻变回布偶的身体，钻进包包里。

  言いたいことは全部言ったのか、さっさとぬいぐるみ体になって鞄の中に潜り込むペサ。

  我拿着包包，思考着佩萨说的话。

  その鞄を持って、ペサの言ったことを考える。

  　

  也就是说，我或许能变得比见到飞梦同学时更强。

  つまりは、自分が飛夢君と会うほどより強くなれるかもしれないという話だ。

  　

  「……和飞梦同学的未来吗？」

  「……飛夢君との、未来ですか」

  　

  我试着思考了一下，但昨天和飞梦同学相拥的记忆妨碍了我，让我无法好好整理思绪。

  少し考えてみるけれど、昨日の彼と抱き合っていた時の記憶が邪魔してうまく纏まらない。

  不过，我确实很幸福。虽然对飞梦同学真的很抱歉，但那种满足感，或者说能与他人互相接触的感觉，是我这辈子十七年来第一次体验到的。

  ただ幸せだったのは間違いない。飛夢君には本当に申し訳なかったけれど、あんなに満足感というか、誰かと触れ合えたのは今生１７年生きてきて初めての感覚だと思う。

  我烦恼着各种事情，脸变得红通通的。这样不就跟爱撒娇的美来一样了吗？

  そうして色々悶々と考えては顔が赤くなる。これじゃまるでお兄ちゃんに甘えん坊な美来ちゃんと変わらないじゃないか。

  　

  嗯，再想下去也没意义。

  うん、これ以上考えても仕方ないか。

  直接去见他吧。听说他今明两天会去春鹿翁的咖啡店帮忙，只要我想见他，就能见到他。

  直接会おう。今日明日は春鹿翁のカフェを手伝っているそうだから会おうと思えば会えるわけだし。

  我透过蕾茵向老妈告知自己会晚点回家，然后离开了医院。

  オカンにちょっと帰りが遅くなる旨をレインで伝えてから、病院を後にする。

  　

  　

  虽然我刻意不去注意，但嗯，看来是没办法了。

  気づかないようにしてたけど、うん、無理そうだ。

  虽然只有一点点，真的只有一点点，但我还是对想见到飞梦同学而加快脚步的自己感到惊讶。

  ちょっとだけ、本当に少しだけだけど、飛夢君に会いたくて足早になってしまっていた自分に驚いた。

  　

  　

  　

  

  

  　

  　

  　

  　

  　

  像幻影和莉可蕾德这种催眠系的能力，无论如何都需要使用者或操作者自身的意识。

  スエーニョやリコルドのような催眠系の能力はどうしても使い手もしくは操り手の自意識が必要となってくる。

  这跟佛图拉和身份不明的第四人使用的「人格操作」一样，一旦失去意识就无法操作对方。

  これはフトゥーロや正体不明の４人目のプルピュアが使う『インプル操作』も同じであり、意識が欠けてしまっては相手の操作ができない。

  　

  而佛图拉现在将■■■■■交给第四人讨伐，而幻影则是再次被制造出来作为其辅助。

  そしてフトゥーロは今、■■■■■に４人目の討伐を任せており、その補助としてスエーニョは再び生み出された。

  可能是警戒着会发生跟佩萨帝加叛乱一样的事态，最近似乎没有制造出拥有意识的人造人格，但看来是没办法这么做了。

  ペサディージャの反乱と同様の事態は起こる事を警戒してか、最近は意識を持つ人造インプルを作らないようにしていたらしいけれど、どうやらそうも言っていられない状況らしい。

  　

  那么，就是这样，幻影再次诞生后，我接到的命令只有一个。

  さてさて、そういうわけで再誕したスエーニョにくだされた命令はたった一つ。

  　

  ——「对无法感应到人格气息或种子的人使用自身的能力」。

  ――『インプルの気配や種子を感じ取れない人間に自身の能力を使え』

  　

  就只有这样。

  たったそれだけだった。

  　

  不愧是号称最弱的干部，以暗精灵来说，她的力量异常地弱。虽然能力也是原因之一，但弱到光凭普路纯就能单手打败她。

  スエーニョは最弱の幹部というだけあってインプルとしては異常なレベルで力が弱い。能力のせいもあるのだがそれこそプルピュア単独に片手で負けるくらいには弱い。

  而且她身为暗精灵的气息也很薄弱。

  そして同時にインプルとしての気配が薄い。

  薄弱到进入战斗状态也感受不到暗精灵的气息。

  それこそ戦闘態勢に入ってもインプルの気配を感じ取れないほどだ。

  　

  因此她非常适合这个命令。

  それ故にこの命令にはうってつけだった。

  　

  「……你找丝有什么事吗？」

  「……スエになにか用？」

  「不，与其说有事，你不记得我了吗？」

  「いや用っていうか、私の事覚えてないの？」

  「嗯，我不认识你。」

  「うん。スエ知らないよ」

  　

  虽然被普路纯的其中一人，纯洁菲莉丝，也就是祈里轻易地找到了。

  プルピュアの１人、ピュアフェリスこと祈里にあっさり見つけられてしまったけれど。

  　

  「啊，可能是之前的丝。」

  「あ、前のスエかも」

  「连利柯德都复活了，到底是怎么一回事啊。」

  「リコルドもなんか復活してたし、本当にどうなってるのさ」

  「……你还好吗？」

  「……大丈夫？」

  　

  菲莉丝蹲在地上抱着头。

  うずくまって頭を抱えているフェリス。

  丝温柔地抚摸她的背。

  そんな彼女の背中を優しく撫でるスエ。

  　

  「谢谢。话说你不是来战斗的吗？我急忙张开了结界。」

  「ありがと。てか戦いに来たんじゃないの？　私慌てて結界張ったんだけど」

  「不，她没叫我战斗。」

  「ううん。戦えって、いわれてない」

  　

  菲莉丝在松籁町车站前和朋友约好碰面，看到丝耶妮的身影真的吓了一跳。

  松籟町駅前にて、友達と待ち合わせしていたフェリスはスエーニョの姿を見て本当に驚いた。

  她立刻生成结界并变身，正要战斗时，却变成这副模样。

  そして咄嗟に結界生成と変身を同時に行って、いざ戦おうとしたらこの調子である。

  　

  丝耶妮完全没有敌意，反而还关心她。

  まるで敵意がないというか、むしろコチラを気遣ってくる始末だ。

  就算是在纯洁派中好战分子菲莉丝，也没办法对毫无抵抗的孩子动手。

  プルピュアの中では好戦的なフェリスでも、さすがに無抵抗な子を殴るなんてできない。

  　

  「话说回来，你那身衣服是什么啊？学生服。」

  「というか、あんたその服装は何なのさ。学ランって」

  「嗯，这是交换的。」

  「うん。これ、交換した」

  　

  哦耶。

  どやぁ。

  穿着学生服的塞彦露出灿烂的笑容，仿佛能听见这样的声音。

  そんな擬音が聞こえてきそうなほどにっこりしながら見せつけてくるスエーニョ。

  塞彦比菲莉丝高出一个头，被她这么靠近，菲莉丝完全被她的气势压倒。

  スエーニョはフェリスより頭１つ分くらい背が高いのでこう近づかれると圧倒されてしまう。

  　

  「我喜欢这种衣服，学校真好。」

  「こういうの、すき。学校、いいね」

  「你一直想上学吗？」

  「あんた学校に通ってみたかったの？」

  「嗯，我不想被忘记，所以想要很多很多的朋友，学校可以交到很多的朋友。」

  「うん。スエ、忘れられたくない。だから、いっぱい友達、ほしい。学校、いっぱい作れる」

  　

  菲莉丝已经完全失去战意。

  もう完全に戦意なんてどこへやら。

  纯洁力量也浪费掉了，于是祈里解除变身，也解除了结界。

  ピュアパワーも勿体ないので変身を解いて、結界も解除しちゃう祈里。

  　

  结界中的虚构世界逐渐崩坏，塞彦对此有点感动，菲莉丝则是对她感到傻眼，两人一起回到现实世界。

  結界の中の虚構世界が崩れていく様にちょっと感動してるスエーニョに呆れながら、一緒に現実世界へと帰還した。

  　

  「刚才的，好厉害！」

  「いまの、すごい！」

  「是吗？我不太想看到东西坏掉，所以觉得有点微妙。」

  「そうかな。私は壊れるのってあまり見たくないから、微妙かもね」

  「微妙？」

  「微妙なの？」

  「啊，你是塞彦吧。你喜欢就好，毕竟每个人喜欢的都不一样。」

  「あー、スエだっけ。スエが好きならそれでいいよ。好きなものは人それぞれだし」

  「是吗？每个人喜欢的都不一样，可是塞彦不是人哦？」

  「そっか。人それぞれ。でもスエ、ヒトじゃないよ？」

  「别问这种很难回答的问题啦！真是的！话说回来，你怎么会在这里？」

  「こ、答えにくい質問するなぁ、もう！　というか何でここにいるのさ」

  「呃，迷路了。」

  「えっと、迷子」

  　

  祈里再次抱头。

  また頭を抱える祈里。

  菲莉丝抚摸着爱香的背。

  背中を撫でるフェリス。

  　

  这样的互动一直持续到爱香和美来抵达时钟台前。

  そんなやり取りが愛香と美来が時計台前に着くまで繰り返されたのだそうな。

  　

 
  ■api■ulo 4■梦与噩梦神秘的紫色

  ■api■ulo 4■　夢と悪夢　神秘の紫

  最近，美来、祈里和爱香三人经常聚在一起行动。

  最近、美来と祈里と愛香は３人で集まって行動する事が多くなった。

  她们在学校本来就经常一起行动，但直到最近，连在校外也总是三人一起行动。

  学校ではもとから３人は一緒に動くことが多いのだけれど、学外まで含めてこうも常に３人一緒なんて事は最近まではなかった。

  　

  理由很单纯——因为这几天，小恶魔的出现频率变得非常高。

  理由は単純で――、インプルの出現頻度がここ数日非常に高まっているからである。

  虽然不到每天，但光这五天，就已经确认到三次小恶魔出现了。

  毎日とまではいかないがこの５日間だけ切り取っても既に３度の出現が確認されていた。

  　

  因此，为了避免像以前爱香陷入危机时那样的事情再次发生，三人开始尽量聚在一起。

  このため以前愛香が窮地に陥った時のような事を繰り返さないためにも、３人はなるべく集まることを心がけるようになったのだ。

  　

  今天，她们原本也预定在钟塔广场前集合，像女初中生一样随意逛着附近的店，同时讨论帕萨德公司的动向。

  今日も元々の予定では３人は時計台広場前で集まって、女子中学生らしく適当にあたりの店をウィンドウショッピングしながらパサード社の動向について話すつもりだった。

  　

  顺带一提，前往源代町不在选项之中。

  ちなみにだが、源代町に向かう事は選択肢に入っていない。

  理由很简单，因为三人的监护人全都反对。尤其是她们被卷入昏睡事件，让监护人非常担心，所以没有人同意她们出远门。

  理由は単純で３人の保護者全員から止められてしまったからだ。特に昏睡事件に巻き込まれてしまったことは保護者に多大な心労をかけてしまったようで誰一人として遠出に了承を出すものがいなかった程である。

  　

  多亏如此，美来非常不高兴。

  おかげで絶賛美来は不機嫌。

  在前往集合地点的路上，先一步到齐的爱香一直在安抚她。

  集合場所へと向かう道のりの中、先に合流していた愛香に宥められていた。

  　

  「唉，没想到连哥哥都反对。」

  「はぁ。まさかお兄ちゃんまで反対してくるなんてなぁ」

  「这也没办法啊。毕竟飞梦大哥是个很守规矩的人，他应该会认为是因为自己的监督不周，才导致我们被卷入事件。

  「仕方ないですよ。飛夢お兄さんってとっても律儀な人ですから、自分の監督不行届で私達が事件に巻き込まれてしまったって考えると思いますし。

  他之前不是才来过一次吗？当时他一脸不悦地说，连去祈里家玩都要看情况。」

  祈里ちゃんのお家なんて今日の外出すら渋い顔されたーってレイン来てたじゃないですか」

  「话是这么说没错。不过，那个第四位成员，她人并不坏，可以的话，我想早点跟她打好关系。」

  「そうなんだけどさ。ほら、４人目の子ね、悪い子じゃなかったから、できれば早く仲良くなりたくて」

  「……是啊。佩萨小姐也帮了我们很多，但我们却完全没机会向她道谢。」

  「……そうですね。ペサさんにも、色々と助けられましたけど、全然お礼とかできてないですもんね」

  　

  这时，爱香突然察觉到美来的视线。该怎么说呢，那视线就像在瞪人一样。

  ふと、愛香が美来の視線に気づいた。なんというかこう、ジト目とでも言うべきか。

  那视线似乎带着某种想法，爱香不禁歪了歪头。

  思うところがあるような視線に愛香は首をコテンと傾げてしまう。

  　

  「怎、怎么了，美来？」

  「ど、どうしたんです美来ちゃん？」

  「没有啦，只是觉得最近你好像一直在聊佩萨的事。」

  「いやー？　なんか最近、愛香ちゃんペサの事ばっかり話してるなぁって」

  「咦？！是、是这样吗？我完全没注意到。」

  「えぇ？！　そ、そうでしたか？　全然意識とかしてなくて」

  「啊，你不用放在心上。毕竟我也很在意。」

  「あ、全然気にしないでね。気になっているのは私もだから」

  「咦咦咦咦？！」

  「えええぇ？！」

  「虽然佩萨已经不再是我们的成员，但侍从的人真的都很毒舌呢。我也能理解你为什么会忍不住去想她的事。」

  「ペサはもう元ではあるんだけど、パサードの人って本当に口が悪いもんね。ついつい考えちゃうの本当にわかるよー」

  「啊，原来是这件事啊……」

  「あ、そっちなんですね……」

  　

  看到美来连连点头的模样，爱香露出有些安心的表情。

  うんうんと頷いてる美来を見て、どこか安堵したような表情の愛香。

  　

  对爱香来说，她是从上周的丽蔻・法莉亚事件开始在意起这件事，而这份心情目前还尚未命名。

  愛香からすると気になり始めたのは先週のリコルド・ファリアの一件からであり、この気持ちにはまだ名前もつけられてない。

  说到底，爱香她们三人与佩萨迪雅以及神秘第四人之间，存在着「纯洁」与「不纯洁」的立场隔阂。

  そもそも愛香達３人と、ペサディージャと謎の４人目との間には『プルピュア』と『インプル』という立場の壁が存在している。

  保持一定距离的佩萨迪雅与第四人是对的，而想要更靠近对方的自己等人则是错的，聪明的爱香已经理解到这点。

  一定の距離を保とうとするペサディージャや４人目の方が正しく、もう少し近づきたいと考えてしまっている自分達の方が間違っているという事は賢い愛香は既に理解している。

  　

  但就算是这样，她还是会忍不住去想。

  けれどそれはそれとして、やっぱり考えてしまう。

  从美来第一次见到第四人时，她就一直说想早点跟第四人打好关系，而现在的爱香似乎能理解这份心情。

  ４人目の子を初めて見たと美来が言った時からずっと美来は４人目の子と早く仲良くなりたいと言っていたが、その気持ちが今の愛香は理解できる気がした。

  　

  就在她想着这些事时，已经来到钟楼广场前。

  なんて考えている間にもう時計台広場前。

  因为是假日，所以也看到几个熟人。而在其中，当然也有约好要见面的祈里。

  休日故に顔見知りも何人か見かけている。そしてその中に当然、待ち合わせしている祈里の姿があった。

  　

  「啊，是祈里。咦，她跟某人在一起耶？」

  「あ、祈里ちゃんだ。あれ、誰かと一緒にいるよ？」

  「真的耶……好像在哪里见过。」

  「本当ですね。……どこかで見たことあるような」

  　

  然而，祈里并不是一个人。她坐在长椅上，抱着头。

  しかし祈里は１人ではなかった。ベンチに座りながら頭を抱えている。

  在她身旁，有个少女正面无表情地吃着炸鸡，应该是从附近的便利商店买来的。爱香觉得她有点眼熟。

  その隣には近場のコンビニで買ったのだろうか、無表情のまま鳥の揚げ物を頬をいっぱいに詰め込んでいるのは、どこか見覚えのある少女。

  　

  应该说，是「末」。

  というかスエーニョだった。

  是过去他们打倒的「暗影」干部之一。

  嘗て自分達が倒したインプル幹部の一人だった。

  他身上穿着谜样的男用学生制服，看起来莫名其妙。

  謎に男性の学生服を着ている所含めて何もかもが意味不明だった。

  　

  「……呃，这是什么状况？」

  「……えっと、これ、どういう状況？」

  「我哪知道啊，这家伙超会吃的。」

  「私が知りてえよ。こいつめっちゃ食べるし」

  「好好吃，我喜欢伊诺莉。」

  「おいしい。イノリ、すき」

  　

  「末」用沾满油的手想抱住伊诺莉。

  油でベトベトの手でイノリに抱きつこうとするスエーニョ。

  祈里连忙制止他，用湿纸巾帮他擦手，那模样就像个看到笨拙妹妹的姐姐。虽然「末」的身高比她高一个头就是了。

  慌てて祈里が制してウェットティッシュで手を拭いてあげるその姿はまるで出来の悪い妹を見る姉である。身長はスエーニョの方が頭一つくらい高いが。

  　

  「没有啦，这家伙好像迷路了，虽然他说没有恶意，但也不能放着不管嘛。然后发生了很多事，就变成这样了。」

  「いやさ、なんかこいつ迷子らしくてさ。悪いことするつもりはないって言ってるけど目を離すわけにはいかないじゃん。そんで色々あってまあ、こうなって」

  「原来如此，我完全搞不懂呢！暧昧模糊，登峰造极！」

  「なるほど。全然わかりませんね！ 曖昧模糊、極まれりです！」

  「啊～末～也？」

  「あーまーもこ？」

  「跟笨蛋米莱平常说的话一样噗。太模糊了，完全搞不懂在说什么噗。」

  「バカミライがいつも話してる事と同じプル。あやふやすぎてなんもわからんってことプル」

  「哦～说人家笨蛋太过分了吧噗～罗！」

  「へー。ってバカってひどいよプーロ！」

  　

  从美来背上的背包里，只露出脸的「普罗」说道。

  美来の背負っているリュックから顔だけこっそり出すプーロ。

  他的视线看向「末」。如果是过去的「普罗」，应该会叫他们快点打倒「末」，但毕竟发生过佩萨迪加事件，他应该有很多想法吧。

  その視線はスエーニョに向けられている。嘗てのプーロであれば早く倒せと言っていただろうが、ペサディージャの一件もあったため色々思うことがあるのだろう。

  　

  「哇，布偶，好可爱。」

  「わ、ぬいぐるみ。かわいい」

  「等、别碰它，普露！别抱它，普露！普露好痛苦！！」

  「ちょ、触れるなプル！　抱きしめるなプル！　苦しいプルー！！」

  　

  然而，这是错误的一步。

  しかしそれが悪手だった。

  苏烟对可爱的布偶一见倾心，转眼间就把反抗的普露从背包里拖出来，抱在怀里。

  スエーニョはその愛らしいぬいぐるみ心惹かれてあっという間にリュックから抵抗するプーロを引きずり出して抱きしめてしまう。

  　

  那模样简直就像小学低年级生，不，或许比那更年幼。

  その様はまるで小学校低学年、いやそれ以下かもしれない。

  看到她像小孩子般的行为，三人愣住了。

  あまりにも幼い子供のような仕草に３人は呆然としてしまう。

  　

  「……苏烟，是长这个样子吗？」

  「……スエーニョって、こんなだったっけ？」

  　

  美来试着回想苏烟以前的样子。

  美来は嘗てであったスエーニョのことを思い出してみる。

  她回想起来，然后思考各种事情。她想起自己只打了一次就轻易打倒的最弱小恶魔干部。

  思い出してみて、そして色々考える。たった１度だけの戦闘であっさりと倒せてしまった最弱のインプル幹部の事を。

  　

  『初次见面，各位普露纯洁。我是苏烟，是第一个小恶魔干部，也是最弱的小恶魔。』

  『はじめまして、プルピュアの皆さん。私はスエーニョ。最初のインプル幹部にして最弱のインプルです』

  　

  『是的。让两位同班同学反目成仇，都是我的力量。还有，把其中一人变成小恶魔的也是我。』

  『ええ。あなた方のクラスメイトのお二人を仲違いさせたのは私の力によるものです。そして内１人をこのインプルに変えたのも私』

  　

  『……呵呵，我输了。请放心，只要我消失，大家就会恢复原状。可是——』

  『……ふふ、負けてしまいましたね。安心して下さい。私が消えれば皆元に戻ります。でも――』

  　

  　

  ——『可是，我果然还是不想就这样消失，被■■■，■■，掉。』

  ――『でもやっぱり嫌だなぁ。このまま消えて、■■■から、■■、られるの、は』

  　

  　

  说话的语气仿佛已经看开一切，使用神秘力量让美来等人的同学反目成仇的黑暗星干将——丝恩幽。

  どこか諦観しているような口ぶりで、謎の力を使って美来達のクラスメイトを仲違いさせたインプル幹部スエーニョ。

  由于黑暗星被纯洁之心的必杀技轻易净化，消失得无影无踪，爱香才认为她跟全斯特拉一样，是丝恩幽的分身。

  プルピュアの必殺技によってあっさりとインプルごと浄化され消えていった為、愛香は『フルストラと同じように分身だったのでは？』と考えていた。

  然而，当黑暗星干将的下一句话，让爱香得知她真的被净化时，她吓了一大跳。

  だが次に出てきたインプル幹部の発言によって本当に浄化されていた事を知らされた時は驚いたものだ。

  　

  「哈——娜——苏——普——！」

  「はーなーすープールー！」

  「好了好了，普洛，你太大声会被大家看到，放弃吧。」

  「まあまあ、プーロ。あんま大きい声出すと皆に見られるから諦めろって」

  「唔唔唔，普普好过分！伊织，你站在我的立场就会明白的！」

  「ぐぬぬ。ひどいプル！　イノリも同じ立場になればわかるプル！」

  「目前我还没有变成布偶的预定。好了，丝恩，伊织都说难受了，温柔一点。」

  「今のところはぬいぐるみになる予定はないなあ。ほらスエ、苦しいって言ってるからもうちょっと優しくな」

  「嗯，我会照伊织说的做。」

  「うん。イノリの言う通りにする」

  「为什么伊织说的话，你们都听呢？好奇怪哦！」

  「なんでイノリの言う事はきくプルか！　おかしいプル！」

  　

  从刚才的对话来看，完全感受不到丝恩幽过去的影子。

  今のやり取りを見てもまるで嘗てのスエーニョの面影は感じられない。

  美来和爱香越来越困惑。

  ますます困惑してしまう美来と愛香。

  　

  就在她们讨论要不要换个地方时，那个声音响起了。

  とりあえず一度場所を変えようかと相談し始めたあたりでその音が鳴り響いた。

  　

  「黑暗星！！」

  「インプルプル！！」

  　

  三人紧张了起来。

  ３人に緊張が走る。

  纯洁之心发出通知声，代表黑暗星出现了。

  ピュアフォンからの通知音。それはインプルが出現したということ。

  　

  我急忙打开纯洁铃，发现显示在画面上的地图上，标记着小恶魔的符号就在离这里不远的地方。

  急いでピュアフォンを開けてみると画面に表示された地図に付けられたインプルのマークはここから少し離れた所をさしていた。

  　

  「得赶快过去才行！」

  「すぐ向かわないと！」

  　

  这时大家才注意到，把唯耶一个人留在这里真的好吗？

  そこで皆が気づく。スエーニョを１人にしてしまっていいのかと。

  　

  不用想也知道。

  よくよく考えなくても分かることだ。

  最近小恶魔出现的频率变高了。

  ここ最近高い頻度で起きるようになったインプルの出現。

  而且唯耶的精神年龄也比过去战斗时还要低。

  そして嘗て戦った時と比べ異常なほどに精神年齢が下がってしまったスエーニョの存在。

  　

  这两件事之间应该有什么关联性吧，任谁都会这么想。也就是说，唯耶是非常重要的线索。

  この２つに何か関連性があるのではないかと、誰だって考える。つまりスエーニョはとても重要な手がかりなのだ。

  不能让她留在这里。应该说，根本不可能让她留在这里。

  そんな彼女を此処においていくという選択肢は取れない。そもそも取れるはずがない。

  虽然现在的她并没有恶意，但身为守护这个城镇的纯洁，不能就这样放过身为小恶魔的她。

  今の彼女には悪意を感じないが、インプルである彼女をこのまま見逃すのはこの町を守るプルピュアとしてできる事ではないのだから。

  　

  「有没有人愿意留下来？」

  「誰か１人残るってのはどうだ？」

  「不行。以前我一个人战斗，陷入困境的时候，说不定也会发生同样的事。

  「ダメです。以前私が１人で戦うしかなくて、窮地に陥った時のようなが無いとは限らないんです。

  而且芙朵拉说不定是故意让小唯到处乱跑，再像这样派一个人监视她，让她孤立，再趁机攻击。绝对不行。」

  むしろあえてスエちゃんを泳がせておいて、こうして誰か１人を監視として置かせることで孤立させて、そこと付け込もうとしているフトゥーロの作戦の可能性もあるんです。絶対に、ダメです」

  　

  大概是因为那件事就发生在不久前，爱香难得用强硬的语气否定。

  それがつい最近の事だったからだろう。愛香は珍しく強い口調で否定する。

  既然如此，三人开始思考替代方案。这时，美来突然想起普洛在精神世界时曾化为人形。

  ならばと代案を考える３人。ふと、美来が精神世界にてプーロが人だった事を思い出す。

  　

  「普洛不能像之前那样化为人形吗？那个，如果一次能带两个人，说不定就有办法了。」

  「プーロは前みたいに人の姿になれないの？　その、せめて２人ずつなら何とかなるかもしれないし」

  「……不行普噜。因为那是在利柯德创造的精神世界，所以才能变成人形普噜。在现代可没办法轻易变成人形普噜。」

  「……ダメプル。あの姿は、リコルドの作った精神世界だったからなれたものプル。現代だと気軽には人の姿になれないプル」

  「这样啊……真的不知道该怎么办才好。因为距离不远，要不要也带过去给小末呢？」

  「そうなんだ……。本当にどうしよう。あまり遠くないから、スエちゃんも連れて行っちゃう？」

  「千万别这么做。」

  「それはやめておけ」

  　

  一道男声响起。

  男の声が響く。

  三人惊讶地回头，发现佩萨迪加就站在那里。

  驚いた３人が振り返ると、ペサディージャの姿があった。

  　

  「佩萨先生，你怎么会在这里？」

  「ペサさん。どうして、ここに」

  「碰巧路过……不过，没想到居然是苏耶尼哟的失败作。」

  「偶然だ。……しかしまさか、スエーニョの失敗作とはな」

  「谁？你认识小末吗？」

  「だれ？　スエの事、知っているの？」

  　

  佩萨迪加无视于歪头感到不解的苏耶尼哟，从它怀里抢走了普洛。

  首を傾げるスエーニョの事を無視して、その腕の中からプーロを奪い取るペサディージャ。

  接着，他直接扔给美来。

  そのまま投げるようにして美来に返す。

  　

  「别这么粗鲁普噜！要是棉花跑出来怎么办普噜！」

  「乱暴にするなプル！　綿が出たらどうしてくれるプル！」

  「闭嘴。」

  「黙れ」

  「那个，为什么带它一起去会不妙呢？」

  「あの、どうして一緒に連れていくとまずいんですか？」

  「如果不加以控制，因普利会互相争夺力量，试图合而为一。因普利干部只以因普利的力量制造。尤其是这家伙被制造得无法对因普利使用力量，对它们来说，这家伙是绝佳的诱饵。

  「インプルは制御しなければインプル同士、力を奪い合い一つになろうとする習性がある。インプル幹部はインプルの力のみで作られている。特にインプル相手には力を使えないよう造られたこいつは、彼奴らからしたら格好の餌だ。

  随便带这家伙过去的话，因普利会认为这家伙是诱饵而群起围攻。然后你们会试图保护这家伙，陷入一味防守的处境，露出破绽，被它们趁虚而入。

  下手に連れて行こうものならこいつを餌と見なしたインプルが群がって来るだろうよ。そして貴様らはこいつを守ろうとするだろう。そうして防戦一方となり、隙を晒した所を狙われる。

  如果是我，肯定会这么做。」

  私なら、間違いなくそうする」

  「你的个性真差！」

  「性格悪いなおまえ！」

  　

  佩萨帝雅无视祈里的吐槽，抓住苏烟的手。

  祈里のツッコミをスルーしながら、ペサディージャはスエーニョの腕を掴む。

  简直像是要带她去哪里一样。

  まるで何処かへと連れて行こうとしているようだ。

  苏烟似乎因为被抓住的手臂力道很强，害怕地拒绝。

  スエーニョは掴まれた腕の力が強かったからか、怯えながら拒んでいる。

  　

  看不下去的祈里将手放在那只手臂上。

  見ていられなくなった祈里がその腕に手をかけた。

  　

  「放开她。」

  「離しなよ」

  「你们赶快去打倒因普利不就好了？我有事要找这家伙。」

  「貴様らはさっさとインプルを倒しに行けばいいだろう。私はこいつに用がある」

  「我们也有事要找她。虽然你之前救了我们，但我们不能坐视不管。」

  「用があるのは私達も同じだから。前助けてもらった恩があるとはいえ、こんなの見過ごせない」

  「……啧，随你们高兴。」

  「……チッ、好きにしろ」

  　

  其他两人也同样感到困惑，但表示要阻止佩萨帝雅的强硬行动。

  他の２人も同様に困惑しながらもペサディージャの強引な行動を止める意思を示していた。

  佩萨蒂吉也放弃继续胡闹，松开了手。

  流石に荒事にするつもりはないのか、ペサディージャも諦め、その手を離した。

  　

  目送他转身离去的背影，三人重新整理思绪。

  踵を返して立ち去っていく彼の背中を見送って、改めて３人は考えをまとめた。

  　

  「那么，大家就带小末一起走吧。」

  「それじゃあ皆、スエちゃんは連れて行くってことでいいよね」

  「当然。要是把他留在这里，不知道那家伙会做出什么事。」

  「もちろん。ここに置いとくとアイツに何されるかわかんないし」

  「那个，我觉得佩萨蒂也有她的想法，毕竟她也有警告我们。」

  「その、ペサさんも、考えがあるんだと思いますよ。警告もしてくれましたから」

  「爱香你太顾虑她了啦。好啦，小末，我又要张设结界了，你别吓到哦。手也牵好哦。」

  「愛香は気遣いすぎだって。ほらスエ、また結界張るから驚かないでね。手も繋いでおこっか」

  「嗯！小末和伊诺莉一起！」

  「うん！　スエはイノリと一緒！」

  　

  世界随着鲜艳的光辉被重新涂改。

  鮮やかな輝きと共に世界が塗り替わる。

  于是，过了一会儿，除了三人、普洛与史恩约以外，时钟台前广场上再无其他人的气息。

  そうして少しすると３人とプーロとスエーニョ以外は、人の気配が一切ない時計台前広場が広がっていた。

  　

  她们直接各自取出纯洁光环，高举向天。

  そのままそれぞれがピュアフォンを取り出して天高く掲げた。

  　

  ——「纯洁之光！TransforMal！」

  ――「プルピュア！　トランスフォルマール！」

  　

  三人的身影瞬间切换成纯洁之光。

  一瞬で３人の姿がプルピュアへと切り替わる。

  发色也依照各自纯洁之光的配色，即使没有妨碍认知的力量，要一眼看出是同一个人物恐怕也有困难。

  髪色もそれぞれのプルピュアのパーソナルカラーに沿ったものとなっており、認識阻害の力がなくてもひと目で同一人物と見抜くのは難しいだろう。

  　

  「将明天送达的红色旭光！纯洁玛莉安！」

  「明日を届ける赤い旭光！　ピュアマニャーナ！」

  「载着祈祷奔驰的黄色流星！纯洁菲莉丝！」

  「祈りを乗せて駆ける黄色い流星！　ピュアフェリス！」

  「将比爱更蓝的大海拥入怀中！纯洁之海！」

  「愛よりも青い海をこの胸に！　ピュアアモーレ！」

  　

  「好帅哦，我也想用。」

  「かっこいい。スエもしたい」

  「是、是吗～哎呀～真伤脑筋。」

  「そ、そうかなー。いやー、参ったな」

  　

  或许是喜欢三人的名号，海涅紧握着阿摩抱的手，蹦蹦跳跳地跳个不停。

  ３人の名乗りが気に入ったのか、スエーニョはアモーレの手を握り締めながらぴょんぴょんと跳ねている。

  由于从未有人当面这么说过，三人都有点害羞。

  面と向かってそう言われたことはないので、３人はちょっと照れ気味だ。

  　

  「现在不是害羞的时候，普露。快点去打倒小恶魔吧，普露！」

  「照れてる場合じゃないプル。早くインプルを倒しに行くプルよ！」

  「对哦！好了，小末，我抱你一下！把手绕到我的脖子上！」

  「そうだった！　ほら、スエ、ちょっと抱っこするよ！ 首に手を回して！」

  「知道了，抱紧～」

  「わかった。ぎゅー」

  「等一下，好难受。」

  「ちょ、苦しい」

  「别玩了，普露！」

  「遊ぶなプル！」

  　

  三人就这样以超越人类极限的脚力在镇上奔驰。

  そのまま人知を超えた脚力で町を駆け抜ける３人。

  很快就抵达小恶魔出现的地方。

  インプルが現れた場所に着くのはすぐの事だった。

  　

  「果然，小喽啰小恶魔很多呢，普露。」

  「やっぱり、雑魚インプルがワラワラいるプル」

  「真的很多呢，难道像公园那时一样，被强行带来这里的吗？」

  「本当に多いですね。公園の時のように無理矢理連れて来られたんでしょうか」

  「看来没时间说话了，那边好像也注意到我们了，要来了！」

  「喋っている暇はなさそうだぞ。あっちも私達に気づいたみたいだ。来るぞ！」

  「菲莉丝保护小末！前面交给我和阿摩抱！」

  「フェリスはスエちゃんを守ってあげて！　前は私とアモーレでやるから！」

  「了解！」「我知道了！」

  「了解！」「わかりました！」

  　

  杂鱼们蜂拥而上，它们身后还有看似普通熊猫的熊猫。它们以超过两米的巨大身躯摇晃地面，缓缓逼近。

  襲いかかってくる雑魚インプル達。彼等の後ろには通常のインプルと思わしきパンダの姿もある。その２メートル以上はあるその巨体で地面を揺らしながら徐々にコチラに迫ってきている。

  　

  然后——正如佩萨迪加警告的那样。

  そうして、――ペサディージャの警告通りとなった。

  战斗开始几分钟后，玛娜莉亚发现敌人不是攻击她们，而是朝着她们身后前进。

  戦いが始まって数分でマニャーナは気づく。敵が自分達ではなくその後ろに向かって行こうとしていることを。

  也就是说，它们的目标是末晴。

  つまりは彼奴らの狙いがスエーニョであるということを。

  她想到佩萨迪加警告祈里时说过的话，也就是说，拟定这个作战计划的敌人是——

  ペサディージャの言を祈里が貶した時と同じ事を考える。つまりこの作戦を練った敵は――。

  　

  「个性真的很差耶！」

  「ほんっとーに性格悪い！」

  　

  「数量很多的熊猫！没时间注意后面的熊猫！先考虑如何一只一只减少数量吧！」

  「数が多いプル！　後ろに気を使っている暇はないプルよ！　まずは１体ずつ減らすことを考えるプル！」

  「可是那样的话，菲莉丝就！」

  「でもそれだとフェリスが！」

  　

  玛娜莉亚无视坐在自己肩上的普洛忠告，转头看向后方，只见杂鱼熊猫们已经绕到她们背后，准备攻击末晴。

  自分の肩に乗ったプーロの忠告に逆らって後ろを見ると、既に回り込むようにして背後を取った雑魚インプル達がスエーニョを狙うように襲いかかっていた。

  　

  「这些家伙果然是冲着末晴来的！个性真的很差耶！」

  「やっぱスエ狙いかよこいつら！ 本当に性格悪いな！」

  「菲莉丝！你还好吗？！」

  「フェリス！　大丈夫？！」

  「我还没事！末晴！你绝对不可以从我后面行动哦！」

  「まだ大丈夫！　スエ！　絶対私の後ろから動くんじゃないぞ！」

  　

  玛娜莉亚相信菲莉丝的话，先确实地净化眼前的熊猫。

  フェリスの言葉を信じて、まずは目の前の１体ずつ確実に浄化していくマニャーナ。

  毕竟双方的基础战斗力就有差距。就算一群小喽啰精灵群起攻击，只要三人联手，数量绝对不算多。

  そもそもの基礎戦闘力に差があるのだ。雑魚インプルが群れてやってきたところで３人で連携を取れば決して対処できない数ではない。

  　

  小喽啰精灵的数量慢慢减少。

  徐々に数を減らしていく雑魚インプル。

  原本应该有三十只以上，现在只剩下一半。虽然这种力量对一般精灵来说很强，但动作缓慢，很容易回避，绝对不是可怕的敌人。

  ３０以上いた筈の彼等は今では半数を切った。通常のインプルに関してもその力は強力だが、緩慢な動きであったため回避は容易であり、決して怖い敵ではなかった。

  　

  正因为如此，阿摩雷才觉得不对劲。

  だからこそ、アモーレが違和感を覚える。

  　

  「太奇怪了，太顺利了。」

  「おかしいです。順調すぎます」

  「顺利不是很好吗！哪里奇怪了！」

  「順調でいいじゃん！　何が変なんだよ！」

  「因为佩萨说，如果没受到控制，就会攻击你。」

  「だって、制御していないのならスエちゃんを狙うってペサさんが言ってたんです」

  「那又怎样？有什么关系，反正不是制造出来就丢着不管吗？」

  「それが何？　いいじゃん。作るだけ作って放ったらかしたんじゃないの？」

  「这样太奇怪了。自从我们和小末接触后，精灵就挑在这种时机出现，对我们来说太不利了。

  「それだとおかしいんです。私達がスエちゃんに接触してから、こんなタイミング悪くインプルが現れるなんて、あまりに私達にとって都合が悪すぎます。

  可是如果就这样顺利打倒精灵，对我们来说又太有利了。」

  それなのにこのまま順調にインプルを倒せてしまったら、私達にとって都合が良くなってしまう」

  「难道说，精灵受到监视，普露他们一直在看着我们吗？」

  「もしかして、スエーニョが監視されていて、今までずっとプーロ達が見られていたって事プルか？」

  「我认为可能性很高。所以我才认为他可能会趁这场混战动手，不对，说不定他会挑在战斗拖长，我们疲惫到某种程度的时候——」

  「可能性は高いと思うんです。だから、この乱戦の中に仕掛けてくるかもって考えていたのに、いえ、もしかすると戦闘が長引いて、私達がある程度疲弊した所を狙って――」

  　

  　

  ——「你怎么会知道？你真的很恶心耶。」

  ――「なんでわかっちゃうかな。本当に気持ち悪いねキミ」

  　

  　

  声音响起。是熟悉的男性声音。

  声が響く。聞き覚えのある、男の声だ。

  回过神来，他就在三人中央，在末晴的旁边。

  気づくと３人の中央に、スエーニョの隣に、彼がいた。

  　

  「……转移，那股力量，难道是……」

  「……転移、その力は、まさか」

  　

  被黑影笼罩的存在。脸上没有失败作特有的生气，表情空洞的少年。是迪亚・菲亚。

  黒い影に覆われた存在。失敗作特有の生気を感じさせない虚ろな表情の少年。ディージャ・ファリア。

  他的身体动了。我立刻巩固防御，但为时已晚。

  その体が動く。とっさに防御を固めるが、遅い。

  　

  拳头刺进阿莫雷的腹部，他的身体弯成ㄑ字形。

  拳がアモーレの腹に突き刺さり、体がくの字に折れる。

  然而攻击并没有就此停止。第二拳连防御都来不及，将我整个人轰飞。

  しかしそれで止まるわけがない。続く２撃目は防御すらできず体ごと吹き飛ばされる。

  　

  「阿莫雷！」

  「アモーレ！」

  「我处理掉最棘手的家伙了。」

  「一番厄介なやつから処理させてもらったよ」

  　

  迪亚・菲亚的嘴巴没有动，声音出处不明。

  ディージャ・ファリアの口は動いていない。声の出処はわからない。

  但我知道一件事。有人操控着迪亚・菲亚，而那正是引发这种异错现象的元凶。

  だが１つだけわかることがある。ディージャ・ファリアを操る何者かの存在がいること。そしてそれこそがこのインプル異常発生の元凶であるということ。

  　

  「是佛图洛普？」

  「フトゥーロプルか？！」

  「不是。听说那家伙现在很忙，为了排除第四个人，他正在想各种办法。

  「違うよ。アイツは今忙しいんだってさ。４人目を排除するために色々考えてるんだとさ。

  在那之前，需要有人代替她行动吧？所以才会需要我。」

  それまでの間、代わりに動いてくれる人が必要だろ？　そのためにボクがいるってわけ」

  「菲莉丝！阿莫雷和那些小恶魔！要保护他们才行！」

  「フェリス！　アモーレにインプル達が！　守らないと！」

  「抱歉，我办不到！」

  「ごめん無理！」

  　

  倒地的阿莫雷身旁，恐怕是声音的主人控制小恶魔，杂鱼小恶魔群聚而来。

  倒れたアモーレのもとに恐らく声の主の制御によるものだろう、雑魚インプルが群がっていく。

  玛妮雅娜立刻想冲过去，但被迪加・菲亚丽挡下。

  咄嗟に駆け寄ろうとするマニャーナだが、ディージャ・ファリアが立ち塞がる。

  菲莉丝面前有小熊猫小恶魔，后面还有苏嫣妮。没有任何人有余力，没有任何人能行动。

  フェリスの前にはパンダのインプルがおり、更に後ろにはスエーニョがいる。誰も余裕なんてありはせず、動ける人は誰もいない。

  　

  没错，除了她以外。

  そう、彼女以外は。

  　

  传来杖击的声音。

  杖をつく音がした。

  瞬间，纯洁力量如紫雷般奔驰，无法承受的小恶魔被一一净化。

  途端、ピュアパワーが紫雷のように駆け抜け、耐えきれなかった雑魚インプルが軒並み浄化されていく。

  　

  「……咦？」

  「……え」

  　

  传来杖击的声音。

  杖をつく音がした。

  瞬间，全身充满纯洁力量，成为身体重量的疲惫感逐渐消失。

  途端、全身にピュアパワーが溢れ、体の重しとなっていた疲弊感が失われていく。

  　

  「怎么回事，那是什么力量？」

  「どうなってる。何だその力は」

  　

  传来杖击的声音。

  杖をつく音がした。

  瞬间，巨大身躯的小熊猫小恶魔和迪加・菲亚丽开始痛苦，动作变得迟钝。

  途端、巨体のパンダインプルとディージャ・ファリアが苦しみ始め、その動きを鈍らせた。

  　

  「……各位，你们没事吧？」

  「……皆さん、ご無事ですか？」

  　

  感受到纯洁之力。

  プルピュアの力を感じる。

  第一次感受到，完全不知道纯洁之力的力量，纯洁3人组全都感受到了。

  初めて感じる、全く知らないプルピュアの力をプルピュア３人全員が感じていた。

  　

  声音的主人边拄着杖，边从暗处现身。

  声の主が杖を突きながら、物陰から姿を表す。

  那是一名紫色头发，身穿以白色与紫色为贵的纯洁连衣裙的女性。她身上的纯洁力量，夸示着她就是纯洁。

  紫色の髪をした、白と紫を貴重としたプルピュアドレスを纏った女性だ。その纏っているピュアパワーが、彼女がプルピュアであることを誇示している。

  　

  「谁、谁是纯洁？」

  「だ、誰プルか」

  「啊，是的。我只是路过而已。我是普通人，请别在意。」

  「あ、はい。ただの通りすがりです。一般人なので気になさらないでください」

  「骗人纯洁！绝对是骗人纯洁！！」

  「嘘プル！　絶対嘘プル！！」

  　

  和第四人不同，她身上没有兜帽等物，所以看得见脸。然而认知阻碍使她无法得知对方的真面目。

  ４人目と違いフード等はないため、顔は見えている。だが認識阻害によって正体は伺えない。

  然而曼纳纳只能惊讶。因为对方胸前的纯洁之语胸针，和自己戴的纯洁之语胸针一模一样。

  けれどマニャーナは驚くしかなかった。だって彼女が胸につけているピュアフォンが形を変えたブローチ。それは自分の付けているピュアフォンとまるで同じものだったから。

  　

  「啊，我是治疗型，所以阿莫雷小姐应该已经没事了。」

  「あ、わたくしヒーラータイプなので、アモーレさんはもう大丈夫のはずですよ」

  「治疗型的纯洁我还是第一次听说哦！？」

  「ヒーラータイプのプルピュアとか初めて聞いたプルよ！？」

  「那么我就是一号了。」

  「でしたらわたくしが１号ですね」

  「不不不，太奇怪了纯洁！你从哪里拿到纯洁之语胸针的纯洁！」

  「いやいやおかしいプル！　どこからそのピュアフォン手に入れたプルか！」

  「捡到的。」

  「拾いました」

  「骗人纯洁！！」

  「嘘プルー！！」

  　

  紫色纯洁与普洛上演着一场短剧。

  コントを繰り広げている紫のプルピュアとプーロ。

  曼纳纳看着他们的互动，茫然自失。

  そのやり取りを見ながら呆然としているマニャーナ。

  　

  不过她想起阿莫雷，连忙望向阿莫雷被轰飞的方向，发现她早已站起身。

  しかしアモーレのことを思い出して、慌ててアモーレが吹き飛ばされた方角を見ると既に彼女は立ち上がっていた。

  她似乎对于自己的身体没有受到任何伤害，以及突然涌现的过剩力量感到惊讶。

  自分の体に傷ひとつない事と、突然湧いてきた有り余るその力に驚いているようだった。

  　

  「今天被送到源代町的个体瞬间消失，也是大姐的杰作吗？」

  「今日源代町に飛ばした個体が一瞬で消えたのも、お姉さんの仕業かな？」

  「大概是我吧。这样啊，虽然看不见，但原来是你做的啊。」

  「多分わたくしですね。そうですか。姿は見えませんが、貴方の仕業でしたか」

  「是波昆的杰作哦。没想到来到这里，纯洁会又增加一个呢。」

  「ボクチンの仕業だよ。まさか、ここに来てプルピュアが増えるなんてね」

  「闭嘴。你居然把医院当成目标，这样真的不太好哦。那里是拯救人命的地方，绝对不是失去性命的地方。居然把那里当成战场，真是不知羞耻。」

  「お黙りなさい。貴方、病院を狙うのは本当にどうかと思います。人の命を救う場所ですよ。決して命を失う場所ではありません。それを戦場にするなんて、恥を知りなさい」

  「真是个好孩子呢，你们纯洁真的喜欢做这种事呢。

  「随分と良い子ちゃんじゃん。君達プルピュアはそういうの本当に好きだね。

  不过你错了，医院不是拯救人命的地方，而是用钱买命的地方哦。拯救什么的，根本不是什么慈善事业，只是在谈论梦想而已。」

  でも間違ってるよ。病院っていうのは命を救うんじゃなくて金で命を買う場所だよ。救うだなんて慈善事業じゃない。夢を語ってるんじゃないよ」

  　

  原本害怕的帝嘉・法利亚与熊猫的黑暗精灵，开始往紫色纯洁移动。

  怯んでいたディージャ・ファリアとパンダのインプルが紫のプルピュアの元へと動き出す。

  看来声音的主人，把紫色纯洁变成最优先的排除对象了。

  どうやら声の主はこの紫のプルピュアを最優先排除対象に変えたらしい。

  　

  两只发出呻吟声，同时朝她发动攻击。

  うめき声をあげながら、２体が彼女へ襲いかかる。

  　

  「危险！」

  「危ない！」

  　

  三人立刻展开行动。

  咄嗟に３人が動く。

  曼娜娜与阿莫雷各自接住对方的手臂，菲莉丝则是把破绽百出的两只一起踢飞。

  マニャーナとアモーレがそれぞれの腕を受け止め、フェリスが隙だらけの２体を纏めて蹴り飛ばした。

  　

  「竟敢伤害艾莫，我要报仇！」

  「よくもアモーレを傷つけたな！　お返しだ！」

  「啧，真麻烦……佩萨的气息也接近了。是时候撤退了。」

  「チッ、厄介な。……ペサの気配も近づいてる。ここらが潮時か」

  「佩萨？难道你刚才在暗处到处调查吗？」

  「ペサさん？　もしかして、裏で色々探っていたんでしょうか」

  「她们两个好像都动不了噗！机会来了噗！」

  「２体とも動けないみたいプル！　チャンスプルよ！」

  　

  三个纯洁女神聚集在一起，发出「啵」的声音，将取出的纯洁物高高举起。

  プルピュア３人が集い、ポップな音と主に取り出したタクトを空高く掲げる。

  然后，她们三人瞄了其中一人一眼。其中一人当然是紫色的纯洁女神。

  そして、ちらりと３人が１人を見た。１人というのは当然、紫のプルピュアのことである。

  她和史薇妮一起以观战者的身份观战，所以三人都有点困扰。

  スエーニョと並んで一緒にわーって観戦者気分でいたから、３人共だいぶ困っていた。

  　

  「……？」

  「……？」

  「呃，我在想，要不要一起……」

  「えっと、一緒に、しないのかなーって」

  「啊，说得也是。我都忘了。」

  「あ、そうですよね。忘れてました」

  「姐姐也要吗？」

  「お姉さんも、するの？」

  「是啊，她好像办得到。」

  「そうですね。できるみたいです」

  「好好哦～」

  「いいなー」

  「可以的话，要不要拿一次看看？」

  「良かったら一度持ってみますか？」

  「可以吗？」

  「いいの？」

  「快点拿噗！」

  「早くするプル！」

  　

  紫色的纯洁女神也从某处取出以红色为基调的纯洁物。

  紫のプルピュアもどこからか赤を基調としたピュアタクトを取り出す。

  史薇妮羡慕地看着她。

  それを羨ましそうにスエーニョは見ていた。

  　

  由于她太过松懈，让普洛发飙，大声斥责。她的心情就像带队老师一样。另外，普洛是三人之中最年轻的纯洁女神。

  そのあまりの緩さにプーロがキレて大声を出している。気分は引率の先生である。なおプーロはこの中だと最年少のプルピュアの模様。

  　

  「我们合力吧！」

  「力を合わせるよ！」

  「「「好！」」」

  「「「はい！」」」

  　

  ——为了大家的明天！倾注满满的爱！献上所有的祝福！

  ――みんなの明日に！めいっぱいの愛と！ありったけの祝福を！

  　

  「「「「纯洁之心特级解放！！！」」」」

  「「「「プルピュアトレスエクスプロシオン！！！」」」」

  　

  四色闪光炸裂开来。

  炸裂する鮮やかな４色の閃光。

  黑暗精灵与法利亚瞬间被净化，只留下倒卧在地的众人。

  インプルもファリアは一瞬で浄化され、後には倒れ伏した人々の姿が残った。

  　

  「这下就暂时可以放心了。太好了——」

  「これで一安心だね。良かったー」

  「阿莫被干掉时，普尔还担心得要命。幸好大家都平安无事。」

  「アモーレがやられたときはヒヤヒヤしたプル。本当に皆無事で良かったプル」

  「我本来真的觉得自己没救了，真的是得救了。呃，我该怎么称呼您才好呢？」

  「私も本当にダメってなっちゃってたので、本当に助かりました。えっと、何とお呼びすればいいんでしょう？」

  　

  阿莫雷低头道谢，但说到一半就发现不知道对方的名字，似乎很困惑。

  お礼を言いながら頭を下げるアモーレ。しかし途中で名前がわからないことに気づいて困惑しているようだ。

  紫之普莉梅亚用手制止她，摇了摇头。

  それを手で制しながら、紫のプルピュアは首を振る。

  　

  「我并没有值得您报上姓名的成就，请别在意。」

  「名乗るほどのものではありませんから。どうかお気になさらず」

  「哇，好帅的台词！看起来比我们年长，是普莉梅亚的学姐吗？」

  「わ、かっこいいこと言ってる！　見た感じ私達より歳上ですよね。プルピュアの先輩なのかな？」

  「普尔从来没听过这个时代有普莉梅亚！」

  「この時代にプルピュアがいるなんてプーロは聞いたことないプル！」

  「那应该不是未来人才对吧。说不定是类似影之英雄的存在？」

  「そんなの未来人でもないとわかんないじゃん。ほら、影のヒーロー的なのかもしれないし？」

  「影之英雄，好帅哦。」

  「影のヒーロー。かっこいい」

  「对吧！你也懂嘛！」

  「だよね！　スエわかってるじゃん！」

  「不是懂，是根本什么都不懂。呵呵。」

  「スエ、わかる女。ふふん」

  「不是懂，是根本什么都不懂。」

  「わかる女じゃなくて何もわかってない女の間違いプル」

  　

  噗噜对不停抱怨的菲莉丝和苏妍央感到傻眼。

  ブーブー言っているフェリスとスエーニョに呆れているプーロ。

  菲莉丝和玛娜莉娜见状，噗哧一笑。不，不只她们，就连紫发少女也一样。

  フェリスとマニャーナはその様を見て、くすりと笑っている。いや２人だけではない。紫の少女もそうだった。

  　

  说不定她们可以成为好朋友。这么想的玛娜莉娜鼓起勇气，正想开口搭话。

  もしかすると仲良くなれるかもしれない。そう思ったマニャーナが勇気を出して声をかけようとする。

  但紫发少女抢先一步。看来她不想继续待在这里。

  しかし先手を取ったのは紫の少女だ。どうやら彼女はこれ以上この場に留まる気はないらしい。

  　

  「那个，我没什么时间站着聊天，差不多该告辞了。」

  「あの、余り立ち話できる時間がなくて、そろそろ失礼しますね」

  「你很忙吗？不好意思，把你卷进来了。」

  「お忙しいんですか？　すみません巻き込んでしまって」

  「不会，那个，其实我在等人……」

  「いえ、その、実は人を待たせてしまっていて……」

  「该不会是男朋友吧？！」

  「もしかして彼氏さんだったり？！」

  「菲莉丝真的很喜欢问这种问题呢。」

  「フェリスそういうの本当に好きだよね」

  「你这色老头。」

  「色ボケイエロープル」

  「有什么关系嘛。苏也这么觉得吧？」

  「いいじゃん別に。スエもそう思うだろ？」

  「苏不知道。」

  「スエわかんない」

  「不知道吗～」

  「わかんないかー」

  　

  很遗憾，看来没有同伴，色老头垂头丧气。

  残念ながら味方はいないようでしょんぼりする色ボケイエロー。

  不过，他似乎没有白来一趟。

  ただ、別にハズレではなかったようだ。

  　

  「对不起，菲莉丝问了奇怪的问题。希望你不要放在心上。」

  「ごめんなさい。フェリスが変なこと聞いちゃって。全然無視して、もらえ、たら」

  　

  紫发少女满脸通红，低下头来。

  顔を真っ赤にした紫の少女が俯いていた。

  玛娜莉娜没有笨到无法理解这句话的意思。

  その意味が理解できないほどマニャーナは唐変木ではない。

  　

  也就是说，她在等交往对象。

  つまりは、そういう関係の人を待たせているということで。

  　

  「非常抱歉，虽然我无法说明，不过，那确实是我的重要之人。那么，我先告辞了。」

  「申し訳ございません。事情は言えないのですが、その、大事な人なのは相異ないですから。はい。では」

  　

  她就这样以目不暇给的速度沿着建筑物的屋顶，一溜烟地飞出结界。

  そのまま目にも止まらないスピードで建物の屋根伝いに、一目散に結界の外へと飛んでいく彼女。

  　

  「……色盲已经有一个了，普露。明明是普露纯洁，却已经有男朋友了，那个女人真是普露。」

  「……色ボケはもうひとりいたプル。プルピュアなのにカレシ持ちとかあの女やるプルね」

  「好好哦～我也想要～」

  「いいなー。私もなー」

  「不过，伊诺莉有末晴。」

  「イノリには、スエがいる」

  「我可是普通版！」

  「私ノーマルだから！？」

  　

  　

  与暗精灵干部苏烟耶的邂逅。

  インプル幹部スエーニョとの出会い。

  以及意外遭遇疑似第五人的普露纯洁。

  そしてまさかの５人目と思わしきプルピュアとの遭遇。

  这些足以让普露纯洁们感受到故事进入新的局面。

  それはプルピュア達に物語が新たな局面に入ったことを感じさせるには十分すぎるものだった。

 
  第19话■■■■的诅咒

  第１９話　■■■■の呪い

  各位知道所谓的女服务生吗？

  諸君はウエイトレスというのをご存知だろうか。

  　

  她们也被称为女侍者，说起来就像是餐厅的侍者。

  ダイナーガールとも呼ばれる彼女達は、いうなれば食事処に勤める給仕のようなものだ。

  她们负责接单、配膳、结账等工作，而她们最引人注目的，就是她们的服装吧。

  受注や配膳、会計等を担当するのことの多い彼女達だが、特に印象に残りやすいのはその衣装だろう。

  虽然每家店的风格各有不同，但说到女服务生，首先会想到的就是穿着轻便的短袖、轻飘飘的迷你裙，再套上围裙的打扮吧。

  店によってそれぞれスタイルは異なるが、ぱっとウエイトレスと言われて思い浮かぶのは動きやすそうな半袖とふわふわのミニスカートにエプロンを被せたものだろう。

  　

  然而实际上，根本没有女服务生会穿那种服装。虽然非常遗憾。

  しかし実際の所、そんな衣装を着ているウェイトレスなんてまずいない。非常に残念なことだけれど。

  　

  说不定以前有，说不定只要去咖啡厅，就有机会遇见。

  もしかすると昔はいたのかもしれない。ちょっと喫茶店に行くだけでも出会えるチャンスがあったのかもしれない。

  不过，如果想在现代日本期待那种服务，就必须去女仆咖啡厅或角色扮演咖啡厅这种迎合次文化客层的店，否则根本见不到吧。

  だが、現代日本でそういうサービスを期待したいのであれば、メイド喫茶やコスプレ喫茶といったサブカルを好む客層に向けの店に赴かなければまずお目にかかれないだろう。

  　

  　

  相对地，服务生、女服务生穿的大多是衬衫、长裤，再套上围裙或胸罩围裙。

  代わりにウェイター、ウェイトレスが身にまとうのは大体はシャツとズボンに腰掛けエプロンか胸当てエプロンだろう。

  我并不是讨厌那种打扮，但毕竟我常接触动画、漫画、游戏，所以还是会期待轻飘飘短裙的女服务生。

  あれは別に嫌いというわけじゃないのだけど、やっぱりアニメや漫画、ゲームに触れる事の多い自分からするとふわふわスカートのウェイトレスに期待しちゃうのだ。

  　

  所以老实说，听到飞梦在帮外公的忙时，我并没有被勾起什么兴趣。

  だから正直な所、飛夢君が祖父の手伝いをしているという話を聞いたときも別に興味なんて唆られなかった。

  毕竟我是男的，看到男生穿服务生制服，不可能不觉得有什么。

  そもそも自分は男である。野郎のウェイター服とか別にみたいとか思う筈がないのだ。

  　

  嗯，本来应该是这样。

  うん、その筈だったのだ。

  　

  　

  ——心动。

  ――きゅん。

  　

  　

  「噫、噫啊啊……」

  「ひ、ひぁぁ……」

  　

  总觉得好像听到哪里传来傻呼呼的声音。一定是错觉吧。

  なんか間抜けな音がどこからか聞こえてきた気がする。きっと、気の所為だろうけど。

  咖啡厅很快就到了。我一边想着「好了好了，进去吧」，一边不经意地看到窗外的他，结果就再也移不开视线了。

  早速やってきたカフェ。さてさて入ろうかと思いながら、ふとその窓の外から見えた彼の姿が目に止まってしまったからもう大変だ。

  　

  明明只是衣服不同，明明只是没戴眼镜，明明只是气质有点不一样。

  ちょっと服が違うだけなのに、眼鏡を掛けていないだけなのに、少し雰囲気が誓うだけなのに。

  明明还留着平时那种温柔的模样，但他熟练工作的样子看起来却比平时成熟，让我觉得好帅。

  いつもの優しげな様子は残っているのに、慣れた様子で仕事をこなす彼の姿はずっと大人びているように見えて、かっこいいだなんて思ってしまった。

  　

  「喂，你要发愣到什么时候？我说过要补充纯洁能量，最有效率的方法就是跟他接触吧。」

  「おい、いつまで呆けている。ピュアパワーの補充には彼奴との接触が最も効率的だと言っただろう」

  「等、等一下，佩萨，我有点不太妙。」

  「待って、待ってくださいペサ。ちょっと、かなりやばいです」

  　

  哪里不妙了？我现在大概是真的被飞梦迷住了。

  何がヤバいって、今多分本気で飛夢君に見惚れてしまっている。

  　

  不过，我确实至今为止也曾经对男生着迷过。

  いや確かに、自分は男に見惚れるなんてことは一応今までもあった。

  不过，那仅限于二次元角色，而且只限伪娘。虽然他们因为穿着女装，所以反而很吃香，但就角色定位来说，他们实质上就是女人。

  でもそれは二次元のキャラで、しかも男の娘限定だ。ついてるからむしろお得とか巫山戯たキャラの総称だけれど、彼等は扱いでいうと実質女みたいなものだ。

  　

  可是，飞梦明显不一样。

  だけど、飛夢君は明らかに違うじゃん。

  他的身高比我高一点，而且平常就有在运动，身材很结实。

  自分より身長も少し高いし、体も日頃から運動しているとのことで引き締まっている。

  长相的话，如果化妆扮女装，确实不会很突兀，但就算不仔细看，也能一眼看出他是男的。

  顔立ちだって確かに化粧して女装すれば似合わないこともないだろうけれど、ちゃんと見なくてもすぐ男だとわかるものだ。

  　

  面对这样的对象，我怎么可能不心动？

  そんな相手に、こんな、こんな気持ちになる事ってあるか？

  　

  「怎么了？难道说，从伪娘变成真娘，让你身体出状况了吗？！」

  「どうした？　まさかインプルからプルピュアに変わったことで何か体に支障が起きたのか？！」

  「不是啦，是飞梦他……」

  「そうじゃなくて、飛夢君が」

  「亚斯姆？那家伙怎么了？！」

  「アスム？　彼奴がどうした？！」

  「飞梦他太帅了，我没办法动弹……呜噗？！」

  「飛夢君が、イケメンすぎて、動けそうにありません。……へぶっ？！」

  　

  我的头被敲了。

  頭叩かれた。

  回头一看，佩萨已经变回原本的模样，看来是他在搞鬼。

  振り返るといつの間にか元の姿に戻ってたペサの仕業だったらしい。

  居然绕到我背后，真是厉害。佩萨，你举起手了。不，只要你想，就算是幼稚园小孩也能做到吧！

  自分の背後を取るとはやるじゃないか。腕を上げたなペサ。いや別に取ろうと思えば多分幼稚園児でも取れるだろうけどな！

  　

  「我可没办法陪你，我先回车站了。」

  「つきあっていられるか。私は先に駅前に戻る」

  「啊，好。请不要走太远哦。」

  「あ、はい。あまり遠くへ行かないでくださいね」

  　

  佩萨气呼呼地离开了。

  ぷんすかしながら去っていくペサ君。

  之所以会去车站前，大概是因为那里人最多吧。

  駅前に行った理由は多分だけど、人通りが一番多いからだろうな。

  如果想找到埋了茵芙露种子的人，果然还是去人多的地方比较有机会遇到。

  インプルの種子を埋め込まれた人を見つけたいなら、やっぱり人通りの多い場所の方が出会う確率高いし。

  　

  　

  好了，这下子我变成一个人了。

  さて、これで自分は１人になったわけだが。

  　

  ……嗯，回去吧。以我现在的状态，可能没办法跟飞梦君见面。

  ……うん、帰ろうかな。今の状態で飛夢君に会うのはちょっと無理かも。

  话说，我现在的衣服是随便挑的，还是老妈买给我的自由尺寸衣服。

  ていうか自分今の服とか適当に選んだやつだし。おかんが買ってくれたフリーサイズの服だし。

  　

  而且也没化妆，也没做发型。

  それに化粧とかも髪のセットとかもしてない。

  之前老妈一直想教我，美来也跟我聊过关于化妆的话题。

  今までおかんが教えてくれようと迫ってきたり、美来ちゃんとのレインのやり取りでそういう話題になったりもした。

  但我全都逃避了，现在的我真的是个门外汉。

  だけど全部逃げてきたから今の自分はまじでスッピンである。

  不，我活了十七年，在这方面一直都很随便，变身成女生时也只是直接换衣服而已。

  いや生まれてこの方１７年、そこらへんずっとずぼらで、女の時も変身してそのまま着替えるだけだったけどさ！

  　

  看到飞梦君为了工作，会好好打理自己的穿着与仪容，我对自己对外表的随便态度感到很难为情！

  ああやって飛夢君が仕事用にしっかりと身なりとか気を使っているのを見ていると、自分の外見に対する無頓着さがあまりに恥ずかしいものに思えてきたのじゃよ！

  身为他的好朋友，至少得学会怎么搭配现代风格的服装，还有化妆，否则身为年长者的威严会荡然无存！

  せめて親友として、イケメンな飛夢君の隣を歩ける程度にしっかり今風の服のコーデとか、化粧とかも覚えないと歳上としての威厳がですね！

  　

  「工作的时候明明很在意……不对，我根本没在工作，你在说什么啊？」

  「仕事してた時はちゃんと気にしてたのに……。いや、仕事なんかしたことないじゃん何言ってるんだオレは」

  「咦，滩先生？」

  「あれ、灘さん？」

  「咿啊啊啊啊啊啊？！」

  「ひぁああああ？！」

  　

  又被他绕到背后了？！

  また背後を取られただと？！

  这、这家伙是怎样！好快！好快！

  な、なにやつじゃ！であえ！であえ！

  　

  佩萨怎么了！对了，那家伙跑哪去了！废物！

  ペサはどうした！　そうだアイツどっか行っちゃったじゃん！　役立たず！

  　

  「啊，飞梦。」

  「あ、飛夢君」

  「对不起，滩先生，吓到你了吧。」

  「ごめんね灘さん。驚かせちゃったかな」

  　

  飞梦，你不用这么愧疚啦！

  申し訳無さそうにしないで飛夢君！

  错都在我身上！看到帅哥沮丧的表情，我的胸口又闷了起来，还是别这样吧！

  悪いの全部自分だから！　しょんぼりする顔もイケメンじゃんとか思ってまた胸が苦しくなるからやめるんだ！

  　

  「没关系，真的没事。」

  「大丈夫ですよ。これはその、本当に何もありませんから」

  「这样啊，那就好。话说回来，滩先生怎么会在这里？」

  「そっか。良かった。それにしても灘さん、どうしてここに？」

  「其实……」

  「実は……」

  　

  该怎么解释才好呢？真伤脑筋。

  なんて説明するべきか、非常に困る。

  直接说待在你身边，纯洁之力就会恢复不就好了？

  普通に君の傍にいるとピュアパワーがすっごく回復するんですとか言えば良いんだろうけど。

  　

  可是，要是说了，他一定会很在意，把工作全部丢下，一直陪在我身边，这样我会很开心。

  でもそれ言っちゃうと優しい彼のことだから気にしちゃって、仕事とか全部放り投げて一緒に居てくれるだろうからすごく嬉しい。

  　

  开心是什么鬼？我在想什么啊？

  嬉しいってなんだ。何考えてるんだ自分は。

  　

  「因为我想看看飞梦工作的样子！就是这样！」

  「飛夢君が働いているところが見たいなーって思いまして！　はい！」

  　

  我随便编了个借口。

  適当に考えた言い訳である。

  不过，我们是好朋友，应该会相信吧！

  でも親友だしそういう事だってするんじゃないだろうか！

  朋友到职场来玩，然后两人吵吵闹闹地度过一天，这种剧情好像经常在动画或漫画里看到！

  職場に友達が来て、ワイワイするとかそういうのってなんかアニメや漫画でよく見る展開な気がするし！

  　

  ……咦？

  ……あれ？

  飞梦同学，你干嘛这么惊讶啊？

  なんでそんなにびっくりするのさ飛夢君。

  　

  「我打扰到你了吗？你果然很忙吧。」

  「まずかったですか？　やっぱりお忙しいですよね」

  「不不不！完全没有这回事！

  「いやいや！　全然そんなことはないよ！

  只是，我一直觉得滩同学不会做这种事。」

  ただ、灘さんはそういうことはしないってイメージあったから」

  　

  那是什么印象啊！？

  どういうイメージだよそれ！？

  我什么时候在哪里留下了不好的印象？

  いつの間にか、どこかで悪い印象を与えてしまったのだろうか。

  飞梦同学果然也不喜欢每天素颜一起出去玩吗？！

  やっぱりオールデイズすっぴんで一緒に遊びに行くのは飛夢君も嫌じゃったのか？！

  　

  总之，我现在就向老妈告状，今天回家之后要她好好教教飞梦同学。

  とりあえず今すぐにでもおかんにレイン入れて、今日帰ったらみっちり教えてもらおう。

  我可不能让她继续留下坏印象！

  これ以上印象を悪くさせてたまるものか！

  　

  「而且滩同学说的话，跟一个叫做船桥的同学有关，所以我有点惊讶。」

  「それに灘さんが言っていることが、船橋さんっていうクラスメイトの子と一緒だったから。ちょっと驚いちゃってさ」

  「船桥同学……？」

  「船橋さん……？」

  「嗯，她昨天来学校的时候，你们应该有聊过吧？」

  「うん、昨日学校に来てくれた時に話していたと思うんだけど、どうかな？」

  　

  听她这么一说，我立刻想起来了。

  そう言われてみるとすぐ思いだした。

  她好像就是纸箱君爆速失恋的对象，姓船桥。

  自分が爆速失恋したダンボールの君の事らしい。船橋という苗字だったのか彼女。

  　

  飞梦同学喜欢的女生，应该也是船桥同学。

  一応飛夢君が好きな女性というのも船橋さんだったはずだ。

  嗯嗯，仔细回想起来，她虽然化妆很淡，但还是会使用防晒乳、蜜粉、腮红等自然妆感。

  ふむふむ、思い出してみると彼女は薄くはあったが日焼け止めやフェイスパウダー、チークを使った自然なメイクをしていた。

  我们学校严禁过度化妆，所以她的妆感也就到此为止，但在校外时，她应该会使用各种化妆道具吧。

  うちの学校は過度なメイクは厳禁であるためそこ止まりではあるが、学外であればより様々なメイクアイテムを使いこなしてみせるだろう。

  既然她这么会打扮，感觉一定能完美驾驭那个饰品。如果是这个颜色的饰品，感觉就像这身衣服和妆容一样。

  そんなおしゃれな彼女の事だから、きっとあのアクセサリーも綺麗に着こなしそうな気がする。この色のアクセならこの服とこのメイクみたいな感じで。

  　

  咦，总觉得有点闷闷不乐。

  あれ、なんかもやもやする。

  　

  「那个，船桥同学和飞梦同学感情很好吗？」

  「その、船橋さんと飛夢君は、仲がいいのですか？」

  「会聊天吧。啊，呃，他们不是男女朋友哦！」

  「話したりはするかな。あ、えっと、別に彼女とかじゃないからね！」

  「这我知道。」

  「それは存じております」

  　

  这样啊。

  そっか。

  她应该还单恋着吧。感觉接下来才要开始恋爱呢。不可能才过一天，关系就突然进展吧。

  まだまだ片思いだったよね。これから恋が始まっていくみたいな感じだったよね。昨日今日でいきなり関係が進んでるとかあるわけないよね。

  不过就算关系进展，我也打算祝福他们，所以没关系！我是无所谓啦！

  まあ関係が進んでいたとしても、こっちとしては祝福するつもりではあるからいいんだけどね！　別にいいんだけどね！

  　

  不过身为挚友，我应该尽可能压抑飞梦同学的交友关系。嗯。

  ただその、親友として、飛夢君の交友関係はできる限り押さえておきたいというか。うん。

  　

  当我思考着各种事情时，春鹿翁随着门铃声一起来到外头。

  色々考えていると、カランカランというドアベルの音と一緒に春鹿翁が外に出てきた。

  看来是我占用飞梦太多时间，害他让爷爷担心了。

  どうやら自分が飛夢君の時間を取りすぎたせいで心配させてしまったようだ。

  　

  「飞梦，你出去之后就没回来，到底怎么了？」

  「飛夢、外に行ったきり戻ってこないじゃないか。一体どうしたんだい」

  「啊，爷爷，抱歉，我马上回来。」

  「あ、お爺ちゃん。ごめん。すぐ戻るよ」

  「不，等一下。这位女孩是之前来过的女孩吧？你们是不是约好了什么？」

  「いや待ちなさい。こちらの女の子はこの前も来てくれた子だろう。何か約束をしてたんじゃないか？」

  「对不起，爷爷，是我没有先征得他的同意就突然跑来的，我并没有要吓他的意思。」

  「申し訳ございません。御爺様。わたくしが彼の了解を得ずに突然来てしまったのです。驚かせるつもりはなかったのですけれど」

  　

  我急忙低头道歉，却被春鹿翁摇摇头制止。

  急いで頭を下げようとすると頭を振って制された。

  他看起来一点也不生气，反而很高兴。

  怒っているどころかむしろ春鹿翁の顔は喜んでいるように見える。

  　

  嗯，难道朋友很少吗？

  ふむ、そんなに友達が来ることが珍しいのだろうか。

  如果我没记错，飞梦的朋友应该很多才对。

  自分の記憶が正しければ飛夢君は結構友達多かったと思うのだけれど。

  　

  不过仔细想想，源代町是都市，高楼大厦林立，松籁町则是邻镇，气氛比较悠闲，两者确实有很大的差异。

  でも確かに考えてみれば都会らしい高層ビルの立ち並ぶ源代町と、隣町ではあるけれど牧歌的な雰囲気のある町並みの松籟町とではかなりの違いがある。

  松籁町的人去都市玩，是因为那里的娱乐设施多，很好玩，但源代町的人去松籁町，顶多是为了观光，应该不会想再来第二次。毕竟两地之间要搭两站电车。

  松籟町の人が都会に遊びに行くのは娯楽施設が多くて楽しいだろうけれど、源代町の人が松籟町を訪れるのは観光目的くらいだろうし、そう何度も来たいとは思わないのかもしれない。そもそも電車で２駅離れてるし。

  　

  「不嫌弃的话，可以进来里面慢慢坐。再过一会儿就是休息时间了。」

  「良かったら中に入ってゆっくりしてくれたらいい。もうしばらくしたら休憩時間だからね」

  「谢谢。那么，我就恭敬不如从命……」

  「ありがとうございます。では、お言葉に甘えて……」

  　

  我受到他们的邀请，正要走进店里时，突然响起一个很有特色的通知声。

  彼等に促されるままお店に入ろうとして、特徴的な通知音が突然鳴り響いた。

  我把手放在胸前，不让那两人看见，拿出纯洁铃，发现那是小恶魔出现时的通知声。

  ２人に見えないように胸に手を当ててピュアフォンを取り出してやると、それがインプルが現れた時の通知音だと気づく。

  　

  不过，请等一下。现在的我完全感觉不到小恶魔的气息。

  でも待って欲しい。今の自分はまるでインプルの気配を感じていない。

  不，只要努力，或许就能感觉到。不过，气息非常微弱。该怎么说呢，非常难以看见。我的视力并不差，却有种戴上度数不够的眼镜的感觉。

  いや、頑張れば感じられるかも。でもかなり薄い。なんていうかすごく見えづらい。別に目は悪くないのだけど、度があっていない眼鏡をかけられたような気分である。

  　

  「滩先生，怎么了？有电话吗？」

  「灘さんどうしたの？　電話？」

  「是的。难得你们邀请我，真是不好意思。我好像得马上过去才行。」

  「はい。せっかく誘って頂いたのに申し訳ございません。すぐ行かないといけないみたいです」

  「该不会是那个……不，爷爷，抱歉，滩先生有事情要处理。」

  「もしかして例の、……ううん。ごめんお爺ちゃん、ちょっと灘さん用事ができたんだって」

  「哎呀，那真是遗憾。」

  「おや、それは残念だ」

  　

  我充满歉意，觉得自己做了坏事。

  悪い事をしてしまったと、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

  　

  不，等等，对了。对了。

  いやまて、そうだ。そうだった。

  这里除了我之外，不是还有另一个纯洁吗？就算我不去，应该也没问题。应该没问题。一定是这样。

  ここには自分以外にもプルピュアがいるじゃないか。自分が行かなくても問題なんて無いはずだ。そのはずだ。きっとそうだ。

  也就是说，我可以翘班和飞梦同学一起悠哉地度过！

  つまりここはサボって飛夢君とのんびりしても大丈夫のはず！

  　

  不过，我当然不可能这么做。

  まあ、そんな事ができるはずもないんだけどね。

  虽然我不是什么好人，但现在的我拥有这样的力量，就应该要扮演这样的角色。

  別に善人ってわけではないけど、今の自分にはそういう力があるんだからそういう役割はこなすべきだろう。

  某部英雄作品里，应该有一句很有名的台词。「With great power comes great responsibility.」之类的。

  某ヒーロー作品でも有名なセリフがあったはずだ。"With great power comes great responsibility."とかだっけ。

  　

  「啊，纯洁力量。」

  「あ、ピュアパワー」

  　

  这时，我想起来了。

  そこで思い出した。

  我还没补充到纯洁力量。

  自分はまだピュアパワーを補充できていないと。

  　

  多亏和飞梦同学聊了许多，现在的我似乎变得能稍微战斗了。但还不算完全。

  一応飛夢君と色々話したりしたおかげか、今はちょっとは戦えそうにはなっている。でもまだ十全というわけではない。

  　

  我看着飞梦同学的脸，思考该怎么做。

  どうするべきかと飛夢君の顔を見る。

  然后，我突然想起。

  そしてふと思い出した。

  　

  我确实在和他拥抱时，感受到内心逐渐被填满的感觉。

  自分の心が満たされていくあの感覚は確か、彼と抱き合っている時に感じられた。

  虽然我还没完全认知到纯洁力量，但假如那时感受到的是纯洁力量——

  まだピュアパワーを完全に認知できているわけではない自分だけれども、もしあの時感じられたものがピュアパワーだというのであれば――。

  　

  「老爷子，非常抱歉。可以借我一下飞梦同学吗？只要几分钟就好。」

  「御爺様、度々申し訳ございません。飛夢君を少しの間お借りできませんか？　ほんの数分で構いませんので」

  「我是无所谓，但你要做什么？不，还是算了。不能妨碍年轻人。」

  「別に構わないが、どうしたんだい？　いや、よそう。若い子達の邪魔をするのはいけないね」

  「爷爷，我跟滩小姐不是那种关系啦……这样会给滩小姐添麻烦的。」

  「お爺ちゃん、だから僕と灘さんはそういう関係じゃないんだって……。灘さんに迷惑だから」

  　

  我才不会觉得麻烦呢！

  別に迷惑とかじゃないけどね自分は！

  反而是飞梦同学会感到困扰！毕竟他喜欢滩小姐！

  むしろ飛夢君の方が迷惑しちゃうからね！　彼好きな人がいるわけだし！

  　

  总之，我向春鹿翁行了一礼，握住飞梦同学的手，稍微拉开距离。

  とりあえず春鹿翁に一礼だけして飛夢君の手を握って少しだけ離れる。

  哦，刚好发现一个不错的遮蔽物。这里应该可以吧。

  お、ちょうど良さげな物陰発見。ここでいいかな。

  　

  「呃，滩小姐，你怎么了？」

  「えっと、灘さん、どうしたの？」

  「……其实，我身为纯洁女神的力量现在枯竭了。」

  「……実はその、プルピュアとして戦うための力が今枯渇しておりまして」

  「咦咦？！那不是很糟糕吗！」

  「ええ？！　大変じゃないか！」

  　

  没错，很糟糕。

  そうなのだ。大変なのだ。

  就是因为很糟糕，所以……

  大変だからそのね。だからね。

  　

  嗯，这句话很难说出口啊！

  うん、言いづらいぞこれ！

  糟糕了！我的脸好烫！！

  やばいぞ！　すごい顔が熱いぞ！！

  到底是谁啊，明明早就入秋了，却只有这里还是夏天！

  誰だよもうとっくに秋なのにここだけ夏にしたやつは！

  　

  「所以说，那个……」

  「ですから、その」

  「我需要你的力量。不管什么要求都可以，只要是为了滩小姐，我什么都愿意做。」

  「僕の力が必要なんだよね。何でも言って欲しい。灘さんの為なら何でもするから」

  「咿啊啊啊……」

  「ひぁああ……」

  　

  不要说什么什么都愿意做啦！！

  何でもするなんていうんじゃないよ！！

  我现在脑中正浮现出奇怪的想法，差点就要短路了！

  今普通に変な事を考えそうになって脳みそショートしかけたぞ！

  一旦停止思考，行动也会跟着变慢！拜托你多关心一下我脆弱的心脏吧！

  自分が思考停止したらその分だけ行くのが遅くなるんだからね！　もうちょっと自分のデリケートな心臓に気を使って欲しい！

  　

  「那、那么，呃……就……抱抱吧。」

  「で、ではその、えっと……ハグを」

  「对不起，滩同学。我刚才太小声了，你没听见吧。可以再说一次吗？」

  「ごめん。灘さん。声が小さくて聞き取れなかったんだけど。もう一回いいかな」

  「……请抱紧我。」

  「……抱きしめてほしいです」

  　

  我只能发出颤抖的声音。好奇怪。一点也不奇怪。说这种话的我才奇怪。

  震える声しか出てこない。おかしい。おかしくない。こんな事言っている自分のほうがおかしい。

  回过神来，我发现自己低着头，满脑子都是负面的想法。不管怎么看，我都是个怪人。就算被讨厌也不奇怪。可是，我已经别无他法了。

  気づくと俯いてネガティブなことばかり考えてしまう。どう考えても変なやつだ。嫌われてしまってもおかしくない。でももうこれしか方法がないわけで。

  　

  我偷偷瞄了飞梦同学一眼。

  ちらりと飛夢君の顔を盗み見る。

  他端正的五官染上惊愕的神色，看起来有些吃惊。不过，还是很帅。太狡猾了，帅哥！

  驚いたようで端正な顔が、驚愕に染まってる。でもかっこいい。ずるいぞイケメン！

  　

  「呃，等一下，那个，你刚才，不是听错了吧？」

  「えっと、まって、その、聞き間違いじゃ、ないよね」

  「是的。那个，我，想要。」

  「はい。その、あって、ます」

  　

  你这样讲，我根本听不懂啦！

  意味不明すぎるんよなマジで！

  飞梦同学，你懂的！你昨天也是突然抱住我！

  わかるよ飛夢君！　昨日も同じノリで突然ハグ求めたもんな！

  　

  可是，拜托你！我已经别无他法了！

  でも頼むよ！　もうこれしかないんだわ！

  　

  「当然，那个，如果你会困扰的话……」

  「もちろん、その、迷惑であれば」

  「滩、滩同学，这样，普美丽的力量就会恢复了吧？」

  「な、灘さん。それで、プルピュアの力が回復するんだよね」

  「……是的。」

  「……はい」

  　

  飞梦同学似乎下定了决心，他深呼吸后，慢慢朝我走来。

  覚悟が決まったのか、飛夢君が深呼吸してからこっちに少しずつ近寄ってくる。

  　

  嗯，接下来就要被抱紧了呢。

  うん、今からハグされるんですね自分。

  我的心情就像砧板上的鱼。不对，是我自己说想要被抱紧的！

  気分は完全にまな板の上の鯉である。いや抱きしめて欲しいと言ったのは自分なんだけどね！

  感觉就像自己主动跳上砧板！自作自受！

  自分からまな板の上に飛び乗ったようなものなんだけどね！！　自業自得！！

  　

  在我思考这些的时候，眼前已经……

  そんな事を考えている間にもう目の前。

  　

  「那个，是不是应该用力抱紧她比较好？」

  「その、強く、抱きしめたほうがいいのかな」

  「请多指教。」

  「よろしく、お願いします」

  　

  飞梦还记得我昨天说的话，真厉害。

  昨日言ったことをよく覚えてる飛夢君偉い。

  然后一回想起来，脸就瞬间变红的自己，精神力也太弱了！

  そして思い出すと一瞬で顔が赤くなる自分のメンタル雑魚すぎる！

  　

  再撑一下啦！

  もうちょい耐えろよ！

  接下来才是重头戏！

  今から本番なんだぞ！

  再这样下去，我肯定会忍不住做出不妙的事。啊，已经太迟了。

  このままだと耐えきれずにヤバいことに、あ、もう遅かった。

  　

  我仿佛置身于以前造访飞梦家时，那股咖啡特有的深邃芳醇香气之中。

  以前飛夢君の家に来た時に感じた、珈琲特有の深みのある芳醇な香りに包まれる。

  他今天一定从早上就一直在帮春鹿翁的忙吧。这咖啡的浓郁香气，就是他的努力证明。

  きっと今日は朝からずっと春鹿翁の手伝いをしていたのだろう。この染み付いた珈琲の香りは彼の努力の証というわけだ。

  　

  想更靠近对方，回过神来才发现是自己主动贴上去的。

  もっと近づきたくて、気づくと自分の方からすり寄ってしまう。

  明明才过了几分钟，我们却已经像是要拼凑拼图般，拼命地想要消除彼此之间的空隙。

  まだ数分と経っていないのにとっくにお互いにまるでパズルを埋めるように、間の空間を無くすことに必死になってしまう。

  　

  「……水先生。」

  「……スイさん」

  　

  我感觉到他的声音就在耳边，这让我感到幸福。

  彼の声がすぐ近くで感じられる。その事を幸せだと思ってしまう。

  我低声回应他的名字，他的身体稍微动了一下，让我产生他是不是在开心的错觉。明明不可能有这种事。

  応えるように彼の名前を呟くと、彼の体が少し動いて、喜んでくれているのではないかと錯覚してしまう。そんな事あるはずなのに。

  　

  不过，只有现在，我想继续误会下去。

  でも、今だけはその勘違いを続けたい。

  因为直到胸中的酒杯装满之前，这份心情都会替我找借口。

  この胸の中の盃がいっぱいになるまでは、この気持ちに言い訳ができてしまうから。

  　

  还差一点，还差一点，再一下，再一下就好。

  まだ、まだ、もうちょっと、もう少し。

  　

  这时，他突然放开我。

  そこで突然、彼が離れた。

  他的脸变得红通通的，我大概也是。

  顔が真っ赤に染まっている。多分自分もきっとそう。

  　

  「那个，再继续下去，有点……」

  「これ以上は、ちょっと、その」

  「可是，我还没射完。」

  「でもまだ、溜まり切っていなくて」

  「既然这样，可以请你，稍微等一下吗？」

  「それならその、少しだけ、待ってもらえませんか」

  「淫根已经挺出来了，得快点射出来才行，所以……」

  「インプルが既に出てきています。早く倒さないといけませんから、だから」

  　

  飞梦君想拉开距离，我打断他的话，再次回到他的怀里。

  距離を取ろうとする飛夢君の制止を遮って、また彼の胸の中に戻る。

  这时，我突然发现一件事。

  そこでふと、気づくことがあった。

  　

  刚才没有硬硬的感觉，现在却有了。

  さっきまではなかったはずの場所から、固い感覚が感じられたのだ。

  也就是说，我害他变成这样。

  これはつまり、自分のせいでこうなったということに相違ないわけで。

  　

  「斯斯，拜托你，等一下。」

  「スイさん、本当に、お願い。待って欲しい」

  　

  我抬起头，看到飞梦君就在眼前，一脸难受的样子。

  顔を上げてみると、本当にすぐそこに、辛そうな顔をしている飛夢君が目に入った。

  　

  我就像被泼了一盆冷水，原本发热的脑袋瞬间冷却。

  冷水にでもかけられたかのように、熱に浮かされていた頭の中が一気に冷えていく。

  　

  我竟然对已经有心上人的他做出这种事。

  好きな人がいる彼に、なんてことをしてしまったのだろう。

  我根本就是恋爱漫画里，横刀夺爱、惹人厌的坏女人。

  これでは恋愛漫画に出てくる、ヒーローとヒロインの恋愛に横槍を入れてくる嫌味な悪女ではないか。

  　

  「对不起！」

  「申し訳ございません！」

  　

  我急忙想退后，脚却绊到。

  慌てて後ろに下がろうとして、足がもつれてしまう。

  飞梦君抱住我的腰，扶住我。

  そんな自分の腰を抱えて、支えてくれる飛夢君。

  　

  我越看越觉得他长得真帅，也越觉得他是我不该接近的人，毕竟我是因为变身才变成这副模样。

  近づいたその顔をよく見れば見るほど、本当にイケメンで、変身しているからこの姿になれている自分なんかが傍にいちゃいけない人だと実感する。

  　

  「你、你还好吗？！」

  「だ、大丈夫？！」

  「……嗯，我没事。」

  「……はい。大丈夫ですよ」

  　

  我调整姿势，远离他。

  姿勢を戻して、彼から離れる。

  看来我的内心也没问题了，看来我累积了足够的纯洁能量。

  心の方ももう問題なさそうだ。ピュアパワーとやらは十分溜まったらしい。

  　

  「看来纯洁能量已经没问题了。你一定觉得很不愉快吧，请让我向你道歉。」

  「これでピュアパワーの方は問題なさそうです。ご不快な思いをされたことでしょう。このお詫びは必ずさせてください」

  「我一点都不觉得不愉快！那个，我才觉得不好意思，让你觉得不舒服了。」

  「不快だなんてそんな事無いから！　その、僕の方こそ変な感じになってしまって、申し訳ないというか」

  「请放心，这是生理现象，所以是理所当然的。」

  「安心して下さい。それは生理現象ですから当然のことですよ」

  「不是，那个，真的很对不起……」

  「いや、その、本当にすみません……」

  　

  我才想道歉耶！

  謝りたいのはこっちの方なんだが？！

  我居然恶作剧地玩弄了青少年的纯真心灵，真是万分抱歉！

  青少年の純粋な心を悪戯に弄ってしまってまじで申し訳無さが有頂天なんだが？！

  　

  「别这么说，请别这么说。责任都在我身上，我应该向你道歉。」

  「そんな、やめてください。責任はすべてわたくしにありますから、謝罪すべきはわたくしの方ですよ」

  「怎么可能是这样呢？滩先生是为了战斗才变成这样，反而是被你保护的我应该道歉。」

  「そんなわけないじゃないか。灘さんは戦うために必要だからこうしてるわけで、むしろ守ってもらっている僕が」

  「喂。」

  「おい」

  　

  一道熟悉的声音打断了我和飞梦的对话。

  聞き覚えのある声が、いつまでも終わらない自分と飛夢君のやり取りを止めた。

  我一看，佩萨还是老样子，一脸烦躁地站在我旁边。你在这里干嘛啊？

  見るとペサがあいも変わらず苛立った様子を隠さない面ですぐ近くに立っていた。なんでいるんだよあんた。

  　

  「你是……？」

  「あなたは……？」

  「佩萨。你怎么会在这里？你不是去车站前面了吗？」

  「ペサ。どうしてここに。駅前に行ったはずでは？」

  「因为你们涌出小恶魔，你却迟迟不回来，所以我才来找你。你看。」

  「インプルが湧いたというのにいつまでも貴様が来ないからこうして来てやったのだ。そら」

  　

  她丢了一个东西给我。

  ぽいっと何かを投げてくる。

  ……这是什么？摄像头？看起来超贵的，大概要十万吧。

  ……何だこれ。ビデオカメラ？　クソ高そう。１０万くらいしそう。

  你捡了奇怪的东西回来耶，这跟猫把老鼠尸体送给饲主吃很像。

  変なもの拾ってくるね君。猫がネズミの死体を飼い主にあげようとするのと似てる。

  　

  「这是三个纯洁者与苏耶尼哟接触时，躲起来监视他们的蒂嘉・法利亚身上的东西。」

  「プルピュアの３人がスエーニョと接触した。そのスエーニョを隠れて監視していたディージャ・ファリアが持っていたものだ」

  「咦？苏耶尼哟是敌人吧？为什么会被监视？」

  「え、スエーニョって敵ですよね？　何故監視されているんですか？」

  「那家伙似乎跟以前不同，没有接到杀害纯洁者的命令，实际上也跟纯洁者建立了友好关系……虽然不想这么想，但那家伙是最弱的纯洁者干部，所以才会被当成诱饵吧。」

  「奴はどうやら以前とは違い、プルピュアを害するよう命令されていないらしい。実際プルピュア共とは友好関係を築いていた。……考えたくはないが、奴は最弱のインプル幹部だ。故に撒き餌にされたのだろうよ」

  　

  啊——原来如此。

  あー、なるほどね。

  所以佩萨才会从刚才就一副烦躁的样子。

  だからペサ君さっきからイライラしてるんだ。

  虽然我不清楚苏耶尼哟那孩子的事，但她似乎很认真，甚至不把自己的能力告诉别人。

  スエーニョって子の事はよく知らないけど、自分に能力を教えないようにしたりとかなり入れ込んでるみたいだものね。

  这就是职场恋爱吗？佩萨小弟，你还挺有一套的嘛。

  職場恋愛ってやつかしら。なかなかやるじゃんペサ君。

  　

  「呃……这位是滩先生的同伴吗？」

  「えっと……、こちらの方は灘さんのお仲間、なんですか？」

  「是的，以前一起看电视时聊过的。」

  「ええ。以前一緒にテレビを見た時に話した方ですよ」

  「不是同伴，我只是利用这个无能的家伙罢了。」

  「仲間ではない。私が無能なこいつを利用してやっているだけだ」

  「……滩先生，您不是无能。」

  「……灘さんは、無能じゃないです」

  「哼，连战斗的奥义都不懂的小鬼，你以为自己懂什么？你知不知道妨碍我说话是什么意思？」

  「フン、戦いのいろはも知らない餓鬼が何をわかったつもりになっているのか知らんが、私の話の邪魔をしたということがどういう事か理解しているのか？」

  　

  咦，这气氛也太险恶了吧。

  え、何この険悪な雰囲気。

  不过，我自己也很不擅长应付佩萨的个性就是了。这两个人真的这么合不来吗？

  いやまあ自分もペサの性格はめちゃくちゃ苦手だけどもさ。そんなに相性悪いのかこの２人。

  害他们碰面是我不好，总觉得有点过意不去。

  引き合わせてしまったのは自分のせいなのでなんか申し訳ない。

  　

  「看就知道，像你这种小鬼，遇到状况就会马上逃跑，你就是这种人。」

  「目を見ればわかる。貴様のような餓鬼はいざとなればすぐ逃げ出す。そういう男だ」

  「您怎么会知道这种事？」

  「なんでそんな事がわかるんですか」

  「那还用说，逃避梦想、逃避城镇，接下来就是逃避女人。你一直在逃避，事到如今还想面对什么？」

  「当然だろう。夢から逃げ、町から逃げ、次は女に逃げる。逃げ続けている貴様が今更何に立ち向かうというのだ」

  「佩萨！」

  「ペサ！」

  　

  回过神来，佩萨已经换上纯洁的服装。

  気づくと姿がプルピュアの衣装になってた。

  看来刚才的话真的惹火他了。他连魔杖都拔出来，打算真的让我闭嘴。我察觉到这一点，连忙阻止他。

  よっぽど自分は今の言葉に腹を立ててしまったらしい。杖まで取り出して、本気で黙らせようとしていた事に気づき、慌てて手を止める。

  　

  不过，佩萨似乎不打算收回刚才的话。

  しかしペサは言葉を取り消すつもりはないらしい。

  佩萨哼了一声，从自己的手臂上抢过摄像头，背对着我。

  鼻を鳴らして、ビデオカメラを自分の腕から奪い取り背中を向ける。

  　

  「我现在要去这个摄像头传送资料的地方，你去找小恶魔。」

  「私は今からこのビデオカメラのデータが送られている場所へと向かう。貴様はインプルの方へ向かえ」

  「……为什么？」

  「……何故ですか」

  「因为小恶魔带着素燕，所以无法自由行动。我就会针对这点……因为那家伙还有利用价值。」

  「スエーニョを連れているが故に、プルピュア共は行動に制限がかかる。私ならそこを突く。……彼奴らにはまだ利用価値があるのでな」

  「我不是问这个，而是问你为什么要说那种伤害飞梦的话。」

  「そちらではなく、何故飛夢君を傷つけるようなことを言ったのかと聞いているのです」

  「哼，原来如此。」

  「ハン。そんなことか」

  「才不是原来如此！」

  「そんなことではありません！」

  　

  佩萨打从心底感到厌烦地看着我，深深地叹了口气。

  心底面倒くさそうに自分を見て、そして深いため息をつくペサ。

  现在确实有可能发生危机，或许不该把时间浪费在说话上。

  確かにプルピュアが危機に陥っているかもしれない今、時間を費やして話すような事ではないのかもしれない。

  但我不是那种能眼睁睁看着朋友被贬低的人。

  けれど自分は知り合いが貶されて、それをただ見ていられる程できた人間じゃないんだ。

  　

  「这是事实吧？那家伙在逃避，我知道这种事。因为我是用那种东西制造出来的，你应该也知道。」

  「事実だろう。そいつは逃げている。私にはそういう事がわかる。元より私がそういうものから造られたからな。それは貴様も知っているはずだ」

  「这……」

  「それは」

  「而且，那家伙现在也在逃避。躲在女人的影子里。事实上，那家伙现在应该也决定保持沉默了吧。」

  「そして、今も逃げている。女の影に隠れてな。事実、今もだんまりを決め込んでいるだろう」

  　

  我转过头，看到背对着我的飞梦。

  振り返ると、顔を背けている飛夢君がいた。

  虽然我看不到他的表情，但拳头都颤抖成这样了，看起来也不像是在生气。

  その表情は此方からは伺えないけれど、彼は拳を震わせているのに、怒っているようには見えなかった。

  　

  「我……只是想和她在一起。这就是我……现在的我……」

  「僕は、ただ、彼女と一緒に。それが僕の、今の僕の」

  「那并不是明天。只是重复现在的行为罢了。完全相反，你以为我看不穿你献出贡品的意图吗？」

  「それは明日ではない。今を繰り返すだけの行為だ。真逆、この私がその貢物の意図を見抜けないと思っているのか？」

  「……我……」

  「……僕は」

  「你应该也察觉到了吧。好好思考一次。因为和吾等不同，你们人类拥有那样的机能。」

  「貴様も気づいているだろう。一度よく考えてみることだ。我等と違って、貴様ら人間にはその機能があるのだから」

  　

  佩萨离开了。

  ペサが去っていく。

  被留下来的我们，我也必须走了。

  残された自分達だが、もう自分も行かないといけない。

  可是，我实在无法丢下飞梦同学不管。

  でも、こんな辛そうな顔をしている飛夢君を放っておくことなんで自分にはできない。

  　

  我悄悄靠近飞梦同学，他却主动和我拉开距离。

  そっと飛夢君の傍に寄ろうとして、逆にあちらから距離を取られてしまう。

  　

  「滩同学，我没事的。你快去吧。」

  「灘さん、僕は大丈夫だから。いってあげて」

  「可是……」

  「ですが」

  「我也要去等爷爷了。你别在意。」

  「僕もお爺ちゃんを待たせてるから。気にしないで」

  「……我之后一定会回来。」

  「……後で、必ず戻ってきます」

  　

  我以比当小恶魔时轻盈许多的身体，急忙跑了起来。

  インプルだったときよりずっと軽い体で、急いで駆け出す。

  我要尽快，尽可能尽快回到他身边。

  早く、なるべく早く、彼のもとに戻ってこられるように。

  　

  　

  话说回来。

  それはそうと。

  　

  佩萨，原来你也满喜欢恋爱题材的嘛！

  ペサ、お前も恋愛系結構好きだったんだね！

  我竟然说出这种像是好友在鼓励从途中就完全没勇气进入下个阶段，只会原地踏步的主角！！

  途中から全然次の段階に進む勇気が出ない足踏み系主人公の背中を押す親友ポジ的な事言いだしてびっくりたよ自分！！

  　

  总之今天回家之后，就推荐她看看前年连载的恋爱漫画《自己送上门》好了……

  とりあえず今日帰ったら一昨年あたりに連載の始まった恋愛漫画『自分で届けろ』でも勧めてみようかな……。

  ※自己送上门……身为女主角的女学生贞子其实是怨灵。当她思考着要诅咒谁的时候，偶然间认识的同学喜欢上她，展开追求。怨灵感受到幸福就会成佛，因此贞子努力对追求自己的同学摆出冷淡的态度，这就是恋爱喜剧漫画的内容。

  ※自分で届けろ……主人公であり女学生である貞子は実は怨霊。誰を呪い殺してやろうかと思案している最中、偶然関わった同級生の男子に惚れられて恋愛的にアタックされてしまう。怨霊は幸福を感じてしまうと成仏してしまうため、アタックしてくる同級生に貞子が頑張って冷たい態度を取り続けるラブコメ漫画。

 
  你的样子和我很像。

  第２０話　君の姿は僕に似ている

  这只是假设。

  例えばの話だ。

  　

  假设有一天，亲近的人要离开这里。

  親しい誰かがいずれこの地から離れると語られたとして。

  自己会采取什么行动？

  果たして自分はどのような行動を取るか、考えたことはあるだろうか。

  　

  　

  春鹿飞梦在懂事前，祖母就过世了。

  春鹿飛夢は物心つく前に祖母を亡くしていた。

  父母的工作经常需要出差，不在家的时间很多。

  両親は出張が多い仕事であるためどうしても家にいない時間が多かった。

  尽管如此，他们每年还是会回家一次，重要的节日一定会送礼物。

  だが、それでも年に一度は顔を見せてくれていた。大事な行事には必ず贈り物をしてくれていた。

  也会频繁地联络，打电话回家。虽然距离遥远，却感觉近在咫尺。

  連絡だってこまめに取っているし電話だってしている。距離はあるけれど身近に感じる存在ではあった。

  　

  也就是说，飞梦少年没有重要的人离开自己，前往遥远的地方，再也见不到面的经验。

  つまり飛夢少年は、大事な人がもう二度と会えないかもしれないくらい、遠くへ行ってしまうという経験がなかったのだ。

  　

  就在他因为挫折而消沉，好不容易重新振作，准备迈开脚步时。

  そこで挫折から時間が経ち、ようやく立ち止まっていた足が再び動き始めようとした時にだ。

  重要的恩人告诉他，自己即将离开。

  立ち直るきっかけを作ってくれた、大事な恩人が遠くへ行くつもりだと語った。

  　

  听到这件事，飞梦少年有什么想法？

  それを聞いて、飛夢少年がどう思うか。

  　

  　

  飞梦很焦急。

  飛夢は焦った。

  　

  这是他第一次经历这种事。

  初めての経験だったのだ。

  第一次和家族以外的异性接触，第一次吐露心声，对他来说，都是前所未有的经验。

  これだけ家族以外の異性と触れ合うのも、そして内心を吐露させたのも、どれも彼にとっては他に例を見ない経験だった。

  　

  追根究柢，飞梦少年在国中以前，是个非常纯粹的体育系少年，比起对异性感兴趣，他更享受运动。

  そもそも、飛夢少年は中学時代までは非常に純粋な体育会系で異性に興味を持つ事よりも体を動かすことに楽しみを持っていた。

  他跟佩萨之间没有建立起什么友好关系，而佩萨又是个破坏距离感的女人，所以就算他不想，也会意识到佩萨的存在。

  そんな彼に友好関係をろくに築いた事のない距離感の壊れた女がズカズカとパーソナルスペースに踏み込んできたら、嫌でも意識してしまう。

  　

  　

  因此，飞梦开始感到焦虑。

  故に飛夢は焦った。

  因为他在意的女孩，总有一天会离开自己伸手可及的地方。

  だって気になる女がいつか手の届かないところへ行ってしまうんだから。

  　

  他为此烦恼。他烦恼着今后自己该做些什么才好。

  そうして悩んだ。これから自分が何をすれば良いのか悩んだ。

  他烦恼了很久很久，最后得出了一个答案。

  とても悩んで、悩んで、悩み続けた結果、１つの解答を出した。

  　

  那就是那个饰品。

  それが、あのアクセサリーだった。

  　

  ——你以为我看不出来你献出这个贡品的意图吗？

  ――この私がその貢物の意図を見抜けないと思っているのか？

  　

  「……唉。」

  「……はぁ」

  　

  飞梦是个善良的少年。

  飛夢は善良な少年だ。

  他是个会在无意识间做出善行，并立刻介入吵架的两人之间的孩子。

  咄嗟に喧嘩している二人の間に割って入ってしまうような、無意識の内に善行を為す子だ。

  　

  而这也是因为他拥有高度同理心。

  そしてそれは共感性が高いがゆえのものである。

  他总是倾听他人的心情与想法，并努力理解对方的意图。

  常に誰かの気持ちや考えを伺って、その意図を理解しようと努めるその考え方からくるものだ。

  正因如此，他马上就察觉到佩萨话中的意图。

  だからこそ、ペサの言葉の意図にもすぐに気がついた。

  　

  「不，我刻意不去察觉。」

  「いや、気付かないようにしてたんだ。僕は」

  　

  告白并不是那么美好的事。

  告白だなんてそんな素晴らしいものではない。

  飞梦自己也很清楚这一点。

  それは飛夢自身がよくよく理解していた。

  　

  没错，我只是想得到这个快乐的■——

  そうだ。ただ自分は、この楽しい■を――。

  　

  「咕噗。」

  「ぐべ」

  「噫？！」

  「ひぃ？！」

  　

  噗滋。

  むんず。

  踩到柔软物体时特有的恶心感袭向飞梦的脚。

  柔らかいものを踏みつけた時特有の気持ち悪さが飛夢の足を襲う。

  他立刻往下看，发现地上有东西。

  咄嗟に下を見てみると、なんかいる。

  　

  一名身穿黑衣，有着西洋人面孔的绿发少女，正倒在地上。

  黒い服を着た、西洋人風の顔立ちをした緑髪の少女がなんかぶっ倒れてる。

  　

  「……对、对不起！你还好吗？！」

  「……す、すみません！　大丈夫ですか？！」

  「呵呵呵，我没事。话说回来，可以打扰一下吗？」

  「ふふふ。問題ないさ。それより君。ちょっといいかい」

  「好、好的，有什么事吗？」

  「は、はい。なんでしょう」

  　

  身份不明的少女向飞梦少年搭话。

  正体不明の少女がなんか声をかけてきた。

  若是一般人，飞梦少年会无视对方，但他是个好人。

  普通の一般人ならここで無視をするところではあるが、飛夢少年は良いやつである。

  他无法无视对方。

  なんで、無視とかちょっとできなかった。

  　

  「哎呀，这附近有没有咖啡厅呢？我二十年来第一次来这里玩，结果迷路了。」

  「いやね、君、ここらへんにカフェってないかな。ボクちょっと２０年ぶりくらいに遊びに来たんだけど、迷っちゃって」

  「咖啡厅就在那里。」

  「カフェなら一応すぐそこにありますけど」

  「这样啊。哎呀，我有点路痴，平常都是请部下看地图，单独行动时，这点特别辛苦。」

  「そうか。いやね、ボク結構方向音痴でね。いつもは部下に地図とか見てもらってたんだけど、単独行動ってなるとこれがかなりきつくてね」

  「哦……」

  「はぁ……」

  　

  二十年前、部下。

  ２０年だとか、部下だとか。

  不管怎么看，她的年纪都跟飞梦少年差不多，或是比他小。

  どう見積もっても歳は飛夢少年と同じか、それより下にしか見えない。

  少女说了些蠢话，飞梦少年不知该如何是好。

  そんな少女が何やら戯言を並べているので、どうしたものかと困惑してしまう飛夢少年。

  　

  「呃，要不要叫救护车？」

  「えっと、良かったら救急車呼びましょうか？」

  「不用，我忘了自己肚子饿的感觉，没想到这会对活动造成这么大的影响。」

  「いや結構。実のところ空腹という感覚をド忘れしてしまってね。真逆これほど活動に支障をきたすとは考えてもみなかったんだ」

  　

  飞梦少年认真地考虑是不是该叫救护车。

  やっぱり救急車よぼうかなと本気で考える飛夢少年。

  少女也注意到飞梦少年拿出手机，开始慌张起来。

  少女も飛夢少年がスマホを取り出したのに気づいて慌て始める。

  　

  「冷、冷静点。你看看我的钱包，你看，里面没有保险证吧。」

  「お、落ち着き給えよ。見てみなさいボクの財布を。ほら。保険証が入っていないだろう」

  「我知道了，你等一下，我现在就叫救护车。」

  「わかったから、ちょっとまっててね。今救急車呼んであげるから」

  「不不不，等一下。你啊，没有保险证的话，医疗费可是很贵的哦，你以为这个钱包里的钱够吗？」

  「いやいや待ち給え。救急車って君。あのだね、保険証がないと医療費は結構ばかにならないんだよ君。この財布の中身で足りると思っているのかね」

  「请你的父母来拿吧，我没办法放着昏倒的孩子不管。」

  「親御さんに取ってきてもらいなさい。僕だって流石に行き倒れている子を放置はできないよ」

  「我不是昏倒，只是肚子饿而已。

  「行き倒れているわけじゃあないんだ。ボクはだね。ただ空腹だと言っているんだよ。

  你看，刚好有咖啡厅，我们进去吧。

  ほら、ちょうどカフェがあるじゃあないか。そこに入ろう。

  有这么多钱应该够了吧，请务必带我去，我也会准备谢礼的，我很清楚这种事。」

  これだけ金があれば足りるだろう。是非連れて行って欲しい。謝礼だって用意しようじゃあないか。ボクはそういう事は弁えているんだよ」

  　

  看来是无论如何都不能让父母知道的情况。

  どうやらどうしても親に連絡されると困ってしまう状況らしい。

  这个钱包这么有钱，说不定是从父母那里偷来的，飞梦这么想。

  もしかするとこの潤沢な財布の中身は親から盗み取ったものかもしれない、そう飛夢は考えた。

  　

  「嗯，我打电话。」

  「うん、電話しよう」

  「等一下！啊啊，没办法了！改变过去！！」

  「待ち給えよ？！　ああもう仕方ない！　過去改変！！」

  　

  　

  　

  　

  　

  「虽然相隔二十年，这里的咖啡香果然还是那么迷人。哦，你觉得稀奇吗？在西班牙，应该说在全世界，有很多人会像这样加入大量的砂糖和牛奶来品尝咖啡。」

  「２０年ぶりだが、やはりここの珈琲の香りは素晴らしいね。ああ、珍しいかい？　ボクは、というよりスペインではね、こうやってたっぷり砂糖とミルクをいれて味わう人も多いんだ」

  「哦。」

  「はぁ」

  　

  回过神来，飞梦少年已经回到家里的咖啡厅了。

  気がつくと飛夢少年は家のカフェに戻っていた。

  少女正好接过飞梦递出的义式浓缩咖啡，一脸雀跃地加入砂糖和牛奶，坐在吧台的座位上。

  ちょうど今飛夢が差し出したエスプレッソを受け取り、うきうき顔で砂糖とミルクを放り込んでいく少女がカウンター席に座っている。

  　

  每当飞梦试图思考这段空白的时间，脑中就会蒙上一层迷雾。

  いつのまにとこの空白の時間について考えようとすると、靄がかかる。

  他暂时放弃思考这个不可思议的现象，总之先帮看起来像是客人的少女服务。

  飛夢は一旦この不可思議な現象について考えるのをやめ、とりあえずお客らしい少女の接客に務めることにした。

  　

  「三明治还要再等一下才会做好，我肚子饿了。我记得这里的三明治是极品，真的很期待。」

  「サンドイッチはまだもう少し時間がかかるかな。空腹でね。ここのサンドイッチは絶品だったと記憶している。本当に楽しみだよ」

  「谢谢您。说得也是，请再稍等一下。」

  「ありがとうございます。そうですね。もうしばらくお待ちください」

  「啊，我不是在催你，抱歉。我只是想跟你闲聊，所以希望你别用敬语。被你用敬语对待，我浑身不自在。」

  「あ、急かしているわけじゃあないんだよ。すまないね。ただ雑談がしたかっただけなんだ。だから敬語もやめて欲しい。君に敬語を使われるとむず痒くてね」

  「呃，您是客人，我不能……」

  「えっと、お客様ですから、そういうわけには……」

  　

  少女没理会飞梦的辩解，啜饮一口咖啡，宣示：「就是这个。」

  こちらの弁明も聞かずに珈琲を啜って「これだよこれ」と宣う少女。

  看来她似乎不打算听飞梦说话。

  どうやら話を聞くつもりはないらしい。

  飞梦少年也不知该如何应对，正在烦恼。

  飛夢少年も流石にこれにはどう対応したものかと頭を悩ませている。

  　

  「啊，话说回来，我还没答谢你呢。

  「あぁ、ところで謝礼をしていなかったね。

  对了，你是不收钱的那种人吧。那我就帮你解决一个烦恼吧。」

  そうそう、君は金銭とかは受け取らないタイプだったね。なら悩みを１つ解決してあげようか」

  「烦恼吗？我没什么烦恼。」

  「悩み、ですか。僕は別に大丈夫ですけど」

  「不用逞强没关系，我们这么熟了。我看，你应该是恋爱方面的烦恼吧。」

  「強がらなくていいじゃあないか。僕と君との仲だ。なに、見たところ恋の悩みだろう」

  　

  被她一语道破，飞梦吃了一惊。

  ズバリと言い当てられて驚く。

  少女不再给人奇怪的印象，飞梦的戒心也瞬间提高。

  おかしな少女という印象が崩れて、一気に警戒心が高まる。

  　

  少女似乎察觉到飞梦表情僵硬，觉得有趣地笑了。

  顔がこわばったことを察したのか、少女は面白そうに笑った。

  　

  「我对这方面很敏锐，擅长分析过去。我马上就能看出你现在正为谁神魂颠倒。」

  「ボクはね。そういう事には鋭いんだ。いわゆる過去分析というのに長けていてね。君が今、誰かに恋い焦がれているということくらいすぐわかってしまうのさ」

  「真厉害。」

  「すごい、ですね」

  「你不用这么提防我，我只是想答谢你而已。」

  「そんなに警戒しなくてもいいじゃあないか。ボクはね、本当に謝礼をしたいだけなんだよ」

  「不用了，我真的没事。」

  「結構です。僕は本当に大丈夫ですから」

  「真难钓。」

  「釣れないね」

  　

  飞梦暂时离开少女。

  一度少女から離れる。

  他走进柜台，春鹿翁从厨房探出头来。

  カウンターの中に入ると、春鹿翁がキッチンから顔を覗かせた。

  飞梦以为三明治做好了，走向春鹿翁，春鹿翁却露出奇怪的表情。

  サンドイッチができたのかと思い、飛夢は彼のもとに向かうと、何やら妙な顔をされた。

  　

  「咦，那孩子不是你的朋友吗？」

  「おや、あの子は友達じゃなかったのかい？」

  「朋友？你说我吗？」

  「友達って、僕の？」

  「除了你以外，还有谁啊？刚才飞梦带你进来的时候，不是这么说的吗？」

  「お前以外に誰がいるっていうんだ。さっき飛夢が連れてきた時に言っていたじゃないか」

  「是这样吗？」

  「そうだっけ？」

  　

  果然很奇怪。飞梦立刻想起滩的事情，考虑是否要联络他。

  やっぱり、なにかおかしい。飛夢は咄嗟に、灘の事を思い出し連絡を入れるか考えた。

  但是——他停下了手。

  しかし、――手を止めた。

  　

  理由很单纯，因为少女正看着他。

  理由は単純だ。少女と目と目があったからだ。

  说不定，她正以自己为饵，引诱滩现身。飞梦担心滩会因此受到伤害。

  もしかしたら、『自分を餌に灘さんのことを誘い出しているのでは』と思い、灘に危害が加えられることを恐れてしまう。

  　

  「……你果然很温柔呢，我和你差多了。」

  「……やっぱり君は優しいね。ボクは大違いだ」

  　

  少女喃喃自语的声音传入耳中。

  少女のポツリと零した言葉が耳に入る。

  她的语气仿佛能窥见飞梦的内心，加上那与年龄不相符的举止，煽动着飞梦的不安。

  まるで飛夢の心の中を覗き見ているかのような彼女の言葉は、その歳不相応な所作も含めて飛夢の不安を煽っていく。

  　

  「来，过来吧。三明治也做好了，你不是想和我聊天吗？」

  「ほら、おいでよ。サンドイッチもできたんだろう。雑談したいだけだと言ったじゃあないか」

  「爷爷，还有其他客人吗？」

  「お爺ちゃん。他にお客さんいるっけ」

  「没有。来，你想和朋友聊天的话，现在没关系哦。再过一会儿就是休息时间了，你们先慢慢聊吧。外面的打扫就交给我吧。」

  「おらんさ。ほら、友達と話したいなら今なら別に構わないからね。もう少しで休憩時間だから先に二人でゆっくりなさい。外の掃除はやっておくからね」

  「谢谢。」

  「ありがとう」

  　

  　

  她从飞梦手中接过三明治，转眼间就将其吞入腹中。

  飛夢からサンドイッチを受け取った彼女はあっという間にそれを腹の中に収めてしまった。

  然后，她转向坐在隔壁的飞梦。

  それから、隣のカウンター席に座る飛夢に向き直る。

  　

  「那么，我们来聊天吧，飞梦哥哥。」

  「それじゃあ、雑談しようか。飛夢お兄さん」

  「……我并没有报上姓名。」

  「……僕は名乗ってませんが」

  「你看，刚才咖啡店的店长不是用名字称呼你吗？我的听力可是很敏锐的。」

  「ほら、さっきカフェのマスターが君のことを名前で呼んでいただろう。耳が良いんだよボクは」

  　

  飞梦觉得她在说谎。

  嘘だと思った。

  她看起来就像是好不容易得到正当理由，才报上自己的名字。

  飛夢にはまるでやっと大義名分を得たがゆえに名前を呼んだようににしか見えなかった。

  她的态度从一开始就太过接近飞梦，甚至让飞梦这么认为。

  そう思えるくらいに彼女の態度は最初から、飛夢に対して近すぎる。

  简直就像两人是旧识一样。

  まるで旧知の仲であるかのようだ。

  　

  然而飞梦对她毫无印象，她应该是完全无关的陌生人。

  けれど飛夢には彼女に出会った記憶なんてどこにもない。全くの赤の他人であるはずだ。

  　

  「你是什么人？」

  「何者なんですか。あなたは」

  「我的事情不重要，就说说你的事情吧。你想送饰品给亲近的女性吧？」

  「ボクの話は良いんだ。君の話をしよう。親しい女性にアクセサリーを贈りたいんだろう？」

  　

  看来她似乎看穿了飞梦的一切。

  どうやら彼女の前には全てがお見通しらしい。

  飞梦决定先配合她闲聊。

  飛夢は一旦彼女の無駄話に付き合うことにした。

  因为他明白自己真的没有其他能做的事，所以打算至少争取一点时间。

  本当にそれ以外に自分にできることはないことなんて理解していた。だからせめてもの時間稼ぎのつもりだった。

  　

  「就算问为什么想送饰品，你也不会回答吧。」

  「なんでアクセサリーの事を、って聞いても無駄ですよね」

  「你理解得很快，真是帮了大忙。然后，你既不想挽留她，也不想送她离开吧？既然如此，为什么要送她饰品呢？」

  「理解が早くて助かるよ。それで、君は彼女を引き止めたいわけでも、見送りたいわけでもないんだろう。それなのにどうしてアクセサリーを贈るのかな？」

  「没什么特别的理由。」

  「別に、大した理由はないです」

  「就算不是什么大不了的理由，对我来说也很重要。毕竟不让你亲口说出来，就无法延续话题。」

  「大した理由じゃなくてもボクにとっては重要な話だからね。なにせこれを君の口から言わせないと、次に繋がらない」

  「……我希望她离开之后，也能多少记得我。」

  「……彼女が離れた後も、僕の事を少しでも覚えていてほしかったんですよ」

  　

  少女脸上的笑容消失了。

  少女の口から、笑みが消えた。

  她的眼神……是同情吗？

  その目にあるのは……、同情だろうか。

  　

  那眼神仿佛透过飞梦看着某人。

  まるで飛夢を通して、誰かを見ているような目だ。

  　

  「这样啊，原来你也一样……不，仔细想想，我或许也是受到你的影响，才会做出相同的行动。」

  「そうか、君もか。……いいや、考えてみるとボクは君に影響されて同じ行動を取ったのかもしれないな」

  「你在说什么？」

  「何の話ですか」

  「希望你别放在心上。抱歉，我的事不重要。没错，是关于你的事。那比较重要。」

  「気にしないで欲しい。すまないね。ボクの事はどうだっていいんだ。そう、君のことだ。そちらの方がずっと重要だ」

  「我知道自己做了不好的事。我也知道，怀着这种邪念买的礼物，不适合送给她。」

  「僕が良くないことをしているのは分かっていますよ。こんな邪な気持ちで買った贈り物なんて、彼女に相応しくないってことも。分かってはいるんです」

  「我想也是。不过，你有点太看轻自己了。她对你肯定有好感哦？

  「だろうね。だが、君は少々自分を過小評価しがちなきらいがある。彼女は間違いなくキミに好意を抱いていたよ？

  只要你挽留她，或是让她离开，她都会很高兴。」

  君が引き止めるなり、着いていくなりすれば、どちらにせよ間違いなく彼女は喜ぶと思うが」

  　

  少女说得仿佛亲眼目睹。

  まるで見てきたかのように語る少女。

  然而，她的语气不像刚才那样事不关己，或是一副看开的模样，听起来像是在真挚地思考飞梦的事。

  だがそこには先程までの他人事のような、達観したような声色ではなく、真摯に飛夢の事を考えているように聞こえた。

  　

  正因如此，飞梦也为了回应少女的真挚，说出了真心话。

  だからこそ、飛夢も少女の真摯さに応えるように、本心が漏れる。

  　

  「你并不了解那个人。那个人其实是个很温柔的人，但她总是把自己封闭起来。」

  「貴女は、あの人の事を知らないんです。あの人は、本当に優しい人なんですが、壁があるんです」

  「……封闭？」

  「……壁？」

  　

  飞梦一直都有这种感觉。

  それは飛夢がずっと感じていたものだ。

  说到底，飞梦和滩之间的联络，一直都是由飞梦主动发起。

  そもそも、飛夢と灘の連絡は常に飛夢側から取られていた。

  不只是飞梦，美来偶尔也会提起，滩似乎不会主动联络他们。

  これは飛夢以外もそうだ。美来が時折言っているのだが、灘は自分から連絡を入れてくれることがまずないらしい。

  　

  如果飞梦主动发起话题，她一定会回应，直到话题结束为止。

  こちらから投げれば、必ず投げ返してくれるし、その話題が終わるまではずっと応えてくれる。

  但话题结束后，她只会回以沉默。

  けれどそれが終われば、返ってくるのは沈黙のみだ。

  这就像是在向远方的群山呼喊一样。无论回应多少次，她始终都在远方。

  それはまるで、遠くにある山々に声を投げかけるのと変わらない。どれだけ応えてくれても、彼女はずっと遠いままなのだ。

  　

  当飞梦得知「娜达」这个名字是假名时，其实他并没有特别惊讶。

  ナダという名前が偽名だったことを教わった時も正直な所、あまり驚かなかった。

  因为他隐约察觉到，她就是会做出这种事的人。

  彼女はそういう事をする人だとなんとなくわかり始めていた。

  她总是试图保持距离，却又不会彻底远离，仿佛在等待话题自然消失。

  ずっと距離を取ろうとしつつも、つかず離れず、いずれ自然消滅するのを待っているかのように見えた。

  　

  「不，这样很奇怪吧。毕竟，你们之前明明那么热情地拥抱彼此。」

  「いや、おかしいだろう。だって、あれほど情熱的に抱き合っていただろう」

  「……我也觉得奇怪。她的样子明显很不对劲。

  「……それは、僕もおかしいって思っています。明らかに様子がおかしいんです。

  但就算这样，我能够拒绝吗？喜欢的人说想要我抱紧她，我抱紧她，然后推开她吗？我拒绝得了吗？」

  でもだからって、言えますか？　好きな人から抱きしめてほしいって言われて、抱きつかれたりして、突き放せますか？　断れますか？」

  「不行。绝对不行。嗯，我懂。」

  「無理だ。絶対に無理だ。うん、わかる」

  　

  少女一脸苦涩地肯定。

  苦虫を噛み潰したような顔で肯定する少女。

  她似乎有什么经验。

  なにか覚えがあるらしい。

  　

  「不懂得拿捏距离的家伙，真的马上就会抱上来。

  「距離感がわかっていないやつは、本当にすぐ抱きしめてくる。

  他们根本不懂我的心情。那种人，只是心血来潮就会那样做。我真的很辛苦才忍住。」

  こちらの気も知らないでね。ああいう輩は、ただそんな気分になったからってそうしてくるんだ。ボクも本当に我慢するのが大変だったんだ」

  　

  总觉得飞梦和这名少女似乎可以成为好朋友。

  なんか、飛夢はこの少女と仲良くなれそうな気がした。

  呃，虽然完全无法信任她，但总觉得她这番话很有真实感，让人有很多想法。

  いやまあ、全然信頼できそうにないけど、なんかマジで実感のこもったその発言は色々と思うところがあった。

  　

  「我也想拒绝。可是那个人有她的理由，我不能拒绝。」

  「僕だって、断りたいんです。でもあの人には、ちゃんと理由もあって、断るわけにはいかなかったんです」

  「这样啊。该怎么说呢，真的很抱歉。」

  「そうか。それは、なんというか、本当にすまないね」

  「没关系。我到最后也只是随波逐流地接受。我也曾经觉得占便宜。我真是差劲。」

  「いいんです。僕も結局ただ流されて受け入れていたんで。役得だって思っていたところもありました。僕は最低です」

  「你没有错。错的是所有印狐。圣诞节不会再发生这种骚动，到时候你就可以和她尽情亲热了。」

  「君は悪くないよ。悪いのは全部インプルさ。クリスマスにはこういう荒事も無くなるから、そしたら君と彼女で思う存分イチャつくと良い」

  「骚动消失后，我……」

  「なくなった所で、僕には……」

  　

  没有踏出去的勇气。

  踏み出す勇気なんてない。

  佩萨说过，飞梦只是在逃避。这句话现在在飞梦的脑海里浮现。

  ただ逃げているだけだとペサに言われたことが今、飛夢の脳裏をよぎる。

  　

  飞梦也是因为有某些理由才会开始行动。她也不是没有在寻找那些理由。

  飛夢だって、何か理由があれば歩み始めている。その理由も探していないわけじゃない。

  想要待在她身边的心情，一直没有改变。

  少しでも、彼女の側にいたいというこの気持ちはずっと変わっていない。

  　

  但是，她找不到。

  けれど、見つからない。

  她不可能找到。因为她是特别世界的居民。

  見つかるはずがないのだ。だって彼女は特別な世界の住人なのだ。

  没有任何力量的自己，只会成为绊脚石的自己，怎么可以待在她身边。

  何の力もない自分なんかが、足手まといにしかなれない自分なんかが、側にいていい訳がないのだと。

  　

  「老实说，我原本打算随便说些话，推你一把。因为现在的我，有办法做到。

  「正直な所、君の恋話には適当にそれらしい事を言って背中を押すつもりでいた。今のボクになら、それができるからね。

  如果多少能帮上你的忙，我原本打算稍微使用一下禁止用在私事上的力量。

  君に少しでも役立てるなら私事で使う事を禁じていたこの力も、少しくらいならいいじゃあないかって思ったんだよ。

  ……但是，我放弃了。你和我一样，都一样。」

  ……けれど、辞めたよ。君はボクと変わらない。同じだったんだよ」

  「一样的经验？」

  「同じような経験が？」

  「差不多二十年前吧，差不多是那个时候的事。

  「だいたい２０年くらいかな、それくらい前の話さ。

  我们和你一样，只留下无法忘记的伤痕，就分开了。」

  君と同じように忘れられないような痕だけ残して、ボクらは離れていった」

  　

  看起来不像在说谎。

  嘘を言っているようには見えなかった。

  少女一直看着空杯子，像是在回想什么。

  少女はずっと何かを思い返しているように、何も入っていなカップを覗き込んでいた。

  　

  「我没有勇气做出选择。

  「選択できる勇気がなかったんだ。

  我没有那种勇气。

  ボクにはそんな勇気がなかったんだよ。

  所以，她才会不顾一切地挣扎，试图尽可能延长现在的时间。

  だからただ流されて、それでも今を少しでも引き伸ばそうと、躍起になった。

  结果，她现在仍对当时的行为感到后悔。

  結果、酷い事をしてしまったと今も後悔している。

  她也曾想过，是不是有其他更好的做法。」

  もっと別のやり方があったんじゃあないかって、考えることも幾度となくあった」

  　

  这并非事不关己。

  他人事ではない。

  如果她所言为真，那么，自己就是她口中的「你」。

  彼女の言葉が真実なら、目の前にいるのは自分自身だ。

  正因如此，飞梦才会等待她继续说下去。他想知道，她究竟想对自己说些什么。

  飛夢はだからこそ、彼女の言葉を待った。彼女が自分に、何を伝えたいのか、それを知りたかった。

  　

  「如果要说给现在的你听……那就是，『等到失去之后才后悔，就太迟了』。」

  「今の君に言えるとするなら、……居なくなってからでは遅い、ということだけだ」

  「……你重要的人，现在怎么样了？」

  「……あなたの大事な人は、今どうしているんですか」

  「死了。」

  「死んだよ」

  　

  她不屑地回答，让飞梦倒抽一口气。

  吐き捨てるような彼女の言葉に息を呑む。

  少女放下空杯子，站起身来。

  空になったカップを置いて、少女が立ち上がる。

  她朝门走了几步，又停下脚步，背对着飞梦，以嘶哑的声音恳求道：

  そして扉に向かって数歩歩いてから、立ち止まり、背を向けたまま絞り出すよう声で彼女は懇願した。

  　

  「拜托你，希望你不要和我有一样的过去。你还有更美好的未来。如果你没勇气，就由我来帮你创造。」

  「頼むから、君はボクと同じ過去を持たないで欲しい。君にはもっと素晴らしい未来があるんだ。もし君に勇気がないなら、ボクがその未来を」

  「我没事。」

  「大丈夫です」

  　

  这不是拒绝。

  拒絶、ではない。

  而是另一种意思。

  これはもっと別のものだ。

  　

  「……这样啊，太好了。」

  「……そうか。よかった」

  　

  飞梦之所以能察觉到这一点，是因为他发现，两人其实很像。

  それに気づけたのは、きっと二人共似た者同士だと気づいたからだ。

  飞梦早已不再对她抱持戒心。

  とっくに飛夢の胸から警戒心なんてものはなくなっていた。

  　

  「可以的话，能告诉我你的名字吗？」

  「よかったら、名前、教えていただけませんか」

  「名字啊。不好意思，用假名可以吗？」

  「名前か。すまないが、偽名でも良いかい？」

  「我还是第一次听到有人这样拜托我。」

  「そんなお願い初めて聞きましたよ」

  「我也是。算了，你就叫我绿谷吧。」

  「ボクもだよ。まあ、なんだ、緑谷とでも呼んでくれ」

  　

  店内响起笑声。

  笑い声が店内に響く。

  门铃喀啦喀啦地响起，春鹿翁从后门出来，绕了一圈扫完垃圾后回到正门。

  カランカランとドアベルが音を鳴らして、裏口から出てぐるりと表口までごみ掃除をしていた春鹿翁が戻ってきた事を知らせた。

  　

  看到两人站在门前相视而笑，春鹿翁似乎很惊讶。

  二人が扉の前で仲良く笑っているのを見て、春鹿翁は驚いているようだ。

  　

  「哎呀，打扰到你们了吗？」

  「おや、邪魔したかな？」

  「没有，我们正要回去。打扰您了。」

  「いいえ、今から帰るところだったんです。お邪魔しました」

  「这样啊，欢迎再来。」

  「そうかい。また来ておくれ」

  「好，有机会再来。」

  「そうですね。また、いつか」

  　

  少女向春鹿翁低头致意后离去。

  春鹿翁に頭を下げて、少女は去っていく。

  这时飞梦才注意到自己还没付钱，但看到桌上正好放着与餐点等值的金额。

  そこでふと、彼女からお代を貰っていない事に気づいたが、机の上を見ているとちょうど代金分のお金が置かれていた。

  　

  真是个细心的少女……不，她一定比自己年长，飞梦将少女重新认知为女性。

  なんとも抜け目ない少女……、いやきっと自分より歳上なんだろうと思い、飛夢は少女ではなく女性と認識を改める。

  　

  「绿谷小姐啊。」

  「緑谷さん、か」

  「……飞梦，可以打扰一下吗？」

  「……飛夢、少しだけいいかい？」

  「嗯，怎么了，爷爷？」

  「うん、どうしたのお爺ちゃん」

  　

  话说回来，春鹿翁的眼神好可怕。

  ところで、なんか春鹿翁の目が怖い。

  仿佛要刺穿人的锐利视线射了过来。

  何か突き刺さるような鋭い視線が飛んでくる。

  　

  「你和那女孩是什么关系？该不会是脚踏两只船吧？」

  「あの子とは、どういう関係なんだい？　まさか、二股、というやつじゃないだろうね」

  「不，不是啦！」

  「いや、違うよ？！」

  　

  飞梦被她误会了，不知该如何是好。

  とんでもない勘違いをされてしまって、どうにも困る飛夢であった。

 